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第6章 赤壁の賦――黄州 
［第6章その一］ 

元
げん

豊
ほう

2年［1079年］、蘇
そ

軾
しょく

44歳。 

元豊3年［1080年］、蘇軾45歳。 

 

 

■【06-1-001】十二月二十八日、蒙恩責授検校水部員外郎黄州団練副使、復用前韻二

首 

【解題】「困窮して後に人は詩に巧みになる」とは欧
おう

陽
よう

脩
しゅう

の言葉［→作品番号 04-3-

047］。梅
ばい

堯
ぎょう

臣
しん

の詩集に寄せた序文の中にあり、その直前に「蓋
けだ

し愈
いよ

いよ窮
きゅう

すれば則
すなわ

ち愈
いよ

いよ工
たく

みなり」とある。これはむしろ、時間は前後するが、蘇軾のために記され

たかのように思えもする。前の章までに見たように、蘇軾の詩はすでに巧みで、高
こう

麗
らい

国
こく

にも聞こえるほどであった。しかし、もしもこれから後に見る詩がなかったならば、

蘇軾は梅堯臣や欧陽脩と肩を並べる北
ほく

宋
そう

の代表的詩人の一人という評価に留まったの

ではなかろうか。その特徴は、難解な語句を自在に駆使し、次韻を異様に得意とし、

時に人の意表を衝く警句もしくは諧謔の辞を吐くということであっただろう。蘇軾が

北宋のみならず中国を代表する詩人の一人とされるのは、愈
いよ

いよ窮
きゅう

して愈
いよ

いよ工
たく

みに

なったからで、本章からその過程をたどることになる。 

御
ぎょ

史
し

台
だい

の獄での苛酷な審理は 4 カ月間にわたった。最終的に神
しん

宗
そう

皇帝が下した処分が

いかなるものであったのか、それがこの項の詩の題に記されている。「十二月二十八

日、恩を蒙
こうむ

り、検
けん

校
こう

水
すい

部
ぶ

員
いん

外
がい

郎
ろう

、黄
こう

州
しゅう

団
だん

練
れん

副
ふく

使
し

に責
せき

授
じゅ

され、前の韻を用いてまた二

首を作った」。皇帝の御恩によって、死罪は免れて、官位を下げる処分となり、「検校

水部員外郎」という名目上の官位と、「黄州の団練副使」という実質的に仕事のない
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職を与えられた。詩の題では省かれているが、正式の処分には、「黄州団練副使」の

後ろに「本
ほん

州
しゅう

安
あん

置
ち

不
ふ

得
とく

簽
せん

書
しょ

公
こう

事
じ

」の十文字がある。これは、黄州で軟禁状態に置かれ、

公文書には署名できない、つまり公
おおやけ

の仕事を禁じるという意味である。蘇軾を告発

した李
り

定
てい

、舒
じょ

亶
たん

、何
か

正
せい

臣
しん

、張
ちょう

璪
そう

等は何としてでも蘇軾を死罪にしようと手を尽くした

のだが、神宗皇帝が特に罪を軽くしたというのが、当時の人々の一般的な理解であっ

た。しかし、宋代の法体系からして、蘇軾の罪状に対する罰としてはこの程度が妥当

で、神宗皇帝が特別に優遇したわけではないという説もある。 

この事件で処分を受けたのは蘇軾だけではなかった。王
おう

詵
しん

［→作品番号 05-3-011 など］

は先帝の婿として特別の恩を受けていながら朝廷の機密を漏らした罪で全ての官職を

停止されて均
きん

州に移動を命じられ、弟の蘇轍は自身の官位をもって兄の罪を贖
あがな

いたい

と申し出ていたこともあって、官位を下げられて筠
いん

州に移され、王
おう

鞏
きょう

［→作品番号

05-4-084 など］は賓
ひん

州に流された。均州は都から南東に数百キロ、筠州は南方にその

二倍、賓州は南方にさらに二倍ほど離れたところである。罪が大きいとされた者ほど

距離が遠くなる。それ以外にも蘇軾と交流のあった張
ちょう

方
ほう

平
へい

と李
り

清
せい

臣
しん

は罰として銅三十

斤
きん

を科せられ、司
し

馬
ば

光
こう

、范
はん

鎮
ちん

、銭
せん

藻
そう

、陳
ちん

襄
じょう

、劉
りゅう

攽
はん

、李
り

常
じょう

、孫
そん

覚
がく

、曽
そう

鞏
きょう

、黄
こう

庭
てい

堅
けん

、呉
ご

琯
かん

、周
しゅう

邠
はん

、顔
がん

復
ふく

ら 22 人は罰として銅二十斤を科せられた。銅量の差は、張方平と李

清臣が高い地位にあることによるのだろうか。王鞏も、蘇軾との関係はこれらの人々

と同レベルで、特別に何かをしたようには見えないのだが、なぜか群を抜いて重い処

分となり、蘇軾は王鞏に対してすまないことをしたと後に述懐している。劉攽はかつ

て言葉が過ぎるのではないかと蘇軾に忠告していた［→作品番号 05-1-064］。それに素

直に従っていたならこのようなことにはならなかったのかもしれないが、愈
いよ

いよ窮
きゅう

す

ることがなくて蘇軾の詩文が熟す機会は失われてしまったであろう。 

皇帝の 詔
みことのり

が下ったのは12月26日、蘇軾は12月28日に獄を出て、すぐに2首の詩
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を作った。獄中で弟に向けて詠んだ詩［→作品番号 05-5-094］と同じ韻を用い、次韻

の達人ぶりは健在であった。 

 

【訳文】 

 其の一 

獄中で百日…… 

娑
し ゃ

婆
ば

に帰るのはちょうど春になろうというとき。 

我が身に最も関わるのは、残された歳月の楽しみ事だ。 

門を出て、まずは便旋
しゃっとほうにょう

すると、春の風が顔に吹いてくる。 

人 と々馬を連ねて走ると、鵲
かささぎ

がにぎやかに祝ってくれる。 

酒杯に向かう。 

――すべては夢。 

試しに筆を執れば、すでに神技のように詩が湧いてくる。 

このたびの災いのもとは必ずしも深く追求しなくてもよいのだろう。 

前々から禄
ろ く

を竊みとっていたのだから、それが原因でないことはないのだ。 

【補足】［（1）「便
べん

旋
せん

」の解釈は一つではないが、しゃっと立小便することだとするの

がいかにも蘇軾らしくて人気がある。しかし、その解釈だと、詩文のせいで死罪にな

りかけたのに、解放された途端にいきなり品のない詩を作り全く懲りない人間だと、

人を呆れさせる度合いはよりひどくなる。（2）同じ韻を使って、獄中での重苦しい詩

と、この軽やかな詩が作れてしまうというのは、自分でいう通りまさに神技なのだろ

う］ 

 

 其の二 
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文字は、普段から私に災いをもたらすものであった。 

これからはこれをやめ、私の評判が低くなってもよしとしよう。 

どのみち「万
ば ん

事
じ

塞
さ い

翁
お う

が馬」なのだ、今日の不幸が将来の幸福を導くと期待してみたり、 

玄
げ ん

宗
そ う

皇帝の好みに合わせて闘鶏の技を習って出世を目指した少年の真似をしてみたり、 

そういったことはしない。 

官職を棄てた陶
と う

淵
え ん

明
め い

は、貧乏で好きな酒さえなかった、 

釈迦の弟子の維
ゆ い

摩
ま

詰
き つ

は、病んで机にもたれながらも仏法を妻とした、 

そういったことを我が事としたいものだ。 

それにしても笑ってしまうのは、 

南
な ん

京
け い

応
お う

天
て ん

府
ふ

の老役人だ、 

僕のために意気がった文章を書いて江
こ う

西
せ い

に流されてしまったのだから。 

【補足】［（1）末句は、決死の覚悟で嘆願書［→作品番号 05-5-094］を書いた弟を「笑

ってしまう」と手荒く言い放ちつつ、実は深く感謝しているのである。（2）蘇軾を告

発した急先鋒の一人に李
り

定
てい

がいた。ここまで読んでこられた方は、李定に対してかな

り悪い印象を抱いているであろう。公平性を期すために、李定には次のようなエピソ

ードが伝えられていることを補足しておきたい］ 

 

【訳文】 

邵
し ょ う

博
は く

：『邵
し ょ う

氏
し

聞
ぶ ん

見
け ん

後
こ う

録
ろ く

』 

李
り

定
て い

は蘇軾を獄中で尋問し、その勢いは激しかった。 

ある日、李定は崇
す う

政
せ い

殿
で ん

の門の外で同輩と語り、 

「蘇軾は奇才である」 

と、いった。同輩は（意外であったので）返事ができずにいると、 
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「二、三十年前のこと、蘇軾が詩文を作り、経典や史書から故事をいろいろに引いていた。それにつ

いて問うと蘇軾は即答し、一字の誤りもなかった。まことに天下の奇才ではないか」 

と、しばらく嘆息してやまなかった。 

仇敵といえども蘇軾の才を認めないわけにはいかなかったのである。 

【補足】［これを記録した邵
しょう

博
はく

は、司
し

馬
ば

光
こう

とも深い交流のあった邵
しょう

伯
はく

温
おん

の息子で、邵

伯温は当時極めて著名だった学者の息子である。だから、この記事は信頼性が高いと

いえるだろう。ただし、ここで蘇軾に問うたのが李
り

定
てい

自身であるかどうかはよくわか

らない。「二、三十年前」とあるから、蘇軾が制
せい

科
か

を受けたころということになるの

だが……］ 

 

■【06-1-002】文与可飛白賛 

【解題】獄を出て 3日後の元
げん

豊
ほう

3年 1月 1日に、蘇軾は都を発って黄
こう

州に向かった。

同行したのは長男の蘇
そ

邁
まい

だけで、あるいは馬
ば

正
せい

卿
けい

のような身の回りの世話をする者が

いたのかもしれないが、その他の家族は南
なん

京
けい

応
おう

天
てん

府
ふ

の蘇轍のもとに身を寄せていた。

黄州は長
ちょう

江
こう

中流の小都市で、まずは船で陳
ちん

州を目指した。かつて杭州に赴任した際に

も、都から陳州に向かっていた［→作品番号 03-4-015］。そのときは陳州に弟がいたの

だが、今度は文
ぶん

務
む

光
こう

［字
あざな

は逸
いつ

民
みん

］がいた。文務光は親友文
ぶん

同
どう

［字
あざな

は与
よ

可
か

］の子で、

蘇轍の娘の婿。文同は1年前に陳州で亡くなっていて［→作品番号05-5-013］、息子は

父の棺とともになおここに留まっていた。蘇軾は陳州で文同の遺品を見て、この短文

を記した。逮捕直前の前年 7月 7日に文同の画についての文を記していたこと［→作

品番号 05-5-086］を思うと、出獄後の最初の文章が文同の書
しょ

について記したものであ

るのは感慨深い。 
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【訳文】 

嗚
あ

呼
あ

、哀しいではないか。 

文
ぶ ん

同
ど う

には、好むものがこうもたくさんあったとは。好むものがこうも奇
すばら

しかったとは。 

孔
こ う

子
し

はこういったという。 

「私は世に用いられなかった。だから多芸となった」 

文同もまたそうであったのだろうか。 

私は始めに文同の詩と文を見た。それから、行
ぎ ょ う

書
し ょ

と草
そ う

書
し ょ

と篆
て ん

書
し ょ

と隸
れ い

書
し ょ

を見て、これで全てであろうと

思った。 

亡くなって一年が経って、ここに飛
ひ

白
は く

を見た。あまりにも美しい。まさしく万物のありようがここにことごとく尽く

されている。 

文同の筆の痕を自然界の事物に譬えるなら―― 

霏
ひ

霏
ひ

として軽
か ろ

やかな雲が月を蔽
お お

うかのよう、翻
ほ ん

翻
ぽ ん

として長
ゆ る

やかな風が旆
は た

を巻くかのよう、猗
い

猗
い

として遊糸
か げ ろ う

が柳の絮
わ た

にまとわりつくかのよう、
じ ょ う じ ょ う

として流れる水が荇帯
み ず く さ

を舞わせるかのよう。 

文同の筆の勢いは―― 

離
り

離
り

として遠くどこまでも及んで断たれることなく、縮
し ゅ く

縮
し ゅ く

として近くに溢れて滞ることがない。 

文同の工
た く

みがここにまで至っていたことを私は初めて知った。私が知っている文同はほんのいくばくでも

なく、私の知らない文同は恐らく計りようがないのであろう。 

嗚
あ

呼
あ

、哀しいではないか。 

【補足】［（1）飛
ひ

白
はく

とは書法の一つで、筆に墨をあまり含ませないで、白い部分を多

く残してかすれたように書く。（2）霏
ひ

霏
ひ

、翻
ほ ん

翻
ほ ん

、猗
い

猗
い

、
じ ょ う じ ょ う

、離
り

離
り

、縮
し ゅ く

縮
し ゅ く

の 6 個のオノマ

トペで文同の書
しょ

を表現している。オノマトペの意味するところは、それに続く語句に

示されている通りで、無理に日本語に置き換える必要はないだろう。（3）「哀しい」

とあるのは、文同の「計りようがない」ものがさらに発揮する機会が永久に失われた
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ことをいうのだろう］ 

 

■【06-1-003】陳州与文郎逸民飲別、携手河堤上、作此詩 

【解題】陳
ちん

州に滞在する間に、南
なん

京
けい

応
おう

天
てん

府
ふ

から蘇轍がきた。兄弟が一緒にいられたの

はわずかに 3 日間で、1 月 14 日、蘇軾は陳州の川のほとりで、弟と文
ぶん

務
む

光
こう

［字
あざな

は逸
いつ

民
みん

］と別れた。これは文務光に送った詩。 

 

【訳文】 

白く濁った酒は何もいわない。 

静かに瀉
そ そ

げば油のように滑らかである。 

酔って堤の上を歩いて、我が愁いを発散させようとする。 

春の風は料峭
ひ や ひ や

として、羊の角のように向きが定まらずにあれこれ転じる。 

河の水は渺綿
ゆ ら ゆ ら

として、瓜の蔓のようにあてどなく流れゆく。 

貴君はすでに帰ることを思い、巴
は

峽
き ょ う

を夢みているであろう。 

私はまだ到っていないので、黄
こ う

州について説くことができない。 

人の世に生きる我等に、離合集散はやむことがない。 

だからといって、 

楚
そ

の囚人の悲しい歌を学ぼうとは思わない。 

【補足】［（1）文
ぶん

務
む

光
こう

も蘇軾も蜀
しょく

の人で、故郷は長
ちょう

江
こう

を遡った巴
は

峡
きょう

の先にあり、黄
こう

州

は巴峡の手前にある。文務光は父の棺を携えて近く帰郷するので、「帰ることを思い」

と詠んでいるのである。（2）「楚
そ

の囚人の悲しい歌」とは次のような故事による。遠

い昔のこと［紀元前582年とされる］、晋
しん

国
こく

の景
けい

公
こう

が、楚
そ

国
こく

から捕虜として連れてこら

れた囚人を見たところ、その中にきちんとした身なりの人物がいた。誰であるかと尋
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ねると、楚国で楽
がく

官
かん

であった鍾
しょう

儀
ぎ

であった。景公が鍾儀に琴を与えると、楚国の音楽

を演奏し、幾つか問うと、その答え方には仁、信、忠、敏が具わっていた。そこで、

鍾儀を礼儀正しく扱って帰国させ、楚国との和議を進めた。それから 900 年ほど後に、

晋
しん

朝
ちょう

［先の晋国とは全く別の王朝］は異民族の攻撃を受けて都洛
らく

陽
よう

を失い、一部の皇

族、貴族は南方に逃れ、江
こう

南
なん

の見慣れない風景に涙を流した。王
おう

導
どう

は、「楚の囚人の

ように泣いてばかりでどうするのか」と、人々を励まし、晋朝の再興に向けて努力し

た。蘇軾は、これらのことを踏まえて、自分はまさに異郷の地に囚われの身となるけ

れど、それを悲しむような歌をうたおうとは思わないといったのである。（3）「羊の

角」や「瓜の蔓」のように先は見定めることはできずとも悲嘆はしない――この決意

は黄州でのこれからの日々の基調となる］ 

 

■【06-1-004】子由自南都来陳三日而別 

【解題】陳
ちん

州での別れに際して弟にも詩を送った。 

 

【訳文】 

夫子
せ ん せ い

だって、朝廷を逐
お

われた身であるのに、 

楚
そ

の囚人であるこの僕のことを、よくまあ哀しんでくれるものだ。 

たちまち三百里をあたふた馳
は し

ってきて、僕の憂いを寬
ゆ る

めようとしてくれるとは。 

君と逢うと、やはり得るところがあるとわかる―― 

君は道
み ち

を修めた眼をしていて、清く澄み、あらぬところへ視線が流れたりすることがない。 

この前別れてからまだ一年にならないけれど、 

どうだい、僕の顔に浮かんでいた驕
お ご

った気配は落ち尽くしたのではないかな。 

だけど、僕は道
み ち

を聞くことが晩
お そ

くて、了見のちっぽけなことといったらかの孫
そ ん

休
きゅう

のようなものだ。 
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至
し

言
げ ん

［最も大切なこと］をいつまでたっても自分のものとすることができないし、 

放
ほ う

心
し ん

［本来の場所から散ってしまった心］を自分で収め直すこともできないのだ。 

やはり、善
ぜ ん

知
ち

識
し き

［良識のあるよい友］こそが、 

妙薬を投じればただちに応じるところがあるのと同じであって、 

君の言葉を、この憂い患うときに納
い

れることで、 

獄中で過ごした百日間の愁いも消し去ることができるというものだ。 

僕は冥
く ら

く頑
かたく

なで教化し難い人間ではあるけれど、 

君によって、その頑
かたく

ななところが鐫
ほ

られ、冥
く ら

いところが発
ひ ら

かれることが、 

すでに周
あまね

く全体に及ぼうとしている。 

普段の心の種々の乱れも、次第に去って留まるものはなくなるであろう。 

そして、無
む

所
し ょ

還
げ ん

［還るところがあるとするのは、還るところがないとするのになお及ばない］のところで永く

夫子
せ ん せ い

と遊びたいと思う。 

だから、今回の別れなどは言うに足りない、 

長
ち ょ う

江
こ う

の東と西になるだけではないか。 

煩悩を毒蛇に譬え、毒蛇の這う床を畏れて禅
ぜ ん

榻
と う

から下りないのがよいというけれども、 

そのまま榻
い す

の上でたっぷりと眠れたなら、それ以上に求めるものはない。 

つまり、僕は黄
こ う

州を禅榻だと思ってそこに安んじるつもりでいて、 

必ずしも故郷に帰りたいとは想っていないのだ。 

【補足】［（1）最初に弟に向かって「夫
ふう

子
し

」［先生］と呼びかけているのは、弟を敬い

つつ、冗談ぽくもしているのだろう。（2）自分のことを「楚
そ

の囚人」といっているの

は、前の詩の続きとしてこれが詠まれているためだ。（3）苛酷な獄中体験を経てこれ

からいかに生きたらよいのか、蘇軾はいろいろな思索を巡らしていたのだろう。その

支えとなったのは、儒学であるよりも、荘
そう

子
し

の哲学であり仏教であったようだ。孫
そん

休
きゅう
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は『荘
そう

子
じ

』の説話に出てくる人物で、「善
ぜん

知
ち

識
しき

」「無
む

所
じょ

還
げん

」「畏
い

蛇
じゃ

」などは仏教用語で、

それらを用いて何をいおうとしているのか掴み取るのはなかなか容易ではない。（4）

脇道に逸れるようだが、蘇軾の思索に触れるために孫休の説話を見ておこう］ 

 

【訳文】 

『荘
そ う

子
じ

』「達
た つ

生
せ い

篇
へ ん

」より 

孫
そ ん

休
きゅう

という者がいた。扁
へ ん

慶
け い

子
し

先生の門を訪ねて、孫休はこのようにいった。 

「私は郷里にいて身が修まっていないといわれたことはありません。困難に臨んで勇気がないといわ

れたこともありません。しかし、田を耕して豊年に遇ったことがなく、君主に仕えて世の時流に遇
あ

ったこと

がなく、村からは排斥され、町からは追い払われ、そんなこんなで、私は何か天に対して罪があるので

しょうか、私はどうしてこのような運命であるのでしょうか」 

扁慶子先生は答えた。 

「君は聞いたことがないのかい、かの至
し

人
じ ん

［最高の道徳を具えた人］がどのように振る舞っているのか

を。至人は自分の肝胆
こ こ ろ

を忘れ、自分の耳目を遺
わ す

れ、塵と垢にまみれた世間の外を悠々と歩きまわり、

何事もしないという業
ぎ ょ う

に遊んでいる。これはいわゆる『為
な

して恃
た の

まず、長
ち ょ う

じて宰
さ い

せず』［何かをしても己を誇

らないし、何かを化
か

育
い く

しても支配しない］ということなのだ。いまそなたは知識を見せびらかして愚かな者

を驚かせ、身を修めて他人の汚点を明らかにしてみせ、あかあかと日
に ち

月
げ つ

を掲げて行くように自分を目立

たせようとしている。それでいながら、そなたは身体をきちんと保っていて、九つの竅
あ な

を具えたまま人生の

途中で聾
ろ う

、盲
も う

、跛
は

、蹇
け ん

になることがなく、人間の仲間の数に入っていられるのだから、それだけで幸せ

なのではないのかい。それでどうして天を怨んだりするのだ。さあ、もう往
い

ってくれ」 

孫休が出て行くと、扁慶子先生は部屋に戻って座り、しばらくして天を仰いで嘆息した。弟子が尋ねた。 

「先生はどうして溜め息をつかれるのですか」 

扁慶子先生は答えた。 
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「いま孫休なる者がきた。私はこの者に至人の徳を告げた。孫休が驚いてしまって、ついには惑いに

至ることを私はいま恐れているのだ」 

弟子はいった。 

「そうはなりませんでしょう。孫休の言うところが正しくて、先生の言われることが間違っているのなら、間違

いは正しいものを惑わすことができません。逆に、孫休の言うところが間違っていて、先生の言われるこ

とが正しいのなら、孫休はもともと惑っていたわけですから、先生に罪などありません」 

扁慶子先生は言った。 

「そうではない。昔、魯
ろ

国
こ く

の郊外に珍しい鳥がきて留まった。魯の君主は喜んで、鳥のために正式の

御馳走を用意してもてなし、古代の名曲を演奏して楽しんでもらおうとした。鳥は憂い悲しみ、目をきょろ

きょろさせて、飲食することがなかった。魯の君主は自分を養うのと同じようにして鳥を養おうとしたのだが、

鳥は鳥を養うようにして養わなければいけないのだ。人のいない林に棲まわせるなり、広い湖に浮かば

せるなりして、泥鰌や蚯蚓を食べさせておけば安らかにしていられる。孫休は、小さな孔
あ な

から覗いて、わ

ずかなことしか聞いていない了見の狭い人間である。これに対して私は至人の徳を告げてしまった。こ

れを譬えれば、鼠を載せるために馬の曳く車を用い、鶉を楽しませるために鐘や太鼓を叩くようなものだ。

孫休は驚かずにはいないのだ」 

【補足】［蘇軾は、ここにある「知識を見せびらかして……」［知
ち

を飾
かざ

って愚
ぐ

を驚
おどろ

かし、

身
み

を脩
おさ

めて汙
お

を明
あき

らかにし、昭
しょう

昭
しょう

乎
こ

として日
にち

月
げつ

を揭
かか

げるが若
ごと

くにして行
ゆ

く］という

のは、実はまさしく自分のことなのではなかろうかと、考えるようになったのだろう。

蘇軾を嫌う人からしたら、これ以上にぴったりな形容はない。制
せい

科
か

にまで合格した超

エリートとしては、むしろ「昭
しょう

昭
しょう

乎
こ

として日
にち

月
げつ

を揭
かか

げるが若
ごと

くにして行
ゆ

く」であら

ねばならないという意識があったのかもしれない］ 

 

■【06-1-005】正月十八日蔡州道上遇雪、次子由韻二首 



第6章 赤壁の賦 

第 6 章：12 
 

【解題】陳
ちん

州から先は陸路で黄
こう

州を目指したようだ。1月 18日に蔡
さい

州に至る道で春の

雪に遇い、弟がかつて雪を詠んだ詩に次韻した。 

 

【訳文】 

 其の一 

路傍の蘭や菊に生
せ い

意
い

［生命エネルギー］がある。 

微かな陽
あたたか

みによって、根が短いながらも張られつつあるのだろう。 

蘭や菊は、 

暮れ方には雪が己の身に集まってくるのを憂い、 

明け方には朝日を迎えるのを喜ぶ。 

憶
お も

うに、僕等の故郷の居室では、 

朝の光は、南の軒端で揺れ動き、 

雪の晩には、松や竹が傾いて雪を落とした。 

いまごろの季節には、 

まだ葵
あおい

や 萱
わすれぐさ

は数えることはできなかったけれど、 

我が家に通じる道には様々な草が茂り、 

早朝に酌む井戸水は温かかった。 

かつて僕等が歩きつつ詩を吟じたところには、 

きっといまも僕らの履
く つ

の痕が残っているだろう。 

あるときから僕等は故郷を出て官に仕えたので、 

蜀
し ょ く

の地を生涯出ることがなかった古代の賢人、李
り

仲
ちゅう

元
げ ん

に対してずっと愧
は

じなければならなくなった。 

この年齢になってさらにますます羞
は

じなければならないのは、 

雪を冒してこうして南へと奔
は し

らなければならないこと。 
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これから行く小さな町では、 

廃れた農園でも買って、 

僕は自分の手で枯れた枝葉を取り除き、 

昔の東
と う

陵
り ょ う

侯
こ う

に習って瓜でも植えて、 

あそこの畑の瓜は旨かったなあと、 

あとあとまでも町の人々に言い伝えられるようにするつもりでいるのだよ。 

【補足】［（1）冒頭にある蘭も菊もたまたま目に入ったから詩に詠んだというもので

はないだろう。林の下にひっそりと咲いてほのかな香りを漂わせる蘭も、ほかの花々

よりも遅れて最後に咲く菊も、君子のあるべき姿の象徴とされてきた植物である。（2）

詩の末尾にあるのは、召
しょう

平
へい

という人の故事。蘇軾はそのことを時々詩文に引いている

ので、ここで紹介しておく。召平は秦
しん

の始
し

皇
こう

帝
てい

に仕えて高位に昇り、東
とう

陵
りょう

侯
こう

に封じら

れた。しかし、秦朝の政治が乱れてゆくのを見て一般庶民に自ら身分を落とし、漢
かん

の

世になると、長
ちょう

安
あん

の東の農園で瓜を栽培して町に出て売った。その瓜は非常に味がよ

かったので評判になり、召平がもとの東陵侯であったことも知れて、「東陵の瓜」と

呼ばれるようになった。召平の身の処し方は一つのよい手本とされた］ 

 

 其の二 

鉛の膏
あぶら

を使って白髪を染めたところで、 

白く霜や雪のついた毛の根元はすぐに露わになってしまう。 

そんなことをするよりは、目を閉じて座り、 

丹府
こ こ ろ

の夜に自ずから朝日が射してくるのを待つのがよいだろう。 

いかなる憂患の中にあっても、方寸
こ こ ろ

には太古の純朴さが寓されている。 

大雪で家が潰れたってかまわないさ、 
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僕は 萱
わすれぐさ

を見てめそめそするような者ではない。 

普段から踵
かかと

で息することを学んでいるので、 

この雪の中でも、鐙
あぶみ

に載せた両足が温かくなってくるのがわかる。 

馬より下りてこの雪を詩に詠む。 

見渡す限りのところに、人々が往き来した痕がある。 

原野を望んで佇み、民衆のために悲歌する。 

道で、弓を射る猟師に出逢う。 

猟師は、遠く遥かに狐や兎が奔
は し

るのを指さす。 

雪に残る足跡は尋ねることができるだろう。 

でも、その棲み穴までは見つけ出さずともよいのではないだろうか。 

僕はここでかの李
り

宰相に謝らないとならない。 

だって、僕は李宰相と違って、まだしも丘の園田に帰ることができるのだから。 

【補足】［（1）この詩には道教の術語が織り込まれていて、十分には理解できないと

ころもあるが、このときの複雑な思いが詠まれているようだ。（2）「踵
きびす

で息する」と

は、『荘
そう

子
じ

』に「真
しん

人
じん

の息は踵をもってし、衆人の息は喉をもってす」とあるのに基

づく。自然と一体化した真人は気
き

を全身に廻らせるということなのだろう。（3）「民

衆のために悲歌する」［悲歌為黎元］は、厳しい境遇に置かれても、蘇軾は民衆の困

苦を考えていたことを示す句として注目される。雪面に残る往来の跡を見て、それぞ

れに生きる苦労が宿されていると感じ取ったのだ。（4）末尾にあるのは、李
り

斯
し

という

人の故事。李斯も先の召
しょう

平
へい

と同じく秦
しん

の始
し

皇
こう

帝
てい

に仕え、秦の天下統一に大きく貢献し

て宰相にまでなった。しかし、強引に富国強兵策を進めたために人々に憎まれ、始皇

帝の死後、死刑となった。その最後のありさまを『史
し

記
き

』は次のように記している。

「二世皇帝の二年七月、李斯は五つの刑［顔に入れ墨をする、鼻をそぐ、くるぶしか
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ら下を斬る、鞭で打って殺す、死骸を市場にさらす］を全て加えられ、咸
かん

陽
よう

［後の長
ちょう

安
あん

］の市場で胴斬りにされた。李斯が獄から出されたとき次男とともに繋がれ、李斯

は息子を顧みていった。『おまえと一緒にまた黄色い犬を牽
ひ

いて上
じょう

蔡
さい

の東
とう

門
もん

から出て、

兎を逐
お

ってみたいものだ。だが、もうできやしないのだ』。父子ともに泣いた。そし

て、李斯の三族は皆殺しとなった」。上蔡は李斯の故郷で、李斯はそこでの狩猟を好

んだ。上蔡は蔡州のすぐ北の町である。李斯を導き出すために、蘇軾は詩中に実際に

は見ていない猟師を詠んだのかも知れない。李斯に対して謝っているのは、李斯は無

残な殺され方をしたけれど、蘇軾は獄を出て生きることを許されたからだ。（5）2 首

の詩で、対照的な召平と李斯を引いて、蘇軾は自分のこれからを考えたのである。蘇

軾を始めとして改革を批判する人々は、王
おう

安
あん

石
せき

のやり方は李斯の富国強兵策と同じく

非常に危ういものであると指摘していたので、ここで李斯を引いたのは少々複雑な意

味合いがあるのだろう］ 

 

■【06-1-006】過新息留示郷人任師中 

【解題】蔡
さい

州の町から南に百五十里で淮
わい

河
が

に臨む新
しん

息
そく

県に到り、同郷の任伋
にんきゅう

［字
あざな

は師
し

中
ちゅう

］のことを思い起こし、この詩を作った。任伋はその兄とともに科挙に合格した郷

里の大先輩で、いわゆる「小
しょう

任
にん

」と呼ばれていた人。作品番号 05-3-053で任伋に送っ

た詩を見ている。そこに「かつて蔡州にいたときに土地の人に慕われてよい農地を寄

贈された」とあったように、任伋は官職を退いた後は蔡州に住むと決めていた。 

 

【訳文】 

昔、私は任
に ん

先生を羨ましく思った―― 

新
し ん

息
そ く

県の淮
わ い

河
が

を臨む地に引退後の住まいを得ていると聞いたからだ。 
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先生は蜀
し ょ く

の故郷を忘れてしまったのだろうかと怪しみもしたが、 

ここにきてみると、 

稲がよく稔り、魚がよく肥え、まことに美しいところである。 

竹林によって覆われた丘があり、 

そこから雁が、天を真黒にして飛び上がる。 

半ば靄に隠れて紫色に見えるのは、 

漢
か ん

の時代の太守を祀った桐
ど う

柏
は く

廟
び ょう

のある山だ。 

聞くところでは、先生の家族はいま大変な苦しみの中にあるとか。 

この清らかな流れのところに早くに帰っておかなかったことを、 

先生は悔いておられるのだろうか。 

私もまた塵
じ ん

埃
あ い

の中で我が身を収めるところを失い、 

あたふたと最も鄙
い や

しむべき旅をしている。 

これからの私は、どこかの僧侶のもとにでも寄寓するよりなく、 

この手紙を先生に送るにして、犬にでも頼まなければならない。 

先生のもとに行くことなどはとてもできないけれど、 

新たな歳月なら私のところにもきてくれるだろうから、 

いつしかお上の御恩を頂戴して帰郷が許されたりするのかもしれない。 

そのときは黄
こ う

州から長
ち ょ う

江
こ う

を遡らずにむしろ下り、 

黄州の特産である水牛を三百頭ほども連れて、 

ここ蔡
さ い

州で暮らそうと思う。 

【補足】［（1）詩の中ほどに、「先生の家族は苦しみの中にある」［原詩は「君
きみ

坐
ざ

して

児
じ

女
じょ

困
こん

を受
う

く」］とあるのは、このとき任
にん

伋
きゅう

は瀘
ろ

州の知事であったが、不法行為があ

ったとして取り調べを受けていたからだ。その告発をしたのが程
てい

之
し

才
さい

だった。程之才
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は蘇軾の母の兄の程
てい

濬
しゅん

の息子で、つまり蘇軾の姉の結婚相手だった。蘇軾の姉は程濬

等によって虐待死させられたとして、蘇軾の父の蘇
そ

洵
じゅん

は不道徳極まりない程
てい

一家との

絶縁を宣言し［→作品番号 01-2-009］、蘇軾はそれを守り続けていた。任伋の災厄を聞

いて、程之才はいったいいつまで自分たちに禍
わざわい

をもたらし続けるのかと、蘇軾は思

ったに違いない。程一家との関係は、今後いろいろな場面で見てゆくことになる。（2）

犬に手紙を届けてもらうというのは、晋
しん

の陸
りく

機
き

の故事による。陸機は家族と遠く離れ

て音信も絶えてしまったときに、飼い犬の黄
こう

耳
じ

に向かって、「おまえが手紙を届けて

くれたらなあ」と笑って語りかけると、犬は尾を振って応えたので、首に手紙を括り

付けたところ、犬は走り出て、返事を持って帰ってきた。前に蘇軾が蝗退治で苦労し

ていたときに、弟に向けて詠んだ詩を犬にでも届けてもらわなければならないとぼや

いた［→作品番号 04-3-057］のは、同じくこの故事に基づくものである。（3）水牛は

黄
こう

州の特産物といわれていたようだ。］ 

 

■【06-1-007】過淮 

【解題】淮
わい

河
が

を渡ってこの詩を詠んだ。 

 

【解題】 

朝に新
し ん

息
そ く

県を離れ、一本の碧
みどり

の水を横切る。 

千
せ ん

山
ざ ん

が早くも夕日に赤く染まりゆくのを見ながら、 

暮れに淮
わ い

河
が

の南の村に宿る。 

夜になると、傷んだ駅舎は霧雨に暗く閉ざされ、 

古い戍
とりで

で麏
し か

や鼯
むささび

が叫ぶ。 

古くは梁
り ょ う

楚
そ

といわれたこの地で頭
こうべ

を回
め ぐ

らすと、 
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中
ちゅう

原
げ ん

［中華文明の中心地］とは、悠久の昔から遠く隔てられている。 

黄
こ う

州はどこにあるのか、 

まず想像されるのは、詩によく詠まれる雲
う ん

夢
ぽ う

の沢
た く

。 

私の生
せ い

は寄
よ

せるようなもの、 

もとより適
ゆ

くところを選んだりはしない。 

魚や稲さえあるのなら、 

生
せ い

理
り

［生きる理
ことわり

、あるいは生きる道］はすでに十分なのである。 

一つ喜ばしいのは、 

我が息子は小さいときから安
あ ん

佚
い つ

のうちに育ったのに、 

このたびの艱難
か ん な ん

の中に付き従ってくれたことで、 

肝
か ん

肺
は い

［心のありよう］が鉄
て っ

石
せ き

のようになってきたこと。 

だから、息子が語るのは、 

父親の衰
す い

疾
し つ

をいたわる言葉だけではないのである。 

【補足】［（1）雲
うん

夢
ぽう

の沢
たく

は、黄
こう

州とは長
ちょう

江
こう

をはさんで南にある有名な景勝地。ただし、

黄州からそこそこ距離がある。これから行くところには不案内であるために、思い浮

かぶのはそこくらいしかないというのである。（2）途中にある「吾生如寄耳、初不択

所適」［吾
わ

が生
せい

は寄
よ

せるが如
ごと

き耳
のみ

、初
はじ

めより適
ゆ

く所
ところ

を択
えら

ばず］は、これまでにも類似

の句を何度か見てきているが、意味が一段と深化しているように感じられる。「吾
わ

が

生
せい

は寄
よ

せるが如
ごと

き」は、もとは「浮
ふ

世
せい

寄
よ

せるが如
ごと

し」という慣用句からきていて、こ

の世ははかないものであるから、せめて生きている間は楽しく過ごそうという感じの

意味合いで用いられていた。なおこの句についての詳しい考察は、吉川幸次郎著『宋

詩概説』、岩波書店（1962 年）にある。（3）一人従う息子は長男の蘇
そ

邁
まい

で、このとき

23 歳。湖
こ

州で逮捕されてからの困難な日々を乗り越えてきたことで、目に見えて大人
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らしくなったのだろう。（4）都を出てからの詩には蘇軾の思索の跡が刻まれていて、

一首ごとに異なる味わいがある］ 

 

■【06-1-008】書 公詩後、并引 

【解題】蘇軾はいついかなるときも蘇軾なのだろう。苛酷な獄中体験を経て、深い反

省の内にあって、この先に大きな不安を抱いていても、目の前に興味を引くものがあ

れば、それに応じてかなり場違いな言葉さえも吐いてしまう。これは
どん

公
こう

という僧の

詩を見て作った詩。序文がついている。 

 

【訳文】 

引
い ん

［序］ 

加
か

禄
ろ く

鎮
ち ん

を過ぎて南に二十五里の大
だ い

許
き ょ

店
て ん

で、祁
き

宗
そ う

祥
し ょ う

の逆
げ き

旅
り ょ

［旅館］で馬を休めた。見ると、壁に一

幅の紙があり次のような詩が記してあった。 

 

満院秋光濃欲滴、［寺の中は滴るばかりの秋の光でいっぱいである］ 

老僧倚杖青松側。［青い松のかたわらで老いた僧が杖をたよりに立っている］ 

只怪高声問不譍、［大きな声で尋ねても応じてくれないので、おかしいと思っていると］ 

瞋余踏破蒼苔色。［私が蒼い苔を踏んでいるのを怒っているのだった］ 

 

その後ろに題して、滏
ふ

水
す い

の僧の宝
ほ う ど ん

とある。 

主人の祁
き

宗
そ う

祥
し ょ う

が私にいうには、 

「これは光
こ う

州と黄
こ う

州の間を往来していた狂僧でありまして、熙
き

寧
ね い

十年［三年前］に百三十歳で亡くなり

ました。いまになっても、この詩を見てこの僧のことを思い出し、おかしな語り草をあれこれいう人がおりま
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す」 

そこでこの詩を作り、この僧のことを識
し る

す。 公の本名は清
せ い

戒
か い

、俗には戒
か い

和
お

尚
し ょ う

と呼ばれていた。 

 

まだ遷
せ ん

化
げ

する前の昔、 
ど ん

公
こ う

は、淮
わ い

河
が

を囲む山々が曲がりくねるあたりを来往し、 

その年齢は還暦を二度超え、 

その気迫はいかなる尊い僧侶をも圧倒し、 

濁
じ ょ く

悪
あ く

の世にあることをただただ嗟
な げ

き、 

竜
り ゅ う

象
ぞ う

［学徳の高い僧］の蹴
し ゅ う

蹋
と う

［教導］を受けることはなかった。 

私はここに来たものの 公に逢うことができず、 

その姿を想ってむなしくあたりを歩む。 

公は、眉
み

間
け ん

の白
びゃく

毫
ご う

［光を放つ毛］を隠したまま亡くなり、 

埋葬したとき、骨は青い玉
ぎ ょ く

を連ね、 

後に達
だ る

摩
ま

大
だ い

師
し

のように草鞋を履いて天
て ん

竺
じ く

に還ったのだという。 

壁に清らかな詩を残し、その字は俗界から抜きん出た勢いがある。 

公のために五字の偈
げ

を吟じよう―― 

一
い っ

洗
せ ん

せよ凡
ぼ ん

眼
が ん

肉
に く

［凡人の浅い思慮を洗い流せ］。 

【補足】［（1）序文に引かれている
どん

公
こう

の詩を、蘇軾は「清らかな詩」［清
せい

詩
し

］と形容

しているが、どう見てもかなり俗っぽい。一種のジョークなのだろう。（2）「白
びゃく

毫
ごう

」

は仏の眉間に生えている白く長い毛で、世界を照らす光を放つという。 公が白毫を

隠していたというのはあまりにも過剰な賛辞である。己も 公のような諧謔の僧とし

て生きる可能性もあったのではなかろうかとふと思い、冗談ぽくこの詩を詠んだので

あろう］ 
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■【06-1-009】遊浄居寺、并叙 

【解題】光
こう

山
ざん

県にある浄
じょう

居
こ

寺
じ

に立ち寄っての詩。序文が付いている。 

 

【訳文】 

叙 

浄
じ ょ う

居
こ

寺
じ

は光
こ う

山
ざ ん

県の南四十里、大
だ い

蘇
そ

山
ざ ん

の南、小
し ょ う

蘇
そ

山
ざ ん

の北にある。寺の僧の居
こ

仁
じ ん

が私にいうには、 

「斉
せ い

の天
て ん

保
ほ

年間に、僧の恵
え

思
し

がここを過
よ ぎ

りまして、土地の老人を見てその姓を尋ねましたところ、蘇
そ

氏と

の答え。二つの山を大蘇山、小蘇山と呼ぶことを知って恵思は驚き、『私は師から「三
さ ん

蘇
そ

に遇ったなら

ばそこに住
と ど

まれ」といわれておりました』といって、そのままここに留まって庵を結びました。ところが、先の老

人はどこにも姿がなく、たぶん山の神様であったのでしょうか。その後、僧の智
ち

顗
ぎ

がこの山で恵思に会

い、仏法を得ました。これが世にいうところの思
し

大
だ い

和
お

尚
し ょ う

と智
ち

者
し ゃ

大
だ い

師
し

であります。唐
と う

の神
し ん

竜
り ゅ う

年間に道
ど う

岸
が ん

禅
ぜ ん

師
じ

が初めてこの地に寺を建て、唐
と う

末
ま つ

の広
こ う

明
め い

年間の戦乱の際に寺は兵火で失われてしまいました

が、宋
そ う

の乾
け ん

興
こ う

年間に再建して、お上より梵
ぼ ん

天
て ん

の名を賜わりました」 

 

十年の間、私は各地の名山に遊び、山中で着る衣を自分で作りもした。 

息子たちを結婚させたなら、山に入って老いに至ろうと、そのことを願っていた。 

しかし、己がいかなる俗縁によって結ばれているかを悟らなかったために、 

身を失う危機に陥ってしまった。 

法
ほ う

家
か

の学を修めなかったことから落とし穴にはまり、 

身に付けた学問を台無しにし、 

ついには死生を隔て、永久に山にも行けなくなると恐れなければならなかった。 

ああ、今日はいかなる日であろうか、 
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山に入って、我が草鞋は飛ぶように軽い。 

浄居寺に至って思大和尚と智者大師に稽
け い

首
し ゅ

して、 

頭を再び挙げる我が両眼から涙が溢れ出る。 

いまもなお智者大師が思大和尚に教えを受けた会合が続いていて、 

その弟子たちの輝きがここに満ちているかのようだ。 

願うのは、二人の師に従って、千
せ ん

劫
ご う

にわたる非
あやまち

を一洗すること。 

月明かりのもと、竹林の中の溪流を歩けば、ほのかな靄が山に揺れ動く。 

鐘の声に送られて谷を出たけれど、心はなおも山に留まる。 

首
こうべ

を回
め ぐ

らして吾が家の名の付く大
だ い

蘇
そ

、小
し ょ う

蘇
そ

の山を見る。 

我が晩年に至って、これから私はどこに帰ろうというのだろうか。 

【補足】［（1）「法
ほう

家
か

の学」と訳したのは原詩では「刑
けい

名
めい

」。法家は戦国時代に発展し

た学問の系譜で、人の内側にある規範［仁
じん

］に則ることを重視する儒家に対して、法

によって人を外側から規制することを重視する。作品番号 06-1-005 で見た李
り

斯
し

は法家

の思想に基づく政策を実行した代表的な人物である。蘇軾を初めとする保守派の人々

は、王
おう

安
あん

石
せき

が主導する改革は「法家の学」に準じるものだとして強く批判していた。

（2）蘇軾はここが「三
さん

蘇
そ

」の地であると聞いて、恵
え

思
し

のように人生の大きな岐路に

立っていると強く感じたのだろう。なお後世、「三蘇」といえば蘇
そ

洵
じゅん

、蘇軾、蘇轍の

父子を指すことになる］ 

 

■【06-1-010】梅花二首 

【解題】蘇軾は三
さん

蘇
そ

の地に心をひかれつつも前に進み、1月 20日、黄
こう

州との境に達す

る。黄州には黄
こう

岡
こう

県、黄
こう

陂
は

県、麻
ま

城
じょう

県が属し、麻城県の春
しゅん

風
ぷう

嶺
れい

で、峠に開く梅の花

を見てこの2首の詩を詠んだ。 
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【訳文】 

 其の一 

春がきて、奥深い谷にも潺潺
さ ら さ ら

と水が音を立てている。 

草や雑木に間に、的皪
あ ざ や か

な梅の花が開くのは、 

昨夜の東の風が凍った石をも裂いたからなのか。 

ここの梅の花の半分が雪のように飛ぶのなら、 

私は一緒になって山を登って行きたいと思う。 

 

 其の二 

何が、私の奥深くにあるものを慰めてくれるのか。 

酒ではないし、 

梅の花も、 

開けば落ち着かないし、散れば愁いがおこる。 

それでも、 

これから続く谷川の三百回の折れ曲がりを、 

黄
こ う

州に着くまでの間ずっと梅の花が送ってくれるのなら 

私は辞退はしない。 

【補足】［黄
こう

州の町［州庁は黄
こう

岡
こう

県にある］まであとわずか。言い知れぬ不安に襲わ

れもするが、折よく咲き出した梅の花にエールを送ってもらっていると見て、敢えて

力強く前進して行こうとしたのだろう］ 

 

■【06-1-011】万松亭、并叙 
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【解題】麻
ま

城
じょう

県にある万
ばん

松
しょう

亭
てい

で詩を詠んだ。序文がある。 

 

【訳文】 

叙 

麻
ま

城
じ ょ う

県知事であった張
ち ょ う

毅
き

が、道を行く人の上を被うように、左右に一万本の松を植え、万
ば ん

松
し ょ う

亭
て い

を建て

た。それからまだ十年にもならないのに、残っている松は十分の三もしくは四しかない。後の者が張毅

の意思を嗣
つ

がなかったのを残念に思い、この詩を作る。 

 

穀物によって一年の計を立て、木によって十年の計を立てるという。 

張知事の計を受け継いで、助ける人はいなかったのか。 

百年の計は徳をもって立てるという。 

張知事の徳を好む心が受け継がれてゆくのなら、 

ここの松も茂り、知事の子孫も枝を伸ばすであろうに。 

天はどうしたことか、ここの松が斧で伐られてしまうことから救ってくれなかった。 

野火までも、氷雪に痛めつけられたここの松を憐れんでいる。 

木を大切にせよという古い歌がある―― 

それを心して歌って、残った松の幾本かは大きく育ててほしい。 

 

■【06-1-012】戯作種松 

【解題】松の植樹には一家言ある蘇軾のこと［→作品番号 03-3-009、05-5-007 など］、

万
ばん

松
しょう

亭
てい

の松を見て前の詩だけではすまなくてこの詩も作った。「戯れに作った」と詩

題にあるよう、言葉が言葉を呼んで次々に飛躍する。詩の冒頭で、少年の日に松を植

えたといっているが、実際には父や妻の墓所のまわりに植えた松のことを歌っている
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のだろう。 

 

【訳文】 

私は昔、少年の日に、 

東の岡が松でいっぱいになるまで植えた。 

最初に、 

根が一寸ばかりしか伸びていない松を、 

小さな稲の苗を植えるようにして移植した。 

二年経っても、 

黄色い茅
ちがや

よりも低いまま、 

一つ一つは尖った麦の芒
の ぎ

のようであった。 

三年にして、 

蓬
よもぎ

の丈を超えるようになり、 

山に牛や羊の群れを放ったようなありさまになった。 

それから十余年の間、その松を見ていないが、 

すでに竜を想わせるような姿となって、 

夜の風に浪が砕けるような音を発し、 

朝の露が根もとに宿って美しい珠のように輝いているであろう。 

私は松の膏
あぶら

を煮て神
し ん

薬
や く

を得たいものだと、 

そのためなら百本の桑を伐ることまで考えていたのだが、 

人の世の事はだいたいがうまくいかないもので、 

その計画は泡と消えてしまった。 

ところが、この地にきてみると、 
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路の両側に松があって蒼い髭のようによく繁っている。 

茯
ぶ く

苓
り ょ う

［仙薬になるきのこ］は得られないだろうけれど、 

いい具合に亀の甲羅のようなひび割れがあれば、 

斧で瘡
き ず

をつけて松
ま つ

脂
や に

を取り、 

釜で煮て冷水に投じることを百回繰り返すなら、 

真白な霜のような物が得られ、 

それを飲むなら五穀で汚れた腸が洗われ、 

人の寿命を食う鬼を槁
か

れさせ、 

骨の髄まで緑色となって、丹
た ん

田
で ん

から幽
かそけ

き光が発せられるようになるだろう。 

白髮は消え、瞳が四角の仙人となり、 

さらに五百年の後に、鶴に騎って故郷に還るのだ。 

【補足】［（1）この詩の後半は、碩学の注釈家も「仙
せん

家
か

の事を説くに解すべからざる

ものあり」と嘆き、蘇軾の妄想には誰も付いて行けないので、訳詩は凡人のごく平板

な「ずっぽ訳」である。（2）丹
たん

田
でん

は臍の下あたりにあって、「気
き

」の廻りを司る極め

て重要な器官とされた］ 

 

■【06-1-013】張先生、并叙 

【解題】麻
ま

城
じょう

県の故
こ

県
けん

鎮
ちん

で張
ちょう

先
せん

生
せい

と呼ばれる風変わりな人物に会ってこの詩を詠ん

だ。序文が付いている。 

 

【訳文】 

叙 

先生はその名を知らない。黄
こ う

州の故
こ

県
け ん

鎮
ち ん

の人で、もともとの姓は盧
ろ

であったが、張
ち ょ う

氏に養われた。陽
おもて
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に狂を装い、垢にまみれ、汚れがひどすぎて寒暑もその内側にある身を侵すことがない。昼間は市中

を独りで歩きまわり、夜はどこに止
と ど

まるのか人は知らない。往来の者が張先生を見ようとしても、たいて

いはうまくいかない。ところが、私が試しに人を使わして呼んでみたところ、先生は喜んで来てくれた。来

たのはよいが、立ったまま何もいわない。私が尋ねても返事をしない。座るようにいってもきかない。駅

舎の建物の中をじろじろ見て、しばらくすると行ってしまった。駅舎に普通はないようなものがあったのだろ

うか。一体何があったのか、先生の思うところのものを追認しようとしたけれども、まだそれはできないでい

る。 

 

何もない建物を熟視してついに何もいわなかった。 

きっと私が天
て ん

全
ぜ ん

［本性を完全に守っている］ではないのを先生は知ったのだろう。 

人はこういう。 

「よくまあ駅舎に来てくれたものです。 

 張先生をそのようにさせた人もまた賢人でございましょう」 

張先生は、履を脱いで糞小屋の中でも眠りにつき、 

氷がやたらと流れる下る川でも水浴びをする。 

かつて唐
と う

の時代に、朱
し ゅ

桃
と う

椎
つ い

という名高い隠者がいて、 

高
こ う

士
し

廉
れ ん

がその地の長官になったときに丁重に招いたところ、 

朱桃椎はやってきたものの何も言わずに去ってしまった。 

高士廉は朱桃椎の後ろ姿を拝し、 

「あのお方は作為的なことは何もせずにここを治めよと教えてくださったのだ」 

といって、法規を簡便にし、税金を安くした。 

しかし、それはあくまでも高士廉の勝手な当て推量であって、 

きっとそういうことではなかったのだろう。 
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【補足】［罪人として黄
こう

州にきた蘇軾は、張
ちょう

先
せん

生
せい

に認められるところとはならなかっ

たと、この詩でいっているのだろう］ 

 

■【06-1-014】記張憨子 

【解題】前の詩の張
ちょう

先
せん

生
せい

と同じ人物を描いたと思われる『張
ちょう

憨
かん

子
し

について記す』と

いう短文があるので、それも見ておこう。 

 

【訳文】 

黄
こ う

州の故
こ

県
け ん

鎮
ち ん

の張
ち ょ う

憨
か ん

子
し

の振る舞いは狂人のようで、これを見る人は「火付け野郎」と罵る。いささか

書道を心得ていて、紙を与えると唐
と う

の鄭
て い

谷
こ く

の雪の詩を書く。人に使われて力仕事をし、一日中続ける

ことができる。時には物乞いをするが、私が銭を与えようとしても受け取らなかった。冬も夏も一枚の褐
きもの

で過ごし、三十年変わらないという。しかし、近付いても垢の臭いを感じることはない。実際にこのような

人物であるけれど、土地の人はなかなかの異
い

人
じ ん

［人とは異なる次元に生きる人］であるようにいう。本

当にそうなのかどうかはわからない。 

【補足】［ここにある「異
い

人
じん

」は、蘇軾の人生観を探る上で重要なキーワードの一つ

である。先に見た僧の
どん

公
こう

［→作品番号 06-1-008］も異人であり、次にもう 1 人の異

人を見る］ 

 

■【06-1-015】方山子伝 

【解題】麻
ま

城
じょう

県と黄
こう

岡
こう

県の境にある丘、そこを超えれば、あとは黄
こう

州の町へと下って

ゆくことになる。麻城県側から丘への坂を登りつめると、そこに奇跡の出会いが待ち

受けていた。それによって黄州での日々が大きく変わり、さらには後の蘇軾の人生を

も変えることになった。夢にも会うとは思っていなかった人がそこにいたのである。
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その場面を1年ほど後になって蘇軾自身が記したこの文章で見ておこう。 

 

【訳文】 

方
ほ う

山
さ ん

子
し

は光
こ う

州、黄
こ う

州の間
あたり

で自在に生きる隠者である。 

若いときは漢
か ん

代
だ い

の有名な朱
し ゅ

家
か

、郭
か く

解
か い

といった男伊達
お と こ だ て

の人となりを慕い、閭里
ま ち

の侠
き ょ う

徒
と

は皆この人を宗
かしら

としていた。壮年になると、己の侠気を折って書物を学び、表
おもて

の世界で存分に駆けまわろうとした。しか

し、ついに世とは遇
あ

わなかった。 

後に光州と黄州の間の岐
き

亭
て い

というところに逃れ、庵
いおり

を結び、野菜ばかりを食べ、世間にその動静が

聞こえないようになった。かつて所有していた車や馬を棄て、きちんとした衣服や冠を毀
こ ぼ

ち、山中を徒歩

で往来し、人が見ても誰であると識
し

れることはなかった。その著
つ

けている帽子が、方
しかく

くて高く聳えているの

を見て、「これが古
いにしえ

の方
ほ う

山
さ ん

冠
か ん

のなごりの姿なのだろうか」という人があり、それで方
ほ う

山
さ ん

子
し

［方山冠の先

生］と呼ばれるようになった。 

私は黄州に 謫 居
おとがめをうけてながさ

れ、岐亭を通りかかり、たまたまこの者に出会った。 

私はいった。 

「嗚
あ

呼
あ

、あなたは昔馴染の陳
ち ん

慥
ぞ う

さんではありませんか。どうしてここにいるのですか」 

方山子も矍然
お ど ろ

いて、私がどうしてここに至ったのかを尋ねた。私がわけをいうと、俯
うつむ

いてしばらく答えなか

ったが、上を仰
あ お

いで笑い、 

「どうぞ我が家にお越しください」 

と、私を招いてその家に泊めてくれた。 

それはごく小さくてがらんとした家で、しかし、妻子や使用人は皆それぞれに満足しているようで、私は

聳然
いずまいをただ

してこれはなかなかのことであると感じ入った。 

さても、方山子は若いころは酒をやたらに食らって剣を好み、金を泥土のように使ったものだ。十九年

前、私は岐
き

山
ざ ん

［鳳
ほ う

翔
し ょ う

］にいたときに、方山子が馬に乗った二人の従者を連れ、二本の矢を挾
さしはさ

んで、



第6章 赤壁の賦 

第 6 章：30 
 

西
せ い

山
ざ ん

に遊ぶのを見た。鵲
かささぎ

がその前に起つと、従者に命じて逐
お

って射させた。矢は当たらなかった。方

山子は馬を奮い立たせ、進み出ると、一発で仕留めた。そして、私と馬上で兵の用い方や古今の成

功と失敗について論じ合った。方山子は己のことを一世の豪士であるといった。 

あれからどれほどの日数を経たのか、方山子の眉間にはなお精
せ い

悍
か ん

の色が現れている。これで山の中

に隠れ住むような人物であるのだろうか。 

方山子は、実のところは代々官僚としての実績があり、それをもって官職を得ることもできたはずで、官

の仕事に従事していたならば、いまごろはとっくに世に名が聞えるまでになっていたであろう。しかも、その

家は洛
ら く

陽
よ う

にあって、公
こ う

侯
こ う

に等しい壮麗な園宅を構え、黄
こ う

河
が

の北に農地があって、一年に帛
き ぬ

にして千

匹分の収入がある。富んで楽しむのに十分であるのに、それを棄てて一切取らずに、独り山の中にき

ているのである。何かしら得るところがあるから、きっとそうしているのだろう。 

私は聞くに光州と黄州のあたりには異
い

人
じ ん

がたくさんいるという。陽
おもて

は狂人のように見せかけ、垢まみれで、

会おうと思ってもなかなか見ることができない。方山子はあるいはこうした人 と々会っているのだろう。 

【補足】［（1）方
ほう

山
さん

子
し

とは陳
ちん

慥
ぞう

［字
あざな

は季
き

常
じょう

］の仇名である。昔馴染みとあるように、

陳慥の名はすでに作品番号 02-3-015などで見ている。蘇軾の最初の任地である鳳
ほう

翔
しょう

で、

いまでいえばパワハラで蘇軾を大いに悩ませた陳
ちん

希
き

亮
りょう

［字
あざな

は公
こう

弼
ひつ

］知事の息子であ

る。陳希亮は、蘇軾が鳳翔での任務を終えた後に間もなく亡くなっている。官職には

就かずにいた陳慥のその後の消息を蘇軾は何も知らずにいた。蘇軾が黄
こう

州に至る直前

に最後の峠にさしかかると、青い日傘を並べて待っている人がいた。それが陳慥だっ

たのだ。（2）陳慥との驚くべき再会を、文章としての効果を高めるためであろう、こ

こに示した『方
ほう

山
さん

子
し

伝
でん

』では、例によって舗席
みてくれ

を装って必ずしも事実のままには書い

ていない。①陳慥は独自の情報網を駆使して蘇軾の到着の日時を測って待ち受けてい

たのだろうが、方山子がたまたま岐
き

亭
てい

を通りかかって偶然出会ったように書いている。

②陳慥は蘇軾が黄州に流された経緯を知っていたのだが、方山子は何も知らずにいた
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として理由を尋ねている。③岐亭にある方山子の庵はごく小さい［原文は幅が一丈、

高さが一丈としている］とあるが、実際は陳慥にはそれなりに財産があり、この後、

黄州での蘇軾の暮らしを何かと支援している。また方山子の妻子がそれぞれに満足し

ているとあるが、陳慥の妻はかなり嫉妬深い人であったと、いらぬ詮索をしている考

証家もいる。④方山子の家は代々官僚であったとしているが、作品番号 02-3-015 で見

た『陳
ちん

公
こう

弼
ひつ

伝
でん

』には、陳希亮の代で初めて官職に就いたと記してある。陳希亮の功績

によって子弟は無試験で官職を得る恩恵を被り、三男まではそれによって官職に就い

たが、四男の陳慥には及ばなかったと『陳公弼伝』にはある。一家が洛
らく

陽
よう

に豪邸を構

え、莫大な収入があるというのも恐らくはかなりの誇張であろう。これらは方山子が

謎めいた人物であると印象付けるために少々話を盛ったのである。方山子が「異
い

人
じん

」

と交流があったことは事実で、その幾人かを蘇軾に引き合わせたことで蘇軾の黄州で

の日々は奥行きの深いものとなった。（3）なお、作品番号 02-4-014 で引いた信憑性の

あまり高くない記録によると、陳希亮は錬金術を会得したようであるから、それによ

って豪邸を得たと想像するのはなかなか愉快であろう］ 

 

■【06-1-016】陳季常所蓄朱陳村嫁娶図二首 

【解題】蘇軾は岐
き

亭
てい

にある陳
ちん

慥
ぞう

［方
ほう

山
さん

子
し

］の家に案内され、そこで『朱
しゅ

陳
ちん

村
そん

嫁
か

娶
しょう

図
ず

』

を見てこの詩を作った。この図は、朱
しゅ

家と陳
ちん

家が互いに嫁を娶り合って、他の家とは

一切姻戚関係を結ぶことがないという村を画いたものである。 

 

【訳文】 

 其の一 

いったい何れの年に、顧
こ

愷
が い

之
し

もしくは陸
り く

探
た ん

微
び

が絵筆を振ったのだろうか、 
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画いたのはこの『朱
し ゅ

陳
ち ん

村
そ ん

嫁
か

娶
し ょ う

図
ず

』。 

聞くところでは、 

一つの村に朱
し ゅ

と陳
ち ん

のふたつの姓しかなく、 

家の地位を高めるために名のある貴族の嫁を金で買ったりはしない。 

 

 其の二 

私はこの朱陳村のある徐
じ ょ

州の元の知事。 

かつて私は耕作に励むよう民を指導するために隣の杏
き ょ う

花
か

村
そ ん

にまで行った。 

現在の風物はとても画くに堪えない、 

県の役人が銭を徴収するために夜でも村人の門を叩きにくるのだから。 

【補足】［（1）朱
しゅ

陳
ちん

村
そん

は蘇軾が前に知事をしていた徐
じょ

州管内の蕭
しょう

県にあった。画に描

かれた朱陳村は遥か昔の理想化された姿で、現実とはまるで違う。改革政治は税金を

銭で納めることを徹底させようとした。（2）知らぬ土地の黄
こう

州に向かっていた蘇軾は、

旧知の陳
ちん

慥
ぞう

に会ったことで不安な気持ちがかなり和らいだからなのだろうか、獄から

出てまだ1カ月で早くもここで政事批判をしている］ 

 

■【06-1-017】臨江仙 

【解題】岐
き

亭
てい

の近くに竜
りゅう

丘
きゅう

山
ざん

がある。漢
かん

の時代の乱れに高い位を捨てて洛
らく

陽
よう

から逃

れてここに隠れ住んだ竜
りゅう

丘
きゅう

先
せん

生
せい

という人がいたとの言い伝えがあった。竜丘先生と

陳
ちん

慥
ぞう

をないまぜにしたこの詞を作って陳慥に贈った。序文がある。 

 

【訳文】 

竜
り ゅ う

丘
きゅう

先生は、二人の侍女に兵士の服を着せて駿馬に載せ、洛
ら く

陽
よ う

から蜀
し ょ く

に行こうとした。渓山の景
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色のよいところがあるとしばらくそこに留まり、それを見る人は「異
い

人
じ ん

」であると思った。それから十年ほどし

て黄
こ う

岡
こ う

の北に家を建てて住み、静
せ い

安
あ ん

居
こ

士
じ

と号した。 

 

細馬遠馱双侍女、［美しい馬に乗せて遠くゆく二人の侍女］ 

青巾玉帯紅鞾。［青い衣、玉
ぎ ょ く

の飾りの帯、紅い靴］ 

渓山好処便為家。［渓山のよいところがあればそこが家］ 

誰知巴峡路、［まさか誰も思わないでしょう、蜀に至る道で］ 

却見洛城花。［洛陽の名花のようなこの美女を見ようとは］ 

 

面旋落英飛玉芯、［振り向くとき、落ちる花びら、飛ぶ花の芯］ 

人間春日初斜。［人間世界の春の日も斜めになり］ 

十年不見紫雲車。［十年の間、美女を乗せた車を見ることはありませんでした］ 

竜丘新洞府、［竜丘山は新たな仙人境］ 

鉛鼎養丹砂。［鉛の鼎
かなえ

で不老長生の薬を作るのです］ 

【補足】［陳
ちん

慥
ぞう

は蘇軾と同郷、眉
び

州
しゅう

青
せい

神
しん

県の出身であるから、洛
らく

陽
よう

から蜀
しょく

に行こうと

して途中の竜
りゅう

丘
きゅう

山
ざん

に留まったという竜
りゅう

丘
きゅう

先生の伝説が生きてくる。この詞の後、陳

慥は竜丘を号
ごう

とするようになる］ 

 

■【06-1-018】少年時、嘗過一村院。見壁上有詩、云、夜涼疑有雨、院静似無僧。不

知何人詩也。宿黄州禅智寺、寺僧皆不在、夜半雨作、偶記此詩、故作一絶 

【解題】いよいよ黄
こう

州の町［黄
こう

岡
こう

県］に入る前の晩、禅
ぜん

智
ち

寺
じ

に泊まってこの詩を作っ

た。長い詩の題は次の通り。「少年のころにある村の寺に立ち寄り、見ると壁に詩が

記してあった。『夜は涼しく雨が有るかと疑い、院は静かで僧が無きに似たり』。誰の
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詩であるのかわからなかった。黄州の禅智寺に泊まったところ、寺の僧は皆不在で、

夜半に雨が降り出した。たまたまこの詩を思い出し、一首の絶句を作った」。 

 

【訳文】 

仏に供えた燈火が暗くなりかけると、 

飢えた鼠が出てきた。 

不意に雨が降り始め、竹が鳴る。 

あの旧
ふ る

い詩句を作ったのが何人であれ、 

すでにそのときに、 

いまのこの私の情
こころ

を知っていたのだ。 

 

■【06-1-019】到黄州謝表 

【解題】2 月 1 日、蘇軾は黄
こう

州に到着し、新たな職務を与えたくれたことに対する感

謝状［着任報告書］を記して皇帝に差し出した。 

 

【訳文】 

臣
わたくし

蘇軾は申し上げます。 

去年十二月二十九日、敕書によって、検
け ん

校
こ う

尚
し ょ う

書
し ょ

水
す い

部
ぶ

員
い ん

外
が い

郎
ろ う

に責
せ き

授
じ ゅ

され、黄
こ う

州
し ゅ う

団
だ ん

練
れ ん

副
ふ く

使
し

に充
あ

てら

れ、本
ほ ん

州
し ゅ う

安
あ ん

置
ち

となり［黄州の外に住むことを禁じる］、かつ公
おおやけ

の事に僉書
せ ん し ょ

［署名］してはならないとされ

まして、臣
わたくし

は今月一日に本所に到着し終わりました。 

狂
き ょ う

愚
ぐ

冒
ぼ う

犯
は ん

［愚かな私が恐れながら申し上げます］、固
も と

より刑罰は常に定まっているものでありますのに、

陛下の御仁聖により矜憐
あ わ れ み

を頂戴し、特に軽い規定に従って、必ず死すべきところをお赦しいただき、

自ら新らたになることを許可してくださいました。謹んで訓辞に服し、ただただ感動の涕
なみだ

が溢れるのを知
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るばかりです。 

伏して念
お も

いますに、臣
わたくし

は早くに科挙に合格し、誤って 忝
かたじけなく

も官員の内に加えていただきました。睿
え い

哲
て つ

の

興
お こ

る［賢臣が並んで世が盛んになる］のに逢って、自分自身も功名を挙げたいとの意
おもい

がありました。ま

た、かつて陛下のお召しによって宮殿でそれまでに学んできたことを申し上げましたところ陛下の御評価

をいただき、試しに三州の知事として実際に行うところを観
み

ていただけることとなりました。しかし、臣
わたくし

は己

の意を用いるところが過当で、日に日に迷いに趨
は し

り、天賦の運命は衰窮し、天は臣
わたくし

の魄
たましい

を奪ってしま

ったのでしょうか、義理に叛
は ん

違
い

し、陛下の御恩に背き、茫
ぼ う

として酔夢の中にあるように、自分でわからな

いままに言語を出してしまいました。陛下は至
し

仁
じ ん

にしてしばしば赦してくださいましたが、衆議はそれを容赦

せず、事情を糾
た だ

して罪を調べるならば、固
も と

より都の門の前で斧
ふ

鑕
し つ

［処刑のための巨大な斧］の下に伏

すべきであって、たとえ御恩によって法を曲げましても、魑
ち

魅
み

が充満する辺境の地に流されてしかるべき

でありました。ところが思いがけず、散
さ ん

員
い ん

［窓際の閑職］を汚し、さらには善
ぜ ん

地
ち

［暮らしやすい土地］を叨
むさぼ

ることを許してくださり、鹿や鼯
むささび

のような者を野に放ち、役立たずの独活
う ど

の大木のような者を生かしてくだ

さることとなりました。 

臣
わたくし

は愚
ぐ

の至りでありますが、幸いということを知らないわけではありません。皇帝陛下が徳と刑とを並び

用い、善と悪を兼ねて容
い

れ、法を行って恩を知らせようとするところに臣
わたくし

は遇えたのであります。これは

小さく懲らしめて大きく戒めるものであります。天地は臣
わたくし

のような者でも大地の上に載せ天の下に置いて

くれはしましても、天地の法則の外に出ることまでは許容してくれません。父母は臣
わたくし

のような者でも生育し

てくれはしても、死ぬべきところから出してくれはしません。陛下の御恩を伏して惟
お も

いますに、何をもって報

いたらよろしいのでしょうか。ただまさしく一生を蔬
そ

食
し ょ く

して過ごし、門を閉ざして愆
あやま

ちを思い返し、深く積年の

非を悟り、永久に百官の戒めとなるべきでありましょう。臣
わたくし

は聖世を貪
ど ん

恋
れ ん

するあまり、敢えて身を殺すこと

もできません。願うのは、これからの生涯が棄てられたもののままではないこと。もしも、刑余の身でもな

お力を尽くすことを得られましたならば、必ず身を矢や刀の間に捐
す

てるものであります。天を指して心に

誓います。死ぬともそれを変えることはありません。 
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【補足】［極めて真摯な反省文である。皇帝に差し出す文章であるから、何はともあ

れ体裁を整えたというわけではない。これらの言葉に真の裏付けがあるのかどうか、

これから見てゆく詩文で明らかになるであろう］ 

 

■【06-1-020】初到黄州 

【解題】黄
こう

州に到着した直後の思いを記した詩。蘇軾はあくまでも蘇軾で、上の感謝

状とは矛盾するような言葉をいきなり発する。 

 

【訳文】 

自分で笑ってしまうのは、 

普段から口のために忙しくしてきたこと。 

老いるに従って、やることなすことみんな荒唐
で た ら め

になってしまった。 

ここ黄
こ う

州は、 

城郭を繞
め ぐ

るようにして長
ち ょ う

江
こ う

が流れる。 

――きっと魚がうまいに違いない。 

美しい竹が山に連なるようにして生えている。 

――きっとよい香りの筍が採れるに違いない。 

だいたい朝廷から放逐された旅人は員
い ん

外
が い

郎
ろ う

に置かれるものだし、 

詩を得意とする者は水
す い

部
ぶ

の一員となるのだ。 

ただ慚
は ず

かしく思うのは、 

糸の先ほども世に補うことができない身でありながら、 

朝廷は酒を搾った後の袋を私のために費やしてくださることだ。 

【補足】［（1）蘇軾の肩書にある「員
いん

外
がい

郎
ろう

」や「水
すい

部
ぶ

」に関連する故事を引いて、実
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質的な仕事のない窓際族になった自身のことを詠んでいる。それでも、「酒を搾った

後の袋」［原文は圧
あつ

酒
しゅ

囊
のう

］が給与代わりに現物支給されると自嘲しているのである。

実際にそのような嚢の支給があったのか定かではないが、蘇軾はほとんど無収入の状

況に置かれたようである。（2）この詩をどう見るかで蘇軾に対する好悪は大きく分か

れるであろう。罪を得て流されたのだから、当地に着いての第一声は、深く悲嘆する

ものであってしかるべきで、唐
とう

代
だい

の人々はほぼ例外なくそのような詩を詠んだ。とこ

ろが、蘇軾はいきなり「自ら笑う」［自笑］と歌い出す。「口のために忙しくしてきた」

といえば、当然、言葉数が多すぎて失敗したことを反省しているのだろうと思うわけ

だが、魚や筍を食いたいと、当面の問題はそちらの「口」であるとはぐらかすような

ことをいう。生真面目な人は怒ってもおかしくない。一方で、自身の境遇を客観的に

軽やかに歌うところに強靭な精神を見て、この詩に魅力を感じる人もいる。宋
そう

代
だい

の

人々の一系列［欧
おう

陽
よう

脩
しゅう

と蘇軾をその代表とする］はそのような士
し

大
たい

夫
ふ

像を追求してき

たのである］ 

 

■【06-1-021】黄州春日雑書四絶 

【解題】黄
こう

州に到着して間もないころに詠んだと推測される詩。 

 

【訳文】 

 其の一 

このあたりの春はなお冷やかで、 

早咲きの梅がほころびだしたところ。 

妍
うつくし

さを闘わせているのは柳の緑と波の光。 

淮
わ い

河
が

のあたりを飛ぶ雁はみな北に向かっている、 
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私のところに手紙をもたらすものはいないのだろうか。 

【補足】［訳詩では、あいまいに「このあたり」としたのだが、原文は「楚
そ

郷
きょう

」で、

蘇軾の認識としては、黄
こう

州は「楚」の範囲に入るようである］ 

 

 其の二 

都のあたりではまだまだ春は浅く、 

可憐なのは梅の花だけ。 

梅の前では牡丹などは俗物に過ぎず、 

豊
ほ う

肌
き

弱
じ ゃ く

骨
こ つ

［牡丹のぼてっとした感じをいう］は妍
うつくし

いとはいえない。 

【補足】［深読みをすれば、都の人々を牡丹に譬えて皮肉っているのかもしれない］ 

 

 其の三 

清らかな暁に衣をはおり藜
あかざ

の杖をついて歩く、 

牆
が き

を隔てて見えたのは最もよく繁った枝。 

老人は半日費やしても、 

この梅の美しさに酬いるすべがなく［つまり、好い句が浮かばない］、 

夜になって、燈火のもとで『楚
そ

辞
じ

』を読む。 

【補足】［『楚
そ

辞
じ

』は古
いにしえ

の楚
そ

国
こく

の韻文で、屈
くつ

原
げん

や宋
そう

玉
ぎょく

が代表的な作家であった］ 

 

 其の四 

我が腹はどうも病みやすいのか、 

茶も七杯は飲みきれない。 

明け方の窓辺にいたと思っていたら、 
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眠りから覚めるともう日が西に傾いている。 

貧乏であるから、桃や李を植える隙間もないのだが、 

門前には花売りを毎日見ることができる。 

【補足】［（1）「七杯の茶」とあるのは、唐
とう

代
だい

の盧
ろ

仝
どう

が、一杯目から七杯目まで順に茶

の効用を説いたことに基づくもの［→作品番号04-2-078］。（2）黄
こう

州は田舎の町ではあ

るけれど、花売りが日々歩いていたのだろう］ 

 

■【06-1-022】安国寺浴 

【解題】上の詩に、城郭を廻るようにして長
ちょう

江
こう

が流れる［長江繞郭］とあった。黄
こう

州

の町は、長江をぐいと直角に折り曲げるようにして台地が張り出したところに位置し、

長江は町の西北から西南、東南の三方を廻って流れ下る。それに対して、町の北側と

東側は小高い岡になっている。黄州に到着した当初、蘇軾は町の南東側、清
せい

淮
わい

門
もん

の外

にある定
じょう

恵
え

院
いん

という仏教寺院に寓居した。恐らく、黄州知事の陳
ちん

軾
しょく

［字
あざな

は君
くん

式
しき

］が

手配してくれたのだろう。蘇軾が罪人であるにもかかわらず、陳軾はすこぶる好意的

であった。定恵院には美しい竹林があり、奥の小山に一本の海
かい

棠
どう

があった［後にそれ

を詠んだ詩を見る］。近くに、やはり仏教寺院の安
あん

国
こく

寺
じ

があり、蘇軾はそこで入浴し、

ここまでの旅の疲れを癒した。 

 

【訳文】 

老いた身には、何もかもが懶
ものう

い。 

それでも、体に垢がたまればやはり沐浴
も く よ く

したいと、それくらいのことは念
お も

う。 

髪は衰えて耳に達しないくらいしかないのだが、 

面倒ながらも、月に一回は刈って洗わないとならない。 
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ここは山がちの町であるから、薪炭がたくさんあるのだろう、 

湯を沸かす煙が谷を暗くするくらいに昇っている。 

我が身に付いた塵と垢はいったいどれくらいあったのか、 

翛然
さ っ ぱ り

として羈
たづな

や梏
てかせ

がはずれたかのようだ。 

衣を緩くして小さな部屋に座り、 

髪をばらばらにしたままで竹を眺める。 

心を困
く る

しませるものも、万
よろず

の縁
ほだし

もなく、 

身を安らかにするには小さな寝床があれば十分だ。 

これは単に穢
けがれ

を浄
き よ

めただけではなく、 

栄
え い

辱
じ ょ く

とやらも洗い流したのであろう。 

あまり多くを語り過ぎないようにしよう、 

もう黙って帰ろう。 

ここにある理
ことわり

は、要
かなめ

のところが熟すのを観
み

る必要があるだろう。 

【補足】［（1）この詩の初句は「老来百事懶」［老
お

い来
く

れば百
ひゃく

事
じ

懶
ものう

し］。「老」といい

つつも、このとき蘇軾は数えで44歳である。すでに見てきたように、蘇軾は詩文中に

「老」や「病」という語をよく用いる。真に老いたわけではなく、本当に病気ではな

くても、心理的あるいは身体的もしくは状況的に不如意であることを「老」「病」で

言い表すのだろう。この詩では「謫
たく

居
きょ

」の身であることをあからさまにはいわずに

「老
ろう

来
らい

」と表現しているのである。（2）蘇軾は沐浴して何かを感じ取った。それが何

であるのか。「要
かなめ

のところが熟す」のをこれからの黄
こう

州の日々で観てゆく］ 

 

■【06-1-023】安国寺尋春 

【解題】定
じょう

恵
え

院
いん

にきてまだ日の浅いころ、早朝に目を覚まし、安
あん

国
こく

寺
じ

のあたりを歩い
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て詠んだ詩。 

 

【訳文】 

寝ていると百舌
も ず

の声がする、 

あれはきっと春の風を呼んでいるのだろう。 

起きて花や柳を尋ねると、 

どの村も同じく春の盛りを迎えようとしている。 

町の南の古い寺［安
あ ん

国
こ く

寺
じ

］は長い竹に囲まれ、 

小さな建物の蔭やら曲がった欄干のあたりに深い紅色がひょいと覗く。 

花を看ると、老いを嘆いて年少のころを憶
お も

うのが常のこと、 

酒に向かうと、家を思ってかくも老翁となったのを愁うのが常のこと、 

何しろ、眼は雲母
う ん も

がきらきら光るようなありさまだし、 

髪は少なくなってまとめるのも簡単ではない。 

遙かに知る、この二月、都は玉
ぎ ょ く

仙
せ ん

観
か ん

やら洪
こ う

福
ふ く

寺
じ

やらのあたり―― 

花が海のように開いて、我も我もとやってくるのは、 

薄
う す

羅
ぎ ぬ

を霧のように纏って化粧したばかりの女、 

風のように馬を速く走らせて腰に付けた玉
ぎ ょ く

を威勢よく鳴らす男。 

そうした薄
は く

夫
ふ

［軽薄児］を見て、唐
と う

の盧
ろ

仝
ど う

は、 

「薄夫は銭があると楽しみに耽るが、わしは銭がないから淡泊を養っておる」 

と、嘯
うそぶ

いた。 

盧仝にしたところで、薄夫と同じく酒を食らって結局は一文無しになった。 

私は病んだ［謫
た く

居
き ょ

］身で、もとより銭はなく、 

春風の吹く九十日間を空しく過ごすはめになったのだが、 
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今日は息子を伴ってここに花が発
ひ ら

くのを看
み

ることができた。 

【補足】［長い獄中生活と旅を経て、ひとまず定
じょう

恵
え

院
いん

の寓居に落ち着けた安堵感を歌

っているのだろう。息子は長男の蘇
そ

邁
まい

である］ 

 

■【06-1-024】黄州安国寺記 

【解題】「理
ことわり

の要
かなめ

」はどのようにして熟していったのか。これより4年後の元
げん

豊
ほう

七年

［1084 年］4 月に記したこの文章から窺い知ることができるので、先に見ておきたい。 

 

【訳文】 

元
げん

豊
ほ う

二年十二月、私は湖
こ

州知事であったときに罪を得た。お上は誅
ちゅう

するには忍びないと、黄
こ う

州
し ゅ う

団
だ ん

練
れ ん

副
ふ く

使
し

にし、過
あやま

ちを思って自ら新らたになるようにという処分にしてくださった。その明くる年二月、黄州に到

着し、しばらくすると、仮の住まいがほぼ定まり、衣食もやや足りるようになった。 

私は、門を閉し、部屋の内を掃き浄め、世間から退いて謹慎し、ばらばらになってしまっていた我が魂
こ ん

魄
ぱ く

を一つに収め、思い念
お も

って、自ら新たになるにはどうしたらよいのかと考えた。これまでの己の挙
き ょ

意
い

［思いの定め方］、動作［行動の仕方］を顧みると、全てが道
み ち

に中
あ た

らないものであった。今回の罪を得

たことだけが問題なのではないのだ。 

多々あることの一つを新たにすると、そのために二つを失うことを恐れなければならない。これからそれへ、

それからあれへと順に考えて答えを求めても、悔いても悔いようのないところに行ってしまうのだった。 

それで深く溜め息をつき、 

「道
み ち

の知識は気
き

［己を構成する物質とエネルギー］を制御するには十分なものではなく、性
せ い

［天より授か

った本性］は習
し ゅ う

［後天的に身に付いた習性］に勝つには十分なものではない。根本から耕し直さない

で草の先を刈るようなことをしたところで、改められたと思っても必ずまた草が茂るようにして元に戻ってし

まう。ここは誠
まこと

の心に帰って、仏の教えに帰依し、一切を洗ってしまうべきではないのか」 
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と、つぶやいた。 

町の南に寺を見つけ、それは安
あ ん

国
こ く

寺
じ

という。木々が茂り、竹が長く伸び、池があり亭
あずまや

がある。一日な

いし二日ごとにそこに行き、香を焚き黙って座り、深く自ら省察した。すると、物も我も忘れ、身も心も皆

空
く う

になり、罪の垢が生じてくるところを求めてもそれはもはや得られないようになった。全ての念が清浄に

なり、身を染めていた汚れが自ずと落ち、表も裏も翛然
さ っ ぱ り

として、付き纏うものは何もなくなった。 

私は竊
ひそか

にこれを楽しんで、旦
あ さ

に往き暮に還ること、これで五年になる。 

寺の僧を継
け い

連
れ ん

といい、僧の首
かしら

となって七年で朝廷から衣を賜わり、また七年にして号を賜わるはずで

あったのだが、継連は僧の首から降りようとした。寺の僧や土地の父老が一緒になって引き留めると、

継連は笑っていった。 

「足
た

ることを知っていれば辱めを受けない。止
と ど

まるところを知っていれば危ういことはない」 

それでついに辞めてしまった。そうした継連の振る舞いに対して私は我が身を愧
は

じなければならない。 

元豊七年、私は汝
じ ょ

州に旅することになり、継連はいった。 

「この寺にはまだ『記
き

』というものがありません。石は用意してあります。どうか一文を書いてください」 

私は辞退することができなかった。 

寺は南
な ん

唐
と う

国
こ く

の保
ほ

大
だ い

二年［944年］に立てられ、始めの名は護
ご

国
こ く

寺
じ

であった。嘉
か

祐
ゆ う

八年［1063年］にい

まの名を賜わり、本堂も離れも高殿も皆が新しくされた。厳
げ ん

麗
れ い

深
し ん

穩
お ん

で、人の意
おもい

を悦ばせ、ここに来る者

は帰るのを忘れる。 

毎年正月に一万人もの男女が寺の庭に集まり、飲食して音楽を演奏し、瘟
お ん

神
し ん

［疫病の神］を祠
ま つ

る。こ

れは長
ち ょ う

江
こ う

と淮
わ い

河
が

の間で行われている旧い習俗である。 

四月六日、汝
じ ょ

州
し ゅ う

団
だ ん

練
れ ん

副
ふ く

使
し

、眉
び

山
ざ ん

の蘇軾記す。 

【補足】［蘇軾は黄
こう

州にきて、新しい自分になろうとした。これは、蘇轍が兄の罪を

軽くしてほしいと皇帝に願った文章［→作品番号 05-5-094］に「過ちを改めて自身を

一新する」とあったのと一致する。具体的にどのようにしたのかがこの文章に記され
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ている。蘇軾は時折軽薄ともいえるような言辞を吐くのだが、自身に向き合うときは

非常に真剣で、深く思いを巡らした。しかし、「全てが道
みち

に中
あた

らず」、一つを変えても

かえって二つが駄目になってしまうという具合にたちまち行き詰まってしまった。こ

こで思い出すのは、かつて蘇軾は「道に達する」ということについて後輩に向かって

教えを垂れていたことだ［→作品番号 05-4-101］。そのときは己のそれまでに歩みにあ

る程度の自信があったのだろう。しかし、魂魄がばらばらになるまでにその自信は打

ち砕かれてしまった。蘇軾は詩文で朝政を批判したことが悪かったとはたぶん思って

いなかった。改革派の一部の愚昧な連中によってあらぬ罪を着せられてしまったとも

思っていなかった。我々には想像が付かないのだが、皇帝によって罪人とされたこと

で、人間として全否定されたように感じ、己を完全に一新しなければならないと考え

たのだろう。蘇軾は、道
みち

、気
き

、性
せい

、習
しゅう

といった旧来の中国哲学の諸道具を駆使して一

新しようとした。しかし、根本的な解決策は見出せなかった。そこでいまだ深くは親

しんでいなかった仏教に解決の糸口を求めた。そしてたどりついたのが、空
くう

であった。

何かに原因を求めたり、何かを改めたりするのではなく、いったん全てを空
くう

にし、そ

こから新たな己になって行くのである。この文章を読んで、二つ前の詩『安
あん

国
こく

寺
じ

に浴
よく

す』に戻ると、実は同じことを詠んでいるのではないかと思えてくる。直観的に得た

ことを詩で表現すれば先のようになり、思索を巡らして行き着いたところを文で表現

すればこのようになるのであろう］ 

 

■【06-1-025】定恵院寓居月夜偶出 

【解題】上に見た『黄
こう

州
しゅう

安
あん

国
こく

寺
じ

記
き

』は一旦忘れ、己を新たにすることに思い悩んでい

る蘇軾に戻り、時間順に詩文を詠んでゆこう。これは定
じょう

恵
え

院
いん

に寓居して、月の夜にた

またま外を歩いたという詩。初句は「幽人無事不出門」［幽
ゆう

人
じん

は事
こと

も無
な

く門
もん

より出
で

ず］
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とあって、冒頭の二字を先の沐浴の詩と比べると、「老
ろう

来
らい

」が「幽人」に変わってい

る。「罪人は門を閉ざして深く自省している」ということを「幽人」の語で言い表し

ているのだろう。「幽人」はかなり幅広い意味を持ち、俗世から離れて静かに隠れ住

む人、あるいは、俗世から離れた心をもって静かに生きる人、あるいは、そうした人

と思いが通じ合う人のことである。 

 

【訳文】 

幽
ゆ う

人
じ ん

はする事がなく、門から出ることもない。 

たまたまこの良き夜に、春風を追って出歩くと、 

木の枝の先から、寺の建物の屋根が高くあるいは低く飛び出し、 

月の光のもと、香
こ う

の煙が細くたなびいてくる。 

長
ち ょ う

江
こ う

の上の雲は清らかであるけれど、自分の美しさを誇るように姿を変え、 

竹に宿る露は声を出しはしないけれど、ぽとりぽとりと瀉
そ そ

ぐかのようだ。 

柳の枝が糸のように柔らかく垂れるのに触れて驚かされ、 

まだ花を残した梅の一枝があるのを香りによって気づかされる。 

独りで詩を吟じて自分で和し、 

酒はとっくにないし、誰も貸してくれない。 

酒を飲むなら、老いていよいよその真の味を濃
こ ま

やかに知るべきで、 

酔っておかしなことを言ってしまったのではないかと、醒めてから怕
おそれ

るようではいけない。 

春が忽忽
た ち ま ち

過ぎ去るのは惜しむまでもないと、訳知り顔につぶやいてみて、 

春を歓
よろこ

ぶ意
こころ

が年年凋
し ぼ

んできたのかと残念な気になる。 

たまたまここに仮の宿りを結んでいるのは、 

この耳が松に風が鳴る音を愛するからだ。 
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門を閉ざして、客人の訪れを断り、 

冠
かんむり

なんぞはさかさまにし、衣もそこらにうっちゃって、 

家の者には何をしているのかと罵
ののし

られながら、 

米を炊く湯気がふわふわと甑
こしき

から立ち昇り、 

甘
か ん

藷
し ょ

を搾った汁がぽたぽたと槽
お け

から垂れるのを見ている、 

そういう暮らしでよいのだろう。 

 

■【06-1-026】次韻前篇 

【解題】上の詩と同じ韻を用いてもう一首作った。 

 

【訳文】 

去年の花の落ちるころ、 

徐
じ ょ

州にいて、月に向かって酔って歌い、 

清らかな夜を褒め合ったのだった。 

今年は花の開くのを黄
こ う

州で見て、 

湿った夜風が、門を閉ざした小さな部屋へと入ってくる。 

花は時がくれば必ず咲く、 

だが、我が万事はそのようにはならない。 

残りの年月はこの酒にも似て、 

もう注げるものがない。 

昔を憶
お も

うと、 

舟で巴
は

峽
き ょ う

へと泝
さかのぼ

っていたときに、 

樊
は ん

口
こ う

［黄州の対岸］で高い桅
マスト

から帆を落としたのだった。 
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あれから、長
ち ょ う

江
こ う

は自ずから袞
こ ん

袞
こ ん

とひたすら流れ続け、 

我が白髮は容赦なく紛
ふ ん

紛
ぷ ん

として増え続けた。 

古
いにしえ

の隠者に倣おう思っても、私には五畝
ほ

の田さえもなく、 

空しくあるのは、古
いにしえ

の詩人を数では凌ごうという千篇の詩。 

今に至るも故郷の山に背いたままで、帰る計画はなく、 

旅の宿りで独り眠る境遇から免れることができない。 

若いときに苦い蓼
た で

を食うような苦労をするなら、 

老いてからは蔗
さとうきび

を舐
な

めるような甘い安楽があるという。 

いまはなぜか飢えも寒さもなく安居していて、 

憂患すべきこともすでに空しくなったのだが、 

ときに夢に怕
おそれ

ることがある。 

月の光を踏みつつ花の間を通り抜け、 

村の酒をちょいとひっかけて、 

官長に罵られる前にそそくさと帰るのである。 

【補足】［（1）蘇軾自身の注で、「去年は、徐
じょ

州で花の下で月に対し、張
ちょう

師
し

厚
こう

、王
おう

適
てき

兄

弟と酒を飲み、蘋の字を韻として詩を作った」と書き添えている。その詩は作品番号

05-5-016で見ている。（2）船で長
ちょう

江
こう

を遡って樊
はん

口
こう

に停泊したのは、父の棺を故郷に運

んだときで、これより14年前である。樊口の地名はこれから何度も見ることにな

る］ 

 

■【06-1-027】卜算子 

【解題】前の詩とほぼ同じ時期に、定
じょう

恵
え

院
いん

で作った月の詞。この年の秋の作であると

する説もあるが、内容的にはこのころのもののようである。 
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【訳文】 

欠月挂疏桐。［葉がまばらな桐
あおぎり

に落ちかかる欠けた月］ 

漏断人初静。［時を測る水音が絶えて静まり返る人の世］ 

時見幽人独往來、［ここにひっそりと往き来する孤独の人］ 

縹緲孤鴻影。［縹緲
は る か

に孤
ひ と

り行く鴻
おおとり

の影のようです］ 

 

驚起卻回頭、［驚いて起きて回
め ぐ

らす頭
こうべ

］ 

有恨無人省。［恨みがあっても顧みてくれる人はいません］ 

揀尽寒枝不肯棲、［寒 と々した枝を選んで選んで、でも棲もうとはしません］ 

寂寞沙洲冷。［寂寞
さ び し

くも沙
さ

洲
す

は冷えびえとしています］ 

【補足】［（1）この詞で、蘇軾は己を、棲む場所を見出せない孤独な鴻
おおとり

になぞらえて

いる。（2）後世の好事家は、この詞から次のような物語を作った。牽強付会の作り話

なのだが、人々が想い描く蘇軾像に合致するものなのだろう］ 

 

【訳文】 

楊
よ う

湜
し ょ く

：『古
こ

今
こ ん

詞
し

話
わ

』に引用されている『女
じ ょ

紅
こ う

余
よ

志
し

』より 

（これから十四年後、蘇軾は五十九歳のときに恵
け い

州に流され）、その地には温
お ん

超
ち ょ う

超
ち ょ う

という十六歳でま

だ嫁に行かない美しい娘がいた。超超は蘇軾がくると聞くと、 

「我が婿殿だ」 

と、いって非常に喜んだ。 

温超超は蘇軾の仮の宿に毎夜通い、窓辺で蘇軾が吟詠するのを聞き、その詩詞を覚えるとそっと歩

み去った。 
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蘇軾がその様子を知って窓を開けると、娘は墻
か き

を超えて逃げた。蘇軾は人づてに、 

「君のためによい婿を探してあげよう」 

と、娘にいったのだが、間もなく海の向こうの海
か い

南
な ん

島
と う

に流されてしまい、三年後に戻ってくるとその娘はす

でに死んで沙の下に埋められていた。蘇軾は『卜
ぼ く

算
さ ん

子
し

』の詞を墓に手向け、婿を選ぶ約束を果たせ

なかったことを、 

「寒
か ん

枝
し

を揀
え ら

び尽
つ く

して肯
あ

えて棲
す

まず」 

の句に詠み込んだ。 

【補足】［この話は、実は根も葉もないわけではないとして、次のような事実に基づ

くといわれもするが、これも作り話であるのだろう］ 

 

【訳文】 

袁
え ん

文
ぶ ん

：『甕
お う

牖
ゆ う

間
か ん

評
ひ ょう

』より 

蘇軾が黄
こ う

州に流されたとき、隣家にはなはだ賢い娘がいた。娘は、毎夕、窓の下に忍んで蘇軾が

読書するのを聞いていた。 

後に、その家の者が娘の結婚相手を選ぼうとしたときに、娘は、 

「蘇軾様のように書物がよく読める人でなければだめです」 

といい、とうとう誰もかなう者が見つからないままに娘は死んでしまった。 

 

■【06-1-028】寓居定恵院之東、雑花満山、有海棠一株、土人不知貴也 

【解題】これも定
じょう

恵
え

院
いん

での詩。詩の題は「寓居するところの定恵院の東の山にさまざ

まな花がある。なかに一株の海
かい

棠
どう

があるのだが、土地の人はその貴
とうと

さを知らない」。

海棠が貴いと感じるのは蘇軾が蜀
しょく

の人間だからだ。海棠は蜀、とりわけ成
せい

都
と

を象徴す

る花である。譬えるなら、日本人が異国の地に流されて、山で一本の桜を見出したと
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想像するとよいであろうか。 

 

【訳文】 

黄
こ う

州は長
ち ょ う

江
こ う

沿いの町、 

湿気が満ちて草木の成長が盛んである。 

山にあるのはどれもが世俗的な花ばかり、 

そのなかで、名花がひそやかに孤独に苦しんでいる。 

竹の籬
まがき

の間から、嫣然
に っ こ り

と笑みをもらす花―― 

それは佳
か

人
じ ん

を人
ひ と

気
け

のない谷に置くようなもの、 

造物者にどのような深い意
こころ

があるのだろうか。 

天より出た姿は自然界の富貴ともいうべきで、 

金の盤に盛って御殿に献上するまでもなく貴い。 

花びらは、朱
あ か

い唇から酒が入って頬がぽっと染まったよう、 

葉は、緑の袖を翻して紅をよりいっそう映えさせる。 

朝には、林は深い霧に包まれて暗く、光の及ぶのが遅く、 

昼には、日ざしが暖かく風が軽やかで睡
ね む

りが十分に足り、 

雨には、涙にぬれて悽愴
い た ま し

く、 

月には、人影がなくさらに清淑
し と や か

である。 

ここに先生［蘇軾］はたっぷり食べて何もすることがないので、 

ただ腹を撫ぜ撫ぜしながらぶらぶらと歩き、 

民家だろうが僧舎だろうかおかまいなしに門を敲
た た

き、 

杖に身を支えて竹を眺めるなどしていると、 

たちまちこの絶
ぜ つ

艷
え ん

の花によって衰
す い

朽
きゅう

の身を照らされ、 
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嘆息して言葉もなく目をぬぐって思うのは―― 

この辺鄙な土地に、どこからこの花を得たのか、 

好事家が蜀
し ょ く

の地から移したのか、 

一寸の根の植物が千里を旅するのは容易ではない、 

とすると、種子
た ね

を銜
く わ

えて、鴻鵠
お お と り

が飛来したのだろうか。 

天の涯
は て

に流落して、先生と海棠にはともに念
お も

うところがある。 

酒を飲んで此の曲を歌おう。 

明朝、酒が醒めてまた独りで来ると、 

紛
ふ ん

紛
ぷ ん

として雪のように落ちかけて、 

もはや触れるのも忍びがたい……。 

【補足】［この詩で、海
かい

棠
どう

の姿に自分自身を重ねて詠んでいるのは明白であるのだが、

蘇軾は「ひそやかに孤独を苦しんでいる」というわけではなかった。深い苦しみのな

かにありつつも、孤独だったのではない。すでに見たように、陳
ちん

慥
ぞう

［方
ほう

山
さん

子
し

］［→作

品番号 06-1-015］が待ち受けていたし、黄
こう

州周辺の多数の人々が蘇軾のまわりに集ま

ってくるのである。それはさまざまな社会階層の多様な人々であった］ 

 

■【06-1-029】訴衷情 

【解題】同じころに海
かい

棠
どう

を詠んだ詞。 

 

【訳文】 

海棠珠綴一重重、［海
か い

棠
ど う

がひとつまたひとつ、珠
た ま

を綴
つ づ

り重ねています］ 

清暁近簾櫳。［さわやかな明け方の窓辺近くで］ 

胭脂誰与勻淡、［さらりと淡い紅
あ か

い化粧］ 
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偏向臉辺濃。［ほほのあたりだけが濃いのです］ 

 

看葉嫩、［若い葉を見て］ 

惜花紅。［花の紅を惜しみます］ 

意無窮。［この思いは窮まることはないのです］ 

如花似葉、［花なのでしょうか、葉なのでしょうか］ 

歳歳年年、［毎年、毎年］ 

共占春風。［春の風を独占しようとするのは］ 

 

■【06-1-030】王斉万秀才寓居武昌県劉郎洑、正与伍洲相対、伍子胥奔呉所従渡江也 

【解題】黄
こう

州に流されなかったならば、先に見た陳
ちん

慥
ぞう

との再会はありえなかった。そ

してもう一つのありえなかった再会が黄州には待っていた。蘇軾は24歳のときに都に

向かう旅に出て、犍
けん

為
い

という町で王
おう

斉
せい

愈
ゆ

［字
あざな

は文
ぶん

甫
ほ

］の書楼を訪ねた［→作品番号

01-1-003］。そのとき蘇父子を迎え入れたのは弟の王
おう

斉
せい

万
まん

［字
あざな

は子
し

弁
べん

］で、王斉愈は何

かしら事情があって不在であった。その後、王兄弟の家は傾き、書楼も手放して犍為

を離れ、長
ちょう

江
こう

を下った武
ぶ

昌
しょう

県に寄寓する身となった。武昌県は長江を挟んで黄州の

向いの地。蘇軾が黄州に着いて 10 日余り、王斉万がひょっこり定
じょう

恵
え

院
いん

に現れて蘇軾

を驚かした。この詩の題は、「王斉万は武昌県の劉
りゅう

郎
ろう

洑
ふく

に寓居し、そこは長江の中州

の伍
ご

洲
しゅう

の対岸である。遠い昔に伍
ご

子
し

胥
しょ

が呉
ご

国
こく

に奔
はし

ろうとして長江を渡ったところだ」。

伍子胥は、楚
そ

国
こく

の王位継承を巡る争いに巻き込まれて父と兄弟を殺され、一人だけ呉

国に逃れた。そのとき、漁師の船に身を潜めて長江を渡った。後に伍子胥は呉国を強

国に成長させ、呉国の軍勢を率いて楚国の都を占領して復讐を遂げた。 
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【訳文】 

貴君の家の稻田は西
せ い

蜀
し ょ く

の地に冠たるものだった―― 

玉
ぎ ょ く

のような米を搗
つ

き、珠
た ま

のような米を取り揚げ、その量は三万斛
こ く

、 

川を塞ぐようにして大量の木材を流して書樓を建て、 

碧
あ お

い瓦と朱
あ か

い欄干が山や谷に照り映えていた。 

一家をあげての楽しみに、天命などは論じるまでもないと、 

蝋燭
ろ う そ く

を次々に灯すようにして黄金を使い尽くした。 

残ったのは、百台の車に満載した蔵書だけ、 

筏に載せて長
ち ょ う

江
こ う

が曲がるところまでやってきて、 

江
か わ

のほとりに何があるかと見ると、 

伍
ご

洲
し ゅ う

から遙かに望む劉
り ゅ う

郎
ろ う

藪
そ う

だったのだ。 

明朝はちょうど寒
か ん

食
し ょ く

、 

貴君がいるその劉郎藪に行こうと思う。 

牛を殺して秘蔵の酒を搾って待っていてくれたまえ。 

貴君と酒を飲みつつ細かに文を論じ、 

ほどよく酔ったころに、江
か わ

のほとりで古
いにしえ

を訪ねようではないか。 

今回は三国時代の周
し ゅ う

瑜
ゆ

や孫
そ ん

権
け ん

を弔うことはしないで、 

ただ伍
ご

子
し

胥
し ょ

だけに酒を捧げるとしよう。 

【補足】［（1）三国時代の周
しゅう

瑜
ゆ

や孫
そん

権
けん

に言及したのは、黄
こう

州に赤
せき

壁
へき

があり、そこは孫

権［周瑜はその軍師］が劉
りゅう

備
び

とともに曹
そう

操
そう

の大軍を破った決戦場であるといわれてい

たからだ。そのことはまた後の詩文で何度か見ることになる。今回は特に伍子胥だけ

に酒を捧げようとするのは、伍子胥が逃亡した後に父や兄の仇を討ったように、王
おう

兄

弟も家の再興を果たすであろうというココロであろう。（2）このときの訪問を後に回



第6章 赤壁の賦 

第 6 章：54 
 

顧する文章を作品番号06-5-015で見る。そこには、寒
かん

食
しょく

の日に武
ぶ

昌
しょう

に赴いたとは記さ

れていない］ 

 

■【06-1-031】二月二十六日、雨中熟睡、至晩、強起出門、還作此詩、意思殊昏昏也 

【解題】これまで見てきた杭
こう

州、密
みつ

州、徐
じょ

州、湖
こ

州での詩の大半は官僚仲間とともに

詠んだ社交的な作品であった。黄
こう

州に来てからは、事に触れて自分自身のために詠ん

だ作品が多くなり、蘇軾らしさがよりいっそう濃く、そして深くなる。この詩の題は

「二月二十六日、雨の中で熟睡した。晚に至って強いて起きて門を出てこの詩を作っ

た。意識が妙に昏昏
はっきりしな

かった」。 

 

【訳文】 

朝酒三杯をやらかしたせいで、 

昼の食事は一品だけでもうたくさん。 

後から後からやってくる雨音に引き込まれ、 

眠気がやってくるままに深く寝入ってしまった。 

昏
こ ん

昏
こ ん

と眠って、覚めたと思ったらまた臥せ、 

ごろごろ寝返りを打って、いつまでも眠りは足りない。 

強いて起きて門を出てみたが、 

夢はなおも続いているかのようだ。 

泥の深いあたりで竹雞
う ず ら

が何やら語っているようであり、 

村の暗がりのあたりで鳩の御婦人が何やら泣いているようだ。 

この詩を明日の朝になって見たなら、 

寝ぼけたまま書いたのでさぞかし読みにくいであろう。 
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【補足】［（1）「朝酒」と訳したのは原詩では「卯
ぼう

酒
しゅ

」で、もとの意味は卯
う

の時［午前

6 時ごろ］の酒であるのだが、たぶん本当に朝酒を飲んだのではなく、調子が悪くて

起きられなかった理由を朝酒によるという虚構を設けて詩にしたのだろう。2 月 1 日

に黄
こう

州に着いて、このころになって疲れが出たのだろか。（2）竹
ちく

雞
けい

は｢泥
でい

滑
かつ

滑
かつ

｣と鳴き、

鳩は婦人の怒りの声のように鳴くというので、この詩の句が生まれている。後に鳥の

鳴き声を主題にした詩を見る［→作品番号06-1-044］］ 

 

■【06-1-032】雨晴後、歩至四望亭下魚池上、遂自乾明寺前東岡上帰、二首 

【解題】上に続いてこれも日記調の詩。詩の題は、「雨が晴れた後に歩いて四
し

望
ぼう

亭
てい

の

下の魚
ぎょ

池
ち

にまで行き、乾
けん

明
めい

寺
じ

の前の東
とう

岡
こう

の上を通って帰った」。四望亭は、唐
とう

の時代

にこの地の知事であった劉
りゅう

嗣
し

が再建したとの記録があり、黄州の町の北東にある竜
りゅう

王
おう

山
ざん

の高台にあって、その名の通り非常に見晴らしがよい。蘇軾が寄寓する定
じょう

恵
え

院
いん

か

らは、乾明寺を経由して北に行き、往復数キロほどの道のり。 

 

【訳文】 

 其の一 

魚
ぎ ょ

池
ち

では、 

雨が降った後に、浮き草が合わさって水面を被い尽くし、 

蛙の声があたり一帯に満ちる。 

海
か い

棠
ど う

の花はもはや夢となってしまったが、 

梅の実が新たに嘗められくらいにまでなっている。 

歩くついでにそこらの菜を摘み取る。 

鞦韆
ブ ラ ン コ

が目に留まるものの遊ぶ人はいない。 
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心して応対してくれるのは木
も く

芍
し ゃ く

薬
や く

［牡丹］だ、 

春の終わりの殿
しんがり

を自ら買って出てくれている。 

 

 其の二 

四
し

望
ぼ う

亭
て い

の高い建物は廃墟となってすでに久しく、 

下に魚を育てる池がある。 

あたりの山に暮色が迫ってくると、 

春風にいろいろな草の香りがより一層立ち昇る。 

町につながる橋に人の姿はなく、 

通りかかる古い寺には竹が青 と々伸びている。 

夕陽の当たるところを鳴く声で満たしているのは一羽の鸛鶴
こ う の と り

、 

それはいったいどこから来たのだろうか。 

【補足】［（1）蘇軾が四
し

望
ぼう

亭
てい

までの道を歩いたのかがこれが初めてであったかどうか

はわからないが、後にこのあたりを頻繁に行き来するようになり、ここに詠まれた

鞦韆
ブランコ

にしてもすっかり馴染の存在となる。（2）黄
こう

州に来てからの作品は蘇軾ファンを

何倍にも増やし、後世の文人は黄州を訪れると、蘇軾の足跡を尋ね歩くのを楽しみと

した。この詩を読むと、我々も同じコースを歩いてみたくなる］ 

 

■【06-1-033】与王定国書 

【解題】黄
こう

州に到着してすぐに王
おう

鞏
きょう

［字
あざな

は定
てい

国
こく

］［→作品番号 05-5-004 など］から手

紙が届いた。王鞏は蘇軾に連座して遥か南方の地に流され［→作品番号 06-1-001］、移

動の旅の途中にあった。王鞏の量刑が理不尽なまでに重かったのは、王鞏が宰相を出

した名家の出であったことから、一種の見せしめであったのだろう。蘇軾は王鞏を巻
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き込んでしまったことの責任を強く感じていた。蘇軾から王鞏に宛てた手紙は多数残

されていて、それぞれの書かれた時期や順序は必ずしも明らかではないのだが、ここ

では、黄州での日々がまた浅かったころに書かれたと思われる 4 通から、適宜抜粋し

て訳出しておこう。 

 

【訳文】 

（1）私は黄
こ う

州に来てからは、長
ち ょ う

江
こ う

の岸辺で船が行き来するのを眺めて過ごしていました。そこに貴君

からのお手紙を頂戴し、すぐに憂いをときほどくことができました。ここにあって体も気持ちもまずまずである

のをよしとしています。いまはある僧舎に寄寓し、僧に従って菜食し、私にはそれが非常によいようです。

咎
と が

を受けた身には有り余り恩であると感じ、心を鎮め、口を閉ざすようにしています。記すべきことも、近く

の寺で沐浴したこと、谷川を尋ねたこと、魚釣り、薬草の採取といったことくらいで、つまりはぼちぼち楽

しんでいる次第です。 

 

（2）私の罪は大きいのに、責めは軽く、これは幸いなことでありました。しかしながら、数十人もが私との

縁で罪を得てしまい、とくに貴君は私のために最も深く累
る い

が及び、辺境の地に流れ落ちることとなってし

まいました。このことを思うたびに、心
し ん

肺
ぱ い

の間に火の熱さ、棘の痛さを覚えます。貴君からの手紙を見る

に、棄てられたとの怨みはなく、自ら思いを 遣
コントロール

しておられ、真にその人となりを知ることができます。この

不肖の身が、後に衰顔白髪をさらして貴君の家の訪問客の末席に連なることができましたなら、それ

に勝る幸いはありません。 

 

（3）揚
よ う

州には侍
じ

其
し

君がいて、気候の悪い地で十余年間官の仕事をして帰って来られたところ、顔色

は良く、悪いところは一点もありませんでした。侍其君がいうには、「磨
ま

脚
き ゃ く

心
し ん

法
ほ う

」を用いただけとのことで

す。貴君はすでにこの法を行っているわけですから、さらに続けて怠らないようにしてください。酒は少量
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にし、飲食を節制し、常に胃の状態をよく保ってください。私は張
ち ょ う

方
ほ う

平
へ い

殿の「軟
な ん

朱
し ゅ

砂
さ

膏
こ う

」を湖
こ

州で試した

ことがあり、はなはだ益があると知りました。貴君も服用するとよろしいでしょう。 

弟とは先日、陳
ち ん

州で別れましたが、顔色はすこぶるよく、目が輝いていました。夜中に臍から腹のあた

りを気
き

がよく巡っているのでしょう、隆
り ゅ う

々
り ゅ う

と雷のような音を発していました。弟の振る舞いは我らがそうありた

いと常に論じている通りのものです。弟のように高い志
し

節
せ つ

があってこそそのように行えるのでありましょう。 

粉
ふ ん

白
は く

黛
た い

緑
り ょ く

［女色のこと］は狐
こ

狸
り

や妖しい獣のようなものでありますから、貴君におかれては、道
ど う

眼
が ん

をもっ

てきっと見破りますように。そのほかにも大切なのは、倹約に努めることで、軽々しく銭や物を費やしませ

んように。遠方の地でありますから、万一欠乏したときに補うのは難しいでありましょう。それに、災難のな

かで自分を抑えて節約するのは、厄を消して福を致す一端となりもしましょう。 

思うところは多々あり、その一つ二つでも尽くすことはできません。 

 

（4）貴君がいま向かっている賓
ひ ん

州では気候の悪さにきっと迫られるでしょうから、心と体をほどほどのとこ

ろに安らかに保つことが大切でしょう。貴君は流落のために悲嘆に沈み込むようなことはきっとないでし

ょうけれど、節制せずにいてはよろしくありません。よく自愛し、すでに行っている「道
ど う

引
い ん

」「服
ふ く

食
し ょ く

」をさらに功

を倍加するようにされるとよろしいでしょう。 

【補足】［王
おう

鞏
きょう

は名門の生まれで、ずっと都での贅沢な暮らしに慣れていたので、蘇

軾はとりわけ王鞏の健康を気遣っている。「磨
ま

脚
きゃく

心
しん

法
ほう

」「軟
なん

朱
しゅ

砂
さ

膏
こう

」「道
どう

引
いん

」「服
ふく

食
しょく

」

がそれぞれ具体的にどのようなことをするのかはよくわからない。蘇軾は健康法に強

い関心をもっていたことはこの後でもいくつかの詩文で見ようになる］ 

 

■【06-1-034】与陳季常書 

【解題】陳
ちん

慥
ぞう

［方
ほう

山
さん

子
し

、字
あざな

は季
き

常
じょう

］［→作品番号 06-1-015］から一つの提案があり、

それに答えた手紙。 
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【訳文】 

武
ぶ

昌
し ょ う

の一策を諭し示されまして、出費が少なく生計が立つ真に上々の策です。しかし、私が考えます

に、世の好事家が粉飾を加えてあれこれ言うようになるのを恐れます。黄
こ う

州
し ゅ う

安
あ ん

置
ち

の身でありながら、別

の町に住まいを移したと都に聞こえましたなら、それは小さなことではすまないでありましょう。常に黄州と

武昌の間を往き来しているとしましても、あれこれ詮索する者は何を言い出すかわかりません。皇帝陛

下の示された御恩にいささか反することにもなりましょう。この策を採るかどうか、なお深く考えるべきであ

ろうと思います。 

【補足】［この手紙から、陳
ちん

慥
ぞう

が対岸の武
ぶ

昌
しょう

によい土地を見つけたので、そこに住ま

うよう蘇軾に勧めたと推測される。蘇軾は黄
こう

州
しゅう

安
あん

置
ち

の処分を受けていて、黄州以外の

地に住むことはできないので、黄州に住まいを置きつつ武昌に適宜通うという形を取

ればよいのではないと陳慥は提案したのだろう。武昌には先に見たように王
おう

兄弟もい

て、なかなか好条件の案なのだが、やはり黄州安置の禁を破ったと都で沙汰されるの

を恐れて蘇軾は断った。陳慥がこの地で相当に顔がきき、蘇軾のために何かと手を打

ってくれていたことがわかる］ 

 

■【06-1-035】雨中看牡丹三首 

【解題】3 月になれば牡丹の花盛り。雨の日に牡丹を見ての詩。この詩は道教の寺院

である天
てん

慶
けい

観
かん

で詠まれたものであろうと推測されている。天慶観は安
あん

国
こく

寺
じ

のすぐ近く

にあった。 

 

【訳文】 

 其の一 
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霧のような雨は点にもならない。 

空に映し見て、雨があるかないかを疑う。 

ときに牡丹の花についた雨は、 

ぼつんぽつんと明るい珠
た ま

を走らせる。 

紅い化粧を洗い、ほのかな香りを生じさせる。 

黄昏
た そ が れ

になって雨はさらに静かに注ぎ、 

牡丹の頭は扶
た す

けなければと思わせるまでに重くなる。 

 

 其の二 

明日になればきっと雨は止むだろう。 

朝の光が松の枝に及ぶころには、 

清らかな寒さが花の中にまで入り込んで、 

しっかりと自分自身を保っていられるようになるだろう。 

かくて、昼には濃い艶やかさを発揮し、 

我が時を得たと牡丹は一笑するであろう。 

そのまま暮れ方に至り、 

自分の奥深い姿を、 

いずれなきものとして斂
お さ

めなければならないのを悲しむのだ。 

 

 其の三 

牡丹の奥深い姿は惜しんだところで甲斐がない。 

後に東の風が吹き出したなら、 

酒が醒めた後で何を見るのかというと、 
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雌
め

蕊
し べ

に残る金粉だけなのか。 

千種の花も百種の草も、 

華やかなものも地味なものも、どれももうなくなってしまう。 

泥に汚したくないのなら、 

落ちる蕊を牛酥
ヨ ー グ ル ト

で煎じて食べるしかないだろう。 

 

■【06-1-036】次韻楽著作野歩 

【解題】かつては役人仲間に贈った次韻の詩が、蘇軾の作品に占める割合が非常に高

かったのだが、黄
こう

州にきてからは大幅に少なくなり、楽
がく

京
けい

に対してこの時期に三首の

次韻を贈っているのはむしろ例外的な事例であろう。楽京は新法の問題点を指摘して

しばし官職から離れ、ようやく黄州で酒税の管理をする仕事を得た人で、当局の目を

恐れることもなく、罪人として流されてきた蘇軾と果敢にも詩のやりとりをしたので

あろうか。 

 

【訳文】 

老いて、西も東もわからなくなり、 

林がひどく紅
あ か

くなったのを見て、いまは秋かと思う始末。 

逆に花と見たのは、眼が暈
く も

って本当は病気のためであるし、 

耳の中では、からっぽなのにいつも蟻の音がしている。 

酒が醒めたら、知らないうちに春は半分が終わっていたのだった。 

眠りから起きるのはいつも日中を過ぎてからで、 

杖をついて野に出て、 

たまたま黍
き び

を作る人に会ったり、 
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衣を緩めて、おつな風だと詠じてみたり、 

仰ぎ看
み

て松から粉が落ちるのを手に受けてみたり、 

俯して杞
く こ

の叢
む れ

から新芽が出ているのを摘んでみたりしている。 

この地に降るのは楚
そ

国
こ く

の雨、かの雲
う ん

夢
ぽ う

の沢
た く

を昏
く ら

くし、 

川を遡ってくるのは遥か呉
ご

国
こ く

の潮、それでも武
ぶ

昌
し ょ う

宮
きゅう

にまでは至らない。 

歴史の興廃を見てきたこの地には無数の詩があり、 

窓辺より静かに見やるだけで運命について考えさせられる。 

いずれ我等は官服を脱いで、 

二人の老人として、風流をともする仲間となるであろうか。 

【補足】［（1）前半は老い衰えたことをことさらに強調していて、無害の流人である

ことをアピールしているのだろうか。（2）後半はこの地の歴史や名所を詠み込んでい

る。蘇軾自身の注で、「黄
こう

州の対岸は武
ぶ

昌
しょう

県で、孫
そん

権
けん

の故宮がある」と付記されてい

る］ 

 

■【06-1-037】次韻楽著作送酒 

【解題】楽
がく

京
けい

が詩を添えて酒を贈ってくれたのでそれへの返事。酒税を管理する楽京

が、どこから酒を入手したのかと妙に気をまわす必要はないだろう。 

 

【訳文】 

若いころの私は、 

酒を飲むと調子が悪くなり、觴
さかずき

を怯
お そ

れたものだ。 

老いてくると、長くじっくり味わえるようになった。 

故郷を離れている我が愁いのかさを計るならば、 
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きっと一万斛
こ く

はあるだろう。 

春に届いたひと壺の酒はいったいいかなる湯なのか、 

愁いは雪のようにたちまち消えてしまった。 

 

■【06-1-038】次韻楽著作天慶観醮 

【解題】楽
がく

京
けい

が天
てん

慶
けい

観
かん

で醮
しょう

［道教の祭祀］を行って詠んだ詩に次韻した。 

 

【訳文】 

濁
だ く

世
せ

、この紛紛とした濁った世に天帝が果たして降ったりするのだろうか。 

夢の中で、天帝が飛び歩む後を尋ねたのだが、 

五色の深い雲に覆われてしまって何も見えない。 

我等には仙界の通
つ う

明
め い

殿
で ん

に到る手立てはなく、 

わずかに玉
ぎ ょ く

佩
は い

の音が聞こえてくるだけである。 

【補足】［蘇軾を罪に陥れた人々なら、朝廷から遠ざけられたしまった境遇を恨んで

詠んだ風諭の詩であると解釈するであろう］ 

 

■【06-1-039】杜沂游武昌、以酴 花菩薩泉見餉二首 

【解題】杜
と

沂
ぎん

［字
あざな

は道
どう

源
げん

］が対岸の武
ぶ

昌
しょう

にまできて、酴
と び

の花と菩
ぼ

薩
さつ

泉
せん

の水を贈っ

てくれた。杜沂の名は作品番号05-1-002で見ていて、父の蘇
そ

洵
じゅん

が親しくした杜
と

叔
しゅく

元
げん

の

子である。酴 はバラ科の植物で、香りのある白い花を晩春に咲かせ、文人に珍重さ

れた。菩薩泉は武昌の西
せい

山
ざん

寺
じ

にある泉。 

 

【訳文】 
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 其の一 

酴
と び

は、他の花と春に争いごとを起こしたりはしない。 

最も遅れてひっそりと開くのである。 

青い蛇、あるいは玉
ぎ ょ く

の骨のような蔓を延ばし、 

羽根の蓋
おおい

から珠
た ま

を連ねた簾
すだれ

ように花を垂らす。 

敢えて装うことなしに艷
え ん

なることは絶世であり、 

風がなくても香りが自ずから遠くにまで及ぶ。 

呉
ご

の孫
そ ん

権
け ん

が建てた故宮の址には、宮女の紅の粉がたくさん埋まっていて、 

微かに月の光が射す晩には、どこかからか笙簫
ふ え

の音が聞こえてくるという。 

そこに残った妍
あでやか

さがこの花に入ったために、 

千年の後にもなお清
せ い

婉
え ん

なのだろうか。 

怪しむのは、杜
と

君は呼ばれてもなかなか山から帰らずにいること。 

きっとこの花に挽
ひ か

れているからなのだろう。 

しかし、昨日の宵には悪い雷雨があったから、 

花が終わってしまって、杜君も返ってしまうのだろうか。 

 

 其の二 

貴君はいう、 

西
せ い

山
ざ ん

［樊
は ん

山
ざ ん

］の頂
いただき

には昔から白
は く

泉
せ ん

が流れ出ていて、 

初めは千頭の牛が垂れる乳のように白く、 

下流では一万石
せ き

の鉛のような鈍い色になり、 

水の味は恵
け い

山
ざ ん

の泉に恥じるところはないのに、 

残念なのは、陸
り く

羽
う

のような賢人に知られなかったことだ、と。 
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ならば、貴君こそが文字に託して天下に伝え、 

泉の名を揚げるとよいだろう。 

冷たい泉は人と似ていようか、 

清
せ い

も濁
だ く

も源に具わっている。 

我らは泉の水を飲みたいと思うが、 

飲まれようが飲まれまいが、泉の患うところではない。 

ああ、私はそもそも何をする者であったのだろうか、 

虚名を空しく纏
ま と

ってきただけではないのか。 

唐
と う

の時代に柳
り ゅ う

宗
そ う

元
げ ん

は、 

自らの愚
ぐ

をもって谷を愚
ぐ

渓
け い

と名付けた。 

ならば、私がこの水を飲んだなら、 

泉はどのような名によって汚されてしまうのだろうか。 

【補足】［（1）恵
けい

山
ざん

の石
せき

泉
せん

の水が陸
りく

羽
う

によって天下第二の名水であると賞賛されこと

は作品番号04-2-102で見ている。（2）「嗟我本何有、虚名空自纏」［嗟
ああ

我
われ

本
もと

何
なに

が有
あ

る、

虚
きょ

名
めい

空
むな

しく自
みず

から纏
まと

う」は当時の心情をかなり顕わに示したものであるのだろう。

（3）杜
と

沂
ぎん

がこのときに何か官職に就いていたのか、何らかの用事があって武
ぶ

昌
しょう

にき

たのか、それらのことは知られていない。蘇軾が他の人に宛てた手紙で、杜沂が外か

らの最初の来訪者であったと記しているので、杜沂は厚い友情をもって、わざわざ罪

人に会おうとして訪ねてきたのだろうか。黄
こう

州知事の陳
ちん

軾
しょく

が温かく蘇軾を遇している

様子を聞いて安心し、以下に見るように、山遊びに誘い出すようになる。そうしたこ

とが外に知れたからかどうはわからないが、蘇軾に会いにくる者が徐々に現れるよう

になる］ 
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■【06-1-040】与朱康叔書 

【解題】鄂
がく

州知事の朱
しゅ

寿
じゅ

昌
しょう

［字
あざな

は康
こう

叔
しゅく

］に宛てた手紙。鄂州は長
ちょう

江
こう

をはさんで黄
こう

州

と向かい合う州で、上の詩にあった武
ぶ

昌
しょう

県はその中に含まれる。朱寿昌は幼いときに

生みの母と別れ、後に何としてでも母に会おうと官職を棄てて探す旅に出て、感動の

再会を果たした人である［→作品番号03-3-014］。都で蘇軾と若干の交流のあった朱寿

昌は、情の篤い人らしく蘇軾を慰めるべく物資を援助してくれた。朱寿昌は州知事と

して武昌からは西に100キロほど離れた江
こう

夏
か

にいたので、人を介してのやりとりが続

いた。朱寿昌は頻繁に物を贈ったようで、蘇軾の礼状が多数残っている。これはその

一つ。 

 

【訳文】 

武
ぶ

昌
し ょ う

から人づてにお手紙をいただき、続いてお使いの者がきてさらにお手紙などを頂戴しました。深く

感服いたしております。日々御健勝のこと、また春の季節もよろしく、江
こ う

山
ざ ん

は美しく、政事は万事整い、

時に遊び歩かれているとのこと、お伴
と も

できないが残念であります。二つの酒壺はまことに珍しく、旅愁を

一洗してくれて、これ以上の幸いはありません。また結構な果実を巧みに収蔵して送ってくださり、まこと

にすばらしく思います。拙い私はここの風土には馴染がなかったのですが、いまはすでに落ち着いてい

ます。弟はまだ来ておりません。一寸ずつ千里の道を歩んでいるところです。…… 

【補足】［終わりのところで弟に言及している。弟は陳
ちん

州にきて兄に会い［→作品番

号06-1-004］、すぐに南
なん

京
けい

応
おう

天
てん

府
ふ

に戻ると、自身の家族と兄の家族を伴って朝廷から指

定された筠
いん

州に向かう旅に出た。そのときに大恩人の張
ちょう

方
ほう

平
へい

［→作品番号05-5-094］

は実に悲し気に見送ったという。筠州に行くには、長
ちょう

江
こう

を遡って途中の九
きゅう

江
こう

［江
こう

州］で南に折れて内陸深くに入って行くのだが、弟は九江からさらに長江を上流に進

んで黄州にまで行って兄の家族を送り届けようとしていた。蘇軾はこれから家族をど
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のようにして支えていったらよいのか大きな不安がありながらも、弟と家族の到着を

心待ちにしていたのである］ 

 

■【06-1-041】与朱鄂州書 

【解題】これも鄂
がく

州知事の朱
しゅ

寿
じゅ

昌
しょう

［字
あざな

は康
こう

叔
しゅく

］に宛てた手紙。この手紙が書かれた

時期はこの春ないしは翌々年の春と推測されているが、ここでは前者の説に従って、

早くに読んでおこう。 

 

【訳文】 

近ごろ、春とはいえ寒さが続いていますが、いかがお過ごしでしょうか。 

昨日、武
ぶ

昌
し ょ う

に寄寓する王
お う

天
て ん

麟
り ん

さんが来られ、たまたまあることを話され、それを聞いてあまりの酸辛
ひ ど

さに、

食事も喉を通らなくなりました。貴君のような賢者であればわかってくださると思い、王さんをわずらわして

この手紙をお送りいたします。 

王さんがいうには、岳
が く

州、鄂
が く

州のあたりの農民は、およそ二男一女を養い、それを超過すると子供を殺

してしまうのだと。とくに女を養うのを嫌い、そのために民間には女が少なく、妻のない男がたくさんいます。 

生まれてすぐに、赤ん坊を冷たい水に浸して殺すのだとか。その父母は忍びなくて、目を閉じて顔をそむ

け、しかし、手は赤ん坊を水の中に押さえつけ、泣き声がやんでしばらくすると死んでしまっています。神
し ん

山
ざ ん

郷
ご う

には石
せ き

揆
き

という農民がいて、続けて二人の子を殺し、去年の夏にその妻は一度に四人の子を

産みました。そのとき、母子ともに皆が死んでしまいました。これは犯した罪の応報によるものなのでしょう

が、愚かな民は天の戒めを知りません。 

王さんは、近所でこのようなことがあると聞くと、すぐに走って行って赤ん坊を救い、衣服や食べものを与

え、たくさんの命を助けてこられました。赤ん坊を殺そうとしていた者も、生まれて数日もすると、たとえ子を

持たない人がその赤ん坊をほしいといってきても、与えようとしなくなります。親子の愛は天性として具わっ
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ていて、赤ん坊を殺すのは習俗に牽かれてしまっているだけなのです。 

鄂州には秦
た い

光
こ う

亨
り ょ う

という者がいて、科挙に及第して、いまでは安
あ ん

州で官僚となっています。秦光亨が

母の胎内にあったとき、秦光亨の叔父の陳
ち ん

遵
じゅん

は、夢の中で、一人の小児が衣を曳き、何かを訴えよ

うとしているのを見ました。二晩続けて同じ夢を見て、その様子が甚だ切迫していました。陳遵は、姉が

妊娠していてまさに産むときになったけれども、これ以上子供が多くなるのを望んでいないのだと気づき、

急いで様子を見に行くと、まさに赤ん坊は水を満たした盆の中に置かれようとしていました。陳遵が救

い出し、秦光亨は死を免れたのです。鄂州の人はこのことをよく知っています。 

法律によれば、子孫を殺した者は二年の徒刑となります。これは州知事が執行する法です。そこで貴

君にお願いしたいのは、各地の役人に命じて村々の顔役を招集し、この法律のあることを告げ、良し

悪しを諭し、必ずこの法を実行するようにしていただきたいのです。顔役たちには村に帰って皆に話をさ

せ、さらに法律の条文を書いて壁に貼って示し、また、罪を犯したことを官に通報した者には賞を与え、

その賞は罪を犯した者と隣組組織から徴収したものを充てるようにします。もし小作人が罪を犯したなら

罰は地主に及ぶようにします。婦人が妊娠して月日が立てば、隣人や地主は知らないはずがなく、もし

産んで後に殺せば、それがわからないはずはありません。黙認して官に告げないでいれば、当然罰金

を科すべきです。法律によって数名を罰するなら、この風習も改まることでしょう。 

人には人情があります。きっとこの定めに楽しんで従うことでしょう。殺すことなく生まれて数日が過ぎれば、

その後でたとえ殺すように勧められても、誰もそうしようとはしません。貴君によって生かされる者がどれだ

けたくさんになるのか、きっと数えることもできないくらいになることでしょう。 

仏教は殺生を罪とし、卵を抱くものを殺すのを最も重い罪であるとしています。動物であってもそうなので

すから、まして人の子を殺す罪は重いのです。俗に病気となった小児を「無
む

辜
こ

の者」［罪なく苦しめられ

ている者］といいます。赤ん坊を殺すのはまさに「無辜の者」を殺すのです。法律では耄碌
も う ろ く

して人を殺し

た者だけは死刑を免れるとしています。罪のない子を殺して赦されるはずがないのです。貴君が一万

の赤ん坊を死から救い出したならば、大人を生かすよりも十倍もの徳を積むことになりましょう。 
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昔、晋
し ん

の時代に王
お う

濬
しゅん

が巴
は

郡の知事であったときに、子を産んで殺した者を厳罰に処し、生かした者に

は徭
よ う

役
え き

を軽減したところ、数千人が救われました。その後、呉
ご

と戦争になったときに、助けられた者は

皆が兵士となり、その父母が息子を戒めて「王知事がそなたを生かしてくださったのです。そなたは王知

事にために命を捧げなさい」といったそうです。昔の優れた役人にはこのような例はたくさんあります。いま

の世において、昔の優れた役人のよさが残っているとしたら、貴君をおいて他にあるでしょうか。 

私がかつて密
み つ

州に赴任したのは、飢饉の年に当たり、多くの人が子を棄てました。私は官の余剰米を

もとに「勧誘米」を設け、数百石を集め、捨て子を養う者には月に六斗の米を与えるようにしました。一

年後には、養った者と子は皆が互いに親子の愛を持つようになり、決して捨てられることなく、数十人

が生きることができました。 

これらのことは貴君なら簡単に実行できましょう。貴公とは深い契りがあると考え、敢えてお願いする次

第です。この不躾な手紙を民衆のためにどうかお許しください。 

【補足】［蘇軾は密
みつ

州で「涙をこぼしつつ捨て子を拾う」と詩に詠んでいた［→作品

番号 05-1-056］。そこでは捨て子を救う措置については何も言及していなかったが、

「勧誘米」の仕組みを作って数十人の子を救済していたのだった］ 

 

■【06-1-042】黄鄂之風 

【解題】生まれたばかりの嬰児を殺す習俗に対して、蘇軾は鄂
がく

州知事の朱
しゅ

康
こう

叔
しゅく

に手紙

を送っただけでなく、自身でもできること考え実行している。この文章はしばらく後

になって書いたものであろうが、関連するのでここに訳出する。 

 

【訳文】 

近ごろ聞いたところでは、黄
こ う

州のあたりの庶民で貧乏な者は、子がたくさんになると、生まれても取り挙

げないで、すぐに水を満たした盆
たらい

に浸して殺してしまい、とくに長
ち ょ う

江
こ う

の南の鄂
が く

州では最も甚だしいとか。こ
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れを聞いて忍び難く、鄂
が く

州知事の朱
し ゅ

康
こ う

叔
し ゅ く

はたまたま知り合いであったので、手紙を書いて、賞罰をき

ちんと定めて、この風習を変えるように勧めた。 

また、黄州には古
こ

耕
こ う

道
ど う

という、椎魯
ど ん く さ く

て大して長所はないのだが、すこぶる誠実で、善を為すことを喜ぶ

者がいる。黄州の富裕な者に一年に十貫の銭を出資してもらい、もっと多く出したい者にはそうしてもら

い、その銭を古耕道が管理して、米や綿や絹の類を買って、安
あ ん

国
こ く

寺
じ

の僧の継
け い

連
れ ん

がその出
す い

納
と う

を帳簿

に付け、村々の貧者で子を挙げ難くしている者を訪問して、物品を与えるようにした。一年の間にもしも

百人の小児を活かすことができたなら、閑な身となった私にとって実に楽しいことである。私も貧乏では

あるけれど、手始めに十貫の銭を出資した。 

【補足】［（1）密
みつ

州では知事という立場で捨て子救済のための仕組みを作った。それ

と同様のものを、黄
こう

州では民間の力によって作った。（2）それを実際に運用したのは

古
こ

耕
こう

道
どう

と安
あん

国
こく

寺
じ

の継
けい

連
れん

で、継連の名は先に見ていて［→作品番号 06-1-024］、黄州では

よく知られた高僧であるから、継連が関わっているのならと町の富裕層の賛同が得ら

れたのだろう。（3）「椎
つい

魯
ろ

」とここでは評されている古耕道も実は一目置かれるよう

な人物であったのだろう。古耕道について詳しいことはわからないが、科挙を目指し

たものの合格するには至らなかったようで、それなりの教養人であったようだ。何か

のきっかけで蘇軾と親しくなり、後に蘇軾は古耕道のすぐ近くに住むようになる。古

耕道が陳
ちん

慥
ぞう

［方
ほう

山
さん

子
し

］の交遊仲間、つまり「異
い

人
じん

」の一人であったと推測しても、た

ぶん間違いではないだろう。（4）さらに補足すると、この元
げん

豊
ほう

三年三月にもう一人の

異人として潘
はん

丙
へい

が蘇軾のもとを訪れている。潘丙は、黄州の対岸の樊
はん

口
こう

で大きな居酒

屋を営む潘
はん

革
かく

の息子で、潘一家の面々はいずれも個性的で、蘇軾は深く付き合うこと

になる。潘一家は古耕道とも親しく、さらに薬屋を営む郭
かく

遘
こう

も加わるならば、黄州の

異人は芋蔓式にいくらでも繋がるということになる。つまり、蘇軾は黄州に到着して

わずか 2 カ月にして庶民の間にしっかりとした足場を得たのである。制
せい

科
か

にまで合格
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した超エリートでありながらそのようなことができたのは蘇軾の天性によるのだろう］ 

 

■【06-1-043】与李公択書 

【解題】蘇軾は、古
こ

耕
こう

道
どう

を始めとして黄
こう

州の庶民との間に新たなつながりを構築する

一方で、国家の上層部にある人々との交際も続いていた。李
り

常
じょう

［字
あざな

は公
こう

択
たく

］から手

紙が届き、すぐに返事をしたのがこれ。蘇軾が徐
じょ

州知事であったときに李常が訪ねて

きて詩を詠み合うなど［→作品番号 05-4-030］、二人は極めて親密で、そのために李常

は連座して罰として銅二十斤を科せられていた。 

 

【訳文】 

貴君より新しい詩をいただきました。どれも、遠く別れて悲しく、惘然
ぼ ん や り

しているという意味のことが詠まれて

いて、貴君が厚く私を思ってくださっていることがよくわかります。しかしながら、私は「鉄
て っ

心
し ん

石
せ き

腸
ち ょ う

」をもって

貴君と向かい合っているつもりです。 

それはつまりこういうことです。我等は老いてかつ窮しておりましても、正しい道理が心
し ん

肝
か ん

を貫き、骨の髓

に至るまで忠義によって填
う め

められ、いざ死ぬというときであっても普段通りに談笑している――そのようで

あってしかるべきではないでしょうか。もしも私が困窮しているのを見て憐れと思うのであれば、それは道
み ち

を

学ばない者と少しも遠くないと言わざるを得ません。 

貴君は道に至ること深いわけですから、詩はかのようであっても、貴君の本心はきっとそうではなくて、友

を好む心の篤
あ つ

さからかのようになっただけであるのでしょう。とはいえ、真の朋友の本義は、もっぱら道理

に則して諫めることにありましょう。ちょっと言い過ぎかも知れませんが、貴君の本来の意
こころ

を敷衍して申す

までです。 

私も時に悩んだり苦しんだりもしますが、事に遇
あ

って、お上を尊んで民を択
うるお

すことができるのなら、我が身

を忘れてそれを行い、自分自身の禍福や得失は造物者に任せるのであります。 
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貴君でなければこのようなことは申しません。この手紙を御覧になったならばすぐに火にかけてください。

道理をわきまえない者は侮辱されたと思うかもしれませんから。 

【補足】［（1）この手紙はかなり強い口調で書かれている。「鉄
てっ

心
しん

石
せき

腸
ちょう

」［心は鉄のよ

うに強く、腸
はらわた

は石のように堅い］とは、蘇軾にはあまり似つかわしくないようにも

見えるが、軟弱なようでいて実はそうなのだろう。作品番号 06-1-019 で見た真摯な反

省文の裏付けとなる心構えを示したものであるのだろう。（2）「民を択
うるお

すことができ

るのなら我が身を忘れて行う」とは、すでに嬰児救済で実行しつつある。（3）どうし

てこの手紙を火にかけるようにといったのか。蘇軾に対して監視の目を光らせている

連中が見下されたと感じるのではないかと、蘇軾は気にしたのだろう］ 

 

■【06-1-044】五禽言、并叙 

【解題】4 月、季節は春から夏へと移り、蘇軾はこの詩を定
じょう

恵
え

院
いん

で詠んだ。序文があ

る。 

 

【訳文】 

叙 

梅
ば い

堯
ぎ ょ う

臣
し ん

はかつて『四種の禽
と り

の言
ことば

』の詩を作った。私は黄
こ う

州に流されて、定
じ ょ う

恵
え

院
い ん

に寓居した。僧舎を

めぐって、林には丈の高い竹があり、池には蒲
が ま

や葦
あ し

があり、春から夏への変り目には百種もの鳥が鳴

く。土地の人はその声に似せて鳥の名を付けている。そこで梅堯臣の詩をまねて『五首の禽
と り

の言
ことば

』を作

る。 

 

 其の一 

かつて王
お う

禹
う

偁
し ょ う

が蘄
き

州に放逐されたとき、 
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啼く鳥の声を聞くと、「蘄
き

州
し ゅ う

鬼
き

」といっていた。 

己が蘄州で死ぬことを暗示するのかと、それを非常に嫌った。 

鳥はもとより王禹偁を知らないし、 

ましてその死について知るはずもない。 

人というものは、死んで鬼
き

になることは免れようがない。 

鳥の声で己の老いを知るようでは遅すぎるのではなかろうか。 

【補足】［（1）王
おう

禹
う

偁
しょう

については、その肖像画を見た印象を記した文章があった［→

作品番号 05-4-049］。そこでは王禹偁を偉大な先人として称えていたが、ここでは皮肉

な言葉を吐いている。（2）蘄
き

州は黄
こう

州の東隣りの地で、実際に王禹偁はそこで死んで

いる。なお「鬼
き

」とは日本語の鬼
おに

とは異なり、死んだ人を意味する］ 

 

 其の二 

昨日、南の山で雨が降り、 

西の溪
た に

川
が わ

は深くなって渡れない。 

川辺の「布
ふ

穀
こ く

児
じ

」は、 

「脱
だ っ

却
き ゃ く

破
は

袴
こ

」［破れた袴を脱ぎなさい］と人に勧める。 

ならばと袴を脱ぐと、溪の水は冷たい。 

水に映して見るのは、租税を催促されて叩かれたときの瘢
きずあと

だ。 

【補足】［「布
ふ

穀
こく

児
じ

」は鳩の一種で、その鳴き声は「脱
だっ

却
きゃく

破
は

袴
こ

」と聞こえる。蘇軾はこ

こでも政治に対する皮肉な言葉を吐いている］ 

 

 其の三 

去年は麦は十分に稔らなかった。 
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人は我が肉［鳥の肉］を狙って弾丸を打った。 

今年は麦の出来がよくて、 

ところどころに粟の採り残りもある。 

豊年の兆しなどないとは昔からいうところ、 

なのに、人は我が「快
か い

活
か つ

」の声を聞いて豊凶を占おうとする。 

【補足】［「麦
ばく

飯
はん

熟
じゅく

即
そく

快
かい

活
かつ

」と鳴く鳥がある。その鳥がさかんに鳴くと豊年になると知

って喜ぶのに、凶作の年にはその鳥を獲って食べようとするのはどういうかと、これ

も皮肉な口調の詩］ 

 

 其の四 

頑張って作ろう、頑張って作ろう、 

蚕
さ ん

紙
し

を一百枚。 

丘には麦の頭が高く伸び、 

林では桑の実が落ちる。 

あたしが願うのは、 

蚕が孵
か え

って蛹になって、さらにその子が増えて、 

一枚の蚕紙から一千両の糸が得られますように。 

【補足】［四首目は「蠶
さん

糸
し

一
いち

百
ひゃく

箔
はく

」と鳴く鳥の詩］ 

 

 其の五 

「姑
こ

悪
あ く

」「姑
こ

悪
あ く

」と鳥が鳴く。 

姑
しゅうとめ

に虐待されて死んだ嫁が、鳥になって鳴いているのだとか。 

しかし、鳥はいう。 
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「姑が悪いのではありません、妾
わたし

が薄命だっただけなのです。 

 見てください、世には孝婦といわれる嫁がいます。 

 東海の孝婦は、夫が亡くなり、子もなくて、でも、家を去らずに姑を養いました。 

 姑は私がいるから嫁に苦労をさせていると、自分で命を絶ちました。 

 姑の娘は、嫁が殺したと訴え、孝婦は死罪になりました。 

 それから三年、その地は旱魃に見舞われました。 

 広
こ う

漢
か ん

の孝婦は姑が好む水を汲みに毎日七里の道を川まで通っていました。 

 ある日、嵐に遭って定刻までに帰れず、隣りの家にまでもどって来ると、 

 『喉が渇いた。あんな嫁はいらない。離縁だ』と、叫ぶ姑の声が聞こえました。 

 孝婦は隣家に留まり、それからは昼夜働いて、隣家からということで姑にいろいろな物を届けました。 

 姑はそのことを知って、孝婦を呼び戻しました。 

 ああ、妾
わたし

はどちらの孝婦にも及ばなかったのです」 

【補足】［（1）「姑
こ

悪
あく

」と鳴く水辺の鳥がいる。この訳詩では二人の孝婦の故事を長々

と織り込んでいて、原詩はずっと簡潔である。（2）この詩を詠んだときに、蘇軾は姉

の死［→作品番号01-2-008］を思わずにはいられなかったと推測してもよいだろう］ 

 

■【06-1-045】武昌西山題名 

【解題】長
ちょう

江
こう

の対岸に渡り、先に酴
と び

の花と菩
ぼ

薩
さつ

泉
せん

の水を贈ってくれた杜
と

沂
ぎん

［→作品

番号06-1-039］とともに、武
ぶ

昌
しょう

県の寒
かん

溪
けい

にある西
せい

山
ざん

寺
じ

に遊んだ。その記録。 

 

【訳文】 

江
こ う

綖
え ん

、蘇軾、杜
と

沂
ぎ ん

、杜沂の子の伝
で ん

と俣
ご

がともに游
あ そ

ぶ。 

元
げ ん

豊
ほ う

三年四月十三日。 
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【補足】［（1）たったこれだけのメモのようなものでも蘇軾の名があると珍重されて

後世に伝えられた。お蔭で蘇軾の確かな足跡が知れるのである。（2）江
こう

綖
えん

は武
ぶ

昌
しょう

県知

事。杜
と

沂
ぎん

の子のうち杜
と

伝
でん

［字
あざな

は孟
もう

堅
けん

］については、後に蘇軾が送った手紙を見ること

になる［→作品番号06-2-085］］ 

 

■【06-1-046】遊武昌寒溪西山寺 

【解題】上に記録された西
せい

山
ざん

寺
じ

の遊びで詠んだ詩。 

 

【訳文】 

対岸の武
ぶ

昌
し ょ う

には連山が蟠
わだかま

り、 

樊
は ん

口
こ う

の渡し場のあたりも緑の木々で鬱蒼としている。 

私は黄
こ う

州に来てすでに百日、 

向こうに渡りたいと思いつつ、 

鴎が長
ち ょ う

江
こ う

の水を出入りするのを座って眺め、 

鹿が武昌の山を駈け巡るのを夢の中で追い掛けていた。 

今朝はようやく、 

衰え朽ちた身を一本の葦に寄せ、 

強大な浪が襲ってきても平然と話し続けつつ長江を横切った。 

重なる丘も、朝飯前だと履
はきもの

を飛ばすようにして登る。 

寒
さ む

気
け

がするばかりの絶壁に行き当たり、 

その下を吼えるようにして谷川が流れる。 

これまで幾人の者がここにまで来ただろうか。 

おもむろに進むと、 
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心に得るものがあるのを欣
よろこ

び、 

あたりにあるのはいずれも霊草や薬草。 

西
せ い

山
ざ ん

寺
じ

の九
きゅう

曲
き ょ く

亭
て い

に上ると、 

まわりの山々はどれもほんの小さな土の丘、 

長江の北を見るなら、 

都からここに来た路は全て雲水の彼方。 

振り返って、呉
ご

国
こ く

の宮殿跡を求めればぼうぼうと藪があるだけ。 

伝え聞くところの歴史を偲ぶよすがとてなく、 

尋ねようとする風流人もこのさすらいの叟
おきな

くらいしかいない。 

よし、田を買って隠棲するのはここだと決めようではないか。 

よい水はあるし、結構な酒もある。 

竹林を整えて、その奥深くに井戸を置こう。 

さあさあ、もっと景色のよいところがあるだろうから、 

さらに三日分の食糧をつつんで行こうではないか。 

【補足】［詩の前半で初めて対岸に渡ると歌っているので、王
おう

兄弟の家は予告しただ

けでまだ訪ねていなかったのだろう［→作品番号06-1-030］］ 

 

■【06-1-047】与陳季常書 

【解題】杜
と

沂
ぎん

とともに西
せい

山
ざん

寺
じ

に遊んだことは、陳
ちん

慥
ぞう

［方
ほう

山
さん

子
し

、字
あざな

は季
き

常
じょう

］［→作品番

号06-1-034］に宛てた手紙にも記されている。 

 

【訳文】 

鄭
て い

巡
じゅん

察
さ つ

が来られてお手紙を受け取りました。貴君が健やかであることをつまびらかにするとともに、羈
き
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孤
こ

の身として、貴君を思う気持ちがますます高まります。数日前ににわかに杜
と

沂
ぎ ん

君とともに長
ち ょ う

江
こ う

を渡

り、寒
か ん

溪
け い

の西
せ い

山
ざ ん

に遊んで、聞いていた奇勝のほぼすべてを過
よ ぎ

りました。狂
き ょ う

先
せ ん

生
せ い

［陳
ち ん

慥
ぞ う

］がおられないの

がまことに残念でありました。 

武
ぶ

昌
し ょ う

の田についての利害を詳しく論じてくださり、老成の人でなければここまで聞くことはできません。また

いろいろな物を別に届けてくださり、すべてを有難く頂戴しました。『易
え き

経
き ょ う

』の注釈書はなお半年は練り上

げる必要があります。秋にお会いするときにお見せできるでしょうか。 

近ごろ、李
り

賀
が

の二詩を得ました。ここに書き留めましたので、お納めください。目の病はきっとすぐに治る

でありましょう。さわやかな木陰にいれば自然とよくなるものです。 

【補足】［（1）鄭
てい

巡
じゅん

察
さつ

は、鄭という姓の役人である。巡察は武官で警察のような役割

をする。（2）陳
ちん

慥
ぞう

が武
ぶ

昌
しょう

の土地を買うよう提案していることについてまた言及してい

る。（3）『易
えき

経
きょう

』は蘇
そ

洵
じゅん

も蘇
そ

轍
てつ

も深く研究してきたいわば家の学問で、公務を離れた

機会に蘇軾はその集大成を志したのである。（4）李
り

賀
が

は唐
とう

代
だい

の人で、「鬼才」という

言葉がこの人のために作られたとされるほどユニークな詩風であった］ 

 

■【06-1-048】書杜君懿蔵諸葛筆 

【解題】西
せい

山
ざん

寺
じ

を訪問したのと同じころに、杜
と

沂
ぎん

の父の杜
と

叔
しゅく

元
げん

［字
あざな

は君
くん

懿
い

］の所蔵

品であった諸
しょ

葛
かつ

筆
ひつ

についてこの短文を書いた。諸葛筆とは、宣
せん

州の諸葛氏が作る筆で、

非常に優れていることで昔から知られていた。 

 

【訳文】 

杜
と

叔
し ゅ く

元
げ ん

は書を善
よ

くし、李
り

建
け ん

中
ちゅう

の筆法を学んだ。 

宣
せ ん

州の副知事であったとき、その地で筆を作る職人の諸
し ょ

葛
か つ

氏を士
し

人
じ ん

と同様に厚く遇した。それで諸葛

氏は力を尽くし、杜叔元はいつも善い筆を得た。 
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私が科挙を受験したとき、杜叔元は二本の筆を贈ってくれた。試験の間中使い続けてもその筆は駄

目になることはなかった。 

それから二十五年を経て、私は黄
こ う

州にきて、杜叔元は亡くなって久しく、その子の杜
と

沂
ぎ ん

と会った。杜沂

はその父が宣州にいたときに得た筆をなお蓄えていて、丈夫でいまも使うことができる。 

杜叔元は特別な筆の保存方法を知っていた。百本の筆に対し、水銀の粉を一銭分用意し、全てを

沸騰した湯の中に入れる。筆に薄い糊が付いたようになる。そのようにしておくと、筆も硯や墨のように永

く虫に食われることがなく、軟らかくかつ潤って乾燥しない。杜叔元の方法によらなければ、これほど長く

もつことはない。 

【補足】［（1）先の作品番号05-1-002と合わせて読むと、杜
と

叔
しゅく

元
げん

の人となりが見えて

くるであろう。（2）李
り

建
けん

中
ちゅう

の筆法については、後に作品番号06-2-013で触れられる］ 

 

■【06-1-049】武昌銅剣歌、并叙 

【解題】古い銅剣を見て詠んだ詩。序文がある。 

 

【訳文】 

叙 

鄭
て い

文
ぶ ん

がかつて武
ぶ

昌
し ょ う

県の役人だったときに、長
ち ょ う

江
こ う

の岸が裂けて古い銅剣が出てきた。鄭文はこれを得

て、私に贈ってくれた。非常に精巧な出来で、並みの鍛冶
か じ

職人が造れるものではない。 

 

雨が止んで長江
ち ょ う こ う

の流れが静まり、 

沙
す な

を巻いて風が吹き過ぎたとき、 

雷様は雲を踏んで黄色い蛇を捕えた。 

蛇は矢のように空中を飛んでいたのだが、 
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雷様は電光でその尾を焼いてしまい、 

丸めてからりと投げ捨てた。 

雷様は飛んで天に上り、蛇は水に入った。 

その途端に、鉄を削るような音がして、 

水辺の山が裂け、神
し ん

物
ぶ つ

［銅剣］が出現した。 

その剣を仔細に見るなら、両側に朱
あ か

い花模様がある。 

かの蛇の血なのだろうか。 

ああ、凌
り ょ う

雲
う ん

閣
か く

にある唐
と う

王
お う

朝
ち ょ う

を樹立した功臣の像を見るよい。 

高さは九尺、いずれの人物も顎にまで届く長さの宝剣を腰に掛けている。 

私なんぞがこの剣を得て何をするのか。 

ただ叩いておかしな詩を詠むだけだ。 

【補足】［唐
とう

王
おう

朝
ちょう

を樹立した功臣のような活躍をする――それは8歳のときに4人の

スーパースターに憧れて以来の蘇軾の願いであった。しかし、罪を得て、もはやその

夢は断たれてしまった］ 

 

■【06-1-050】与王定国書 

【解題】王
おう

鞏
きょう

［字
あざな

は定
てい

国
こく

］［→作品番号 06-1-033］には引き続き頻繁に手紙を書いて

いる。その一部を見ておこう。 

 

【訳文】 

（1）手紙を書いて、江
こ う

州
し ゅ う

［九
きゅう

江
こ う

］に人を遣わそうとしました。すると、黄
こ う

州の役人の李
り

奉
ほ う

職
し ょ く

が、王
お う

君はす

でに湘
し ょ う

江
こ う

に沿って南に進んでしまっているでしょうというので、またこの紙に書いて、遞
て い

［官の通信網］で

出すことにしました。いろいろ聞きますと、川を上流に向かって進むにつれて、水が石に激しく当たり、そ
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の険悪なことは名付けようもないとか。……［道中の困難さを気遣い、配所に着いてから気を付ける

べきことなどを記す］…… 

【補足】［王
おう

鞏
きょう

が都を出て配所に向かうルートは、大運河を使って長
ちょう

江
こう

に出て、長江

を遡って九
きゅう

江
こう

に至ったところで、支流の湘
しょう

江
こう

に沿って南下するのだが、そこからが

実に困難で長い道のりである］ 

 

（2）貴君にはもとより罪がないのに、私のために累
る い

が及んでしまいました。そのことをずっと想っています。

きっともっと善
よ

い土地に移されるようになるでありましょう。 

私ははなはだ頑健で、住むところも、食べ物もなかなか結構です。ただ、平生から生計を営むことが

不得手で、たちまち貧乏になり、どこから物を得たらよいやら、きっと孔
こ う

子
し

の弟子の顔
が ん

回
か い

［顔
が ん

淵
え ん

］や原
げ ん

憲
け ん

［子
し

思
し

］のような暮らしをして、この先を過ごすことになるのでしょう。私の命分
めぐりあわせ

はこのようなものだと思って

しまえば、憂うことはもうありません。 

かつて私は徐
じ ょ

州にいたときに黄
こ う

楼
ろ う

をつくりました。そしていまは黄
こ う

州にいます。また密
み っ

州いたときには猟を

して勇ましい武官になりたいものだと歌いました。そしていまは団
だ ん

練
れ ん

副
ふ く

使
し

という武官です。みな先に兆し

があって、このようになっているのです。こう書いている間にも笑ってしまいます。…… 

 

■【06-1-051】題子由蕭丞相楼詩贈王文玉 

【解題】弟の蘇轍は作品番号06-1-040で触れたように、配所の筠
いん

州に向かうために、

自分の家族に加えて蘇軾の家族も連れて長
ちょう

江
こう

を遡る旅の途上にあった。池
ち

州に至った

ところで、晤
ご

州知事の滕
とう

甫
ほ

［後に滕
とう

元
げん

発
はつ

と改名、字
あざな

は達
たつ

道
どう

］の出迎えを受けた。滕甫

は蘇軾より16歳年長で、朝廷の要職にあったのだが、改革を批判して都から放逐さ

れていた。今後、蘇軾は滕元発と親しくするので、ここで関連する文章を見ておこ

う。なお、蘇轍が配所に向かうルートは、長江を池州からなおも遡って九
きゅう

江
こう

に至り、
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そこから支流の湘
しょう

江
こう

沿いに南下するあたりまでは上に見た王鞏
おうきょう

と共通するのだが、王

鞏の移動距離は蘇轍のほぼ二倍もあって、いかに王鞏が過酷な処分を受けたのかがわ

かる。蘇轍は九江に着くと、自分の家族を一時的にそこに置いて、蘇軾の家族を連れ

て黄
こう

州に行くことになる。 

 

【訳文】 

元
げ ん

豊
ほ う

三年五月、弟の蘇轍は池
ち

州を過
よ ぎ

った。知事の縢
と う

元
げ ん

発
は つ

が、蕭
し ょ う

丞
じ ょ う

相
し ょ う

楼
ろ う

に上って詩を作り、それを

携えて黄
こ う

州に行き、向こうで蘇軾のために誦
し ょ う

じたらよいだろうと弟にいった。それで弟はこの詩を作った。 

 繞郭青峰睥睨屯、…… 

元豊七年六月、私は王
お う

琦
き

兄弟に従ってこの楼閣に登った。そして、兄弟のために弟の詩を書いて出

して見せた。 

弟はいま筠
い ん

州にいるが、またここを通るであろう。 

汝
じ ょ

州
し ゅ う

団
だ ん

練
れ ん

副
ふ く

使
し

蘇軾書く。 

【補足】［この短文は、弟が実際に池
ち

州に立ち寄ったときから4年後に書いたものであ

る］ 

 

■【06-1-052】石芝、并引 

【解題】夢を見ての詩。序文がある。 

 

【訳文】 

引
い ん

［序］ 

元
げ ん

豊
ほ う

三年五月十一日癸
き

酉
ゆ う

の夜、誰の家とも知れぬところに行き、堂
へ や

の西の門を開けると小さな庭が

あり、古い井戸があった。井戸のまわりは蒼
あ お

い石で、石の上に紫の藤のようなものが蛇のように蟠
わだかま

り、
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枝や葉が赤い箭
や

のようであった。主人が「これが石
せ き

芝
し

です」というので、私はいきなり一枝を折って食

べた。人々は驚いて笑った。その味は雞蘇
し そ

のようで甘かった。その明くる日にこの詩を作った。 

 

がらんとした部屋に明るい月が清らかに射し込んできて、 

独り眠っていた私は目覚める。 

次第に呼吸が整ってきて、 

これは夢ではないのやら、まだ覚めてはいないのやら。 

人の呼ぶ声がしたので、ついて行き、 

瓊
た ま

の飾りの戸を開いて、朱い欄干、碧の井戸。 

石の上に蛇が蟠っているのとかと驚けば、 

紫の筍のような玉
せ き

芝
し

が無数に生えている。 

ぽきんと折り取ったのはまるで青い珊瑚、 

味は甘い蓮根に雞蘇
し そ

を合わせたよう。 

主人は私を見て手を打ち、満座の客人がころころと笑う―― 

仙人は生半可な脱俗の士を嘲笑する。 

そんな我であっても、 

気後れして仙薬を食べそこなった昔の人よりはましだろう。 

何しろ、石
せ き

髓
ず い

を服せば身は鉄のごとく、寿命は天に等しくなるのに、 

神
し ん

山
ざ ん

が自ら開いてそれを取れるようにしてくれるのは、 

五百年にたった一度だけなのだ。 

【補足】［（1）石
せき

芝
し

とは仙薬のもととなるもの。それをいきなりぽきんと折って食べ

てしまうのが蘇軾らしい。（2）詩の終わりの部分は、500 年に 1 回しか採ることので

きない石
せき

髄
ずい

を目の前にしながら、ためらったために仙人になりそこなった人の話に基



第6章 赤壁の賦 

第 6 章：84 
 

づく］ 

 

■【06-1-053】与章子厚参政書 

【解題】都から章
しょう

惇
じゅん

［字
あざな

は子
し

厚
こう

］の手紙が届いたのでそれへの返事。章惇は鳳
ほう

翔
しょう

時

代からの親友。湖
こ

州の飛
ひ

英
えい

寺
じ

で章惇が書いた詩を見て、「蓮の花が天にまで続くこの

場所へと飛んで来るがよい」とのメッセージを送ったのは、前年の夏であった［→作

品番号 05-5-078］。蘇軾はそのすぐ後に逮捕され、章惇は政治的立場を異にしながらも、

蘇軾の刑が減じられるよう諸方面に働きかけた。章惇はこのころまでに改革派の中心

人物の 1人となっていて、この年の 2月に副宰相になった。章惇の手紙には、これま

での姿勢を改めて我々に協力しないかと記してあった。それに応じれば蘇軾には朝廷

に復帰する道が開けるであろう。 

 

【訳文】 

去年、湖
こ

州でまたお会いできればと申しましたが、思いがけず逮捕され、ついにいまに至った私が、

副宰相殿からお手紙を頂戴し、不思議に思っております。私は罪を得てからは、世間の事とは関わり

を持たず、親戚の者との間でさえ一文字の手紙の往来もありません。お手紙で温かいお心で近況を

尋ねてくださり、友愛、親切に感動して言葉もありません。 

貴君が副宰相に任命されて大政に関わるようになりましたこと、世の全ての者が喜んでおります。私が

貴君と初めて長
ち ょ う

安
あ ん

で会って語り合いましたとき、私は「貴君は世に抜きん出た優れ者で、一代の異人

になるに違いない。功名を高く上げ、将軍でも宰相でも何にでもなるだろう」と思い、そのことを口に出し

て言ったところ、他の者は驚くだけでありました。今や副宰相になり、朝廷が人を得たのを喜ぶだけでな

く、私の言ったことがまことになったのを喜んでおります。 

私は罪を得まして、その悪かったことは一つや二つではありません。平生から、貴君と我が弟だけが、
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口を極めて繰り返し強く私を戒めてくれましたが、私は自分の思うままに振る舞って、お言葉に従うことは

ありませんでした。獄に入れられるに及んで、いまさら後悔しても遅く、きっと死ぬであろうと思いました。は

からずも陛下の寛大な御心によって再び人間世界に出られるようになりました。これで身を改めなけれ

ば決して人とはいえません。 

貴君のお手紙には「過去の過ちを悔やんで自ら痛むのであれば、一度の失敗ですっかり捨てられてし

まうことはない」とあります。これは才能があって、朝廷が惜しむような人物にいえることでありましょう。私の

ごとき者は、瑕
き ず

を削り垢を洗い、朽ちたところを刻み鈍ったところを磨いたところで、いったい何の役に立

ちましょうか。一日に百回反省し、旧悪がありながらも命を保ち、いつしか後の世において父に仕えるよ

うになることを天地の仁愛に願うものです。 

私はまだ年若いときに、皇帝陛下にやや見知っていただき、そのときからもしも道理に従って分に安ん

じておりましたならば、どうして今日のことがありましたでしょうか。これまでに犯したところを思い返しますに、

まことに義も理もなく、頭を病んでおかしくなった者が川を踏み海を歩いて渡ろうとするのに異なるところ

がなかったのです。そのような病がおこりましたときには、自分ではそれと知らず、何かに迫られて使われ

ているかのようでありました。病がおさまった後で、ただただ恥しく思うのです。私が再び過ちを犯すであろ

うと自ら疑うのは理由があることでありますので、貴君は前からの知り合いであることをもって私を称誉し

てくださるのは、けだし私を過ちに導くものなのであります。私が再び艱難に陥ってももう誰も哀れんでくれ

はしないでしょう。 

貴君は平生から私に薬を送ってくださり、また慰めの言葉をかけてくださっています。それだけで十分に

世間の他の者とは異なっています。 

黄
こ う

州は僻遠の地で雨が多く、いつも暗い天気です。魚、稲、薪、炭は値が安いので窮乏の者には

結構な場所です。それでも、私は平生から生活設計をしたことがないのは貴君も知っているとおりで

す。俸禄が入るとすぐに使ってたちまちなくなってしまっていました。いま弟のもとには娘と姪が七人いて、

負債を山のようにかかえています。私の家族は皆そこにいて、いつこちらに来るのかわかりません。いま



第6章 赤壁の賦 

第 6 章：86 
 

私は僧舎に寄寓し、粗末な衣を着て僧侶とともに野菜ばかりを食べ、質素な暮らしをしています。これ

で家族が来たならどうなるかと畏れています。窮乏と栄達の道理はほぼ了解しているとはいえ、俸給

が絶たれましたために、一年もしないうちに飢えと寒さの内に陥るのではないかと、思わないではいられ

ません。俗に「洪水がくれば溝ができる」といいます。そのときになれば、きっと何か処置できるでありまし

ょう。最初から心配して愁いに身を焦がしたところで何ともなりません。 

黄州に到着してから一度だけ黄州知事にお会いしました。それ以外は門を閉ざして外に出ていませ

ん。閑居とはいえ、まだ儒学の経典は見ることなく、ただ仏典に向かって日を送っています。筆硯を近

付けることもありません。貴君とお会いすることはもうあるまいと思うと、紙に向かって茫然としてしまいま

す。 

【補足】［文章の表面的な言い回しは丁寧であっても、章
しょう

惇
じゅん

からの誘いはきっぱりと

断ったのである。李
り

常
じょう

に対して「鉄
てっ

心
しん

石
せき

腸
ちょう

」と書いた先の手紙［→作品番号06-1-

043］とはかなり調子が異なり、非常にへりくだった書き方をしている。李常への手

紙には他人に見せないようにと記してあった。副宰相の章惇に手紙を送れば、それは

必ず他の人も見るであろうと意識しないわけにはいかない。それでそれなりの書き方

をしたのだろう］ 

 

■【06-1-054】与朱康叔書 

【解題】鄂
がく

州知事の朱
しゅ

寿
じゅ

昌
しょう

［字
あざな

は康
こう

叔
しゅく

］［→作品番号06-1-041］に宛てた手紙。 

 

【訳文】 

文
ぶ ん

同
ど う

君の船が間もなくこちらに到着します。そのために涙がこぼれてなりません。貴君もまた同じ思いで

ありましょう。弟がここに来たならば、数日間留まることになるでしょう。 

……［朱
し ゅ

寿
じ ゅ

昌
し ょ う

がまたいろいろな物を贈ってくれた謝礼を述べる］…… 
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お尋ねの菱
り ょ う

、翠
す い

の二人はこれまでも何でもない女性で、ただ朝
ち ょ う

雲
う ん

だけは仮に妾の位にあるとしていま

すが、何らお気にかけていただくまでもないことです。…… 

【補足】［（1）1 月に陳
ちん

州で会った文
ぶん

務
む

光
こう

［字
あざな

は逸
いつ

民
みん

］［→作品番号 06-1-002］は、父

文
ぶん

同
どう

の棺を船に載せて故郷に向かって長
ちょう

江
こう

を遡りつつあって、間もなく黄
こう

州に到着す

る予定であった。そのことが冒頭に記されている。（2）弟もまた文務光の船を追うよ

うなかたちで黄
こう

州に向かいつつあった。（3）後半には極めて私的な内容が記さている。

朱
しゅ

寿
じゅ

昌
しょう

は手紙で、蘇軾のもとには妻以外にも複数の女性がいて、経済的にもまた健康

の面でも気がかりであるようなことを記していたのだろう。菱
りょう

、翠
すい

と記されている女

性は何者であるかはわからない。朝
ちょう

雲
うん

は杭
こう

州を離れるに際して家に引き取った女性で

ある［→作品番号 04-3-069］。当時の士
し

大
たい

夫
ふ

は通常の使用人とは異なる複数の女性を家

に置くのが普通で、妾
しょう

と称せられる女性の全てが必ずしも性的関係の対象となったわ

けではないようであるが、女色に溺れて健康を害したり、家の風紀を乱したりするこ

ともあったので、朱
しゅ

寿
じゅ

昌
しょう

は危惧するところを率直に蘇軾に伝えたのだろう。最後に省

略したところでは、いわゆる房中術について言及しているのだが、訳者には全く意味

が汲み取れないので割愛した］ 

 

■【06-1-055】黄州再祭文与可文 

【解題】文
ぶん

同
どう

［字
あざな

は与
よ

可
か

］の棺を載せた船が黄
こう

州に立ち寄り、蘇軾は棺を前に文同を

祭る文を読み上げた。文同の霊に捧げる祭文は前にも書いている［→作品番号 05-5-

013］ので、題に「再び」とある。 

 

【訳文】 

嗚
あ

呼
あ

哀しいかな。 
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鳳
ほ う

翔
し ょ う

で官職に就いたときに、私は初めて貴君と識
し

り合った。大きな口に秀でた眉、忠信が言葉に現

れ、志気は剛
つ よ

く、事をよどみなく論じていた。 

ひとたび別れて五年、貴君の評判は日に日に聞こえ、貴君の徳はますます高く、自ずと周囲を洗って

よい薫りで包むようになった。芸学の豊かさは秋の果実が盛んに実るかのようで、言葉は口から出るま

まに直すところのない立派な文章となり、他の百家の文などはつまらないものにしてしまった。私も自分

の文を恥じ、筆硯を焚
や

いてしまおうとした。 

二度目は都で会い、貴君は黙って何も言わなかったが、杳
よ う

として清く深く、華が落ちかかるほどに開き、

あるいは黍
き び

を刈り取ってちょうど炊き上がったかのような趣
おもむき

があって、酒を啜って歌い合うと、純粋な喜

びがあった。貴君は天から力を得て自然に振る舞って誤ることがなく、たちまち万事におさまりを付け、

垢にまみれた世俗から独り抜きん出ていた。 

貴君は知事として三つの州を廻りつつも、常に家郷を恋慕し、草や木にまで仁を施し、その信義は山

の鹿にも及んだ。地方から都に帰っても人と群れをなすことなく、都から地方に出ても特に親しくする相

手はなかった。 

死と生は大きな事柄、淒
せ い

愴
そ う

として貴君を祭る。 

貴君はもう談笑することがなく、自然界はただ虚しく運行を続けている。貴君が西に帰って葬られるとき

に当たって、私は長
ち ょ う

江
こ う

のほとりに流された。貴君のために捧げるものは何もなく、ただ川辺の芹を摘むば

かりだ。天には日と月があり、朝があれば必ず夜がある。人は茫
ぼ う

茫
ぼ う

とした空間の内にあって、幾たびか

会い、幾たびか別れる。この觴
さかずき

の酒を尽くそう。安らかな土の内に帰りたまえ。 

嗚
あ

呼
あ

哀しいかな。 

【補足】［間もなく弟の蘇轍がここに来るはずだからと引き留めたが、文
ぶん

務
む

光
こう

は先を

急いで西に去った］ 

 

■【06-1-056】浄因浄照臻老真賛 
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【解題】文
ぶん

同
どう

［字
あざな

は与
よ

可
か

］の画について論じた文章を作品番号03-4-006で見ている

が、そこでは敢えて末尾に置かれた次の18文字を訳さなかった。「元豊三年端陽八

日、眉山蘇軾于浄因方丈書」。これによれば、元
げん

豊
ほう

三年五月八日に浄
じょう

因
いん

寺
じ

の方丈でそ

の文章を書いたことになるのだが、元豊三年五月とはまさにいま見ている通り、文
ぶん

務
む

光
こう

が黄州に立ち寄ったころで、都にある浄因寺で蘇軾が書ける道理がない。それで、

元豊は元
げん

祐
ゆう

の誤りだろうとする説がある。元祐三年とはこれより8年後で、確かにそ

のころは蘇軾は都にいるので一応のつじつまは合う。しかし、それではいかにも遅す

ぎるので、普通は文同も蘇軾も都にいた時期に書かれたと考えられていて、第3章に

おいて訳したのである。ここで一つ考えられるのは、元豊三年五月に改めてその画論

を清書して文務光に与えたということはあるのかもしれない。そのように解釈しても

よい理由の一つとして、このときに浄
じょう

因
いん

院
いん

の道
どう

臻
しん

長老の肖像画に書き添えたとされる

賛が残っていることがある。道
どう

臻
しん

長老は画論を書くよう蘇軾に勧めた人である。ここ

からは訳者の当て推量でしかないが、文同の遺品のなかに肖像画があって、この賛を

加えつつ、清書した画論を文務光に渡したのではないだろうか。なお、賛の本文は訳

者には理解不能なので、原文をそのまま掲げて訳は割愛する。 

 

【訳文】 

浄故能照、為照故浄。亦如是身、孰知其正。四大是仮、此反為真。従古聖賢、所莫能分。視

彼如此、凡賊皆子。喜甲怒乙、雖子猶賊。人方自我、物固相物。是故東坡、即此為実。 

 

■【06-1-057】与李公択書 

【解題】このころに、李
り

常
じょう

［字
あざな

は公
こう

択
たく

］［→作品番号 06-1-043］に宛てて、文
ぶん

務
む

光
こう

を

支援してほしいと頼む手紙を書いている。 
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【訳文】 

文
ぶ ん

同
ど う

君が亡くなり、あれだけの徳がありながら、寿命が短かったのを痛まずにはいられません。極貧の

うちに亡くなり、残ったものはごくわずかしかありません。若い息子は我が弟の婿で、私とも深い縁があり

ます。その子は幸いにも賢く、学問もよくできるので、遠い将来においては何ら憂うべきことはありません

が、目下のところは助けなければならないのであります。 

 

■【06-1-058】今年正月十四日、与子由別於陳州、五月、子由復至斉安、以詩迎之 

【補足】5 月末、弟の蘇轍は黄
こう

州にあと少しのところにまで至った。この詩の題は、

「今年正月十四日、弟と陳
ちん

州で別れた。五月、弟は斉
せい

安
あん

［黄州］にやってきた。詩を

弟に送って迎えた」。 

 

【訳文】 

僕の貂
て ん

の裘
コート

は、 

人を驚かせる世間の塵やら激しく降る雪やらでいっぱいになっていた―― 

宛
え ん

丘
きゅう

［陳
ち ん

州］での君との別れに、 

僕は涙を浅い春の風に灑
そ そ

いだ。 

かの「邯
か ん

鄲
た ん

の枕」の夢にまた向かうのかと思ったら、 

かえって雲
う ん

夢
ぽ う

沢
た く

のある南の地に僕は来てしまった。 

これから君と会っても、 

その後には三年間の別離を覚悟しないとならないだろうから、 

必ず十日間は滞在するよう引き留めようと思っている。 

いつしか僕等の白髪が故郷の山の前に映えるときがきて、 
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何もかもが終わったと看
み

てとるようなことになるのだろうか。 

【補足】［（1）最初に陳
ちん

州での別れを歌っているが、実景というよりはイメージであ

ろう。詩は必ずしも事実をそのままに叙述するものではない。（2）次に「邯
かん

鄲
たん

の一
いっ

炊
すい

の夢
ゆめ

」の故事を引いて、人間世界の栄枯盛衰の夢の内に再び入るのではなく、世間か

ら切り離された流
る

謫
たく

の身になったとして、夢の縁で「雲
うん

夢
ぽう

沢
たく

」［黄
こう

州の南にある名所］

の地名を引き出している。（3）終わりの部分は、蘇軾による注記があって、唐
とう

の柳
りゅう

宗
そう

元
げん

の『劉
りゅう

禹
う

錫
しゃく

と別れる』の詩に「皇
こう

恩
おん

によってもしも田に帰り去
ゆ

くのが許されたな

ら、黄
こう

髮
はつ

［白髪］となって万事が休
や

むのを看
み

るであろう」の句によるとある。実は、

第一句は確かに柳宗元の詩であるけれど、第二句は劉禹錫が返した詩にあって、蘇軾

は誤って二つの詩を合わせて一つにしてしまったのだという］ 

 

■【06-1-059】暁至巴河口迎子由 

【解題】蘇軾は弟が到着するのをじっと待っていることができなくて、朝早くに黄
こう

州

を発って長
ちょう

江
こう

を下り、二十里先の巴
は

河
か

口
こう

まで迎えに出た。 

 

【訳文】 

去年、僕は御
ぎ ょ

史
し

台
だ い

の獄にいた。 

手を挙げても、体を動かしても、すぐに四方の壁にぶち当たった。 

深い深い井戸の底にいて、 

小さな小さな天を仰ぎ見ていたのだった。 

垣根を隔てて歌声が聞こえてくると、 

僕は生きる計を自分自身で失ってしまったのだと恨みもした。 

詩を書き留めようとしたけれど、 
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忍び難さのあまり紙も筆も涙で濡れてしまった。 

ところが、どういう幸いであったのか、 

なお生きることができて、 

今日のこの楽しさがある。 

長
ち ょ う

江
こ う

の流れは鏡のように浄
き よ

らかで、 

煙のような雨が軽くただよっている。 

僕の乗る一艘の舟はまるで水鳥だ、 

千頃
け い

の広さの水の碧
あ お

を、 

一つの点から左右に分けて進んで行く。 

聞けば、君は磁
じ

湖
こ

にあるという。 

見ようとして、隔てているのはもうわずかな距離だけだ。 

朝になって風光はまことによい。 

竿に付けられた旗は、風によって西北に流れている。 

まさにその風に乗って君はやってきて、 

川の中ほどで会う、 

君の笑っている目から、清らかな光が溢れ出るのを見るのだ。 

僕はこの地で老いるのだろう。 

黄
こ う

州には柯
か

氏の林がある。 

美しい竹があり、石のかたわらから泉が湧いている。 

そこに土地を買うべきかどうか君と相談して、 

ぜひそうすべきだと君がいってくれるのを待っている。 

 

■【06-1-060】遷居臨皐亭 
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【解題】上の詩の終わりで、柯
か

氏の林［定
じょう

恵
え

院
いん

の北の丘［柯
か

山
ざん

］にある］を買うつも

りでいると詠んでいたが、弟が連れてきてくれた家族をどこに住まわせるかは火急の

問題で、黄
こう

州知事の陳
ちん

軾
しょく

の助力を得て、定恵院から西に少しだけ離れた臨
りん

皐
こう

亭
てい

に移る

ことになった。臨皐亭は、黄州の州庁がある黄州城の南
なん

門
もん

のすぐ外側、長
ちょう

江
こう

を臨む高

台にあった。 

 

【訳文】 

天地の間に生まれた私は、 

大きな磨
す

り臼に身を寄せる一匹の蟻のようなものか。 

蟻はよたよた右に行こうとするのに、 

臼は止まることなく左に回る。 

私は仁や義のために走ろうとしているのだが、 

餓えや寒さの苦しみが追いかけてくるのから免れることができない。 

我が身の危うさをいえば、 

剣の先に釜を置いて米を炊くようなもの、 

針をばらまいた氈
むしろ

の上でくつろごうとするようなもの。 

それでも天地の間には佳
よ

い山水があり、 

風や雨とともに瞬時に変化するありさまが眼の内を通り過ぎる。 

老いを待たずに故郷の田園に帰るのを決断できる人は多くない。 

幸いにも、私は世間から棄てられた余りものとなり、 

疲れ切った馬は鞍から解放された。 

我が一家は長
ち ょ う

江
こ う

を臨む駅舎を占拠し、 

天が切り開いた絶境を自在に見ることができる。 
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そのことと、餓えや貧乏との得失を乗除計算するならば、 

悔やみをいうべきことでも、祝いをいうべきことでもないのであろう。 

かくて淡く生きて、憂いも楽しみもないとし、 

苦しいとかの言葉はいささかも成さずにおこうではないか。 

【補足】［黄
こう

州知事の陳
ちん

軾
しょく

を初めとして蘇軾を支えてくれる人は少なくはなかった

が、それでも急に大所帯となったことで、蘇軾は不得手な家計問題に苦労しなければ

ならなくなる］ 

 

■【06-1-061】書臨皐亭 

【解題】臨
りん

皐
こう

亭
てい

で記した短文。この文章も含めて執筆時期は必ずしもこの年の夏では

ないかもしれないが、以下に関連するものを幾つかまとめて見ておこう。これらの作

品には家計問題の影が一切見えないのが面白いところである。 

 

【訳文】 

私は、飯をたらふく食べ、酒に酔って机にもたれかかる。白い雲が左側からまとわりついてきて、清らか

な江
か わ

が右側から巡り来る。重なり合う門の全てをからりと開け放つと、丘の林が後ろからどっと入り込ん

でくる。このときに、私には思いがあるようでいて、思うところはない。私もまた万物の一つとして、あるべき

ものが備わっているのだ。慚愧
あ り が た し

、慚愧
あ り が た し

。 

【補足】［（1）臨
りん

皐
こう

亭
てい

から南を見れば、長
ちょう

江
こう

が右側からカーブしながら目の前を通過

し、背後には黄
こう

州の町とそれを囲む丘がある。そのことが前半に記されている。（2）

この文章の核心は終わりにある 5 文字、「受万物之備」［万
ばん

物
ぶつ

の備
そな

われるを受
う

く］であ

る。この意味は、①天の道
みち

［自然の基本法則］は万物に備わっている、②それは自身

の内にも備わっている、③だから万物と自分は通じ合っている、④そのことを知る以
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上の喜びはない、ということである］ 

 

■【06-1-062】南郷子 

【解題】臨
りん

皐
こう

亭
てい

で詠んだ詞。「春」の字が用いられているので、翌年の春の作である

のかもしれない。 

 

【訳文】 

晩景落瓊杯。［夕暮れの風景が落ちたのは瓊
た ま

の杯の中］ 

照眼雲山翠作堆。［それが眼を照らし、雲のかかった山の翠
みどり

が堆
うずたか

く積ります］ 

認得岷峨春雪浪、［そうだったのです、岷
び ん

山
ざ ん

、峨
が

眉
び

山
さ ん

の春の雪が浪となって］ 

初来。［初めてここにまで来ているのです］ 

万頃蒲萄漲淥醅。［眼前の長江
ち ょ う こ う

に漲
みなぎ

るのは葡萄から搾ったばかりの故郷の酒なのです］ 

 

春雨暗陽台。［春の雨が暗くとざす天上界の高楼］ 

乱灑歌楼湿粉腮。［歌宴の場に雨が乱れ注ぎ、仙女の粉腮
け し ょ う

を濡らします］ 

一陣東風来捲地、［一陣の東風が地を捲く
ま

ようにして来て］ 

吹廻。［吹き廻ります］ 

落照江天一半開。［長江の上に、落日に照り映えた天が半ば開かれます］ 

【補足】［この詞はイメージが次々に飛躍して訳すのは容易でない。杯の中に風景が

落ちてくるというのが第一の飛躍。目の前に流れている長
ちょう

江
こう

の水は、故郷の山の雪が

解けていまここに到着したとするのが第二の飛躍。杯の中の酒と長
ちょう

江
こう

の水を同一視す

るのが第三の飛躍。酒は故郷の葡萄を搾ったものだとするのが第四の飛躍。そして、

後半でさらに飛躍して、自身は臨
りん

皐
こう

亭
てい

にいながら、仙女の住まう「陽
よう

台
だい

」にいるかの
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ようにイメージし、にわかに降り出した雨が、仙女に降りかかると想像して、最後に

雨が上がり出した実景を描写する。以上のような幾つもの飛躍を意識して、漢字の並

びを眼で追うなら、この詞をよりよく味わえるであろう。なお、他の詞も同じよう

に、字面から喚起されるイメージを補助線として鑑賞していただきたい。詞は字句が

比較的平易であるからそうすることが可能であろう］ 

 

■【06-1-063】書臨皐亭風月 

【解題】臨
りん

皐
こう

亭
てい

から見る自然物について書いた短文。これが書かれたのは恐らく 2 年

ほど後のことであろうが、臨皐亭のイメージを掴むためにここで見ておきたい。 

 

【訳文】 

臨
り ん

皐
こ う

亭
て い

から数十歩も行かずに長
ち ょ う

江
こ う

の大河がある。川の水の半分は峨
が

眉
び

山
さ ん

の雪が解けたものだ。

私が飲食に使う水も、沐浴する水も皆ここから取る。だから何も故郷に帰らなくたってよいのだ。川と

山、風と月、それらにはもともと決まった主
あるじ

がいるわけではない。そのときに閑な者が主になるのだ。 

范
は ん

百
ひゃく

嘉
か

君が近頃、邸宅と庭園を新しくしたとか。そことここの臨皐亭とどちらが勝るかと、そこらあたりの

人に尋ねたいものだ。こちらが及ばないのはたった一つだけ、土地と住人にかかるところの税金をお上

に対して払っていないことだ。 

【補足】［（1）長
ちょう

江
こう

の水の半分は峨
が

眉
び

山
さん

の雪解け水だというのは、前の詞と同じ発想

である。（2）范
はん

百
ひゃく

嘉
か

［→作品番号04-1-040］は范
はん

鎮
ちん

の息子。范鎮は蘇軾の大先輩で、

かつて都の門の手前で足止めされたときに、しばらく范鎮の所有する東
とう

園
えん

に居候させ

てもらったことがあった［→作品番号05-3-013］。後で見るように、范鎮は流罪をなっ

た蘇軾の身の上を心配し、たびたび手紙を送って、自分の近くに住まないかと誘って

もくれた。税金を納めないのが短所であるとはひねったユーモア。（3）「もともと決
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まった主
あるじ

がいるわけではない」という発想は後に大きく展開される［→作品番号06-

3-057など］］ 

 

■【06-1-063】与朱康叔書 

【解題】弟が黄
こう

州に滞在していた時期にもどって詩文を見てゆく。これは鄂
がく

州知事の

朱
しゅ

寿
じゅ

昌
しょう

［字
あざな

は康
こう

叔
しゅく

］［→作品番号06-1-054］に宛てた手紙。 

 

【訳文】 

お使いの者が来て、お手紙を頂戴しました。情宜のますます厚いことに感服いたしております。お健や

かにお過ごしのことを審
つまび

らかにし安堵いたしました。弟は我が家族を連れてここに到りました。こうして平安

でいられますのも、返す返すも貴君のお蔭によるものであります。二
ふ た

壺
つ ぼ

を賜り、弟とともに酔いを重ねて

おります。これも貴君の徳によるものです。暑さの盛りであります、万万自重されますように。 

 

■【06-1-065】与子由同遊寒溪西山 

【解題】弟とともに武
ぶ

昌
しょう

の西
せい

山
ざん

寺
じ

［→作品番号06-1-046］に遊んだ。 

 

【訳文】 

散
さ ん

人
じ ん

［束縛されない人］である君は、 

都会の道も田舎の道も自在に出入りし、 

朝には湖
こ

北
ほ く

にいたかと思えば、夕べには淮
わ い

西
せ い

にいる。 

筠
い ん

州の酒
し ゅ

官
か ん

になりはしたものの、まだ仕事に就いていないので、 

両脚を泥に突っ込むのもお構いなしと歩きまわる。 

君と僕は、雲と雨のように集散定めなく、 
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ともにいられるこの日々を惜しんで手を取り合って行く。 

長
ち ょ う

江
こ う

の流れに一本の箭
や

を放ち、水鳥の前に躍り出し、 

一千回揺れての後に、向かいの樊
は ん

口
こ う

に至り、 

一万回の上り下り、草木の重なり合う西の嶺に入る。 

暗い渓
た に

に瀏
り ゅ う

瀏
り ゅ う

と鳴り響く水音、霜や雪の冷たさを思わせる。 

人影のない山の古い寺に何があるかというと、 

眼下に広がる万頃
け い

の青い玻璃
ガ ラ ス

。 

僕等はいま鴻
おおとり

や雁
か り

のような漂泊の身、 

長江の南も北も常の棲家ではない。 

身なりなど気にもしないので、 

武
ぶ

昌
し ょ う

の町に下りるのはよしにして、 

新しい道筋を踏み開こうと思う。 

不意に悲しくなる―― 

君と別れた後で、 

独りでまたこの道にくることができるだろうか、 

君とたどった跡にはどのような思いが残っているのか。 

僕等がこのように流落したのはきっと天の意
こころ

なのだ。 

自らの迂
う

闊
か つ

によるのであって人に陥れられたのではない。 

君は山水に行き逢うたびに羞
は じ

らい嘆息する。 

ここを去ればまだ官の仕事から免れずにいるからだ。 

そういえば、我等の蜀
し ょ く

にはむかし李
り

八
は ち

百
ひゃく

という仙人がいて、 

聞くところでは、君がこれから行く筠州で仙薬を練ったとか。 

あまり嘆いてばかりいると、 
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すっかり真白になってしまった頭で、 

李八百から薬を分けてもらうことになるだろうよ［もはや手遅れだね］。 

【補足】［黄
こう

州から武
ぶ

昌
しょう

に行くには、前にも見たように、黄州の町の西側にある渡し

場から船で向かいの樊
はん

口
こう

に渡る。樊口は樊
はん

水
すい

が長
ちょう

江
こう

に注ぐ合流点にある。樊口の背後

に樊
はん

山
ざん

が聳え、樊山の西に西
せい

山
ざん

が並ぶ。西山の見晴らしのよい場所に九
きゅう

曲
きょく

亭
てい

があり、

山の直下に長江を臨む。西山から長江とは逆側に流れ下る寒
かん

渓
けい

のほとりに西
せい

山
ざん

寺
じ

があ

り、そこから降りて行くと武
ぶ

昌
しょう

の町に到る。この詩では、樊山から西山を経て西山寺

を訪れたものの、この身なりで町に入るのはやめておこうと、別の道から樊口に引き

返したのである。詩には樊山の一万回の上り下り［万
まん

兀
こつ

］とあるが、実態としては樊

山はさほど高い山ではなく、軽いハイキングコースくらいのようだ。なお樊口から樊

水を遡れば容易に武昌に行ける］ 

 

■【06-1-066】記樊山 

【解題】樊
はん

口
こう

や樊
はん

山
ざん

について、このころに書いたと思われる文章があるので、ここで

見ておこう。 

 

【訳文】 

私が住んでいる臨
り ん

皐
こ う

亭
て い

の下には、長
ち ょ う

江
こ う

が西から乱れ流れきて、樊
は ん

山
ざ ん

に衝突している。そこに樊
は ん

口
こ う

が

ある。樊山はあるいは燔
は ん

山
ざ ん

ともいう。日照りが続く年に、この山を燔
や

くと、竜が起って雨を降らせるので、

燔山というのである。あるいは、樊
は ん

氏がここに住んでいたので樊山だともいう。どちらが正しいのかわか

らない。 

樊口の上流に盧
ろ

洲
し ゅ う

がある。孫
そ ん

権
け ん

［三国時代の英雄］が長江を渡ろうとして大風に遇い、船頭にどこ

に船をつけたらよいのかと聞かれ、孫権は盧洲に行こうとした。従者の谷
こ く

利
り

が船頭に刀を突き付けて
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脅し、樊口につけさせた。それによって、孫権は樊口から山中の路を通って武
ぶ

昌
し ょ う

に帰ったのだった。山

中にはいまも呉
ご

王
お う

峴
け ん

と呼ばれている洞穴がある。岩は紫色で、磨けば鏡のようになる。 

樊山を巡って南に行くと寒
か ん

谿
け い

寺
じ

［西
せ い

山
ざ ん

寺
じ

］がある。その上に曲
き ょ く

山
ざ ん

があり、山頂にある即
そ く

位
い

壇
だ ん

や九
きゅう

曲
き ょ く

亭
て い

は、どれも孫氏の遺跡である。西山寺の泉の水は白く甘く、菩
ぼ

薩
さ つ

泉
せ ん

の名がある。水は石から出てい

て、その石は人が手を垂れるようなかたちをしている。山の下に陶
と う

母
ぼ

廟
び ょう

［陶
と う

侃
か ん

の母を祀った廟］がある。

陶
と う

公
こ う

［陶侃］が武昌を治めていたときに、陶公は病んで船に乗り、樊口で死んだのだった。 

こうした故跡を尋ねると，悽
せ い

然
ぜ ん

とした思いに駆られる。 

孫権は樊口で猟をして一頭の豹を得た。そこに老婆が現れて、「豹の尾をどうして掴まないのか」とい

い、たちまち消え去った。山中には聖
せ い

母
ぼ

廟
び ょう

がある。私が十五年前にそこを過ったときには板に「得一

豹」の三字がぼんやりと記されているのを見たが、いまはなくなってしまった。 

【補足】［終わりに十五年前とあるのは、父の棺を船に乗せて故郷に帰ったときのこ

と。樊
はん

山
ざん

のあたりを見て歩くようなこともしたのだが、服喪中であることから詩を詠

んだりはしなかったのだろう］ 

 

■【06-1-067】次韻答子由 

【解題】6 月 9 日、弟は黄
こう

州を去って筠
いん

州に向かった。蘇軾は対岸の王
おう

兄弟［→作品

番号06-1-030］の家にまで行って弟を見送った。 

 

【訳文】 

僕の翼は弱いので、 

とかく吹きくる風に任せて飛ぶだけで、 

それによってどこに行くにしても、 

そこがすなわち帰るところなのだ。 
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君の詩はいわゆる珠玉のことば、 

一つ一つが核心を衝いて、 

僕を覆う煩悩の膜を何枚となく剥がしてくれる。 

山に住む高僧は味わい深い趣
おもむき

をわきまえてはいても、 

君のことを十分に知ることはないだろう。 

そこらの小役人どもはまともなことは言わないけれど、 

僕なんぞは笑うべきだとちゃんと知っている。 

僧にとっても役人にとっても読書は清浄な業
ぎ ょ う

ではあるが、 

僕のような暇人の昼寝の価値には及ぶものではない。 

【補足】［弟は蘇軾の家族を連れてきた。前年の7月に湖
こ

州で別れて以来の再会を果

たし、さぞ深く感じるところがあったろうと推測するのだが、そのことは全く詩詞に

詠んでいない。詠んでも人に一切見せなかったのでいまに伝わらないという可能性は

皆無とはいえないが非常に考えにくい。杜
と

甫
ほ

が、安
あん

禄
ろく

山
ざん

の反乱軍によって占領された

都を脱出してようやく家族に再会したときに感動的な詩を詠んだのとは対照的であ

る］ 

 

■【06-1-068】与朱康叔書 

【解題】この年の夏はとりわけ暑く感じたようで、そのことが鄂
がく

州知事の朱
しゅ

寿
じゅ

昌
しょう

［字
あざな

は康
こう

叔
しゅく

］［→作品番号06-1-064］に宛てた手紙に記されている。 

 

【訳文】 

（1）すでに長
ち ょ う

江
こ う

のほとりの臨
り ん

皐
こ う

亭
て い

に遷居し、はなはだ広 と々してすがすがしいところです。朝の風、夕

べの月に乗じてあたりをぶらぶらと歩き、江
か わ

の水を酌んで飲んでおります。このようにできるのも貴君のお
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蔭で、貴君の風義を想いつつ水を味わい、孤
ひ と

りの寂しさを慰めています。また去年の六月に詩を写さ

れた一軸を寄せてくださいましたのを楽しんでおります。酷暑の折から、くれぐれもお体を大切に。 

 

（2）やり過ごすこともできないこのひどい暑さに、何事も放り出してしまうしかありませんので、お手紙も稀

になっておりますことも、たぶんあまり深く訝しくは思っておられないでありましょう。このごろはいかがされてい

ますでしょうか。副知事殿がこちらの州に来られて、お手紙とともに新しい酒をお持ちくださいました。ここ

に到着したお酒はあたかも新らたに甕
か め

から出たばかりのようで、極めて珍しく優れた品であります。ありが

たさに言葉もありません。二三の佳
か

士
し

［きちんとした人］とともに飲み、貴君の徳に感じ入っております。

秋に向かう季節、ますます御健勝でありますことを祈っております。 

 

（3）……弟はすでに筠
い ん

州に向かいました。伝え聞くところでは、虚実のほどは確かではありませんが、

筠州では大水が出て、町の中でも一丈余りも水が溜まったとか。 

屏風の賛や硯の銘は無用の物でありますが、貴君がお好きとあれば写さないわけにはいきません。

装幀をしてお送りしますので御覧ください。 

小さなことをお耳に入れるのをお許しください。潘
は ん

原
げ ん

秀
し ゅ う

才
さ い

という者がいて、売卜のことで法の禁じるところ

を犯したとされています。私とその兄の潘
は ん

丙
へ い

解
か い

元
げ ん

とはよく知る仲で、潘丙君は文章を作りますし、行いも

しっかりした人です。潘原君も自ずと佳士でありまして、家業もきちんとしていますので、どうか御庇護を

望むものであります。暑い季節でありますから、早くに獄から出られたらよろしかろうと思っています。この

人の父母は真面目な老人で、潘原君のためにひどく憂慮しております。貴君は仁孝をもって世に名の

聞こえるお方でありますから、哀れんでくださるものと思っております。これまでの馴染みをもってお願いす

る次第です。…… 

【補足】［（1）終わりの部分で、蘇軾としては珍しく私的な願いを述べている。樊
はん

口
こう

で酒店を営む潘
はん

革
かく

とその息子の潘
はん

丙
へい

の名は作品番号06-1-041で見たが、潘丙の弟の潘
はん
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原
げん

が獄に囚われてしまったので、赦されるよう働きかけてほしいと頼んだのである。

この手紙では、潘原は「潘原秀才」、潘丙は「潘丙解
かい

元
げん

」と記されている。「秀才」は

科挙を受けることを目指して勉強しているような人を指し、「解元」は科挙の一次試

験を首席で合格したことを意味する。いずれにしても教養ある人であるということを

伝えて、朱
しゅ

寿
じゅ

昌
しょう

の印象をよくしようとしたのであろう。（2）ついでながら、徐
じょ

州で無

実の罪に落とされてしまった人について配慮してくれるよう章
しょう

惇
じゅん

［→作品番号06-1-

053］に手紙を出していることを記しておこう。その手紙には経緯が詳しく記してあ

って、当時の裁判事情を知るのによい史料であるのだろうが、訳者の手にかかると誤

訳だらけになってしまうのを恐れて割愛する。その手紙からも、政治的立場は異にし

ても、章惇は信頼できる友であると蘇軾が考えていたことがよくわかる。（3）先に見

た朱
しゅ

寿
じゅ

昌
しょう

への手紙［→作品番号06-1-054］で言及していた女性たちがどのようになっ

たのかいささか気になるのだが、そのような極めて私的なことについて蘇軾が書くこ

とはほとんどない。菱
りょう

や翠
すい

については何ら知れるところがなく、朝
ちょう

雲
うん

だけが、作品

番号06-4-057以降、時折詩文に登場するようになる］ 

 

■【06-1-069】与司馬温公書 

【解題】蘇軾は土地の庶民のためにひと肌脱ぐようなことをする一方で、当時の著名

人との交流も保っていた。これは洛
らく

陽
よう

にいる司
し

馬
ば

光
こう

［→作品番号05-3-018］に宛てた

手紙。このころに改革政治に不満のある人々が最も嘱望する人物が司馬光であった。 

 

【訳文】 

謫
た く

居
き ょ

の窮
きゅう

僻
へ き

さは井戸の底にあるかのようで、都や洛
ら く

陽
よ う

のことは杳
よ う

として聞こえてきませんので、近頃は

いかがお暮しであるのか審
つまび

らかにいたしておりません。 
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私は我が愚暗をもって罪を獲て、咎
と が

は己から招いたものでありますから、言うに足るものは何らありませ

ん。しかしながら、いろいろな方に波及してしまいましたこと、とくに深く残念に思っております。貴君は風

儀が高く、少々のことでは塵や垢によって汚されることはないとはいいましても、私は貴君のことを思うた

びに背にも腹にも痛みを覚えずにはいられません。 

我が住まいは長
ち ょ う

江
こ う

から十歩も離れておらず、風や波や霧や雨が朝に夕に百変し、長
ち ょ う

江
こ う

の南のもろ

もろの山がほとんど部屋の内にあるかのようで、それらを目にする幸いはこれまでになかったものです。

欠乏の憂いはあるとしても、衣服や食事が粗末であるだけのことです。 

いつまたお会いできるのかと思うと、書
し ょ

に臨んで惘
も う

然
ぜ ん

としてしまいます。季節柄、くれぐれも御自愛され

ますように。 

 

■【06-1-070】菩薩蛮 

【解題】七夕に黄
こう

州
しゅう

の朝
ちょう

天
てん

門
もん

に上って作ったと伝えられている詞。織女の伝説を詠

んでいる。たぶん同行した町の人々へのサービスで作ったものなのだろう。二首のう

ちの一首を訳す。 

 

【訳文】 

 其の二 

風回仙馭雲開扇、［風がまわり、仙人が扇を開くようにして雲が晴れます］ 

更闌月堕星河転。［夜は更け、月が落ちて、天の川が移り行きます］ 

枕上夢魂驚、［枕の上の夢がふいに覚めると］ 

暁来疏雨零。［暁の雨がさっと降りかかります］ 

 

相逢雖草草、［お会いするのはわずかの間］ 
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長共天難老。［でも、天とともにいつまでも老いないのです］ 

終不羨人間。［人間世界を羨みはしません］ 

人間日似年。［人間世界では一日に一年が過ぎてしまうのですから］ 

 

■【06-1-071】陳季常自岐亭見訪、郡中及旧州諸豪争欲邀致之、戯作陳孟公詩一首 

【解題】陳
ちん

慥
ぞう

［方
ほう

山
さん

子
し

、字
あざな

は季
き

常
じょう

］［→作品番号 06-1-015］が岐
き

亭
てい

から蘇軾に会うた

めに黄
こう

州にやって来た。町の伊
だ

達
て

者
もの

たちが挙って出迎えたのを見て、陳慥を漢
かん

代
だい

の豪

傑陳
ちん

遵
じゅん

［字
あざな

は孟
もう

公
こう

］になぞらえて戯れの詩を作った。 

 

【訳文】 

漢
か ん

代
だ い

の孟
も う

公
こ う

は酒を好み、一斗とか二斗どころではなかった。 

酔うと客を帰らせまいと、門を閉ざしてしまう。 

酒があるところなら、寡婦の家でも構わず上がり込むので、 

規律違反で百回も罰せられたのだが、 

優れた太守であるとの名声は変わらなかった。 

老いて裏町に住み、世の浮沈を淡然と眺めやり、 

耐え忍ぶ苦節など阿呆らしいと笑い飛ばした。 

酒の匂いがするなら忽然と路地奥にも現れ、 

揚
よ う

雄
ゆ う

が作った、酒を戒める文章を読んでも、 

「酒そのものは悪くない」というところだけを喜んだ。 

都の金持ち連中は孟公に来てくれるよう求め、 

謝礼に千金を渡そうとしても笑って唾を吐きかけた。 

私の住まいはとても孟公殿を客として迎えることはできない。 
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何しろ孟公殿は酔うと冠やら衣やらをぽいぽい投げ捨てるとか。 

我が家にはそれを避けて逃げる広さがないのだ。 

【補足】［（1）ある人は、この詩をはなはだ軽薄と評している。黄
こう

州に流されて反省

の日々を送る中でもこのような戯れの詩を詠んでしまうところが蘇軾らしい。（2）こ

の詩で、蘇軾の住まいは陳
ちん

慥
ぞう

を迎えるだけの広さがないと詠んでいるが、次の手紙に

もそのことが記されている］ 

 

■【06-1-072】与陳季常書 

【解題】陳
ちん

慥
ぞう

［方
ほう

山
さん

子
し

、字
あざな

は季
き

常
じょう

］の訪れを蘇軾が心待ちにしていたことは、陳慥

に宛てた幾つかの手紙からわかる。陳慥の黄
こう

州訪問は7回あったとされ、以下の二通

目の手紙はこの最初の訪問の折のものであるかどうかはわからないが、ここで合わせ

て読んでおこう。 

 

【訳文】 

（1）……夢に仙界の果実を得たという堂々の詩を拝見しました。まことに結構です。私は夢の中でこっ

そり霊
れ い

芝
し

を食べたのですが、貴君は国のために立派なものを鋳造されました。貴君は仙薬の力を自在

に発揮して、陰
い ん

功
こ う

［死んでからの功徳］はきっと貴君のもとにあるでしょう。…… 

このごろはいかがお過ごしょうか。こちらの町に遊ぶのはいつと決められましたでしょうか。待ち望む気持

ちが日に日に深まっています。臨
り ん

皐
こ う

亭
て い

には従者が休憩できるような部屋もあることはありますが、西日

がひどく当たります。承
し ょ う

天
て ん

寺
じ

がごく近くでありますし、門前に大きな船を泊めても、いずれでもよろしいでしょ

う。…… 

【補足】［（1）蘇軾の夢の詩は先品番号06-1-052で見ていて、陳
ちん

慥
ぞう

は別の空想を詩に

詠んだのだろう。（1）臨
りん

皐
こう

亭
てい

は手狭で、大勢の人を迎えるには難があることを少し遠
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回しに述べている］ 

 

（2）お宅にある『易
え き

経
き ょ う

』と『史
し

記
き

』に関する書物をお借りしたく思っています。貴君のこられるときに持ってき

てくださるでしょうか。貴君はいまだかつて王公にも膝を屈したことがなく、私のためにわざわざ町にこられ

ると聞いて、州中の士
し

大
た い

夫
ふ

が騒然としています。このことで不肖な私の名が重みを増しております。お

越しになるのは果たしていつでしょうか。お酒はふんだんにありますので、あまり待ちぼうけを食らわせませ

んように。 

【補足】［誇張はあるにしても、陳
ちん

慥
ぞう

が独立不羈の人物としてこの地の人々から一目

置かれていたことがわかる］ 

 

■【06-1-073】定恵院顒師為余竹下開嘯軒 

【解題】7 月、定
じょう

恵
え

院
いん

の院主である顒
ぐう

師
し

が、竹林の傍らに「嘯
しょう

軒
けん

」と称する小さな建

物を蘇軾のために作ってくれたので、この詩を詠んだ。 

 

【訳文】 

鴃
ふくろう

は天が明けるのを促そうと啼
な

き、 

喧喧
が や が や

と詆譙
そ し

り合うかのようだ。 

蛩
こおろぎ

は夜の永さに暗く泣き続け、 
し ょ く し ょ く

と己のことを弔うかのようだ。 

蝉は風を飲むだけで至って潔く、 

長く吟じてその調子が改まることはない。 

蚓
みみず

は土を食らって腸
はらわた

がなく、 

哀しがることなどあるはずもないのに、 
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夕べの間ずっと叫んでいる。 

鳶
と び

の貪欲な声は最も鄙
い や

しく、 

鵲
かささぎ

の喜びの声は何のためなのか。 

生きるものたちの慟哭も嬉笑も同じこと、 

みな何かしら平らかでないところから鳴るのだという。 

かの阮
げ ん

籍
せ き

も平らかでないところが多々ある麤率
が さ つ

な人間でよく叫び、 

その友人の孫
そ ん

登
と う

も道術を学びながら妙所に至らずによく叫んだ。 

定
じ ょ う

恵
え

院
い ん

の道人はこの軒を開いてくださり 

黙って座って自己を観照せよといわれる。 

どこやらの風が海も河も震わせて吹いてきて、 

全ての竅
あ な

を共鳴させようとしようとも、 

それはできるものではない。 

世間との繋がりの切れた私は何もいわないのだ。 

風がくれば竹が自から嘯
うそぶ

くだけである。 

【補足】［（1）この詩をどのように読むのか。一つの解釈として、蘇軾を罪に陥れた

人々に対する批判を篭めたと見ることも可能だろうか。世俗のがやがやに耳を貸さ

ず、世間に同調するよう促す風にも応じず、沈黙を保って竹［脱俗の象徴］の嘯
うそぶ

きだ

けを耳にするのである。（2）阮
げん

籍
せき

は作品番号01-2-041で見て以来、蘇軾がしばしば言

及する晋
しん

の時代の人で、乱れた世に、政治向きのことを口に出さずに身の安寧を保っ

た。それでも時に高台に上って叫ばずにはいられなかった］ 

 

■【06-1-074】和何長官六言次韻 

【解題】何
か

長
ちょう

官
かん

が作った一句六言の詩に次韻した。何長官はたぶん黄
こう

岡
こう

県の知事なの
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だろう。第一首と第二首は何長官を称える挨拶の詩で訳は割愛する。 

 

【訳文】 

 其の三 

漢
か ん

の時代の石
せ き

渠
き ょ

閣
か く

はいまは見ることができない、 

幸いにも私にはこの身を容れるに足る臨
り ん

皐
こ う

亭
て い

がある。 

長
ち ょ う

江
こ う

によってすっぽりと庇
か ば

われているうえに、 

お上からは八月の涼風をいただいている。 

 

 其の四 

長江からの清らかな風がくると、 

それに大地が共鳴し、 

明るい月が天の姿を水に映す。 

この貧乏な家で客人をどのようにもてなすのかというと、 

ただ風と月があるのだ。 

 

 其の五 

青い山々はまさに絶景、 

それを誰とともに称えるのか。 

町の公子に向かって説いても、 

まさしく馬耳東風である。 

【補足】［最後は、わかるのは何
か

長
ちょう

官
かん

だけというココロ］ 
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■【06-1-075】与参寥子 

【解題】このころに杭
こう

州から使いの者が黄
こう

州にきたようだ。これは参
さん

寥
りょう

［道
どう

潜
せん

］［→

作品番号05-5-045など］に宛てた手紙。 

 

【訳文】 

去年は慌ただしく湖
こ

州を離れてしまったために、秦
し ん

観
か ん

君にも参
さ ん

寥
り ょ う

師にもお別れを申し上げることができず

残念に思っておりました。僧官に言葉を残したのですが、伝わりましたでしょうか。 

黄
こ う

州にきてすでに半年、友人は少なく、貴僧のことを想って心から去りません。怠け者であり、便宜もな

いために、お手紙を差し上げることもありませんでした。遠くより人を遣わしてお尋ねくださり、まことに丁寧

なお心遣い痛み入ります。 

私は罪は大きく責めは軽く、門を閉ざして咎めを念
お も

い続けています。かつて親しくしていた人々からも関り

を断たれたのもかくあるべき理
ことわり

であります。それでも、数人の僧や道士の方々からは千里の遠くからも

お尋ねがあり、情義はかねてよりも厚く、また徳の高さが知られます。やはり俗世の外にあるからなので

ありましょう。 

寄せてくださった数首の詩や、新たに編まれた詩集を拝見し、詳しく味わい、灑
し ょ う

然
ぜ ん

として貴僧が穏やか

に語る言葉を聞くかのように感じております。このごろは筆硯を焚
や

き、作詩を断っておりますので、和するこ

とはいたしませんが、独りの寂しさを慰め、思いを開くことができ、これに勝る幸いはありません。貴僧の

筆力はいよいよ老健にして清熟し、かつて拝見したものを超えております。道に至ることの妨げにはなり

ませんでしょうから、廃するには及びませんでしょう。きっと陶
と う

淵
え ん

明
め い

にも及ぶようになるでしょう。 

【補足】［「罪は大きく責めは軽く」［原文は罪大責軽］は、先に見た王
おう

鞏
きょう

に宛てた手

紙［→作品番号06-1-033］にも同じ表現があり、これからも何度か見るようになる］ 

 

■【06-1-075】与言上人 
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【解題】杭
こう

州の西
せい

林
りん

法
ほう

恵
え

院
いん

の法
ほう

言
げん

のために雪
せつ

斎
さい

の詩を作ったことは作品番号05-5-018

で見たが、その法言に宛てた手紙。 

 

【訳文】 

去年、呉
ご

興
こ う

［湖
こ

州］で慌ただしくお別れしたことは、いまに至りましても耿
こ う

耿
こ う

として忘れることはありません。

私は窮まって僻
へ き

地
ち

に譴責され、人 と々の往還は尽く絶えました。遥か遠くよりお手紙を頂戴し、拝見す

るに及んでことに深く感じ入りました。このごろは貴僧におかれてはいかがお過ごしでありましょうか。 

お書きになったものはいよいよ精健で、詩は必ずやすばらしいものがあるでしょうに、どうして見せてはいた

だけないのでしょうか。雪
せ つ

斎
さ い

は清らかな場所で、すばらしい夢想が発せられるでありましょう。ここはただ

荒
こ う

山
ざ ん

と大
た い

江
こ う

、青い竹と古い木があるだけで、いつも田舎の酒を飲んでおります。酔うと杖を曳いて、遠

くも近くもかまうことなく、足の向くままに歩き、曠
こ う

然
ぜ ん

として天
て ん

真
し ん

のままであることは、杭
こ う

州でのかねての遊び

と優劣決めがたいところがあります。いつの日にかお会いして一笑できますでしょうか。ただ万万自愛さ

れますように。 

【補足】［この手紙によると、逮捕されて湖
こ

州を去る直前に法
ほう

言
げん

と会っていたようで

ある］ 

 

■【06-1-077】与陳大夫書 

【解題】黄
こう

州知事の陳
ちん

軾
しょく

［字
あざな

は君
くん

式
しき

］に宛てた手紙。蘇軾を陰で支えていた陳軾

は、仏教を奉じる実直な人物であったようだ。 

 

【訳文】 

（1）秋とはいえなお暑く、敢えて御門にお伺いいたしておりませんが、いかがお過ごしでありましょうか。丞
じ ょ う

相
し ょ う

殿のお手紙をお借りし、また、『弥
み

勒
ろ く

偈
げ

』を見せてくださり、その筆勢は勝れて強く、実に奇観でありま
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す。お手紙の方は急いで返却いたしますが、『偈』の方はきっと別に書かれたものもあることでしょうか

ら、しばらく箱のまま留め置いて、味わいつつ唱え、それによって従来の罪
ざ い

垢
こ う

業
ご う

障
し ょ う

を洗いたいと思って

います。…… 

【補足】［ここに丞
じょう

相
しょう

殿の手紙とあるのは、陳
ちん

軾
しょく

はかねてから王
おう

安
あん

石
せき

と親しくしてい

たことから、王安石の手紙であろうと推測されている。王安石の改革政治に対しては

蘇軾を初めとして大勢の人々が批判したのだが、王安石の知性が当時の士
し

大
たい

夫
ふ

の中で

も群を抜いていることは誰もが認めるところで、詩文は欧
おう

陽
よう

脩
しゅう

や蘇軾と比肩しうる優

れたものが多い。明
みん

代
だい

や清
しん

代
だい

の後世の歴史家は、改革派は北
ほく

宋
そう

を滅ぼした元凶とし

て、呂
りょ

恵
けい

卿
けい

や章
しょう

惇
じゅん

といった人々には「奸
かん

臣
しん

」のレッテルを貼って悪人と決めつけて

いるのだが、王安石だけは別格で、唐
とう

代
だい

、宋
そう

代
だい

を通じての名文家の8人、唐
とう

宋
そう

八
はち

大
たい

家
か

の一人として、王安石の文章は長く読書人によって学ばれた］ 

 

（2）これからお会いすることも多くはありませんでしょう。ただ貴君の御健勝を願うものであります。刺繍で

作った仏像を貸してくださいましたが、精妙を極め、あたかも天の工
たくみ

、神技によるものであります。普通の

女工が作れるようなものではありません。目礼するだけで、俗世の塵が一洗され、まことに幸いでありま

す。謹んで速やかに返却申し上げますので、お納めください。 

【補足】［最初の文章から、陳
ちん

軾
しょく

が黄
こう

州を去る日が近づきつつあったことがわかる］ 

 

■【06-1-078】繍仏賛 

【解題】上で見た陳
ちん

軾
しょく

に宛てた手紙に、刺繍で作った仏像のことが記されていたが、

これはその仏像に添えた賛。 

 

【訳文】 
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およそ仏には、それぞれの持つところによって仕えるのであって、富む者は財をもってし、丈夫な者は力を

もってし、巧みな者は技をもってし、弁の立つものは言葉をもってする。もしも持つところのものが何もない

のなら、それぞれに心をもってする。見るにつけ聞くにつけ随喜し、礼拝し、讃嘆するもので、これに及ぶ

ものがないのは、一針ごとの労によって作られた二つとないこの刺繍の仏で、これを拝むことで得
と く

度
ど

、

成仏するなら、まさしくこれが導師なのである。 

 

■【06-1-079】与章子厚書 

【解題】章
しょう

惇
じゅん

［字
あざな

は子
し

厚
こう

］に宛てた手紙。先に見た章惇への手紙［→作品番号 06-1-

053］は、相手が副宰相であることを強く意識したものであったが、これは旧友への

私信として書かれている。 

 

【訳文】 

閑居の身で、公文書を写したものを見ることもなく、また手紙を送る便宜もありませんので、特別に簡
か ん

慢
ま ん

であるわけではありません。長
ち ょ う

江
こ う

と淮
わ い

河
が

の間のこのあたりでは、歳の稔りが豊かで、物の値は安く、どの

ような物も手に入れやすいのですが、貧窮に迫られ、自分の力でまかなえるものしか得ることができま

せん。 

弟が南
な ん

都
と

［南
な ん

京
け い

応
お う

天
て ん

府
ふ

］からきてくれました。私の家族を伴って淮河から長江のあたりを巡って、百日

をかけてここにきて、十日ほど皆で一緒に過ごし、それから筠
い ん

州に行きました。筠州に着いて数日もしな

いうちに娘を一人喪いました。その心の内はどのようでありましょうか。眼に涙が溢れます。弟もまた私と

同じように貧困のうちにあります。貴君のことを思ううちに、筆がここに及んでしまいました。短い手紙では

十分に書き尽くすことができません。 

 

■【06-1-080】与仏印 
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【解題】廬
ろ

山
ざん

の仏
ぶつ

印
いん

禅
ぜん

師
じ

了
りょう

元
げん

から手紙がきて、それに答えた。廬山は九
きゅう

江
こう

の南方に

ある霊山で、古くから信仰の地とされ、現在でも仏教、道教の多数の寺院がある。弟

の蘇轍は筠
いん

州に向かう道すがら、二日間ほど廬山を見て歩いていた。仏印禅師は当時

よく名の知られた僧で、このときは廬山の帰
き

宗
そう

寺
じ

にいた。この手紙から推測するに、

蘇軾は廬山にきてみないかとの誘いを受けたのだろう。この後、仏印禅師との交流は

長く続くことになる。 

 

【訳文】 

廬
ろ

山
ざ ん

の帰
き

宗
そ う

寺
じ

から僧が来られてお手紙を頂戴し、御返事申し上げようとしていましたところに、廬山の

栖
す う

賢
け ん

寺
じ

の智
ち

遷
せ ん

禅
ぜ ん

師
じ

からもまたお手紙が届き、皆様方の厚いお気持ちに感慨無量であります。 

ここ数日はひどい暑さのなかでありますが、山門は清
す が

々
す が

しく和
な ご

やかであろうと、想いを巡らせております。

……昔の人はひと通り世事を渡った後に、俗界より返るよう山
さ ん

霊
れ い

によって促されたと聞いています。私

は世俗の塵を犯すことすでに三十年になろうとしています。困窮して後に返ることを知るのであるとして

も、敢えて名山［廬
ろ

山
ざ ん

］を汚すようなことは私にはできないでありましょう。しかも、山中の高
こ う

人
じ ん

とは知り合

いが誰もいません。そこにこうしてお二人の禅師から来るようにとのお許しのお言葉をいただけましたの

は、どのような宿縁によるものなのでしょうか。 

まだまだ暑さはこれからであります、順時御自愛くださいませ。 

 

■【06-1-081】与参寥子 

【解題】参
さん

寥
りょう

［道
どう

潜
せん

］［→作品番号06-1-075］に宛てた手紙。『秦
しん

太
たい

虚
きょ

題
だい

名
めい

記
き

』という

タイトルの短文として読まれることも多い。秦
しん

観
かん

［字
あざな

は太
たい

虚
きょ

あるいは少
しょう

游
ゆう

］が書い

た「題
だい

名
めい

」［訪問記録］に、一文を添えて参寥に送ったものである。1年前に蘇軾が湖
こ

州に赴任する旅の途中で、秦観と参寥が加わり、二人はしばらく湖州に滞在した後に
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杭
こう

州に向かった［→作品番号05-5-070］。「題名」にはそのときの杭州でのことが記さ

れていた。 

 

【訳文】 

秦
し ん

観
か ん

：「題
だ い

名
め い

」 

元
げ ん

豊
ほ う

二年、中秋の一日後のこと。 

私［秦観］は呉
ご

興
こ う

［湖
こ

州］から杭
こ う

州を通って、東に会
か い

稽
け い

に還ろうとしていた。 

竜
り ゅ う

井
せ い

におられる弁
べ ん

才
さ い

大
だ い

師
し

から、お手紙で山に来るよう誘われ、杭州の城郭を出たところ、もう夕方に

なっていた。舟で西
せ い

湖
こ

を渡って普
ふ

寧
ね い

の岸辺に行き、僧の参
さ ん

寥
り ょ う

師
し

に出会ったので、竜井から遣わされ

ているはずの藍輿
か ご

について尋ねた。「あなたが刻限に来られなかったので帰ってしまいました」と参寥は

いった。 

この夜、天宇
お お ぞ ら

は晴れわたり、林の中は月の光で明るく、髮の毛が一本ずつ数えられるくらいであった。

そこで舟を置いて参廖師と杖をついて湖に沿って歩くことにした。雷
ら い

峰
ほ う

に出て、南
な ん

屏
び ょう

山
ざ ん

を越え、恵
え

因
い ん

の

澗
ながれ

で足を濯
す す

ぎ、霊
れ い

石
せ き

の高まりに入り、分かれ道を取って風
ふ う

篁
こ う

の峠に上った。竜井の亭
あずまや

で憩い、岩に

もたれて泉の水を酌んで飲んだ。 

普寧からおよそ十五の仏寺を経たが、どれもが静かで人の声を聞かなかった。道の傍らにある民家

に燈火が見え隠れすることもあった。草木が深く繁り、流れる水は一度止まって悲しく音を立て、ほとん

ど人間世界の内ではないようであった。 

そろそろ夜も半ばになろうとするころに寿
じ ゅ

聖
せ い

院
い ん

に着き、潮
ち ょ う

音
お ん

堂
ど う

で弁才大師にお会いし、その翌日に帰っ

た。 

高
こ う

郵
ゆ う

の秦観が題す。 

 

秦観の「題名」を見ると、どこも私が昔遊んだところです。目を閉じてそれらを想うと、全てがくっきりと浮か
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んできます。 

私は弁才大師と別れて五年後に徐
じ ょ

州から湖州に移りました。湖州に向かう途中、高
こ う

郵
ゆ う

で秦観君と

参廖師と会い、そこから一緒に舟に乗りました。弁才大師は私が湖州に来ると聞いて、小舟でやって

来ようされましたが、九十日間の結
け っ

夏
か

の行
ぎ ょ う

に篭るために果たせませんでした。秦観君と参廖師は「秋

が終われば還ります」といってともに会稽に向かいました。私は突如として湖州を去ることになり、それっ

きり会えなくなってしまったのでした。 

その翌年、私は黄
こ う

州に流され、弁才大師と参廖師は使いの者をよこして様子を問われ、弁才大師は

この「題名」も届けてくれました。 

時に中秋まであと十日足らず、秋の水が川に漲
みなぎ

り、水面は千里にわたって広がります。月は房
ぼ う

宿
し ゅ く

［星

の名］と心
し ん

宿
し ゅ く

の間にあって、露を帯びた風が天地を満たします。住まいから長江
ち ょ う こ う

まで十歩もなく、息子

の邁
ま い

とともに小舟に棹
さ お

さして赤
せ き

壁
へ き

に行くと、西に武
ぶ

昌
し ょ う

の山や谷を望み、高い木々が青黒く並び、雲と

波が天の際
き わ

にまで連なっています。 

そのことをこのように書いて参廖師に寄せます。弁才大師にもお見せして、何かのついでがあれば、写

しを作って秦観君にも寄せていただきたい。 

【補足】［（1）弁
べん

才
さい

大
だい

師
し

元
げん

浄
じょう

は、蘇軾が杭
こう

州にいたときに親しくした僧で、その後も

交流が続いていた［→作品番号 05-4-046］。この文章によると、参寥からの手紙［→作

品番号 06-1-075］と前後して弁才からも手紙がきて、そこに秦観の「題名」が添えら

れていたので、参寥のために写して送ったのである。杭州と黄州の間を手紙がしばし

ば行き来していたことになる。（2）杭州は、蘇軾がこれまでに赴任した土地では最も

風光明媚で、その地を非常に愛していたので、「題名」を読んで強く心を動かされた

のだろう。（3）後半で言及している赤
せき

壁
へき

については次の文章に詳しく記されている］ 

 

■【06-1-082】記赤壁 
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【解題】上に文に出ていた赤
せき

壁
へき

について記した短文。「赤
せき

壁
へき

の戦い」といえば、中国

史上最も有名な合戦といっても過言ではないだろう。西暦 208 年、天下統一を目指す

曹
そう

操
そう

の率いる大軍を、孫
そん

権
けん

と劉
りゅう

備
び

の連合軍が長江
ちょうこう

の赤壁で迎え撃ち、周
しゅう

瑜
ゆ

の指揮の

もと曹操軍を潰走させた。黄州に赤壁といわれる場所があり、地元ではそこが古戦場

であるとされていた。それは事実ではないと蘇軾は知りつつも、黄州の赤壁が名立た

る古戦場であるかのようにして数々の文学作品をそこで生み出した。この短文は赤壁

についての最初の印象を綴ったもの。 

 

【訳文】 

黄
こ う

州の官舎があるところから数百歩のところに赤
せ き

壁
へ き

がある。ある人は、周
し ゅ う

瑜
ゆ

が曹
そ う

操
そ う

の大軍を破ったの

がここであるという。果たして本当かどうかはわからない。 

切り立った崖が壁のように立ち、長
ち ょ う

江
こ う

の水は深い碧
みどり

色をしている。崖に鶻
はやぶさ

の巣が二つあり、そこに二

匹の蛇を見たという人がいる。 

風と浪が静かなときに、小舟に乗ってその下にまで行き、舟を下りて岸に登った。徐
じ ょ

公
こ う

洞
ど う

というのがあ

る。洞穴というほどのものではなく、山のちょっとした穴だ。『本
ほ ん

草
そ う

図
ず

経
き ょ う

』に「この徐
じ ょ

邈
げ い

はいつの時代の人

かわからない。魏
ぎ

の徐邈とは別人だ」とある。 

岸には小さな石がたくさんあり、玉のようにきらきら光るものもあれば、淡い紅や黄色のものもあり、人の指

紋のような模様のあるものもある。何度か赤壁に遊ぶうちに二百七十枚を得て、大きなものは棗
なつめ

や栗

の実ほどあり、小さいものは蓮の実ほどだ。古い銅盆の上に盛り、水を注ぐと美しく輝く。一枚は虎か豹

の頭のようで、口や鼻や眼のようなところがある。それを石の中の長
お さ

としている。 

 

■【06-1-083】乳母任氏墓誌銘 
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【解題】蘇軾のそばにずっといた乳母の任
にん

采
さい

蓮
れん

が8月12日に亡くなった。蘇軾の母

が蘇の家に連れてきた二人の女性の一人で、もう一人の楊
よう

金
きん

蝉
ぜん

は3年前に徐
じょ

州で亡く

なっていた［→作品番号05-3-032］。蘇軾は10月に黄
こう

岡
こう

県の北に任采蓮を葬り、墓誌

銘を作った。その序文を訳す。 

 

【訳文】 

趙
ち ょ う

郡の蘇軾の乳母の任
に ん

氏、名は采
さ い

蓮
れ ん

は、眉
び

州眉
び

山
ざ ん

の人である。父は任
に ん

遂
つ い

、母は李
り

氏である。先

夫人［蘇軾の母］に仕えること三十五年、仕事を器用にこなし、勤勉で慎ましく、老いても衰えることが

なかった。乳母として亡き姉と私を育て、私の子の邁
ま い

、迨
た い

、過
か

の面倒を見てくれ、思いやりがあった。私

の任官に従って、杭
こ う

州、密
み つ

州、徐
じ ょ

州、湖
こ

州に行き、黄
こ う

州に流されたときにもついてきた。 

元
げ ん

豊
ほ う

三年八月壬
じ ん

寅
い ん

に黄州の臨
り ん

皐
こ う

亭
て い

で亡くなった。享年七十二であった。十月壬
じ ん

午
ご

に黄州の東の

阜
お か

、黄
こ う

岡
こ う

県の北に葬った。 

【補足】［任
にん

氏が育てた姉とは、嫁ぎ先で虐待されて死んだ姉であろう［→作品番号

01-2-008］］ 

 

■【06-1-084】与王慶源 

【解題】郷里にいる王
おう

淮
わい

奇
き

［字
あざな

は慶
けい

源
げん

］［→作品番号05-1-080］に宛てた手紙。 

 

【訳文】 

竄
ざ ん

逐
ち く

されて以來、手紙を記して御様子をお伺いしなければとずっと思っておりましたが、もとよりの怠け癖

で、しかも閑すぎてすっかり駄目になり、どれもこれも手がつかないままで、ただただ恥じるばかりです。こ

のごろはお体の御様子はいかがでしょうか。皆様方御健勝のことと思います。私の方では子供たちは

安らかにしておりますが、ここにきてすぐのころに老いた乳母を喪いました。七十二歳でした。長く悼み続
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け、いまも気持ちが落ち着きません。寓居するところの官亭［臨
り ん

皐
こ う

亭
て い

］は、大
た い

江
こ う

が迫るのを見下ろし、

ほとんど部屋の真下にあります。江上に雲が湧いて天に接し、草鞋
わ ら じ

のような小さな舟が山のような浪

の中を上下します。客人がきても、なんだかんだといって不在を決め込み、届けられる手紙類は山のよ

うにありますが、どれにも返事をしておりません。こうしていると、まことに佳
よ

ろしく、生まれてからこれほど快

適なことはありません。このことを知ってからは憂いを免れております。近頃、文
ぶ ん

務
む

光
こ う

君がそちらに向か

いましたので、皆様への手紙を託しました。ただ、そちらに到着するのはかなり遅くなるでありましょう。お会

いする縁はまだまだありませんが、ただ万万自愛されますように。 

【補足】［（1）味わい深い手紙である。郷里の人であるので、気を許して自然体で記

したのだろう。（2）文
ぶん

務
む

光
こう

が父の棺を船に載せて郷里へと向かったことは作品番号

06-1-055で見ている。蘇軾もやはり父の棺を携えて帰郷したことがあるので、旅の困

難をよく知っているのだろう］ 

 

■【06-1-085】次韻子由病酒肺疾発 

【解題】弟が酒のために肺の疾
やまい

を発したことを詩に詠んだので次韻した。 

 

【訳文】 

思い出すに、 

君は若かったときにも肺を病み、 

座っていても、臥せっていても、疲れ切って、 

一日中ぜいぜいと、 

風雨の通り過ぎるような苦しい息をしていた。 

陽
よ う

の気
き

が虚しく浮
う わ

ついて漲
みなぎ

り、 

冷え切った気が下に落ちてしまった。 



第6章 赤壁の賦 

第 6 章：120 
 

家族は心配の余り、 

何も喉を通らないありさまだった。 

胃が強まると膜が突っ張って肺を害い、 

肺が膨らむと腹の方が圧迫されるというので、 

君は夕べに食事を取ることを禁じられ、 

夜中に腹をすかせて苦しんだ。 

君が何を食べても、 

三
さ ん

彭
ぼ う

［身中の三神］が勝手に食ったり噛んだりするだけだし、 

どのような手当てをしても、 

二
に

豎
じ ゅ

［二種の病のもと］はどうしても出て行かなかった。 

ついに、真に効く薬を得て、 

その効き目は、初めは雪の花のような小ささだったものが、 

次第に大きな珠のようになって、 

垣根を隔てて、君がうんうんと三度むせぶ声が聞こえると、 

それからは長かった病が失せて、 

君の身中で陰と陽が調和するようになった。 

…… 

今回もまたいずれ君は回復して、 

ともに遠く遊んで詩を賦そうではないか、 

そのときは仙
せ ん

語
ご

［道教の特殊用語］は一切用いないことにしよう。 

【補足】［（1）訳者が非常に頼りにしている岩垂憲徳・釈清潭・久保天随訳解『蘇東

坡詩集』（1927年）には、この詩に対して、「此の篇は仙書と医書に精通する者にあら

ざれば、真意を解することを能
あた

わず」と記してあり、私ごときにはチンプンカンプン
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で、前半はひどい「ずっぽ訳」である上に、後半で一部を省略した。末句で「仙
せん

語
ご

は

一切用いないようにしよう」とあるのは、それとは正反対の詩を詠んでしまっている

ことへの笑いであろう。（2）弟への詩は、真情を詠んだしみじみとした作品が多い一

方で、この詩のように超絶的に難解な詩も少なくない。どちらにしても、弟ならわか

ってくれると、思う存分作ったのだろう］ 

 

■【06-1-086】鉄拄杖、并叙 

【解題】鉄
てつ

拄
ちゅ

杖
じょう

［鉄製の杖］について詠んだ詩。序文がある。 

 

【訳文】 

叙 

柳
り ゅ う

真
し ん

齢
れ い

、字
あざな

は安
あ ん

期
き

は閩
び ん

の人である。家に鉄
て つ

拄
ち ゅ

杖
じ ょ う

が伝わり宝としていた。榔
ろ う

栗
り つ

木
ぼ く

［ヤシの類］のような

形状で、突起や節があり、中は空洞で簧
こ う

［笛のリードのようなもの］があって歩み行くといささか共鳴す

る。柳真齢がいうには、これは浙
せ つ

中
ちゅう

で得たもので、伝承によると、唐
と う

の終わりに王
お う

審
し ん

知
ち

が銭
せ ん

鏐
り ゅ う

［呉
ご

越
え つ

国
こ く

を興した人物］に贈ったもので、銭鏐はある僧にこれを賜った。たまたま柳
り ゅ う

家
け

が得て私に贈ってくれ

た。その謝礼にこの詩を作った。 

 

柳
り ゅ う

公
こ う

［柳真齢］の手の中にあるのは、 

黒く滑らかな蛇なのか、 

老いて千年を経た節だらけの根なのか。 

たちまちガランガランと甲
かぶと

を叩くような音、 

まわりの者は驚いてよくよく見直し、 

それは鉄であったと知るのである。 
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その腹中には簧
こ う

が含まれているのか、 

細い泉のような声がし、 

石を突くと火がほとばしり、 

星が裂けて飛ぶかのようだ。 

公はいう、 

「この物は老いて神が宿りまして、 

 昔、閩
び ん

王
お う

が呉
ご

越
え つ

王
お う

に贈ってから、 

 流落して幾人の手に渡ったのやら。 

 こうして見ますと、 

 物の変滅とは春の雪のようでありますな」 

公は突然、 

「これを貴君に贈ろう」 

と、いう。 

果たしてその意
こころ

はどこにあるのだろうか。 

私の両脚はまだ衰えるがままに甘んじようとはしていない。 

ならば、この杖がかつてたどった跡を尋ねてみようではないか。 

まずは崆
こ う

峒
ど う

山
さ ん

［伝説上の仙山］にでも行ってみて、 

そこから洞
ど う

庭
て い

湖
こ

を渡って禹
う

穴
け つ

［古
いにしえ

の聖王の禹を葬ったところ］を探ってみようか。 

さらにはこの杖で藪を開いて、芝
し

菌
き ん

を採って仙薬を得たり、 

はたまたこの杖を鋭い錐として、虎を刺し、蛟
みずち

も蠍
さそ り

を突いてしまおうか。 

かくて旅より還って公に会えば、 

公はいまだに白髪もなく若 し々く、 

「かの鉄
てつ

君
く ん

［鉄拄杖］は変わりませんかな」 
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と、私に問うであろうから、 

私は鉄君を撫ぜながら我が旅を語りつつ、 

まんまと公の意
こころ

のままにしてやられたと悟るのである。 

【補足】［柳
りゅう

真
しん

齢
れい

は蘇軾好みの「異
い

人
じん

」であったのだろう。蘇軾が罪人となったこと

で、柳真齢のような者も容易に接近できるようになったのである］ 

 

■【06-1-087】西江月 

【解題】8月15日の中秋の名月を見て弟に寄せた詞。 

 

【訳文】 

世事一場大夢、［世上の事はひとつの大きな夢でしょうか］ 

人生幾度秋涼。［人生において、秋の涼しさにあえるのは幾
い く

度
た び

あるのでしょうか］ 

夜来風葉已鳴廊、［夜になって廊下に鳴るのは早くも風に落ち始めた葉］ 

看取眉頭鬢上。［季節の衰えは眉にも鬢にも看て取ることができます］ 

 

酒賤常愁客少、［ここは酒が安いのに、いつも残念なのは客人の少ないこと］ 

月明多被雲妨。［月は明るいのに、しばしば雲によって妨げられてしまいます］ 

中秋誰与共孤光、［中秋の日に、この孤高の光を誰とともに見るのでしょうか］ 

把盞淒然北望。［君は盞
さかずき

を手に寂しく北を望み見ていることでしょう］ 

【補足】［弟がいる筠
いん

州は兄のいる黄
こう

州のちょうど南に位置するのでこの詞の末句が

ある］ 

 

■【06-1-088】書蘇李詩後 
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【解題】黄
こう

州知事の陳
ちん

軾
しょく

が黄州を去ることになり、蘇軾は漢
かん

の時代の李
り

陵
りょう

が詠んだ

詩を書き、それに短文を添えて贈った。 

 

【訳文】 

これは李
り

陵
り ょ う

が蘇
そ

武
ぶ

に贈った詩である。 

私は陳
ち ん

軾
し ょ く

君のことはこれまで識
し

らなかった。黄州に謫
た く

居
き ょ

し、昔からの友人だったかのように頻繁に行き

来するようになった。 

ここに陳君が黄州を去ることになった。私は長らく詩を廃していて、この離別の懐
お も

い伝えることができな

い。そこで、古
いにしえ

の人が作った作品で意を尽くしているものをいろいろと観て、李陵が蘇武に贈った詩に

勝るものはないと知り、これを書いて贈ることにした。春秋時代に、三百六篇の詩はみな志を表したもの

であるとして、孔
こ う

子
し

は『詩
し

経
き ょ う

』を編んだのだが、孔子自身は詩を作らなかった。 

【補足】［（1）陳
ちん

軾
しょく

はあまり詩を作らない人だったのか、知事としての立場から控え

たのか、蘇軾との間で詠み合った詩は残っていない。送別に際しても、このような文

章を贈ったのだった。なお、李
り

陵
りょう

の詩は後世の偽作であるされ、蘇軾もそのように見

ていたが、それはそれとして送別の場にふさわしい作品として書いたのだろう。（2）

陳軾の後任は徐
じょ

大
だい

受
じゅ

［字
あざな

は君
くん

猷
ゆう

］で、蘇軾に対してやはりすこぶる好意的であったこ

とを後に見る］ 

 

■【06-1-089】与宝月大師 

【解題】成
せい

都
と

にいる宝
ほう

月
げつ

大
だい

師
し

［惟
い

簡
かん

］［→作品番号03-1-009など］に送った手紙。宝

月大師は同じ眉
び

山
ざん

県出身の同姓の親戚であり親友。文中にあるように翌年の一月に出

したものと思われるが、話の順序としてここで見ておく。 
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【訳文】 

近ごろ二通の手紙をお送りしましたが、届いておりますでしょうか。新たな年を迎えられて、遠く法
ほ う

体
た い

の康
こ う

勝
し ょ う

であらんことを想っております。お会いする縁がないのは残念でなりません。しばしば経
き ょ う

蔵
ぞ う

碑
ひ

の文章を

お求めでありますが、このごろは文章を作ることを断っており、もはやそのようなものは作ることはないと思っ

ておりました。ところが、先に遠くより丁寧なお手紙を頂戴し、さらには悟
ご

清
せ い

君が来られて日夜に督促し、

そのためついにこれを作って寄せることとなりました。罪に墜ちた者であるのを嫌うのでなければ、どうぞ石

に刻んでください。碑の文字は悟清君が文章を持って安
あ ん

州の滕
と う

元
げ ん

発
は つ

君に頼みに行ってくれたらよかろ

うかと思っていますが、それがうまくできますでしょうか。……［碑の作り方についていくつかの希望を記

す］……黄
こ う

州には何もお届けするようなものはありませんので、建
け ん

茶
ち ゃ

［有名な茶］のひとかたまりを添える

こととします。…… 

【補足】［（1）宝
ほう

月
げつ

大
だい

師
し

は、成
せい

都
と

の勝
しょう

相
そう

院
いん

に経典を納める建物を造り、それを記念す

る文章を蘇軾に依頼してきた。手紙だけでなく、弟子の悟
ご

清
せい

もきて頼まれたので、蘇

軾も書かないわけにはいかなかった。蘇軾は9月12日にそれを書いたことが後の文

章でわかるのだが、なぜかこの返書は翌年になってから出している。（2）滕
とう

元
げん

発
はつ

［滕
とう

甫
ほ

］の名は作品番号06-1-051で見ている。滕元発は作品番号06-1-093で見るように、

朝廷の中枢部にいる人々に嫌われて都からより遠くより小さな安
あん

州へと移動し、安州

が黄
こう

州の西隣であることから、揮毫を依頼するには都合がよかった］ 

 

■【06-1-090】勝相院経蔵記 

【解題】上の手紙で触れていた記念の文章。独特の文体で記された技巧的な文章で、

意味を掴むのが難しく、日本語に移すのはかなり困難であるので、ほんの数行だけを

訳す。勝
しょう

相
そう

院
いん

は成
せい

都
と

の大
だい

聖
しょう

慈
じ

寺
じ

にあって、もとは中
ちゅう

和
わ

院
いん

といい、後に勝相院の名を

賜り、仏典を納める大宝蔵を設けた。中和院の名は、唐
とう

の中
ちゅう

和
わ

年間に当時の皇帝が黄
こう
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巣
そう

の乱によって都長
ちょう

安
あん

を失って成都に逃れたことに由来する。 

 

【訳文】 

元
げ ん

豐
ほ う

三年、歳
と し

は庚
こ う

申
し ん

にあり、大
だ い

比
び

丘
く

惟
い

簡
か ん

、号
ご う

は宝
ほ う

月
げ つ

は幻の如き修行をして、三
さ ん

摩
ま

鉢
は つ

提
だ い

し、蜀
し ょ く

の成
せ い

都
と

の大
だ い

聖
せ い

慈
じ

寺
じ

、もとの中
ちゅう

和
わ

院
い ん

に……［以下、一句四字の文体で、経典を納める蔵を作ったことを述

べる］…… 

ここにもとは蜀
し ょ く

人
じ ん

の居
こ

士
じ

［蘇軾のこと］がいて、この比丘とは大きな縁があり、国を去って流浪して、長
ち ょ う

江
こ う

と淮
わ い

河
が

の間にあって、この比丘がこの仏事を為すことを聞き、……［以下、一句四字の文体で、こ

の記を書くことを述べ、さらに一句四字の文体で、この蔵を賛美する］…… 

 

■【06-1-091】自跋勝相院経蔵記 

【解題】上の文章に書き添えた跋文。 

 

【訳文】 

私は夜、宝
ほ う

月
げ つ

大
だ い

師
し

からこの文章を書くよう求められるのを夢に見た。目覚めるとすでに三
さ ん

鼓
こ

であった。

紙を引っ張り出して筆に任せ、一気にこれ書き上げた。 

元
げ ん

豊
ほ う

三年九月十二日四
し

鼓
こ

に書く。 

【補足】［三
さん

鼓
こ

、四
し

鼓
こ

とあるのは夜を五等分した時刻の測り方で、真夜中に起きて二

時間ほどで書き上げたことになる。まさに神技というべき速さであるが、蘇軾とって

は興が乗りさえすれば何でもないことであったのだろう］ 

 

■【06-1-092】中和勝相院記 

【解題】成
せい

都
と

の勝
しょう

相
そう

院
いん

について記した文章がもう一篇ある。これより 13 年前に父の
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喪に服して故郷に帰っていたときに書いたとの推測もあるが、ここで読んでおこう。 

 

【訳文】 

本来、仏
ほとけ

の道は成り難いものである。それについて聞くと、何ともすさまじいものだと思わずにはいられな

い。 

初めて仏の道を学んだ者［釈
し ゃ

迦
か

］は、深い山林に入り、荊
いばら

や毒蛇を踏み、裸体に霜や雪を被り、我

が肉体を裂いて焼いたり煮たりして虎や鳥や虫に食べさせもした。そのような苦しく辛いことを百千万億

年も続けて後に仏の道は成ったのである。 

そこまではできない者でも、家族と絶縁し、麻の布をまとい、草木の実を食べ、日中は薪や水を運んだ

り糞
ふ ん

便
べ ん

の掃除をするなどの労働をし、夜には火を焚き、香を薫じてその師に仕えた。その身をもっぱら痛

めつけ、自身の思いを口にすることは厳格に禁じられた。これはごく一部を述べだけで、詳細はとても書

ききれない。生涯このようにしてようやく出家して沙
さ

門
も ん

比
び

丘
く

の一員になれたのである。 

僧は農耕をせずに食べていられるとはいうものの、その労苦と人から卑しめられることでは、農工に携

わる者の遠く及ぶところではない。その利害を計るなら、庶民が喜び楽しんで為すようなものではないの

だ。ところが、いまでは家を棄て、衣服を毀
こ ぼ

ち、毛髪を損なう者が多いのはどうしてなのか。仏の道が安

直で簡便であるとでも思っているのだろうか。 

寒さの中で耕し、暑さのもとで草刈りをし、官に徴集されて労働するのは、庶民の患い苦しむところであ

る。私はそれを全て免れている。私は仏教を知ろうとして、師に尋ねたところ、「戒
か い

」とは、まだもののわか

っていない凡人のために設けられたものであると。ならば、私は何を用いたらよいのかというと、患うとこ

ろのものを削るのだと。しかし、自分にとってよいことばかりを取ろうとしてもそれはできるものではない。よい

評判ばかりを求めるだけになってしまうのではなかろうか。 

荒唐無稽な説を正し、堂上で自由自在に問答をする人を長老という。私はかつて長老の語ったこと

を研究してみたが、そのほとんどが理解できなかった。「械
か い

を設けて敵に応じる」「形を匿
か く

して敗
は い

に備える」
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「窘
ゆきづま

ったなら広い水に墮
お

ちよ、捉えられないだろう」。このような類である。 

私は四方を旅して、このようなおかしな説を繰り返し聞いて困り果て、それから逃れようとして袋小路に閉

じ込められてしまった。長老たちは往往にして顔を真っ赤にして説き、仏の道が成ったかのように言うの

だが、かえって間違っているように思えてしまう。そこで、私は笑って、「これが外
げ

道
ど う

の魔
ま

人
じ ん

［仏道の妨げを

なす者］なのか」とつぶやくである。 

これほどまでに私は僧を慢
ま ん

侮
ぶ

し、信じていないのである。 

ところが、いま宝
ほ う

月
げ つ

大
だ い

師
し

惟
い

簡
か ん

は、その居るところの寺院の本末について文章に記すよう私に求めてき

た。全くのお門違いではないだろうか。 

しかしながら、私は昔初めて成
せ い

都
と

に遊んだときに、文
ぶ ん

雅
が

大
だ い

師
し

惟
い

度
ど

に会った。度量が大きく、純朴で愛

すべき人柄であった。唐代の終わりから五代の時代について詳しく、史書には載っていないことをいろ

いろと話してくれた。惟度とはそれから深く付き合うようになった。惟簡はその同門の友である。惟簡の人

となりは、緻密で明敏なところは他の人の及ぶものではなく、仏に仕えることでは衆人と等しくまことに謹

厳である。私は惟度、惟簡の二僧と非常に親しくしてきた。 

この寺院には、唐
と う

の僖
き

宗
そ う

皇帝と、皇帝に仕えた文官、武官七十五人の像がある。僖宗皇帝が都を

失って成都に逃げ、いまにも唐が亡びようとして、しかしまだ滅亡はしなかったことを想うと、深い感慨を

覚えて嘆息せずにはいられない。その画はまことに精妙で、称賛に値するものであることから、特にここ

に記しておく。 

この寺院に最初に居たのは長安の人、広
こ う

寂
じ ゃ く

大
だ い

師
し

希
き

讓
じ ょ う

であった。それから伝わること六世で惟度と惟

簡に至った。惟簡の姓は蘇
そ

氏、眉
び

山の人で、私の遠い親類である。惟簡はいまの院の主
あるじ

であり、惟

度はすでに亡くなった。 

【補足】［（1）蘇軾の別の文章には、「宝
ほう

月
げつ

大
だい

師
し

惟
い

簡
かん

は、字
あざな

は宗
そう

古
こ

、姓は蘇
そ

氏、眉
び

州眉
び

山
ざん

県の人である。私にとっては同世代の遠い親族である。9 歳で成
せい

都
と

の中
ちゅう

和
わ

院
いん

の慧
けい

悟
ご

大
だい

師
し

に仕え、19 歳で得度し、29 歳で紫の袈裟を賜り、36 歳で大師号を賜った」とあ
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る。（2）この文章では、蘇軾は現在の仏教者のあり方を厳しく批判している。これま

で蘇軾は幾人もの僧侶と親しくしてきたし、とりわけ黄
こう

州に流されて自身を一新しよ

うとしたときに仏教を一つの指針としたのであるから、かなり意外な感じがする。し

かし、仏教そのものを批判しているのではない。仏教は個々人を救済することはでき

るのかも知れないが、社会を救済するものではないとするのが儒学者の伝統的な捉え

方で、唐
とう

の韓
かん

愈
ゆ

などはその観点から仏教を全面的に否定した。蘇軾は遥かに柔軟であ

るが、堕落した仏教者は許すことができず、大寺院で小難しいことを言う「長老」よ

りも、
どん

公
こう

のような「異
い

人
じん

」をよしとしたのだろう［→作品番号 06-1-008］。そして、

惟度や惟簡は「異人」側の僧であると蘇軾は見ていたのだろう） 

 

■【06-1-093】与滕達道 

【解題】滕
とう

元
げん

発
はつ

［滕
とう

甫
ほ

、字
あざな

は達
たっ

道
どう

］［→作品番号06-1-051］に送った手紙。滕元発の

任地が変わったことを報せてきたことへの返事である。 

 

【訳文】 

罪によって廃された余りかすの身でありますから、門を閉ざし、誤りを省みて、人との交わりを断っておりま

す。しばらく御無沙汰いたしておりますのは、怠慢のためではありません。弟が来まして貴君の動静を詳

しく知り、あたかもお目にかかったかのような気がしました。安
あ ん

州知事としてすでに移られたと、お手紙を

得て知りました。……赴任に当たって黄
こ う

州の近くを通られることを知らずにおりまして、わかったのはすで

に去った後のことで、はなはだ残念に思っております。…… 

【補足】［安
あん

州は黄
こう

州の西隣であるので、移動の際に会えたのではないかと残念がっ

たのだが、現在の朝廷から嫌われている二人が顔を合わせるのは穏やかではないと、

滕
とう

元
げん

発
はつ

は判断して、蘇軾に知らせずに通過したのではないだろうか］ 
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■【06-1-094】商君功罪 

【解題】後に見るように岐
き

亭
てい

の役人である胡
こ

定
てい

之
し

が蔵書家で、蘇軾に自由に書物を貸

してくれた［→作品番号06-1-103］。公務から離れた蘇軾は、自分のための読書に好き

なだけ時間を使うことができた。これは、戦国時代の遊説家の言説を集めた『戦
せん

国
ごく

策
さく

』という史書を読んで、商
しょう

鞅
おう

の功罪について論じた短文。商鞅は紀元前356年、秦
しん

の孝
こう

公
こう

のもとで、法家の思想に基づいて国政改革に取り組み、新しい法を作って猛然

とそれを推進した。それによって秦の国力は一気に強まり、後に始
し

皇
こう

帝
てい

が天下統一を

果たす基盤が作られたのだが、法の過酷さと商鞅の強引なやり方を嫌う民衆や旧勢力

に憎まれ、商鞅は無残に殺されてしまった。 

 

【訳文】 

商
し ょ う

鞅
お う

の法は、民衆の本業としては農に務めさせ、公
おおやけ

のために戦うときには勇敢に、しかし私的な争い

ごとにおいては臆病にさせ、食を足らせ、兵を強くし、帝業［天下統一］を成そうとするものであった。民

は法によって縛られ、刑を見て徳を見ず、利を知って義を知らず、ついに秦
し ん

はそれによって亡んでしまっ

た。つまり、秦の帝業を成したのは商鞅であり、秦を滅ぼしたのも商鞅であったのだ。商鞅の生涯にお

いて、民衆の上に君臨をする福を得たのは、帝業の功に報いるものとして十分であった。そして、車裂

きの禍
わざわい

を受けたのは、秦を滅ぼした罰の償いとしては僅かなものであった。そのようになったのは理
ことわり

とし

ても歴史の勢いからしても自然なことであって、何ら怪しむに足りないのである。後の君子で、商鞅の

罪があってしかし商鞅の功はなく、それでいて、商鞅の福を受けながら商鞅の禍をまだ受けていない者

がいたりしないだろうか。私はそのことを懼
お そ

れる。 

元
げ ん

豐
ほ う

三年九月十五日、『戦
せ ん

国
ご く

策
さ く

』を読んで書く。 

【補足】［（1）一読してわかるように、蘇軾は、商
しょう

鞅
おう

の改革に現在の新法による改革
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を重ね合わせてこの感想を書いたのである。（2）作品番号06-1-009で見た李
り

斯
し

は、商

鞅の考えを継承して始
し

皇
こう

帝
てい

に仕えた人。国を強くした功績は大きかったが、やはり最

期をよくしなかったのは同じである］ 

 

■【06-1-095】書南史盧度伝 

【解題】これは『南
なん

史
し

』という史書を読んでのメモ。『南史』は南北朝時代の南朝の

宋
そう

、斉
さい

、梁
りょう

、陳
ちん

の4王朝の歴史をひとまとめにした書物。 

 

【訳文】 

私は若い頃から殺生を喜ばなかった。しかし、それをやめることはできなかった。近頃はようやく猪
ぶ た

や羊を

殺さないですむようになったが、根っからの蟹好き、貝好きであることから、それらの殺生はまだやめられ

なかった。 

去年罪を得て獄に下り、始めは死を免れないと思い、それから脱することができて、一切のものをもう殺

さないようにしようと考えた。蟹や貝が食事に供されると、皆を川の水に放つことにした。いまさら水に入

れたところで、ほとんど活きる道理がないのはわかっているのだが、それでも万に一つでもぜひ活かした

いと願うのだ。そしてどうしても活きなかったときには、いよいよ煮て食べるのである。活かすことで何か望

みを得ようというのではない。私自身が経た患難は、鶏や鴨が厨房に置かれるのに何ら異なるところ

がなく、それを食べて自分の腹を満たすことがどうにも忍び難いのである。生
せ い

あるものにひどい恐怖や

苦痛を与えたくないだけだ。それでも、私は残念ながら生き物の味を忘れることはできないので、自ずと

死んだものは食べている。 

『南
な ん

史
し

』の「隠逸伝」にこのようにある。 

「始
し

興
こ う

の人で盧
ろ

度
ど

、字
あざな

は彦
げ ん

章
し ょ う

は、道術を修めた。若いときは張
ち ょ う

永
え い

に従って北の魏
ぎ

朝との戦争に出た

のだが、張永は敗れ、魏人に激しく追われ、淮
わ い

河
が

まできてそこを渡ることができなかった。盧度はそこでこ
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のように誓った。『もしも死を免れたならば、これからは一切の殺生をしません』。するとたちまち二枚の楯

が流れてきたので、それをつなぎ合わせて川を渡ることができた。後に廬
ろ

陵
り ょ う

郡の西
せ い

昌
し ょ う

県にある三
さ ん

顧
こ

山
ざ ん

に隠れ住み、鳥獣とともに暮らした。夜に鹿が壁を叩くと、盧度は『壁を壊さないでくれたまえ』といい、

鹿はその声に応じて去った。家の前には池があって、魚を養い、それぞれに名前を付けて呼び、餌を与

えた。かねてからいつ死ぬかを知っていて、ついに寿命をもって終えた」 

たまたまこの部分を読んで、自分とほぼ似ていると思い、ここに書きとめた。 

【補足】［ここで思い起こすのは、蘇軾の母が庭に来る鳥を殺すことなく大切にした

話である［→作品番号 01-2-017］。母の影響を受け、なるべくなら殺生はしないという

気持ちが育まれていったのだろうか］ 

 

■【06-1-096】与朱康叔書 

【解題】鄂
がく

州知事の朱
しゅ

寿
じゅ

昌
しょう

［字
あざな

は康
こう

叔
しゅく

］［→作品番号06-1-068］に宛てた手紙。ここ

では唐
とう

の李
り

肇
ちょう

が編集した『国
こく

史
し

補
ほ

』を読んでの感想を記している。 

 

【訳文】 

今日はたまたま『国
こ く

史
し

補
ほ

』を読み、杜
と

羔
こ う

の事を見て、貴君とすこぶる似ているのを知り、嘆息してやみま

せん。それについて記して貴君にお寄せします。どうかほかの人には見せませように、恐らく嫌う人もいる

でしょうから。…… 

杜羔はもとより純真な人で、その父は河
か

北
ほ く

の役人としてその地で死に、母は兵乱を経て行方知らずと

なってしまいました。杜羔は従兄の杜
と

兼
け ん

のもとに身を寄せ、杜兼は沢
た く

潞
ろ

判
は ん

官
が ん

として、私邸において罪

人の取り調べを行っていましたが、ある老婆が尋問を受け、杜兼が出入りするのを見て、ひそかに「あ

の少年は面差しが私の夫に似ているようだ」と人に語りました。それで調べてみると、杜羔の母であると

わかり、杜羔は家に迎えました。さらに杜羔は父の墓を探そうとしましたが、ゆかりのある村の老人たちは
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すでにいなくなっていて、墓の所在はわかりませんでした。ある仏寺に泊まり、日夜泣きながら父の墓を

求めていると、たまたま煤けた柱に数行の字が隠れているのに気づき、煤を払ってよく視ると、それは亡

き父の書いたもので、「我が子孫がもしも我が墓を探しにきたならば、某という家に問うがよい」とありまし

た。杜羔がその家に行ってみると、八十余りの老人がいて、岡の上の高まりがそれであると教えてくれた

のでした。それによって杜羔は改めて父を葬ることはできたのです。杜羔の官は工
こ う

部
ぶ

尚
し ょ う

書
し ょ

に至って引退

しました。 

このことは唐
と う

の李
り

肇
ち ょ う

の『国
こ く

史
し

補
ほ

』にあって、ちかごろたまたまこの書を見て、すこぶる貴君と似ていると感

じ入り、よって書いたものである。 

元
げ ん

豊
ほ う

三年九月二十五日記。 

【補足】［（1）人には見せないようにと記してあった後の省略したところに、武
ぶ

昌
しょう

県

知事の江
こう

綖
えん

［→作品番号06-1-045］の名があって、事情はわからないが朱
しゅ

寿
じゅ

昌
しょう

と江綖

の関係には微妙なところがあったようだ。（2）また、省略したところに、章
しょう

◆
ほう

［字
あざな

は質
しつ

夫
ふ

］［◆は次の下に呆という字］［→作品番号05-4-001］が間もなく武昌にくるこ

とも記されている。（3）都では9月27日に文
ぶん

彦
げん

博
はく

［→作品番号5-5-014］が太
たい

尉
い

の称

号を受け、蘇軾は祝賀する文章を書いて贈っている］ 

 

■【06-1-097】答畢仲挙書 

【解題】畢
ひつ

仲
ちゅう

挙
きょ

への返書。この手紙によると、畢仲挙とはかねてからの知り合いであ

ったようだが、どのような人物でどのような関係があったのかはわからない。手紙か

ら推測するに、畢仲挙は地方の知事クラスの職にあって、蘇軾が黄
こう

州に流されたと聞

き、仏教に帰依することで苦しみから脱却できるであろうとアドバイスしたようであ

る。これは味わい深い手紙なのだが、残念ながら訳者の力ではその魅力の百分の一も

引き出すことができない。特に末尾の20字余りはひどい誤訳なることを避けて割愛
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した。この訳文を見て興味を覚えた方は、原文を味読していただきたい。 

 

【訳文】 

お別れしてからたちまち十年余り、この愚かなぽんこつ男でありますから、もとより貴君の友人にはとても

なれませんのに、思いもよらぬことになお御記憶に留めおかれて、遠くより曲げてお手紙をくださり、はな

はだ有難く思っております。まずは貴君の御佳勝を審
つまび

らかにし喜んでおります。 

貴君の任地である羅
ら

山
ざ ん

は善い土地柄であることでよく知られ、風土病の恐れもなく、四季は穏やかで

あります。貴君は失うようなものはなく、朝廷の恩寵を蒙り、しかも得
と く

喪
そ う

［世俗の利害］を忘れておられま

すのは、まさに天の恵みを得ているといえるでありましょう。 

私は長者の教えを用いなかったために罪に触れてしまいました。禍福というものは自ら避けたり得たりで

きるものではなく、己の巧拙によるものでもないのでありましょう。黄
こ う

州は大河に面し、山を帯び、耳目の

好むところに適い、暮らしに必要なものを整えるのは難しくありません。早く寝て遅く起きて、禍福というも

のは果たしてどこにあるのかも知らずに過ごすことができています。 

たまたま『戦
せ ん

国
ご く

策
さ く

』を読んでいましたところ、顔
が ん

蠋
し ょ く

が「晩
お く

れて食べることで肉の代わりにする」と語ったのを

見て、ふっと笑ってしまいました。顔蠋は巧みに貧乏暮らしをする者であったのでしょう。菜でも雑穀でも、

腹をうんとすかせてから食べるなら、その味はいわゆる「八
は ち

珍
ち ん

」［天下の珍味］に等しいものがありましょ

う。すでに腹がぱんぱんに膨らんでいたなら、どのような御馳走を並べられても、早く目の前から持ち去

ってほしいと思うだけです。うまいかまずいかは実は己にあって、物にあるわけではないのです。 

貴君がお示しくださいました、仏書を読むことと、薬を作って人を救うことの二事は、閑居の身へのはな

はだ厚い賜りものであります。私もかねてより仏書は看
み

ておりますが、いつも暗く塞がれて妙処に通じるこ

とができずにいます。独り粗く浅くわかるところの説を仮に作って、自らそれを何度も吟味し直していま

す。譬えるならば、農夫が草取りをするようなもので、取っても取ってもたちまちまた生えてきてしまうので一

見すると無益なようですけれども、取らないよりはよいのであります。 
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世間の君子で、超然と悟ったとかいう者のことは私は理解できません。かつて陳
ち ん

襄
じ ょ う

君とよく禅について

論じたことがありました。陳襄君は自分ではすっかりわかったと考えていて、私のいうところは浅く陋
せ ま

いとい

っていました。その一方で、私は陳襄君に次のようにいったことがあります。「貴君が談じているのは、譬

えれば、竜の肉を食らうことで、私が学んでいるのは豚の肉を食らうことです。竜と豚では月とすっぽん

の開きがあります。しかしながら、貴君はいつも竜の肉を食らうことを説いているばかりで、私はときには

実際に豚の肉をおいしく食べて満腹になっています。とすると、どちらがどちらに及ばないのでありましょう

か」 

貴君が仏書から得ているのは果たしてどのようなことでありましょうか。生死の境から出る、あるいは小

乗、中乗、大乗の三つの差異を超える、あるいはついに仏となることなどでありましょうか。そもそも貴君

はなお我らのような者とともに浮き沈みのなかにおられるのでしょうか。仏教や道教を学ぶ者は、「静
せ い

」と

「達
た つ

」［悟り］を期す者であるのでしょう。「静
せ い

」は「懶
ら ん

」［怠け］に似て、「達
た つ

」は「放
ほ う

」［放縦］に似ています。

学びつつあって、まだ期するところに至っていないのに、それより先にその似たところを得てしまったので

は、害なしとはいえないのではないでしょう。私は常にそのことを疑っています。それで私の思うところを書

いてみました。 

お手紙には、「世にあって平穏で無病であることを得て、粗衣でありながらも食
し ょ く

が足りて、人を無実の

罪に陥れたりしないのなら、それで十分であろう」と、書かれていましたが、全くもってその通りで、感嘆し

てやみません。…… 

【補足】［（1）この手紙でも『戦
せん

国
ごく

策
さく

』［→作品番号06-1-094］を読んでいると記して

いる。顔
がん

蠋
しょく

については蘇軾が別に文章を書いているので、次の項目でそれを見ておこ

う。（2）陳
ちん

襄
じょう

は蘇軾が杭
こう

州にいたときに知事であった人［→作品番号04-1-052］。二

人は非常に良好な関係にあったので、このような皮肉ともいえるようなことも蘇軾は

面と向かっていえたのだろう。もしかすると、実話というよりはそれなりに脚色され

ているのかもしれない。（3）仏教や道教において瞬時に何かを悟るような話がよくあ
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るが、それに対して蘇軾は極めて懐疑的であった。蘇軾は直観的に理解することと、

膨大な知識をベースに帰納的に理解することの両者がなければならないと考えてい

て、むしろ後者に重きを置いたかたちでの両立を重視していたようだ］ 

 

■【06-1-098】顔蠋巧於安貧 

【解題】上の手紙で言及していた顔
がん

蠋
しょく

について記した短文。執筆の時期はこれより

15年ほど後と推測されている。前半は『戦
せん

国
ごく

策
さく

』からの引用で、後半が蘇軾の感想で

ある。 

 

【訳文】 

顔
が ん

蠋
し ょ く

がもしも仕えてくれるのなら、食事には常に御馳走を揃え、送り迎えには車を用意し、家族には美

しい衣服を与えようと、斉
せ い

王
お う

は約束した。しかし、顔蠋は辞退して斉王のもとを去ろうとし、このようにいっ

た。 

「玉
ぎ ょ く

は山に生じます。その形を整え、磨きあげると、もとの姿は破壊されてしまいます。成形された宝玉は

貴ばれないわけではありませんが、もとの大きく完全であったものはなくなってしまっています。士
し

は野に

生まれます。君主に推されて選ばれると、士は禄を得ることができます。そうなれば人から貴ばれないわ

けではありませんが、身体も精神ももとの完全なものではなくなってしまいます。私をどうか帰らせてくださ

い。帰ったならば、腹をすかせて晩
お く

れて食べることで肉に代え、ゆるゆると歩くことで車に代え、罪のな

いことをもって貴くなることに代え、清く静かに、節
せ つ

をもって正しく生きることを自分の楽しみといたします」 

 

嗟乎
あ あ

、戦国時代において魯
ろ

仲
ちゅう

連
れ ん

や顔蠋ほどの賢者はいなかった。しかし、その二人にしても道
み ち

［最も

大切な道理］がわかっていたわけでではなかった。顔蠋が、晩
お く

れて食べることで肉に代え、歩くことで

車に代えるといったのは、いまだにその心が肉や車にひかれていたからに違いない。晩
お く

れて食べること
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で自ずからうまくなり、ゆるゆると歩くことで自ずから快適になる。そのうまさと快適さが取れればそれで十

分ではないのか。どうしてわざわざ肉に代えるだの、車に代えるだのというのだろうか。 

顔蠋は貧しく暮らすことに巧みであったというべきであろう。腹がすく前に食べれば、いわゆる「八
は ち

珍
ち ん

」でも

草や木を噛むようなものだ。草や木を「八珍」にするには、晩
お く

れて食べればよいだけである。顔蠋はもと

より巧みであった。私は長く貧乏を続けているわけではないので、顔蠋のように巧みにはなれない。 

【補足】［（1）魯
ろ

仲
ちゅう

連
れん

は非常に優れた遊説家であったが、特定に君主に仕えることは

しなかった。（2）顔
がん

蠋
しょく

についての考察は、先の手紙よりも一段深まっている。顔蠋は

巧みであっただけで、真に大切なところにはなお至っていないと、ここではいってい

る。最後の一文はよく吟味しなければいけない。これを書いたとき、蘇軾は黄
こう

州に流

されたときよりもさらに重い罪で処分されて遥かに遠い地に流されていた。蘇軾は顔

蠋の巧みさを真似する気はもとよりないけれど、貧乏暮らしがまだ短いから、その巧

みさもまだできないと、この文章ではいっている。その裏には、さらに長く貧乏暮ら

しを続けるならば、顔蠋を超えて真に求めるところに達するであろうという希望ない

し自負があるのだろう。流されたことを悲嘆するのではなく、さらなる飛躍がこの先

にあると前向きに考えているのである。そのころの日々は第11章で見ることにな

る］ 

 

■【06-1-099】与章質夫 

【解題】先に武
ぶ

昌
しょう

県に間もなく来るとあった章
しょう

質
しつ

夫
ふ

［→作品番号06-1-096］とは会う

ことができなかった。そのことを記した手紙。 

 

【訳文】 

武
ぶ

昌
し ょ う

で再会を果たすことができず、いまに至っても残念でなりません。お手紙でわざわざお別れの言
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葉を伝えてくださり、感服してやみません。来年は任を終えられるとのこと、また長
ち ょ う

江
こ う

を過
よ ぎ

られるときにお

会いできればと思っています。鼎
て い

州の桃
と う

源
げ ん

県のあたりに行かれましたら、きっとさまざまな遺跡をお訪ね

になることでしょう。鼎州、澧
れ い

州にはもとより佳
よ

いところがたくさんあります。『新
し ん

唐
と う

書
じ ょ

』によると、劉
り ゅ う

禹
う

錫
し ゃ く

がそ

の地で民間から採取して作った『竹
ち く

枝
し

詞
し

』は、その後も武
ぶ

陵
り ょ う

の土地の人が歌っているとありますが、果

たしていまはどうなのでしょうか。もしもそうでありましたら、蘇
そ

君や秀
し ゅ う

君によってその歌声を伝え聞かせても

らうことができないでしょうか。ああ、かつて徐
じ ょ

州の駅舎でお二人の歌声を聞いたのは夢の中の出来

事であったかのように思えます。 

【補足】［最後に、蘇
そ

君と秀
しゅう

君とあるのは、章
しょう

質
しつ

夫
ふ

のところにいる歌妓であるとい

う。作品番号06-1-054でも触れたように、士
し

大
たい

夫
ふ

のもとには往々にして技芸をもって

主人に仕える女性がいた。主人と特別な関係にあるのでなければ、譲渡や売買の対象

となって仕える相手が変わる不安定で厳しい身の上であった］ 

 

■【06-1-100】太守徐君猷、通守孟亨之、皆不飲酒、以詩戯之 

【解題】10月、新たに黄
こう

州知事となった徐
じょ

大
だい

受
じゅ

［字
あざな

は君
くん

猷
ゆう

］らの宴席で詠んだ詩。

詩の題は「知事の徐大受も副知事の孟
もう

震
しん

［字
あざな

は亨
こう

之
し

］も皆が酒を飲まないので戯れに

詩を作った」。「酒を飲まない」とあるのは、下戸で飲めないとするのが一つの解釈で

あるが、お上からの経費節減の号令に従って飲酒を自粛していたとする解釈もある。

なお、この詩はこれより1年後の作であるとする考証もあるが、ここで読んでおこ

う。実は徐大受のもとには多数の女性がいたことは後に見ることになる。 

 

【訳文】 

昔むかしの孟
も う

嘉
か

と徐
じ ょ

邈
げ い

は大酒飲みだった。 

孟嘉は、当代の姦雄の嘲笑をさらりとかわし、 
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徐邈は、当代の姦雄を冗談で煙に巻いた。 

ところが、孟嘉、徐邈の子孫というべき知事も副知事も酒の興趣を知らず、 

ここでは私だけが孟嘉、徐邈の仲間である。 

孟嘉の風流［ものに捉われない振る舞い］は高
こ う

人
じ ん

［高い道義を具えた人］が識
し

り、 

徐邈の通
つ う

介
か い

［斜に構えた言動］は薄っぺらな世俗に受けるものではない。 

孟嘉と徐邈の霊がここにいるなら笑っていうであろう、 

「我等の子孫どもは独り醒めた目で時勢を見ておるわい」 

【補足】［孟
もう

副知事と徐
じょ

知事の縁で同姓の孟
もう

嘉
か

と徐
じょ

邈
げい

を引いて即興の詩を作り、皆を

楽しませたのだろう。孟嘉が重
ちょう

陽
よう

の節句で帽子を飛ばされ、当時の権力者の桓
かん

温
おん

の嘲

笑をさらりとかわしたことは、これまでに何度か見ている［→作品番号05-3-061な

ど］。徐邈は三国時代の魏
ぎ

の人で、当時の権力者の曹
そう

操
そう

に対して阿
おもね

らずにひねった言

辞を吐いた。知事と副知事は酒は飲まないけれど、脱俗、反骨の精神は受け継いでい

るというのだ。なお、先に見た『赤
せき

壁
へき

の記』［→作品番号06-1-082］に「徐邈とは別

人」というのがあったが、こちらが本家の徐邈である］ 

 

■【06-1-101】菩薩泉銘 

【補足】李
り

常
じょう

［字
あざな

は公
こう

択
たく

］［→作品番号06-1-043］が淮
わい

南
なん

西
せい

路
ろ

の役人となり、職務を

帯びて黄
こう

州に来た。仕事の合間に蘇軾とともに西
せい

山
ざん

寺
じ

［→作品番号06-1-046］に遊ん

だことがこの文章から知れる。 

 

【訳文】 

晋
し ん

の時代の陶
と う

侃
か ん

［陶
と う

淵
え ん

明
め い

の曽祖父］が広
こ う

州の長官であったとき、夜になると川の上に怪しい光が現

れるのを漁師が見て、陶侃に報
し ら

せた。陶侃が光のもとを調べさせると金の像が見つかった。そこに刻
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まれた文字に、天
て ん

竺
じ く

の阿
あ

育
い く

王
お う

が鑄
い

た文
も ん

殊
じ ゅ

菩
ぼ

薩
さ つ

の像とあった。そこで武
ぶ

昌
し ょ う

の寒
か ん

溪
け い

寺
じ

に納めた。陶侃

は荊
け い

州に移るに際して、その像を持って行こうとしたが、人の力では動かすことができなかった。三十頭

の牛を連ねて車を曳いて船にまで運んだ。ところが船に載せると、船が覆って沈んでしまった。そこで、

寒溪寺にまた戻した。 

その後、恵
え

遠
お ん

法
ほ う

師
し

が廬
ろ

山
ざ ん

にその像を迎えた。そのときは何のさわりもなかった。廬山において二人の僧

がそれを守り続けたのだが、唐
と う

の武
ぶ

宗
そ う

の時代に天下の仏寺を破壊するよう命令が下り、二人の僧は

像を錦
き ん

繍
し ゅ う

谷
こ く

に隠した。仏教がまた許されるようになってからその像を探したが見つからなかった。しかし、

谷の中には今でも時々光が射し、峨
が

眉
び

山
さ ん

や五
ご

台
だ い

山
さ ん

のような姿が浮かび上がるという。 

恵遠法師に関する文集に載せられている張
ち ょ う

文
ぶ ん

逸
い つ

の文や山中の父老が語り伝えるところは以上の通

りである。 

現在では寒
か ん

溪
け い

から西に数百歩ほどのところに西
せ い

山
ざ ん

寺
じ

があり、岩穴から泉が湧き出している。水は澄

んでいて甘く、菩
ぼ

薩
さ つ

泉
せ ん

と名付けられている。人々はその由来を知らない。 

建
け ん

昌
し ょ う

の李
り

常
じ ょ う

が菩薩泉に来て、「ここは昔、文殊菩薩像が置かれていたところではないのだろうか」と

いい、そのことを銘に刻むよう私に勧めた。 

【補足】［（1）銘の本文の訳は割愛する。（2）晋
しん

の時代の陶
とう

侃
かん

の名は作品番号06-1-066

にもあった］ 

 

■【06-1-102】記公択天柱分桃 

【解題】これは李
り

常
じょう

［字
あざな

は公
こう

択
たく

］が黄
こう

州に来る前にあったことを語ったのを記録し

た文章。 

 

【訳文】 

李
り

常
じ ょ う

君は客人たちと天
て ん

柱
ちゅう

寺
じ

に遊んで帰り、司
し

命
め い

祠
し

の下を過
よ ぎ

った。道の傍らに一本の桃の木があり、
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実がよい具合に熟していた。ちょうど道が交差するところに木はあるのに、誰にも実を採られずに残って

いたので、もしかしたら真
し ん

霊
れ い

による瑞祥かもしれない疑った。皆で分けて食べるには数が足りないので、

人々は李君が取るように勧めた。李君はそれをよしとはしないで、同行する蘇
そ

君と徐
じ ょ

君にはそれぞれ七

十余りの老母がいたので、李君はその二人に桃を分けて、帰って母に贈るようにといった。それで人々

は、自分が桃を食べるよりも満ち足りた気持ちになったのだった。このことは書いておかずにはいられな

いことである。 

【補足】［天
てん

柱
ちゅう

寺
じ

は黄
こう

州の百数十キロ東の潜
せん

山
ざん

にある。桃は長寿を象徴する果実であ

るので、老母に与えるのが何よりもよいのであった］ 

 

■【06-1-103】与秦太虚書 

【解題】作品番号 06-1-083で見たように乳母が亡くなり、臨
りん

皐
こう

亭
てい

には、妻と息子 3人、

長男の妻、王
おう

朝
ちょう

雲
うん

、馬
ば

正
せい

卿
けい

がいて、少なくともその 7人［実際にはさらに数人いたよ

うだ］を、俸禄のほぼ途絶えた蘇軾が養っていかなければならなかった。陳
ちん

慥
ぞう

や朱
しゅ

康
こう

叔
しゅく

やいろいろな人が時折贈ってくれる物があるにしても、それだけで生活できるわけ

ではない。蘇軾がどのように家計のやりくりをしたのか、秦
しん

観
かん

［字
あざな

は太
たい

虚
きょ

］［→作品

番号 06-1-081］に与えた手紙の中に記されている。この手紙は、本文中の記述から冬

至の直前、11月上旬に書かれたと推測される。 

 

【訳文】 

五月末に弟が来て、貴君のお手紙を受け取りました。温かな労
い た

わりの言葉にお礼を申さねばと思い

つつ、ぐずぐずしている間に、飛脚に託してのお手紙を重ねて頂戴し、はなはだ恐縮です。このごろは少

し寒くなってきましたが、いかがお過ごしでしょうか。 

私の寓居はほぼどうにかなりましたが、弟は筠
い ん

州に着くなり一人の娘を喪い、私は老いた乳母を喪い
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ました。悼
い た

む心が回復しないうちに、郷里からの知らせで九月中旬に従兄が亡くなったと聞きました。

異郷の地にあって、自身も病み、目に触れるものはもの悲しく、人の命のはかなさが思われてなりませ

ん。貴君も病を得てしかも軽くはなかったとのことです。また健やかになられたのを喜んでいます。我等も

次第に衰え、少年のころのように元気に振る舞うことはもうできないものなのでしょう。道
ど う

士
し

や方
ほ う

士
し

の言う

ことを速やかに用いて、厚く養生と鍛錬をすべきでしょう。私はこの地に謫
た く

居
き ょ

となってから特にこれといっ

てすることがないので、その一つ二つを研究してみています。 

黄
こ う

州にある天
て ん

慶
け い

観
か ん

に部屋を借り、冬至の後に入って四十九日間篭ることにしています。追放の身に

でもなっていなければこのようなことはきっとできないでしょう。貴君もいずれ仕官すれば、四十九日の閑

を得ようとしてもできないでしょうから、いまこそやるべきです。普段から簡単で実践しやすいことを選んで、

寝食のことの他には、それ以外のことは何もしないで日夜を過ごすことによって、期が満ちたときには、

根本から立ち直っていることでしょう。その後でまた世間の事に関わっても、事がすめば心は根本のとこ

ろに返えるので、再び駄目になることはもうないでありましょう。この手紙が着くのは冬至には間に合わな

いでしょうが、貴君が始めるのは何も冬至からでなくてもよろしいでしょう。 

貴君の詩文を寄せてくださいました。どれも超然と優れていて、どんどん私の書くものに迫りくるかのようで

す。とはいえ、私なんぞに追い付こうと努力する必要はありません。貴君もきっと官職に就こうと、科挙

に合格しようとすることでしょう。科挙は必ずしもあてにはなりません。貴君のためにひそかに考えるに、もっ

とたくさん書くべきでしょう。見せてくださったなかに『兵を論じる』とか『盗賊を論じる』といった数篇の文章

がありますが、それらが数十篇にもなれば、どれも卓然として、実際に用いるべきものとなるでしょう。ただ、

いまの政治情勢を論じることはしなくてよろしいでしょう。そうした文章を書いたからといって、科挙に応じる

ことを止めるべきではありません。文章ができたらまた見せてください。それによって貴君のことを知る人が

きっと出てくるでしょう。ここに書いた意味はおわかりくださると思います。 

先頃、李
り

常
じ ょ う

君がここに来られて数日間滞在しました。もっぱら貴君のことばかりを話していました。孫
そ ん

覚
が く

君からはまだ手紙がきません。きっと書くだけの余裕がないのでしょう。程
て い

師
し

孟
も う

君からは、御子息の履
り
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中
ちゅう

君が亡くなったことを悼む文章を書いてほしいとの依頼がありました。それはもともと私から書こうと言

い出したことなので、果たさなければなりません。しかし、罪を得てからはもう文章は書かないと、自分自

身を厳しく戒めています。もしも一つでもまた作ったならば、垣根が壊れて、その後は止めどなく多言とな

ってしまうことでしょう。 

私は黄州に来てから収入が途絶え、しかし一家の人数は増え、はなはだ心配が募るばかりです。とに

かく懸命に節倹に勤め、日に使うのは百五十銭を超えることがないようにしています。毎月一日に四

千五百銭を用意して、三十の塊
かたま

りに分け、梁
は り

から吊るします。朝、二股の棒でひと塊りだけ取り、棒は

のけてしまいます。その日使ってもしも余った銭があれば竹の筒の中に入れ、それは客が来たときに用

いるようにします。これは実は賈
か

収
し ゅ う

さんから教わった方法です。嚢
ふくろ

の中にある貯えを計算すると、このや

り方で一年余りはしのげそうです。使い果たしたなら、「洪水になれば自然と溝ができる」のたとえの通り、

そのときはそのときでまた知恵も出てくるでありましょうから、あらかじめ考えすぎないようにしています。 

このことさえどうにかなるなら、胸中に心配事は一つもないのです。 

住まいの対岸は武
ぶ

昌
し ょ う

で、山水の美しさは絶品で、蜀
し ょ く

の人の王
お う

兄弟があちらの村にいます。しばしば

王兄弟を訪ね、浪風が激しくなると帰れなくなります。王兄弟は鶏を殺したり、黍を炊いたりしてもてなして

くれます。数日間居続けても嫌な顔をしません。 

また樊
は ん

口
こ う

には潘
は ん

君がいて酒店を営んでいます。小舟を仕立ててその店の下に行くと、土地の酒のよ

い香がします。 

柑橘類も椑
しぶがき

も柿
あまがき

もきわめてたくさんあり、一尺以上も長い芋もあります。それらの豊富なことは蜀
し ょ く

の地

にもひけをとりません。米は水路で他所から運ばれてきて、一斗二十銭と安価です。羊の肉も北方の

地と変わらずにあり、猪、牛、鹿もたくさんいて土みたいに安い値で、魚や蟹はただ同然です。 

岐
き

亭
て い

の酒税監視官の胡
こ

定
て い

之
し

君は万巻の書物を所蔵し、その任地にも携えてきていて、喜んで人に

貸しています。 

黄州の役人のうち数人はしばしば御馳走に呼んでくれて、皆が喜んで集まる会を開いてくれます。 
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貴君はこれらのことを見て、私が何事もなく過ごしていると思うでしょうか。貴君に話したいことはたくさんあ

ります。書けば紙がつきてしまうでしょう。ここまで読んで、髭をひねって少しでも笑ってくれたらと思うだけで

す。 

鮮
せ ん

于
う

侁
し ん

君はもとより私の畏友ですが、その御子息もなかなかの人で、貴君は会ったことがあるでしょう

か。 

この地の黄
こ う

岡
こ う

県の副知事の張
ち ょ う

舜
しゅん

臣
し ん

君とその兄の堯
ぎ ょ う

臣
し ん

君は、貴君のことをよく知っているといっていま

す。 

息子についていつもお気遣いいただいていますが、たまたま乳母の葬儀があり、墓を作るのを任せて

おりますので、まだ御返事を差し上げる余裕がありません。 

歳の暮れともなれば寒さが強くなります。ぜひぜひ御自愛ください。 

李
り

之
し

儀
ぎ

君に手紙を届けてくださるようここに託します。 

夜中に少し酒を嘗めながらこれを書きました。字が乱れています。どうぞお許しください。 

【補足】［（1）この手紙には多数の人の名が挙がっている。初めのところで郷里の従

兄が亡くなったとあるのは、伯父の蘇
そ

渙
かん

の息子の蘇
そ

不
ふ

欺
ぎ

で、しばしば手紙を出してい

る蘇
そ

不
ふ

疑
ぎ

［→作品番号04-1-070など］の兄である。（2）李
り

常
じょう

が黄
こう

州にきたことは作品

番号06-1-101で見ている。（3）孫
そん

覚
がく

が李常や秦
しん

観
かん

と親しい関係にあることは何度も見

ている［→作品番号05-5-059など］。孫覚も蘇軾の事件に連座している。（3）程
てい

師
し

孟
もう

は官界の人で、これまでに蘇軾とどのような関りがあったのかは不明。（4）中間で述

べている家計の遣り繰りは興味深い。銭を1日分ずつ小分けにする方法は賈
か

収
しゅう

［字
あざな

は耘
うん

老
ろう

］に教わったとある。賈収は湖
こ

州の隠者である［→作品番号05-5-062］。（5）手

紙の後半には黄州にきてからの知り合いの名が上げられている。武
ぶ

昌
しょう

の王
おう

兄弟は王
おう

斉
せい

愈
ゆ

と王
おう

斉
せい

万
まん

のこと［→作品番号06-1-030］、樊
はん

口
こう

で酒店を営む潘
はん

一家のことは作品番号

06-1-042などで見ている。（5）岐
き

亭
てい

の胡
こ

定
てい

之
し

が蔵書家であると記されている。先に蘇
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軾が史書を読んでいたことを見たので、それらの書物は胡定之から借りたのであろう

か。（6）黄州の数人の役人とは、先の詩で見た黄州知事の徐
じょ

大
だい

受
じゅ

、副知事の孟
もう

震
しん

、そ

れに黄
こう

岡
こう

県知事の何
か

氏、同じく黄岡県の役人の段
だん

氏
し

、それに黄州の酒税官の楽
がく

京
けい

［→

作品番号06-1-036］らであるとされる。（7）最後にまた共通の知人について述べてい

るが、鮮
せん

于
う

侁
しん

の名はこれまでに何度も見ている［→作品番号05-4-085など］。李
り

之
し

儀
ぎ

については次に見る］ 

 

■【06-1-104】答李端叔書 

【解題】上の手紙の終わりに言及されていた李
り

之
し

儀
ぎ

［字
あざな

は端
たん

叔
しゅく

］への手紙。李之儀

は秦
しん

観
かん

と同じく蘇軾の弟子筋に当たる人で、かつて揚
よう

州で一度だけ会っていたが［→

作品番号04-3-090］、まだそれほど親しい関係にはなっていなかった。 

 

【訳文】 

私は貴君の名を以前から耳にし、知人のもとで時折貴君の詩文を見ておりました。数は多くはありませ

んでしたが、貴君の人となりをおよそ知ることができました。 

ここのところお手紙も差し上げることもなく、貴君がひどい病になられたときにも一字のお見舞いも申し上

げなかった怠慢の罪は、どうか寛大にお見逃しください。弟が先頃来まして、貴君のお手紙を頂戴しま

した。やはりものぐさのために即答しませんで、ぐずぐずと礼にもとること、実にひどいものがあります。それ

でも貴君は私のことを見捨てることなく、飛脚便にて再びお手紙を送ってくださいました。私に対してます

ますよくしてくださり、顔が赤らみ汗が流れ落ちます。 

貴君は才能があり高い見識がおありですから、軽々しく人と交わりを結ぶのはよろしいことではありませ

ん。黄
こ う

庭
て い

堅
け ん

君や秦
し ん

観
か ん

君がいうのをそのまま真に受けるべきではありません。私は人に憎まれ、ただ二

君だけが喜んで私のことを誉めてくれています。蓼食う虫も好き好きの例でありましょう。そのわけを明ら
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かにするのは簡単ではありません。二君がでたらめをいっているというのではありません。二君がいうの

に人が同調するのは大いによろしくないのです。 

私が若いころに書物を読み文を作りましたのは、もっぱら科挙を受験するためでした。すでに科挙に合

格すると、その次を貪るようにして望み、制
せ い

科
か

も受けました。制科に合格して私は何をしたのでしょう。その

ときの制科の科目の名は「直
ち ょ く

言
げ ん

極
き ょ く

諫
か ん

」でありました。その意味するところは何かというと、古今の事例を

参照して是非を議論することにあります。人というものは自分のしていることが知られずにいるのを残念

に思うもので、私は制科に合格したからには、実際にそれにふさわしいことをしていると知られたいと思い、

多くのことを論じて今に至りました。そのために罪を得てほとんど死ぬばかりとなったのです。これはまさに

昔漢
か ん

の高
こ う

祖
そ

が「口先だけで官職を得た奴め」と罵った対象となった者と同じで、真に笑うべきことであり

ました。 

とは言え、世の人が、私がことさらに異論を唱えようとしていると評するのは間違いです。利害をやたらと

論じたがり、得失を先んじて言い募ろうとするのは、制科に合格した者によくある癖で、譬えていうなら、

季節の虫や鳥が自ずと鳴いて自ずとやむようなものです。自身の損得を考えてのことではないのです。 

世間の人々がどうやら私のことを過重に評価しているのを不思議に思っています。貴君もやはり私を

称揚し過ぎです。全くもって私はそうではないのです。 

罪を得てから深く閉じ篭っております。小舟に乗り、あるいは草履を履いて、山水の間を放浪し、木こり

や漁師の仲間に加えてもらっています。しばしば酔っ払って、人に怒鳴られることもあり、ようやく世間に

知られない身になったと喜んでいます。以前からの友人からは一字の通信もなく、手紙を送っても返

事はありません。それでこそ世間から逃れられたと喜んでいます。 

貴君が初めて私に手紙をくださいましたのは、私としては実は望むところではありません。木にこぶがあり、

石にくもりがあり、犀に白い筋があって、人はそこに面白みを見出します。それらはどれも物としては「病
やまい

」

に当たります。謫
た く

居
き ょ

して何もする事がなく、黙って自らを省みますと、この三十年間にしてきたことは多くは

「病」でありました。 
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貴君が見知っているのはそうしたもとの私であって、いまの私ではありません。声を聞いてその真情を考

えない、花を取って実
み

を遺さないといいますが、貴君にはどうか真情と実
み

に思いを巡らせていただきた

いのです。 

こうしたことは会ってお話しするのでなければ十分には申し上げられません。罪を得てからは敢えて文章

を作ることはありません。この手紙はきちんとした文章にはなっていません。筆に任せて綴るうちに、思わ

ず紙数を重ねてしまいました。他の人にお見せすることは無用に願います。その意味をおわかりください。 

一年の終わりが近づいてきています。寒さが厳しくなる折から、万万御自愛されますよう。 

【補足】［（1）制
せい

科
か

に合格した者としての振る舞いについて述べているところは、『荘
そう

子
じ

』に描かれた孫
そん

休
きゅう

とよく似ている［→作品番号06-1-004］。（2）十分に意味が汲み取

れていないところもあるが、決して無批判に自分を追随する者にならないようにと、

李
り

之
し

儀
ぎ

に注意したのであろう］ 

 

■【06-1-105】与王定国書 

【解題】上の二つの手紙と同じ頃に王
おう

鞏
きょう

［字
あざな

は定
てい

国
こく

］［→作品番号 06-1-050］に送っ

た手紙。王鞏が流謫の地、賓
ひん

州に到着したと報せてきたのに対する返事である。 

 

【訳文】 

またお手紙を頂戴し、すでに恙
つつが

なくそちら［賓
ひ ん

州］に到着されたと知りました。泰然と構えてくよくよされずに

いるのがよろしいのでしょう。知事代行としての貴君の英姿はそちらで評判となりましょう。それもよいでは

ありませんか。 

私の寓居はほぼどうにかなりましたが、ただ八月に老いた乳母を喪
うしな

いました。弟は筠
いん

州に着くなり娘を

一人亡くしました。十二歳でした。悲しみがおさまらないうちに従兄［蘇
そ

不
ふ

欺
ぎ

］が故郷で亡くなったと聞き

ました。異郷にあってこのようなことが続き、目に触れるものが皆悲しくてどうにもなりません。 
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近ごろ、養生についてかなり知るようになり、自ずと大切なところに迫りつつあると感じています。私に会

う人は、以前とは風貌が異なるといいます。これで数年もしたなら、仙人の仲間入りをするのではない

でしょうか。兼ねて、画は竹を描いてすでに神
し ん

品
ぴ ん

となりつつあり、行書、草書も極めて巧みになりました。

ただし、詩だけはひどく後退しています。どういうわけなのでしょう。 

張
ち ょ う

方
ほ う

平
へ い

殿からお手紙があり、恙
つつが

なくお暮しとありましたが、御子息が妻を実家に帰らせたために家の

中のことでお困りであるとありました。 

弟は筠
い ん

州でひどく忙しくしていて、この兄が安逸にしているのをひどく羨んでいます。 

間もなく冬至です。すでに天
て ん

慶
け い

観
か ん

に部屋を借りていて、そこに篭って四十九日間を過ごすことにしてい

ます。客人も全て断り、たとえに張方平殿が来られても口をきくことはないでしょう。常に戸に背を向けて

過ごすのです。きっと深い益があるでしょう。 

先に貴君が寄せてくださった二冊の書物は、憂い患いについて詳しく反覆議論しています。読むだけ

ですでに憂いが解け、また私の無知を洗い流してくれ、得るところがたくさんありました。しかし、いわゆる

「知っただけは駄目で、実践しなければいけない」のです。この語は常に唱えるべきでありましょう。 

杜
と

甫
ほ

はひどく困窮しても、一飲一食のたびに、国君のことを忘れませんでした。詩人としてそのようであっ

たのは杜甫一人だけです。いま貴君の手紙を見ると、毎回皇帝の恩を思い、自分を咎める言葉を連

ねています。詩人の本意をはなはだ得たものであります。私は不肖といえども、貴君のようになりたいと

願います。 

私は文章も詩も作っていません。近頃、乳母を亡くし、その墓誌銘だけは作りました。貴君が私の書を

お望みでありますので、それを記してここに添えます。 

今日は駅伝の馬の親方の李
り

孝
こ う

基
き

が蔡
さ い

襄
じ ょ う

の石
せ き

刻
こ く

一巻を届けてくれました。それには貴君の題字があ

りました。それを見て思いが湧き出し、しばらくおさまりませんでした。数日前には沈
ち ん

達
た つ

君がここを過
よ ぎ

り、貴

君をよく知っているというので、船の中で会って、夜遅くまでほとんど貴君のことばかりを話しました。 

近ごろ、ある人［張
ち ょ う

師
し

正
せ い

］から大きな丹
た ん

砂
さ

をいただきました。とてもすばらしい光沢があります。敢えて服
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用はしていませんが、その人は火で丹砂を変化させることを教えてくれましたので、その様子を観察し、

いささか楽しんで日を送っています。貴君のおられる賓州は桂
け い

州からさほど遠くないので、たやすく丹砂

が手に入ることでしょう。できれば数両でも送ってもらえないでしょうか。難しければ、急に必要ということで

はないので結構です。 

そちらは僻遠の地でありますから、変わったこともあるでしょう。冷静な眼で探してみるのがよいでしょう。多

くの道士は金
き ん

丹
た ん

を用いなければ羽
う

化
か

［昇天］できないといいます。丹薬の材料は多く南の涯の地にあ

ります。昔、葛
か つ

洪
こ う

が呴
く

嶁
る

の地の県令になることを求めたのもそのためで、ついに廉
れ ん

州で仙人に化したと

いいます。貴君もこのようなことは心に留めておくとよろしいでしょう。 

道士の陳
ち ん

璨
さ ん

が一カ月前に筠州で弟に会って、道術の要妙をあらかた伝えたそうです。陳璨はじきにこ

ちらに来るそうですが、この人は道術を得ているだけでなく、情義があり、大切な旧友として忘れることの

できない人です。 

道術にはいろいろとあり、その要
かなめ

となるところを会得するのは簡単ではありません。私が観ますに、ただ

静心閉目して、よくよく習熟することで、効果があると知れてくるものなのでしょう。静かな夜に、脈拍を百

二、三十数え、次にまた脈拍が百二、三十を数えるまで息を止めます。これを何回も繰り返します。私

の言うことを信じてくれるなら、体中に気
き

を行き廻らせることができ、体に病を近づけさせないようにできる

でしょう。 

こちらでは鵞鳥や鴨を売ることの良さを知りましたが、とにかく何もない暮らしで、買うものといったら、刻ん

だ魚や豚や羊や雁の肉などです。先立つものが入ってこないので、ただ節倹に務め、毎日百五十

銭だけに限定しています。月の初めに四千五百銭を用意し、三十のかたまりに分け、天井の梁の上

に架けておき、朝早くに杈子
さ す ま た

にひっかけてひとかたまりだけ取ると、杈子はすぐに片づけてしまいます。ま

た、大きな竹筒に別に不意の入用のときのための銭を貯えています。これだけの倹約をしていて、それ

でも毎日肉を食べることができているのは、この地の物価が安いからです。いま嚢
ふくろ

の中にあるもので一

年余りは支えられるでありましょう。そのときがきたらまた別の手段があるでしょうから、いまは考えないでい
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ます。 

息子はこのような状況を見て、敢えて家を出て官に仕えようとはしないので、少なからず助かっています。 

筆にまかせて字が乱れました。思いつくままに順序もなく書いてしまい、思わず長くなりました。ここまで書

いて時刻は二
に

鼓
こ

となり、部屋の前の空には冬の白い月の光が満ち、あたかも私の懐
お も

いを知るかのよ

うです。まだまだ言い尽くせません。何はともあれお体を大切にされますように。 

【補足】［（1）ここまで「飛脚」と訳していた原文は「逓
てい

」で、官が営む郵便制度

で、基本的に官用の通信網である。時にそれに便乗して士
し

大
たい

夫
ふ

たちが私信を送ること

ができたようだ。宋
そう

代
だい

の「逓」には、人が運ぶ歩
ほ

逓
てい

、馬が運ぶ馬
ば

逓
てい

、最も早い急
きゅう

脚
きゃく

逓
てい

があって、急脚逓は一日四百里［二百数十キロ］行くのだが、軍用に限られてい

た。この手紙に記されている李
り

孝
こう

基
き

は、原文では馬
ば

鋪
ほ

の者とあり、黄州において馬逓

を司る人物であるようだ。官用の「逓」に託せなければ、特にそのために人を派遣し

て手紙や物を送ることもあり、それは「専
せん

使
し

」と呼ばれる。そのほか、旅行く人に託

して送ってもらうこともあり、蘇軾はさまざまな手段を用いて多数の手紙のやりとり

をしていた。（3）「蔡
さい

襄
じょう

の石
せき

刻
こく

」とあるのは、蔡襄が書いた字を石に刻んだものの拓

本であろう。蔡襄は官界の先輩で、その名は作品番号04-3-056などですでに見てい

て、蘇軾が宋代一の書家であると考えていることはこの後で詳しく見ることになる。

（3）沈
ちん

達
たつ

は運輸に関わる役人であるが、詳しいことはわからない。（4）張
ちょう

師
し

正
せい

から

丹
たん

砂
さ

をもらったことについては、『張
ちょう

師
し

正
せい

の蓄
たくわ

える所
ところ

の辰
しん

砂
しゃ

を観
み

る』という詩に詠ま

れている。ただし、意味を掴むのが極めて難しい詩で訳は割愛する。その詩の題では

「辰砂」と書かれているが、辰砂、丹
たん

砂
さ

、朱
しゅ

砂
さ

はいずれにしても硫化水銀を含んだ鉱

物で、猛毒である。化学反応を巧みに制御すると黄金のような色を放つので、仙薬の

原料になると考えられていた。それを飲めば、毒にあたって、ひどいときには即死

し、軽くても慢性の中毒症状によって健康を損なって必ず寿命を縮める。（5）葛
かつ

洪
こう

は
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晋
しん

代
だい

の人で、神仙思想に傾倒し、辰砂の出る遥か南方の地へ赴任することを敢えて希

望し、広
こう

州に至ったところでその地の知事に引き留められ、羅
ら

浮
ふ

山
ざん

に入って仙薬を作

りつつ、著作を続けた。その主著である『抱
ほう

朴
ぼく

子
し

』は後代の神仙思想に大きな影響を

及ぼし、それまでは仙薬の原料としては植物由来のものも多種あったのだが、葛洪以

降はほぼ硫化水銀に限られるようになってしまった。蘇軾が後に羅浮山に行くのを第

11章で見ることになる。（6）道教に基づく養生は大きく「外
がい

丹
たん

」と「内
ない

丹
たん

」に分けら

れ、「外丹」は仙薬によって不老長生を得ようとし、「内丹」は自身の身体を鍛錬して

健全な心身を養おうとする。黄
こう

州時代に蘇軾は「外丹」と「内丹」の両者に実践を試

み、この手紙にあるように丹砂を使った化学実験も行っている。唐
とう

の歴代皇帝の多く

が道士たちの作る怪しげ仙薬を飲み、水銀中毒で神経系を害して若死にしたことは史

実に明らかで、蘇軾は当然そのことをよく知っていたのだろう、妙な薬は実際には服

用しなかったようだ。「内丹」についても、道士たちなどからいろいろ教わり、有用

そうなものを選んで試みている。ここに記述されている呼吸法は後に精密化される

［→作品番号06-4-043］。（7）冬至の後で天
てん

慶
けい

観
かん

に四十九日間篭ることは、秦
しん

観
かん

に宛て

た手紙にも記してあったが、滕
とう

元
げん

発
ぱつ

［→作品番号06-1-093］に宛てた手紙にもそのこ

とを書いていて、「聊
いささ

か自
みずか

ら反
はん

照
しょう

するのみ」と記している。同じ手紙に、弟の手紙

で、「ひたすら自省して、終日、一語も一事もなければ、そのなかに言いようのない

最高の楽しみがある」と教えられたと記している］ 

 

■【06-1-106】趙先生舎利記 

【解題】蘇軾は趙
ちょう

棠
どう

という不思議な人物の舎
しゃ

利
り

［骨］を持っていた。蘇軾は密
みつ

州にい

たときに趙棠の息子の趙
ちょう

昶
ちょう

と知り合いになり、趙棠のことを聞いて短文を書いてい

た［→作品番号05-2-004］。これは趙棠の舎利についての文章。 
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【訳文】 

趙
ち ょ う

棠
ど う

先生はもとは蜀
し ょ く

の人で、孟
も う

氏の蜀
し ょ く

国
こ く

の節
せ つ

度
ど

使
し

であった趙
ち ょ う

廷
て い

隠
い ん

の子孫で、その後は南
な ん

海
か い

の人と

なった。趙先生は宋
そ う

朝
ち ょ う

に仕えて幕職となり、南海に職を得た。そこに潘
は ん

冕
べ ん

という者がいて、狂
き ょ う

を偽って

不可思議な行動をし、「潘
は ん

盎
お う

」と呼ばれていた。南海の方言で心を病むことを「盎」というのである。潘

盎は都の僧である言
げ ん

法
ほ っ

華
け

ととｔもに偈
げ

頌
じ ゅ

しつつ道を歩くようになり、言法華は「盎は日
に っ

光
こ う

仏
ぶ つ

である」といっ

ていた。趙先生は官職を棄て潘盎に従って遊行し、潘盎は、「そなたは我が道をことごとく得た」といっ

た。潘盎は隠れ去り、どこで終わったのかわからない。趙先生は坐したまま亡くなった。その衣を焚いた

ところ、数升の舎利が得られた。 

私は先生の子である趙
ち ょ う

昶
ち ょ う

と交流があり、その舎利四十八粒を得た。潘盎と趙先生には不思議な足

跡が極めてたくさんあり、張
ち ょ う

方
ほ う

平
へ い

先生が墓誌を作って、具
つぶさ

にそれらのことを記録している。趙昶はいま

大
だ い

理
り

寺
じ

丞
じ ょ う

として藤
と う

州知事となっている。 

元
げ ん

豊
ほ う

三年十一月十五日、舎利を宝
ほ う

月
げ つ

大
だ い

師
し

［惟
い

簡
か ん

］の弟子の悟
ご

清
せ い

に授けて、本院［成
せ い

都
と

の勝
し ょ う

相
そ う

院
い ん

］に持ち帰らせて供養してもらうことにした。 

巴
は

郡の蘇軾記す。 

【補足】［（1）ここに大恩人の張
ちょう

方
ほう

平
へい

の名が挙がっていて、作品番号05-2-004でも、

趙
ちょう

棠
どう

のことは張方平に尋ねたと書いてあった。（2）趙棠の舎
しゃ

利
り

は成
せい

都
と

の宝
ほう

月
げつ

大
だい

師
し

のも

とに預けることになった。悟
ご

清
せい

が黄
こう

州にきていたことは作品番号06-1-089などで見て

いる。なお、原文では悟清のことを宝月大師の「孫」と書いているが、本当の孫では

なくて弟子で、宝月大師の「孫」は十四人いると、蘇軾は別のところで記している］ 

 

■【06-1-107】書蒲永昇画後 

【解題】これは蘇軾よりも年長の蒲
ほ

永
えい

昇
しょう

が描く山水画について記した短文。これを書
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き添えた画を悟
ご

清
せい

に託して宝
ほう

月
げつ

大
だい

師
し

に贈った。 

 

【訳文】 

昔から水を画くときは、遠くまで平らに細かな皺を作ることが多い。善く画いたとされるものにしても、波頭

の起伏をうまく作っただけのことで、手で画を撫ぜるようにしてみて、「窪みと隆
た か

まりがみごとだ」と感じさせ

るまでになると、「至
し

妙
みょう

」［最高の芸］であるとされる。しかし、その技芸の品格の程度をいうなら、印
い ん

板
ば ん

水
す い

紙
し

［型に押して波模様を浮かび上がらせた紙］とほんのわずかな巧拙の差を競うだけのものなので

ある。 

唐
と う

の広
こ う

明
め い

年間［唐の末期］になって、孫
そ ん

位
い

が初めて新たな工夫をした。奔
は し

るような湍
はやせ

と巨大な浪が、

山の岩とともに折れ曲り、物に当たって様々な形態になるのを画き、水の変化を尽くして「神
し ん

逸
い つ

」といわ

れた。その後、蜀
し ょ く

の黄
こ う

筌
せ ん

と孫
そ ん

知
ち

微
び

がその筆法を会得した。孫知微は、成
せ い

都
と

の大
だ い

慈
じ

寺
じ

の寿
じ ゅ

寧
ね い

院
い ん

の壁

の四面に「湖」「灘」「水」「石」の四つを画こうとして、何年も思案を凝らし、いつまでも筆を下さずにいた。

ある日、慌ただしく寺に入ってくると、非常にせいて筆と墨を求め、風のように袂を奮い、またたくまに完

成させた。輸
いきおい

よく瀉
そ そ

ぎ、跳び、蹙
ち ぢ

まる水の勢いを作って、洶
き ょ う

洶
き ょ う

として建物を崩さんばかりであった。孫知

微が死ぬと、その筆法は五十余年にわたって絶えた。 

近ごろ、成都の人、蒲
ほ

永
え い

昇
し ょ う

は酒を嗜み、各地を放浪し、本性として画に合致している。初めて「活
か っ

水
す い

」

［本来の活きた性質を持った水］の画を作って、孫位と孫知微の真髄を会得した。画工として名をなし

た黄
こ う

兄弟［黄筌の息子］や李
り

懷
か い

袞
こ ん

といった人々は皆それに及ばない。高位高官の者や金持ちたち

が権勢をもって頼んでも、蒲永昇は冷ややかに笑ってまるで聞かない。たまたま画く気になると、相手

の貴賤を問わず、たちまち画きあげる。 

かつて蒲永昇は私のために寿寧院の孫知微の壁画のうちの「水」を模写して二十四幅の掛け物を

作ってくれた。夏の日にこれを広間の壁に掛けると、たちまち冷たい風が人を襲い、毛髪が逆立つば

かりになる。蒲永昇はいまや老い、その画を得るのはますます難しくなった。 
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世間には真の価値を識
し

る人は少ない。かつての董
と う

羽
う

とか、最近の常
じ ょ う

州の戚
せ き

文
ぶ ん

秀
し ゅ う

の画いた水でさえ、

世にはそれを宝物のようにいう者がいる。董氏や戚氏の類は、「死
し

水
す い

」［本来の性質を失った水］という

べきである。蒲永昇とはとても並べて語ることはできない。 

元
げ ん

豊
ほ う

三年十二月十八日夜、黄
こ う

州臨
り ん

皐
こ う

亭
て い

の西の書斎で戯れに書いた。 

【補足】［（1）文
ぶん

同
どう

の画について、「常
じょう

理
り

」「常
じょう

形
けい

」の語を用いて論じた文を見たが

［→作品番号 03-4-006］、「常形」のない水を「常理」によらずに画いたのが「死
し

水
すい

」

で、「常理」によって画いたのが「活
かっ

水
すい

」なのだろう。（2）唐
とう

の広
こう

明
めい

年間に孫
そん

位
い

が初

めて新たな工夫をしたとあるのは注目すべき記述で、このとき黄
こう

巣
そう

の大乱によって皇

帝は都の長
ちょう

安
あん

から成
せい

都
と

に避難し、孫位はそれに付き従った 1人だった。その後、皇帝

は都に帰還したものの唐はますます衰えてついには亡んでしまう。文化の担い手たち

は比較的静穏であった成都に集まり、唐代文化の伝統は成都において生き残った。孫

位、黄
こう

筌
せん

、孫
そん

知
ち

微
び

がまさにそうした人々で、それを継ぐ者として蒲
ほ

永
えい

昇
しょう

や惟
い

簡
かん

や蘇軾

がいる。宋朝は天下統一の過程で武力によって蜀を征服し、成都に伝わる優れた文物

を都に持ち去った。その際、宋朝の軍団は蜀の人々を極めて手荒く扱い、多数の人々

が命を失い、民衆は宋朝による強圧的な支配を嫌ってしばしば大きな反乱を起こした。

それを教訓として江
こう

南
なん

の平定を任された曹
そう

彬
ひん

は、融和的な戦略を用いて民衆の被害を

最小限に留めるよう心を砕いた。そのことを蘇軾が獄中で詩に詠んでいた［→作品番

号 05-5-093］のは実は深い意味があるのだ。なお、作品番号 06-1-090で記した中
ちゅう

和
わ

は

広
こう

明
めい

の次の元号である。（3）孫知微が何年も画想を練った上で、短時間で仕上げたと

いうのは、文同が「胸の内に成長した竹を得たなら、直ちにやり遂げる」と自分の画

法について述べた［→作品番号05-5-086］のに通じるものがあるだろう］ 

 

■【06-1-108】石氏画苑記 
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【解題】これは上の文章から 2 日後に記された。天
てん

慶
けい

観
かん

での四十九日間のお籠りが終

わった直後である。画と蜀
しょく

文化の 2 点のつながりから石
せき

康
こう

伯
はく

［字
あざな

は幼
よう

安
あん

］［→作品番

号 05-1-035］のことを思い起こして書いたのだろう。なお、冒頭に、石康伯は石
せき

揚休
ようきゅう

の末子とあり、蘇軾の長男の蘇
そ

邁
まい

は石揚休の孫娘と結婚した推定されているので［→

作品番号05-3-009］、蘇邁からすると石康伯は義理の叔父に当たるのだろう。 

 

【訳文】 

石
せ き

康
こ う

伯
は く

、字
あざな

は幼
よ う

安
あ ん

は眉
び

州眉
び

山
ざ ん

の人である。かつて紫
し

微
び

舍
し ゃ

人
じ ん

であった石
せ き

揚
よ う

休
きゅう

の末子だ。科挙の二

次試験を受けて不合格となり、受験資格を放棄し二度と受けなかった。父が高位にあったお蔭で官

職を得ることもできたのだが、それに就くこともなかった。 

石康伯は書物を読み、詩を作り、それを自分の楽しみとするだけで、人に知られることを求めない。名

筆、名画、古い器物、珍しい物を好み、たまたまよい物を見ると、衣を脱ぎ、食べるのを止めてもそれを

求め、家に銭があろうがなかろうが、そんなことはお構いなしだ。都にいること四十年、町の道を行くの

に馬に乗ったことがない。人ごみの中にいても、耳と目は喧騒から抜きん出たところにあって、もっぱら

好むところを探し求めている。 

背丈は七尺、色黒で髯
ひ げ

があり、よく画にあるところの道人や剣客のようだ。塵埃の中を歩き、何かいわ

くありげにしているので、知らない人は「異
い

人
じ ん

」であろうかと思う。 

滑稽を善くし、巧みに微妙なところを言い当て、傍らの人は腹を抱えて笑う。しかし、石康伯自身は静

かにしていて顔色を変えることもない。人と交際してその危難を知ると、自分のためにする以上のことを

する。都に寄寓している間に病んでしまった者がいると、舁
か ご

にのせて自分の家に運び込み、自ら飲食

を与え、死んでしまったりすると棺に納めるまでしてやり、いやがる様子はない。 

石康伯を識
し

る者は皆がこれくらいのことはきっと知っている。私はいささか深く知っているだけだ。 

石康伯の知識と 慮
おもんばか

りははなはだ遠大であるのだが、口に出して言うことはない。今年六十二歳で、
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顔かたちは四十ばかりに見え、鬚
ひ げ

は三尺もあって、白いものは一本もない。何のわけもなくこうなったの

ではないだろう。 

ところで、亳
ば く

州の官吏となって富
ふ

弼
ひ つ

とともに罪を得たのは、石康伯の息子の石
せ き

夷
い

庚
こ う

である。 

石康伯の家には書画の軸が数百あり、その中からごくささいな小品を集めて書画集を編んで『石
せ き

氏
し

画
が

苑
え ん

』と名付けた。石康伯は文
ぶ ん

同
ど う

と交遊があり、兄弟のような仲であったことからその画をたくさん得た。ま

た私も古木や竹を画くので、それを贈って『石氏画苑』に加えてもらった。 

我が弟はかつてこのようにいった。 

「画でよく貴ばれるのは、描いて似ることだ。似ているだけで貴ばれるのなら、本物はもっと貴いはずだ。

私は都会や田舎を歩き回って人や物を見る。どれもが本物であるから、我が画の収集物に加えて貴

ぶべきなのだろう。見ないのは鬼神だけだ。それは画によって識
し

るしかない。しかし、人は鬼
き

を見たところ

で何の役にも立たない」 

この言葉には道理がある。いま石康伯が画を好むのは、要するに一つの病のようなもので、記録する

に足るようなことではない。だから、石康伯の人なりの大略を記したまでである。 

元
げ ん

豊
ほ う

三年十二月二十日、趙
ち ょ う

郡の蘇軾が記す。 

【補足】［（1）蘇軾の文章は、ＡならばＢ、ＢならばＣ、よってＡならばＣのように

一直線には進まない。途中に曲折があり、時には矛盾するようなことが放り込まれた

りもする。石
せき

康
こう

伯
はく

の画のコレクション『石
せき

氏
し

画
が

苑
えん

』［その中には親友の文
ぶん

同
どう

の作品も

蘇軾自身の作品も含まれる］を礼賛するのが主題であるかのように見えて、実はそう

ではない。弟の画論を、真理を衝いているかのように持ち上げたりもして、しかし、

全体としては石康伯の「異
い

人
じん

」ぶりが読む人の心に残るようになっている。（2）石康

伯は蘇軾の故郷、眉
び

州眉
び

山
ざん

県の出身である。罪を得てこれからいかに生きて行くかを

考えるときに、頭に浮かんできたのが先の文章にあった蜀
しょく

の画人や石康伯のような

人々だったのだろう。（3）富
ふ

弼
ひつ

とともに罪を得た石
せき

康
こう

伯
はく

の息子について言及している
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のは、この文章の流れからすると場違いのようだが、書いておかずにはいられなかっ

たのだろう。蘇軾が憧れた 4 人のスーパースターの中でこのとき唯一存命なのは富弼

で、富弼が罪に落とされたのは要するに改革に反対したためであった。（4）石康伯が

文同の画を多数持っていることは作品番号 05-4-002 に記されていた。（5）これより 2

年ほど後に石康伯に送ったと推測される手紙があって、『石
せき

氏
し

画
が

苑
えん

』を大切にするよ

うにと特に記している］ 

 

■【06-1-109】与王元直 

【解題】以下は、この年に書いたと推測されている手紙や短文。これは郷里の王
おう

箴
しん

［字
あざな

は元
げん

直
ちょく

］に宛てた手紙。王箴は王
おう

淮
わい

奇
き

［→作品番号06-1-084］の甥である。 

 

【訳文】 

黄
こ う

州にいるのはまことに井戸の底にいるようなもので、郷里からの消息は杳
よ う

として聞こえてきません。こ

のごろはいかがお過ごしでしょうか。お母様や皆様もお変わりありませんでしょうか。 

私はこの界隈のもろもろによってどうにか気持ちを放つことができています。つまり、川べりで水を弄んだ

り、菜を採ったりしながら、一日一日を過ごしているのです。…… 

なおわずかに望みをつないでいるのは、もしや御聖恩によって郷里に帰るのを許されて、一頭の馬に

一人の従者を連れて、お父上［王
お う

淮
わ い

奇
き

］や楊
よ う

宗
そ う

文
ぶ ん

君らとともに瑞
ず い

草
そ う

橋
き ょ う

のあたりを行き来し、夜に村に

帰り、貴君と向かい合って農家の門に座り、瓜や炒った豆を食べたりできるようになることです。はてさ

て、いつのことになりますやら。 

楊
よ う

従
じ ゅ う

君が不幸にして亡くなったとか、いまもなお悲しい思いがこみあげてきます。楊従君の家はどうなっ

ているのでしょうか。 

蜀からの人が還るところですので、数文字を記したまでです。万万保愛されますように。 
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【補足】［（1）王
おう

箴
しん

はこれより21年後の建
けん

中
ちゅう

靖
せい

国
こく

元年二月二十八日に53歳で亡くな

り、その後、蘇
そ

邁
まい

がその墓碑を書いた。それによると、王箴は蘇軾の二度目の妻の王
おう

閏
じゅん

之
し

の弟で、蘇軾が杭
こう

州副知事に赴任したときに、はるばる郷里から訪ねてきたとあ

る。そのころ蘇軾と交際する人は天下に名の知られている人ばかりで、王箴だけが無

名であったが、蘇軾は何ら分け隔てすることなく王箴を遇したという。王箴は郷里に

帰ってからは、官に仕えることなく質素に暮らし、蘇軾と会ったことを人々に自慢す

るようなこともなかった。後に、蘇軾の最晩年に、王箴はもう一度蘇軾に会おうとし

て、遠くに南方に向かう旅に出て、その途中で亡くなった。そのとき蘇軾は海
かい

南
なん

島
とう

か

ら帰還する途中で虔
けん

州のあたりにいた。（2）王箴は眉
び

州眉
び

山
ざん

県に住んでいたが、もと

もと王氏は隣の青
せい

神
しん

県の人で、ここに挙がっている瑞
ずい

草
そう

橋
きょう

は青神県にあった。（3）楊
よう

宗
そう

文
ぶん

［字
あざな

は君
くん

素
そ

］も楊
よう

従
じゅう

［字は存
そん

道
どう

］も郷里の人で、楊宗文の名は作品番号03-1-009

で見ている。楊従は詳しいことはわからないが、これより13年前に科挙に合格して

いる］ 

 

■【06-1-110】与杜幾先 

【解題】揚
よう

州の杜
と

介
かい

［字
あざな

は幾
き

先
せん

］に対して熙
き

熙
き

堂
どう

について詠んだ詩を贈ったことは作

品番号05-4-035で見ている。その杜介に宛てた手紙。杜介の住まいは欧
おう

陽
よう

脩
しゅう

が建てた

平
へい

山
ざん

堂
どう

の近くにあり、蘇軾は湖
こ

州で逮捕されて都に連行される途中で、そのすぐ近く

を通過していた。この手紙にそのことが記されている。 

 

【訳文】 

お別れしてからもう何年になりましょうか。かつてお話したことはいまも忘れておりません。このごろはいかが

お過ごしでしょうか。 
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思えば昨年の八月初めに私は逮捕され、（都に護送される途中に）揚
よ う

州を通過しました。天
て ん

長
ち ょ う

県から

平
へ い

山
ざ ん

堂
ど う

の下にさしかかりましたときに、墻
か き

根
ね

の向こうに貴君の家が見えました。紙の窓、竹を葺いたさま

は以前通りで、貴君が道
ど う

士
し

のなりをして、薬を煮る炉と碁を打つ盤の間におられるありさまを、ありありと

想い見たのでした。私は綱に繋がれ、生死のほども知れぬ身で、貴君は銀河の彼方の存在である

かのように思われ、羨
せ ん

慕
ぼ

してやみませんでした。 

すでに聖恩を蒙り、罪罰を寬
ゆ る

めて善
よ

い地［黄
こ う

州］に置いてくださることになりました。門を閉ざし、外出す

ることなく、蕭
し ょ う

然
ぜ ん

と為すこともなく過ごしています。酒が醒めてまだ夢の中にいるような心地であります。 

弟からは何度か手紙が届き、厚く労
いたわ

りの言葉を寄せてくれており、ありがたく思っています。私のところで

は老いた乳母が亡くなり、また弟のところでは幼い娘が亡くなりました。悲しい気持ちが癒えぬうちに、従

兄が亡くなったとの知らせを聞きました。哀しみや憂いはいつまで続くのでしょうか。聞けば、貴君は六

月にまた職務を授かって都に向かわれたとか。いまはどちらにいらっしゃるのでしょうか。 

鮮
せ ん

于
う

侁
し ん

君に託してこの手紙を送ってもらおうとしています。いつお会いできるかわかりませんが、時節柄

万万自重されますように。 

【補足】［（1）杜
と

介
かい

は隠棲していたのだが、一時的に官職に復帰したようである。

（2）鮮
せん

于
う

侁
しん

も蘇軾の旧い友人。蘇軾が都に護送される途中で揚
よう

州を通過したとき

に、鮮于侁は蘇軾に会おうとして果たせなかった［→作品番号05-5-090］。鮮于侁は

その後、湖
こ

州知事となっていた。鮮于侁は蘇軾に連座して罰を被ることはなかった

が、湖州は揚
よう

州よりも遥かに格が下の州であるので、若干の制裁処置を受けたことに

なるのだろう］ 

 

■【06-1-111】跋張希甫墓誌後 

【解題】蘇軾は徐
じょ

州で張
ちょう

天
てん

驥
き

という異
い

人
じん

と親しくしていた［→作品番号05-4-106］。

その父張
ちょう

希
き

甫
ほ

が亡くなり、張天驥がその墓誌銘を送ってきた。それにこの跋文を書き
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添えた。 

 

【訳文】 

私は徐
じ ょ

州知事であったときに初めて張
ち ょ う

希
き

甫
ほ

父子のことを知った。 

元
げ ん

豊
ほ う

元年の冬［蘇軾は徐州にいた］、李
り

夫人［張希甫の妻］が病で亡くなり、徐州の人々は賢人で

あったことを言い合った。李夫人は死の間際までじたばたするようなことは一切なかった。李夫人がか

つて記していた数十枚の紙を息子の張
ち ょ う

天
て ん

驥
き

が取り出してみると、仏教のことや道家の語が記されて

いて、その筆跡は雅健で、婦人の手のようには見えず、また書いてあることはどれも条理が整ってい

た。 

このとき張希甫は七十歳であった。これより穀物を避け、道
ど う

引
い ん

［道教の呼吸法］を行い、水だけを飲ん

で百日余りを過ごした。非常に痩せたのだが、衰えることはなく、瞳は炯
け い

然
ぜ ん

と輝いていた。私はそれを見

て、苦しんではいないと知ったものの、息子の張天驥は憂
ゆ う

懼
ぐ

に耐えられない様子であった。それで私

は張希甫にこのように告げた。 

「人の生
せ い

は寄せるようなもの。自分からこのような苦しみを得ることはないのではありませんか。できれば、

時には飲酒し、米や肉を食べて、お子様方のお心を慰めてはどうでしょうか」 

張希甫は私のために強いて食べるようにしてくれた。しかし、この世にあろうとする意
こころ

はすでになかった。 

それから二年、私は黄
こ う

州に謫
た く

居
き ょ

し、張希甫が亡くなったことを聞いた。張天驥がその墓誌銘を寄せて

くれたので、私はその夫婦が超然として世の外にあったことを知ったのである。 

 

■【06-1-112】朱元経爐薬 

【解題】蘇軾の「異
い

人
じん

」好きはなかなかのもので、これは黄
こう

州の北隣の光
こう

州の朱
しゅ

元
げん

経
きょう

について記した短文。 
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【訳文】 

光
こ う

州に朱
し ゅ

元
げ ん

経
き ょ う

という道
ど う

人
じ ん

がいて、年は百歳ほど、世の多くの人は朱元経には道術があるといってい

る。私は黄
こ う

州にきて、一度は会ってみたいと思っていたのだが、すぐには果たすことができず、黄州にき

てまだそれほどにならないうちに、朱元経が亡くなったと聞いた。 

たまたま旧知の曹
そ う

九
きゅう

章
し ょ う

が光州の知事で、棺を与えて葬った。そのときにこれといって不思議なことはな

かった。後に、朱元経が作った金銀や薬が非常にたくさんあった。郡中の人々はその薬を争って買お

うとした。曹知事は許さず、すべて封をして役所に納めた。私は曹知事にこのようにいった。「後に貪欲

な者が盗み取ろうとするかもしれません。だったら、朝廷に知らせて、朝廷の蔵に納めてもらった方がよ

いのではないでしょうか」。曹知事がそのようにしたかどうかは知らない。 

黄金は確かに作れるというのは虚言ではなかったのだ。ただし、金などは土くれと同じだと視
み

る者にだけ

それができるのだろう。 

【補足】［（1）光
こう

州知事の曹
そう

九
きゅう

章
しょう

［字
あざな

は演
えん

甫
ほ

］とは、後に親戚になる。曹九章の息子

の曹
そう

煥
かん

が蘇轍の娘と結婚するからである。（2）蘇軾が黄
こう

州に来て最初の年はこのよう

にして終わる。自分を新たにするために、最初は安
あん

国
こく

寺
じ

にしばしば参禅し、冬至から

49 日間は天
てん

慶
けい

観
かん

に篭った。殺生戒を守るよう努め、読書に励み、節倹を旨とした。そ

れによって蘇軾は新たになったのだろうか。（3）一方で、弟の蘇轍は筠
いん

州でどのよう

に過ごしていたのか、それを知るために次の一文を読んでおこう］ 

 

【訳文】 

蘇
そ

轍
て つ

：『東
と う

軒
け ん

記
き

』 

私は罪をもって、筠
い ん

州の塩酒税を管理する役人に左遷された。 

筠州に着く前に大雨があり、筠
い ん

水
す い

が溢れ、南の市場を水没させ、北の堤を超えて州庁の門を破壊し

た。塩酒税の役場は川を見下ろす岸辺にあり、水の被害が最も甚だしかった。 
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筠州に着くと、役場の建物は壊れていて住めなかった。そこで郡知事に、国の出先機関の役場を借

りて住むようにできないかと頼んだ。郡知事は行き場のないことを憐れんで許してくれた。 

その年の十二月、ようやく役場の傾いた柱を直し、倒れた壁を補った。その上で、執務室の東に小さ

な建物、東
と う

軒
け ん

を作り、杉二本と竹百本を植え、休息の場にしようとした。 

塩酒税の仕事はもともとは三人で担当していたのだが、私が到着したときにはたまたま二人が辞めて

去った後で、一人だけで仕事をこなさなければならなかった。昼間は市場に出向き、塩を売る者、酒を

売る者、肉や魚を売る者たちの間を、わずかな利潤を巡って税を徴収して回る。夕方に帰ってくると、

全身がくたくたで、すぐに眠くなってしまい、いつ夜になったのかも知らないうちにもう朝になってしまう。朝

にはすぐにまた市場に出て仕事をするので、東軒で休むことなどできない。毎朝、毎夕、東軒の横を

出入りするたびに、それを見て肩をすくめて苦笑せずにはいられない。 

私は昔、少年のころに書物を読んで、孔
こ う

子
し

の弟子の顔
が ん

回
か い

［顔
が ん

淵
え ん

］の振る舞いを不思議に思った。顔

回は狭苦しい路地奥に住み、一つしかない竹の器に飯を盛り、一つしかない瓢
ひさご

で水を飲み、普通の

人なら苦しくて耐えられない暮らしをしながらも、それを楽しいとして改めなかった。私が疑問だったのは、

たとえ役人として仕えないにしても、門番とか夜回りとかの仕事をして、そこそこの暮らしができるようにした

ところで学問の妨げにはならないはずで、どうしてそこまで貧乏をして自分を苦しめなければならないの

かということだった。 

筠州に来てからは市場で働いて一日の休みもない。このごたごたを棄て、束縛するものを断ち切って、

学問の世界にこの身を解き放ちたいと思わない日はない。それでも、いつも事に迫られて現状に留ま

ってしまっている。そうこうするうちに、顔回が貧賎に甘んじて、敢えてわずかな俸給すらも求めなかったの

は、学問のためであったのだと知った。士
し

がまだ大
だ い

道
ど う

［真理］を聞かないうちは、権勢とか利益とかに

酔いしれ、美服や美女をよいものとし、それらを楽しみとしてしまう。正しい原理を教わって道を求めるに

及んで、あだ華を落とし、確かな実
み

を求めるようになる。そして、従容として自得し、天地の大小も、生死

の変化も意に介しなくなり、ましてそれ以下のものには全く心を動かされなくなる。その楽しさからしたら、困
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窮などはものの数ではなく、怨みごとを言うことはない。たとえ王の位と取り替えようといわれても、承知す

ることはない。徳を具えるに至った者でなければこうはならないので、私は何とかして我が身にまとう汚

濁を洗い流して、聖賢に万分の一でも近づきたいと思うのだが、自らの欠けているのを視
み

るに、顔回の

楽しみを得たいと願っても、それは無理なのであろう。孔子は天下をあまねく巡って、高い地位では大

臣になり、低い地位では倉庫の管理人になった。ただ遇うところに己を任せたのであって、それは道に

達した者でなければできないことで、私のような平凡な学徒が希望してもできるものではないのだろう。 

私は譴責されてここにきてから、束縛されていることの害を知りつつも、成り行きとしてここから去ることが

できない。もしも幸いにも遠い将来に、世間の人が私のことを憐われんで故郷に帰らせてくれたならば、

先祖の壊れた家を直し、小さながらんとした部屋を住まいとしたいと思う。そこで、顔回の楽しみを追い

求め、東軒のことを思い出しつつ、優
ゆ う

遊
ゆ う

として老いを忘れるとしようか。しかし、それとてそうなるようにと敢

えて望むものではないのである。 

【補足】［最初に、筠州で洪水があったことが書かれていて、それについては作品番

号06-1-068にも記されていた］ 

 
  



第6章 赤壁の賦 

第 6 章：164 
 

第6章 赤壁の賦――黄州 
［第6章その二］ 

元
げん

豊
ぽう

4年［1079年］、蘇
そ

軾
しょく

46歳。 

 

 

■【06-2-001】子姑神記 

【解題】黄
こう

州での謫
たく

居
きょ

生活は2年目に入り、土地の風習にも徐々に親しむようになっ

た。これは、子
し

姑
こ

神
しん

という厠
かわや

の神との面談記録である。 

 

【訳文】 

元
げ ん

豊
ほ う

三年正月一日、私は都を出て黄
こ う

州に向かい、二月一日に到着した。 

その明くる年の正月に、潘
は ん

丙
へ い

が私にいった。 

「不思議なこともあるものでございます。ここに赴任せよとのお上の御命令を先生が受けられて、黄州

の人々がまだ誰もそれを知らずにいましたときに、神様が郭
か く

遘
こ う

さんの家に降りまして、あたりによく響く声

で人に告げ、詩を賦したのでございますが。神様がいわれるには、『蘇
そ

公
こ う

が間もなくここに来られます。し

かし、吾はちょうど会うことができません』。そして、先生が黄州に着かれたまさにその日に、神様は去っ

てしまいました」 

そのまた明くる年の正月、潘丙が私にいった。 

「あの神様がまた郭遘さんの家に降りました」 

そこで私は見に行くと、神というのは、草木を衣として婦人の姿を成し、手の内に箸を持ち、二人の小さ

な童子がそれを支えているのだった。箸で字を書いて私にこのようにいった。 

「吾は寿
じ ゅ

陽
よ う

の人、姓は何
か

氏、名は媚
び

、字
あざな

は麗
れ い

卿
け い

でございます。幼いころから書物を読み、文章を書き、

立派な人の妻となりました。ところが、唐
と う

の垂
す い

拱
き ょ う

年間に、寿陽の長官が私の夫を殺害し、吾を妾として
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納
い

れたのでございます。その妻はひどく嫉妬深く、吾は廁
かわや

の中で殺されてしまいました。吾は死んで、ど

こにも訴えることができずにおりますと、天の使いが吾を御覧になり、罪なく殺されたことをお知りになって、

人間世界において神として仕事をするようにしてくださったのでございます。世にいうところの子
し

姑
こ

神
し ん

［厠

の神］は大勢いましょうが、吾ほど優れた者はいませんでしょう。貴公はここにしばらく留まっておられます

ので、お慰みに詩を賦し、舞ってさしあげたいと思います」 

神は詩数十篇をたちまち作り、どれにも妙所があり、時に嘲笑を雑えるものであった。 

私が神仙鬼仏の変
へ ん

化
げ

の理
ことわり

について尋ねると、その答えはどれも人の意表を衝くものであった。 

部屋にいた者が拍子をとって『道
ど う

調
ち ょ う

梁
り ょ う

州
し ゅ う

』の曲を歌うと、神は起って舞った。音楽にぴったり合い、曲

が終わると私にお辞儀をしていった。 

「貴公の名は天下に知られています。吾のことは世間に知られていません。どうか一寸ばかりの紙を

惜しまないでください」 

私は何氏の人生を聞き、酷い役人に掠め取られ、嫉妬深い妻に殺され、その怨みの深いことを知っ

た。しかし、その悪い長官の姓名をいわなかったのは、慎ましやかで礼に適うところである。自分の苦し

みは知らせても、人が隠している悪事を敢えて暴露しないのは、知があるといえる。また、詩文をよくしな

がら、それが世間に聞こえるまでにならなかったのを恥としているのは、賢であるといえる。これらのことを

記すなら、何氏の望みにほぼ沿うことになるだろう。 

【補足】［（1）淮
わい

河
が

と長
ちょう

江
こう

にはさまれたあたり、そのなかに黄
こう

州も含まれる、には、

厠
かわや

の神を正月に祭る風習があった。それを子
し

姑
こ

神
しん

あるいは紫
し

姑
こ

神
しん

といった。その風習

は姿を変えつつ、ずっと後世にも及んだ。（2）この文章には潘
はん

丙
へい

と郭
かく

遘
こう

の 2 人が登場

している。潘丙は樊
はん

口
こう

で酒店を営む潘
はん

革
かく

の次男で、科挙の一次試験には合格したもの

の二次試験には受かっていなかった。作品番号06-1-068では、「潘丙解
かい

元
げん

」と記されて

いたが、ここでは原文では「進
しん

士
し

潘丙」と記されている。潘丙の弟の潘
はん

原
げん

は獄中にあ

ってまだ解放されていなかった。郭遘は原文で「僑
ぎょう

人
じん

郭氏」と記されていて、薬屋の
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主
あるじ

である。（3）この文章によると、蘇軾が子姑神に会ったのは黄州に到着した翌々年

の正月ということになるが、記述に若干の混乱があるのだろうか、実際は翌年の正月、

つまりいま見ているときであったと推測されている。（4）子姑神の存在など全く信じ

ない訳者の邪推ではあるのだが、郭遘らは入念に準備をして蘇軾を子姑神に会わせた

のだろう。蘇軾が敢えて麗々しく礼、知、賢を兼ね備えていると記したのは、うすう

すまやかしものであると知りつつも、洒落でこの文章を書いたからなのかもしれない］ 

 

■【06-2-002】少年遊 

【解題】紫
し

姑
こ

神
しん

の求めに応じて蘇軾が作った詞。短い序文がある。 

 

【訳文】 

黄
こ う

州の商人である郭
か く

遘
こ う

は毎年正月に紫
し

姑
こ

神
し ん

を迎える。箕
み

をもって腹となし、箸をもって口となし、盤に

盛った灰に字を書き、すばやく詩を作る。私が見に行くと、神は『少
し ょ う

年
ね ん

遊
ゆ う

』の詞を作ってほしいといったの

で、戯れにこれを作った。 

 

玉肌鉛粉傲秋霜。［貴君は、秋の玉の肌に赤く化粧をして］ 

準擬鳳呼凰。［鳳
ほ う

［雄のおおとり］に呼ばれる凰
こ う

［雌のおおとり］のようでありましたのに］ 

伶倫不見、［夫はいなくなってしまい］ 

清香未吐、［清らかな香りは絶えて］ 

且糠秕吹揚。［糠
ぬ か

のかすのようになってしまったのです］ 

 

到処成双君独隻、［誰もがペアでいるのに貴君だけは一人ぼっち］ 

空無数、［むなしさばかりのなかでも］ 
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爛文章。［文章は輝いています］ 

一点香檀、［香の立ち上るもとで］ 

誰能借箸、［貴君に箸を貸しますのは］ 

無復似張良。［かの張
ち ょ う

良
り ょ う

のようなはかりごとが聞けるやもしれぬと……］ 

【補足】［（1）紫
し

姑
こ

神
しん

の実態を知らない訳者にはこの詞を訳すのは難しすぎる。ごく

いい加減な訳である。（2）先の文章とこの序文を合わせて考えるに、紫姑神は操り人

形のように、少年たちに支えられて、箸で字を書くようである。神が少年を動かして

いるのか、郭
かく

遘
こう

らにあらかじめ指示された通りに少年が操作しているのか、本当はど

ちらなのだろうか。（3）最後に漢
かん

の天下統一を支えた軍師の張
ちょう

良
りょう

が出てくるのは、

張良が箸を使って劉
りゅう

邦
ほう

に作戦を説いた故事による。（4）蘇軾にはこのときの子
し

姑
こ

神
しん

と

の面談について書いたもう一篇の文章があり、神との問答の内容がより詳しく書か

れ、また神が詠んだ詩も記録されている。読めばそれなりに興味深いところもあるの

だが、どうせまやかしだと思うと訳す労力を注ぐ気になれないので割愛する］ 

 

■【06-2-003】正月二十日、往岐亭、郡人潘、古、郭三人送余於女王城東禅荘院 

【解題】この詩は、後に見る作品番号 06-3-005と 06-4-003と合わせると、訳者が特に

好む作品群となる。蘇軾は岐
き

亭
てい

に陳
ちん

慥
ぞう

［方
ほう

山
さん

子
し

］［→作品番号 06-1-015］を訪ねようと

思い立ち、1月 20日の朝、臨
りん

皐
こう

亭
てい

を出発した。道案内を買って出たのが、上の文章に

登場した潘
はん

丙
へい

と郭
かく

遘
こう

、それに古
こ

耕
こう

道
どう

の 3 人であった。古耕道は赤ん坊救済基金の実務

担当者［→作品番号 06-1-042］である。3 人は道の途中の女
じょ

王
おう

城
じょう

の東
とう

禅
ぜん

荘
そう

院
いん

まで蘇軾

を送り届けた。潘、古、郭の三人の姓が詩の題に入っているところが何とも嬉しい。

もしも蘇軾が黄
こう

州に流されて来なかったならば、この三人がこのときにここで生きて

いたことなど我々は知りようもない。蘇軾が詩文に幾つかの手がかりを書き残してく
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れたことで、三人のそれぞれの人生をあれこれ想像し、潘、古、郭のいずれかになっ

て黄州での蘇軾の日々を見ていると空想することもできるだろう。実際に訳者は古耕

道を主人公にした小説を書こうとしたことがあった。残念ながら訳者のあまりの非力

のために、蘇軾が黄州に現れるところまで書いて力尽きてしまった。もしもさらに書

き進んでいたならば、超エリートで改革に反対した蘇軾に始めは反感を抱いていた古

耕道が、逆に蘇軾の人間性に強く惹かれるようになる場面が、この1月20日の道中の

どこかで描かれるはずであった。 

 

【訳文】 

春の初めの寒さのために、 

ここ十日ほどは門から出ないでいた。 

村々の柳がもう芽を吹いて、 

川べりで枝を揺らしているのも知らずにいた。 

凍りついていた谷から、決決
さ ら さ ら

と水音が聞こえてくるし、 

野焼きの痕を隠すようにして、青青と草が一斉に萌え出てきている。 

東
と う

禅
ぜ ん

荘
そ う

院
い ん

の小さな庭が私を引き留め、 

徳利に半分ほどの濁り酒を温めてくれる。 

そういえば、去年のこの日、 

私は峠の路で細かい雨に降られつつ、 

梅の花に、魂を断たれるような思いをしていたのだった。 

【補足】［「去年のこの日」とは麻
ま

城
じょう

県の春
しゅん

風
ぷう

嶺
れい

でのこと［→作品番号 06-1-010］。間

もなく到着する黄
こう

州にはいかなる日々が待っているのかおぼつかない思いでいたのだ

った。そのときは全く知りもしなかった潘
はん

丙
へい

と郭
かく

遘
こう

、古
こ

耕
こう

道
どう

といった人々と親しくし、
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黄州とかなり馴染んできたことに、ある種の感慨を覚えてこの詩を詠んだのだろう］ 

 

■【06-2-004】黄州隋永安郡 

【解題】少し寄り道をして、上の詩の題にあった女
じょ

王
おう

城
じょう

についての考証を見ておこう。

女王城は、黄
こう

州の町の北東 5 キロほどのところにあった古い町［城］の址。土地の人

は、楚
そ

王
おう

の娘が築いたので女王城と呼ぶのだといっていたが、蘇軾は疑っている。 

 

【訳文】 

昨日、『隋
ず い

書
し ょ

』の「地理志」を読んだところ、黄
こ う

州は、当時は永
え い

安
あ ん

郡と呼ばれていて、いまの黄州の町

から十五里ばかりのところに永安城があった。これを俗に「女
じ ょ

王
お う

城
じ ょ う

」と呼んでいるのだが、その説ははな

はだ怪しい。『図
ず

経
き ょ う

』によると、女王城は戦国時代の春
しゅん

申
し ん

君
く ん

の故城である。それも正しくないだろう。春

申君が居場所としたのはもとの呉
ご

国
こ く

のあたりで、いま無
む

錫
し ゃ く

県の恵
け い

山
ざ ん

の上にある春申廟のあたりではな

かろうか。 

【補足】［（1）無
む

錫
しゃく

県の恵
けい

山
ざん

について言及しているが、蘇軾はかつてその山を何度か

訪れている［→作品番号05-5-041など］。（2）黄州に来て以来、蘇軾がいろいろな書物

を読んでいることがこの文章からもわかる］ 

 

■【06-2-005】応夢羅漢記 

【解題】女
じょ

王
おう

城
じょう

の東
とう

禅
ぜん

荘
そう

院
いん

に泊まった翌日は団
だん

封
ほう

というところで一泊し、不思議な夢

を見た。 

 

【訳文】 

元
げ ん

豊
ほ う

四年正月二十一日、私は岐
き

亭
て い

に行く途中に団
だ ん

封
ほ う

で宿り、夢に一人の僧に会った。顔から血を
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流し、何かしら訴えたいことがあるような様子であった。 

その明くる日、岐亭に着き、一つの廟の前を過
よ ぎ

ったので、ふと立ち寄ると、中に阿
あ

羅
ら

漢
か ん

の像があり、左

に竜、右に虎を従え、はなはだ古めかしい姿であった。しかし、その顔面は人によって破壊されてしまって

いた。それを見て呆然としたのは、昔もきっと会っているような気がしたからだ。 

そこでその像を車に載せて帰ることにし、修復して仏
ぶ つ

龕
が ん

に収め、安
あ ん

国
こ く

寺
じ

に置いた。 

四月八日、我が母、武
ぶ

陽
よ う

君
く ん

の忌日に安国寺で仏事を行い、このことを記す。 

【補足】［夢で見た僧は、破壊された羅
ら

漢
かん

像
ぞう

ということなのだろうか。昔も会ってい

ると思ったのは、何かしら母と関係があるのだろうか］ 

 

■【06-2-006】王翊夢鹿剖桃核而得雄黄 

【解題】蘇軾は、岐
き

亭
てい

に関連して似たような夢の話を記録しているので、ついでなが

らここで見ておこう。 

 

【訳文】 

黄
こ う

州の岐
き

亭
て い

に王
お う

翊
よ く

という者がいた。家は富み善行を好んだ。 

王翊はある日、夢に、誰かに殴られたのか、水辺でほとんど死にそうになっている者を見た。その者は

王翊を見ると叫び、王翊は助けてやった。 

翌日、たまたま水辺に行くと、猟師に捕えられた一頭の鹿がいた。鹿には槍が突き刺さっていた。王

翊ははっとして、数千銭を出してそれを買った。鹿は王翊に付き従い、それからはいつも王翊と一緒に

過ごし、一歩も離れなかった。 

王翊の住まいの背後に林があり、実の成る木があった。ある日のこと、村の婦人が林の中で一つの

桃を見つけた。たった一つだけよく熟れた非常に大きな実がたった一つだけ木の枝にあった。婦人はそ

れを取って食べた。ちょうど通りかかった王翊はそれを見て大いに驚いた。婦人は食べ終わると種を捨
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てた。王翊はそれを拾い、割ってみると、桃の仁
じ ん

の形をした「雄
ゆ う

黄
お う

」のかたまりであった。それを噛むとは

なはだ美味であったので、すっかり呑んでしまった。それから王翊は生臭い野菜や肉を断ち、日に一

食だけで、殺生をしなくなった。 

これもまた不思議なことである。 

【補足】［（1）「雄
ゆう

黄
おう

」は光沢のある明るい黄色の鉱物で、神秘的な作用があると思わ

れていた。実際はヒ素の硫化化合物で毒性がある。（2）蘇軾は、夢に不思議な働きの

あることは、かなりの程度信じていたようで、しばしば夢を詩文に記している］ 

 

■【06-2-007】岐亭道上見梅花、戯贈季常 

【解題】岐
き

亭
てい

への道中に戻ると、岐亭に至る途中で陳
ちん

慥
ぞう

［字
あざな

は季
き

常
じょう

］に会い、梅の

花とともにこの戯れの詩を贈った。 

 

【訳文】 

季節の移り変わりとともに、 

蕙
け い

は死に蘭
ら ん

は枯れ、菊もまた摧
く だ

かれてしまった。 

しかし、魂を呼び返す霊薬「返
へ ん

魂
こ ん

香
こ う

」が峠の梅に入ったのだろうか、 

風によって緑が吹き尽くされた枝に、 

雀がくちばしで叩いたのに応じて、 

一点の芳
かぐわ

しい心が開いた。 

花は長
ち ょ う

江
こ う

の上を行く雲が落ちてきたかのようで、 

その香りは野辺の店で嘗める美酒のようだ。 

さあこれから行って貴君の奥方にお会いするなら、 

すでに病より起って、梅の花は満開となっておられましょう。 
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【補足】［このとき陳
ちん

慥
ぞう

の妻が病んでいたという説があり、詩の終わりの部分は、そ

れに基づいてかなりの意訳をした］ 

 

■【06-2-008】蜀僧明操思帰書竜丘子壁 

【解題】明
めい

操
そう

という蜀
しょく

出身の僧がいて、雲水の旅を重ねて黄
こう

州にしばし足を留めてい

た。たまたまこの岐
き

亭
てい

訪問の折に、蘇軾は明操に会ったようだ。蘇軾も陳
ちん

慥
ぞう

［方
ほう

山
さん

子
し

］

も蜀の人であることから、明操は同郷のよしみで、故郷に帰ってみたいというような

ことを語ったのだろう。それで蘇軾は戯れにこの詩を作り、陳慥の家の壁に書いた。

詩の題に「竜
りゅう

丘
きゅう

子
し

の壁」とあるのは、作品番号06-1-017で見たように、岐亭の近くに

竜
りゅう

丘
きゅう

山
ざん

があり、漢
かん

の時代に竜丘子がここに隠れ住んだということから、蘇軾は陳慥

を竜丘子になぞらえた詩を作り、以来、陳慥は竜丘と号するようになっていたからで

ある。 

 

【訳文】 

生きるのは苦労ばかりだとしても、 

それはあと幾日ほどのことであるのだろうか。 

帰りたいとの思いによって、 

晩年を乱すのはよろしくないだろう。 

貴僧はいかに見るのか―― 

あの一片の雲は無心を会得しているだろうか。 

南も北も東も西も同じ一つの天である。 

【補足】［「晩年を乱すな」とは明
めい

操
そう

だけでなく自分自身に向かってもいったのであろ

う］ 
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■【06-2-009】書所獲鏡銘 

【解題】蘇軾は陳
ちん

慥
ぞう

に会った後、帰りは川に船を浮かべて黄
こう

州に戻った。その折のこ

とを記した一文。 

 

【訳文】 

元
げ ん

豊
ほ う

四年正月、私は斉
せ い

安
あ ん

［黄
こ う

州］から岐
き

亭
て い

に行き、舟を泛
う か

べて還った。古
こ

黄
こ う

州
し ゅ う

を通り、そこで一枚の

鏡を見た。周囲が一尺二寸ほどで、その背に銘が記され、「漢
か ん

代
だ い

に白
は く

陽
よ う

から善い銅が出て、それを

取って鏡を作った。澄んで明るく、左に竜、右に虎を配してこれを守らせる」とある。その字は豆粒くらい

で、篆
て ん

書
し ょ

と隸
れ い

書
し ょ

を交えてはなはだ精妙である。白陽とは南
な ん

陽
よ う

を流れる白
は く

水
す い

の北岸のあたりだろうか。そ

の銅は漆のように真黒で、その背は玉
ぎ ょ く

を刻むかのようだ。鏡の明るさはわずかに人を照らすだけである。

聞くところの古代の鏡はだいたいこのようで、道家の「聚
し ゅ う

形
け い

の法」によるものである。 

【補足】［後にこの鏡は眉
び

州眉
び

山
ざん

県出身の道士陸
りく

惟
い

忠
ちゅう

に渡されることになる］ 

 

■【06-2-010】与滕達道 

【解題】作品番号06-1-089などで見た通り、宝
ほう

月
げつ

大
だい

師
し

［惟
い

簡
かん

］の弟子の悟
ご

清
せい

が黄
こう

州に

きて、勝
しょう

相
そう

院
いん

に新たに造った経典を納める建物を記念する文章を書いてほしいと依頼

され、昨年の秋のうちにそれは書いたはずなのだが、伝わる記録に混乱があるのか何

かしら事情があったのか、悟清は年が明けてもまた蘇軾の文章を持ち帰ることなく黄

州に留まっていた。蘇軾はその文章を刻む碑の題字を、滕
とう

元
げん

発
はつ

［字
あざな

は達
たっ

道
どう

］に頼もう

と考え、この手紙を送った。 

 

【訳文】 
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……罪を得てからは、文章を書くようなことはしないでおりましたが、近頃、成
せ い

都
と

の僧の惟
い

簡
か ん

が『経
き ょ う

蔵
ぞ う

碑
ひ

』に刻む文章を堅く求めてきまして、断ることができませんでした。惟簡は私の一族の年長の者で

す。……ここにその写しを添えて、差し上げることにします。よろしければ、貴君に題字を書いていただい

て、石碑を輝かすことができたらと思っています。蜀
し ょ く

にまだ貴君の筆の跡がないのははなはだ欠けると

ころでありますので、もし書いていただけましたら、まことに一段の奇事となりましょう。いかがでしょうか、御

返事をお待ちします。いまここに一人の蜀
し ょ く

僧
そ う

がいて間もなく帰ることになっていますので、書
し ょ

をいただけ

ましたなら、その者に託すことができます。 

【補足】［（1）悟
ご

清
せい

が成
せい

都
と

に帰る道すがら安
あん

州の滕
とう

元
げん

発
はつ

のもとに立ち寄って、書いて

もらおうという段取りである。（2）宝
ほう

月
げつ

大
だい

師
し

には、悟清に全てを託したので、詳しく

は悟清に尋ねてほしいという手紙を書いている］ 

 

■【06-2-011】四花相似説 

【解題】3月に長
ちょう

江
こう

対岸の王
おう

斉
せい

愈
ゆ

［字
あざま

は文
ぶん

甫
ほ

］、王
おう

斉
せい

万
まん

［字は子
し

弁
べん

］兄弟［→作品番

号06-1-030］の家［達
たつ

軒
けん

］を訪ねた。書
しょ

や花について論じ合い、それぞれ文章を残し

ている。これは花について記したもの。 

 

【訳文】 

荼
だ

糜
び

花
か

は通
つ う

草
そ う

花
か

に似ている。桃
と う

花
か

は蝋
ろ う

花
か

に似ている。海
か い

棠
ど う

花
か

は絹
け ん

花
か

に似ている。罌
お う

粟
ぞ く

花
か

は紙
し

花
か

に

似ている。 

三月十一日、王
お う

斉
せ い

愈
ゆ

の家に集まり、皆で花を評議し合った結果である。 

【補足】［似た者同士を並べたというだけのことで、わいわい楽しく論じ合ったのだ

ろうと想像すればそれでよく、それぞれの花がどのようなものであるかを吟味するま

でもないだろう］ 
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■【06-2-012】王文甫達軒評書 

【解題】これは書
しょ

について評議した文章。 

 

【訳文】 

唐
と う

末
ま つ

から五
ご

代
だ い

の時代に、文章は品がなく、書
し ょ

も同様であった。そのころの人としては楊
よ う

凝
ぎ ょ う

式
し き

［字
あざな

は景
け い

度
ど

］の筆を雄
ゆ う

として、唐代の顔
が ん

真
し ん

卿
け い

［字は清
せ い

臣
し ん

］や柳
り ゅ う

公
こ う

権
け ん

［字は誠
せ い

懸
げ ん

］と肩を並べるといわれることが

多い。しかし、私はひどく怪しいと思っている。宋
そ う

代になってからは李
り

建
けん

中
ちゅう

［字は得
と く

中
ちゅう

］と宋
そ う

綬
じ ゅ

［字は公
こ う

垂
す い

］が特に挙げられるが、私はそうは思っていない。宋綬の筆は寒く、李建中の筆は俗で、二人はみ

だりに名を得ているだけではなかろうか。最近の人では蔡
さ い

襄
じ ょ う

［字は君
く ん

謨
ぼ

］は天から与えられた資質から

してすでに高く、学んでさらに至り、まさに本朝第一とすべきである。 

【補足】［ごく簡略ながら、五
ご

代
だい

から北
ほく

宋
そう

前半の書家を蘇軾がどのように見ていたか

がわかる。唐
とう

代
だい

までの書家の流れについては作品番号 04-1-044 の詩で詠んでいるし、

本章のこの後にも見るようになる。ここに名が挙がっている人々について一人一人見

ることは避け、蔡
さい

襄
じょう

についてのみ以下の文章で見てゆくことにする］ 

 

■【06-2-013】論君謨書、跋君謨書賦、評楊氏所蔵欧蔡書、跋君謨飛白 

【解題】かつて蘇軾は海
かい

会
え

寺
じ

で蔡
さい

襄
じょう

［字
あざま

は君
くん

謨
ぼ

］が書いた『海
かい

会
え

寺
じ

記
き

』を見ていた

［→作品番号 04-3-056］。黄
こう

州にいる間に蔡襄の書について記した四つの文章があるの

でここでまとめて見ておこう。 

 

【訳文】 

（1）『論君謨書』［蔡
さ い

襄
じ ょ う

の書
し ょ

を論
ろ ん

じる］ 



第6章 赤壁の賦 

第 6 章：176 
 

欧
お う

陽
よ う

脩
し ゅ う

は書
し ょ

を論じてこのようにいった。 

「蔡襄の書は当世独歩である」 

これは至論である。思うに、蔡襄は行書
ぎ ょ う し ょ

が第一で、楷
か い

書
し ょ

が第二、草
そ う

書
し ょ

が第三である。その長ずるとこ

ろからあえて短所をいうなら、大
だ い

字
じ

の楷書は小
し ょ う

字
じ

の楷書に劣る。 

蔡襄は天から与えられた資質からして高く、それを補うに篤
あ つ

く学んだことから、当世独歩となったのであ

る。近頃、蔡襄の書を論じる者にはいろいろと異論があるので、とくにこのことを明らかにしておきたい。 

 

（2）『跋君謨書賦』［蔡
さ い

襄
じ ょ う

が書
か

いた賦
ふ

に添
そ

えた跋
ば つ

文
ぶ ん

］ 

私は近年の書を評して蔡襄を第一であるしている。ところが、そうではないという論者もいる。それは何も

知らない者とほとんど変わるところがない。書法はまず楷書に始まり、正しく楷書が書けなくて行書や

草書がうまいわけがない。蔡襄は二十九歳で楷書の法をこのように会得していたのであって、ここにそ

のおおもとを知ることができる。 

【補足】［蔡襄が 29歳のときに書いた賦に書き添えたのだろう。『海
かい

会
え

寺
じ

記
き

』はその 1

年前に書いたもので、「天から与えられた資質が高い」というのは、そうした若い頃

の書を見たことに基づく評であろう］ 

 

（3）『評楊氏所蔵欧蔡書』［楊
よ う

氏
し

が所
し ょ

蔵
ぞ う

する欧
お う

陽
よ う

脩
し ゅ う

と蔡
さ い

襄
じ ょ う

の書
し ょ

を評
ひ ょう

す］ 

顔
が ん

真
し ん

卿
け い

と柳
り ゅ う

公
こ う

権
け ん

が没してからは筆法が衰え絶えてしまい、加えるに唐
と う

末
ま つ

の喪乱で人物が雕
ち ょ う

落
ら く

磨
ま

滅
め つ

したために、五
ご

代
だ い

の時代には文芸や芸術は地を掃
は ら

うようにして尽きてしまった。ただ独り楊
よ う

凝
ぎ ょ う

式
し き

だけは筆

跡が雄傑で、王
お う

羲
ぎ

之
し

や王
お う

献
け ん

之
し

、そして顔真卿や柳公権の名残をとどめていて、まことに書の豪傑、

時代の流れの中に沈み込まれてしまうことがなかったといえるだろう。 

宋
そ う

代
だ い

の初めに李
り

建
け ん

中
ちゅう

は「能
の う

書
し ょ

」と呼ばれたが、その格調は低く、与える印象は濁っていて、唐末以来

の衰え卑しくなった風気にやはり染まっている。その他には、卓然として前の時代の人々を追うような者
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はいなかった。 

ここに独り蔡襄の書は天資がすでに高く、学びを積んで深くに至っている。心と手が応じあい、変化す

ること窮りなく、ついに本朝第一となった。そして、行書が最も勝れ、小字の楷書がそれに次ぎ、草書

がまたそれに次ぎ、大字の楷書がまたそれに次ぎ、八
は ち

分
ぶ

と隸
れ い

書
し ょ

は少し劣る。また新たな意匠を出して

飛
ひ

白
は く

の書を作り、蔡襄本人は「天を翔
か

ける竜、舞う鳳
おおとり

の勢いがある」といい、識者はそれは言い過ぎ

であるとはしなかった。 

欧
お う

陽
よ う

脩
し ゅ う

の書は学ぶ者が手本とすべきもので、まさに欧陽脩その人を見るに近いものがある。工
た く

みでは

ないとしても、なお宝として伝えるべきである。しかも精
せ い

勤
き ん

敏
び ん

妙
みょう

で自ずから一家を成している。 

楊
よ う

君は蔡襄と欧陽脩の書を所蔵していて、黄
こ う

州に立ち寄った際にそれを出して私に見せてくれたので、

たまたまこれを評するものである。 

【補足】［（1）蘇軾に2人の書を見せた楊
よう

君がいかなる人であるのかはわかっていない

ようだ。（2）蔡
さい

襄
じょう

について蘇軾は「天資高し」と繰り返し記している。（3）李
り

建
けん

中
ちゅう

の名は作品番号06-1-048で見ているが、蘇軾の評価は高くない］ 

 

（4）『跋君謨飛白』［蔡
さ い

襄
じ ょ う

の書
か

いた飛
ひ

白
は く

に添
そ

えた跋
ば つ

文
ぶ ん

］ 

物の理
ことわり

は一つである。その意
い

［本質］に通じるなら、何をしてもうまくいかないということはない。 

専門の科を分けて医術を行うのは医を衰えさえ、画法を分けて画を描くのは画を卑しくする。古代の名

医は老人も子供も分けずに診
み

たし、古代の名画家は人も物も分けずに描いた。これに長じているとい

われるのがよいとしても、これはできるがあれはできないといわれるのはよろしくない。世間の書家が、篆
て ん

書
し ょ

はできても隸
れ い

書
し ょ

はできないとか、行書が草書のようには書けないとかいうのは、書の意［本質］にほと

んど通じていないからである。 

蔡襄は、楷書も行書も草書も隸書も思いのままに書けないということはなかった。その力と思いが余っ

たものが変じて飛
ひ

白
は く

となった。これは愛すべきではあっても、学ぶことはできない。その意に通じないでは、
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このようにはできないのである。 

【補足】［物の理
ことわり

は一つで、それに通じなら何でもできるようなるというのは、蘇軾

の根本にある考え方である。だから、親友の文
ぶん

同
どう

も蘇軾自身も、詩も文も書も画も本

質は同じとして広く己のものとし、そのようにできないのなら、結局は何もわかって

いないとしたのである］ 

 

■【06-2-014】西江月 

【解題】蘇軾は人を喜ばせるのが好きだった。黄
こう

州に来てからの手紙などで、詩文は

廃したので作れないと断りつつも、実際には求めに応じているのを何度か見てきた。

ずっと後のことになるが、蘇軾が訪問する予定の寺の前で待ち構えていた人々のため

に、あかたもアイドルのサイン会のように、筆を手に何十枚も書き続け、蘇軾はそれ

を少しも嫌がらず、むしろ書をもらえなくてがっかりする人が出てしまうことを心配

したというエピソードが残っている。新たに黄
こう

州知事となった徐
じょ

大
だい

受
じゅ

［字
あざな

は君
くん

猷
ゆう

］

［→作品番号06-1-100］はかなりの風流人であったようで、技芸をもって仕える女性

が少なくとも4人はいて、嫵
ぶ

卿
けい

、勝
しょう

之
し

、慶
けい

姫
き

、懿
い

懿
い

の名が伝わっている。その女性た

ちに蘇軾が贈ったとされる詞が7篇残っている。ここでは勝之に贈った『西
せい

江
こう

月
げつ

』の

詞を見ておこう。この詞には、「建
けん

渓
けい

の双
そう

井
せい

茶
ちゃ

と、谷
こく

廉
れん

泉
せん

の水を勝之に贈った。徐大

受の家の侍女は非常に美しく、勝之は家柄のよいところの生まれだと自分でいってい

る」との添え書きがある。二つともブランド品で、困窮生活を強いられていた蘇軾で

あるから、誰かから贈られた物を惜しまずプレゼントしたのだろう。 

 

【訳文】 

竜焙今年絶品、［竜
り ゅ う

焙
ば い

［建
け ん

渓
け い

の地名］の茶といえば現在の絶品］ 
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谷簾自古珍泉。［谷
こ く

簾
れ ん

の水といえば古
いにしえ

から珍品とされています］ 

雪芽双井散神仙。［雪のような茶の芽は神仙の趣
おもむき

］ 

苗裔来従北苑。［仙界の宮殿からきた子孫なのでしょう］ 

 

湯発雲腴釅白、［泉の水から濃い白い雲が湧き］ 

盞浮花乳軽円。［まろやかな花が浮かびあがります］ 

人間誰敢更争妍。［人間世界にこれより美しいものがあるとしたら］ 

闘取紅窗粉面。［紅い窓から見える化粧した顔でしょうか］ 

【補足】［プレゼントした品物について歌っているように見えて、実は勝
しょう

之
し

を称えて

いるのであろう］ 

 

■【06-3-015】減字木蘭花 

【解題】ある人の随筆に、蘇軾の詩に次のような題のものがあると記されている。

「鄂
がく

州の役人である張
ちょう

商
しょう

英
えい

［字
あざな

は天
てん

覚
がく

、号は無
む

尽
じん

］が黄
こう

州に来た。黄州の徐
じょ

知事に

は四人の侍女がいて、姓は孫
そん

、姜
きょう

、閻
えん

、斉
せい

という。たまたま知事の妻である張
ちょう

氏が

その一人を連れて婿の家に行き、暮れ方に帰って来た。それは閻
えん

姫
き

であって、徐知事

が最も寵愛する侍女であった。よって絶句を作った」。つまり、張商英も同席する場

で、蘇軾が閻姫のために詩を贈ったのである。ただし、その詩は意味が取りがたいの

で、ここでは慶
けい

姫
き

［すなわち閻姫であると推測されている］に贈った詞を見ておこ

う。これは相手を喜ばせるために心地よい言葉を並べただけで内容は乏しい。敢えて

堅苦しい読み下し文で訳してみた。このようにするとわれわれには何やら立派げな作

品に見えるから面白い。 
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【訳文】 

天真雅麗、［天
て ん

真
し ん

 雅
が

麗
れ い

］ 

容態温柔心性慧。［容
よ う

態
た い

 温
お ん

柔
じ ゅ う

にして 心
し ん

性
せ い

 慧
さ と

し］ 

響亮歌喉、［響
ひ び

き亮
あ き

らかな歌
う た

の喉
の ど

］ 

遏住行雲翠不収。［行
こ う

雲
う ん

を遏住
と ど め

て翠
みどり

に収
おさま

らず］ 

 

妙詞佳曲、［妙
みょう

詞
し

の佳
か

曲
き ょ く

］ 

囀出新声能断続。［新
し ん

声
せ い

を囀
て ん

出
しゅつ

して能
よ

く断
だ ん

続
ぞ く

す］ 

重客多情、［重
ち ょ う

客
き ゃ く

 多
た

情
じ ょ う

］ 

満勧金卮玉手擎。［満
み

たして金
き ん

卮
し

を勧
す す

め玉
ぎ ょ く

手
し ゅ

にて擎
さ さ

げる］ 

【補足】［張
ちょう

商
しょう

英
えい

が黄
こう

州にきたのはこの年の春ないし翌年の春であったと推測されて

いる。張商英は蘇軾より5年後れて生まれ、章
しょう

惇
じゅん

によってその才能を認められて中央

で活躍していたが、改革派か保守派かという区分におさまる人ではなく、独自の政治

的立場をとり、時には改革派から、時には保守派からの批判を浴び、このときは改革

派によって左遷されて移動する途中に黄州に立ち寄ったのだった。蘇軾が黄州にいた

間に張商英に宛てた手紙が4通残っていて、その一つに、「羈
き

旅
りょ

の索
さく

漠
ばく

を久しくし、貴

君を一見できるなら思いを発散できましょう」と、張商英の来訪を歓迎する字句があ

る］ 

 

■【06-2-016】水竜吟 

【解題】章
しょう

◆
ほう

［字
あざな

は質
しつ

夫
ふ

］［◆は次の下に呆という字］［→作品番号06-1-099］から

楊
やなぎ

の花を詠んだ詞が送られてきたのでそれに次韻して返した。 
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【訳文】 

似花還似非花、［いったいそなたはなにもの、花のようですけど、でも花ではないみたい］ 

也無人惜従教墜。［だから、落ちたら落ちたで、惜しむ人はいないのでしょう］ 

抛街傍路、［すみかをすてて、道ばたをころげゆくのは］ 

思量却是、［どういうこと？］ 

無情有思。［そなたには情がないからなの、それでいて、思わせぶりで］ 

縈損柔腸、［わたしのはらわたをきりきりとねじり］ 

困酣嬌眼、［わたしの目を疲れさせ］ 

欲開還閉。［開こうとしても、きっと閉じさせてしまうのです］ 

夢随風万里、［そのままわたしは夢に誘われ、そなたとともに風に乗って］ 

尋郎去処、又還被、［万里の彼方を尋ねようとします、でもでも目覚めなさいと］ 

鶯呼起。［うぐいすが呼ぶのです］ 

 

不恨此花飛尽、［花であって花ではないのですから、そなたが飛び尽きてしまっても恨みはしません］ 

恨西園、落紅難綴。［恨むのはわたしの紅
くれない

が落ちてしまって、もう枝にはもどれないこと］ 

暁来雨過、［朝がきて、雨が通りすぎたあとで］ 

遺蹤何在、［そなたのなごりはどこかと見れば］ 

一池萍砕。［池一面の浮き草がそれなのでしょうか］ 

春色三分、［いまや春の色は三つに分かれ］ 

二分塵土、［二つは塵となって消え］ 

一分流水。［一つは水とともに流れてしまいました］ 

細看来、［もう一度こまやかに見るなら］ 

不是楊花、［そなたと思った浮き草は、もとよりそなたではありません］ 
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点点是離人涙。［わたしの紅のなごり、ひとしずくずつの涙だったのです］ 

【補足】［（1）楊の花は一見すると花らしくない。だから「花に似てまた花にあらざ

るに似る」と詠み出し、その花にこそ無限の情趣があると連綿と歌いあげる。蘇軾の

詩は往々にして理屈が勝る印象を与えるのだが、この詞を見れば、天性の詩人である

と知れるだろう。詞の後半にある「紅」を自分自身のこととして訳しているが、あく

までも一つの解釈である。（2）作品の優劣は読む人の判断に任せるべきであるが、訳

者が見るところ、これは蘇軾の詞の中でも特に優れた作品であるといってよいだろ

う。次韻の達人である蘇軾は、むしろ制約があってこそ計り知れない力を発揮するよ

うだ］ 

 

■【06-2-017】黄州上文潞公書 

【解題】政界の大物ある文
ぶん

彦
げん

博
はく

［潞
ろ

公
こう

］に送った手紙。文彦博はこのころは実質的な

権限は持たないものの太
たい

尉
い

という名誉ある称号を受け［→作品番号06-1-096］、大きな

存在感をなお保っていた。それだけにこの手紙は重々しく綴られているのだが、この

訳文はいつも通りの軽さで、特に荘重なところは割愛してしまっている。なお、宿
しゅく

州

で船を捜索された部分についての訳は作品番号05-5-090ですでに見ている。 

 

【訳文】 

夏の初めの次第に暑くなりゆくときに、恭
うやうや

しくも留
り ゅ う

守
し ゅ

太
た い

尉
い

執
し つ

事
じ

殿の万福をお伺いいたします。……［荘

重な言葉を並べて文
ぶ ん

彦
げ ん

博
は く

の徳を称える］……都よりお手紙を賜り、爛
ら ん

然
ぜ ん

と輝く行
ぎ ょ う

草
そ う

によって、無用の

身となった私でありながら、重き宝のように遇していただけましたような気がいたしております。 

私が罪を得てあわただしく獄から出ましたときには、まだ生きるか死ぬかもわからず、家族親類が無事

であるのかもわかりませんでした。自分自身について思いを巡らす暇
いとま

もなく、ただこれまでも名と義を最も
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重んじてきましたことから、もはや聖賢の方々からは絶縁され、君子の方々にお会いできることはないと

考えておりました。そもそも罪は赦されるものでありません。それでもなお我が身を改めることができるのかと、

ひたすら思案したのでありますが、十日に及んでも考えがまとまることはありませんでした。結局は恥を忍

んで強いて顔を上げ、卑しい言葉を飾ってかつてのよしみの方々に申し上げて、これからについて探る

ことにしたのでした。……［そのようなときに文彦博からの手紙がきたことを重 し々く記す］…… 

私が逮捕されて獄に赴いたときに、長男はすでに長じておりましたので、徒歩でついてきましたが、その

他の者は湖
こ

州の官舎に残りました。いずれも婦女ないし幼稚の者でありました。 

宿
し ゅ く

州に至りますと、私が家に所蔵する文書を取り集めるようにとの御
ぎ ょ

史
し

台
だ い

の命令が下り、各地の役所

はそれに従って役人を捜索に派遣し、私の乗る船も役人に囲まれ、文書類を持ち去っていきました。

家でも捜査を受けて、老人や幼い者は死ぬばかりに怖がり、役人が去ってから、女たちは、「こんなこと

になったのも日ごろからものを書くことを好んでいたからで、書いていったい何を得たかといったら、私た

ちをひどく怖がらせただけではありませんか」と、怒り罵り、残ったものことごとく焼いてしまいました。事が定

まって後に調べてみますと、書いたもののうち十に七ないし八は失われてしまっていました。 

黄
こ う

州にきましてからは、ほかに心を用いることもなく、ただ『易
え き

経
き ょ う

』と『論
ろ ん

語
ご

』を繰り返し読んで深く考え、得

たところがあるように思い、ついに父の研究の上に立って『易
え き

伝
で ん

』九巻を作り、また自らの考えによって

『論
ろ ん

語
ご

説
せ つ

』五巻を作りました。窮苦多難の身であり、寿命はあてになりませんから、この書物が埋もれて

後世に伝わらなくなるのを恐れ、数冊の写本を作って人間世界に留めおこうと思っております。文字に

よって罪を得た私ですから、人はこれを凶
き ょ う

衰
す い

不
ふ

詳
し ょ う

の書として収めようとはしてくれませんでしょう。また一代

の偉人でなければこれを託して必ず伝えてくださるものではありません。そこで明
め い

公
こ う

［文彦博］に献じる他

はないと考えたのであります。『易伝』は文章が多く、まだ写し終わっておりませんので、ただ『論語説』

五巻のみをお届けいたします。公におかれましては閑暇の折にでも御一読いただけましたなら、たとえ

取るところがないとされましても、窮まってもなお道
み ち

を忘れず、老いてもなお学び続けていることを見てい

ただけましょうかと、それだけで十分なのであります。 
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私が徐
じ ょ

州におりましたときに、諸郡が盜賊のために患いを受けているのを見まして、それらの人々が乱

暴不遜であるのは飢饉によるものであって、いつまでも騒動がやまないのを恐れ、考えるところを具
つぶさ

に

記して公に申し上げようとしました。その後、湖
こ

州への移動を命じられたために事はそのままになってしま

いました。家に所蔵していた書類の多くは失われてしまったのですが、その草稿は故紙
ほ ご

として篋
は こ

に貼ら

れていたために焼かれるのを免れました。篋を開くと思いがけずそれが出てまいりましたので、惘
も う

然
ぜ ん

と夢

の中の出来事のように感じたのでありました。それでそれらを写して、合わせてここに献じさせていただきま

す。罪人としてここに廃逐されながら、あえてまた天下の事を申し上げようとするものではありません。世

に有益であるはずのことが行われないままであるのを残念に思うだけであります。かねてからの私の心

がなお消え去っていないことを公に知っていただけましなら、それでよいのです。御一読の後には、どう

ぞ焼き捨ててください。 

黄
こ う

州は物価や安く、風土は安らかで、いまは去りがたいくらいに感じておりますし、またここを去って帰る

ところはありませんでしょうから、きっとここで老いて行くのでありましょう。お会いすることはもうないのでしょう。

紙に臨んで憂悶に堪えません。公におかれましては国のために身を重じられますよう願うものです。 

【補足】［（1）『易
えき

経
きょう

』の研究をしていることは陳
ちん

慥
ぞう

への手紙［→作品番号06-1-

047］でも触れていて、計画通り半年ほどで完成したのだった。合わせて、『論
ろん

語
ご

』の

研究書も書き上げたのである。なお、『易経』の研究はさらに深められ、後年、改訂

版が作られる。（2）文
ぶん

彦
げん

博
はく

には、密
みつ

州にいたときに、塩の専売についての意見書を

提出していた［→作品番号05-1-066］。徐
じょ

州でも政策提言を文彦博にしようとしていた

のである。朝廷には蘇軾の意見を聞いてくれるような人がいないので、文彦博を頼り

にしたのであろう］ 

 

■【06-2-018】与杜道源 

【解題】杜
と

沂
ぎん

［字
あざな

は道
どう

源
げん

］［→作品番号06-1-045］に宛てた手紙。 
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【訳文】 

窮
きゅう

陋
ろ う

に謫
た く

居
き ょ

の身を寄せる私のところに、友として最初に貴君が訪れてくださり、流落の嘆きがからりと

晴れたような気がしました。私はとにかく人に累
る い

を及ぼすばかりで、独自の見識を持って、進退など意に

かけない者でなければ、敢えて私と付き合おうなどとはしてくださいません。常にこのことを思って、貴君

のことは忘れるときがありません。 

お別れしてからまた夏がきました。募る思いは言葉になりません。いかがお過ごしであろうかと遠くより想

い見ています。 

二度にわたってお手紙を頂戴していながら、怠慢にもすぐには御返事せず、いつもそれで人様に罪を

得ております。かねてからの友は、私がもとからのものぐさでなかなかものを書けないのは御存知であり

ましょうから、他意のないことと大目に見ていただけると望んでおります。 

貴君はすでに官職に就かれて、交替を終えられたとのこと、高い志をもって、何事も適宜こなしていか

れるでありましょう。 

江
こ う

綖
え ん

君はもはや少しも留まることはありません。その決断は並みの人の及ぶところではありません。 

お会いすることはできませんが、時節柄御自愛されますように。 

【補足】［（1）この手紙から杜
と

沂
ぎん

は新たな官職に就いたとわかるので、蘇軾を訪ねと

きにはまだ職に就いていなかったのだろう。（2）終わりに名の挙がっている江
こう

綖
えん

は武
ぶ

昌
しょう

県知事だった人で、かつて一緒に武
ぶ

昌
しょう

の西
せい

山
ざん

寺
じ

に遊んでいる［→作品番号 06-1-

045］。江綖と鄂
がく

州知事の朱
しゅ

寿
じゅ

昌
しょう

と関係に微妙なところがあったようなのだが［→作品

番号 06-1-096］、それとここに記してあることとが関係するかどうかは全くわからない］ 

 

■【06-2-019】与陳大夫 

【解題】先の黄
こう

州知事であった陳
ちん

軾
しょく

［→作品番号 06-1-077］への手紙。陳軾は黄州を
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離れた後も、蘇軾への支援を続けていたのである。 

 

【訳文】 

竹
ち く

簟
て ん

［竹で編んだ敷物］や剪刀
は さ み

などを頂戴し、御厚意に敬服いたしております。欧
お う

陽
よ う

文
ぶ ん

忠
ちゅう

公
こ う

［欧
お う

陽
よ う

脩
し ゅ う

］の文に「暑い風も竹簟によって涼む」とあります。その味わいがこれで得られます。 

このごろは己を省みて、出て歩くことは少なくなっています。去年の冬至には斎戒して四十九日間を過

ごし、我がおおもとに帰ろうとして、得るところがあったように思います。たちまちまた夏となり、また門を閉ざ

して思いを掃おうとしています。昔の人は、「国を治めるにはゆったりゆるゆる行うのがよい」といいました。

つまらない想念が絶えれば、太古の民のようにもなれましょうか。道
ど う

家
か

が老いを退けて寿命を延ばすと

いっているのは、たぶんそのようなことであるのでしょう。もしも毎日汲
きゅう

汲
きゅう

として外物に随ってあたふたとして

いたなら、たとえ長い寿命を授かっていたとしても、一寸の隙間を馬が駆け抜けるようにして終わってしま

うでしょう。この福を自分だけが享
う

けるのではなく、皆様にもお分けしようと、このように記したまでであります。 

 

■【06-2-020】少年遊 

【解題】現在の黄
こう

州知事である徐
じょ

大
だい

受
じゅ

が主催する端
たん

午
ご

の節句の宴で詠んだ詞。座を盛

り上げるための作である。 

 

【訳文】 

銀塘朱欄麹塵波。［朱
あ か

い欄干から臨む池には麹
こ う じ

の色のような波］ 

円緑捲新荷。［蓮の緑の葉は新たに円くなったばかりです］ 

蘭條薦浴、［蘭の茎が誘う沐浴］ 

菖花醸酒、［菖蒲の花が旨くさせる酒］ 

天気尚清和。［天気もまことに清く和やかです］ 
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好将沈酔酬佳節、［さあ、この佳節に酔いつぶれましょう］ 

十分酒、［酒はたっぷり］ 

一分歌。［歌はちょっぴり］ 

獄草煙深、［獄は草に深く埋もれ］ 

訟庭人悄、［訴訟をする人もいませんから］ 

無吝宴遊過。［遠慮せずにこの宴遊を徹底しましょう］ 

【補足】［（1）5月5日には、蘭［いわゆるランではなくキク科の香りのよい草］を入

れて沐浴したり、菖蒲の花を漬けた酒を飲んだりする古くからの習わしがあった。

（2）「獄は深い草に埋もれ」とあるのは、黄
こう

州はよく治まって獄に入れなければなら

ない者はいないということで、徐
じょ

知事を讃えたのである］ 

 

■【06-2-021】跋子由棲賢堂記後 

【解題】弟の蘇轍が書いた『廬
ろ

山
ざん

棲
せい

賢
けん

寺
じ

新
しん

修
しゅう

僧
そう

堂
どう

記
き

』に添えた跋文。最初に蘇轍の文

の一部を掲げる。 

 

【訳文】 

蘇
そ

轍
て つ

：『廬
ろ

山
ざ ん

棲
せ い

賢
け ん

寺
じ

新
し ん

修
し ゅ う

僧
そ う

堂
ど う

記
き

』 

元
げ ん

豊
ほ う

三年、私は罪を得て高
こ う

安
あ ん

［筠
い ん

州］に遷った。（筠州に移動する途中の）夏の六月に廬
ろ

山
ざ ん

を過
よ ぎ

り、

そこが風光に勝れているのを知ってはいても、長く留まることはしないで、二日間だけ山の南側を歩き、

棲
せ い

賢
け ん

谷
こ く

に入った。 

谷の中には、互いに重なり合うようにして巨大な岩が多数あり、その間を流れる水は雷のような音を立

て、千台の車が走り抜けるかのようにしてあたりが揺れ、立って見ているのさえ難しい。その険しさは長
ち ょ う

江
こ う
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の三
さ ん

峡
き ょ う

をも上回るほどで、そこに架かる橋は三
さ ん

峡
き ょ う

橋
き ょ う

という。橋を渡って東に行くと、山に沿って水が巡り、

そこでは水は平らで白い練り絹のようで、横ざまに巨大な岩にぶつかると、そこに水が集中して大車輪

のように回転し、沸き立ち上がって水の変化を窮める。 

その川の上流に寺があり、寺の右側は石の壁に寄り添い、左側は流れる水を下に見る。僧堂は石の

壁の真下にあって、そこの簷
え ん

先で鋭い峰や奇怪な形の岩が翔んだり舞ったりしているかのようである。

杉や松や竹が橫に生えたり逆さまに伸びたりして、互いにからまりあっている。大風や大雨のときは堂

中の人は押しつぶされてしまうのではないかと恐れる。 

廬山に詳しい人に問うと、「この山の景勝地として、棲賢谷は必ず一ないし二に数えられるでしょう」とい

った。 

翌年、智
ち

遷
せ ん

長
ち ょ う

老
ろ う

の使者として恵
え

遷
せ ん

が高安にきて私にこのようにいった。「我らの僧堂は建ててから六

十年になり、瓦が傷み木が朽ちて、四方からの客人を受け入れることができなくなりました。私恵遷は

力を尽くしてこれを新しくし、ついに立派に完成しました。以前とは面目を一新しましたので、そのことにつ

いて文を記してくださるようお願いします」。 

……［以下、堂を新しくした意義について述べる］…… 

四年五月九日、眉
び

陽
よ う

の蘇轍が記す。 

 

弟が作った『棲賢堂記』を読むと、まさに堂中にいて、水
す い

石
せ き

が陰
い ん

森
し ん

として、草
そ う

木
も く

が膠
こ う

葛
か つ

するありさまを

見ているようかのようになる。私はこの記を書き、石に刻んで堂のあたりに置いて、廬山との縁を結びた

いと思う。そうすれば、後に廬山に入ったときに、ただの通りすがりの客人であるとは思われずにすむで

あろうから。 

 

■【06-2-022】書唐氏六家書後 

【解題】唐
とう

垌
とう

［字
あざな

は林
りん

夫
ふ

］からの依頼で、隋
ずい

から唐
とう

の時代の 6人の書家についての評
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論を書いた。唐垌は政治的には王
おう

安
あん

石
せき

に近く、朝廷の重要な役を勤めたこともあった

が、このころは職から退いていたようだ。筆法に詳しく、蘇軾の書
しょ

を愛し、長く交流

が続いた。書を言葉によって的確に論評するのは、恐らくかなり困難であろう。蘇軾

は漢字を駆使して視覚的イメージを伝えようとしているかのようだ。それでこの訳文

では幾つかの漢語は訳さず生のままにしておく。 

 

【訳文】 

智
ち

永
え い

禅
ぜ ん

師
じ

の書
し ょ

は、骨
こ つ

気
き

は深
し ん

穏
お ん

で、体
た い

は集
し ゅ う

妙
みょう

を兼ね、精密な技能が極ってかえって疏
そ

淡
た ん

となっている。

陶
と う

淵
え ん

明
め い

の詩を観
み

るかのようだ。初めて見ると散漫で締まりがないようだが、反覆して何度も見ると、その

奇
き

趣
し ゅ

が識
し

れてくる。今に伝わる法
ほ う

貼
ち ょ う

の中に「不
ふ

具
ぐ

釈
し ゃ く

智
ち

永
え い

白
は く

」と文末にあるものがあって、（「具せず」を

よく用いていた）王
お う

羲
ぎ

之
し

の作品群の中に誤って収められたりもしているが、智永禅師の書ではない。ま

た「謹
き ん

此
し

代
だ い

申
し ん

」と文末にあるのは唐
と う

末
ま つ

五
ご

代
だ い

の俗語で、その書は下手くそである［やはり智永禅師の書

ではない］。 

欧
お う

陽
よ う

詢
じゅん

の書は群を抜いて引き締まって美しく、小
し ょ う

字
じ

の楷
か い

書
し ょ

に最も巧みである。高
こ う

麗
ら い

国
こ く

からの使者が

その書を買い求めたとき、唐
と う

の高
こ う

祖
そ

皇帝は嘆息してこういった。「高麗国の人は欧陽詢の書を見て、

その人はさぞ魁
か い

梧
ご

奇
き

偉
い

［堂々の偉丈夫］であろうと思っただろうな」。これは書を知る者の言葉ではない。

書というものはその人となりに似るものだ。欧陽詢の容貌はさえないけれど、頭の切れは圧倒的であっ

た。いまその書を観ると、強く険しく削いだような厳しさがあって、まさしくその風貌に合致していたのだ。 

褚
ち ょ

遂
す い

良
り ょ う

の書は清
せ い

遠
え ん

にして蕭
し ょ う

散
さ ん

、いくらか隸
れ い

書
し ょ

体
た い

が雑ざっている。昔の書を論じる人は、兼ねて平素の

暮らしも論じた。もしもそれなりの人でなければ、書が巧みであっても貴ぶことはなかった。褚遂良はもとよ

り忠臣であったが、劉
り ゅ う

洎
き

を讒
ざ ん

言
げ ん

で殺したという事件があり、人の心を曇らせる。私はかつてその事件の

実情を検討したが、きっと劉洎が晩年には片意地で怒りっぽくなり、天子の廃立について実際に口に

したのであって、褚遂良が讒言したわけではないのだ。もしそうでないのなら、馬
ば

周
し ゅ う

が劉洎に有利な証



第6章 赤壁の賦 

第 6 章：190 
 

言をしていながら、太
た い

宗
そ う

皇帝が劉洎だけを罰して馬周の罪を問わなかったことと辻褄が合わなくなる。

つまり、褚遂良が讒言したというのがそもそも後の人がでっちあげたことであって、歴史家がそれを見破

れなかったのである。 

張
ち ょ う

旭
き ょ く

の草
そ う

書
し ょ

は頽
た い

然
ぜ ん

と酔って天に放たれたよう、点や画はどうにかそのところにある程度だが、意のおも

むくところを十分に示している。号して神逸と称せられる。今の世で草書を善くするとされる者は楷書や

行
ぎ ょ う

書
し ょ

が上手に書けなかったりするのだが、これは大きな間違いである。楷書が行書を生み、行書が

草書を生むのであって、楷書は人でいえば立つ姿、行書は行く姿、草書は走る姿である。立つことも

行くこともできないのに走れる者はいない。いま長
ち ょ う

安
あ ん

に張旭が楷書で書いた『郎
ろ う

官
か ん

石
せ き

柱
ちゅう

記
き

』があり、そ

の字は簡素で俗っぽさを超え、南朝時代の人が書いたかのようである。 

顔
が ん

真
し ん

卿
け い

の書は雄にして秀で独り突出している。古法を一変させたことでは詩における杜
と

甫
ほ

と同じだ。そ

の力は天を縦横に翔
か

け、漢
か ん

、魏
ぎ

、晋
し ん

、宋
そ う

［南朝］以来の風流を超えている。後の作者はほとんど迫る

ことすらできない。 

柳
り ゅ う

公
こ う

権
け ん

の書はもとは顔真卿から出たもので、自身の工夫で新意を出した。柳公権の書を見るなら、

「一
い ち

字
じ

百
ひゃく

金
き ん

」という言葉も虚しいものではない。皇帝に筆法を問われて「心が正しければ筆もまた正し

い」と答えたのは、皇帝を遠まわしに諌めただけでなく、道理としてまさにその通りなのである。世間のつ

まらない人間どもは、字がたとえうまく書けても、その心持ちはいつも睢盱
せ か せ か

として側媚
こびへつらい

の態
て い

があるものだ。

そのように思うのは、私の思い込みであるのかもしれないが、その書を見て心持ちが悪くなるのでは、や

はりそれを書いた人のありようが知れるというものだ。 

私は黄
こ う

州謫
た く

居
き ょ

となり、唐
と う

垌
と う

が湖
こ

口
こ う

から手紙をくれた。そにに「吾が家にこの六人の書があります。私の

ために六人を短く評して、書の後ろに書いてください」とあった。唐垌の書は私よりずっと優れているのに、

かえって私に書を求めるのはどういうことなのか、私には全く理解ができない。 

元
げ ん

豊
ほ う

四年五月十一日、眉
び

山
ざ ん

の蘇軾、書く。 

【補足】［作品番号 06-2-012 で、顔
がん

真
しん

卿
けい

と柳
りゅう

公
こう

権
けん

は唐
とう

代
だい

を代表する書家として挙げら



自由訳 蘇東坡詩文集抄 

第 6 章：191 
 

れていた］ 

 

■【06-2-023】武昌酌菩薩泉送王子立 

【解題】弟の娘の婿である王
おう

適
てき

［字
あざな

は子
し

立
りゅう

］が黄
こう

州にきた。王適は、蘇軾が湖
こ

州で

逮捕されたとき、その家族を蘇轍のいる南
なん

京
けい

応
おう

天
てん

府
ふ

に送り届け［→作品番号05-5-

088］、その後はずっと蘇轍のもとにいたらしく、蘇轍の左遷先の筠
いん

州にも付いて行っ

た。そして、この年の秋に行われる科挙の一次試験を徐
じょ

州で受けるために筠州を発

ち、途中で黄州に寄ったのである。この詩は武
ぶ

昌
しょう

の西
せい

山
ざん

にある菩
ぼ

薩
さつ

泉
せん

で水を酌んで王

適に別れを告げたもの。菩薩泉については作品番号06-1-101などで見ている。 

 

【訳文】 

君は行く。 

私には酒もなく銭もない。 

君に勧めるのは菩
ぼ

薩
さ つ

泉
せ ん

で酌んだ一杯の水。 

君は頭
こうべ

を垂れ、私を見ることができない。 

そう悲しむでない―― 

別れてどこに行こうとも、 

四方の全てはこの水に映る天の内にあるのだから。 

 

■【06-2-024】東坡八首、并叙 

【解題】蘇軾には数々の号
ごう

がある。自称するのは、東
とう

坡
ば

、東
とう

坡
ば

居
こ

士
じ

、老
ろう

泉
せん

山
さん

人
じん

、鉄
てつ

冠
かん

道
どう

人
じん

、戒
かい

和
お

尚
しょう

、玉
ぎょく

局
きょく

老
ろう

、眉
び

陽
よう

居
こ

士
じ

、雪
せつ

浪
ろう

斎
さい

。他称では、無
む

邪
や

公
こう

、仇
きゅう

池
ち

翁
おう

、▲
ひ

陵
りょう

先
せん

生
せい

［▲は田＋比］、泉
せん

南
なん

老
ろう

人
じん

、水
すい

東
とう

老
ろう

人
じん

、東
とう

坡
ば

道
どう

人
じん

、海
かい

上
じょう

道
どう

人
じん

、蘇
そ

仙
せん

、坡
は

仙
せん

［以上『蘇
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軾年譜』による］。最も知られているのが「東坡」で、その号を用いるようになった

のがこの年、元
げん

豊
ほう

4 年である。東
とう

坡
ば

とは東の坡
たかまり

の意味で、先に見た四
し

望
ぼう

亭
てい

のある竜
りゅう

王
おう

山
ざん

［→作品番号 06-1-032］のあたりの小高い場所［黄
こう

州の町の中心から北東の方角

にある］に対して、蘇軾自身がその名を与えた。この年の春の初めごろから、蘇軾は

東坡の一角のかつて兵舎があった土地で開墾を始め、夏までの間に、東坡について詠

んだ8首の詩を作った。序文がある。 

 

【訳文】 

叙 

私は黄
こ う

州に来て二年目となり、日々に生活が苦しくなった。昔からの友である馬
ば

正
せ い

卿
け い

は食べるものさ

え欠乏しているのを哀れみ、郡中にあるもとの兵営地、およそ数十畝
ぽ

ほどの土地をお上に請い願って、

そこで私が自ら耕作ができるようにしてくれた。 

土地は長らく荒れ果て、茨
いばら

が繁茂し、瓦
が

礫
れ き

がころがる場所となっていた。しかもこの年はひどい日照り

で、開墾の労働だけで筋力がほとんど尽きてしまった。耒
す き

を投げ捨て、嘆いてこの詩を作り、自分で自

分の辛い努めを哀れんだ。 

切望するのは、来年からの収穫がこの労苦を忘れさせてくれることだ。 

【補足】［蘇軾は、家計のやりくりに関し、賈
か

収
しゅう

の法を実践することでこの先 1 年く

らいは大丈夫だろうと書いていた［→作品番号 06-1-103］。行き詰まるのは目に見えて

いたので、馬
ば

正
せい

卿
けい

が奔走して、わずかながらも耕作地を、たぶん無償で、手に入れる

ことに成功した。いつかは役人生活から足を洗って自作農に回帰しようというのが蘇

軾の初めからの願いであったから、はからずもそれが早々と実現したような格好にな

った。馬正卿と知り合ったのは最初の赴任地である鳳
ほう

翔
しょう

に行く前のことで［→作品番

号 02-1-012］、それ以来 20 年になるが、詩中にその名が現れたのはこれが初めてであ
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る］ 

 

 其の一 

廃墟となった跡地は人に顧みられることがなく、 

土の塀は頽
く ず

れ、雑草が生え放題だ。 

ここに筋力を投入したところで、無駄に捐
す て

るようなもの、 

一年の終わりにその労力を償ってくれはしない。 

そこに他郷から、 

広大な天地にも逃れるところがなく、 

行くに窮してさすらい来た独りの男―― 

最初に手掛けたのは瓦
が

礫
れ き

拾い、 

あいにくと日照りの年で、土は痩せている。 

男は草の中に埋もれながらも、 

ここからわずかでも収穫物を刮
け ず

り取ろうとしているのだ。 

ああ―― 

男は耒
す き

を投げやって嘆息する。 

「我が廩
こめぐら

はいつになったら高く聳えるのだろうか」 

 

 其の二 

この全くとりとめもなく荒れた土地、 

それでも高い低いがあるのを見れば、 

それぞれに適した使い方があるだろう。 

低くじめじめしたところは稲を植えるがよろしかろうか、 
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東の高まりには棗
なつめ

と栗を蒔
ま

くのがよろしかろうか。 

長
ち ょ う

江
こ う

の南の岸辺には蜀
し ょ く

から来た友人がいて、 

桑の種子をくれることになっている。 

姿のよい竹を植栽してもよいのだが、 

根があちこち勝手に張ってしまうのはちょっと心配である。 

いましばらく佳
よ

い場所を検討した上で、 

我が家族が安心して住める敷地を定めるとしよう。 

そんな算段をしていると、 

枯草を焼いていた家
か

童
ど う

［少年の使用人］が走って来て叫ぶには、 

「隠れていた古井戸が出てきました」 

ここから一食分の作物だって収穫できるかどうかもわからないけれど、 

とりあえず一瓢
ぴ ょう

［瓢
ひさご

で作ったひしゃく］の水を飲めることだけは確実になった。 

【補足】［蜀
しょく

から来た友人とは王
おう

兄弟［→作品番号06-1-030］のこと］ 

 

 其の三 

昔からここには小さなせせらぎがあって、 

遠い峠の背後からきているという。 

それは城壁を穿って黄
こ う

州の町へと入り込み、 

集落を通過する間に汚水が流れ込み、 

草が高く生い茂るようになる。 

ここから去って、流れは、 

十畝
ほ

ほどの広さの柯
か

氏の陂
ためいけ

となり、 

そこには魚や蝦
え び

がいる。 
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今年は日照りで小川の水は尽き、 

陂
ためいけ

の浮き草も枯れて泥にべったりと付いてしまっている。 

昨夜、南の山に雲が湧いたかと思うと、 

雨が来て、犁
す き

で一回盛った土を超えて降ってくれた。 

水はもとの溝を尋ねてちょろちょろと流れ、 

あたかも私が荒れ地を切り開いているのを知ってくれているかのようだ。 

溝の底の泥には去年の芹の根があり、 

見れば、一寸ばかりのが確かにある。 

白く芽が伸び出すのはいつだろうか。 

そのときには鳩の肉とともにあえたらよいだろう。 

【補足】［（1）ここにある柯
か

氏の陂
ためいけ

は、四
し

望
ぼう

亭
てい

の下の魚
ぎょ

池
ち

のことであろう［→作品番

号 06-1-032］。その近くにある柯氏の林を買うかどうか検討していると弟に語っていた

［→作品番号 06-1-059］。東の坡
たかまり

はそれよりも少し北に位置し、この詩にあるように

北の峠から流れてきた小川が東の坡を経由して柯氏の池に注ぐのである。（2）この詩

の最後には蘇軾自身の注記があって、蜀
しょく

の人は芹の芽を細く刻んで、鳩の肉と合えた

ものを好むとある］ 

 

 其の四 

【補足】［この詩にも蘇軾自身による注記がある。（1）蜀
しょく

の人は、細かい雨を「雨
う

毛
もう

」

といい、稲の芽が伸び始めることを「水に鍼
はり

を刺す」という。（2）蜀の地では、稲が

稔るころに蚱
さくもう

が田に群がって飛ぶ。形状は小ぶりの蝗のようで、稲を害することは

ない］ 
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清
せ い

明
め い

節
せ つ

の前に稲を種
う

える。 

私はすぐにそれから続く楽しいことを数え上げる―― 

春の沢辺を雨
う

毛
も う

が暗く覆うと、 

「水に鍼
は り

を刺した」との嬉しい言葉を聞く。 

苗を分けて植え終わるのは初夏のころ、 

稲の葉が風に翻るのは喜ばしい。 

夏は、月の明りに照らされて、稲の穂に露が上り、 

幾つもの珠
た ま

を連ねたように見える。 

秋になれば、稲の穂が重くなり、 

倒れかかるのを互いに支え合う。 

そして畔道のあたりからは、 

蚱
さ く も う

の飛び交う音が風雨のように聞こえる。 

新らたに舂
つ

いた米をすぐに甑
こしき

に入れて炊けば、 

竹籠の中で玉の粒が輝きわたる―― 

私はお上から支給される米ばかりをずっと食べてきた。 

それは紅く変色して泥のようなものだ。 

ゆくゆくは収穫したばかりの米の本当の味わいを知ることができると、 

いまから我が口と腹に約束しておこう。 

 

 其の五 

良い農民は地力を惜しむという。 

ならば、ここが十年も荒れ地であったのは幸いではなかろうか。 

桑の木はなかなか成長しないにしても、 
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麦くらいなら望みがありそうだ。 

種を蒔いてまだ一カ月にならないけれど、 

土の塊を覆ってすでに蒼
あ お

蒼
あ お

と出てきている。 

農夫は私にいう。 

「苗のうちから、葉ばかり繁らせちまったらどうにもなりませんぞ。 

 麦で団子をたんとこさえたかったら、 

 牛やら羊やらを放し飼いにするとええがな」 

繰り返し教えてくれることに何度も礼をいう。 

腹を満たすためとあれば、 

助言を忘れることなどありはしない。 

 

 其の六 

棗
なつめ

を種えるのは、実を剥
う

ち落とす時がくると思うから、 

松を種えるのは、材を斫
き

り出す時がくると思うから。 

そうなるのは十年以上も先であろうが、 

我が計画は愨
おろか

なまでにひたむきである。 

十年などどうということもない、 

千年だって雹が風によって吹き過ぎるようなものだ。 

学んだらよかろうと思っていたのが昔聞いた「李
り

衡
こ う

の召使い」の話―― 

呉
ご

の国の李衡は千本の蜜柑を植えて子供らにこういった、 

「これでおまえたちの将来には何の心配もない、 

 ここに千人の『木の召使い』がいるのだからな」 

よい塩梅に私にはその名もまさに李君という同僚がいて、 
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いまは舒
じ ょ

州で官の務めをしていて、 

たまたま三寸もの大きさの蜜柑を贈ってくれた。 

その輝きといったら、見る者皆を驚かせるほどだ。 

もしも、春の氷がまだあるうちに、 

その苗木を百本ばかりももらえたらと思いもする。 

竹の籬
まがき

の先、軒端のあたりに、 

青い実、黄色い実が垂れるのがもう目に見えるようだ。 

【補足】［同僚の李
り

君とは李
り

常
じょう

のことであると、蘇軾自身の注記がある。李常と手紙

のやりとりをしていることは作品番号 06-1-043 で見ている。三国時代の李
り

衡
こう

の故事と

李常が贈ってくれた蜜柑とを結びつけたのである。米、麦、蜜柑と次々に収穫物を想

像してゆくのである］ 

 

 其の七 

潘
は ん

丙
へ い

君は、長らく官の仕事にありつけないために、 

長
ち ょ う

江
こ う

の南の村で酒を売っている。 

郭
か く

遘
こ う

君は、もともとは将軍を輩出してきた家柄だが、 

町の西側にある市場の城壁の際で薬を売っている。 

古
こ

耕
こ う

道
ど う

君は、人とは変わったことを好み、 

たぶん唐
と う

代
だ い

の侠客、古
こ

押
お う

牙
が

の子孫なのだろう。 

古耕道君の家には十畝の広さの竹林があり、 

いつでも門を叩いて訪れてよいことになっている。 

私は生きるに窮して旧くからの交わりを絶ったのだが、 

この三君だけはたえず声をかけてくれ、 
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東の坡
たかまり

での労苦も私と一緒にしてくれる。 

せめてものねぎらいにと、ささやかな弁当を用意して共に食べる。 

気の毒なのはかの杜
と

甫
ほ

である、 

何しろ朱
し ゅ

のじいさんと阮
げ ん

のにいさんしか相手をしてくれないと嘆いたのだから。 

私はかの子
し

夏
か

を師匠とすると決めたのだ、 

「四
し

海
か い

の内、皆、兄弟なり」なのだ。 

【補足】［（1）もしも蘇軾の多数の詩に対して、宋
そう

代
だい

以来の約千年間にわたる無数の

ファンが人気投票をしたならば、この『東
とう

坡
ば

八首』は必ずベストファイブの中に入る

であろう。その詩に、潘
はん

丙
へい

、郭
かく

遘
こう

、古
こ

耕
こう

道
どう

［→作品番号 06-2-003］が詠まれたのは、

三人にとってこれ以上にない幸運であったろう。（2）古耕道の先祖かもしれないとさ

れた古
こ

押
おう

牙
が

は伝説の人物で、約束したことは必ず果たし、己の命を犠牲にしてある人

の許嫁を救出している。（3）黄
こう

州のいわば無名な人々と気安く付き合った蘇軾は、そ

こまで突き抜けることのできなった杜
と

甫
ほ

を哀れんでいる。杜甫は安
あん

禄
ろく

山
ざん

の乱をどうに

か乗り切った唐
とう

の朝廷の一員に加えられものの、己の信念に忠実に従ったために周囲

と馴染めず、職を辞して浪々の身となった。杜甫は常に国家のことを考え、自身は庶

民とは一線を画す士
し

大
たい

夫
ふ

層に属するとの意識と責任感を強く抱いていた。それは極め

て尊敬すべきことであると蘇軾も考える一方で、蘇軾には意識の底層に自身は本来は

農民であるとの思いがあり、荒れ地を耕し、潘、郭、古の 3 人と付き合うなかでそれ

を強めのだろう。孔
こう

子
し

の弟子の子
し

夏
か

の言葉「四
し

海
かい

の内、皆、兄弟なり」を実践できる

と歌ったこの詩の末の句は、黄州に来て 1 年余りで、蘇軾の精神が力強く蘇ったこと

を示すものであろう。それを導いたのが、東の坡
たかまり

の地を得た馬
ば

正
せい

卿
けい

であるので、最

後の第八首は馬正卿のことを歌う］ 
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 其の八 

馬
ば

正
せ い

卿
け い

君は士
し

大
た い

夫
ふ

としてもとは苦しい境遇にあった。 

私に付き従って二十年、 

馬正卿君は、日夜、私が高位に昇ることを望んできた。 

それは、隠棲するための土地を買う銭を私からもらうためである。 

ところが、私は馬正卿君に何もしてやれず。 

かえって馬正卿君に面倒をかけ、 

この土地を借り受けて、ここで農耕ができるようにしてくれた。 

馬正卿君は自身の人生設計を放棄して、 

ここで収穫することを目論んでいるのだが、 

それは亀の甲羅から毛を刮
け ず

り取って毛
も う

氈
せ ん

を編もうとするようなものだろう。 

馬正卿君が癡
おろか

なのはそれだけではなく、 

いまもって私が賢人であるかのように誇らしげに人に吹聴しているのだ。 

誰もがそれを笑うのに、いっかな改めようとしない。 

憐れなことに、 

私に一つ施せば、千倍になって返ってくるといまもって思っているのだ。 

【補足】［馬
ば

正
せい

卿
けい

がいかなる考えから 20 年もの間蘇軾に仕え、流罪になってもなお離

れずにいるのか。この詩に詠まれている通りではないことだけは確かである］ 

 

■【06-2-025】馬正卿守節 

【解題】蘇軾を「蘇
そ

東
とう

坡
ば

」にした最大の功労者は馬
ば

正
せい

卿
けい

である。馬正卿について記し

た二つの短文を見ておこう。一つ目はすでに作品番号 02-1-012 として見ているが、も

う一度ここに掲げておく。 
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【訳文】 

杞
き

［雍
よ う

丘
きゅう

］の人の馬
ば

正
せ い

卿
け い

は都の太
た い

学
が く

の年長の組の学生だったが、はなはだ潔癖で気骨があり、学

生仲間からは好かれず、教授連中からは敬遠されていた。私は若いときにたまたまその下宿を訪ね

たところ、壁に杜
と

甫
ほ

の『秋の雨の嘆き』の詩が書いてあった。それを見ても、そのときは特に何も思わな

かったのだが、馬正卿は間もなく太学を辞めて、二度と世に出ようとしなかった［よって、都の人々に己

が理解されない苦しさを杜甫の詩に託したのだと知れた］。馬正卿はいまや白髪で、やはり困窮してい

るが、節
せ つ

を守ることはいまも変わらない。馬正卿の字
あざな

は夢
ぼ う

得
と く

である。 

【補足】［蘇軾が馬
ば

正
せい

卿
けい

の下宿を訪ねたのは制
せい

科
か

の受験を控えて勉強に励んでいたこ

ろであった。そのときに 2 人がどのような話をしたのかわからないが、翌年には、馬

正卿は自身が科挙に合格して官僚になるのは断念して、蘇軾の従者になることを選択

したのであるから、よほど蘇軾という人物に惹かれたに違いない］ 

 

■【06-2-026】馬夢得同歳 

【解題】馬
ば

正
せい

卿
けい

［字
あざな

は夢
ぼう

得
とく

］についてのもう一つの短文。 

 

【訳文】 

馬
ば

正
せ い

卿
け い

は私と同じ年の同じ月の生まれで、私よりも八日だけ若い。この年に生まれた者で富貴な者

はいない。私と馬正卿はその中でも困窮の冠たる者である。そして、私と馬正卿を比べてみるなら、や

はり馬正卿を首位として推さなければならないだろう。 

 

■【06-2-027】与王定国書 
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【解題】新たに土地を得て耕作を始めたことを、この頃に王
おう

鞏
きょう

［字
あざな

は定
てい

国
こく

］［→作品

番号06-1-105］に送った手紙に記している。 

 

【訳文】 

（1）王
お う

詵
し ん

君が都に召し還されると聞きました。その娘たちが泣いて訴えたために、皇帝が哀れまれたか

らだとか。その通りなのでしょう。 

送ってくださった詩はいよいよすばらしく、和したいと思いながらも、戒めを破るのは望むところではありませ

ん。こちらに来てからは歴史を学ぶのを楽しみとしています。お上に仕えて以来、学問から離れていまし

たので、これでいくらかまともになれるでありましょう。 

私は荒れ地数十畝
ほ

を得ました。牛を一頭買い、自分でそこを耕しています。今年は日照りの歳に当た

り、米の値段が非常に高くなっています。近ごろ折よく雨が降りましたので、日夜開墾し、麦を植えようと

しています。苦労ではありますが、かえってそこに味わいがあります。近隣の人 と々顔を合わせればわい

わいがやがや賑やかにやっています。自分では「鏖糟陂裏
く そ に も な ら な い と ち

の陶
と う

淵
え ん

明
め い

」との号を思いついたのです

が、どんなものでしょうか。 

貴君の数枚の書
し ょ

を拝見して、筆法が次第に晋
し ん

の時代の人々に迫ってきています。私の筆法はどうで

しょう、少しは進んでおりますかな。画はどうもうまくいきません。酔って後に、十枚、二十枚と描いて、時

に見られるものが一枚くらいあるかどうかで、多くは人が持ち去ってしまいます。貴君は画をお好みでしょ

うか。いま急には描けませんが、今後、酔ったときにうまくできたなら、お送りいたしましょうか。 

【補足】［（1）最初に、蘇軾に連座して均
きん

州に流された王
おう

詵
しん

［→作品番号06-1-001］に

ついて記している。どうやら蘇軾は誤った情報を聞いたようだ。王詵は先帝の婿で、

その娘は皇室の血を受け継いでいるからいかにもありそうな話なのだが、王詵が実際

に都に帰還したのは3年後であった。（2）戒めを破りたくないので詩に和すことはで
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きないと記している。詩を作ることを完全に断っていたわけではないが、罪人同士が

唱和するのはさすがに控えたのだろう。（3）晋
しん

の時代の人とは王
おう

義
ぎ

之
し

などである］ 

 

（2）荒れ地を耕して詩を詠んでいます。その中に、「枯草を焼いていた家
か

童
ど う

が走って来て、／叫ぶには、

／隠れていた古井戸が出てきました／一食分の作物だってここで採れるかどうかもわからないが、／

一瓢
ぴ ょう

の水を飲めることだけは確実になった」［家童焼枯草、走報暗井出。一飽未敢期、瓢飲已可

必］。とか「亀の甲羅から毛を刮
け ず

り取って毛
も う

氈
せ ん

を編もうとするようなこと」［刮毛亀背上、何時得成氈］と

いった句があります。万里の彼方で笑ってくださることもあろうかと、紙の余白を埋めておきます。 

 

■【06-2-028】与章子厚書 

【解題】自分で土地を耕すようになったことは、章
しょう

惇
じゅん

［字
あざな

は子
し

厚
こう

］［→作品番号 06-

1-079］への手紙にも記している。 

 

【訳文】 

私は東の坡
たかまり

に住まいし、棚田を作り、稲を植えています。農地は五十畝
ほ

あり、自ら耕し、妻も自ら蚕を

飼っています。それによって一年のやりくりをしようとしています。 

昨日は一頭の牛が病気のためにほとんど死にかけました。牛の医者はその病状を識
し

りませんでした。

老妻はそれを識っていて、「この牛は豆
と う

斑
は ん

瘡
そ う

です。治療法は青い蒿
よもぎ

を粥にして食べさせることです」と

いうので、その通りにしてみると効果がありました。 

私は謫
た く

居
き ょ

の後、すっかり村の翁のようになった気でいたのですが、まだまだです。老妻の方がよほど黒
こ く

牡
ぼ

丹
た ん

［牛のこと］の扱いを知っています。 

千里の向こうで、貴公に笑っていただきたく思います。 

【補足】［（1）章
しょう

惇
じゅん

に対して、こうした日常の些事を記して送っているのは、政治的
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立場は異なっていても友人としての関係は変わらないと自分は考えていると伝えたか

ったからなのだろう。（2）元来自分は農耕をする民であると考える蘇軾であっても、

農事の実体験は少年の頃に少々あった程度で、ここにあるように妻やあるいは馬
ば

正
せい

卿
けい

や近隣の人々の手助けを必要とした。蒿
よもぎ

を粥にして食べさせるとは、要するに下剤を

施したのだろう］ 

 

■【06-2-029】題織錦図上回文三首 

【解題】蘇軾はいかなる遊び心からだったのだろうか、このころに回
かい

文
ぶん

の作品をいく

つも作っている。ここに掲げるのは、「タケヤブヤケタ」のように右から読んでも左

から読んでも同じというタイプの回文ではなく、終わりから逆に読んでもちゃんと意

味が通じる詩になるというタイプの回文。3 首のうち 1 首だけを書き下し文にして示

す。言葉を操る名手である蘇軾は、荒れ地を耕しながらこうした遊びに耽ったりした

のだろうか。 

 

【訳文】 

春晩落花余碧草、 

夜涼低月半枯桐。 

人随遠雁辺城暮、 

雨映疏簾繍閣空。 

 

左上から読めば、 

「春晩
く

れて落花は碧
へ き

草
そ う

に余し、夜涼しくて低い月は枯
こ

桐
ど う

に半
な か

ばす。人は遠
え ん

雁
が ん

に随う辺
へ ん

城
じ ょ う

の暮れ、雨

は疏
そ

簾
れ ん

に映じて繍
し ゅ う

閣
か く

空
む な

し」 
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右下から読めば、 

「空
く う

閣
か く

の繍
し ゅ う

簾
れ ん

は疏
そ

にして雨に映じ、暮城に辺
へ ん

雁
が ん

は遠く人に随う。桐は枯れて半月は涼夜に低
た

れ、草

は碧にして余花晩春に落つ」 

 

■【06-2-030】書鶏鳴歌 

【解題】先に「女
じょ

王
おう

城
じょう

」についての考証［→作品番号06-2-004］を見たが、黄
こう

州の自

然、歴史、習俗に関していろいろな考察を加えている。これは民謡について記したも

の。 

 

【訳文】 

私は黄
こ う

州に来て、二月、三月のころに、黄州の人々が群がり集まって歌うのを聞いた。その詞
ことば

はわか

らないし、その音律は正しい音階に合っていない。その声はなめらかに高くなったり下がったりし、鶏が

鳴くのにも似ている。 

遠く周
し ゅ う

の時代に、祭祀に携わった「鶏
け い

人
じ ん

」が廟
び ょう

堂
ど う

において時を告げた声が、もしやこうであったかと思

わせるところがある。ただしひどく田舎臭い。 

後
ご

漢
か ん

時代の応
お う

劭
し ょ う

が書いた『漢
か ん

官
か ん

儀
ぎ

』には「宮中では鶏を飼っていない。汝
じ ょ

南
な ん

郡には長く鳴く鶏がい

て、宮殿の朱
し ゅ

雀
じ ゃ く

門
も ん

の外を守る兵士は、その鶏の鳴く声を伝える」とあり、「これはいまの『鶏
け い

鳴
め い

歌
か

』のもと

である」といっている。晋
し ん

の時代の『晋
し ん

太
た い

康
こ う

地
ち

道
ど う

記
き

』には「後漢のときに固
こ

始
し

県など四県では、宮中の

護衛兵がこの曲を習って天子の御前で歌った。いまの『鶏鳴歌』のもとである」とある。唐
と う

の時代の顔
が ん

師
し

古
こ

は事の本末を考えることなく、みだりにこの説を否定した。 

いま私が黄州で聞くのは『鶏鳴歌』のなごりなのではなかろうか。土地の人はこれを「山
さ ん

歌
か

」といってい

る。 

【補足】［古い文化が、都から離れた辺縁の地に残るという現象がある。周
しゅう

の時代の
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祭官や漢
かん

の時代の衛兵が鶏の声を真似た名残が、黄
こう

州に今も伝わっているのかも知れ

ないと蘇軾は考えたのである］ 

 

■【06-2-031】雑書琴事十首 

【解題】6 月、陳
ちん

慥
ぞう

［方
ほう

山
さん

子
し

］［→作品番号 06-2-007］が黄
こう

州に来た。2 回目の訪問で

ある。蘇軾は琴に関する10篇の短文『雑
ざつ

書
しょ

琴
きん

事
じ

十首』、および琴の曲に関する12篇の

短文『雑
ざつ

書
しょ

琴
きん

曲
きょく

十二首』を書いて陳慥に贈った。まず『雑書琴事』から 5篇を訳す。

序文が付いている。 

 

【訳文】 

元
げ ん

豊
ぽ う

四年六月二十三日、陳
ち ん

慥
ぞ う

が岐
き

亭
て い

から訪ね来た。精巧な筆、佳
よ

い紙、妙
た え

なる墨を携えて、私

に書
し ょ

を求めた。たまたま客人の中に琴を善くする者がいて、私が所蔵する琴を求めて弾じた。それで全

て琴に関する十の事柄を書いた。 

【補足】［旧い中国において「琴
きん

棋
き

書
しょ

画
が

」は文人の嗜むべきものとされた。囲碁につ

いて蘇軾が語ることはあまりないが［→作品番号 06-4-087］、書や画については頻繁に

語り、琴についても深い知識があった。訳者は「琴棋書画」の全てに無知で、ここの

訳文もまたはなはだ心もとない］ 

 

 其の一 家蔵雷琴［家
い え

に蔵
ぞ う

する雷
ら い

琴
き ん

］ 

我が家に琴がある。雷
ら い

文
ぶ ん

が造ったので雷
ら い

琴
き ん

という。琴の全ての面に蛇の皮が張られている。上
じ ょ う

池
ち

［琴の部位の名称。以下の下
か

池
ち

、嶽
が く

山
ざ ん

も同じ］にある銘に「開
か い

元
げ ん

十年に雅
が

州
し ゅ う

霊
れ い

関
か ん

村
そ ん

で造る」とあり、

下池の銘に「雷
らい

家
け

、八
は ち

日
に ち

合
ご う

に記
し る

す」とある。「八日合」とは何の意味かわからない。嶽山には指を入

れられず、そのために弦を収めることができない。これがこの琴の最大の特徴で、雷文の琴だけがその
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ようになっている。その理由がわからないかと家蔵の雷琴で探ってみた。琴の声は上池と下池の間か

ら出る。琴の背面はやや隆
た か

くなっていて、薤
に ら

の葉のような形をしている。琴の声はその隘
せ ま

いところから出

ようとして徘回して去らないので、余韻が残る。これが雷琴の最大の妙所であろうか。 

【補足】［かつて蘇軾は舟の上で父の蘇
そ

洵
じゅん

が弾く琴を詩に詠んでいた［→作品番号 01-

1-008］。そのときの琴がこの雷
らい

琴
きん

であったのだろうか。「八
はち

日
にち

合
ごう

」とは数字の判じ物で

あることを考証している宋代
そうだい

の随筆がある］ 

 

 其の二 欧陽公論琴詩［欧
お う

陽
よ う

公
こ う

が琴
こ と

の詩
し

を論
ろ ん

じる］ 

唐
と う

の韓
か ん

愈
ゆ

の詩に『穎
え い

師
し

の琴
こ と

を聴
き

く』があり、 

 

昵昵児女語、［ぺちゃぺちゃと男女がしゃべるかのようであり］ 

恩怨相爾汝。［愛と怨みがこもごもであるかのようでもある］ 

画然変軒昂、［にわかに高くなったり、勢いづいたり］ 

勇士赴敵場。［勇士が戦いの場に赴くかのようでもある］ 

 

とある。 

かつて欧
お う

陽
よ う

公
こ う

［欧
お う

陽
よ う

脩
し ゅ う

］は私に「琴を詠んだ詩で最も佳
よ

いのはどれだろうか」と尋ねられ、私はこの韓

愈の詩を挙げた。 

欧陽公はこのようにいった。 

「この詩は確かに巧みである。しかし、これは琵琶を聴いての詩で琴の詩ではない」 

後に私は『杭
こ う

州
し ゅ う

の僧
そ う

の惟
い

賢
け ん

の琴
こ と

を聴
き

く』という詩を作った。 

 

大弦春温和且平、［琴の大
だ い

弦
げ ん

は春のように温
あたた

かで、和
や わ

らかく平らである］ 
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小弦廉折亮以清。［小
し ょ う

弦
げ ん

は高く折れ、亮
あきら

かにして清らかである］ 

平生未識宮与角、［私はもとより宮
きゅう

の弦とか角
か く

の弦とかの区別さえつかなくて］ 

但聞牛鳴盎中雉登木。［牛が盎
は ち

の中で鳴いたり、雉が木に登って鳴いたりしているようだと聞くだけで

ある］ 

門前剥啄誰扣門、［惟賢師が弾く琴を聴いていると、門をほとほとと叩く者がいた］ 

山僧未閑君勿嗔。［師は山にあっても閑がなく、琴は中断されてしまった］ 

帰家且覓千斛水、［それを残念に思う前に、私は家に帰って千斛
こ く

の水を求め］ 

浄洗從前箏笛耳。［箏
そ う

や笛の音に慣れてしまった耳を洗って出直さないとならない］ 

 

詩ができて欧陽公に寄せたいと思ったが、公はすでに亡くなっていた。いまに至っても残念でならない。 

【補足】［（1）惟
い

賢
けん

の琴を聴いたのは蘇軾が杭
こう

州の副知事であったときのことで、欧
おう

陽
よう

脩
しゅう

の訃報が届く直前だったのだろう［→作品番号 04-1-056］。（2）続く其の三も杭

州副知事時代の思い出で、張
ちょう

先
せん

のエピソードを記している。張先が何やらジョークを

いっているのだが、何がおかしいのかさっぱりわからないので割愛する。（3）さらに

其の四は、琴と外来の音楽との関係が記していて、これもさっぱりわからないので割

愛する］ 

 

 其の五 琴貴桐孫［琴
こ と

は桐
き り

の孫
ま ご

を貴
とう と

ぶ］ 

木は普通は根元の方が堅くしまっていて、末の方が軟らかくて緩い。桐だけはそうではない。試しに小

枝を取って削ってみると、どこも堅実で蝋のようであるが、根元側はどこもが緩い。世間の人が桐の孫
ま ご

枝
え だ

を貴ぶのは、その堅実さを貴ぶからである。堅実であると、糸の音の中に木の声が入るのである。 

 

 其の六 戴安道不及阮千里［戴
た い

安
あ ん

道
ど う

は阮
げ ん

千
せ ん

里
り

に及
お よ

ばず］ 
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阮
げ ん

瞻
せ ん

［字
あざな

は千
せ ん

里
り

］は琴を上手に弾いた。そのことを聞いた人が、阮瞻のもとを訪れて琴を聴きたいと求

めると、貴
き

賤
せ ん

長
ち ょ う

幼
よ う

を問わず、誰にでも弾いて聴かせた。音が自然に和し、人が演奏しているようには

思えなかった。義兄の潘
は ん

岳
が く

が琴を所望すると、夜遅くになっても嫌な顔をすることなく弾き続けた。その

恬
て ん

淡
た ん

として栄
え い

辱
じ ょ く

にこだわらないありさまに人々は感心した。 

戴
た い

逵
き

［字は安
あ ん

道
ど う

］もまた上手に琴を弾き、武
ぶ

陵
り ょ う

王
お う

が人を使わして召そうとすると、戴逵は使者の前で、

「わしは王侯のための芸人にはならない」といって、琴の弦を破った。 

戴逵の介
か い

［臍曲がり］は阮瞻の達
た つ

［こだわりのなさ］に及ばない。 

【補足】［（1）晋
しん

の時代の戴
たい

逵
き

と阮
げん

瞻
せん

のエピソードを記して、蘇軾の価値観がよく表

れている。蘇軾もまた庶民の求めによく応じる人であった。（2）其の七から其の九は

訳者の理解が及ばないので割愛する］ 

 

 其の十 文与可琴銘［文
ぶ ん

同
ど う

の琴
こ と

の銘
め い

］ 

文
ぶ ん

同
ど う

の家に古い琴があり、私はそれに銘を記した。 

 

攫之幽然、［これを攫
つ ま

むなら幽
ゆ う

然
ぜ ん

として］ 

如水赴谷。［水が谷に赴むくかのようである］ 

醳之蕭然、［これを醳
は じ

くなら蕭
し ょ う

然
ぜ ん

として］ 

如葉脱木。［葉が木から脱するかのようである］ 

按之噫然、［これを按
あ ん

じれば噫
い

然
ぜ ん

として］ 

応指而長言者似君。［指に応じて長く言うところは貴君に似ている］ 

置之枵然、［これを置けば枵
き ょ う

然
ぜ ん

として］ 

遺形而不言者似僕。［形は遺
の こ

っても、もうものを言わないのは僕に似ている］ 
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文同は楚
そ

詞
じ

［古風な詩］を好んで作ったので、「長く言うところは貴君に似ている」の句がある。 

「醳
え き

」と「釈」は同義である。 

昔むかし鄒
す う

忌
き

は琴を論じてこのようにいった。 

「これを攫
つ ま

むこと深く、これを醳
は じ

くこと愉
た の

し」。 

この言葉は指の使い方の妙所をいっている。 

【補足】［（1）親友の文
ぶん

同
どう

［字
あざな

は与
よ

可
か

］［→作品番号 06-1-055］が所有する琴のために

かつて作った銘についての一文。「攫
かく

」「醳
えき

」「按
あん

」「置
ち

」は弦の操作法をいう。（2）演

奏を終えて琴を置いたさまは無口の自分のようだとは、実態の逆をいうユーモアであ

ろう］ 

 

■【06-2-032】雑書琴曲十二首 

【解題】陳
ちん

慥
ぞう

に与えた『雑
ざつ

書
しょ

琴
きん

曲
きょく

十二首』は、琴の曲にまつわる豆知識を記したごく

短い十二篇の文章で、『瑤
よう

池
ち

燕
えん

』の曲について記した一文だけを訳す。 

 

【訳文】 

 其の十二 瑤
よ う

池
ち

燕
え ん

 

琴の曲に『瑤池燕』があり、怨み咽ぶ声調で、その詞はあまりよろしくない。ある人［実は蘇軾］はこの詞

を改めて、女性の悩ましさの歌とした。 

 

飛花成陣。［花が一斉に飛ぶと］ 

春心困。［春の心の苦しみは］ 

寸寸。［ずたずた］ 

別腸多少愁悶。［別れてからの愁い悶えはどれほどなのですかと］ 
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無人問。［尋ねてくれる人もなくて］ 

偸啼自搵。［忍び泣きを抑えて］ 

残妝粉。［化粧が崩れてしまうのです］ 

 

抱瑤琴、［琴を抱いて］ 

尋出新韻。［新しい曲を尋ね］ 

玉纖趁。［指が音を追います］ 

南風未解幽慍。［南からの風もこの思いをといてはくれません］ 

低雲鬢、［頭
こうべ

を垂れ］ 

眉峰斂暈。［眉の間を曇らせ］ 

嬌和恨。［なまめかしくも恨むのです］ 

 

この曲の妙なるところは、人に与えないでくれたまえ。 

 

■【06-2-033】与彦正判官 

【解題】琴に関連してこの手紙も読んでおこう。彦
げん

正
せい

判
はん

官
がん

は何者であるのかわからな

いという。字
あざな

が彦正というこの界隈の官員なのだろう。 

 

【訳文】 

「響
き ょ う

泉
せ ん

」と「韻
い ん

磬
き ょ う

」の二つの古い琴は、まさにいまの世の宝というべきものであります。すばらしい音色

で、このようなものを頂戴して、 忝
かたじけな

さに汗が流れてやみません。……私はもとより琴は弾けないのです

が、たまたま海
か い

印
い ん

禅
ぜ ん

師
じ

紀
き

公
こ う

殿が道を枉
ま

げて立ち寄ってくださり、その従者がたちまち数曲を作って披露

してくださいました。湧き出る音はまるで人が語っているかのようでありましたので、試しに一
い ち

偈
げ

をもって尋ね
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てみました。 

「もしも琴に琴の声があるのならば、琴が匣
は こ

の中に置かれていても鳴るはずだ。もしも声が指の頭にある

のならば、指の上で聴けるはずだ」 

そのことをここに記しましたので、千里の彼方でお笑いください。佳
よ

い紙に名高い茶も寄せてくださり、重

ねての御厚意に感謝いたします。 

【補足】［海
かい

印
いん

禅
ぜん

師
じ

紀
き

公
こう

は詳しいことはわからないが、黄
こう

州を訪れて蘇軾に会ったこ

とは次の文章からも知れる］ 

 

■【06-2-034】送海印禅師偈 

【解題】海
かい

印
いん

禅
ぜん

師
じ

紀
き

公
こう

について記した文章。偈
げ

の本体は意味がきちんと掴めないので

割愛する。また、文章の終わりに元
げん

豊
ほう

元年九月十五日の日付があるのだが、それは明

らかな間違いであるので、元豊六年であろうとの推測もある。琴に関連してここで読

んでおこう。 

 

【訳文】 

海
か い

印
い ん

禅
ぜ ん

師
じ

紀
き

公
こ う

は峨
が

眉
び

山
さ ん

に行こうとして、まず太
た い

子
し

少
し ょ う

保
ほ

趙
ち ょ う

公
こ う

［趙
ち ょ う

抃
べ ん

］を衢
く

州に尋ねた。趙公は三首の

詩を禅師に贈った。禅師はさらに道を枉
ま

げて斉
せ い

安
あ ん

［黄
こ う

州］に私を尋ね一
い ち

偈
げ

を求めた。趙公は宋
そ う

朝
ち ょ う

の

元臣大老で功成って帰られたのに対して、私は非才でありながら禄
ろ く

を竊
ぬ す

み罪を得て都を去ったのであ

る。このような二人を禅師の道
ど う

眼
が ん

は区別しない。仏法の大海のような恵みは、大小縦橫一切関わりな

しに万
よろず

の殊
た ま

を照らすのである。……［以下、偈が続く］…… 

【補足】［（1）趙
ちょう

抃
べん

が政界を引退して衢
く

州に隠棲したことは作品番号 05-5-065 で見て

いる。（2）海
かい

印
いん

禅
ぜん

師
じ

がどこから旅を始めたのかわからないが、衢州と黄
こう

州を経由して

峨
が

眉
び

山
さん

に至るのは、大陸を東西に横切る長大なコースである］ 
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■【06-2-035】水調歌頭 

【解題】琴に関連してもう一つ見ておこう。章
しょう

◆
ほう

［字
あざな

は質
しつ

夫
ふ

］［◆は次の下に呆とい

う字］［→作品番号06-1-099］に贈った詞。序文が添えてある。 

 

【訳文】 

欧
お う

陽
よ う

文
ぶ ん

忠
ちゅう

公
こ う

［欧
お う

陽
よ う

脩
し ゅ う

］がかつて私に尋ねた。「琴の詩で何が最も優れているだろうか」。私は、「韓
か ん

愈
ゆ

が穎
え い

師
し

の琴を聴いて詠んだ詩が最も善いと思います」と答えたところ、「この詩は非常に奇麗であるが、

琴を聴いての詩ではなく、琵琶を聴いての詩である」といわれ、私はその通りだと深く思った。建
け ん

安
あ ん

の章
し ょ う

質
し つ

夫
ふ

君の家には琵琶の上手な者がいて、私は歌詞を作るよう頼まれていた。私は長らく作れずにい

たのだが、韓愈の言葉を取って、やや手を加え、音律を整えて詞に直し、これを贈ることにした。 

【補足】［序文の前半は作品番号06-2-031の其の二と多く重複している。この詞は韓
かん

愈
ゆ

の詩から多くの語句を採って再構成したもので、ざっとした訳文を添えておく］ 

 

昵昵児女語、［ぺちゃぺちゃと男女が語っています］ 

燈火夜微明。［夜の灯のほのかな明るさのなかで］ 

恩怨爾汝来去、［思ったり怨んだり、私とあなたでいったりきたり］ 

弾指涙和声。［指で弾くのは涙と声のハーモニー］ 

忽変軒昂勇士、［たちまち打って変わって勇ましい人］ 

一鼓填然作気、［太鼓がどんと鳴ると勢いづき］ 

千里不留行。［留まることなく一気に千里だって行くのです］ 

回首暮雲遠、［振り返ると、遠く夕暮れの雲］ 

飛絮攪青冥。［楊
やなぎ

の絮
わ た

が遥かな空へと飛んで行きます］ 



第6章 赤壁の賦 

第 6 章：214 
 

 

衆禽裏、［たくさんの鳥の中で］ 

真彩鳳、［本物の鳳
おおとり

だけは］ 

独不鳴。［独り鳴くことがありません］ 

躋攀寸歩千険、［一歩一歩と高く険しいところへと登り］ 

一落百尋軽。［さっと軽やかに飛んで落ちるのです］ 

煩子指間風雨、［指の間から風雨が起こり］ 

置我腸中氷炭、［我が腹の内が熱くなったり冷たくなったり］ 

起坐不能平。［居ても立ってもいられなくなります］ 

推手従帰去、［手を押さえて、もう帰りましょう］ 

無涙与君傾。［涙をおさめてあなたとともに］ 

【補足】［音楽が喚起するさまざまなイメージを歌っていて、曲とともに聴くなら、

情感豊かに鑑賞できるのだろう］ 

 

■【06-2-036】祭任師中文 

【解題】陳
ちん

慥
ぞう

［方
ほう

山
さん

子
し

］が黄
こう

州にきた時点に戻ると、蘇軾はそのときに大切な祭祀を

行った。ここまでに何度か登場してきた郷里の大先輩である任
にん

伋
きゅう

［字
あざな

は師
し

中
ちゅう

］が 3

月 24 日に蜀
しょく

の遂
すい

州で亡くなり、その霊を遠く離れたこの地で陳慥らとともに祭った

のである。その祭
さい

文
ぶん

を見ておこう。任伋が程
てい

之
し

才
さい

の告発によって嫌疑をかけられたこ

とは作品番号 06-1-006 で記したが、任伋はその結果譴責処分を受け、瀘
ろ

州から遂州に

左遷となり、その間の心労がたたったためか、遂州に到着後間もなく亡くなったのだ

った。 
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【訳文】 

眉
び

州の陳
ち ん

慥
ぞ う

と蘇軾、犍
け ん

為
い

の王
お う

斉
せ い

愈
ゆ

と弟の王
お う

斉
せ い

万
ま ん

、黄
こ う

州の潘
は ん

丙
へ い

と古
こ

耕
こ う

道
ど う

は先の瀘
ろ

州知事の任
に ん

伋
きゅう

を祭り、その霊に申し上げる。 

貴君はまことの知事として蜀
し ょ く

の地の偉人であった。『詩
し

経
き ょ う

』にいうところの「老
ろ う

成
せ い

」であり、『易
え き

経
き ょ う

』にいう

ところの「丈
じ ょ う

人
じ ん

」であった。私と別れてから十年、その徳は日々に新たになり、いま一度お会いしたいと

思っていたのだが、ついに元の身ではなくなってしまった。 

陳慥と蘇軾と王斉愈と王斉万は貴君の友であるか親しい者であり、潘丙と古耕道は貴君が治めた

州の民である。 

貴君が郷里を離れた地で亡くなったことを哭し、その酸
さ ん

辛
し ん

を痛ましく思う。禍福の来たる所以は誰も知ら

ない。長生きしようとも若死にしようとも、貴君は己の道を歩んだ。天が為すのでも鬼神に左右されるの

でもなかった。生きている間に誉れがあり、死んで後に哀れまれるのは昔から難しいとされる。貴君ばか

りは立派な名を持って彼方の世に行くのだ。 

【補足】［任
にん

伋
きゅう

がかつて黄
こう

州に赴任したことは作品番号 03-2-002 で見ている。だから、

潘
はん

丙
へい

と古
こ

耕
こう

道
どう

は任伋に縁のある者として祭祀に加わったのである］ 

 

■【06-2-037】任師中挽詞 

【解題】任
にん

伋
きゅう

［字
あざな

は師
し

中
ちゅう

］の挽歌。任伋は兄の任
にん

孜
し

［字
あざな

は遵
じゅん

聖
せい

］とともに科挙に合

格し、郷里の人々から兄は「大
だい

任
にん

」、弟は「小
しょう

任
にん

」と呼ばれた［→作品番号 01-1-009］。

先に亡くなった「大任」の挽歌を作品番号 05-3-022 で、また蘇軾が若い頃に見た「小

任」の印象を歌った詩を作品番号 05-3-053 で見ている。この詩はこれまでに任兄弟を

歌った数々の詩の総まとめに当たる。 

 

【訳文】 
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大
だ い

任
に ん

ほど剛烈な人は世にまたとなかった。 

強いて挙げるならば、 

後
ご

漢
か ん

の時代の「悪を疾
に く

むこと風のごとし」といわれた朱
し ゅ

震
し ん

が匹敵しようか。 

小
し ょ う

任
に ん

は温雅にして剛毅、老いてはさらに恵み深い徳に満ちた。 

比べるならば、 

前
ぜ ん

漢
か ん

の時代に聡明かつ慈愛と讃えられた小
し ょ う

馮
ふ う

君
く ん

が似ているだろうか。 

兄弟の才行が優れていたことは説くまでもない。 

敢えて付け加えるなら、 

昔、我が父が二人を友としたことをいっておこうか。 

父の友は暁の星が消えゆくように次第にいなくなり、 

哀しいことに、いつしか月［大任］に金星［小任］が対するだけとなった。 

その大任が先に亡くなって墓を覆った土がまだ乾かないうちに、 

小任が続き、呼んでももう声が還ってこなくなった。 

一樽の酒を生死の別れに寄せようとすると、 

樽の中に涙がこぼれ、酒の味が酸っぱくなってしまう。 

貴賤、賢愚、いかなる人も命が尽きないということはない。 

しかし、任君の家は賢子が続いたことで尽きることはない。 

人間世界の得失にはこれに拠ればよろしいというものはない。 

ただ、賢子を生じさせる天
て ん

公
こ う

［造物者］だけに拠ることができるのであろう。 

【補足】［任
にん

伋
きゅう

と黄
こう

州とのつながりは、弟の蘇轍の『黄
こう

州
しゅう

師
し

中
ちゅう

庵
あん

の記
き

』に詳しく記さ

れている。参考までに見ておこう］ 

 

【訳文】 
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蘇
そ

轍
て つ

：『黄
こ う

州
し ゅ う

師
し

中
ちゅう

庵
あ ん

記
き

』 

師
し

中
ちゅう

の姓は任
に ん

氏、諱
いみな

は伋
きゅう

である。先祖代々眉
び

山
ざ ん

の人である。私の父の友人であることから、私はそ

の人となりを知っている。 

かつて斉
せ い

安
あ ん

［黄
こ う

州］の副知事を務め、去って後にも黄州の人々は任伋のことを思って忘れなかった。

黄州の人々は任伋が立派な役人であることを知っていたのである。 

任伋は普段から書物を読むのを好み、大義［本質］に通じると、細かな字句にはこだわらなかった。本

性として任
に ん

侠
き ょ う

の人で、勇ましいことを喜び、役人としては融通をきかせつつだらしなくなることはなく、厳し

いけれども暴虐になることはなかった。人々は畏れつつも任伋のもとで安んじていられ、また任伋を欺く

ことはできなかった。 

始めに新
し ん

息
そ く

県の知事になったときに、その民衆から愛されていることを知って、そこに土地を買って家を

構えた。新息県の人々は「我等の『故
こ

君
く ん

』［もとからの主君］である」といった。互いに親しみ合って変

わることがなかった。 

黄州にきてからは、任伋はいつも定
じ ょ う

恵
え

院
い ん

に遊んだ。黄州を去ってからは、人々は任伋が遊んでいた

亭
あずまや

を「任
に ん

公
こ う

亭
て い

」と呼ぶようになった。我が兄の蘇軾が罪を得て黄州に遷ってからは、兄と任伋が親し

いことを知って、任公亭の西に「師
し

中
ちゅう

庵
あ ん

」を作った。土地の人がいうには、「任伋はきっと蘇軾を訪ねに

ここに来るはずだ。だからここに庵を建てるのだ」と。 

その翌年の三月、任伋は遂
す い

州で亡くなった。黄州の人々はこれを聞いて、定恵院に集まって哭する

者が百人を超え、任公亭で飯
は ん

僧
そ う

［読経］し、師中庵で霊を祀った。任伋が黄州を去ってすでに十余

年が経っていた。 

そもそも役人と民衆の関係は、役人が民衆から取るだけで民衆に与えるものがなく、罰を加えるだけで

恩を恵まないのなら、役人が去った後に民衆はその人を忘れる。せめて怨むところがないのなら、まだ

しも善い役人であるのだろう。しかし、任伋だけは、十年以上後になっても民衆はその人を思い、皆が

声を失って哭したのである。これは普通にあることではない。 
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漢
か ん

の時代に朱
し ゅ

邑
ゆ う

は若いときに桐
と う

郷
き ょ う

の村長となり、その民に徳があった。朱邑は死に際して息子にこう

いった。「必ずわしを桐郷に葬ってくれ。後の世に我が子孫が我が墓を守ってくれるのは、桐郷の民が

厚く奉仕してくれるのにきっと及ばないだろう」。朱邑は桐郷に葬られ、その祠は後々絶えることがなかっ

た。 

任伋は生きている間に新息に家を構えた。亡くなってから黄州の人は亭と庵で任伋を待っている。もし

も死んで後にも知ることがあるのならば、任伋はきっと新息県と黄州の間を往き来しているのではないだ

ろうか。私はそれを知りたいができない。 

元
げ ん

豊
ほ う

四年十二月、眉
び

山
ざ ん

の蘇轍記す。 

【補足】［（1）任
にん

伋
きゅう

が新
しん

息
そく

県に土地を得て官職を退いた後にそこに住もうとしていた

ことは作品番号 06-1-006 で見ている。（2）漢
かん

の朱
しゅ

邑
ゆう

の故事は地方を転々とする官員の

一つの理想像とされ、蘇軾も何度か詩文に引いている［→作品番号05-1-010など］］ 

 

■【06-2-038】答李琮書 

【解題】李
り

琮
そう

［字
あざな

は献
けん

甫
ほ

］の問い合わせに答えた手紙。李琮はこのときは淮
わい

南
なん

路
ろ

転
てん

運
うん

副
ふく

使
し

の職にあり、蜀
しょく

の西南の地で生じた変事についての情報を蘇軾に求めたのだっ

た。手紙の冒頭の一文から半年前に会っていることが知れる。淮南路は淮
わい

南
なん

東
とう

路
ろ

と淮
わい

南
なん

西
せい

路
ろ

に分かれ、黄州は淮南西路に属するので、李琮は職務を帯びて黄州に立ち寄っ

ていたのだろう。 

 

【訳文】 

お別れしてからたちまち半年、貴君のことを深く思い、また御家族に御不幸があったと聞きましたので、

慰めのお手紙を差し上げようしておりましたが、なかなか便宜がなく、また手紙ではなかなか思いを晴ら

すのは難しく、さらに憂いに沈むこともあろうかと、ためらっておりましたところに、そちらからお手紙を頂戴
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し、はなはだ恥じ入っております。……夏になってからは門を閉ざして外に出ることもありません。このひど

い暑さは過ごし難く、住まいが西向きであるために遷居を勧める人も多くいます。しかし、遷居はひと月く

らいでは定められませんので、そうこうするうちに暑さの方が衰えてゆくでありましょう。…… 

お問い合わせの、王
お う

天
て ん

常
じ ょ う

が辺
へ ん

事
じ

［国境地帯での不穏な動き］について申していることの件であります

が、王天常の父の王
お う

斉
せ い

雄
ゆ う

は髪を結んで西南の地で夷
えびす

と戦い、夷は王斉雄を畏れておりました。王

天常は若いときにその父に随って夷の地に入ったことがあります。近頃、朝廷から遣わされた王
お う

中
ちゅう

正
せ い

が蜀に入り、王天常に命じて、近傍のもろもろの夷を宋朝のもとに招こうとしましたところ、夷は王天常が

王斉雄の子であることをもって、その言うことを信じたのでした。かつて王天常は私に瀘
ろ

州の状況を詳しく

聞かせてくれまして、……［以下、王天常から聞き取った情報を詳述する］…… 

【補足】［この手紙は非常に長文で、王
おう

天
てん

常
じょう

から聞いたことを詳細に記している。蘇

軾が情報を収集し分析する力に長けていたことを示すものであろう。訳者としては辺

境の事情にそれほどの関心を持てないので訳は割愛する］ 

 

■【06-2-039】答李方叔 

【解題】李
り

廌
たい

［字
あざな

は方
ほう

叔
しゅく

］への返書。李廌は、蘇軾と同じ年に科挙に合格した李
り

惇
じゅん

［字は憲
けん

仲
ちゅう

］の子で、父が亡くなったために苦労しつつ学問に励み、このころに蘇軾

に詩文を送って自分のことを認めてもらおうとしたようだ。 

 

【訳文】 

（1）長らく御返事をしないままで恥ずかしく思っています。……今年の暑さのひどさといったらいつもの年

の十倍くらいでしょうか。昼も夜も雨が降り続いて十日以上もやまず、門の外では水と天が接するばか

りです。いまは晴れ上がりましたけれど、地面は水びたして、空気は蒸しあがり、病の身は息もたえだえ

です。貴君は門を閉ざして著述に専念して、それを楽しんでおられることでありましょう。時に優れた人々
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と唱和し議論しておられるのは羨ましいかぎりです。いつお会いできるかわかりませんが、万万自重され

ますように。 

 

（2）間もなく科挙の一次試験がありますが、服喪の期間は終えられたのでしょうか。もしも受験が可能で

あれば、大いに希望がありましょう。 

暑さの中で酒を飲むこともできず、字を書くこととも縁がなく、たまに一字か二字を書くと、すぐに人が持ち

去ってしまいます。物好きな連中の意に応じることはとてもできませんし、貴君にはそのようなものを好む

癖はないものと願っています。 

近頃、一枚の銅鏡を得ました。漆のような色で、光明は冷たく透き通っています。背に銘があって、「漢

有善銅出白陽、取為鏡、清如明、左竜右虎輔之」と記してあります。字体は篆
て ん

書
し ょ

と隸
れ い

書
し ょ

が混じって

いて、まさしく漢
か ん

のときの字です。白
は く

陽
よ う

の所在はわかりませんが、南
な ん

陽
よ う

の白
は く

水
す い

の北なのでしょうか。「如」

の字は「而」の字に作ってあり、「左竜右虎」の意味はまだわかりません。閑な折にでもさらに考えてみま

す。 

【補足】［（1）服喪について触れているのは父の李
り

惇
じゅん

が亡くなっていたからである。

（2）ここに記されている鏡については作品番号06-2-009で見ている］ 

 

（3）我が甥婿である王
お う

適
て き

君、字
あざな

は子
し

立
り ゅ う

、が近頃ここを過
よ ぎ

って、科挙を受けるために彭
ほ う

城
じ ょ う

［徐
じ ょ

州］に行

きました。あるいは試験場で会うことがあるかもしれません。王君は議論する相手としてよく、詩文も学問

も徳性もいずれも人より優れています。その弟は、名は遹
い つ

、字は子
し

敏
び ん

といい、兄とほとんど変わるところ

がありません。我が息子についてお尋ねくださいましたが、何かと用事が多く、まだお手紙を書いており

ません。王
お う

文
ぶ ん

甫
ほ

君はすでにお手紙を出したとのことですから、お受け取りください。 

【補足】［（1）王
おう

適
てき

が科挙を受けるために徐
じょ

州に向かったことは作品番号06-2-023で

見ている。試験場とあるのは、都で二次試験を受けるようになったらという意味であ
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ろうか。李
り

廌
たい

は都の西南の陽
よう

翟
てき

の人で、徐州とは離れている。（2）作品番号06-1-068

の補足で、徐州の民で無実の罪に落とされてしまった人について、章
しょう

惇
じゅん

に配慮して

くれるよう頼んだことを記したが、このころにその者は無罪放免となり、その件につ

いて蘇軾は朝廷に感謝状を提出している］ 

 

■【06-2-040】与王正夫朝奉 

【解題】王
おう

讜
とう

［字
あざな

は正
せい

夫
ふ

］に宛てた手紙。 

 

【訳文】 

（1）お手紙を頂戴し、気持ちがさらに慰められます。このごろはいかがお過ごしでしょうか。御葬儀のこと

を伺い、はなはだ哀しく思います。何の手助けもできず、紙に臨んで、余りある残念を嘆くばかりです。…

… 

【補足】［ここ記されている葬儀とは、王
おう

讜
とう

の父の王
おう

彭
ぼう

が亡くなったことを指す。王

彭は、蘇軾がかつて鳳
ほう

翔
しょう

に赴任していたときに監
かん

軍
ぐん

としてその地にいた人物である］ 

 

（2）王
お う

彭
ほ う

君の哀詞は、私の拙さのためにその盛德を十分に表現し尽くすことができませんが、貴君の

孝心の万分の一ばかりを塞ぐことができますでしょうか。…… 

【補足】［蘇軾は王
おう

讜
とう

のために王
おう

彭
ぼう

の哀詞を作った。それを次に読んでおこう］ 

 

■【06-2-041】王大年哀詞 

【解題】王
おう

彭
ぼう

［字
あざな

は大
だい

年
ねん

］の哀詞。 

 

【訳文】 
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嘉
か

祐
ゆ う

年間の末に私は岐
き

下
か

［鳳
ほ う

翔
し ょ う

］に赴任し、そのとき太
た い

原
げ ん

の王
お う

彭
ほ う

君、字
あざな

は大
だ い

年
ね ん

、が監
か ん

府
ふ

諸
し ょ

軍
ぐ ん

の任

にあった。互いに隣り合わせに住み、日々に顔を合わせていた。そのとき知事の陳
ち ん

希
き

亮
り ょ う

は下の者を

非常に厳しく馭
ぎ ょ

していて、その威令は傍らの郡を震わせるほどで、役人たちは陳知事の顔をまともに見

ることもできなかった。王君だけは独り泰然自若として、陳知事に対して怖気づく様子がなく、陳知事も

また王君のことを敬っていた。私は始めはこのことを不思議に思っていて、王君のことを知る者に尋ねた

ところ、皆がこのようにいった。 

「この人は武
ぶ

寧
ね い

軍
ぐ ん

節
せ つ

度
ど

使
し

であった王
お う

全
ぜ ん

斌
ひ ん

の曽孫で、武
ぶ

勝
し ょ う

軍
ぐ ん

節
せ つ

度
ど

観
か ん

察
さ つ

留
り ゅ う

後
ご

であった王
お う

凱
が い

の子であり

ます。若いときに父に従って甘
か ん

陵
り ょ う

で賊を討伐し、城下で接近戦となり、部下が七十余人を斬り、自身

も二人を射殺しました。そのことは報告されたものの賞せられませんでした。ある人が、自分から賞を求

めるよう勧めると、『私は父のために戦ったのであって、賞のために戦ったのではありません』と、答えたの

でした」 

私はこのことを聞いて、王君は賢人であると知り、それからはさまざまなことを論じ合う仲になったのだっ

た。 

王君は博学で学問に鍛錬し、通じていない書物はなかった。私の文章を非常に喜んでくれて、一篇

を出すごとに膝を打ち、一日中喜んでいた。私はまだ仏法について知らなかったので、王君がその大

略を話してくれて、奥深く隠れているところまで、疑いの余地なく明らかにして見せてくれた。私が仏書を

喜んで読むようになったのは、思えば王君がそのきっかけを与えてくれたのだった。 

その後、王君は将軍となり、その評判は日々に高まり、自ら辺境の地に出ることを願った。そして、韓
か ん

琦
き

も文
ぶ ん

彦
げ ん

博
は く

も王君を用いたのである。先帝は王君の才能を存分に発揮尽くさせようとしたが、王君は病

となり、亡くなってしまった。 

その子の王
お う

讜
と う

は学問と弁論をもって世に聞こえ、私に従って勉強に励んだ。私は王君が不遇であっ

たのを悲しむが、この子が後に残ったことを喜ぶ。その葬儀にあたって、挽詩を作ってお別れを申し上げ

る。 
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……［以下、一句四字の韻文が続くが訳は略す］…… 

【補足】［（1）鳳
ほう

翔
しょう

のパワハラ知事の陳
ちん

希
き

亮
りょう

こそが陳
ちん

慥
ぞう

［方
ほう

山
さん

子
し

］［→作品番号06-1-

015］の父である。（2）王
おう

彭
ぼう

の曽祖父の王
おう

全
ぜん

斌
ひん

は五代十国時代の終わりから宋
そう

の初め

にかけて活躍した武将で、蜀
しょく

を平定して宋
そう

朝
ちょう

の天下統一に大きく貢献した。ただ

し、蜀の民衆を手荒く扱ったために、長く恨みをかった］ 

 

■【06-2-042】記王彭論曹劉之沢 

【解題】王
おう

彭
ぼう

がふとした折に蘇軾とかわした会話が、中国の芸能史において必ず引用

されるはなはだ有名なエピソードとなっている。 

 

【訳文】 

王
お う

彭
ほ う

がかつてこのようなことをいった。 

「巷
ちまた

では、道理をわきまえない少年たちがいて、家の者がその扱いに困ると、銭を与えて集め、古い昔

の話を聞かせます。三国時代のことを説いて、劉
り ゅ う

備
び

が負けたと聞くと、少年たちは顔をしかめ、涙を流

します。曹
そ う

操
そ う

が負けたと聞くと、喜んで、やったやっと叫びます。このことから、君子や小人の行いの余

沢は百世に及ぶということがわかるというものです」 

王彭は王
お う

愷
が い

の子で、字
あざな

は大
だ い

年
ねん

で、武官でありながら、学問をよく知っていて、私は『哀辞』を作ったこと

がある。 

【補足】［これは中国における講談の始まりのころの姿を伝える貴重な証言とされて

いる。子供たちを教化するために、三国時代の歴史を語って聴かせていたのである。

後に『三
さん

国
ごく

志
し

演
えん

義
ぎ

』などで定着するように、早くから曹
そう

操
そう

が悪者で、庶民は劉
りゅう

備
び

を贔

屓していたのだ］ 
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■【06-2-043】答呉子野 

【解題】呉
ご

復
ふく

古
こ

［字
あざな

は子
し

野
や

］への返書。呉復古は4年前に済
さい

南
なん

［斉
せい

州］で出会った神

出鬼没の不思議な人物である［→作品番号05-3-005］。その使いの者［原文では専
せん

人
じん

］

が手紙を届けにきて、それへの返事。この年に呉復古に書いたと推測されている手紙

が4通あるので、ここで合わせて見ておくことにする。 

 

【訳文】 

（1）済
さ い

南
な ん

の境目でお別れしてからたちまちいまに至りました。その間に何があったかといったら、どれも言

うに足りないことばかりです。専
せ ん

人
じ ん

が来られてお手紙を頂戴しました。安穏に、そしてお健やかに郷里で

お暮しとのこと喜んでおります。私は黄
こ う

州にきてすでに一年半になり、窮乏のなかにあって、昔からして

きたことをまた習っております。思えば、罪は大きく、罰は軽く、いま生きていられるのは君父からの賜りも

のでありましょう。自ら耕し、自ら魚を獲り、自ら木を刈り、そこに真の楽しみがあります。千里の彼方から

の古い友人のお尋ねを得て、真心の深さをしみじみ感じております。いつまたお会いできるのでしょうか、

紙に臨んで呆然としてしまいます。 

 

（2）承れば三年の間、墓をお守りし、葬事に誠
まこと

を尽くされ、さらには園亭を整え、子弟を養い教えておら

れるとのこと、これらは古
いにしえ

の人のしていたことで、呉
ご

君でなければそれを望むことはできません。……弟

からは間断なく手紙がきていて、恙
つつが

なく過ごしております。お尋ねの数人の方々の消息は必ずしも詳
つまび

ら

かにはしませんが、馮
ふ う

京
け い

君は河
か

陽
よ う

に、滕
と う

元
げ ん

発
は つ

君は安
あ ん

州に、沈
ち ん

括
か つ

君は延
え ん

州に、王
お う

君は都にいます。

…… 

【補足】［4人の名が挙がっているが、これは呉
ご

復
ふく

古
こ

の交遊範囲の広さを示すものであ

る。馮
ふう

京
けい

と滕
とう

元
げん

発
はつ

はこれまでに何度かその名を見ている。沈
ちん

括
かつ

は蘇軾より5年上で、

すこぶる理系的人間で、改革派ではあるけれど、政争に関わるよりも政策の実効性を
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高めることに意欲を注いだ。蘇軾との接点はわずかしかなかったようだ。王
おう

君は誰を

指すのか不明］ 

 

（3）寄せてくださった建
け ん

茗
め い

［茶］などの数品はいずれも絶品です。そちらでは茶は手に入れにくいはずで

ありますのに、このようにしていただき、はなはだ恐縮しております。沙
さ

魚
ぎ ょ

、赤
せ き

鯉
り

は皆珍物で、言葉になら

ないくらいに感じ入っております。ただ私はそれが何物であるかもわかず、珍しさに大切にしまっておくだけ

で、用い方もわからないところに、幸いにもお手紙に詳しく書いてくださり有難く思っています。近ごろ李
り

明
め い

という人が山水を画いて新たに名を知られつつあります。墨の用い方が俗でないので、一巻を得

たところ、すこぶる長いもので、屏風のように巡らせて、人を囲ませることができます。…… 

【補足】［沙
さ

魚
ぎょ

は南方の海の産物で、呉
ご

復
ふく

古
こ

が潮
ちょう

州の人であるからこその贈り物であ

る］ 

 

（4）李
り

師
し

中
ちゅう

君が亡くなったことを思うたびに、俗世にあることの虚しさを覚えます。その詩を読むと、いつも

涙が下ります。黄
こ う

州の風物は楽しむべきものがあり、暮らしに必要な物は手に入れやすいです。住ま

いは長
ち ょ う

江
こ う

のほとりにあって、切り立った岸を下に見て、天を洗う波の上に座っているような気分になりま

す。対岸は武
ぶ

昌
し ょ う

の諸山で、時折、小さな舟で独りそちらに渡っています。もしも呉君が北に旅すること

がありましたら、少しばかり遠回りをしていただければ、お会いできましょう。 

【補足】［（1）李
り

師
し

中
ちゅう

は官界の大先輩で、作品番号05-3-007から済
さい

南
なん

で呉
ご

復
ふく

古
こ

と会っ

ていたと推測されている。その後亡くなったのだろう。（2）これらの手紙だけからで

も呉復古が不思議な人物であることがわかるだろう。呉復古は道
どう

士
し

であるのか商人で

あるのか、とにかく幅広い人脈を持ち、財力も豊かで、そして自在に各地を移動する

のである。後にまた登場する］ 
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■【06-2-044】書淵明酬劉柴桑詩 

【解題】蘇軾は東の坡
たかまり

を耕す日々を送るなか、陶
とう

淵
えん

明
めい

により深く共感するようにな

った。夏と秋の境に陶淵明の詩の感想を記した。 

 

【訳文】 

夏から秋にかけて、毒熱が七、八十日もゆるまなかった。炮
あ ぶ

り灼
や

く理
ことわり

が極まって、もはや清涼の時はな

いと思わせるくらいであった。今日、たちまち涼しい風が吹き、細かな雨が降り、ついには重ね着をする

ようなってみると、今年も指折り数えれば終わるばかりになってきたのを思うのである。 

陶
と う

淵
え ん

明
め い

の詩にいう。 

 

今我不為楽、［このときに楽しまなければ］ 

知有来歳不。［来年もあるかどうかわからない］ 

 

この言
ことば

はまことにはっと思わせるものがある。 

【補足】［ここに引かれているのは、陶淵明
とうえんめい

の『劉
りゅう

柴
さい

桑
そう

に酬
むく

いる』の中にあり、その

詩の全体は次の通り。 

 

陶
と う

淵
え ん

明
め い

：『酬劉柴桑』［劉
り ゅ う

柴
さ い

桑
そ う

に酬
む く

いる］ 

窮居寡人用、［田舎暮らしには人としての用事が少なく］ 

時忘四運周。［時には四季のめぐりも忘れてしまう］ 

櫚庭多落葉、［庭に落ち葉が多くなって］ 

慨然已知秋。［ああもう秋になったのだと知る］ 

新葵郁北牖、［北の窓辺で新たに植えた葵
あおい

が咲き］ 
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嘉穗養南疇。［南の田圃で稲穂が美しく稔る］ 

今我不為楽、［このときに楽しまなければ］ 

知有来歳不。［来年もあるかどうかわからない］ 

命室携童弱、［妻に命じて子供たちを連れて］ 

良日登遠遊。［良い日に遠く登って遊ぼうではないか］ 

【補足】［劉
りゅう

柴
さい

桑
そう

は廬
ろ

山
ざん

に隠棲した人で、官職から離れた者として陶
とう

淵
えん

明
めい

とともに知

られていた］ 

 

■【06-2-045】跋陶潜詩 

【解題】もう一つ陶
とう

淵
えん

明
めい

の詩に感想を添え書きしたものを見ておこう。まず陶淵明の

二つの詩を写し、それに短い文章を付した。 

 

【訳文】 

陶
と う

淵
え ん

明
め い

：『帰園田居』［園
え ん

田
で ん

の居
き ょ

に帰
か え

る］其の三 

種豆南山下、［豆を南
な ん

山
ざ ん

のふもとに植えた］ 

草盛豆苗稀。［草ばかりが盛んに伸びて、豆の苗はわずかしかない］ 

晨興理荒穢、［朝早くに起きて荒れた土地の世話をし］ 

帯月荷鋤帰。［月明かりのもと、鋤を担
か つ

いで帰る］ 

道狹草木長、［道を狭くして草や木が生え］ 

夕露沾我衣。［夕べの露が我が衣を濡らす］ 

衣沾不足惜、［衣が濡れるのは構わないけれど］ 

但使願無違。［ただ我が願いは裏切られないでほしい］ 
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陶淵明：『庚戌歳九月中於西田穫早稲』［庚
こ う

戌
ぼ

の歳
と し

の九
く

月
が つ

中
な か

ごろに西
に し

の田
た

で早
わ

稲
せ

を穫
と

った］ 

人生帰有道、［人の生
せ い

も一つの法則のもとにある］ 

衣食固其端。［衣食足ることがまずは第一である］ 

孰是都不営、［そのことを営まずして］ 

而以求自安。［安らぎの境地を得た者はいない］ 

開春理常業、［春の初めからいつもの仕事をきちんとして］ 

歳功聊可観。［一年の終わりにその成果をいささか見ることができる］ 

晨出肆微勤、［朝早くに出て我が力を尽くし］ 

日入負耒還。［日が落ちてから鋤を荷って帰る］ 

山中饒霜露、［山の中は霜や露の気が多く］ 

風気亦先寒。［風もまたよそよりも先に寒くなる］ 

田家豈不苦、［田家の暮らしは苦しいものだが］ 

弗獲辞此難。［この難しさから逃れることはできない］ 

四体誠乃疲、［身体はまことに疲れ切ってしまうが］ 

庶無異患干。［願うのは戦災や天災がないことだ］ 

盥濯息簷下、［手と足を洗って軒下に憩い］ 

斗酒散襟顏。［酒を手にして胸と顔をほころばせる］ 

遙遙沮溺心、［遥か昔の隠者の心が］ 

千載乃相關。［千年を経て我が心と通い合う］ 

但願常如此、［どうかいつまでもこうであってほしいものだ］ 

躬耕非所歎。［自ら耕すことは少しも嘆くことではないのだ］ 

 

陶淵明は、晩年は節
せ つ

を守って躬
きゅう

耕
こ う

［自ら耕す］した。いつも詩を作って自分の心をときほぐした。思うに、
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その心の内は平らなものではなかった。私は黄
こ う

州に流寓して二年、たまたま困難な歳に当たり、往々

にして食べる物は乏しい。耕すべき田を自分では持っていない。陶淵明のようになりたいと思ってもなれ

ない。この二篇の詩は最も善
よ

く、親しく録した。 

元
げ ん

豊
ほ う

四年八月十六日。 

【補足】［（1）ここに蘇軾が写した2篇の詩のうち最初の『園
えん

田
でん

の居
きょ

に帰
かえ

る』は、陶
とう

淵
えん

明
めい

が官職を棄てて郷里に帰った翌年の作とされる。このとき陶淵明は42歳であった。

次の詩は題に「庚
こう

戌
ぼ

の歳
とし

」とあり、陶淵明は46歳で、黄
こう

州2年目の蘇軾とまさに同じ

年齢だった。（2）ここのキーワードの一つは「躬
きゅう

耕
こう

」である。俸給を得て生きるので

はなく、自身で耕して食物を得て生きることをいう。「耕すべき田を自分では持って

いない」とあるのは、東の坡
たかまり

の農地はあくまでも借りているものだからだろう。（3）

陶淵明の詩の終わりの方にある「遥か昔の隠者の心」の原文は「遙
よう

遙
よう

たり沮
そ

溺
でき

の心」

で、これは『論
ろん

語
ご

』に登場する長
ちょう

沮
そ

と桀
けつ

溺
でい

という古代の隠者のことを歌っている。2

人は隠者の理想とされ、蘇軾の詩文によく登場するので、後で詳しく触れることにす

る［→作品番号 06-5-008］。陶淵明から千年ほど昔の人で、そして蘇軾からすれば、

「遙
よう

遙
よう

たり陶淵明の心」ということになるだろう］ 

 

■【06-2-046】書鄭君乗絹紙 

【解題】これは蘇軾の書
しょ

を求める人が大勢いたことが具体的によくわかる一文であ

る。 

 

【訳文】 

私は黄
こ う

州に謫
た く

居
き ょ

し、鄭
て い

元
げ ん

輿
よ

、字
あざな

は君
く ん

乗
じ ょ う

、は黄州で官職に就いていた。ある日、この紙一軸を持って

きて、私に書
し ょ

を所望し、このようにいった。 
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「私の旧い友人で孟
も う

陽
よ う

という者がおりまして、とにかく貴君の書をひどく好んでおります。私にこれを託し

て、貴君に書を頼んでくれといっているのです」 

そして、孟君が書いた数枚の紙を出して私に見せたくれた。孟君は善
よ

い筆遣いで、筆の痕は灑
さ い

然
ぜ ん

とし

て、私には何も加えられるものがなかった。しかし、鄭君があまりにも熱心に頼み込むので、とても断るこ

とができなかった。 

それから数日後、たまたま中秋にあたり、私は江
こ う

亭
て い

で客人と飲み、酔いがまわり、この数枚の書を作っ

た。時に元
げ ん

豊
ほ う

四年である。 

翌日になって書いたものをよく視
み

ると、紙ではなく絹であった。昔は絹
け ん

紙
し

というものがあったが、近世には

失われたという。 

【補足】［鄭
てい

元
げん

輿
よ

の名はここでしか見られないので、どのような人物なのかわからな

い］ 

 

■【06-2-047】水竜吟 

【解題】つれづれの思いを詠んだ詞。 

 

【訳文】 

小溝東接長江、［小さな川が東へと流れる先は長
ち ょ う

江
こ う

］ 

柳堤葦岸連雲際。［柳の堤、葦の岸が雲の際まで連なっています］ 

煙村瀟灑、［靄に包まれたこざっぱりとした村で］ 

人間一閧、［人間界のさざめきが起こり］ 

漁樵早市。［漁師や樵
きこり

たちの朝の市が始まります］ 

永昼端居、［私は永い昼をもてあまし］ 

寸陰虚度、［時は少しも進まなくて］ 
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了成何事。［何もできずにいます］ 

但糸蓴玉藕、［蓴
じゅん

菜
さ い

とか蓮根とか］ 

珠秔錦鯉、［米やら鯉やら］ 

相留恋、［食べたい思いにつながれて］ 

又経歳。［また歳を過ごしてしまうだけなのです］ 

 

因念浮邱旧侶、［思うのは、かの仙界にあったもとの住まい］ 

慣瑶池、［いつも瑶
よ う

池
ち

でくだを巻き］ 

羽觴沈酔。［觴
さかずき

を飛ばしてへべのれけ］ 

青鸞歌舞、［青い鶯が歌って舞って］ 

銖衣揺曳、［軽やかに衣を翻す］ 

壺中天地。［そんな別世界にいましたのに……］ 

飄墮人間、［人間世界に漂い落ち］ 

歩虚声断、［虚空を歩いて、仙界の声は断たれてしまって］ 

露寒風細。［冷たい露に風がそっと吹き寄せるのです］ 

抱素琴、［弦のない琴を抱き］ 

独向銀蟾影裏、［独り月の影に向かいつつ］ 

此懐難寄。［この懐
お も

いはどこに寄せればよいのでしょうか］ 

【補足】［誰かに聞かせるのではなく、ただ自分のために作った詞なのだろう］ 

 

■【06-2-048】与子明兄 

【解題】郷里にいる従兄の蘇
そ

不
ふ

疑
ぎ

［字
あざな

は子
し

明
めい

］［→作品番号04-1-070など］に宛てた

手紙。 
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【訳文】 

久しくお手紙を差し上げずにおりましたのは便宜がなかったためであります。これも送られて行く途中で失

われてしまうこともありましょうか。いかがお過ごしでしょうか。 

大
た い

哥
か

［蘇
そ

不
ふ

欺
ぎ

］が亡くなってたちまち一年が過ぎ、いまも念
お も

って忘れることがありません。大葬のことを承

り、墓所に臨めなかったのが残念でなりません。いま王
お う

君の使用人が郷里に帰るのに合わせて、お

墓に供えていただく一文をお送りします。……私は何事もなく日常を過ごしておりますが、この土地に不

慣れで、食に窮することに困るくらいで、ほかに心配事はありません。……九月一日 

【補足】［（1）蘇
そ

不
ふ

疑
ぎ

の兄の蘇
そ

不
ふ

欺
ぎ

が亡くなったことは作品番号06-1-103で見ている。

（2）ここに王
おう

君とあるのは果たして誰なのだろうか。蘇軾の妻の王
おう

閏
じゅん

之
し

の一族なの

だろうか］ 

 

■【06-2-049】南郷子 

【解題】9 月 9 日の重
ちょう

陽
よう

の節句に、涵
かん

輝
き

楼
ろう

［棲
せい

霞
か

楼
ろう

という説もある］で催された黄
こう

州

知事の徐
じょ

大
だい

受
じゅ

［字
あざな

は君
くん

猷
ゆう

］が主催する宴で詠んだ詞。涵輝楼も棲霞楼も黄州の町の西

側、赤
せき

壁
へき

より少し北側の、長
ちょう

江
こう

に臨む場所にあった。 

 

【訳文】 

霜降水痕収。［霜が降るこの季節にさがりゆく水位］ 

浅碧鱗鱗露遠洲。［浅くなった水に碧
あ お

いさざ波が立ち、遠くまで洲が現れ出ます］ 

酒力漸消風力軟、［酒の力も次第に消え、風の力も軟らかく］ 

颼颼。［ただ颼
し ゅ う

颼
し ゅ う

とやさしく鳴ります］ 

破帽多情却恋頭。［その風に飛ばされたらよいのに、帽子は頭をしっかり恋い慕っています］ 
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佳節若為酬、［この佳
よ

き節句の応酬は］ 

但把清尊断送秋。［酒樽を空っぽにして秋を送るのです］ 

万事到頭都是夢、［何事もつまるところは夢］ 

休休。［休
や

めよう、休
や

めましょう］ 

明日黄花蝶也愁。［明日には褪せてしまった菊の花を蝶が愁いてくれるでしょう］ 

【補足】［重
ちょう

陽
よう

の宴といえば、すぐに思い浮かぶのが、帽子を飛ばされた孟
もう

嘉
か

の故事

［→作品番号 06-1-100］。折よく風によって自分の帽子が飛んでくれたら宴も盛り上が

るのに、あいにくと帽子は頭が好きだとしがみついているというのがこの詞の前半の

眼目］ 

 

■【06-2-050】与王定国 

【解題】王
おう

鞏
きょう

［字
あざな

は定
てい

国
こく

］［→作品番号06-2-027］に送った手紙。上の詞を詠んだ場

所が棲
せい

霞
か

楼
ろう

であろうかとするのはこの手紙があるからである。 

 

【訳文】 

お手紙と新しい詩をいただき、感
か ん

慰
い

無
む

窮
きゅう

であります。貴君が恙
つつが

なく、長く辺地にあるのも問題にしてい

ないのを知りました。それが何よりであります。馬
ば

黙
も く

君がそちらに行くのでこの手紙を託しました。きっと届く

でありましょう。いま馬黙君がどこにいるのかわかりませんが、桂
け い

州のあたりをぐるりとまわって帰ることにな

るのでしょう。 

重
ち ょ う

九
きゅう

には棲
せ い

霞
か

楼
ろ う

に登って、貴君の方を望んで、哀しく思いつつ、『千
せ ん

秋
し ゅ う

歳
さ い

』を歌いました。満座の

人々で、貴君のことを知る人も知らない人も、皆が貴君のことを思ったのでした。 

そして詞を一首作りました。……［上で見た『南
な ん

郷
き ょ う

子
し

』の一篇を記す］……終わりの部分は、徐
じ ょ

州の逍
し ょ う
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遙
よ う

堂
ど う

での夜に貴君の詩に和した詩を踏まえたものです。 

貴君からの詩に、私が画いた竹を御所望とありますが、何の足しになるのやら、貴君のためとなるの

なら一枚画いてお寄せしましょう。 

弟は安らかにしています。我らはかつて禅について知るところはありませんしたが、弟がいま禅をいうの

は、鬼
き

を仏
ぶ つ

とするものではないかといささか疑っています。 

丹
た ん

砂
さ

は果たして送っていただけるでしょうか。便宜がありましたらお寄せください。私は薬について強い興

味があり、暇な折に珍しいものを観てみたいと思うだけで、決して服用するものではありません。 

張
ち ょ う

方
ほ う

平
へ い

様からは長らくお手紙がきませんが、きっと安らかにしておられることでしょう。……r 

【補足】［（1）馬
ば

黙
もく

［字
あざな

は処
しょ

厚
こう

］の名が挙げられている。馬黙は官員で、このころに

黄
こう

州に立ち寄ってから、職務を帯びて南方に旅立ったので、王
おう

鞏
きょう

宛ての手紙を託した

のである。いろいろな機会を得ては手紙を送っていたのである。（2）『千
せん

秋
しゅう

歳
さい

』とあ

るのは、3 年前に王
おう

鞏
きょう

が徐
じょ

州にきていたときに、重
ちょう

陽
よう

の日に蘇軾が作った詞。宴席で

作った平凡な内容の作であるので、第 5 章では訳さなかったが、その中に「明年人縦

健、此会応難復」［来年はたとえ元気であったとしても、この会をまた持つのはきっ

と難しいでしょう］の句があった。平凡な句であっても、二人の境遇ががらりと変わ

った時点で見ると、深い意味合いが自ずと生まれ出てくるであろう。まして、蘇軾自

身が思いを込めて歌えば、満座の人々は感動するのである。（3）逍
しょう

遥
よう

堂
どう

での夜とは、

まさに王鞏と過ごした重陽のことで、そのときに詠んだ詩は作品番号 05-4-075 で見て

いて、その終わりの句に「明日黄花蝶也愁」とあって、上の詞の終わりと同じである。

（4）弟の禅は「鬼
き

を仏
ぶつ

となす」とあるのは、意味がさっぱりわからないままに読み

下しただけである。弟は年齢とともに仏教に深くはまり込み、儒学、道教、仏教の三

者の絶妙なバランスの上に立ち続けた兄とはいさかか異なって行く。（5）この手紙で

も丹
たん

砂
さ

［硫化水銀］を所望している［→作品番号 06-1-105］。注目すべきは、研究する
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ためで、服用する気はないと明言していることだ］ 

 

■【06-2-051】集帰去来詩十首、并引 

【解題】これは、陶
とう

淵
えん

明
めい

の作品である『帰
き

去
きょ

来
らい

兮
けい

の辞
じ

』の語句を使って10首の詩に編

集し直したもの。短い序文がある。参考のために『帰去来兮の辞』の原文を後に掲げ、

両者に共通する文字を赤色で示す。なお、十首のうちの六首は黄
こう

州で作り、残りの四

首は遥か後年に作ったとされるが、ここでは合わせて見ておく。 

 

【訳文】 

引
い ん

［序文］ 

私は陶
と う

淵
え ん

明
め い

の『帰
き

去
き ょ

来
ら い

兮
け い

の辞
じ

』を読み、その字を集めて十の詩にした。いま子供らにこれを吟唱させ

ている。題して『帰
き

去
き ょ

来
ら い

集
し ゅ う

字
じ

』という。 

【補足】［「子供らに吟唱させている」とあるが、むろん自分で吟唱しつつ農作業に携

わり、陶
とう

淵
えん

明
めい

に作品を一字ずつ深く味わっていたのである］ 

 

 其の一 

命駕欲何向、［私はどこに行こうとしているのやら］ 

欣欣春木栄。［春の木が喜んで栄えているこのときに］ 

世人無往復、［もはや世間の人と関わることはない］ 

郷老有逢迎。［故郷の老人たちが迎えてくれるであろう］ 

雲外流泉遠、［雲よりも遠くで流れる泉］ 

風前飛鳥軽。［風に誘われて鳥は軽やかに飛ぶ］ 

相携就衡宇、［さあそこにある我が家に帰って］ 
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酌酒話交情。［酒を酌んで心置きなく話そうではないか］ 

 

 其の二 

渉世恨形役、［世渡りの奴隷となっていたために］ 

告休成老夫。［やめると告げたときにはもう老人になっていた］ 

良欣就帰路、［よろこんで帰路につき］ 

不復向迷途。［迷いの途
み ち

に向かうことはもうない］ 

去去径猶菊、［去り行く道に以前通りに菊が咲き］ 

行行田欲蕪。［行き去る田は荒れてしまっている］ 

情親有還往、［これからは心親しむ者とだけ行き来し］ 

清酒引罇壺。［酒壺からうまい酒を飲むとしよう］ 

 

 其の三 

与世不相入、［私は世間とはうまくいかなくて］ 

膝琴聊自歓。［膝に琴を載せてせめてもの歓びを味わってきた］ 

風光帰笑傲、［自然の風光は帰ってきた私を笑って迎えてくれ］ 

雲物寄遊観。［雲を眺めて自由に遊ぶ気持ちを寄せる］ 

言話審無倦、［自然との包まぬ対話は飽きることがなく］ 

心懷良独安。［心にうちの懐
おもい

はまことに安らかである］ 

東皐清有趣、［東の皐
お か

はことに清らかな趣
おもむき

があり］ 

植杖日盤桓。［杖をついて日に何度も行きつ戻りつする］ 

【補足】［この詩に終わりにあるように、蘇軾は東
とう

坡
ば

、陶
とう

淵
えん

明
めい

にとっての東
とう

皐
こう

に、臨
りん

皐
こう

亭
てい

から毎日のように通っていた］ 
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 其の四 

世事非吾事、［世間のあれこれは私には関係がない］ 

駕言帰路尋。［いざここにと帰る路を尋ねる］ 

向時迷有命、［これが我が定めかとの迷いもあったが］ 

今日悟無心。［今はもうきっぱりと無心でいられる］ 

庭内菊帰酒、［庭の内の菊のもとに帰って酒を飲めば］ 

窓前風入琴。［窓辺の風が琴の音に入りこむ］ 

寓形知已老、［形をこの身に寓してすでに老い］ 

猶未倦登臨。［高いところに登って臨むに倦むことはない］ 

 

 其の五 

雲岫不知遠、［雲の立つ峰は遠くにあり］ 

巾車行復前。［車は前へ前へと行き進む］ 

僕夫尋老木、［伴う僕夫は老いた木のもとへ］ 

童子引清泉。［伴う童子は清らかな泉のもとへと行く］ 

矯首独傲世、［頭を上げて世の中を見回し］ 

委心還楽天。［天の与えてくれた運命に心を委ねて楽しもうとする］ 

農夫告春事、［農夫が春の農作業を教えてくれたので］ 

扶老向良田。［老いの身を助けて田畑に向かうとしよう］ 

 

 其の六 

富貴良非願、［富貴などはもとから願っていなかった］ 
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郷関帰去休。［故郷に帰ればよいだけなのだった］ 

携琴已尋壑、［琴を携えて谷を尋ね］ 

載酒復経丘。［酒を載せて丘を巡る］ 

翳翳景将入、［日が蔭って沈もうとし］ 

涓涓泉欲流。［泉はいつまでも流れ続ける］ 

農夫人不楽、［農夫の仕事は楽ではないけれど］ 

我独与之遊。［私は独りそれに遊ぶのである］ 

 

 其の七 

觴酒命童僕、［童
ど う

僕
ぼ く

［少年の使用人］に酒を命じ］ 

言帰無復留。［帰ると己に言って、もう留まることはない］ 

軽車尋絶壑、［車を軽やかに走らせて谷の奥を尋ね］ 

孤棹入清流。［舟を清流に浮かべよう］ 

乗化欲安命、［自然の変化に任せて運命に安んじ］ 

息交還絶遊。［世間とのつまらない交わりは絶ってしまうのだ］ 

琴書楽三径、［琴と書物の楽しみだけで十分で］ 

老矣亦何求。［老いてはそれ以外に求めるものはない］ 

 

 其の八 

帰去復帰去、［帰ることだけがある］ 

帝郷安可期。［神仙の世界も期待しない］ 

鳥還知已倦、［鳥が帰るのはもう十分であると知っているから］ 

雲出欲何之。［雲は出てどこに行こうとするのか］ 
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入室還携幼、［部屋に入るときには幼い子を伴い］ 

臨流亦賦詩。［流れに臨んで詩を賦す］ 

春風吹独立、［春の風に独り吹かれて］ 

不是傲親知。［何かを人に誇るわけでもない］ 

 

 其の九 

役役倦人事、［ごたごたとした世間の事がいやになり］ 

来帰車載奔。［車を走らせて帰って来た］ 

征夫問前路、［この先の道を問いつつ来ると］ 

稚子候衡門。［幼い子供たちが門で待っていた］ 

入息亦詩策、［家に入って詩を吟じ］ 

出遊常酒樽。［外を出歩くときには酒樽を携える］ 

交親書已絶、［親しい者からの手紙も絶えて］ 

雲壑自相存。［雲と谷があるのを見るだけだ］ 

 

 其の十 

寄傲疑今是、［心豊かないまがたぶん正しくて］ 

求栄感昨非。［栄えを求めていた昔は間違っていたのだ］ 

聊欣樽有酒、［樽にいくらかの酒があるのを喜ぼうではないか］ 

不恨室無衣。［着るものがなくてもどうということはない］ 

丘壑世情遠、［丘や谷は世俗から遠く離れ］ 

田園生事微。［田や園にはささいな事柄しかない］ 

柯庭還独盼、［庭の木々は実に美しく］ 



第6章 赤壁の賦 

第 6 章：240 
 

時有鳥帰飛。［帰り行く鳥がその上を飛ぶ］ 

 

陶淵明：『帰去来兮辞』 

帰去来兮、田園将蕪胡不帰。既自以心為形役、奚惆悵而独悲。悟已往之不諫、知来者之可

追。実迷途其未遠、覚今是而昨非。舟遙遙以軽颺、風飄飄而吹衣。問征夫以前路、恨晨光

之熹微。 

乃瞻衡宇、載欣載奔。童僕歓迎、稚子候門。三径就荒、松菊猶存。携幼入室、有酒盈樽。引

壺觴以自酌、眄庭柯以怡顔。倚南窓以寄傲、審容膝之易安。園日渉以成趣、門雖設而常関。

策扶老以流憩、時矯首而遐観。雲無心以出岫、鳥倦飛而知還。景翳翳以将入、撫孤松而盤

桓。 

帰去来兮、請息交以絶遊。世与我而相違、復駕言兮焉求。悅親戚之情話、楽琴書以消憂。

農人告余以春及、将有事于西疇。或命巾車、或棹孤舟。既窈窕以尋壑、亦崎嶇而経丘。木

欣欣以向栄、泉涓涓而始流。善万物之得時、感吾生之行休。 

已矣乎、寓形宇内復幾時。曷不委心任去留、胡為乎遑遑欲何之。富貴非吾願、帝郷不可期。

懷良辰以孤往、或植杖而耘耔。登東皐以舒嘯、臨清流而賦詩。聊乘化以帰尽、楽夫天命復

奚疑。］ 

【補足】［（1）先人の詩句を借りて別の詩に組み立て直す「集
しゅう

句
く

」という行為は、宋
そう

代
だい

に入って行われ始めたようで、王
おう

安
あん

石
せき

にもその作例があり、約 150年後の文
ぶん

天
てん

祥
しょう

の

『集
しゅう

杜
と

詩
し

』が最も有名である。文天祥は宋が元
げん

［モンゴル］によって滅ぼされたとき

に最後まで抵抗した宰相で、北京
ぺ き ん

で獄死したのだが、獄中において、杜
と

甫
ほ

の様々な五

言詩から句を抜き出して約 200 首の五言絶句に組み替え、そこに自分の思いを託すと

いうことをした。言葉の遊戯だとの批判もあるが、文天祥の考えは、杜甫は人間の代

表として詩を作ったのであるから、それは人間の共有財産として普遍的な価値を持ち、
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それを並べ直したものは人間の一員である自分の作品になるというものであった。集

句に対する蘇軾の見解は後に作品番号 06-4-005 で見ることになる。（2）参考までに陶
とう

淵
えん

明
めい

の『帰
き

去
きょ

来
らい

兮
けい

の辞
じ

』の訳文を添えておこう］ 

 

【訳文】 

陶
と う

淵
え ん

明
め い

：『帰去来兮辞』［帰
き

去
き ょ

来
ら い

兮
け い

の辞
じ

］ 

余
わたし

の家
い え

は貧
ま ず

しく、耕
たがや

して植
う

えるのでは以
そ れ

で自
じ

給
きゅう

するのには足
た

り不
な

かった。幼稚
おさ な いこ

が室
へ や

に盈
み

ちて、缾
か め

には

儲
たくわえ

の粟
こ め

も無
な

かった。生
い

きて生
く

らすためのものを資
も と

める所
ところ

について、其
そ

の術
す べ

を見
み

られ未
な か

ったのだ。親
しんせき

や

故
ともだち

の多
お お

くが余
わたし

に長
や く

吏
に ん

に為
な

るよう勧
す す

めたので、脱然
ふ ん ぱ つ

して懐
お も

うところが有
あ

って、 之
そうすること

を求
も と

めたものの途
てづる

が靡
な

かった。会
た ま

たま四方之事
あ ち こ ち で ご た ご た

が有
あ

って、諸
し ょ

侯
こ う

は（賢人
け ん じ ん

を）恵
け い

愛
あ い

を以
も

って（用いるのを）徳
と く

のあることと為
し

たし、

家
い え

の叔
お じ

が余
わたし

の貧
ひ ん

苦
く

を以
も

って（推薦してくれもしたので）、遂
つ い

に小
ち い

さな邑
け ん

に於
お

いて用
も ち

い見
ら

れることとなった。

時
と き

に於
お

いて風
ふ う

波
は

［世の騒乱］は未
ま

だ静
し ず

まっていなかったので、心
こころ

のうちでは遠
と お

くに 役
しごとにゆく

ことに憚
はばか

りがあっ

た。彭
ぼ う

沢
た く

は家
い え

を去
さ

ること百
ひゃく

里
り

で（近く）、公
おおやけ

の田
た

から之
の

利
あがり

は、それで以
も

って酒
さ け

を為
つ く

るに足
た

りるので、故
そ れ

で

便
す ぐ

に 之
そこにゆくこと

を求
も と

めた。（それから）少
す こ

しばかり日
ひ

がたつに及
お よ

んで、眷然
こ い し さ

から帰
か え

ろう歟
か

と之
の

情
こころ

が有
う ま

れた。

何 則
どうしてそうなったのか

とういうと、（わたしの）質
た ち

は性
も と

から自
し

然
ぜ ん

であることを（よしとして）、（おのれを）矯
ま

げて励
は げ

むのは（わ

たしが）得
で き

る所
ところ

のものでは非
な

いからだ。饑
う え

や凍
こごえ

を（さけるのは） 切
せっぱつまった

ことではある雖
けれど

も、己
おのれ

と違
ち が

うことをする

と交
あ れ

これ病
や

んでしまうのだ。嘗
か つ

て人事
し ご と

に従
したが

ったのは、皆
す べ

て口
く う

腹
た め

に自
みずか

ら（無理して） 役
がんばった

のである。是
こ こ

に於
お

いて悵然
が っ く り

として慷慨
こころがたかぶ

って、深
ふ か

く平生
ふ だ ん

から之
の

志
こころざし

に（反していることを）愧
はずか

しくおもった。それでも猶
な お

も望
の ぞ

んで

いたのは（秋になって）一
ひ と

たびの稔
み の

りをえることで、それから当
す ぐ

に裳
ころも

を斂
たくしあげ

て宵
よ る

のうちにも逝
い

ってしまうつもり

だった。尋
す る

と程
て い

氏
し

にとついでいた妹
いもうと

が武
ぶ

昌
し ょ う

に於
お

いて喪
なくな

り、情
こころ

は（もはや）駿奔
はやくはしる

ことのほうに在
あ

って、自
みずか

ら

免
や

めて職
し ょ く

を去
さ

ったのだった。秋
あ き

の仲
なかば

から冬
ふ ゆ

に至
い た

るまで、官
か ん

に在
あ

ること八
は ち

十
じ ゅ う

余
よ

日
に ち

であった。しかじかの事
こ と

を因
きっか

けに心
こころ

に順
したが

えたわけで、この篇
へ ん

を命
なづけ

て帰
き

去
き ょ

来
ら い

兮
け い

と曰
い

う。乙
い つ

巳
し

の歳
と し

［405年］の十
じ ゅ う

一
い ち

月
が つ

で也
あ

った。 
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帰去来兮、［帰去来兮
か え り な ん 、 い ざ

］ 

田園将蕪胡不帰。［田
で ん

園
え ん

は将
いまし

も蕪
あ

れようとしている、胡
ど う

して帰
か え

ら不
な

いということがあろうか］ 

既自以心為形役、［既
す で

に自
すすん

でわが心
こころ

を以
も

って形
からだ

のための 役
したばたらき

に為
し

てしまったのだ］ 

奚惆悵而独悲。［いまさら奚
どうし

て惆悵
く よ く よ

して而
そ し

て独
ひ と

り悲
か な

しむのか］ 

悟已往之不諫、［悟
さ と

ったのは、已
す で

に往
お わ

ったことに之
つ い

ては諫
い さ

めようが不
な

いということ］ 

知来者之可追。［知
し

ったのは、これから来
く

る者
こ と

に之
つ い

ては追
どうに

か可
で き

るということ］ 

実迷途其未遠、［実
まこと

に途
み ち

に迷
ま よ

ったものの、其
そ れ

は未
ま

ださほど遠
と お

くではなくて］ 

覚今是而昨非。［今
い ま

が是
ただしく

て而
そ し

て昨
これまで

が非
まちが

っていたのが覚
わ か

ったのである］ 

舟遙遙以軽颺、［舟
ふ ね

は遙
ゆ ら

遙
ゆ ら

と、以
そ し

て軽
か ろ

やかに颺
あ が

り］ 

風飄飄而吹衣。［風
か ぜ

は飄
ひゅう

飄
ひゅう

と、而
そ し

てわたしの衣
ころも

を吹
ふ

く］ 

問征夫以前路、［征
たびゆ

く夫
おとこ

に前
このさき

の路
み ち

に以
つ い

て問
と

うたところ］ 

恨晨光之熹微。［晨
あ さ

の光
ひかり

之
の

まだ熹
ほのか

で微
かすか

なのが恨
ざんねん

である］ 

乃瞻衡宇、［乃
こ う し

てわが衡
も ん

や宇
い え

が瞻
み

えてきたので］ 

載欣載奔。［載
す ぐ

に欣
よろこ

び、載
す ぐ

に奔
は し

った］ 

僮僕歓迎、［僮僕
し よ う に ん

たちが歓
よろこ

んで迎
む か

えてくれて］ 

稚子候門。［稚
おさな

い子
こ

らが門
も ん

で候
ま

っている］ 

三径就荒、［わがやへの三
みすじ

の径
み ち

は荒
あ

れ就
はじめ

ているけれど］ 

松菊猶存。［松
ま つ

や菊
き く

は猶
な お

ももとのままに存
あ

る］ 

携幼入室、［ 幼
おさないこ

らを携
たずさ

えて室
へ や

に入
は い

ると］ 

有酒盈罇。［酒
さ け

が有
あ

って罇
た る

に盈
み

ちている］ 

引壺觴以自酌、［壺
とっくり

と觴
さかずき

を引
ひ

きよせて以
そ し

て自
みずか

ら酌
く

んで］ 

眄庭柯以怡顔。［庭
に わ

の柯
え だ

を眄
み

て以
そ し

て顔
か お

を怡
よろこ

ばせる］ 

倚南窓以寄傲、［南
みなみ

の窓
ま ど

に倚
もたれ

て以
そ し

てわが傲
こころいき

を寄
よ

せる］ 
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審容膝之易安。［膝
ひ ざ

を容
い

れるのがやっとの之
ところ

でこそ安
や す

らかでいられ易
やすい

ことを 審
しみじみしる

のである］ 

園日渉以成趣、［園
に わ

は、日
ひ

が渉
す ぎ

るに以
つ れ

て趣
おもむき

を成
な

し］ 

門雖設而常関。［門
も ん

は、設
も う

けてある雖
けれど

も而
し か

し常
い つ

も関
と ざ

している］ 

策扶老以流憩、［老
お い

を扶
た す

けるつえを策
つ

いて以
そ れ

で流
さまよい

つつ憩
い こ

い］ 

時矯首而遐観。［時
と き

に首
こうべ

を矯
あ げ

て而
そ

して遐
と お

くを観
み

たりする］ 

雲無心以出岫、［雲
く も

は無
む

心
し ん

で、以
そ れ

で岫
み ね

を出
で

るが］ 

鳥倦飛而知還。［鳥
と り

は飛
と

ぶに倦
う

んで、而
そ れ

から還
か え

るを知
し

る］ 

景翳翳以将入、［景
たいよう

は翳翳
ほ の ぐ ら く

なって以
そ れ

で将
そ ろ

そろ入
は い

ろうとし］ 

撫孤松而盤桓。［孤
いっぽん

の松
ま つ

を撫
な

で而
な が

ら盤 桓
ぶらぶらとどまって

いる］ 

帰去來兮、［帰去来兮
か え り な ん 、 い ざ

］ 

請息交以絶遊。［請
き め

よう、交
まじわ

るのを息
や

めて以
そ れ

で遊
こうゆう

を絶
た

つのだ］ 

世与我而相違、［世
よのなか

 与
と

 我
わたし

とは而
と か

く相違
ずれている

のだ］ 

復駕言兮焉求。［復
ま

た駕
しかん

言
なんぞ

したところで、兮
さ

て 焉
いったいなに

を求
も と

めようというのだ］ 

悦親戚之情話、［親
し ん

戚
せ き

之
の

情
こころ

のある話
はなし

を悦
よろこ

び］ 

楽琴書以消憂。［琴
こ と

と書
しょもつ

を楽
た の

しんで以
そ れ

で憂
う れ

いを消
け

すのだ］ 

農人告余以春及、［農
のうか

の人
ひ と

が余
わたし

に告
つ

げるのには、「以
ほ

れ春
は る

が及
きまし

たよ］ 

将有事于西疇。［将
い よ

いよ西
に し

の疇
はたけ

に于
お い

て事
しごと

が有
あ

りますよ」と］ 

或命巾車、［或
あ る

ときは巾
ほ ろ

つきの車
くる ま

を命
め い

じもし］ 

或棹孤舟。［或
あ る

ときは孤
いっそう

の舟
ふ ね

で棹
さ お

さすこともある］ 

既窈窕以尋壑、［既
ま ず

は窈
ず ん

窕
ず ん

と以
す す

んで壑
た に

を尋
た ず

ね］ 

亦崎嶇而経丘。［亦
ま た

は崎
ぐ い

嶇
ぐ い

と而
す す

んで丘
お か

を経
へ

てゆくのである］ 

木欣欣以向栄、［木
き

は欣
に こ

欣
に こ

と、以
そ

して栄
さ か

えに向
む

かい］ 

泉涓涓而始流。［泉
いずみ

は涓
さ ら

涓
さ ら

と、而
そ

して流
な が

れ始
は じ

める］ 
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善万物之得時、［万
ば ん

物
ぶ つ

之
が

よい時
と き

を得
え

たことを善
よ

ろしいとして］ 

感吾生之行休。［吾
わたし

の生
いのち

之
の

行
ゆ く

ゆくは休
や

むことを感
か ん

じるのである］ 

已矣乎、［已矣乎
と ど の つ ま り

］ 

寓形宇内復幾時。［形
にくたい

を宇
うちゅう

の内
う ち

に寓
や ど

しておくのは復
さ

ても幾
どれほど

の時
じかん

でもないのだ］ 

曷不委心任去留、［曷
ど う

して去
さ

るも留
と ど

まるも心
こころ

に委
ゆ だ

ねて任
ま か

せないなどいうことをするのか］ 

胡為乎遑遑欲何之。［胡為
な ん だ っ

てこうも遑
ば た

遑
ば た

して何
ど こ

に之
ゆ

こうと欲
し て

いるの乎
か

］ 

富貴非吾願、［富
ふ う

貴
き

は吾
わたし

が願
ね が

うものでは非
な

いし］ 

帝郷不可期。［帝 郷
せんにんのせかい

などは期
たのみ

に可
で き

るものでは不
な

い］ 

懐良辰以孤往、［良
よ

い辰
と き

は 懐
たいせつに

して以
そ れ

で孤
ひ と

りで往
ゆ

くし］ 

或植杖而耘耔。［或
ある

いは杖
つえ

を植
つ

いて而
そ

して 耘
くさとりをし

たり 耔
つちをかぶせ

たりもする］ 

登東皋以舒嘯、［東
ひがし

の皋
お か

に登
の ぼ

って以
そ

して舒
ゆったり

と嘯
うそぶ

き］ 

臨清流而賦詩。［清
き よ

い流
な が

れに臨
の ぞ

んで而
そ

して詩
し

を賦
ふ

したりする］ 

聊乗化以帰尽、［聊
しばらく

くは［大自然の］ 化
うつりかわり

に乗
の

って、以
そ

れで尽
つ

きるところに帰
か え

るのだ］ 

楽夫天命復奚疑。［夫
か

の天
て ん

命
め い

を楽
た の

しんで復
も

う奚
けっし

て疑
うたが

わないのである］ 

 

■【06-2-052】楽全先生生日、以鉄拄杖為寿、二首 

【解題】王
おう

鞏
きょう

に出した先の手紙［→作品番号 06-2-050］で、大恩人の張
ちょう

方
ほう

平
へい

［字
あざな

は

安
あん

道
どう

］からは長らく手紙がこないと書いていた。その一方で、蘇軾は張方平の誕生日

［9月23日］に間に合うように鉄の杖を贈った。それは昨年得た鉄
てつ

拄
ちゅ

杖
じょう

である［→作

品番号 06-1-086］。張方平が楽
らく

全
ぜん

堂
どう

を作って「楽
らく

全
ぜん

堂
どう

居
こ

士
じ

」と称したことは作品番号

05-1-052で見ていて、ここでは張方平のことを楽全先生と呼んでいる。 

 

【訳文】 
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 其の一 

楽
ら く

全
ぜ ん

先
せ ん

生
せ い

はまさに地上の仙人というべきお方、 

この世に住まってかれこれ五百年になる。 

いつも銅
ど う

人
じ ん

に向かって昔話をし、 

この鉄
て つ

拄
ち ゅ

杖
じ ょ う

と清らかさと堅さを競うのである。 

先生の胸には氷雪が入って透徹した思想が生まれ、 

先生が昼寝をするときには四方の壁を竜が守る。 

遥かに想像するのは、 

天の方丈に仙人たちが集まり、 

先生が語り出すや、一同の者が驚倒するありさま。 

【補足】［張
ちょう

方
ほう

平
へい

を 500 年よりも長く生きる仙人に譬えた戯れの詩であるが、張方平

に対して、普通の言葉ではとても言い表せない思いがあるから、このような表現にな

るのだろう］ 

 

 其の二 

この杖は二年の間、影のように我が身に随い、 

江
こ う

湖
こ

［田舎の自然］の草木の春を遍く踏み鳴らしてきたもので、 

杖で石を突いた痕がなお眼に明らかに見える。 

もしも、門を閉ざして家に置くなら、 

杖はいずれ気高い竜に変じて鱗を生じるであろうか。 

この杖とともに身を守りつつ慎重に歩くときは、 

途
み ち

で敵に脅かされることはないのだが、 

もしも、先を争って近道を行こうとすると、 
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かえって人に累
わずら

わされることになるだろう。 

遠く公
こ う

にこの杖を寄せるのは、 

この重さを嫌いはしないと知るからである。 

なぜなら、公が文章を記すときは、 

筆の端で自在に千鈞の重さを操っているのだから。 

 

■【06-2-053】与潘三失解後飲酒 

【解題】潘
はん

丙
へい

の弟の潘
はん

原
げん

［潘
はん

三
さん

］は法に触れることをしたとされて、しばらくの間拘

束されて官の取り調べを受けていた［→作品番号 06-1-068］。この頃になってようやく

解放されたので、蘇軾はこの詩を贈った。詩の題にある「失
しっ

解
かい

」は、科挙の試験に不

合格になったときに用いられことが多い語句で、直接的に落第とはいわずにややぼか

した表現であるのだろう。それをここではより不名誉な事柄に対して用いている。 

 

【訳文】 

我が家に伝わるおんぼろの箒
ほうき

、 

それには千金の価値があると思い込んでいたところで、 

誰も買ってくれはしない。 

額
ひたい

の半分ほども長く引いた眉、 

それがいまの流行だからといって、 

本当に美しいわけではない。 

私自身を顧みるなら、 

どの箒がよいのか、どの眉が美しいのか、 

鈍い頭で何もわかっていない。 
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それでも、貴君がちっぽけな嬋
せ ん

娟
け ん

［美点］を争うのを残念に思っている。 

青雲の上に昇る志を果たすことができるのかどうか、 

将来のことはいまはわからない。 

黄色い菊は去年と同じように咲き、 

長
ち ょ う

江
こ う

を満たす風と月の光には値段が付いていない。 

さあ今日は酔って、 

人生の得失など忘れるがよい。 

【補足】［この詩を読んで、われわれには詳しい意味を汲み取ることができなくて

も、潘
はん

原
げん

には思い当たるところがあるのだろう。要するに、目の前のことにひかれて

おかしなことをしたりせずに、大きな目標を持てというのであろう］ 

 

■【06-2-054】記游垂虹亭 

【解題】この文章は作品番号04-3-077としてすでに見ている。7年前の楽しい遊びを

いま思い出して記したものである。 

 

【訳文】 

私は昔、杭
こ う

州から密
み つ

州に移ったときに、楊
よ う

絵
か い

と同じ舟に乗って杭州を発った。そして、陳
ち ん

舜
しゅん

兪
ゆ

と張
ち ょ う

先
せ ん

と

ともに湖
こ

州の李
り

常
じ ょ う

を訪ねた。さらに、劉
り ゅ う

述
じゅつ

とともに松
し ょ う

江
こ う

に至ると、夜半に月が出て、垂
す い

虹
こ う

亭
て い

の上で酒

を置いた。このとき張先は八十五歳で、歌詞で天下にその名が聞こえ、『定
て い

風
ふ う

波
は

令
れ い

』の詞を作った。そ

の中に、 

 

見説賢人聚呉分、［いま賢人が呉
ご

の分野に集まっているとか］ 

試問、［ちょっと聞いてみましょう］ 
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也応傍有老人星。［星々のかたわらにあるのはきっと老人星でしょうね］ 

 

坐客は非常に喜び、酔い潰れる者もいた。このときの楽しさはいまも忘れることができない。 

あれからわずかに七年であるのに、張先も劉述も陳舜兪もこの世の人ではなくなってしまった。そして松

江の橋のたもとにあった亭
あずまや

も、今年の七月九日に海からの風で水位が上がって一丈余りの水が平

地上に溢れたために、跡形もなく消えてしまったという。 

昔を思えばまさに一つの夢である。 

元
げ ん

豊
ほ う

四年十月十二日、黄
こ う

州臨
り ん

皐
こ う

亭
て い

で夜に坐して書く。 

【補足】［（1）ここに記されている人名や事柄については作品番号04-3-077を見ていた

だきたい。（2）ここまで読み進めてくると、「昔を思えばまさに一つの夢である」と

いうことが実感として伝わってくるだろう。（3）最後の日付は、作品番号 04-3-077 で

は元豊四年十二月十二日としたが、ここでは別の考証に従って十月十二日としておく。

（4）なお、上の文章にある李
り

常
じょう

と楊
よう

絵
かい

は健在で、李常は作品番号 06-1-043 などで見

ているし、楊絵は作品番号06-2-083でまた登場する］ 

 

■【06-2-055】飲酒説 

【解題】これは酒についての短文。 

 

【訳文】 

私は酒を飲んでも多くはない。しかし、毎日盃を手にするのを楽しみとしていて、この君なしでは一日も過

ごせないほどである。 

黄
こ う

州で造られる酒は少なく、官が扱う酒は質が悪くしかも高い。つまるところ、門を閉ざして自分で醸
か も

さ

なければならない。ところが、材料となるものがよくない上に、我が腕がだめなので、全くもって口に入れ
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るに値しないようなものしかできない。がっくりして、世間に生きることに窮した者は何一つとして成すことが

できないのだと、嘆息するのである。 

とはいえ、甘かろうが酸っぱかろうが苦かろうが、瞬時に口を通過してしまって、それを追いかけようとして

ももう及びはしないのだから、味などはさておいて、人を酔わせることができるという点なら、私の酒だって

悪くはないだろう。客人は私の酒では楽しめないだろうが、客人が喜ぼうが怒ろうが、いずれにしても私

の知ったことではない。 

元
げ ん

豊
ほ う

四年十月二十一日 

【補足】［蘇軾は自分で酒を造ろうとして、なかなかうまくはできなったのだろう。

「門を閉ざして醸
かも

す」とあるのは、酒は課税の対象で、お上に届けずに私的に酒を造

るのは、厳密にいえば禁止されていたからなのだろう］ 

 

■【06-2-056】飲酒説 

【解題】もう一つ酒についての短文。これは翌々年に書いたものであるが、ついでに

ここで見ておこう。 

 

【訳文】 

飲酒を嗜む人は、一日酒がないと調子が悪くなり、酒を断つと居ても立ってもいられなくなる。そして、 

「酒は断ってはならないのだ。酒で死ぬなら本望だ」 

という。 

酒を断って病むのは、それはすでに病があるからだ。常に飲んでいるから病にならないという者は、一

つでも病があると死んでしまう。 

私は平生から「熱
ね つ

薬
や く

」を服し、飲酒は多くないとはいえ、盃を手にしない日はない。ところが、去年から

「熱薬」を服さず、今年になってからは飲酒も至って少ない。すると、日に日に病んでしまい、大きな害
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にはなってはいないものの、飲酒をし、「熱薬」を服して無病であったころとはまるで違っている。 

いま眼に痛みがある。よく考えてみれば、それはこのような理由によるのではないだろうか。 

【補足】［要するに、酒は飲んだ方がよいといいたいのだろう。「熱
ねつ

薬
やく

」の語は意味が

よくわからないのでそのままにしておく。熱くして飲む薬なのか、熱を上げるか下げ

るかする薬なのか。とにかくいつも飲んでいる薬があったのだろう。獄に入って以降

はそれを飲めないでいるのだろうか。なお、後に見るように［→作品番号06-4-004］、

元
げん

豊
ほう

6年春に蘇軾が眼を患っていたとわかる記録があるので、この文章が書かれたの

はその頃であるとされている］ 

 

■【06-2-057】聞捷、并引 

【解題】対岸の王
おう

斉
せい

愈
ゆ

［→作品番号06-1-030］を訪ねたときの詩。序文がある。 

 

【訳文】 

引
い ん

［序文］ 

元
げ ん

豊
ほ う

四年十月二十二日、長
ち ょ う

江
こ う

の南で王
お う

斉
せ い

愈
ゆ

に会ったところ、ちょうど陳
ち ん

慥
ぞ う

からの手紙が届いていて、

「この月の四日、种
ちゅう

諤
が く

が兵士を率いて敵地に深く入り、西
せ い

夏
か

の兵士六万余人を破り殺し、馬五千頭

を獲た」と報
し ら

せてきていた。一同は喜び、勝利を祝う楽
が く

を唱え、おのおの大きな觥
さかずき

を飲み干した。 

 

聞くところでは、 

官軍は敵の塞
とりで

を取ったと。 

将軍の軍団の速さは鬼神のようである。 

よっていますでにわかるのは、 

かの地の無
む

定
て い

河
が

の柳も、我が都の柳とともに、 
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来年は同じ一つの春の内にあって、 

白い絮
わ た

を飛ばすであろうこと。 

【補足】［蘇軾は、西方の西
せい

夏
か

国
こく

との戦争を始めることに強く反対していた［→作品

番号05-3-024］。皇帝はこの年の6月、西夏国との開戦を決断し、ただちに种
ちゅう

諤
がく

らが攻

撃を始めた。宋
そう

軍
ぐん

は連戦連勝で、ここにあるように大勝利をおさめたとの報せが10月

4 日に都に届き、皇帝は大いに喜んだ。陳
ちん

慥
ぞう

は独自の情報網を持っていたのだろうか、

いち早くそのことを知って、王
おう

斉
せい

愈
ゆ

に報せた。そもそも戦争には反対であった蘇軾も、

捷
しょう

報
ほう

を聞けば嬉しいもので、皆で祝ってこの詩を作った。座興の詩で、蘇軾の作とは

思えないほどひどく拙いとの評がある。緒戦の勝利は実は西夏側の計略で、宋軍は敵

地に深く誘い込まれて補給が困難になり、反撃に遇ってたちまち瓦解してしまうのだ

った］ 

 

■【06-2-058】杭州故人信至斉安 

【解題】杭
こう

州の知人たちから手紙や差し入れが届いての詩。 

 

【訳文】 

昨夜は風
ふ う

月
げ つ

が清く、夢で西
せ い

湖
こ

のほとりに行った。 

朝になると、戸を叩く者があり、 

杭
こ う

州からの好
よ

い言葉が聞けただけでなく、 

呉
ご

の地の食べ物ももたらされた。 

円く軽やかな白
は く

曬
し

荔
れ い

［果実］、 

濃くてまろやかな紅
こ う

螺
ら

醬
し ょ う

［調味料］、 

さらには西
さ い

庵
あ ん

茶
ち ゃ

もあって、 
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それらで江
こ う

瘴
し ょ う

［川べりの地の風土による病］を洗えと勧めてくださる。 

昔の友人は情義が重く、 

一年雇いの二人の召使を従えて、 

千里の彼方から西に向かって必ずお訪ねするであろうといってくれる。 

そして、詩文の集まりを結ぼうとの提案であるのだが、 

詩帳を編んだりしたならまた罪を蒙りかねないのがわかっておられない。 

私はまた夢に魂を飛ばし、 

次の夜は杭州の江
こ う

漲
ち ょ う

橋
き ょ う

に到るのである。 

 

■【06-2-059】答陳師仲主簿書 

【解題】杭
こう

州の銭
せん

塘
とう

県で主
しゅ

簿
ぼ

の職にある陳
ちん

師
し

仲
ちゅう

から手紙が届いたのでそれへの返事。

陳師仲は徐
じょ

州の人で、後に蘇
そ

門
もん

六
ろく

学
がく

士
し

の1人として数えられるようになる陳
ちん

師
し

道
どう

の兄

である。 

 

【訳文】 

……先に徐
じ ょ

州におりましたときに再会する機会があり、顔
が ん

復
ふ く

君らに聞いたところ、皆が貴君の文詞が

特に優れ、志節が高く明らかで、毎日語り合いたいと思っているということでありました。たまたま貴君に

関わりのある訟訴事があって、それからはお話することもなくなってしまいました。貴君の一門の不幸であ

り、また官員にとって楽しいものではありませんでした。かれこれ思うところであります。私は私で罪を負っ

て遠くに追放され、ますます消息を聞くことがなくなってしまいました。いまお手紙を頂戴して、昔に増すお

気持ちの厚さに感じ、また前の事は意に介していない御様子で、はなはだ幸いに存じます。 

私が罪を得てから後には、かつては親しくしてくださった人も何もいってこようとしなくなったのですが、貴君

だけが多くの人が忌むところをなさるのはどうしてなのでしょうか。送ってくださった詩文を拝見して、数篇を
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見たばかりで、手を打って嘆息したのでした。これはいまの世に珍しい人で、世俗の人にはその価値を

量ることはなかなかできないであろうと思いました。詩文はどれも優れて美しく、寄せる思いは多岐にわ

たりつつも、すべて大道に合致しています。私にはなかなかいえないものです。また十のうち四ないし五

には弟について触れていて、その情愛の深さが現れています。世俗とは齟
そ

齬
ご

するところが多くあって、

それで己を厭い、他人についてとやかくいうところはありません。そうしたところは私も同様でありますの

で、私はこのままでよいのだろうという気にならせてもらえます。…… 

御祖父様［陳
ち ん

洎
き

］の詩を幸いにも拝見でき、諸公が書かれた後ろに数文字を書き添えました。 

『超
ち ょ う

然
ぜ ん

台
だ い

』と『黄
こ う

楼
ろ う

』に関連する作品を集めた二集は大変貴重な賜りものです。かつて私は編集したこ

とがなく、幾つかの作品がありましたのも、私が罪を得たときに焼き尽くしてしまいました。まさか貴君のと

ころにあるとは思いもしませんでした。道理に合わないところを添削して残したいと思います。 

私は銭
せ ん

塘
と う

［杭
こ う

州］の人々に何も恩恵を施していなかったのに、人々はどうして私のことをいまも念
お も

ってい

てくださるのでしょうか。私もまた年に何度も夢で西
せ い

湖
こ

に行きます。俗にいうところの前世の縁なのであり

ましょうか。私は杭州にいたときに寿
じ ゅ

星
せ い

院
い ん

に遊んで、門から入ってすぐにここにはかつてきたことがあると

悟りました。寿星院の後ろの山に石があることを言い当て、それでそのとき詠んだ詩に「前生已到」［前
ぜ ん

生
せ い

已
す で

に到
い た

る］の語があったのです。貴君はいま銭
せ ん

塘
と う

主
し ゅ

簿
ぼ

として寿星院に出入りすることも許されて、か

のときの私のように自由に遊ぶことができるのでしょう。山水の極めて絶妙なところには、しばしば私の題

字があるでしょうし、その後で誰かが書いたものもあることでしょう。貴君が至ったならば、詩体によらずに

年月の順序に従って記録してください。その一つでも二つでも寄せてくださるならば我が思いは大いに

慰められます。 

【補足】［（1）徐
じょ

州で顔
がん

復
ふく

と親しくしていたことは作品番号05-4-080などで見てい

る。（2）祖父の陳
ちん

洎
き

の詩集に添えた文章は次に見る。（3）『超
ちょう

然
ぜん

台
だい

』『黄
こう

楼
ろう

』の二集と

は、蘇軾と蘇轍の作品に触発されて諸家が唱和した作品を集めたものであろう。作品

番号06-2-017で見たように、当局の捜査を怖れた家人によって蘇軾の家にあった文書
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類の多くは焼かれてしまったので、陳
ちん

師
し

仲
ちゅう

のような蘇軾ファンのもとにあったものか

ら蘇軾の作品群は復元されたのであろう。その後も何度か散逸や消失の危難を乗り越

えて現在にまでに伝わったものを我々は読んでいるのだ。（4）後半には、杭
こう

州への蘇

軾の思いが綴られている。寿
じゅ

星
せい

院
いん

に遊んだことは作品番号04-2-082で見ている。「前

世已到」の語は、そのときの詩ではなく、作品番号05-1-068に「前生我已到杭州」

［前
ぜん

生
せい

 我
われ

已
すで

に杭
こう

州
しゅう

に到
いた

る］と詠まれている。あるいは寿星院で確かに詠んだけれど

もその詩は失われてしまったのかもしれない］ 

 

■【06-2-060】題陳吏部詩後 

【解題】上に見た陳
ちん

師
し

仲
ちゅう

の祖父の陳
ちん

洎
き

の詩集にこの後書きを記した。陳洎はかつて朝

廷の高官であった。 

 

【訳文】 

もとの三
さ ん

司
し

副
ふ く

使
し

吏
り

部
ぶ

の陳
ち ん

公
こ う

［陳
ち ん

洎
き

］とは、私はお会いすることができなかった。私が若い頃、当時の

名高い方々の多くが陳公のことを尊んでいた。それから先輩方は徐々に減り、ほとんどおられなくなる

につれて、公の詩を称えて誦
し ょ う

じる人を見ないようになった。しかし、公のちょっとした言葉や遺した事柄を

見ると、どれも記録し、宝物として大切にしておくべきものばかりで、まして文章は非常に優れている。公

の孫の陳
ち ん

師
し

仲
ちゅう

君が公の詩の二十五篇を集めて私に見せてくれた。再三感嘆しつつ、公のありしお姿

を想像するものである。 

元
げ ん

豊
ほ う

四年十一月二十二日、眉
び

州の蘇軾が書く。 

 

■【06-2-061】跋所書摩利支経後 

【解題】仏典の『摩
ま

利
り

支
し

経
きょう

』を書き写し、この跋文を書き添えた。この経は従兄の蘇
そ
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不
ふ

疑
ぎ

［→作品番号06-2-048］の息子の蘇
そ

安
あん

節
せつ

のために写したものである。 

 

【訳文】 

甥の蘇
そ

安
あ ん

節
せ つ

は元
げ ん

豊
ほ う

庚
こ う

申
し ん

六月の大水の中を舟で峡谷を下り、常にこの経を持って険難を脱することを

得た。あくる年の十二月に黄
こ う

州に至り、私に会った。そして、この経を私が写したものを持って蜀
し ょ く

に帰りた

いと願った。 

眉
び

陽
よ う

の蘇軾が書く。 

 

■【06-2-062】侄安節遠来夜坐三首 

【解題】上に見たように、甥の蘇
そ

安
あん

節
せつ

が前年の夏に蜀
しょく

を出て、この年の 12 月の黄
こう

州

にきた。そのことを詠んだ詩。 

 

【訳文】 

 其の一 

私が蜀
し ょ く

を離れて南の地に来てから、 

それと思わぬうちに、流れた月日が山のように積み重なってしまった。 

今夜は君と坐し、 

冷たくなった灰をかきまぜながら雨音を聴いている。 

私はもはや眼に文章をさらして読むようなことをしていない。 

人に伴う燈火にしみじみ情があると感じるだけだ。 

私は自身の出鱈目のために郷里に帰ることができない。 

君はここまでの人生で何もかもがうまくいかないという。 

それでも、燈火が短くなるまで君と話し込んで、 
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白髪になったことをただただ嘆いてばかりでなくすんでいる。 

 

 其の二 

私も君も心が衰え、顔貌も改まり、ひどく痩せてしまった。 

しかし、会って語り合えば声は互いに昔と変わらない。 

私は秋の夜長に遥か故郷のことを思っていたのだが、 

一年の終わりのときに、君が遠く来てくれたその情の深さを知る。 

私は人を畏れて癡鈍
おろ かもの

のように黙
だ

んまりを決めてきた。 

君に旧知の人々のことを次々に尋ねて、 

その半ばが死生を異にしたことに驚かされる。 

人生の夢は断たれ、酒は醒め、雨も絶たれた。 

笑って看ようではないか、 

飢えた鼠が燭台の上に登って行くのを。 

 

 其の三 

落第した君に、酒はいかなる味なのか。 

私は詩を吟じても、ただ飢えが耐え難いと嘆く声しか出ない。 

思うに、穀類を絶って仙人になろうとするのはよい方策でないだろうし、 

郷里に帰って田を耕せばよいと、そればかりを説くのは、 

人の情として物足りないものがある。 

それでも、昔、剣を売って牛を買うことを勧めた賢者がいたように、 

牛にまたがるなら心はのどかでいられるし、 

川洲に勝手に成長する水草を採っても生きられないことはない。 
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君の弓はひとたびは緩んでしまったようにみえても、 

何もそっくり作り直さなければならないというものではないのだ。 

【補足】［蘇
そ

安
あん

節
せつ

が黄
こう

州に蘇軾を訪ねた事情は上の短文とこの詩から推測するしかな

い。其の三に「落第」の二文字があるので、蘇安節はこの秋にどこか［たぶん都］で

科挙の地方試験を受けて不合格となったのだろう。失意の帰郷の途中で黄州に立ち寄

り、今後の支えとなるよう『摩
ま

利
り

支
し

経
きょう

』を書いてほしいと蘇軾に頼んだのだろう。蘇

軾の父の蘇
そ

洵
じゅん

には蘇
そ

澹
たん

、蘇
そ

渙
かん

の兄がいて、蘇澹もその息子も科挙には合格しておらず、

孫の蘇
そ

林
りん

は受験に失敗して失意のうちに亡くなっている［→作品番号 03-3-028］。蘇渙

が蘇家で初めて科挙に合格して官員となったのだが［→作品番号 02-4-017］、その息子

たちは、昨年亡くなった蘇
そ

不
ふ

欺
ぎ

も、蘇安節の父の蘇
そ

不
ふ

疑
ぎ

も、三男の蘇
そ

不
ふ

危
き

も科挙に合

格できなかったので、次代のホープとして蘇安節にはかなりの重圧がかかっていたの

だろう。それで、其の二に「心が衰え、顔貌も改まり」と詠まれているのだろう］ 

 

■【06-2-063】冬至日贈安節 

【解題】蘇
そ

安
あん

節
せつ

が来たのは冬至の直前で、この詩を冬至の日に贈った。 

 

【訳文】 

私の人生で幾度の冬至があったろうか。 

少年の頃のことがいまも昨日のように思い出される―― 

長寿を祝うために、膝をむき出しにして、当時の年長者に拝礼した。 

私はこの十年間を官舎で過ごし、 

白髮は衰えと疾
や ま

いを催すばかりだ。 

かつて私の前には不
ふ

欺
ぎ

、不
ふ

疑
ぎ

、不
ふ

危
き

の三人がいて、 
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私の後には轍
て つ

が一人だけいた。 

いま、近い者［弟］も長
ち ょ う

江
こ う

を隔てているし、 

遠い者［従兄たち］は天の向こう側の壁のあたりにいる。 

今朝は何の幸いか、 

万里の向こうからきた君を見ることになった。 

憶い出すのに、君はまだ子供の髪をしていて、 

泣くといえば、梨や栗をほしがってのことだった。 

今来た君を見れば、 

天下のことを慨嘆し、志気は鉄石のように堅い。 

蘇
そ

の家の子孫がみな君のようであるなら、 

我が一族はいつまでも続いてゆくであろう。 

この詩ができてみると、 

超然として涙など滴り落ちるようなことはないのだ。 

 

■【06-2-064】記与安節飲 

【解題】同じ日に蘇
そ

安
あん

節
せつ

と飲んだことを記したごく短い文もある。 

 

【訳文】 

元
げ ん

豊
ほ う

辛
し ん

酉
ゆ う

、冬至の日。 

私は黄
こ う

州にいて、蘇
そ

安
あ ん

節
せ つ

は千里の道も遠くはないとして訪ねてきた。酒を飲んではなはだ楽しく、蘇安

節は黄
こ う

鐘
し ょ う

で『梁
り ょ う

州
し ゅ う

』の曲を吹いた。少年がそれに合わせて舞った。酔いから醒めてこの一時の楽しさ

を識
し

るす。 

【補足】［黄
こう

鐘
しょう

は管楽器である］ 
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■【06-2-065】伯父送先人下第帰蜀詩云、人稀野店休安枕、路入霊関穏跨驢。安節将

去、為誦此句、因以為韻、作小詩十四首送之 

【解題】蘇
そ

安
あん

節
せつ

が短い滞在の後に帰ることになり、この一連の送別の詩を贈った。詩

題は「我が父が科挙に落第して故郷に帰ったとき、伯父の蘇
そ

渙
かん

が詩を送ってくれた。

その中に『人稀野店休安枕、路入霊関穏跨驢』［人
ひと

稀
ま

れにして野
や

店
てん

で枕
まくら

に安
やす

んずる休
な

し、路
みち

は霊
れい

関
かん

に入
はい

って穏
おだ

やかに驢
ろ

に跨
また

がる］という句があった。蘇安節が行くにあた

って、この句を誦し、それぞれの文字を韻にして小
しょう

詩
し

十四首を作って送った」。この

詩は六言四句という珍しい形式で作られていて、それで「小詩」といったのだろう。

蘇軾の父の蘇
そ

洵
じゅん

が科挙の二次試験を都で受けたものの不合格になったのは宝
ほう

元
げん

元年

［1038年］で［→作品番号 01-2-001］、これより 43年前であった。そのときに兄［蘇

安節の祖父］が弟を慰めた詩を引いて、今度は叔父が甥を慰めたのである。一族の情

誼の厚さを感じさせる。 

 

【訳文】 

 其の一 

ここ黄
こ う

州は、 

昔から放逐された官員が住むところとなっている。 

ただでさえ索漠としているのに、 

風雪のなか、 

独り帰る人を見送る。 

【補足】［「放逐された官員」とは、例えば王
おう

禹
う

偁
しょう

［→作品番号 06-1-044］であり、任
にん

伋
きゅう

［→作品番号06-2-036］であった］ 
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 其の二 

我が痩せた骨は、寒さのために断たれるばかり、 

我が衰えた髯
ひ げ

は、摘まんでいよいよ稀
ま

れである。 

これが死別となるとも、 

それに甘んじようとまでは思わない。 

しかし、生きて故郷に帰れまいとの恐れはある。 

 

 其の三 

日が上るとき、 

長
ち ょ う

江
こ う

の上に満ちる気
き

にまず曙
し ょ

光
こ う

がくる。 

雪が晴れるとき、 

東の坡
たかまり

の野に目が眩むほどの光がくる。 

君が家に帰ったとき、 

きっと思い出してほしい―― 

ここで私が鋤を手にしていることを。 

 

 其の四 

君の破れた裘
コート

に、月の明るさが注ぎ、 

君の剣は、寒気の厳しさのために鈍ってしまうだろう。 

私は家に戻って戸を閉めて座し、 

君がこれから経て行く道筋の宿を黙 と々数えるのである。 
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 其の五 

故郷の人々に寄せるべき言葉、 

そのようなものはいまはない。 

いつかきっと自分の口からいおう。 

すっかり白髪になった者どうしが顔を見合わせて、 

「全てもう終わったのだ」と。 

 

 其の六 

故郷の人々がもしも私のことを念
お も

ってくれるのなら、 

君はこのようにいってくれたまえ。 

「とにかく痩せていました。 

 身には患いがあり、 

 心を安らかにすることもできないようでした」 

 

 其の七 

吾が兄［従兄の蘇
そ

不
ふ

疑
ぎ

］は酒を喜ぶ人だ。 

君もまたよく飲む人である。 

帰ってから一緒に一杯やりながら、 

兄にこういってほしい、 

「万事、邯
か ん

鄲
た ん

の枕である」 

 

 其の八 

あの東の道…… 
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寒
か ん

食
し ょ く

の日に君とたどったあの川べりの路…… 

その先にある魏
ぎ

城
じ ょ う

君
く ん

［蘇軾の妻］の墓、 

哀しいことに、 

真新しかったあの墓もいまでは草に埋もれていることだろう。 

【補足】［蘇軾が最初の妻の王
おう

弗
ふつ

を夢に見て詞に詠んだのは9年前であった［→作品番

号05-1-029］］ 

 

 其の九 

いよいよ別れに臨んでまたしおしおとなるのは、 

互いに道に窮しているのを泣くのではない。 

あの東の道を思うからだ。 

君がまたそこに行ったならば、 

牛や羊が我がもの顔で出入りすることがないようにしてくれたまえ。 

 

 其の十 

夢に私は君の後を追って行く…… 

東の道では松が青 と々しているであろうか。 

そして我が父が住まいとしていた門に入るなら、 

先祖の霊に対して永く恥入らなければならないだろう。 

 

 其の十一 

どれほど旨いものでも、 

人からの施しものなら羨むに足りない。 
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自ら得た米を背負い、 

百里の道を親のもとへと運ぶのは、 

少しも苦労ではない。 

身の栄華を飾る車馬がないのを恥じて、 

私は故郷への道を取らないでいるのではない。 

 

 其の十二 

私は実態よりも評判ばかりが高くなって、 

そのために騒動を起こして身を損なった。 

君がまだ世間に知られていないことこそ幸いではないか。 

穏やかな気持ちで故郷に帰ることができるのだ。 

それ以上にすばらしいことがあるだろうか。 

 

 其の十三 

竹の笥
は こ

と練り絹の着物、 

佳
よ

き時を得て婚を終えた後に、 

私が無事でいるだろうかと気になったりしたならば、 

また旅の鞍にまたがって来てくれたまえ。 

【補足】［この詩から推測するに、蘇
そ

安
あん

節
せつ

には縁談が進んでいたのだろう］ 

 

 其の十四 

万里の向こうから、 

君がまたやって来る日にも、 
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私はなおここで同じわび住まいだ。 

君は笑わずにはいられないだろう、 

石
い し

磨
う す

を回す驢馬と同じく、 

私がいつまでもぐるぐるしているのを。 

 

■【06-2-066】題子明詩後 

【解題】蘇
そ

安
あん

節
せつ

の父の蘇
そ

不
ふ

疑
ぎ

［字
あざな

は子
し

明
めい

］の詩に書き添えた短文。終わりに、黄
こう

庭
てい

堅
けん

［字は魯
ろ

直
ちょく

］の添え書きがある。 

 

【訳文】 

吾が兄の蘇
そ

不
ふ

疑
ぎ

はかつては酒をよく飲み、二十蕉
し ょ う

葉
よ う

［底の浅い盃で二十杯］に及んでようやく酔っ

た。兄と一緒に遊ぶのは眉
び

州の蟆
ば く

頤
い

山
さ ん

観
か ん

の侯
こ う

老
ろ う

道
ど う

士
し

で、歌いかつ飲んでいた。そのとき、気が猛
た け

り、韻をはずれ、天地の大きさも、毛筋の小ささも知らないようなありさまであった。 

それから兄を見ないこと十五年、蜀
し ょ く

の政事について特に噂されるなかに、昔のような兄について聞くこ

とはなくなった。 

蜀から甥の蘇
そ

安
あ ん

節
せ つ

がきて、兄は酒を飲んでもいまでは三蕉葉を過ぎることはないという。私は年少のこ

ろは酒の杯を見ただけで酔ったようになってしまったのだが、いまは三蕉葉くらいなら飲むことができる。し

かし、かつて学んだことは地を掃うようにして消え去り、世に無用な枵然
か ら っ ぽ

の廃物となってしまった。つまり、

得られるものがあれば必ず失うものがあって、二つをともに得ることはできないのである。 

 

侯老道士とは東
と う

坡
ば

［蘇軾］の従
じ ゅ う

叔
し ゅ く

の蘇
そ

慎
し ん

言
げ ん

である。今年、その孫の蘇
そ

汝
じ ょ

楫
ゆ う

が進士に及第した。東

坡はここで三蕉葉を飲むといっているが、これは酔中の語で、私は東坡の家に行って二人で飲んだこ

とがあるけれど、一
い ち

大
だ い

觥
こ う

を尽くすことができないうちに酔って眠ってしまった。 
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魯
ろ

直
ち ょ く

題す。 

【補足】［この短文からもわかるように、蘇軾は酒に弱く、すぐに眠ってしまうのだ

った］ 

 

■【06-2-067】浣渓沙 

【解題】十二月二日と三日に作った詞。短い序文がある。 

 

【訳文】 

十二月二日、雨の後にわずかに雪が降った。徐
じ ょ

大
だ い

受
じ ゅ

知事が酒を携えて訪ねてくれた。その場で『浣
か ん

溪
け い

沙
さ

』の詞三首を作った。翌日に酒が醒めると大雪になっていて、また二首作った。 

【補足】［ここでは、最初の3首から第一首と第二首を、後の2首から第二首を訳す。

始めの2首は知事の訪れを歓迎する詞、終わりの1首は翌朝の思い］ 

 

 其の一 

覆塊青青麦未蘇。［土くれを覆って青 と々伸びる麦はまだ蘇ってきていません］ 

江南雲葉暗随車。［知事殿の車に随って、長
ち ょ う

江
こ う

の南からのひとひらの雲がついてきます］ 

臨皐煙景世間無。［臨
り ん

皐
こ う

亭
て い

からの煙るような景色は、世間にまたとはないのです］ 

 

雨脚半收簷断線、［簷
の き

から落ちる雨
あ め

脚
あ し

の線が半ば断たれると］ 

雪林初下瓦跳珠。［雪は林へと下り、すぐに瓦に珠
た ま

が飛びます］ 

帰来冰顆乱黏鬚。［知事殿が帰るときには、鬚
ひ げ

に氷の粒がくっつくことでしょう］ 

 

 其の二 
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酔夢醺醺暁未蘇。［酔っての深い暁の夢からまだ蘇ってきていません］ 

門前轆轆使君車。［そのときに、門前でごとごとと音がするのは知事殿の車です］ 

扶頭一盞怎生無。［頭をあげ、一杯の酒くらいならないことないでしょう］ 

 

廃圃寒蔬挑翠羽、［小さな畑から冬野菜の翠
みどり

の羽でもつまんできましょう］ 

小槽春酒滴真珠。［小さな酒の槽
お け

から滴るのはあたかも真珠］ 

清香細細嚼梅鬚。［梅の鬚
ひ げ

［花蕊］からの清らかな香りをよくかみしめましょう］ 

【補足】［其の一で使った蘇、車、無、珠、鬚の四つの韻をそのまままた用いている］ 

 

 其の五 

万頃風濤不記蘇、［酔って見た長
ち ょ う

江
こ う

一面の波の記憶はまだ蘇ってきません］ 

雪晴江上麦千車。［雪が晴れ上がった長江のほとりに想見するのは、麦を満載した千台の車］ 

但令人飽我愁無。［人々が飽くまで食べられるのなら我が愁いはないのです］ 

 

翠袖倚風縈柳絮、［柳の絮
わ た

が風にめぐるように翻る妓女の袖、それは昨夜の宴］ 

絳唇得酒爛桜珠。［酒闌
たけなわ

にして桜桃
ゆ す ら う め

の花に見まごう赤い唇］ 

尊前呵手鑷霜鬚。［私は凍えた手で白い髭をひねっておりました］ 

【補足】［最初の句は、大雪で激しく波立ったのが思い出せないほどにきれいに晴れ

上がったことをいう。雪は豊作の吉兆ということから、麦を満載した車が川べりの道

に連なるありさまを想像したのが第二句。そして後半は、昨夜の宴席を回想して、自

分だけは鬚をひねって思案に沈んでいたという。どのような思案かというと、東の

坡
たかまり

を開拓してきたこの 1 年間の自己の労苦に、民衆の労苦を重ねて合せて考えてい

たのだろう。それが第二句の空想を呼んだのである］ 
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■【06-2-068】与陳季常 

【解題】陳
ちん

慥
ぞう

［字
あざな

は季
き

常
じょう

、方
ほう

山
さん

子
し

］［→作品番号06-2-031］に宛てた手紙。 

 

【訳文】 

昨日は、人が還ってきて、お手紙を拝見し、こちらからのものがすでに届いたのを知りました。そして、今

日は馬
ば

鋪
ほ

からの報せを見ますと、李
り

常
じ ょ う

君が二十一日に光
こ う

州との境を通るとありますので、いまはもう

光州に入っているのでしょう。黄
こ う

州知事に特別に人を出してもらって、手紙を李常君に届け、岐
き

亭
て い

で会

う約束をしたいと思っています。私は一日にすぐに発てば、二日の晩にはそちらにきっと着きます。こうして

会えるのなら稀有のことでありましょう。貴君におかれては、我らをもてなすために決して殺生はなさいま

せんように。そして李常君には貴君からもお手紙を出して迎えてくれましたら、さらによいでしょう。とにかく

急ぎますので、思うところは尽きませんが、これで失礼します。 

【補足】［李
り

常
じょう

は1年ほど前に公務で黄
こう

州に来た折に会っていた［→作品番号06-1-

101］。やはり公務による移動の途中に黄州と光
こう

州の境のあたりを通ると聞いたので、

蘇軾は岐
き

亭
てい

の陳
ちん

慥
ぞう

の家で三人が会えるかもしれないと思い付いたのである。二十一日

とあるのが十一月で、一日、二日は十二月であろうと推測されている。しかし、12月

2日には、上の詞で見たように徐
じょ

大
だい

受
じゅ

知事の訪問を受けているので、思う通りにはな

らなかったのだろうか］ 

 

■【06-2-069】与李公択 

【解題】李
り

常
じょう

［字
あざな

は公
こう

択
たく

］との再会を模索していた前後に李常に送った手紙を二通

見ておこう。 
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【訳文】 

（1）門を閉ざし、来客を断って、甚だ快適に暮らしております。気
き

術
じゅつ

［気
き

をコントロールする健康法］につ

いて簡便な方法を得ました。これは面と向かってでないと伝えられないものなので、私一人だけを長生

きさせたくないのなら、早々にこちらにお越しください。 

弟は恙
つつが

なく過ごしておりますが、娘を喪って十月で足掛け三年となりました。このような悲しみはしばしばあ

るものですが、心に慣れるのは難しく、自ずと解けるのを待つしかないのでしょう。光
こ う

州知事の曹
そ う

九
きゅう

章
し ょ う

君のお気持ちについては、私の考えも添えて、弟に手紙を書きました。きっと話が成立することでしょう。 

……回文の『菩
ぼ

薩
さ つ

蛮
ば ん

』の四首をお寄せします。お笑いください。貴君はかつて劉
り ゅ う

攽
は ん

君が作った回文

の詞を見たことがありましたでしょうか。これと似たようなものを劉君が作って見せてくれたのですが、いま

は失ってしまいました。劉君からは何か消息がありますか。孫
そ ん

覚
が く

君からはきっとお手紙が来ていることと

思います。いまは徐
じ ょ

州におられるのでしょうか。 

【補足】［（1）最初の部分は李
り

常
じょう

に会いたい気持ちをちょっとひねって記したもの。

岐
き

亭
てい

で会おうとしたのはこの手紙の少し後であろう。（2）光
こう

州知事の曹
そう

九
きゅう

章
しょう

［→作

品番号06-1-112］の気持ちとは、その息子の曹
そう

煥
かん

と蘇轍の娘との縁談で、初めに曹九

章が希望して李常に口添えを頼み、李常が蘇軾に話を持って行き、蘇軾が弟に伝えた

のである。これだけの手回しをされたのでは断るわけにはいかないだろう。（3）李常

に寄せた回文の詞はこの後に訳す。劉
りゅう

攽
はん

［→作品番号05-1-064など］は蘇軾に似て諧

謔好きで、孫
そん

覚
がく

［→作品番号05-5-059］は李常と蘇軾の共通の友人である。三人とも

蘇軾に連座して処分を受けている］ 

 

（2）しばしばお手紙を頂戴し、お心遣い痛み入ります。このごろはいかがお過ごしでしょうか。しばしば雪が

降り、農耕に勤しむ思いを慰めてくれます。昨日、船が至り、橘の実やお酒が届きました。これまでに

頂戴した絹を数えると三百匹にもなります。新年の杯を交わすことは叶いそうにありませんが、いずれは
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きっとお会いできましょう。このように窮して退いて自ら耕す暮らしとなったのも、人々からいろいろな頂戴

でますのも、どれも賜り物であるのでしょう。寒さの厳しい折から、万万自重されますように。 

【補足】［どうやら岐
き

亭
てい

では会えなかったようで、新年にも会えそうにないとここに

記している］ 

 

■【06-2-070】菩薩蛮 

【解題】上の手紙にあった『菩
ぼ

薩
さつ

蛮
ばん

』の 4首の詞から 2首を見ておこう。回文の詩は

作品番号 06-2-029 ですでに見ているが、この詞はそれとは違うタイプの回文で、第一

首の最初の 14 文字を見ると、「柳庭風静人眠昼。昼眠人静風庭柳」で、前から読んで

も後ろから読んでも同じ字の並びになっている。1 文字が 1 音である日本語や中国語

の特質を活かした言葉遊びである。面白いことに、前の句では「風が静か」であるの

に対して、後の句では「人が静か」と主体が入れ替わる。後半では、「藕」の字が4回

繰り返されていて、本来の「藕
はす

」の意味と同音の「偶
ともなう

」の意味を兼ねている。また

「糸」も同音の「思
おもい

」の意味を兼ねている。とにかく言葉の遊戯をふんだんに盛り込

んでいて翻訳には向かない。内容的には、詞が本来得手とする女性の愁いを歌ってい

る。 

 

【訳文】 

 其の一 回
か い

文
ぶ ん

夏
か

閨
け い

怨
お ん

 

柳庭風静人眠昼。［柳の庭に風は静かで、人の眠る昼］ 

昼眠人静風庭柳。［昼に眠る人は静かで、風は庭の柳を吹きます］ 

香汗薄衫涼。［香る汗に薄い衫
うわぎ

は涼しく］ 

涼衫薄汗香。［涼衫
なつのうわぎ

は薄くて汗が香ります］ 
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手紅氷腕藕。［手には紅をほどこし、氷のような腕は藕
は す

の花のように白く］ 

藕腕氷紅手。［藕
は す

の腕は氷のように涼しげで紅
くれない

の手を添えます］ 

郎笑藕糸長。［かの人は笑い、藕
は す

の糸
ね

のように思いは長く］ 

長糸藕笑郎。［長い糸
おもい

はかの人に藕
そ

うのです］ 

 

 其の二 回
か い

文
ぶ ん

秋
し ゅ う

閨
け い

怨
お ん

 

井桐双照新妝冷。［井戸端の二本の桐は照らし合って新たな妝
よそお

も冷
うるわ

しく］ 

冷妝新照双桐井。［冷
うるわ

しく妝
よそお

った新
ば か

りのひとは二本の桐のある井戸の水に照り映えます］ 

羞対井花愁。［羞
は

じらって井戸に向かうのは花が愁うよう］ 

愁花井対羞。［愁いを含んだ花は井戸端で羞
は

じらうのです］ 

 

影孤憐夜永。［影は孤
ひとつ

だけ、憐れをもよおしつつも夜は永く］ 

永夜憐孤影。［永い夜に憐れをおもう孤
ひとつ

の影があるのです］ 

楼上不宜秋。［楼閣の上は、秋にはよろしいものではなく］ 

秋宜不上楼。［秋によろしいのは、楼閣には上らないことです］ 

 

■【06-2-071】送牛尾貍与徐使君 

【解題】黄
こう

州知事の徐
じょ

大
だい

受
じゅ

から牛
ぎゅう

尾
び

貍
り

の肉が送られてきたので、それに応えた詩。牛

尾貍とはハクビシンのことであるらしい。この日は大雪であったと、蘇軾の注記が添

えられている。 

 

【訳文】 
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風が飛
ひ

花
か

［雪］を巻いて帷
カーテン

から入ってくるなかで、 

貴君が杯を手にしつつ、 

この詩を見て笑ってくれるであろうか想像している。 

この雪のために泥が深くなるのが心配である。 

なんとも意地悪く鶏
け い

頭
と う

鶻
こ つ

が鳴いている。 

酒の方は浅く飲むくらいにして、 

牛
ぎゅう

尾
び

狸
り

を喜んで嘗めてみる―― 

天下に旨いものといえば、「通
つ う

印
い ん

の子
し

魚
ぎ ょ

」に「披
ひ

綿
め ん

の黄
こ う

雀
じ ゃ く

」されるが、 

子魚は骨が多くていけないし、 

黄雀はやたらと脂ぎっている。 

心を篭めて送ってくださったこの牛尾狸は、 

繊細な腕前の人が刀を磨き、 

白
は く

玉
ぎ ょ く

を削るようにして調理してくれたまたとない絶品である。 

【補足】［（1）要は、珍しい肉を送ってくれたことへの謝礼であるから、もとより味

わい深い詩というわけにはいかない。「鶏
けい

頭
とう

鶻
こつ

」やら「通
つう

印
いん

の子
し

魚
ぎょ

」やら「披
ひ

綿
めん

の黄
こう

雀
じゃく

」やらの珍品を持ち出して、知的興趣を誘おうとしたのだろう。鶏頭鶻はシギの一

種で、蜀
しょく

の人々はその声を「泥
でい

滑
かつ

滑
かつ

」と聞きなしていると、蘇軾の注記がある。「通

印の子魚」とは、子魚という美味な魚があり、とりわけ額に印を押したように見える

のが旨いという。「披綿の黄雀」とは、白い綿を被ったように脂身がたっぷりの鳥の

肉である。（2）このころに『四時詞四首』という作品があって、女性の愁いを四季ご

と詠んでいる。徐
じょ

大
だい

受
じゅ

のもとにいる女性のために作ったのであろうか、優美な詩では

あるが、内容に乏しいので訳は割愛する］ 

 



第6章 赤壁の賦 

第 6 章：272 
 

■【06-2-072】雪後到乾明寺遂宿 

【解題】この冬は雪がよく降ったようだ。これは雪の日に乾
けん

明
めい

寺
じ

を訪ねて一泊した翌

朝の詩。乾明寺［→作品番号06-1-032］は東の坡
たかまり

からさほど遠くないところにあった。 

 

【訳文】 

乾
け ん

明
め い

寺
じ

の門の外は、 

馬も驚くほど光に満ちている。 

階段から先は下駄の痕もなく、 

私が一番先に行く。 

皇城の庭園に誤って入ったかのように、 

一面に白い花が咲き、 

皇城の宮殿をとこしえに照らすかのように、 

月の光が満ちている。 

この純白の至上の潔癖さを、 

牛も羊もまだ損なっていない。 

新たに晴れ上がったのを鳥たちが喜んでいる。 

今朝私がここでこうしているのは、 

軒端の竹から雪解けの水が滴り落ちる音を聴いてみてはと、 

寺の僧が勧めてくれたからである。 

 

■【06-2-073】次韻陳四雪中賞梅 

【解題】陳
ちん

慥
ぞう

［方
ほう

山
さん

子
し

］［→作品番号 06-2-068］が雪の中で梅を賞玩する詩を送ってき

たので、それに次韻した。 
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【訳文】 

歳の終わりには、 

雪と梅が新たな装いを競い合い、 

酒が熟するにつれて貴君の詩も熟してゆく。 

梅だけが独り咲くありさまは人の目を驚かせ、 

花びらが地に落ちれば、隠者が臥す趣
おもむき

がある。 

杜
と

甫
ほ

も老いを嘆くだけでなく、 

春に先んじて咲く梅を見るときには詩を詠んだ。 

三度雪を見ると、翌年は豊作になるとか。 

ならば、人生の安楽を高らかに歌ってもよいであろう。 

【補足】［雪は豊年の吉祥であるから、作品番号06-2-069で「しばしば雪が降り、農耕

に勤しむ思いを慰めてくれます」と書いていたのである］ 

 

■【06-2-074】書雪 

【解題】このころに書いたと思われる短文があるので見ておこう。 

 

【訳文】 

今年、黄
こ う

州では大雪が降り、一尺以上も積もった。私は東の坡
たかまり

にちょうど麦を植えたので、この雪を

得てむろん喜んだのだが、他所の家を見れば、薪もなく米もなく、雪に苦しんでいる者がいる。そのため

にあれこれ思案して夜も眠れなくなった。悲しいことである。 

【補足】［この一文は、黄
こう

州に赴く途中で雪に遇い、「民衆のために悲歌する」［悲歌

為黎元］と詠んだ［→作品番号06-1-005］のを思い出させる］ 
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■【06-2-075】江神子 

【解題】鄂
がく

知事の朱
しゅ

寿
じゅ

昌
しょう

［→作品番号本章 06-1-096など］に送った詞。短い序文が付

いている。 

 

【訳文】 

大雪のときに朱
し ゅ

寿
じ ゅ

昌
し ょ う

知事のこと懐
お も

った。それはきっと知事が私のことを念
お も

ってくださっているからだと知り、

『江
こ う

神
し ん

子
し

』の詞を作って寄せる。 

 

黄昏猶是雨繊繊。［黄昏
た そ が れ

どきは、まだまだしとしとと雨が降っていました］ 

暁開簾。［暁に簾
すだれ

を開けたのです］ 

欲平檐。［檐
の き

まで平らになろうかとしていました］ 

江闊天低、［広い江
か わ

、低い天］ 

無処認青帘。［酒店の青い旗はどこにも認めることができません］ 

孤坐凍吟誰伴我、［独り座って凍てつく声で吟じれば、誰も伴う者はなく］ 

堦病目、［病んだ目をこすり］ 

撚衰髯。［衰えた髯をひねるのです］ 

 

使君留客酔厭厭。［知事殿は客人を留め静かに酔い続けます］ 

水晶塩。［水晶のような澄んだ酒］ 

為誰甜。［知事殿のためのよい味わい］ 

手把梅花、［梅の花を手に取り］ 

東望憶陶潜。［東を見て思うのは陶
と う

淵
え ん

明
め い

［すなわち蘇軾］のこと］ 
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雪似故人人似雪、［雪が人に似るのか、人が雪に似るのか］ 

誰可愛、［愛すべきなのでしょうか］ 

有人嫌。［人を嫌うのでしょうか］ 

【補足】［（1）これは、朱
しゅ

寿
じゅ

昌
しょう

の側に立って詠んでみたらという趣向の作品。（2）終

わりの三句は、雪は愛すべき存在でありつつ、人の行き来を妨げる存在でもあるとい

うことから、人の心理にも二面性があるということを含意しているようだ］ 

 

■【06-2-076】蝶恋花 

【解題】潘
はん

大
だい

臨
りん

［字
あざな

は邠
ひん

老
ろう

］を送るとの添え書きがある詞。潘大臨は酒店を営む潘
はん

革
かく

の孫である。潘革には潘
はん

鯁
こう

［字は昌
しょう

言
げん

］、潘
はん

丙
へい

［字は彦
げん

明
めい

］［→作品番号 06-2-003 な

ど］、潘
はん

原
げん

［字は昌
しょう

宗
そう

］［→作品番号 06-2-053］の息子がいて、潘鯁の息子が潘大臨と

潘
はん

大
だい

観
かん

である。潘大臨はこの年の秋に行われた科挙の地方試験に合格し、二次試験を

受けるために上京するので、その送別の詞を蘇軾が作ったのである。一家から一人で

も合格者が出れば社会的地位ががらりと変わるので、潘革は酒店の稼ぎを子弟の教育

に注ぎ、何とかして一家から科挙の合格者を出そうとしていたのだろう。蘇軾の家も

もとは絹を扱う商人であったろうと推測されていることから、潘の家に親近感を抱い

ていたのだろう。 

 

【訳文】 

別酒勧君君一酔。［別れの酒をあなたに勧めましょう、まずは酔いなさい］ 

清潤潘郎、［潘
は ん

さんはまことによい男］ 

又是何郎壻。［あの何
か

妟
あ ん

だってかないませんよ］ 

記取釵頭新利市。［釵
かんざし

をお買いになったのは知っていますよ］ 
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莫将分付東隣子。［まさかそれをお隣さんにあげたりはしませんよね］ 

 

回首長安佳麗地、［思い出せば、繁華な都で］ 

三十年前、［三十年前のこと］ 

我是風流帥。［わたしは風流の総大将でした］ 

為向青楼尋旧事、［色街にいってそのころのことを聞いてみなさい］ 

花枝欠処余名字。［花の枝を折り取った向こうにわたしの名が記してありますよ］ 

【補足】［（1）この詞は、詞本来の世界である男女の情愛を下敷きにして、楽しく潘
はん

大
だい

臨
りん

を励ましたものなのだろう。戯れの作である。（2）前半は、晋
しん

の時代に潘
はん

岳
がく

とい

う美青年がいたことを踏まえて、潘大臨を讃えたもの。（3）後半は、都の色街で三十

年前にその名を轟かせたと歌っているは、実は蘇軾が科挙に合格したことをいってい

るのだろう。つまり、潘大臨も蘇軾と同じように合格してたちまちその名を天下に知

られるようになるというのである。（4）このころに李
り

廌
たい

［字
あざな

は方
ほう

叔
しゅく

］［→作品番号

06-2-039］が黄
こう

州にごく短期間だけきて、蘇軾が詩を贈ったとされているが、その詩

はいまに伝わっていない。李廌は身内の不幸によってこの秋の科挙の一次試験は受け

なかったようだ］ 

 

■【06-2-077】与仏印 

【解題】廬
ろ

山
ざん

の仏
ぶつ

印
いん

禅
ぜん

師
じ

了
りょう

元
げん

［→作品番号06-1-080］からまた使いの者がきたので、

それへの返事。 

 

【訳文】 

お使いの者がきて、 忝
かたじけな

くも重ねてのお手紙を頂戴しました。お心遣いの深さに感じ入っております。まさ
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に十二月の雪の季節、山中はさぞお寒いことでありましょう。法
ほ う

体
た い

の安らかであることを祈っております。

廬
ろ

山
ざ ん

とは長
ち ょ う

江
こ う

を間に挟むだけでありますのに、道場に詣でる縁がなく、お声に接することができませ

ん。ただ馳せ赴くことを想うばかりです。 

 

■【06-2-078】与滕達道 

【解題】滕
とう

元
げん

発
はつ

［滕
とう

甫
ほ

、字
あざな

は達
たっ

道
どう

］［→作品番号06-2-010］に宛てた手紙。 

 

【訳文】 

蜀
し ょ く

からきた僧は貴君が書いてくれた楷書の大
だ い

字
じ

を獲
え

て帰りました。お蔭で私も胸を張ることができ、大

いに感じ入っております。 

蕭
し ょ う

相
し ょ う

楼
ろ う

での詩は前に見ていて、弟が楼の雄傑を説き、貴君の風烈を称えるのを聞きました。蕭相楼

についての文書を記すのは名誉なことでありますが、私の拙い腕に適うものではありませんし、罪を得て

からは敢えて文章を作ることはしていません。『経
き ょ う

蔵
ぞ う

記
き

』は仏教に関連する語ばかりで、あれこれ詮索さ

れるような畏れはないので、特に書いた次第です。蕭相楼の文はさらに何年か待って作るというので

はいかがでしょうか。 

仲
ちゅう

殊
し ゅ

の気
き

訣
け つ

は詳しく知りたいもので、もしも伝授を許されたなら、その賜りものは莫大でありましょう。仲殊

は長らく廬
ろ

山
ざ ん

に遊ぶことを望んでいたと聞きましたが、その後はどうしているのでしょうか。もしこちらを過
よ ぎ

るこ

とがあるなら、望外の喜びです。…… 

【補足】［（1）蜀
しょく

からきた僧とは悟
ご

清
せい

［→作品番号06-2-010］のこと。滕
とう

元
げん

発
はつ

の揮毫

を得て成
せい

都
と

に帰ったのである。（2）蕭
しょう

相
しょう

楼
ろう

の詩は作品番号06-1-051で見ている。蘇

軾は詩文をもってまた罪に落とされるのを警戒して、滕元発からの執筆の依頼を断っ

たのである。（3）気
き

訣
けつ

は気
き

術
じゅつ

と同様で、体内に気
き

を正しく循環されることで長生を得

ようとするもの。仲
ちゅう

殊
しゅ

は当時名の知られた道
どう

人
じん

で、10年後に会うことになる。（4）
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蕭相楼の記の執筆は断っているが、このころに滕元発に頼まれて、遥かに政治的な文

章を記している。宋
そう

は西
せい

夏
か

国
こく

との戦争を始め、緒戦の勝利をおさめたものの、反撃に

あってたちまち苦境に陥ってしまった［→作品番号06-2-057］。戦争のすみやかな終結

を願う文章を滕元発のために代筆して皇帝に提出したのである。それは戦争を人の病

に譬え、故事を織り込んで巧みな構成であるのだが、訳は割愛する］ 

 

■【06-2-079】陳太初尸解 

【解題】上の手紙にあった仲
ちゅう

殊
しゅ

は黄
こう

州には現れなかったが、道
どう

士
し

の陸
りく

惟
い

忠
ちゅう

がこの年、

黄州を訪問している。陸惟忠は眉
び

州眉
び

山
ざん

県、すなわち蘇軾と同郷の人。陸惟忠は自作

の詩を示したり、丹薬の作り方や養生の法について教えたりした。そのことについて

15年後に記した文章があるので見ておこう。 

 

【訳文】 

私は八歳で小学に入り、道
ど う

士
し

の張
ち ょ う

易
い

簡
か ん

を師とした。童子およそ百人がいたが、師は私と陳
ち ん

太
た い

初
し ょ

ばか

りをいつも褒めていた。陳太初は眉
び

山
ざ ん

の市井の子であった。 

私は成長するにつれて学問がますます進み、ついには科挙にも制
せ い

科
か

にも合格した。一方で陳太初は

田舎の小役人になった。 

その後、私は黄
こ う

州に流され、そこに眉山の道士の陸
り く

惟
い

忠
ちゅう

が蜀
し ょ く

から訪ねてきた。あれこれ話すなかで、

「道
み ち

を得た者に陳太初がいます」というので、詳しく尋ねてみると、我が同学の陳太初その人であった。 

昨年［紹
し ょ う

聖
せ い

三年［1096年］］、私は恵
け い

州でまた陸惟忠に会った。陸惟忠はこのようにいった。 

「陳太初はすでに尸
し

解
か い

しました。蜀の人の呉
ご

師
し

道
ど う

が漢
か ん

州の知事であったときのことです、陳太初は初

めて知事に会いにきて、しばらくそこの客人となっていました。ちょうど元日の朝に、陳太初は知事に衣

食と餞別の銭を求め、別れを告げました。陳太初は受け取ったもの全てを町の貧しい人に与えると、
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城門の下に座り、そのまま死んでしまいました。それを聞くと、知事は役場の小使いに、亡骸を担ぎ出し

て野原で焼くよう命じました。小使いは亡骸のもとに行き、『このクソ道士め。なんだって元旦からこの俺

さまに死人を担がせたりなんぞさせるのだ』と罵りました。すると、陳太初はにやりと笑い、『おまえを煩わ

せたりはせん』といって、門から金
き ん

雁
が ん

橋
き ょ う

のたもとまで歩き、そこで座り、改めて死にました。小使いがそれ

を焼くと、もうもうと立ち昇る焔と煙の中に、くっきりと陳太初の姿が浮かびあがりました。見物に出た町中

の者がそれを見たのです」 

【補足】［この文章は幾つかの興味深い内容を含んでいる。（1）蘇軾が 8 歳で張
ちょう

易
い

簡
かん

の寺子屋に入ったことは、すでに作品番号 01-2-002 などで見ている。（2）そこに陳
ちん

太
たい

初
しょ

という優秀な同窓生がいて町の庶民の子であった。眉
び

山
ざん

県の人々は教育に熱心だっ

たのだろう。（3）蘇軾が制
せい

科
か

にも合格して超エリートとなった一方で、陳太初は小役

人［原文は「小
しょう

吏
り

」］になった。科挙に合格した高級官僚は地方官となっても原則 3

年の任期で各地を転々とする。下級の役人である吏
り

人
じん

は同じ土地に留まる。庶民にと

っては吏人になれるなら実に結構なことであるのだが、高級官僚と吏人とでは社会的

地位に雲泥の差がある。陳太初には何かしら不満があったのか、思うところがあって、

せっかくの職を棄てて道
どう

士
し

になった。（4）道士は社会のしがらみの枠外に出て自由に

移動することができた。その代わり、衣食や住まいを得るには、地方官や庶民や社会

のいろいろな階層の人々の心をうまく掴む必要があった。それで、いかさまな呪
まじな

い事

をしたり、インチキ薬を売ったりする道士が少なからずいたのである。陳太初はきち

んとした教育を受けていたから、知事クラスの人を相手にして道教の教義をきちんと

説くことができたのだろう、呉
ご

師
し

道
どう

のもとにしばらく居候をした後に死んだのだった。

知事としては、城門の下で元日に死なれたのはいささか迷惑なことであったのだろう。

（5）道士の最終的な目標は、生死の枠外に出て仙人になることだ。それを達成する

一つのやり方として、現世に死骸を遺して自分は昇天する尸
し

解
かい

というものがあった。
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尸解に関する古い伝承は数えきれないほどあるが、宋
そう

代
だい

においても衆人の目の前で尸

解が行われたというのはおもしろい］ 

 

■【06-2-080】寒熱偈 

【解題】寒と熱に関する思索を記した短文。黄
こう

州の夏を蘇軾は特に暑いと感じたよう

で、昨年もひどい暑さを嘆いていたが［→作品番号06-1-068］、この年も酷暑であった

とここに記している。 

 

【訳文】 

今年は大
だ い

熱
ね つ

で、熱
あ つ

さが八十日余りにわたり、物も我も同じく病み、この熱さは虚しいものではなかった。

まさに熱いときにはまた涼しくなるとは思えなかったのだが、すでに涼しくなると、熱さは果たしてどこにいっ

てしまったのかと思うのである。およそ世の寒
か ん

と熱
ね つ

は交互に顕われ、熱がなくなると、涼が何かに従って

立ち、私は涼しさがまたあると認めるのである。後に涼しさが改まって、また熱さが還ってくる。つまり、寒と

熱は、それぞれが互いにあるときはないという関係になっている。 

世のすべてこのように分かれていて、心に去来する塵によって浮想が生じるのも同様で、あるとかない

とかで迷いが生じるのである。一方で、火が木を焼くように、また生じることがないものもある。火によって

木は炭になり、炭は灰になり、灰はすっかりなくなってしまう。はてさて、これはいかなることなのかと、我が

弟に問うものである。 

 

これは私が黄
こ う

州で戯れに書いたもので、江
こ う

夏
か

の李
り

康
こ う

年
ね ん

がこれを持ち去った。それから七年後に、また

李康年に都で会うと、これを出してきた。茫然と夢の中の語のようである。 

元
げ ん

祐
ゆ う

戊
ぼ

辰
し ん

三年三月三日。 

【補足】［（1）この短文［偈
げ

］の、「世のすべて」以降は意味が十分にわからないので
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いつも「ずっぽ訳」である。（2）李
り

康
こう

年
ねん

［字
あざな

は楽
がく

道
どう

］は篆
てん

書
しょ

に詳しい人であったとい

う］ 

 

■【06-2-081】書孟東野詩 

【解題】馬
ば

正
せい

卿
けい

［→作品番号06-2-026］に贈った短文。 

 

【訳文】 

元
げ ん

豊
ほ う

四年、馬
ば

正
せ い

卿
け い

と黄
こ う

州の東
と う

禅
ぜ ん

で飲んだ。酔って後に、孟
も う

郊
こ う

の詩を誦
し ょ う

じた。 

我亦不笑原憲貧。［我も亦
ま

た原
げ ん

憲
け ん

の貧
ひ ん

を笑わず］ 

この句に、思わず笑ってしまった。孟郊には原憲を笑える理由はないからである。 

このことを書いて馬正卿に贈る。馬正卿はまだまだ孟郊を笑いはしないのである。 

【補足】［（1）東
とう

禅
ぜん

とは作品番号06-2-003にある東
とう

禅
ぜん

荘
そう

院
いん

のことであろうか。（2）孟
もう

効
こう

について作品番号05-4-009などで見ている。蘇軾は孟郊の詩をさほど高くは評価し

ていないが嫌いではなかった。（3）原
げん

憲
けん

は孔
こう

子
し

の弟子で、孔子の死後、非常な貧乏で

ありながらも学問に励んだことで知られる。終わりの部分はかなりひねっているので

わかりにくいが、孟郊よりも馬
ば

正
せい

卿
けい

の方が腹が座っているといいたいのだろう］ 

 

■【06-2-082】与任徳翁 

【解題】任
にん

伯
はく

雨
う

［字
あざな

は徳
とく

翁
おう

］に宛てた手紙。任伯雨は「大
だい

任
にん

」といわれた任
にん

孜
し

［→作

品番号06-2-037など］の子である。 

 

【訳文】 

……貴君の甥がこられて手紙を受け取り、感慨無量であります。御
ご

尊
そ ん

体
た い

の佳
か

勝
し ょ う

であることを審
つまび

らかに
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し心が慰められます。お二人の御子息が科挙の地方試験に合格されたと聞き、喜びの余り、我が衰

病の身も奮い立ちます。きっと天下に冠たる士
し

大
た い

夫
ふ

となって、任
に ん

氏の名を慕うのは蔡
さ い

州の人々だけで

はなくなるでありましょう。陳
ち ん

慥
ぞ う

君が帰ってくれば、さらにまた詳しく知ることができるでしょうが、小
しょう

四
し

君
くん

［任
にん

伋
きゅう

の四男］がいるので、任伋殿は亡くなっていないようなものです。近頃のあれこれは綴り尽くせませ

ん。お会いする機会はなかなかありませんが、万万御自愛されますように。 

【補足】［（1）科挙の試験結果は士
し

大
たい

夫
ふ

にとって一大関心事であった。秋の地方試験

の合否が何かと話題になっている。任
にん

伯
はく

雨
う

のところでは二人の息子が合格したのだっ

た。（2）蔡
さい

州は「小
しょう

任
にん

」といわれた任伋
にんきゅう

が退隠後に住むと定めていた場所で［→作品

番号06-1-006］であったから、蔡州の人々が任氏を慕っているのは前からであるけれ

ど、いずれ天下の人々がそうなるといっているのである。（3）陳
ちん

慥
ぞう

の名が挙がってい

るのは、任伋の四男がたぶん蔡州にきていて、その手助けをしていたのだろう］ 

 

■【06-2-083】与楊元素 

【解題】楊
よう

絵
かい

［字
あざな

は元
げん

素
そ

］に宛てた手紙。楊絵はかつて杭
こう

州で親しくした人［→作品

番号06-2-054など］。 

 

【訳文】 

筆が凍り、写そうとしてもうまく字になりません。弟からは近頃も手紙がきて、恙
つつが

なきことを知り、何百里も

離れているような気がしません。ただ、手紙が届くまでには半月ほどかかります。 

いろいろ秘蔵の話を記してくださり、感嘆してやみません。最近になって知り合いが貴君の編集した『本
ほ ん

事
じ

曲
き ょ く

子
し

』を写したものを拝見しました。広く奇聞が集められていて、閑居の身の賑やかしとなります。竊
ひ そ

かに思いますに、さらに知人たちからそれぞれ知るところの話を集めたなら、もっと手広く逸話を載せるこ

とができるようになるでしょう。そこで三件ほど記して献じます。さらに錬
れ ん

択
た く

されて百四十篇ばかりにもなりま
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したなら、十分でありましょうか。 

【補足】［ここにある『本
ほん

事
じ

曲
きょく

子
し

』は詩詞に関する逸話を集めた著作である。原本は

失われ、数篇だけが他の書物に引用されるなどして残った［→作品番号06-3-023］］ 

 

■【06-2-084】与趙昶晦之 

【解題】趙
ちょう

昶
ちょう

［字
あざな

は晦
かい

之
し

］［→作品番号06-1-106］に宛てた手紙。 

 

【訳文】 

お教えくださいます通りに、患難の中にあっておたおたすることもなく過ごせるのは、脳みそのない愚人で

あるか、鹿か豚か、はたまた木か石とも異なるところがないものでありましょう。それがかねてから夢にも

見るような道
み ち

を得た者なのでありましょうか。 

かつて得ていた蜀
し ょ く

人
じ ん

の蒲
ほ

永
え い

升
し ょ う

の山水四軸は近年の名筆であります。蒲永升はすでに亡くなってしま

いましたが、贅沢にも書斎にこの画を掲げております。 

ここの風土は美しく、訴訟事は少なく、優
ゆ う

遊
ゆ う

と歳を終えて、これ以上何を求めましょうか。私はこのことを

はなはだ楽しみ、この地に安らかにいて懐
お も

いを忘れ、まさしくもとより黄
こ う

州の人であって、一度も出仕して

いないかのようであります。 

【補足】［（1）前半は、反語的なユーモアなのだろうか。よくわからないままに訳し

た。（2）蒲
ほ

永
えい

升
しょう

については作品番号06-1-107で見ている。水を描いた蒲永升の画を飾

って楽しんでいたのである。（3）最後は、すっかり黄
こう

州の人になったといっている］ 

 

■【06-2-085】与杜孟堅 

【解題】杜
と

沂
ぎん

［字
あざな

は道
どう

源
げん

］［→作品番号06-2-018］の子の杜
と

伝
でん

［字
あざな

は孟
もう

堅
けん

］に宛てた

手紙。 
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【訳文】 

私のこのごろの様子からすると必ずしも罪は深くないのでありましょうか。郡中のもろもろは変わりがなく、

同僚とともに遊んで、かつて壁に題した詩を見ると、いつも悵
ち ょ う

然
ぜ ん

とした想いになります。貴君は何事もな

く、きっと著述するところが多くあることでしょう。拝見できないのが残念であります。今年は近しい人々が

黄
こ う

州に来てくれたりし、あれやこれやとあって、去年の独り寂寞としていたのとはまるで異なっています。 

【補足】［上の趙
ちょう

昶
ちょう

への手紙とともに、蘇軾は 1 年前とはかなり異なる心境で年末を

迎えたことがわかる。自ら耕すことで精神の充実を得たとすると、馬
ば

正
せい

卿
けい

［→作品番

号 06-2-081］の果たした役割は大きく、我々が蘇軾の黄
こう

州時代の詩文を味わい深く読

めるのも馬正卿のお蔭であるのだろう］ 

 

■【06-2-086】記夢回文二首、并叙 

【解題】夢の中で回文の詩を詠んだ。その序文だけを見ておく。 

 

【訳文】 

十二月二十五日、大雪が晴れ上がった。雪を解かした水で小
し ょ う

団
だ ん

茶
ち ゃ

を烹
に

て飲ませてもらった夢を見た。

傍らで女性が歌っていた。私は回文の詩を作って女性に示した。夢から覚めると、「乱点余花唾碧

衫」［乱
ら ん

点
て ん

して余
よ

花
か

 碧
へ き

衫
さ ん

に唾
だ

す］の句を記憶していた。袖に誤って唾をかけられた趙
ち ょ う

飛
ひ

燕
え ん

が、さらりとと

りなした故事を用いたものである。これに続けて二首の絶句を作った。 

 

■【06-2-087】三朶花、并叙 

【解題】この年の終わりに「異
い

人
じん

」を詠んだ詩の序文だけを見ておこう。 
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【訳文】 

房
ぼ う

州の副知事の許
き ょ

安
あ ん

世
せ い

からの手紙にこのようにあった。 

「吾が州に異
い

人
じ ん

がいます。常に三
さ ん

朶
だ

花
か

［三本の花の枝］を頭に戴いています。その姓名を知る者は

なく、郡の人々は『三朶花』をもってその名としています。よく詩を作り、どれにも神仙の意
こころ

がこめられてい

ます。また自分の姿をよく画に写します。それをある人から得ました」 

許副知事はその一枚を送ってくれるというので、この詩を作った。 

【補足】［その詩は碩学の注釈家も理解不能としている。例えば、対句を成り立たせ

るために、「三朶花」のペアになる語として「一
いち

宿
しゅく

覚
がく

」という仏典にある特殊な用語

を引っ張ってきているのは、蘇軾の恐るべき語彙力に脱帽するしかないとしても、

「一宿覚」をどのような意味合いで使っているのか、いくら頭をひねってもわからな

いのである］ 
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第6章 赤壁の賦――黄州 
［第6章その三］ 

元
げん

豊
ほう

5年［1082年］、蘇
そ

軾
しょく

47歳。 

 

 

■【06-3-001】書欧陽公黄牛廟詩後 

【解題】蘇軾の黄
こう

州生活は 3年目に入った。年明け早々の 1月 2日に訪問客があり、

話が欧
おう

陽
よう

脩
しゅう

に及んだ。そのことを記した文章。 

 

【訳文】 

右は欧
お う

陽
よ う

文
ぶ ん

忠
ちゅう

公
こ う

［欧
お う

陽
よ う

脩
し ゅ う

］が峽
き ょ う

州の夷
い

陵
り ょ う

県の知事になったときに作った『黄
こ う

牛
ぎゅう

廟
び ょう

の詩』である。この

詩について、私はかつて欧陽公からこのように聞いたことがある。 

「私が西
せ い

京
け い

留
り ゅ う

守
し ゅ

推
す い

官
か ん

ならびに館
か ん

閣
か く

校
こ う

勘
か ん

であったとき、私と同じ年に科挙に合格した丁
て い

宝
ほ う

臣
し ん

［字
あざな

は元
げ ん

珍
ち ん

］君がたまたま都にきていて、こんな夢を見たと語った――丁君は私と一緒に舟に乗って長
ち ょ う

江
こ う

を遡

り、ある廟の中に入り、本堂の下で拝謁した。丁君が先で私が後から付いて行こうとしたので、丁君は

ひどく遠慮した。私はそのまま押し通した。堂上で拝すると、神像が立ち上がり、私を近くに召し寄せ、

神は私の耳元でしばらく語った。丁君は心ひそかに、神もまた世間と同じく欧陽脩を特別扱いするのだ

ろうと思った。廟の門を出ると、そこに片耳しかない馬がいた。 

そのような夢を丁君は見たといったのだが、私も丁君もそれが何を意味するのかわからなかった。それ

から数日足らずで、丁君は峽
き

州
し ゅ う

推
す い

官
か ん

に、私は夷
い

陵
り ょ う

県知事に、ともに左遷となった。 

私と丁君は一緒に任地に向かい、先の夢のことは忘れていた。三
さ ん

峡
き ょ う

を遡っていたある日、黄牛廟に

詣でたところ、門に入って丁君は何やらぼんやりとした気分になった。そして、以前の夢と少しも変わらな

いことが起こった。私は県知事であったから立場として丁君の後に従わなければならなかった。門の外
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に石を彫った馬があり、耳が一つ欠けていた。それを見て二人は大いに驚いた。 

私は廟に一つの詩を書き留めた。その中に『石馬繋祠門』［石
せ き

馬
ば

は祠
し

門
も ん

に繋
つ な

がれる］の句があるが、

片耳のない馬がいることは夢ですでに知っていたのである」 

元
げ ん

豊
ほ う

五
ご

年、私は黄州に謫
た く

居
き ょ

していると、宜
ぎ

都
と

県の知事となった朱
し ゅ

嗣
し

先
せ ん

君が立ち寄ってくれた。二人

で（これから朱嗣先が行くことになる）三
さ ん

峽
き ょ う

の風景について語っていて、たまたま話がこのことに及んだ。

朱知事は（欧陽脩の）『黄牛廟の詩』を書いてほしいと私にいい、 

「それを石に刻んで黄牛廟に置き、進退出処は人の力だけによるものではないということを、人に示した

いと思います。耳が一つしかない馬のごときが欧陽公の事に関わっているはずもありませんが、事は

大きく前から定まっているものなのでありましょう。公は神に対して礼を尽くしましたが、それでも詩の中では

その廟を『淫
い ん

祀
し

』であるといっています。公は信念の人で、神に対しても決して阿
おもね

らないことがわかります」 

その言葉の味わい深さに感じてこの文章を記すことにした。 

正月二日、眉
び

山
ざ ん

の蘇軾書す。 

【補足】［（1）宜
ぎ

都
と

県も夷
い

陵
りょう

県もともに峡
きょう

州に属し、朱
しゅ

嗣
し

先
せん

はこれからの旅の途中で

黄
こう

牛
ぎゅう

廟
びょう

を通る。それで、蘇軾の書
しょ

を石に刻んで廟に置こうといったのである。（2）

欧
おう

陽
よう

脩
しゅう

が夷陵県に左遷されたのは、46 年前の景
けい

祐
ゆう

3 年［1036 年］で、30 歳だった。

左遷の原因は范
はん

仲
ちゅう

淹
えん

を弁護したことだった。范仲淹は当時の宰相を強く批判したこと

で都から追放され、范仲淹の行為を擁護した余
よ

靖
せい

と尹
いん

洙
しゅ

も左遷となった。本来ならこ

のようなときに朝政を正す役目を担っているはずの高
こう

若
じゃく

訥
とつ

が宰相の顔色をうかがって

沈黙を決め込んでいるのは卑劣であるとして、欧陽脩は激しく高若訥を批判し、宰相

の怒りを買って放逐された。こうした情勢を見て、蔡
さい

襄
じょう

は『四
し

賢
けん

一
いち

不
ふ

肖
しょう

の詩
し

』［四賢

は范仲淹、余靖、尹洙、欧陽脩の 4 人、一不肖は高若訥］を作り、天下に大いに流布

した。蔡襄は蘇軾が本朝第一の書家とした人［→作品番号 06-2-013］である。この一

連の追放劇は奇しくも蘇軾が生まれた年の出来事であった。なお、蘇軾が夷陵県にあ
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る欧陽脩の旧居を訪ねて詠んだ詩を作品番号 01-1-039 で見ている。（3）あやしげな民

間伝承の神を祭った祠を「淫
いん

祀
し

」といい、その神が民衆を惑わせるようなことをした

場合［もちろん神がするのではなく、神を利用する人間がするのだが］には、神の祟

りなどを恐れず、「淫祀」を毀
こぼ

つのが社会に責任のある士
し

大
たい

夫
ふ

の役目であるとされて

いた。その実例を陳
ちん

慥
ぞう

［方
ほう

山
さん

子
し

］［→作品番号 06-1-015］の父の陳
ちん

希
き

亮
りょう

［字
あざな

は公
こう

弼
ひつ

］

に見ることができる。、陳希亮は若い頃に地方の長官であったときに、数百の「淫祀」

を壊して70人余りのまじない師を追放したと、蘇軾は『陳
ちん

公
こう

弼
ひつ

伝
でん

』［→作品番号02-3-

015］の中で記している。なお、蘇軾が『陳公弼伝』を書いたのは黄
こう

州にいた間のこ

とであったと推測されている］ 

 

■【06-3-002】与陳季常 

【解題】陳
ちん

慥
ぞう

［字
あざな

は季
き

常
じょう

、方
ほう

山
さん

子
し

］に与えた手紙。 

 

【訳文】 

新らたな歳を迎え、心からお祝い申し上げます。今日はやや晴れておりますが、いかがお過ごしでしょう

か。いつごろ町に来られるのでしょうか。昨日、李
り

常
じ ょ う

君から手紙がきて、上
じ ょ う

元
げ ん

のころに出発するとのこと

ですから、こちらに来られるのは月末のあたりでしょうか。そのときに貴君も来てくださいますか、どうでしょう

か。こちらの普請は上元にはまだ終わっていないでしょうし、私は外出がままならない身でありますから、

上元の夜遊びのお供はできませんでしょう。……正月二日。 

【補足】［（1）蘇軾、陳
ちん

慥
ぞう

、李
り

常
じょう

の三人で会うことは年末には実現しなかったようだ

が［→作品番号06-2-068］、蘇軾は次の機会を期待した。ある人の手紙に、蘇軾は黄
こう

州

において李常と複数回会ったように記しているので、作品番号06-1-101で見たときの

ほかにも会っていたのだろう。ただし、そのことを裏付けるような詩文は残されてい



自由訳 蘇東坡詩文集抄 

第 6 章：289 
 

ない。（2）ここにある普請とは、東の坡
たかまり

で新たな建物を作ろうとしていたこと指

し、後に詳しく見る］ 

 

■【06-3-003】祭堂兄子正文 

【解題】元
げん

豊
ほう

3年9月に亡くなった従兄の蘇
そ

不
ふ

欺
ぎ

［字
あざな

は子
し

正
せい

］［→作品番号06-1-103］

を祭る文を 1月 3日に作った。郷里に帰って蘇不欺の葬儀の列に加われなかったのを

残念に思い［→作品番号 06-2-048］、遠く黄
こう

州の地で蘇不欺の霊にこの文を捧げたので

ある。 

 

【訳文】 

元
げ ん

豊
ほ う

五年、歳は壬
じ ん

戊
ぼ

、正月の三日、弟に当たる責
せ き

授
じ ゅ

黄
こ う

州
し ゅ う

団
だ ん

練
れ ん

副
ふ く

使
し

蘇軾は謹んで酒と果物を供え、

亡くなった蘇
そ

不
ふ

欺
ぎ

大
た い

兄
け い

の霊に申し上げる。 

昔、我が伯父［蘇
そ

渙
か ん

］は身を修め、家の内での振る舞いは郷里の手本とされた。剛
ご う

ならず柔
じ ゅ う

ならず、

武功あり文徳あり、喜びも慍
い か

りも外に出すことがなかった。十一の官職を歴任し、伯父が治めた土地

の民衆は、今に至るも伯父のことを思って泣くという。伯父の立つありさまを見るならば、仁
じ ん

者
じ ゃ

は勇敢で

雷にも動揺しないといわれる、まさにそのままであった。伯父の長男である我が大兄は優
ゆ う

にして毅
き

で、

甚だ伯父に似ていた。人の中にあって厳粛でありつつおっとりとして、慎み深くて汚点がなく、顔に喜び

が見えていた。人にはそれぞれの心があり、酸っぱさと塩辛らさとは好みを異にし、赤と白は合わないも

のであるが、我が大兄は鷹揚で、衆人から賢者として尊ばれ、よろしくないといわれることがなかった。

天は贔屓をしないというけれど、富貴も長寿も我が大兄には無縁であった。それを不幸とはいうまい。

我が大兄がそのようであったのは疑いもなく定めであったのだ。 

私は黄州に移り、老いと病に見舞われ、ここで土地を耕す身となり、葬列に加わって我が大兄の棺を

撫でることができず、残念に思い続けている。いずれ私も先祖伝来の墓所に眠り、木々の高く聳える
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下で、我が大兄と墓を並べたいと思う。 

もろもろの祖先、平生から好
よしみ

としてきた人々は年々我が大兄とともに亡くなり、私だけが生きて異なる場

所にいる。このように言えば悲しくてならない。千里の向こうに一
い っ

樽
そ ん

を捧げる、我が大兄の霊よ、この酒を

辞退しないでくれたまえ。 

嗚呼
あ あ

哀しいかな。 

 

■【06-3-004】水竜吟 

【解題】かつて黄
こう

州の知事であった閭
ろ

丘
きゅう

孝
こう

終
しゅう

［字
あざな

は公
こう

顕
けん

］のことを夢に見ての詞。

序文がある。閭丘孝終とは蘇
そ

州で会っていた［→作品番号04-3-036］。 

 

【訳文】 

閭
ろ

丘
きゅう

孝
こ う

終
し ゅ う

はかつて黄
こ う

州の知事であった。棲
せ い

霞
か

楼
ろ う

を作り、それはこのあたりで優れた景勝地となった。

元
げ ん

豊
ほ う

五年、私は黄州にいて、一月十七日、夢に小さな舟で長
ち ょ う

江
こ う

を渡った。流れの中ほどで見回す

と、棲霞楼から歌と音楽が聞こえてきた。舟の人がいうには、閭丘知事が客人と酒宴をしているので

あると。覚めて、不思議なことと思い、この詞を作った。閭丘知事はすでに退官して蘇
そ

州にいる。 

 

小舟横截春江、［小さな舟で春の江
か わ

を横切り］ 

臥看翠壁紅楼起。［臥
ふ

して見るのは翠
みどり

の壁と紅い楼閣］ 

雲間笑語、［雲の間から笑い声］ 

使君高会、［それは知事様のすてきな集まり］ 

佳人半酔。［佳
よ

い方々が半ば酔っておられるのです］ 

危柱哀絃、［高いところからの哀しげな絃］ 

艶歌余響、［艶やかな歌の余韻］ 
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遏雲縈水。［雲が止まり水が巡ります］ 

念故人老大、［思うのは、かの人は老いても］ 

風流未減、［変わらぬ風流］ 

独回首、［独り首
こうべ

を回
め ぐ

らせます］ 

烟波裏。［靄と波の内で］ 

 

推枕惘然不見、［枕をぼんやりと推して］ 

但空江、［空しく見えません――江
か わ

も］ 

月明千里。［千里にわたる月の明かりも］ 

五湖聞道、［聞くのは］ 

扁舟帰去、［舟に乗って湖のほとりに去ってしまったと］ 

仍携西子。［美しい人も携えて］ 

雲夢南州、［雲
う ん

夢
ぽ う

の南の州
し ま

］ 

武昌南岸、［武
ぶ

昌
し ょ う

の南の岸］ 

昔遊応記。［昔遊ばれたところを覚えておられましょうか］ 

料多情夢裏、［きっと、情の深さのあまり夢のうちに］ 

端来見我、［私に会いに来てくださったのでしょう］ 

也參差是。［たぶんそうなのでしょう］ 

【補足】［（1）棲
せい

霞
か

楼
ろう

については作品番号06-2-049で見ている。（2）夢に人が現れる

のは、その人が自分のことを深く思ってくれているからだと、昔の人々は考えてい

た。あたかも恋する人を夢に見たかのような気分で歌った詞である］ 

 

■【06-3-005】正月二十日、与潘、郭二生出郊尋春、忽記去年是日同至女王城作詩、
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乃和前韻 

【解題】蘇軾は毎日のように長
ちょう

江
こう

に近い臨
りん

皐
こう

亭
てい

から東の坡
たかまり

へと通い、土地の人々に

とってその姿はごく見慣れたものとなり、潘
はん

丙
へい

や郭
かく

遘
こう

や古
こ

耕
こう

道
どう

といった人々と連れ立

って歩くのも、水
み

戸
と

黄
こう

門
もん

と助
すけ

さん格
かく

さんではないけれど、すっかり黄州の風光に溶け

込んだものとなっていた。この詩の題は「正月二十日、潘丙、郭遘の二人と郊外に出

て春を尋ねた。たちまち思い出したのは、去年のこの日も同じようにして女
じょ

王
おう

城
じょう

に至

って詩を作ったのだった。そこで同じ韻を用いてその詩に和した」。1 年前の詩は作品

番号06-2-003で見ている。 

 

【訳文】 

東の風［春の風］はまだ町の東の門から入ってきていない。 

我等は去年尋ねた春をまた尋ねようと、 

東の門から馬を走らせた。 

我等は秋の渡り鳥のように、 

義理堅く同じ日にまたきたのだけれど、 

事は春の夢のようなもの、 

去年のことは痕
あ と

かたもなく消え去ってしまっている。 

江
か わ

沿いのこの田舎町の酒は濁っているが、 

春風のもと、三杯も呑めば十分に酔うほどの濃さがある。 

村の老人たちは何だか蒼
あ お

い顏をしているけれど、 

ひとたび笑うと温かな表情になる。 

すでに私は皆と約束をした、 

毎年毎年ここでこの日に会おうではないかと。 
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だから、都の友人たちよ、 

どうか私を呼び戻そうなどとはしないでくれたまえ。 

 

■【06-3-006】是日、偶至野人汪氏之居、有神降於其室、自称天人李全、字徳通。善

篆字、用筆奇妙、而字不可識、云、天篆也。与予言、有所会者。復作一篇、仍用前韻 

酒渇思茶漫扣門、那知竹裏是仙村。 

【解題】前の詩の蒼
あお

い顔の老人とは、浅黒く日焼けし、一見するとやつれた陰気臭い

感じの農民をいうのであろう。その一人、汪
おう

若
じゃく

谷
こく

の家に案内され、あやしげな神様に

会って詠んだのがこの詩。詩の題は「この日、たまたま野
や

人
じん

の汪氏の家に至ると、そ

の一室に神が降り、自ら称するに、天
てん

人
じん

李
り

全
ぜん

で、字
あざな

は徳
とく

通
つう

であると。篆
てん

字
じ

が書けると

して、奇妙に筆を用い、しかし、その字は判読できない。神はこれは『天
てん

篆
てん

』である

という。私と話をし、なるほどと思うところもあった。前の韻を用いて一篇の詩を作

った」。一年前にも厠の神「紫
し

姑
こ

神
しん

」に会っていて［→作品番号 06-2-001］、土地の

人々は蘇軾と神との面談の場を設けることに熱心であったのだろうか。 

 

【訳文】 

酒を飲んで喉の渇き覚え、 

茶がほしくて、適当にそこらの門を叩いてみた。 

よもや竹の林の中にある村が、 

仙人の住まうところであるとは知りもしなかった。 

神から聞かされたのは、 

亀の甲羅を使って占う天の言葉にも通じているのだと。 

筆から竜が躍り出るような墨の痕を見せてもらいもした。 
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笑うべきは、 

都から追放されてすっかり憔悴してしまったという昔の人。 

何もあれこれ思い煩うことはないのだ、 

ここに神がいて正しい道
み ち

があることは確かなのだから。 

帰ってから、私は独りがらんとした部屋に寝そべりつつ、 

天
て ん

人
に ん

の意味深長な言葉が夢にまで入ってくるのではないかと、 

いささか心配になったりもしている。 

【補足】［ここは「天
てん

人
にん

」がいる土地なのだから、くよくよする必要などないと、蘇

軾はこの詩でいっている。ただし、蘇軾が「天人」の真偽についてどのように考えて

いたのか、主人の汪
おう

若
じゃく

谷
こく

に配慮してか、かなり曖昧である。次の文章でもう少し深く

蘇軾の考え方を知ることができる］ 

 

■【06-3-007】天篆記 

【解題】上の詩にあった「天
てん

篆
てん

」について記した文章。 

 

【訳文】 

長
ち ょ う

江
こ う

と淮
わ い

河
が

の間のあたりの習俗として鬼
き

［亡くなった人の霊］を尊ぶ。 

正月に、箒
ほうき

に衣服を着せて子
し

姑
こ

神
し ん

とし、時に字を書くような子姑神もいる。黄
こ う

州の郭
か く

氏の子姑神が

他と最も異なっていることについては去年記した。 

今年は黄州の汪
お う

若
じ ゃ く

谷
こ く

の家の神が最も変わっていた。箸を口とし、口の中に筆を置き、人と問答をして

響くように応じた。 

神がいうには、 

「吾は天
て ん

人
に ん

である。名は全
ぜ ん

、字
あざな

は徳
と く

通
つ う

、姓は李
り

氏。汪若谷が再び世の人になったので、その縁で吾
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はここに降りたのである」 

神は篆
て ん

字
じ

を書き、大した筆の勢いであったが、その字は判読できなかった。 

神はいった。 

「これは天
て ん

篆
て ん

である」 

私に三十字を示し、 

「これは天
て ん

蓬
ぽ う

［星の名］の咒
じ ゅ

［まじないの言葉］である」 

といった。隸
れ い

字
じ

でわかるように書いてもらおうとしたが、してくれなかった。 

神は黄州の進士［科挙を受験したことのある者］、張
ち ょ う

炳
へ い

を見ていった。 

「しばらくぶりであるが、恙
つつが

なく過ごしておったのか」 

張炳は、 

「私のことをご存知なのですか」 

「そなたは劉
り ゅ う

苞
ほ う

を覚えていないのか。吾はまさしく劉苞である」 

神はそういって、張炳がかつて劉苞と親しくしていたときのことを詳しく語ったので、張炳は驚いて私にい

った。 

「昔、私は都で劉苞君と知り合いになりました。青い頭巾を被り、 裘
毛のコート

を着て、体に入れ墨をし、酒が

好きで、斉
せ い

州の人であるといっていました。いまどこにいるのか知りません。本当に天人になったのでしょ

うか」 

ある人がいった。 

「天人が箒となって子姑神として汪若谷のところに現れたりするものでしょうか」 

私もそのようには思わない。しかし、鬼とか仙とか、もとよりよく知れるものではない。その全てをいかさまで

あると疑うべきではないだろう。天篆は判読できないが、神のいうことには古
いにしえ

の趣があり、盗み食いをす

るような愚かしい田舎の鬼ができるようなことではない。 

昔、漢
か ん

の時代に、長
ち ょ う

陵
り ょ う

に住む女が子を産んで間もなく死に、神となって兄弟の妻のところに現れた。
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霊験があったので民衆はそれを祀った。武
ぶ

帝
て い

の祖母もそこに参詣して子孫が栄えたことから、武帝はそ

の神を宮中に祀って「神
し ん

君
く ん

」と呼び、天下に大評判となった。このことをそっくり疑うの度を越しているとい

うものであろう。 

世の人が見るところのものは常に少なく、見ないところのものの方が常に多い。自分の耳や目の及ぶ

わずかなところのものをもって、「世
せ

外
が い

の事」［世に普通ではないこと］までを量り知ることはできないであろ

う。 

天篆のことはとりあえずここに書いておいて、よく知る者を待つとしよう。 

【補足】［漢
かん

の武
ぶ

帝
てい

の「神
しん

君
くん

」のことは『漢
かん

書
じょ

』の「郊
こう

祀
こう

志
し

」に記され、「郊祀志」に

は不可思議なことがたくさん記録されている。『漢書』に限らず、権威ある書物の

数々に摩訶不思議な事例が多々記載されていて、その全てを疑うことはできないと蘇

軾は考えていたのだろう。人を惑わし社会に害をなすような「淫
いん

祠
し

」は許さないが、

「天篆」のようなものについては、孔
こう

子
し

の「怪
かい

力
りき

乱
らん

神
しん

を語らず」に習って、判断を保

留しておくということなのだろう］ 

 

■【06-3-008】浚井 

【解題】春の初めの頃に井戸を浚
さら

った。井戸は東の坡
たかまり

で童
どう

僕
ぼく

［少年の使用人］が発

見したもの［→作品番号06-2-024の其の二］であろう。 

 

【訳文】 

荒れ地の雑草の中に埋もれていた古井戸。 

その水が飲まれないままであったのを残念がる人はいなかった。 

二本の縄に括り付けて罌
か め

をおろすと、 

百尺の深さから蚯蚓
み み ず

が飛び出してきた。 
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泥とともに腥
なまぐさ

い風が吹き上がり、 

空洞の奥で水の滴り落ちる音が響いた。 

井戸から始まる水路の上の方で、青く伸びた芹を取り除き、 

下の方で、石をきれいに洗いあげた。 

私はびしょ濡れになって童
ど う

僕
ぼ く

に笑われ、 

冷え切った体を酒で温めようとした。 

青い空に凍えるような碧
みどり

色が落ちてくる夕方になって、 

ようやく澄んだ水をたっぷり汲み出せるようになった。 

それにしても、 

もとからあったあの汚れが消滅して、 

どこからこの新鮮で清潔な水が出てきたのだろうか。 

井戸の深い深いところの、 

それこそあるかないかのようなところで、 

来るものもなければ失うものもなく、 

水が湧き出てきているのだろうか。 

【補足】［詩の終わりの部分は、奥深い暗闇の底から澄んだ水が得られる不思議さを、

仏教の「無」の概念を使って表現してみたのだろう］ 

 

■【06-3-009】紅梅三首 

【訳文】紅梅を見て詠んだ詩。 

 

【訳文】 

 其の一 
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何かを怕
お そ

れ、何かを愁えていたのか、 

それとも睡
ねむり

を貪っていたのか、 

紅梅の開くのは遅い。 

そうか、 

自身の清らかな姿が時節に合わないのではないかと、 

恐れていたのか。 

だから、桃や杏
あんず

の花の色を作って小さく開いたのか。 

それでも、 

独り雪や霜に耐える梅の姿がやはりそこにある。 

梅の心は、春にすっかり溶け込もうとはしていないのだ。 

紅いのは、 

玉の肌
はだえ

が端無くも酒のためにほんのり染まったためであるのだろうか。 

ある詩の大家は、紅梅を見て、 

「桃かと見れば緑の葉がなく、杏かと見れば青い枝がある」と詠んだ。 

葉や枝を観察するまでもなく、 

梅には梅の格があるのを知らなかったのだ。 

【補足】［「ある詩の大家」と訳した原文は「詩
し

老
ろう

」で、実際には石
せき

曼
まん

卿
けい

のこと。詳し

くは作品番号06-4-078で見ることにする］ 

 

 其の二 

雪のうちに紅梅は開くけれど、 

梅としては遅いのは、 

春の初めの時期を、自分だけが我が物としてしまわないためであろうか。 
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造物者にはいかなる深い意
こころ

があって、 

紅梅には特に朱
あ か

を施してこの妙姿を作ったのか。 

しかし、 

寒さが花の肌
はだえ

を一分ずつ損ない、 

雨がいつしか花を千粒の涙に変えてしまう。 

そして、桃や杏ではないことが明らかになる―― 

点 と々「微
び

酸
さ ん

」がもう枝についているのだから。 

【補足】［末句は、花の終わった後に残った小さな実に早くも酸味を感じて、やはり

杏や桃ではないと知るオチ］ 

 

 其の三 

今更ながら残念がるのは、 

春を探るのが遅かったこと、 

紅い花芯が開き切る前に見ておくべきであった。 

仙薬ができあがろうとするとき、 

あるいは、美女がぽっと頬を染めるとき、 

そのようなときの紅色が見られたであろうに。 

いまはもう葉に隠されて実を結び初め、 

盃に落ちた香りはすでに飲まれてしまった。 

ならば、かの徐
じ ょ

熙
き

に頼んで新たな画様を描いてもらおうか、 

竹の間から斜めに出した枝の先にいましも開こうとする花を。 

【補足】［徐
じょ

熙
き

は五
ご

代
だい

十
じっ

国
こく

時代に花鳥画で一家をなした人。墨で全体を描いた後に、

わずかだけ色を施すことで、強く印象付ける画を描いた］ 



第6章 赤壁の賦 

第 6 章：300 
 

 

■【06-3-010】定風波 

【解題】上に見た紅梅の詩の第一首を詞の形式に作り直した。より抒情性に富んだ作

品になっている。キーワードは梅の「格」である。白かろうが赤かろうが、梅には梅

としての風格があるという。そこに蘇軾自身の思いが篭められているのだろう。 

 

【訳文】 

好睡慵開莫厭遅、［眠るのが好きなのよ、開くのがだるいのよ、それでぐずぐずしていたのをどうか怒らな

いで］ 

自憐冰臉不時宜。［困ったことに、瞼
まぶた

に氷なんかをつけていたら、いまの時節に合わないわよね］ 

偶作小紅桃杏色、［それで、たまたまですけど、桃や杏と同じ紅の色になってみたの］ 

閑雅、［どうかしら］ 

尚余孤痩雪霜姿。［でも、やっぱり痩せて雪や霜に独り耐える姿は残ってしまっているわよね］ 

 

休把閑心随物態、［奥深い心までを物のありように従わせてはだめなのよね］ 

何事、［でもどうしたことか］ 

酒生微暈沁瑤肌。［お酒のせいでわずかな曇りが白い肌を染めてしまったの］ 

詩老不知梅格在、［詩の大家のおじさんは、梅には梅の格があるのをご存知なかったのでしょうね］ 

吟詠、［詠んでみせたのは］ 

更看緑葉与青枝。［緑の葉や青い枝もよくよく見よう、ですって］ 

 

■【06-3-011】武昌西山題名 

【解題】長
ちょう

江
こう

対岸の武
ぶ

昌
しょう

県の西
せい

山
ざん

寺
じ

［→作品番号06-1-045］に遊んだ記録.。 
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【訳文】 

蘇
そ

軾
し ょ く

、李
り

嬰
え い

、呉
ご

亮
り ょ う

、趙
ち ょ う

安
あ ん

節
せ つ

、王
お う

斉
せ い

愈
ゆ

、潘
は ん

丙
へ い

、元
げ ん

豊
ほ う

五年二月二十二日に游
あ そ

ぶ。 

【補足】［呉
ご

亮
りょう

は武
ぶ

昌
しょう

県の役人で、李
り

嬰
えい

と趙
ちょう

安
あん

節
せい

は並び順からして、やはり同県の役

人なのだろう。王
おう

斉
せい

愈
ゆ

と潘
はん

丙
へい

は我々もすでに馴染みである］ 

 

■【06-3-012】次韻子由寄題孔平仲草庵 

【解題】江
ごう

州の役人である孔
こう

平
へい

仲
ちゅう

［字
あざな

は毅
き

甫
ほ

あるいは毅
き

父
ふ

］が草庵を作り、蘇轍が

それについて詩を詠んだ。その詩に次韻した。孔平仲は、当時有名な孔
こう

文
ぶん

仲
ちゅう

、孔
こう

武
ぶ

仲
ちゅう

、孔平仲の三兄弟の一人で、孔文仲の名は作品番号 04-1-061で、孔平仲は名は作品

番号05-5-087でそれぞれすでに見ている。 

 

【訳文】 

私は人に逢えば「安
あ ん

心
じ ん

の法」を問い求め、 

新しい任地に着くと、すぐに道
ど う

士
し

の草庵を訪ね歩いた。 

昔むかし盧
ろ

敖
ご う

という人は、 

仙人を探し当てて教えを受けたのだけれど、それに従うことはできなかった。 

私がむしろ思うのは、 

かつて蓋
が い

公
こ う

が自分から曹
そ う

参
さ ん

のもとに訪れたようなこと。 

羨むのは、 

貴君［孔
こ う

平
へ い

仲
ちゅう

］の美しい玉［汚れぬ心］は三度の火を潜り抜けて少しも焼けないこと。 

私の精神は蚕に八回も食べられた桑のようにもはや一枚の葉も残っていない。 

しかしながら、 
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この長
ち ょ う

江
こ う

は嬉しいことにまさに「同
ど う

一
い ち

味
み

」であるのだから、 

千里を隔てても貴君と清く甘い味を共にすることができるのだ。 

【補足】［（1）盧
ろ

敖
ごう

や蓋
がい

公
こう

は道
どう

家
か

の人。蓋公については作品番号05-2-035で詳しく見て

いる。（2）「安
あん

心
じん

」「同
どう

一
いつ

味
み

」は仏教の用語。同一味とは、水はいかなる器にも入り、

その味は変わらない、人の心も同じである、という意味。（3）蘇軾は仏教と道教を混

ぜこぜにしてこの詩に詠み込んでいる。全体として何が言いたいのか、実のところは

訳者にはよくわからない］ 

 

■【06-3-013】二虫 

【解題】「水
すい

馬
ば

児
じ

」と「鷃
あん

濫
らん

堆
たい

」という2種の虫を詠んだ詩。どちらも種名は不明であ

るが、「水馬児」は水上を移動し、「鷃濫堆」は風に乗って飛ぶ虫であるようだ。前に

守宮
や も り

を詠んだ詩があった［→作品番号 05-3-043］。あまり美的ではない小動物をも詩の

対象とするのは、先輩の梅
ばい

堯
ぎょう

臣
しん

が切り拓いた宋
そう

詩
し

の新分野である。 

 

【訳文】 

さあ、水
す い

馬
ば

児
じ

を見てくれたまえ。 

一歩また一歩と流れに逆らっている。 

長
ち ょ う

江
こ う

は東に向かって一日に千里流れるのに、 

この虫は跳んで跳んでずっとここにいる。 

さあ、鷃
あ ん

濫
ら ん

堆
た い

を見てくれたまえ。 

ひとたび決起して、追い風に乗る。 

風に随ってひとたび去ってどこを宿とするのやら。 

逆風に遇うと、草の中にぽとりと落ちる。 
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この二種の虫が賢いのか愚かなのか、私は知らない。 

川べりに立って私は虫を笑うが、 

人は私のことを知らない。 

 

■【06-3-014】満庭芳 

【解題】小さな虫の関連でこの詞を見ておこう。蝸牛
かたつむり

の角の先にあるちっぽけな国で

超有名人になっても、あるいは蠅
はえ

の頭の上にあるちっぽけな国で莫大な利益を得ても

意味がないと、黄
こう

州に流される以前の己を笑うかのように歌っている。戯れの詞であ

る。 

 

【訳文】 

蝸角虚名、［蝸牛
かた つむり

の角
つ の

の国で大評判］ 

蠅頭微利、［蠅
は え

の頭の国で大儲け］ 

算来著甚幹忙。［あれこれ忙しくして何になるのでしょうか］ 

事皆前定、［名利などはどうせ前から定まっているのだし］ 

誰弱又誰強。［誰が弱くて誰が強いなどいうことはありはしないのです］ 

且趁閑身未老、［まだしばらく老いる前の閑なこの身で］ 

尽放我、［自分をすっかり放り出して］ 

些子疏狂。［好き放題をしようではありませんか］ 

百年裏、［人生は百年］ 

渾教是酔、［すべて酔っ払ったら］ 

三万六千場。［酔いは三万六千回］ 
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思量。［考えてみたら］ 

能幾許、［人生がどれくらいでも］ 

憂愁風雨、［憂愁やら風雨やらが］ 

一半相妨。［交互に邪魔し合うのです］ 

又何須、［意味がありませんよね］ 

抵死説短論長。［命をかけて、何がよい、何が悪いと論じるのは］ 

幸対清風皓月、［よいではありませんか、清らかな風と白い月があって］ 

苔茵展、［草の敷物に］ 

雲幕高張。［雲の天幕
テ ン ト

がありさえしたら］ 

江南好、［〽江
こ う

南
な ん

よいとこ～］ 

千鐘美酒、［〽酒は旨いし～］ 

一曲満庭芳。［～歌いましょうよ、『満
ま ん

庭
て い

芳
ほ う

』の曲にのせて］ 

【補足】［この詞の前半の終わり、「百年裏、渾教是酔、三万六千場」［百
ひゃく

年
ねん

の裏
うち

、渾
すべ

て是
これ

をして酔
よ

わ教
し

むなら、三
さん

万
まん

六
ろく

千
せん

場
じょう

］は蘇軾らしい楽しい句である］ 

 

■【06-3-015】与子安兄 

【解題】郷里にいる従兄の蘇
そ

不
ふ

危
き

［字
あざな

は子
し

安
めい

］に宛てた手紙。蘇不危は伯父の蘇渙
そ か ん

の

三男で、蘇
そ

不
ふ

疑
ぎ

［→作品番号06-2-066］の弟である。 

 

【訳文】 

近ごろ町の中に十数畝
ほ

の荒れ地を得て、その中で自ら耕しています。数部屋ばかりの草
そ う

屋
お く

をつくり、こ

れを「東
と う

坡
ば

雪
せ つ

堂
ど う

」と名付けました。野菜を植えたり、果樹を接
つ

いだりして、いささか老いを忘れております。

長い一曲を寄せますので、笑って御覧ください。 
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遠い路ですから、手紙を書いても届かない恐れがあり、他の皆様にそれぞれ差し上げることはいたしま

せんから、よろしくお伝えください。 

巣
そ う

谷
こ く

君はいま東の坡
たかまり

にきております。前からの通りに虎のような男で、風
ふ う

節
せ つ

はますます堅くなっていま

す。我が幼い二人の息子の師匠として極めて厳しく指導してもらっています。いつも自分で豬
ぶ た

の頭に

血を灌
そ そ

いで煮て、生姜や豆や野菜とともに羹
スープ

を作り、はなはだ滋味があります。…… 

【訳文】【補足】［（1）草
そう

屋
おく

を作って「東
とう

坡
ば

雪
せつ

堂
どう

］と名付けたとあるのが、先に陳
ちん

慥
ぞう

に

宛てた手紙［→作品番号06-3-002］に記してあった普請中の建物である。完成したの

は2月で、この手紙はそれより後に書かれたもの。（2）長い一曲を寄せるとあるのが

どの詩詞であるのかは不明。（3）息子たちの教育に当たっていると書かれている巣
そう

谷
こく

については後で詳しく見ることになる［→作品番号06-4-007］］ 

 

■【06-3-016】雪堂記 

【解題】上の手紙にあった「東
とう

坡
ば

雪
せつ

堂
どう

」について記した文章。潘
はん

大
だい

臨
りん

［字
あざな

は邠
ひん

老
ろう

］と

交わした問答をもとに書かれたとされ、潘大臨は作品番号 06-2-076 で見たように、科

挙の二次試験を受けるために上京していたので、蘇軾がこれを執筆したのは潘大臨が

落第して帰郷した後ということになる。訳者の力不足によるのだが、この『雪
せつ

堂
どう

記
き

』

はいささかわかりにくく、十分に理解が及ばないままに訳してある。 

 

【訳文】 

私は東の坡
たかまり

のかたわらに廃
す た

れた畑を得てから、土塀を修復し、堂を作り、「雪
せ つ

堂
ど う

」と名付けた。大雪

の中でそれを建てたからだ。さらに、四方の壁に隙間なく雪景色を画き、立って見ても、座って見ても、

あたりを顧みて雪ではないものが目に入らないようにした。私は雪堂にいると、真にいるべきところを得て

いると感じることができる。 



第6章 赤壁の賦 

第 6 章：306 
 

あるとき、私は机にもたれ、昼間に目をつぶっていると、どこかに栩栩然
よ ろ こ ん で

行こうとして、はっと気が付いた。

まだ意識がはっきりとはしていなくて、何かに触れた感じがあって、すっかり目が覚めた。そして、心は十

分に満足しておらず、何かを失ったような感じがした。掌
てのひら

で目をこすり、足に履
く つ

をつけ、のそのそと堂から

下った。 

そこに客人が来て、私にこう尋ねた。 

「君は、世にいう『散
さ ん

人
じ ん

』［世間の束縛から解放されている人］なのかい、それとも『拘
こ う

人
じ ん

』［世間に強く

束縛されている人］なのかい。散人にしては天性が浅すぎるようだし、拘人にしては嗜
し

欲
よ く

が深すぎるよう

だな。繋がれた馬にも似て、どこかに行きたいのに行けずにいるのではないのかい」 

私には思うところがあったが、それを口にはまだ出さないで、ゆっくり考えてから答えようと、客人に挨拶を

して、堂上に招いた。 

客人はいった。 

「ああ、わかった。君は散人になりたくても、まだなれずにいるのだな。だったら、散人の道
み ち

について君に

教えてあげよう。 

洪水を治める名人や牛を解体する名人のすることを見ると、その知恵を散らしてしまい［つまり、知恵を

使わないということ］、敢えてさまざまな障壁に立ち向かってみせたりはしない。障壁を避けるのだ。だか

ら、最も柔い水をもって最も剛
つ よ

い岩に当てながらも、岩をその定
じ ょ う

紋
も ん

に従って割ってしまうし、最も剛
つ よ

い刀を

最も柔い肉に当てて、たちどころに牛をばらばらにしてしまう。知恵を使って剛
つ よ

い岩や骨をどうにかしようと

かいったことはしないのだ。自分の知恵を散らすことができるのなら、対象となった物［岩や牛］は己を

縛っておくことができなくなるのだが、自分の知恵を散らすことができなければ、物は己をときほどくことが

ない。 

君は知恵があるらしいな。それを自身の内側で働かせている分にはまあまあよいだろう。それはいわば

猬
はりねずみ

が袋の中にいるようなもので、時々その身体を動かしたところで、外で見ている者には、ただ一本

か二本の毛があるようにしか見えない。あるいは、風は縛れないし、影が捕えられないのは、子供でも
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知っていることだ。名声というものは風とか影のようなものだ。どうかな、君はそんなものに心を懸けている

のではないのかな。だから、君は 猬
はりねずみ

が毛をいっぱい立てるようなことをしてみせている。愚かな者はそん

な君を見て驚くし、知恵のある者は君を見て悔しく思いもするのだ。［ここまでで、散人になるには知恵を

散らすこと［無心になること］が必要条件であるといっているようだ］ 

だから、私は君が今日のようになるのはむしろ遅かったと不思議に思っていたくらいだ。まあ、君は私に

会えたのは幸いであったな。私は君を籠
か ご

の外の遊びに連れて行こうと思うのだが、どうかな、行ってみる

かい」 

私はいった。 

「私はここで、ずっと籠の外にいると思っていました。あなたはどこに行こうというのでしょうか」 

客人はいった。 

「ひどいものだ、君はまったくわかりが悪い。 

権勢なんぞは籠というほどのものでなく、名誉も籠というほどのものでもない。天候の順不順も籠という

ほどのものでなく、世間の道徳も籠というほどのものでない。私が籠といっているのは、ただ知恵である。 

知恵は内にあって、それが外に出ると言葉になる。言葉は指し示すものがあり、それは行為として形に

なる。行為にも指し示すものがある。君は知恵があるために、黙っていようとしても、黙っていまいとし、や

めようとしても、やめまいとする。それは、譬えるなら、酔って怒った人が怒声を発しようとしているのにも、

頭のおかしくなった人が明後日の行動をとろうとしているのにも似ている。その口を覆い、その腕をつか

んでも、もごもごとうめき、じたばたしてやめないのだ。知恵が人にとっての籠になっているとは、このようなこ

とである。 

人にとって患
わずら

いとなるのはその身体であり、身体にとって患いとなるのはその心である。君が畑の中に

堂を構えたのは、君の身体をそこで安らかにしようとしてのことであろう。堂に雪を描いたのは君の心をそ

こで安らかにしようとしてのことであろう。堂があれば身体は安らかになれるけれど、人としての形からはも

とより解放されるわけではない。心は雪によってすっきりしても、精神がもとより完全な充実を得るわけでは
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ない。 

君は知恵を焚
た

いて、もう燃
も

やてしまったと思ったりしているかも知れないが、知恵は燃やし尽くしてもまた

燃え出してしまう。この堂を作るのはただ無益であるばかりでなく、君をさらに迷妄のうちに陥れてしまうの

ではないのかな。君は雪の白さを見ると、ぼんやりと目が眩み、君は雪の寒さを見ると、ぞっとして毛が

逆立つ。五官に害になることでは、目から来るのが最もはなはだしい。だから、聖人はそのようなことはし

ない。 

ここはなんと雪ばかり。君の知恵と、君が目にしているものを見ると、君は実に危ういものだな」［ここまで

で、客人は雪堂を建てた蘇軾の考え方を徹底的に批判してきたのだが、次の言葉はその流れからず

れるようだ］ 

ここで客人は杖を挙げて壁を指していった。 

「ここに凹地があり、ここに凸地がある。雪はここ全体に同じように降り積もる。そこに強い風が通りすぎる

とどうなるか。雪は凹地には留まり、凸地からは散じてゆくだろう。天は凹地を好み、凸地を嫌うのか。そ

うではあるまい。勢いとしてそのようになるだけなのだ。勢いのあるところでは、天もそれと違うようにすること

はできない。まして人にはどうにもできない。君はここに居て、人から離れているとはいっても、畑に堂を建

て、堂に名を付けて、実は人に対して目障りなことをしているのではなかろうか。雪が凹地にあるのには

及ばないではないのかな」 

私はいった。 

「私がしているのは、『適
て き

然
ぜ ん

』［適
た ま

たま然
し か

る、成り行きでこうなった］というだけのことであって、特に考えがあ

ったわけではありません。危ういとはどういうことなのでしょうか」 

客人はいった。 

「君はたまたまこうしたという。たまたま雨であったのなら、君は雨を画いたのかい。たまたま風が吹いて

いたら、君は風を画いたのかい。雨を画くのはよろしくないだろう。雲が激しく湧き立つのを見るなら、君に

は怒りの心が起こるだろう。風を画くのはよろしくないだろう。草木が揺れ靡くのを見るなら、君には懼
お そ

れの
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意
こころ

が起こるだろう。雪を見ても、君の内側で何も動かないわけではない。雪の下にだって水や石がある。

だから、雪の絵画によっても怒りや懼れが誘われないわけではないだろう。 

徳は心にある。心には眼がある。眼が物を見て、それによって徳が左右されてしまう。雨も風も雪も異な

りはしないのだ」 

私はいった。 

「あなたのおっしゃることは正しいと思います。その教えを聞かないわけではありません。しかし、十分には

尽くしていないようにも思われます。どうやら私はまだぐうの音も出なくなるまで承服するには至っていない

ようです。それはちょうど訴訟をおこして、理屈ではすでに屈しても、なおまだ言辞を絶たずにいられない

者のようです。 

あなたは、春
しゅん

台
だ い

［華やかな高台］に登るのと雪堂に入るのとでは異なるところがあると思われるでしょう

か。春と雪を比べるなら、雪の方が静かです。台と堂を比べるのなら、堂の方が静かです。静かであ

るのならば得るものがあり、動くならば失うものがありましょう。 

黄
こ う

帝
て い

は太古の神
し ん

人
じ ん

です。赤
せ き

水
す い

の北に遊び、昆
こ ん

侖
ろ ん

の丘に登り、南を望んで還ると、その「玄
げ ん

珠
し ゅ

」［貴重

な宝物、すなわち自分自身］を忘れてしまったといいます。遊ぶとは意
こころ

に適
か な

うことをいいます。望むとは

そこに情を寓することをいいます。意に適って遊び、情を寓して望むなら、意は暢
の

び、情は出て、その本

身を忘れるのです。そのときに何か貴重な物があっても、それを宝であるとはしません。だから「玄珠」も

忘れてしまったのです。［ここでは「適然」の一例として黄帝伝説を取り挙げたのだろう］ 

しかし、意はずっと同じところに留まるものではなく、情は出続けるものではありません。必ずまた最初のと

ころに戻ります。そして驚いて失ったものを探し求めます。［これは蘇軾の現在の複雑で矛盾する思いを

いうのであろう］ 

私のこの堂は、遠くにあるものを近くにし、近くにあるものを内に収めるものです。つまり、天地の涯を眉毛

の先に置くものです。［つまり黄帝の遊び、すなわち「適然」を実践する場として雪堂があるといっている

のだろう］ 



第6章 赤壁の賦 

第 6 章：310 
 

もののわかった人がこの堂に上がるなら、逆風でなくても息が詰まるような思いがし、寒くなくてもぞっとし

て肌が凍え、それによって煩わしさがすっかり洗われ、手を炙
あ ぶ

るような人の譏
そ し

りはなく、また飲食の疾
や ま

いか

ら免れられることでしょう。利害のからむ途
み ち

にぐずぐずしていて、憂患のなかに気持ちをおかしくさせている

者は、熱湯の中に手を突っ込んで洗おうとするのに少しも異なることはありません。 

あなたのおっしゃることは『上
じ ょ う

』で、私のいうのは『下
げ

』です。私はあなたがおっしゃることができるのかも知

れませんが、あなたには私がいうことはきっとできないでしょう。それを譬えるなら、御馳走をたらふく食べ

ている者に、糟糠
か す

を食べさせたならきっと怒るでありましょう。美しい衣服を着ている者に武人の帽子を

かぶせたならきっと恥だとするでしょう。あなたの説く道は御馳走や美しい衣服の方で、『上』を得ようと

いうものです。［客人が示す散人の道は辿り難いので、いまは「適然」でよしとしようといっているのだが、

本文とは裏腹に「適然」を「上」とするかのような口吻がないわけでもない］ 

私はあなたを『師
し

』とし、あなたは私を『資
し

』［導くべき相手］とします。人は衣食を欠くことはできません。私

はあなたと遊ぼうと思います。今日のことはしばらくおいて、また後に論じ合いましょう。 

私はあなたのために歌を作ってみました。聞いてください」 

 

雪堂之前後兮、［雪堂の前でも後ろでも］ 

春草斉。［春の草が一斉に出てきている］ 

雪堂之左右兮、［雪堂の右にも左にも］ 

斜径微。［斜めに細い径
み ち

がある］ 

雪堂之上兮、［雪堂の上では］ 

有碩人之頎頎。［大きな人が嬉しそうにしている］ 

考盤於此兮、［それは賢い隠れ人で］ 

芒鞋而葛衣。［身に付けるのは草鞋
わ ら じ

に葛の衣］ 

挹清泉兮、［清らかな水を酌んで］ 
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抱甕而忘其機。［甕
か め

を抱えたままそこに水を入れるのを忘れている］ 

負頃筐兮、［小さな籠を背負って］ 

行歌而采薇。［歩きながら歌って薇
ぜんまい

を採る］ 

吾不知五十九年之非而今日之是、［五十九年は間違っていて、いまが正しいのやら］ 

又不知五十九年之是而今日之非。［五十九年が正しくて、いまが間違っているのやら］ 

吾不知天地之大也、［結局何もわかっていない、天地の大きさも］ 

寒暑之変、［四季の変化さえも］ 

悟昔日之 、［わかっているのは、かつては痩せていたのに］ 

今日之肥。［今は太っていることくらい］ 

感子之言兮、［あなたの言葉に感じて］ 

始也抑吾之縱而鞭吾之口、［初めて勝手なことをいうのをやめて我が口を鞭で打った］ 

終也釋吾之縛而脱吾之鞿。［ついに我が束縛を解き、我が縄目から逃れられるのか］ 

是堂之作也、［この堂を作ったのは］ 

吾非取雪之勢、［雪の勢いを取るためではなく］ 

而取雪之意。［雪の意
こころ

を取るため］ 

吾非逃世之事、［世の事物から逃げるためではなく］ 

而逃世之機。［世のからくりから逃げるため］ 

吾不知雪之為可観賞、［雪は観てめでるべきであるとも］ 

吾不知世之為可依違。［世は反復してやまないものであることも、私は知らない］ 

性之便、［性情ののびるところ］ 

意之適、［意の適
ゆ

くところ］ 

不在於他、［それ以外のところではない］ 

在於群息已動、［そこではもろもろのものが動き出し］ 
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大明既升、［日がすでに昇っている］ 

吾方輾転、［私はまさに行こうとして］ 

一観暁隙之塵飛。［暁の中に塵が飛ぶのを見る］ 

子不棄兮、［あなたが見捨てないのなら］ 

我其子帰。［私はついて行こう］ 

 

客人は嬉しそうに笑い、よしといって堂より出て行く。 

私がその後に従うと、客人は振り返ってうなずき、 

「そなたはそなたであるな」 

といった。 

【補足】［（1）『雪
せつ

堂
どう

記
き

』がわかりにくく感じられるのは、もしかすると、蘇軾がこの

ころ大きな矛盾を抱え、矛盾を無理にときほどくことなく、からまり合ったままに書

き記したためであるのかもしれない。（2）キーワードの一つとして提示されているの

が「適
てき

然
ぜん

」という概念だ。「適然」とは、適
たま

たま然
しか

る、適
ゆ

くままに然
しか

る、なるように

なる、よろしいようになる、自然と最もよろしいようになってゆく……、といったよ

うな意味であろうか。「適然」は矛盾を超えるためのあくまでも暫定な解なのだろう。

（3）蘇軾は黄
こう

州に来て以来、数多くの詩文を記している。蘇軾の心の内は日々複雑

に変化し、そこから生まれたのが詩文で、詩文から逆に蘇軾の心の変化を理解するの

は実のところ容易ではない。そもそも罪を得たことが蘇軾にとってどれほどの重大事

であったのか、現代の我々には窺い知れないものがある。蘇軾は自分を新たにしよう

と真剣に取り組んだ。しかし、そうしなければならない理由が本当のところはわれわ

れにはわからない。（4）この『雪堂記』では、蘇軾は「散
さん

人
じん

」と「拘
こう

人
じん

」の間でもが

いているようだ。そもそも、蘇軾は 8歳のときに 4人のスーパースターに憧れ、科挙
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と制
せい

科
か

に合格して超エリートの道を歩んできた。国と民のために尽くすことを生涯の

目標としてきたのであるから、その意味では徹頭徹尾「拘人」である。だから、「散

人」と「拘人」を対比させていたのでは蘇軾は前に進めないはずである。二項対立を

超えようとする作品を我々は間もなく見るであろう［→作品番号 06-3-057］。（5）東の

坡
たかまり

で農作業を始めてから陶
とう

淵
えん

明
めい

に急接近した。蘇軾も陶淵明も、自己の平安だけを

求めるのをよしとはしない。常に民衆の労苦を必ず思わずにはいられない。退隠した

陶淵明も罪を得た蘇軾も社会に働きかける術
すべ

を持たない。「適然」は、蘇軾が士
し

大
たい

夫
ふ

を自任する限りは究極的な解答にはならないだろう。だから、『雪堂記』で見たわか

りにくさは、結局のところ生涯続くことになる。その点で、作品番号 06-1-097 にあっ

た草取りの比喩は卓抜で、蘇軾は常に草を取り続け、だからこそ魅力的な作品を生み

続けたのであろう］ 

 

■【06-3-017】与李通叔 

【解題】李
り

通
つう

叔
しゅく

に宛てた手紙。通叔は李
り

元
げん

直
ちょく

、もしくは李
り

康
こう

年
ねん

の字
あざな

とされる。どち

らにしても篆
てん

書
しょ

を得意とする人で、雪
せつ

堂
どう

に掲げる文字を書いてもらっている。 

 

【訳文】 

久しくお手紙を差し上げることもなく恥じ入っております。春の事物は妍
は な

やかにして麗わしく、無窮の喜び

を与えてくれます。このごろはいかがお過ごしでしょうか。 

先に、「雪
せ つ

堂
ど う

」と篆
で ん

字
じ

で書いてくださったものを頂戴しました。筆勢はまことに美しく、この郊野に光を添え

てくださいます。すぐにもお礼に参上しなければならないのに、罪深いことです。なかなかお目にかかれ

ませんが、時節柄万万自重されますように。 

 



第6章 赤壁の賦 

第 6 章：314 
 

■【06-3-018】江神子 

【解題】陶
とう

淵
えん

明
めい

の斜
しゃ

川
せん

での遊びを想っての詞。序文がある。陶淵明が若い頃に斜川で

遊んで詩を詠んだことについては作品番号05-5-008で見ている。 

 

【訳文】 

陶
と う

淵
え ん

明
め い

は正月五日に斜
し ゃ

川
せ ん

に遊び、人 と々流れに臨んで並んで座り、南
な ん

阜
ぷ

［廬
ろ

山
ざ ん

］を眺め、また曽
そ う

城
じ ょ う

山
ざ ん

の特に秀でた姿を愛
め

で、斜川の詩を作った。その詩によっていまもその場を想い見ることができる。 

元
げ ん

豊
ほ う

壬
じ ん

戌
ぼ

の春、私は東の坡
たかまり

を躬
み ず

から耕し、そこに雪
せ つ

堂
ど う

を築いた。南に四
し

望
ぼ う

亭
て い

の後ろの丘、西に北
ほ く

山
ざ ん

の小さな泉がある。ふと嘆息して、これもまた斜川の遊びと同じであろうと思った。 

 

夢中了了酔中醒。［夢の中でこそはっきりくっきり、酔った中でこそ醒めています］ 

只淵明、［きっと陶淵明は］ 

是前生。［我が前世なのでしょう］ 

走遍人間、［人間世界を遍く走り］ 

依旧卻躬耕。［旧
も と

にもどって自ら耕します］ 

昨夜東坡春雨足、［昨夜は東の坡
たかまり

に雨が足り］ 

烏鵲喜、［烏も鵲
かささぎ

も喜んで］ 

報新晴。［新たな晴れを報
し ら

せてくれます］ 

 

雪堂西畔暗泉鳴。［雪堂の西のあたりで秘かに泉が鳴っています］ 

北山傾、［北の山が傾き見え］ 

小溪橫。［小さな渓流が横に流れます］ 

南望亭丘、［南に望む亭
あずまや

と丘］ 
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孤秀聳曾城。［ひとつ秀でて聳えるのはかの曽城山］ 

都是斜川当日景、［すべてこれはあの日の斜川の景色］ 

吾老矣、［私は老い］ 

寄余齢。［ここに余生を寄せるのです］ 

【補足】［（1）この詞で、蘇軾は我が前世は陶
とう

淵
えん

明
めい

であるとまで歌っている。（2）最

後の句に「寄余齢」［余
よ

齢
れい

を寄
よ

せる］とあるのは、「我が生は寄せるが如きのみ」とし

ばしば歌ってきた末に、最後に寄せるのはここであると思い至ったのであろう。ここ
．．

とは、黄
こう

州の東の坡
たかまり

に限定されるのではなく、斜
しゃ

川
せん

を想見できるところならどこで

もよい。陶淵明の心と蘇軾の心は数百年の年月を隔て共鳴し、そして 2 人の心はまた

誰かの心と共鳴し、宇宙のどこもが斜川であり東の坡となるのである。（3）この序文

から、雪
せつ

堂
どう

が四
し

望
ぼう

亭
てい

［→作品番号06-1-032］の北側に位置することがわかる］ 

 

■【06-3-019】陳季常見過三首 

【解題】2月のある日、陳
ちん

慥
ぞう

［字
あざな

は季
き

常
じょう

、方
ほう

山
さん

子
し

］［→作品番号06-3-002］が訪れ、す

ぐに立ち去った。これが3度目の訪問である。 

 

【訳文】 

 其の一 

仕宦の身である間は常に人に対して畏れを抱かねばならなかった。 

退居してからは、人目を気にせず、喜んで客人を迎えることができる。 

貴君は黄
こ う

州に来るときは私の家を宿としてくれ、 

何ら馳走ができないのも気に留めることがない。 

私はいう。 
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「東の坡
ta かまり

ですばらしいことがありましたよ、 

 十畝
ぽ

にわたって麦を種えたのですよ」 

貴君の目の内にある悦びの光をさらに増すためなら、 

貴君の使用人にも、なけなしの白飯を振る舞ってしまいたくなる。 

【補足】［「人目を気にせず、喜んで客人を迎える」という蘇軾のもとには、実際のと

ころ頻繁に来客があった。ここ 1 カ月ほどの間に、詩や文や手紙に記録されているこ

とからわかるだけでも、陳慥の他に沈
ちん

遼
りょう

、毛
もう

滂
ぼう

、董
とう

鉞
えつ

といった人々が来ている。沈遼

は新たな赴任地に向かう途中で立ち寄ったもので、毛滂については作品番号 06-3-077

で董鉞については作品番号06-3-023で見ることになる］ 

 

 其の二 

貴君を送って行く四十里の道は、 

帆を吹く風に任せればよい。 

川べりにならぶ千本の柳、 

その影が順に酒杯の中へと落ちてくる。 

この行
た び

は遠い別れではない…… 

この楽しさは窮まりがない…… 

ただ願うのは、長くこのようであって、 

往き来が一生同じように続くこと。 

【補足】［（1）陳
ちん

慥
ぞう

の住む岐
き

亭
てい

と黄
こう

州の町は水路でつながっていた。先に岐亭から舟

で蘇軾が帰ってきたことは作品番号 06-2-009 で見ている。（2）この詩の終わりに「来

往一生同」［来
らい

往
おう

一
いっ

生
しょう

同
おな

じからん］と詠んでいる。むろん一生続くものではなかった。

陳慥が黄州に蘇軾を訪ねたのは 7回、蘇軾が岐亭に陳慥を訪ねたのは 5回であったと
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いう。なお、作品番号 06-3-005 に「已約年年為此会」［已
すで

に約
やく

す、年
ねん

年
ねん

此
こ

の会
かい

を為
な

す

を］と呼んでいたのも同じココロである］ 

 

 其の三 

聞くところでは、貴君は亀
き

軒
け ん

を開いたとか。 

亀軒の東側の欄干からは、高い木々が見おろされるという。 

どうして亀軒なのか。 

ある人はいう――貴君は事を畏れて、亀のように頭を縮めるのだと。 

私は知っている――貴君はそうではないことを。 

亀は太陽の気
き

を嚥
の

んで永遠の生
せ い

を養う、 

貴君は朝飯ごとに東側の欄干から入る朝日を食らうのである。 

よかったら、その朝の光の余りを私にも分けてほしい。 

長寿を独り占めしてはいけませんぞ。 

 

■【06-3-020】柏石図詩、并叙 

【解題】陳
ちん

慥
ぞう

［方
ほう

山
さん

子
し

］が所蔵する画に添えた詩。短い序文がある。 

 

【訳文】 

叙 

陳
ち ん

希
き

亮
り ょ う

の家に『柏
は く

石
せ き

の図』があり、その息子の陳
ち ん

慥
ぞ う

に伝えられて、家宝としている。私は詩を作り、この

画の銘とした。 

 

二つの石の間から、柏
は く

の木が生え出した―― 
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天は生まれたばかりの柏にいきなりこの運命を与えたのだ。 

生きるのがいかに困難であっても、 

柏は決して石から離れることができない。 

唐
と う

の韓
か ん

愈
ゆ

は世を俯瞰する賢人であったが、 

平地で自在に伸びてこそ美しいとして、 

柏を移植する詩を詠んだ。 

しかし、土が肥えているか、瓦礫まじりであるか、 

それによって柏の成長にどれほどの差があるというのか。 

見るがよい、 

石から生えたこの柏の複雑な姿を。 

移し替えるべき理由などどこにもありはしない。 

蒼
あ お

い竜が身をくねらせ、黒い虎がわだかまっているかのようではないか。 

この画師はなかなかの人で、 

私の毛髪を逆立たせるほどの迫力がある。 

きっと画いたそのときに、 

韓愈なぞは何もわかっていないといおうとしたのだろう。 

【補足】［韓
かん

愈
ゆ

は詩に「二つの石に挟まれた柏
はく

は百年経っても大きくならない。平地

に移してやるなら千丈の高さにまでなるだろう」といった趣旨のことを詠んでいる。

のびのびと本来の性質を遂げさせるのがよいというのが韓愈の主張である。一方、蘇

軾は「愈
いよ

いよ窮
きゅう

すれば則
すなわ

ち愈
いよ

いよ工
たく

みなり」の方を貴いとしたのだろう。蘇軾は時

折、韓愈に楯突くことがある。そうするのは韓愈を尊敬し、その詩文に深く通じてい

るからである。韓愈は華美に陥りがちであった詩文を改革した文学の革命児であっ

た。それから200年余りを経てその精神を受け継いだのが欧
おう

陽
よう

脩
しゅう

である［そのことを
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作品番号06-5-009で見る］。だから、蘇軾は広い意味で韓愈の門弟といってよい。門

弟であるからこそ敢えて反発してみせるのである］ 

 

■【06-3-021】謝人恵雲巾方舄 

【解題】雲
うん

巾
きん

［雲のように高い頭巾］と方
ほう

舄
せき

［底が方形の靴］をプレゼントしてくれ

た人がいて、その謝礼に、雲巾と方舄に関連する故事をてんこ盛りにした二つの詩を

作った。雲巾の方だけを訳す。 

 

【訳文】 

 其の一 

頭巾を燕
え ん

尾
び

と呼ぶのはあまりぴったりした語句ではない。 

雲
う ん

巾
き ん

――雲の端くれを剪
き

り取ったとするのはなかなかにうまい。 

雲は無心で青
せ い

山
ざ ん

［霊妙な雰囲気のある山］の付き物である。 

それを頭に載せるなら、仙人の気分になれようか。 

現代の頭巾はかつては俗っぽいと評された新様
ニューモード

だが、 

いくら古雅を求めるといっても、 

濁り酒を頭巾で漉して飲んだ陶
と う

淵
え ん

明
め い

の真似はさすがにできない。 

唐
と う

代
だ い

の終わりに鹿
ろ く

門
も ん

山
ざ ん

に隠棲した人が、 

人に頭巾を贈って添えた詩に、 

「黒い霧を裁ち、霜のように軽い」とあるが、 

実はこの頭巾こそがそれではなかろうか。 

 

■【06-3-022】丹石硯銘、并叙 
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【解題】蘇軾はいろいろな人からいろいろなものをプレゼントされ、詩や銘を作るこ

とをもってその謝礼としていた。これは唐
とう

垌
けい

［字
あざな

は林
りん

夫
ふ

］［→作品番号 06-2-022］か

ら贈られた赤い石の硯への返礼。 

 

【訳文】 

叙 

唐
と う

垌
け い

は丹
た ん

石
せ き

の硯を贈ってくれた。蓮の花が粲
さ ん

然
ぜ ん

と水から出てきたかのような趣
おもむき

があり、墨を磨りやすく、

筆によく馴染み、硯としての美点を全て具えている。かつて唐
と う

詢
じゅん

が天下の硯について叙述した『硯
け ん

譜
ふ

』

を作ったが、この石の出るところについては知らずにいた。私はそれを知り、この銘を作った。 

……［銘の本文は割愛］…… 

元
げ ん

豊
ほ う

壬
じ ん

戌
ぼ

の春、東
と う

坡
ば

題する。 

【補足】［東の坡
たかまり

に土地を得て農耕を実践するようになってから、蘇軾は東
とう

坡
ば

を号と

して用いるようになったのだが、それがいつ始まったのかは明らかではない。残され

た作品に東坡の号があるからといって、実際に蘇軾自身がそのときに付したかどうか

はわからない］ 

 

■【06-3-023】満江紅 

【解題】董
とう

鉞
えつ

［字
あざな

は毅
き

夫
ふ

］のために作った詞。楊
よう

絵
かい

が編集した『本
ほん

事
じ

曲
きょく

集
しゅう

』に短文

とともに収録されていた作品。『本事曲集』は作品番号06-2-083にあった『本
ほん

事
じ

曲
きょく

子
し

』と同じで、楊絵はその後も記事の収集を続けていたのだろう。董鉞は蘇軾よりも

8年遅れて科挙の合格した人で、蜀
しょく

の梓
し

州で官職を失い、船で三
さん

峡
きょう

の難所を下って故

郷の鄱
は

陽
よう

に帰る途中で黄
こう

州に立ち寄り、しばらく滞在した。 
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【訳文】 

楊
よ う

絵
か い

：『本
ほ ん

事
じ

曲
き ょ く

集
し ゅ う

』より 

董
と う

鉞
え つ

は罪を得て梓
し

州から鄱
は

陽
よ う

に帰ることになり、途中で斉
せ い

安
あ ん

［黄
こ う

州］で蘇軾に遇った。蘇軾は董鉞

がゆったりと得心した様子であるのを怪しんで尋ねると、董鉞はこのようにいった。 

「私は再婚して柳
り ゅ う

氏を娶り、その三日後に官職から去ることになりました。私はもとよりくよくよ憂うことはな

かったのですが、柳氏が我が進退についてがっかりするのではないかと、そればかりが心配でした。と

ころが、柳氏は私と気持ちを一つにしてくれて、むしろ富貴に向かうかのように欣
き ん

然
ぜ ん

としているのを見て、

私はますます安らかになったのです」 

そして、董鉞は家の少年に自作の『満
ま ん

江
こ う

紅
こ う

』の詞を歌わせた。蘇軾はそれを聞いて感心し、次韻し

た。 

 

憂喜相尋、［憂いがあれば喜びがあり］ 

風雨過、［雨や風が通り過ぎれば］ 

一江春緑。［川は春の緑に包まれます］ 

巫峽夢、［巫
ふ

峽
き ょ う

を下る危険な旅も］ 

至今空有、［いまやすっかり終わって］ 

乱山屏簇。［山また山の険しさもいまや夢となりました］ 

何似伯鸞携徳耀、［かの賢人夫婦の伯
は く

鸞
ら ん

と徳
と く

耀
よ う

のように］ 

簞瓢未足清歓足。［食べる物などなくても清らかな歓びに満ちているのです］ 

漸粲然、［いよいよ粲
さ ん

然
ぜ ん

として］ 

光彩照階庭、［庭には光が照り映えて］ 

生蘭玉。［玉のような蘭が生じることでしょう］ 
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幽夢裏、［まるで夢の中でのように］ 

伝心曲。［この曲は心に伝わってきます］ 

腸断処、［深い感動のうちに］ 

憑他続。［誰が続きを歌うのでしょうか］ 

文君婿知否、［夫のことがわからない妻には］ 

笑君卑辱。［勝手に笑わせておけばよいのです］ 

君不見周南歌漢広、［さあ、古い古い歌を思い出してください］ 

天教夫子休喬木。［天はときに木の下で休むようにさせるのです］ 

便相将、［さあ、ともに］ 

左手抱琴書、［左手に、夫は書物を、妻は琴を抱えて］ 

雲間宿。［雲の間に宿るのです］ 

【補足】［（1）前半にある伯
はく

鸞
らん

と徳
とく

耀
よう

は、それぞれ梁
りょう

鴻
こう

と孟
もう

光
こう

の字
あざな

で、富貴や美醜に

よらずに互いの徳を認め合って夫婦となったことで有名で、蘇軾も時折詩文に引いて

いる。（2）後半には幾つかの故事が用いられているが、煩を避けて適当に訳した］ 

 

■【06-3-024】答李昭玘書 

【解題】李
り

昭
しょう

玘
き

［字
あざな

は成
せい

季
き

］に宛てた手紙。李昭玘は舒
じょ

煥
かん

［→作品番号05-4-110］に

代わって徐
じょ

州の学校の教授になった人で、当時、徐
じょ

州知事は孫
そん

覚
がく

であったので、その

つてを使って蘇軾に詩文を送って己のことを知ってもらおうとしたようだ。手紙の最

初に王
おう

適
てき

兄弟［→作品番号06-2-023］の名があるのは、王適はもともと徐州の人で、

昨年の秋の科挙の地方試験を受けるために帰郷し［その結果がどうであったかはすぐ

後で見ることになる］、弟の王
おう

遹
いつ

は徐州にいたからである。 

 



自由訳 蘇東坡詩文集抄 

第 6 章：323 
 

【訳文】 

先に王
お う

適
て き

君兄弟から手紙を得たところ、貴君のことが具
つぶさ

さに書いてありました。また王適君兄弟に会

うたびに、必ず貴君のことに話が及びますので、貴君のことが何かと思われ、しばしばお手紙を出そうと

しておりました。一方で、私はいまは罪をもって廃されて追放された身で、かねてから知らない間柄であり

ながらお手紙を差し上げましたなら、私が人を欺く者ではないかと受け止められはしまいかと思われもし

ました。私が罪を得ましたのは、まさしく実際以上に名前だけが高くなったためです。私は罪を得てから

は、これまでは好悪するところがあったものが皆衰えてしまうばかりでありますが、名が高いことだけは依

然として畏れておりまして、それは虎以上に畏れているのであります。そのようなことからこれまでお手紙を

差し出してこなかったのです。 

……［李
り

昭
し ょ う

玘
き

の詩文を見ての感想を述べる］…… 

私は御恩によって黄
こ う

州
し ゅ う

安
あ ん

置
ち

となりましてからは、処世の困苦を思って、あたかも壁や谷に向かっている

かのような気がして、何一つとして遂げ得たものはありません。ところが、勝れた文人を多く獲
え

ることだけは

できています。黄
こ う

庭
て い

堅
け ん

君、晁
ち ょ う

補
ほ

之
し

君、秦
し ん

観
か ん

君、張
ち ょ う

耒
ら い

君といった人々は世の中の人がまだ知らないう

ちに、私独りが先に知ることができたのでした。いま貴君もまたひとかどの人物として私の前に現れ、貴

君と語り合いたく思っております。造物者はどうしたわけか私ばかりにこのような楽しみをたくさん与えてくれ

ているようです。ここに名を挙げた数人の者たちは、私がまだ知らない資質にもきっと限りなくあふれてい

て、それを窮め続けてゆくでありましょう。 

……黄庭堅君は妻を喪ってからは、五感の嗜好を絶ち、菜を食べて水を飲んで過ごしていて、これは

最も勇気ある決断です。弟は、「道
み ち

を学んで三十年余り、いまようやくほぼわかりかけてきた」といってい

ます。その言行を見ると、以前とはまるで違っています。私だけが残念なことに得るところがいまだにな

いままなのです。 

徐州知事の孫
そ ん

覚
が く

君からは手紙がくるたびに、教えられることがあります。かつて会って話していたときの

ように、はっと気づかされるのです。貴君が王適君兄弟と知り合えたのはまことに結構であります。 
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鋭敏な貴君のことでありますから、たとえ試験に落第しましても、しばしまた磨
ま

琢
た く

するならば、その立派な

本質を成し遂げることでありましょう。…… 

【補足】［冒頭に王
おう

適
てき

君兄弟とあるのは、二人からの手紙が蘇軾のもとに届いていた

からであろう］ 

 

■【06-3-025】書淵明飲酒詩後 

【解題】東の坡
たかまり

で農耕に励む蘇軾はよりいっそう陶
とう

淵
えん

明
めい

に接近する。これは陶淵明

の『飲
いん

酒
しゅ

』の詩を書いて、その感想を記した短文。 

 

【訳文】 

陶
と う

淵
え ん

明
め い

：『飲
い ん

酒
し ゅ

』 

顔生称為仁、［孔
こ う

子
し

の弟子の顏
が ん

回
か い

［顔
が ん

淵
え ん

］は仁
じ ん

者
じ ゃ

と称えられ］ 

栄公言有道。［その昔の隠者の栄
え い

啓
け い

期
き

は道
み ち

を得た人といわれた］ 

屡空不獲年、［顏回はしばしば食べ物が得られなくて若死にし］ 

長饑至於老。［栄啓期はずっと餓えたまま老いた］ 

雖留身後名、［死後、その名を残したものの］ 

一生亦枯槁。［二人の一生は枯れ果てたものであった］ 

死去何所知、［死んでしまえば、名が残ったところで知ることではない］ 

称心固為好。［もとより生きていて心にかなうのがよいのだ］ 

客養千金躯、［千金の価値があるとしてその身体を養っても］ 

臨化消其宝。［死に臨んでは、その宝を消さなければならない］ 

裸葬何必悪、［裸で葬られるのも必ずしも悪くはない］ 

人当解意表。［人は生死の本当の意義を理解しなければならない］ 
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これは陶淵明の『飲酒』の詩である。飲酒の最中に、どうしてこれだけたくさんの事柄を記すことができた

のか、私にはわからない。 

元
げ ん

豊
ほ う

五年三月三日、私は客人と酒を飲み、客人がこの詩を書くようにいった。それでその後ろにこのよ

うに記す。 

【補足】［（1）蘇軾は酒は好きでもあまり強くない。酔中にこれだけ味わい深い詩は

作れないと素直に感心したのだろう。（2）中国では伝統的に死者を厚く葬ることをよ

しとし、「裸
ら

葬
そう

」を嫌った。立派な棺に納められ、豊富な副葬品があることで、死後

の世界で豊かに暮らせると信じていたのである。宋
そう

代
だい

の士
し

大
たい

夫
ふ

は、昔の王侯貴族のよ

うに豪奢な墳墓を築くようなことはむろんできないけれども、それなりにきちんとし

た墓所を用意しようとし、そのためにかなり苦労した。作品番号 06-1-055 で見たよう

に、文
ぶん

務
む

光
こう

にとって父の棺を郷里に持ち帰るだけでも一大事業であった］ 

 

■【06-3-026】書淵明乞食詩後 

【解題】もう一つ、陶
とう

淵
えん

明
めい

の『乞
こつ

食
じき

』［食を乞う］の詩の感想を記した短文も見てお

こう。 

 

【訳文】 

陶
と う

淵
え ん

明
め い

は一回の食を得て、恵んでくれた主人に、「せめて冥土から恩返しをいたします」と詩中に詠ん

だ。これは丐者
お こ も さ ん

の言い草の類
たぐい

である。 

私は実に哀しいと思う。私一人が哀しむのではなく、世を挙げて哀しまない者はいないだろう。 

飢えと寒さは常に目の前にある。名声は死んで後に定まる。この二者は互いに矛盾し、それによって士
ひ と

は苦しまなければならない。 
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【補足】［陶
とう

淵
えん

明
めい

の『乞
こつ

食
じき

』の詩は、官職を得ようと懸命だったころの作。人の恩顧

を得るために、わずか一食の恩に対しても、身を屈して卑屈な言葉を並べなければな

らない辛さを詠んだものである］ 

 

■【06-3-027】寒食雨 

【解題】冬至から 105日目の寒
かん

食
しょく

の日に詠んだ詩。この詩は、蘇軾自身が書いた真筆

『行
ぎょう

書
しょ

黄
こう

州
しゅう

寒
かん

食
じき

詩
し

巻
かん

』が残っていることで非常によく知られている。その『詩巻』

は実に数奇な運命をたどった。蘇軾が書いた後は士
し

大
たい

夫
ふ

の間を転々とし、元
げん

の時代に

になって皇帝のもとに納められ、明
みん

の時代に再び民間に流れて収集家のもとを転々と

し、清
しん

の時代に再度皇帝にもとに納められた。後に円
えん

明
めい

園
えん

で保管され、英仏連合軍の

攻撃によって円明園が全焼したときに、からくも略奪されたことで、一部が焦げたも

のの生きながらえることができた。そして、再び民間の収集家のもとに渡り、いつし

か日本人の入手するところとなり、関東大震災であわや焼け失せようかというところ

を奇跡的に免れた。現在では、台北の故宮博物院の所蔵物となっている。 

 

【訳文】 

 其の一 

黄
こ う

州に来てから、 

三度の寒
か ん

食
し ょ く

がすでに過ぎ去ろうとしている。 

年年春を惜しもうとしているのに、 

春はその気持ちを容
い

れてくれずに去ってしまう。 

今年はこのいやな雨、 

ここ二カ月間は秋の寂しさである。 
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雨音の下に臥している間に、 

なめらかな雪の肌［海棠
か い ど う

の花びら］も泥に汚されてしまったと聞く。 

誰かがいったように、夜というものはまことに力がある―― 

暗い中で時間を偸
ぬ す

んで背負って行ってしまうのだ。 

春とは少年のようなもの―― 

ふと病んでようやく起きられたと思ったら、 

すでに頭は白くなってしまっているのだ。 

【補足】［（1）東の坡
たかまり

で畑を耕し、陶
とう

淵
えん

明
めい

と時空を隔てた心の交流をする蘇軾は、そ

れによって心が安定したかのように見えて、実のところはそうではなかった。この詩

は重く苦しく、蘇軾の心の基底には常にこうしたものがわだかまっていた。この詩や

「花に似て花にあらざるに似る」と楊を歌った詞［→作品番号 06-2-016］が元来の蘇

軾なのではないだろうか。（2）蘇軾は黄
こう

州にきてすぐに定
じょう

恵
え

院
いん

の東の山に海棠の花が

あるのを見つけていた［→作品番号 06-1-028］。海棠は蜀
しょく

を代表する花で、蘇軾自身

の象徴でもある］ 

 

 其の二 

雨の勢いはやむことがない。 

戸口から春の川が入り込んで来そうだ。 

もはや我が小屋は漁
いさり

人
び と

の舟のよう、 

濛
も う

濛
も う

とした水と雲の中にある。 

がらんとした台所、 

しなびた野菜を煮ようとしても、 

竈
かまど

は壊れているし、燃やすべき葦は湿っている。 
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ただでさえ火を使えないのだから、 

今日が寒食であると感じるのは、 

墓に手向けた紙
し

銭
せ ん

を烏が銜
く わ

えて飛ぶのを見てのこと。 

ああ、我が先祖の墳墓は万里の彼方、 

そして、皇城は九重の門の奥深く。 

途
み ち

に窮したと、痩せ我慢をせずに、泣いたってよいのだろう。 

火の消えた灰はいくら吹いてももう燃え上がらない…… 

【補足】［寒
かん

食
しょく

の日には火を使わずに食事をし、紙で作った銭を墓に供えて祭る。蘇

軾は逆境にあっても、悲嘆する詩を詠まないのだが、この 2 首は違う。終わりの部分

は、杜
と

甫
ほ

が、途に窮したと泣きはしないと、詩に詠んでいるのを踏まえている］ 

 

■【06-3-028】徐使君分新火 

【補足】寒
かん

食
しょく

節
せつ

には火を使わず、一夜明けて最初につける火を新
しん

火
か

という。その新火

が徐
じょ

大
だい

受
じゅ

知事から届けられた。寒食節の翌日は清
せい

明
めい

節
せつ

。 

 

【訳文】 

臨
り ん

皐
こ う

亭
て い

に独りぽつんと座り、 

黄
こ う

州にきて三度目の清
せ い

明
め い

節
せ つ

、 

新火を見ようとしていた。 

私なんぞは笑うべき身、 

溝の中に落ちた枯木同然で、 

折って火をつけようとしたところで、 

燃え立ちはしない。 
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長く病の内にある私を憐れんで、 

黄州の知事さんは、 

紅く燃える一本の枝を明け方に分け与えてくれた。 

我が家の破れた釜はいつもからっぽなので魚が泳ぎ、 

飯なんぞは食わなくてもと、痩せ我慢の詩を詠んでいる。 

戴いた火を手にして、がらんとした部屋の内を見てまわると、 

煮炊きするものが一つもない。 

そうか、そうか、知事さんがくださった新火は煮炊きの火ではなく、 

仏教でいうところの「無
む

尽
じ ん

燈
と う

」であるのだろう。 

昏
こ ん

暗
あ ん

のうちにいる人々を順に明るく照らすのである。 

【補足】［「無
む

尽
じん

燈
とう

」とは仏典にあり、ひとつの燈火が百にも千にも増えてゆくように、

仏の教えによって明るく照らされる人が無限に増えてゆくことをいう］ 

 

■【06-3-029】定風波 

【解題】黄
こう

州の東南百十里に蘄
き

水
すい

県
けん

城
じょう

があり、その途中に沙
さ

湖
こ

がある。3 月の始めに

蘇軾はそのあたりを往き来した。それに関連する幾つかの詞と文を見る。最初に詞か

ら。短い序文がある。 

 

【訳文】 

三月七日、沙
さ

湖
こ

に向かう道中で雨に遇った。雨具は先に行ってしまっていたので、同行の者は皆狼

狽したが、私だけは気にもしなかった。しばらくすると晴れた。そしてこの詞を作った。 

 

莫聴穿林打葉声、［聴くまでもありません、林を穿
う が

ったり葉を打ったりする音は］ 
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何妨吟嘯且徐行。［何の妨げにもなりません、吟唱しつつ徐
おもむろ

に行くことに］ 

竹杖芒鞋軽勝馬、［竹の杖に芒
すすき

の草鞋
わ ら じ

――これは馬に勝る軽やかさ］ 

誰怕。［私は怕
お そ

れません］ 

一蓑烟雨任平生。［煙る雨に蓑で包んだ身、そういう暮らしでよろしいのです］ 

 

料峭春風吹酒醒、［酒を醒ますのは料
ひ や

峭
ひ や

と吹きくる春風］ 

微冷、［うっすらと寒く］ 

山頭斜照卻相迎。［山のあたりが斜めに照らされて迎えてくれます］ 

回首向来蕭瑟処、［首
こうべ

を回
め ぐ

らせば、ここまで来たのは蕭瑟
ひ っ そ り

としたところ］ 

帰去、［帰り去
ゆ

こうか］ 

也無風雨也無晴。［風雨もなく晴れもないところへ］ 

【補足】［（1）この詞から、蘇軾は草鞋
わ ら じ

履
ば

きで歩いていたことが知れる。かつての州

知事時代には概ね馬にまたがるか駕籠に乗るかしての移動であった。（2）前半の終わ

りにある「一
いち

蓑
りゅう

烟
えん

雨
う

、平
へい

生
ぜい

を任
まか

せる」は一種の自画像。ゴッホといえばあの耳を切っ

た自画像を想うように、後世の人々は蘇軾といえばここにある姿をイメージするよう

になった。（3）後半は、これまでの歳月は雨の中にあったが、これからは晴れて行く

であろうということを暗示し、かつ、雨でも晴れでも構いはしないと結んでいる。先

の「寒
かん

食
しょく

の雨」の詩から「新
しん

火
か

」の詩を経て、ここでは軽やかな気分を歌っている］ 

 

■【06-3-030】遊沙湖 

【解題】蘇軾は何のために沙
さ

湖
こ

に向かっていたのか。この文章に記してある。 

 

【訳文】 
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黄
こ う

州の東南三十里に沙
さ

湖
こ

がある。螺
ら

師
し

店
て ん

ともいう。 

私は黄州と沙湖の間に田を買おうと、その田の様子を見に行き、疾
や ま

いを得てしまった。麻
ま

橋
き ょ う

の龐
ほ う

安
あ ん

時
じ

が善
よ

い医者で、かつ聾
ろ う

者
し ゃ

であると聞き、行って治療を受けた。 

龐安時は聾者であるけれども、人より遥かに知恵の回りが速い。紙に字を書いて話をするのだが、数

文字書いただけで、すぐに深く人の意
こころ

がわかってしまう。私は戯れて、「私は手をもって口と為し、あなた

は眼をもって耳と為す。どちらも現代の『異
い

人
じ ん

』でありましょう」といった。 

疾いが愈えたので、龐安時と一緒に清
せ い

泉
せ ん

寺
じ

に遊んだ。寺は蘄
き

水
す い

の町の門から二里ばかりのところに

ある。昔ここで王
お う

羲
ぎ

之
し

が筆を洗ったという泉があり、その水は極めて甘い。寺から下に蘭
ら ん

溪
け い

を臨み、蘭

溪の水は西に流れる。私は歌［『浣
か ん

渓
け い

沙
さ

』の詞］を作った。 

 

山下蘭芽短浸溪、［山の下の渓
た に

川
が わ

に短く伸びた蘭の芽］ 

松間沙路淨無泥、［松の間は泥のない沙の道］ 

蕭蕭暮雨子規啼。［蕭
し と

蕭
し と

と夕暮れの雨が降る中、子規
ほ と と ぎ す

が啼いています］ 

 

誰道人生無再少、［誰がいうのでしょう、人生に若いときは再びないと］ 

君看流水尚能西。［見てください、流れる水だって西に向かっているではありませんか］ 

休将白髮唱黄鷄。［鶏が鳴くから白髪が増えてしまうなどと嘆くのはおやめなさい］ 

 

この日は劇飲して帰った。 

【補足】［（1）東の坡
たかまり

は高台なので、稲を作れるような低い土地を得ようとしたのだ

ろうか。蘇軾は家計が苦しいことを前に述べていたが、具体的にどのような経済状態

であったのか、田を買う蓄えくらいはあったのか、使用人は何人くらいいたのか、そ

ういった細かいところはわからない。詩文に「童
どう

僕
ぼく

」という語が散見されるので、幾
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人かの使用人がいたのは間違いないが、給金を与えて土地の少年を雇っていたのか、

蘇軾は何も記していない。（2）ここに記されているように、蘇軾は田を見に行って病

気になり、次の文などから左肘が腫れたとわかる。麻
ま

橋
きょう

［蘄
き

水
すい

県に属する村］の医者、

龐
ほう

安
あん

時
じ

［字
あざな

は安
あん

常
じょう

］の治療を受けた。「手をもって口と為す」とあるのは、筆談の情

景であるのだが、思うことをたちまち詩文にしてしまう日頃のあり方［それが罪を蒙

る要因となった］をもいっているのだろう。（3）詞の後半で「流れる水が西に向かう」

とあるのは、中国において川は基本的に東に流れるからで、川が西に流れるなら時間

も逆転するだろうというのである］ 

 

■【06-3-031】書田 

【解題】蘇軾が田を欲しがったことは次の短文にも見える。 

 

【訳文】 

私には世の中にこれといって求めるものはない。ただ二頃
け い

の稲田があればよい。それで十分に粥が食

べられるだろう。あちこち訪ねまわっているのだが、全くもって得ることができずにいる。私が進む道に艱
か ん

難
な ん

が待ち受けるときには、どこに行こうとしてもうまくいかないものなのだろうか。そもそも人が生きるには、

自ずから定まった持ち分があって、ささやかな満腹といえども、名声や富貴と同じくらいに、軽々しくは

得られないようになっているのだろうか。 

【補足】［一見すると絶望しているかのようだが、実はそうではない。ここにある

「人の生には自ずから定まった持ち分がある」［人生自有定分］とは、運命によって

決まっているのだから諦めるしかないという意味ではない。そのような大局観を得る

ことで、先の詞に見た「風雨もなく晴れもない」［也無風雨也無晴］という境地にな

れるのである。なお、蘇軾は翌年もずっと田を得ることを模索し続けていて、この短
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文はそのころに書いたものであるようだ］ 

 

■【06-3-032】書呂道人硯 

【解題】蘇軾が沙
さ

湖
こ

に行った折の短文。 

 

【訳文】 

沢
た く

州の呂
り ょ

道
ど う

人
じ ん

の沈
ち ん

泥
で い

硯
け ん

は、投
と う

壺
こ

のような形をしている。首のところに「呂」の字があり、それは刻んだの

でもなく画いたのでもない。そして金属のように堅い。呂道人が死んでからはその硯は次第に得難くなっ

た。 

元
げ ん

豊
ほ う

五年三月七日、たまたま沙
さ

湖
こ

の黄
こ う

氏の家に至り、一枚の呂道人の硯を見た。黄氏はその貴さ

を知らなかったので、それにこのように記した。 

【補足】［「投
とう

壺
こ

」は昔の宴席で使われた遊び道具。矢を壺に投げ入れて勝敗を競い、

負けたものが何か芸をして人々を楽しませた］ 

 

■【06-3-033】与陳季常 

【解題】蘇軾が沙
さ

湖
こ

に行ったことについては、陳
ちん

慥
ぞう

［字
あざな

は季
き

常
じょう

、方
ほう

山
さん

子
し

］［→作品番

号06-3-019］に宛てた手紙にも記されている。 

 

【訳文】 

近ごろ螺
ら

師
し

店
て ん

のあたりを往復して田を看てきました。螺師店の境にまで至ると、黄
こ う

岡
こ う

県の潘
は ん

君と医者

の龐
ほ う

安
あ ん

時
じ

君が会いにきてくれました。龐君は私の臂
ひ じ

の腫
は

れを視ると、「これは風
ふ う

気
き

によるものではなく、

薬石の毒によるものです。針でそれを取り去らないと、きっと瘡
か さ

となってしまうでしょう」というので、一緒に

麻
ま

橋
き ょ う

の龐君の家に行き、数日間滞在して針で治療してもらいました。その結果、龐君がいった通りに
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愈えたのでした。 

家に帰ると、貴君からのお手紙と薬が届けられ、深く御心配してくださったことや、このところ安らかにお

過ごしであることなどを 審
つまびらか

にいたしました。 

かつてこの老翁が所望した『伝
で ん

燈
と う

録
ろ く

』なども届けてくださり、一つ一つ感謝に堪えません。『五
ご

代
だ い

史
し

』も

また受け取っております。 

看てきた田はそれほどよいものではありませんでした。しばしやめておきましょう。蘄
き

水
す い

の溪山はなかなか

秀逸でしたし、龐君は熟達した医者で奇士であります。…… 

【補足】［（1）臂
ひじ

の不調で蘇軾は薬を服していたのだろうか、龐
ほう

安
あん

時
じ

は鍼による治療

を提案して、よい結果を得たのだった。（2）陳
ちん

慥
ぞう

からいろいろな書物を借りていたこ

とがわかる。『伝
でん

灯
とう

録
ろく

』は仏教の書物で、『五
ご

代
だい

史
し

』は五
ご

代
だい

十
じっ

国
こく

時代に関する史書であ

る］ 

 

■【06-3-034】単龐二医 

【解題】龐
ほう

安
あん

時
じ

［字
あざな

は安
あん

常
じょう

］ともう一人の医者について記した文章。 

 

【訳文】 

蜀
し ょ く

の人の単
た ん

驤
じ ょ う

は、科挙を受けたものの不合格となり、その後、医術をもって高い評判を得た。その術

は『難
な ん

経
き ょ う

』『素
そ

問
も ん

』といった古い医学書に基づき、そこから新たな工夫を出し、しばしば巧みな技を発揮

してみごとに治した。ただ完璧というわけではなかった。仁
じ ん

宗
そ う

皇帝が病気になったときに、孫
そ ん

兆
ち ょ う

とともに

単驤が治療に当たった。しかし、よい効果がなくて皇帝は亡くなってしまった。二人は（治療に失敗した

ことから）死罪になるところを、皇
こ う

太
た い

后
ご う

［仁宗の曹
そ う

皇
こ う

后
ご う

］の優しさをたのみとして、医者の罪ではないとさ

れ、数年間の官職停止ですんだ。単驤はいま朝廷の官僚となり、孫兆はすでに亡くなった。 

私は黄
こ う

州に来たところ、隣の町に龐
ほ う

安
あ ん

時
じ

という評判の医者がいた。その医術は単驤に似ていて、そ
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れに加えて鍼
は り

の術が絶妙である。ただ、聾
ろ う

を患いそれを自分で治すことはできなかった。人の病を愈

やすことでは神のようである。古
いにしえ

の人も目を見張り、称賛するであろう。 

単驤も龐安時も治療代を厳しく求めることはなく、様々な事物や歴史にもひろく通じていて、それも人より

優れている。 

元
げ ん

豊
ほ う

五年三月、私はたまたま左腕の腫れを患ったところ、龐安時は鍼ですぐに治してくれた。それでこ

のことを記しておく。 

【補足】［前半は単
たん

驤
じょう

のエピソード。仁
じん

宗
そう

皇帝の病気は症状から推測するに脳梗塞な

いしは脳出血であったようで、何度か発作を繰り返し、後遺症による言語障害や身体

麻痺もあった。いかに名医であっても、宋
そう

代
だい

の医術でそれを治すことは不可能であっ

たろう。朝廷内の権力抗争もからんで、孫
そん

兆
ちょう

と単驤が死罪になりかけたのを曹
そう

皇
こう

后
ごう

が

救った。曹皇后が優れた人であったことは、蘇軾が獄中で詩に詠んでいる［→作品番

号05-5-093］］ 

 

■【06-3-035】西江月 

【解題】同じ時期に詠んだ詞。短い序文がある。 

 

【訳文】 

春の夜に、蘄
き

水
す い

のあたりを歩き、酒
し ゅ

家
か

に寄って飲んだ。酒に酔い、月に乗じてある川の橋の上にまで

行き、馬から下り、肱
ひ じ

を曲げて休み、しばらく眠った。目が覚めるともう暁に及んでいて、たくさんの山が

並び立ち、水が音を立てて流れていた。人の世ではないように思えた。それでこの詞を橋の柱に書き

付けた。 

 

照野弥弥浅浪、［野を照らすのは弥
さ ら

弥
さ ら

と流れる浅い浪［によって反射する月の光］］ 
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横空隠隠層霄。［空に横たわるのは隠
あ わ

隠
あ わ

と重なる雲］ 

障泥未解玉驄驕。［泥除けをまだ解かない白い駿馬は元気いっぱい］ 

我欲酔眠芳草。［でも私は酔って草の上で眠ってしまうのです］ 

 

可惜一溪風月、［愛すべきはこの川べりの月］ 

莫教踏砕瓊瑤。［美
び

玉
ぎ ょ く

のような光を踏み潰してはなりません］ 

解鞍欹枕緑楊橋。［鞍を解いて枕とします、緑の楊の橋で］ 

杜宇一声春暁。［杜宇
ほ と と ぎ す

が一声鳴けばもう春の暁です］ 

【補足】［橋の上で眠って朝を迎えたのが事実であったかどうかはわからない。3 月の

中ごろはいまの暦で 4 月後半だとしても、橋の上で夜明かしできるほどに暖かくはな

いだろう。しかも肘を病んでいるはずなのに、肘を曲げてごろ寝をするといっている。

先の詞にあった「一
いち

蓑
りゅう

烟
えん

雨
う

、平
へい

生
ぜい

を任
まか

せる」の自画像の一つのバリエーションとして

このような己を描いてみせたのだろう］ 

 

■【06-3-036】次韻答元素、并引 

【解題】楊
よう

絵
かい

［字
あざな

は元
げん

素
そ

］［→作品番号 06-2-083］から送られてきた詩に次韻した。

序文がある。 

 

【訳文】 

引
い ん

［序文］ 

私がかつて楊
よ う

絵
か い

に贈った詞に「天涯同是傷流落」［天
て ん

涯
が い

同
お な

じく是
こ

れ流
り ゅ う

落
ら く

を傷
い た

む］という句があった。

楊絵は、（今回送ってきてくれた詩のなかで）この句は今日のありあさまをあらかじめ示すものであったと

いって、そのとき一緒だった六人の存亡を悲しんだ。六人とは、張
ち ょ う

先
せ ん

［字
あざな

は子
し

野
や

］、劉
り ゅ う

述
じゅつ

［字は孝
こ う

叔
し ゅ く

］、
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陳
ち ん

舜
しゅん

兪
ゆ

［字は令
れ い

挙
き ょ

］、李
り

常
じ ょ う

［字は公
こ う

択
た く

］、そして楊絵と私である。 

【補足】［（1）「天涯同是傷流落」の句は作品番号 04-3-088 で見ている。（2）上に言及

している6人が集まった酒宴については作品番号06-2-054で見ている。張
ちょう

先
せん

、劉
りゅう

述
じゅつ

、

陳
ちん

舜
しゅん

兪
ゆ

の 3 人は先に亡くなり［→作品番号 05-5-075］、楊
よう

絵
かい

、李
り

常
じょう

、蘇軾の 3 人は健

在であったが、それぞれに官界では不如意な状況に置かれていた］ 

 

愁うまでもない―― 

春が終り、柳
り ゅ う

絮
じ ょ

が風に随って飛んだりしても。 

喜ぶまでもない―― 

仙薬の効果があって頬に紅が増したりしても。 

あらかじめしるしがあったりするのだろうか―― 

天の涯
は て

に流落することに。 

たまたまうまくいってしまうこともあろうか―― 

銅の像とともに数百年の歳月を見るようなことも。 

はっと覚めたら何もかもが夢であった―― 

というわけではないだろう。 

はたと悟ったら全てが空
く う

であった―― 

そういうわけでもないだろう。 

生きるか死ぬか、六人の者をあれこれ悲しむ必要などない―― 

地獄も浄土も結局は同じなのだから。 

【補足】［楊
よう

絵
かい

は、きっと感傷的な詩を返してくると期待していたのだろう。それが

わかるから、蘇軾はわざとまぜっかえすような句を並べたのだろう］ 
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■【06-3-037】臨江仙 

【解題】この詞は、上の詩と同じころにやはり楊
よう

絵
かい

［字
あざな

は元
げん

素
そ

］に贈ったものである

ようだ。 

 

【訳文】 

詩句端来磨我鈍、［貴君の詩句がきて鈍い私を磨いてくれましたが］ 

鈍錐不解生鋩。［鈍い錐である私は袋の中にあっても鋭さを見せるようなことはできません］ 

歓顔為我解冰霜。［貴君の歓びの顔は私を閉ざす氷を融かしてくださり］ 

酒闌清夢覚、［酒たけなわにして夢はさっぱりと覚めて］ 

春草満池塘。［池のほとりは春の草でいっぱいになるでしょう］ 

 

応念雪堂坡下老、［東の坡
たかまり

の雪
せ つ

堂
ど う

で老いるこの私は］ 

昔年共采芸香。［昔ともに宮中の書庫の香の内にありました］ 

功成名遂早還郷。［貴君は功成り名を遂げて郷里に帰るのでしょう］ 

回車来過我、［車を回らせて私を訪ねてくださるのなら］ 

我喬木擁千草。［私は庭の木、庭の草とともにお迎えしましょう］ 

【補足】［（1）後段にある「共采芸香」は、宮中の「芸
げい

閣
かく

」［書庫］でともに仕事をし

たことを意味し、この詞が楊
よう

絵
かい

に贈られたと推測する根拠の一つとなっている。（2）

楊絵はこのころに黄
こう

州から数十キロ下流の興
こう

国
こく

軍
ぐん

の知事［「軍」は行政単位の呼称。

州と同レベル］となったので、赴任する際に黄州にまで足を伸ばした可能性がある。

ここでは、楊絵がこれから黄州を訪問するという詩を寄越した返事であるという解釈

に基づいて訳した］ 
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■【06-3-038】二紅飯 

【解題】東の坡
たかまり

を開墾して 2 年目の夏、大麦二十石余りが収穫できた。そのことに

ついて書いた短文。 

 

【訳文】 

今年、東の坡
たかまり

で大麦二十石余りが収穫できた。これを売ったところで非常に安い値にしかならないし、

ちょうど粳
うるち

米
ま い

がなくなろうとしていたので、使用人に課してこれを舂
つ

き、飯として食べることにした。大麦の

飯は嚼むと嘖
さ く

嘖
さ く

と音がし、小さな子供たちは歯を食いしばって、「虱子
し ら み

かみかみ、かみかみ虱子」と声

を合わせる。それでも、午後に腹が減っているときなら、水でひたしてふやかしてやると、甘酸っぱくてさら

さらと食べることができ、西北の田舎村の風情がある。今日は、料理人に小豆とまぜて炊いてもらった

ところ、これは最も味がよかった。老妻は大いに笑って、「これは新発明の『二
に

紅
こ う

飯
は ん

』でございますね」と

いった。 

【補足】［（1）蘇軾は食についても一家言あったが、贅沢な食事を好むものではなか

った。粗食にも喜びを見出す心の大きさがあった。（2）「西北の田舎村」とあるのは

かつて赴任した鳳
ほう

翔
しょう

のあたりを指すのだろうか。水田は中国の南東側［淮
わい

河
が

、長
ちょう

江
こう

の下流域］に多く、その米を洛
らく

陽
よう

や長
ちょう

安
あん

に運ぶために隋
ずい

の煬
よう

帝
だい

は大運河を建設した。

鳳翔は長安よりもさらに西で、米は貴重品であった。（3）どうやって大麦を食べたら

よいのか工夫し、小豆と混ぜて炊くのが最もよいと発見した。大麦は薄い紅色を呈す

るので、小豆と合わせて「二
に

紅
こう

飯
はん

」というのである］ 

 

■【06-3-039】与仏印 

【解題】廬
ろ

山
ざん

の仏
ぶつ

印
いん

禅
ぜん

師
じ

了
りょう

元
げん

［→作品番号06-2-077］に宛てた手紙。 
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【訳文】 

数百枚の美しい石を収集し、戯れに『怪
か い

石
せ き

供
き ょ う

』の一篇を作りました。どうぞお笑いください。ここに記した

通りになりましたなら、山中のお食事は今後一切心配せずにすむでありましょう。それを想うとさらにまた

大いに笑えます。土地の者が墓中より得た銅盆を一枚持ってきましたので、怪石を盛るのによかろう

と、それを買いました。それも結
け ち

縁
え ん

のためにお送りいたします。 

【補足】［この手紙の内容は次の『怪
かい

石
せき

供
きょう

』の文章を読むとよくわかる］ 

 

■【06-3-040】怪石供 

【解題】蘇軾は赤
せき

壁
へき

で美しい石を拾っている［→作品番号 06-1-082］。これはその後日

談。 

 

【訳文】 

『書
し ょ

経
き ょ う

』の「禹
う

貢
こ う

篇
へ ん

」に「青
せ い

州に鉛、松、怪
か い

石
せ き

がある」と記されている。これを解釈する者は「怪石とは石

で玉
ぎ ょ く

に似たものである」という。 

いま斉
せ い

安
あ ん

［黄
こ う

州］の長
ち ょ う

江
こ う

のほとりで美しい石がよく得られる。玉と区別しにくく、紅、黄、白が多い。石に

は、人の指にある螺
しもん

のような、精妙で愛すべき模様がある。巧みな者が意
こころ

を尽くして描こうとしてもこれ

には及ばない。これが昔の人のいう「怪石」なのだろうか。 

物が醜いとか好
よ

いとかは、その形や見栄えから生じるのだろうが、私は醜
し ゅ う

、好
こ う

のもとがどこにあるのか

いまだにわかっていない。もし世の中の石がおしなべてここの美しい石のようであったなら、いまは平凡と

される石がかえって非凡な怪石となるのではなかろうか。 

世界には形態でものを語り合う国があるという。口ではものがいえなくて、身体の形態で伝え合うのだ。

形態で語るのは口で語るより速いというけれど、我々がそれをしようとしても非常に難しいであろう。 

天の機
からくり

が動くときには、美しい石だろうが形態でものを語る人だろうが、たちまちできあがるのだが、人は
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それをひどく巧みであるとする。そうしたものでありながらも、怪石は、「禹貢篇」の書かれた時代から「怪
か い

」

であるとされてきた。 

斉安の子供等は長江で水浴びをして時々この怪石を得る。私は遊びで餅
へ い

餌
じ

［小麦で作った平たい

団子］と石を交換し、すでに二百九十八枚を得た。大きいものは二寸、小さいものは棗
なつめ

、栗、菱
ひしのみ

、

芡
はすのみ

の大きさである。虎や豹の首のようで、口、鼻、眼らしいところがあるのも一つあり、それを群石の中

の長
お さ

としている。 

古い銅の盆［鉢］が一つあったので、そこに石を盛り、水を汲んで注ぐと、きらきらと輝く。 

廬
ろ

山
ざ ん

の帰
き

宗
そ う

寺
じ

の仏
ぶ つ

印
い ん

禅
ぜ ん

師
じ

の使者がたまたま黄州にきたので、この怪石を禅師に供えることにした。

禅師はもとより道
ど う

眼
が ん

［悟りを開いた眼］をもって一切を観
み

ている［世界の本質を得ている］。その観点から

すれば、世界は混沌として空虚、一切の物は実は存在していない。夜
や

光
こ う

の一尺の璧
た ま

［古来有名な

宝玉］も瓦礫と同じである。ましてこの怪石などは取るに足りないものである。 

しかし、禅師におかれては、これを供えることをどうか受け入れていただきたい。硯に注ぐ水をこれにかけ

て、無理にでも一つ笑っていただきたい。そしてこれからは、山の僧や野の人が禅師に何かを供えようと

するときに、衣服や飲食や寝具をまかなう力がない者は、浄
き よ

らかな水を怪石に注ぐということにしてはど

うだろうか。私からその慣習が始まったということになるであろう。 

元
げ ん

豊
ほ う

五年五月、黄州の東の坡
たかまり

の雪
せ つ

堂
ど う

で書く。 

【補足】［最後は、物として何も供えることのできないような人でもこれならできる

という蘇軾のやさしい思いである。そのような怪
かい

石
せき

が帰
き

宗
そう

寺
じ

にあるということが評判

になれば、参詣する者が増えて寄進される金品も増えるであろうから、寺では食べる

物に困ることはもうないだろうというのが、上で見た手紙の内容である］ 

 

■【06-3-041】後怪石供 

【解題】怪
かい

石
せき

の後日談。これは 1 年ほど後に記された文章で、ついでにここで見てお
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こう。驚くことに、翌年に杭
こう

州から参
さん

寥
りょう

［道
どう

潜
せん

］［→作品番号 06-1-081］がきてしば

らく黄
こう

州に滞在し、その夏頃に交わされた会話の記録。 

 

【訳文】 

私が怪
か い

石
せ き

を仏
ぶ つ

印
い ん

禅
ぜ ん

師
じ

に供えたところ、仏印禅師は私の文を石に刻んだ。私はそれを聞いておかしく感

じ、参
さ ん

寥
り ょ う

に向かってこのようにいった。 

「そもそも怪石がどこからきたのかといったら、子供たちから餅
へ い

と交換して得たのです。食べられるものと、

何の用にもならないものを交換したのです。それだけで十分に笑えます。仏印禅師は私の文をわざわ

ざ石に刻みました。それもまた笑えます。もしも仏印禅師に初めから餅を供えたのなら、仏印禅師はそん

なことを石に刻んだりはしませんでしょう。石と餅はどこが違うのでしょう。これでさらにまた笑えます」 

参寥は、 

「そうそう。供えるのも幻、受けるのも幻、言葉を刻むのもやはり幻でありましょう。幻で結構ではありません

か」 

そして、腕を挙げて私に示し、 

「この腕を拱
き ょ う

して［両腕を胸の前に組んで］人に挨拶しますと、人はきっと喜びます。この腕を戟
げ き

して［腕

を曲げて肘を突き出す］人を罵りますと、人はきっと怒ります。同じ腕でも喜ばせたり怒らせたり、異なった

ことになります。世の中はこういったことばかりです。拱も戟もつまりは幻で、喜びも怒りもあるようでいて根

には何もないのです。石に刻もうが刻むまいが、どうでもよいではありませんか」 

私は大いに笑い、 

「あなたはどれがほしいですか」 

怪石およそ二百五十を示したところ、参寥は二つを手に取った。 

 

■【06-3-042】哨遍 
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【解題】しばらく黄
こう

州に滞在していた董
とう

鉞
えつ

［字
あざな

は毅
き

夫
ふ

］［→作品番号 06-3-023］がい

よいよ故郷に帰ることになり、蘇軾はこの詞を贈った。これは陶
とう

淵
えん

明
めい

の『帰
き

去
きょ

来
らい

兮
けい

の

辞
じ

』［→作品番号06-2-051］を改作したものである。短文が添えてある。 

 

【訳文】 

陶
と う

淵
え ん

明
め い

は『帰
き

去
き ょ

来
ら い

兮
け い

の辞
じ

』を作った。その詞はあるがその声［節回し］はない。 

私は東の坡
たかまり

で耕し、雪
せ つ

堂
ど う

を建てた。人はその陋
ひなび

ているのを笑うのだが、鄱
は

陽
よ う

の董
と う

鉞
え つ

君だけはここに来

て悦んでくれ、隣に住みたいとまでいった。そこで、『帰去来兮の辞』の詞
ことば

を使い、やや改変して声律

に合うようにして、董鉞君に贈った。 

東の坡に行って、家の者にこれを歌わせ、耒
す き

を手に和し、牛の角で節
ふ し

を取ったなら、きっと楽しいであ

ろう。 

 

為米折腰、［米のために腰を折りました］ 

因酒棄家、［酒がほしくて郷里を棄てました］ 

口体交相累。［口と体がこもごも累
わずらい

となりました］ 

帰去来、［帰りましょうよ］ 

誰不遣君帰。［誰が君を帰らせてくれないのでしょうか］ 

覚従前皆非今是。［わかりましたよ、これまでは全部が駄目、いまがよいのです］ 

露未晞、［露はまだ乾きません］ 

征夫指予帰路、［旅人は私の帰り道を指してくれます］ 

門前笑語喧童稚。［門の前で子供たちがにぎやかに笑っています］ 

嗟旧菊都荒、［ああ、もとからあった菊はみんな枯れてしまいました］ 

新松暗老、［新しい松がもう立派に暗い蔭をつくっています］ 



第6章 赤壁の賦 

第 6 章：344 
 

吾年今已如此。［私の年齢はすでにこうなのです］ 

但小窓容膝閉柴扉、［小さな窓のある部屋に膝を入れて門を閉ざしましょう］ 

策杖看孤雲暮鴻飛。［杖をついて、ぽつんと雲が暮れ、鴻
おおとり

が飛ぶのを見るのです］ 

雲出無心、［雲は無心より出て］ 

鳥倦知還、［鳥は倦めば還るのを知っています］ 

本非有意。［もとより何の意
こころ

もないのです］ 

 

噫帰去来兮、［ああ、帰りましょうよ］ 

我今忘我兼忘世。［わたしはいま我を忘れ、世も忘れました］ 

親戚無浪語、［親戚とも無駄口はたたきません］ 

琴書中有真味。［琴と書物の中に真の味があります］ 

歩翠麓崎嶇、［山の翠
みどり

の高い低いを歩き］ 

泛溪窈窕、［谷川の奥深い流れに舟を泛
う か

べます］ 

涓涓暗谷流春水。［暗い谷からこんこんと春の水が流れてきます］ 

観草木欣栄、［草木が欣
よろこ

び栄えるのを見るのです］ 

幽人自感、［ひっそりと生きる人は自分で感じます］ 

吾生行且休矣。［我が人生はこうして終わってゆくのだと］ 

念寓形宇内復幾時、［思うに、宇宙に自分の形を寓
ぐ う

するのはどれほどのことなのでしょうか］ 

不自覚皇皇欲何之。［遠く遠くどこに行くとも知れません］ 

委吾心、［自分の心に任せればよいのです］ 

去留誰計。［行くのも留まるのも］ 

神仙知在何処。［神仙がどこかにいるかは知れません］ 

富貴非吾願。［富貴も私の願いではありません］ 
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但知臨水登山嘯詠、［ただ水に臨み山に登って吟唱するだけです］ 

自引壺觴自酔。［自分で酒を注ぎ自分で酔うのです］ 

此生天命更何疑、［我が人生はかくあれとの天の定めに疑いはありません］ 

且乗流、［さあ、流れに乗って］ 

遇坎還止。［止まるところに遇
あ

ったら止まるだけです］ 

【補足】［免官となった董
とう

鉞
えつ

に贈るのにまことにふさわしい作品であるのだろう。董

鉞は罪人となった蘇軾が東の 坡
たかまり

で耕す姿を見て感じるところがあった。蘇軾は

陶淵明
とうえんめい

を大きなよりどころとして東の坡で耕していた。この『哨
しょう

遍
へん

』は陶淵明と蘇軾

の心の共鳴から生まれた詞で、それがまた董鉞の心に共鳴するのである］ 

 

■【06-3-043】与朱康叔 

【解題】鄂
がく

州知事の朱
しゅ

寿
じゅ

昌
しょう

［字
あざな

は康
こう

叔
しゅく

］［→作品番号06-2-075］に宛てた手紙。上で

見た詞について記している。 

 

【訳文】 

閣
か く

名
め い

については長らく思案していますが、まだ佳
よ

い名を思いつきません。閣のまわりの様子や、近隣

にゆかりのある故事や故跡についてさらに詳しく教えていただければ幸いです。 

董
と う

鉞
え つ

君とは多くの日を一緒にはなはだ楽しく過ごしました。毎日のように貴君のことを褒めておられまし

た。 

私はかねてから陶
と う

淵
え ん

明
め い

の『帰
き

去
き ょ

来
ら い

兮
け い

の辞
じ

』を好んで誦
し ょ う

じておりましたが、音律にうまく合わないのを

常々残念に思っていました。近頃、少し言葉を足したり削ったりして、『哨
し ょ う

遍
へ ん

』の詞としました。言葉を改

めたとはいえ、その意
こころ

は改めていません。…… 

【補足】［朱
しゅ

寿
じゅ

昌
しょう

は新たに完成した閣の命名を蘇軾に依頼したのであろう、そのこと
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が冒頭に記されている］ 

 

■【06-3-044】蜜酒歌、并叙 

【解題】蘇軾のもとには時折「異
い

人
じん

」が訪れる。蜀
しょく

の綿
めん

竹
ちく

の出身の道
どう

士
し

の楊
よう

世
せい

昌
しょう

が

廬
ろ

山
ざん

から来てしばらく黄
こう

州に滞在した。楊世昌は蜜
みつ

酒
しゅ

［蜂蜜を水に溶かして発酵させ

た酒］の製法を伝授し、蘇軾はそのことを詩に詠んだ。短い序文がある。 

 

【訳文】 

叙 

西
せ い

蜀
し ょ く

の道
ど う

士
し

楊
よ う

世
せ い

昌
し ょ う

は蜜
み つ

酒
し ゅ

を上手に作る。極めて 醇
まじりけのな

い釅
こ

い酒である。私はその製法を教えてもらっ

たので、この歌を作って贈る。 

 

六カ月もの間、農夫が汗を流し、 

真珠にも玉
ぎ ょ く

にもたとえられる米ができて、 

それからよい酒が作られる。 

その香りも、春のうちから自ずと甕
か め

に生じるこの酒には及ばない。 

これは蜂が耕し、花を米とした酒だ。 

作り始めて一日目には、魚が吐くような小さな沫
あ わ

が出て、 

二日目には、きらきらと光が生じ、 

三日目には、甕を開くとその香りが町中に満ちる。 

十分に発酵するのを待てなくて銀の瓶
とっくり

に注ぐと、 

いわゆる甘
か ん

露
ろ

の少し濁ったもの、 

あるいは醍
だ い

醐
ご

の少し澄んだもの、 
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一斗に百銭を払ってもよいくらいのこまやかさに声も出ない。 

見るがよい、 

畑の野菜の花に雨が降るように集まる蜂を。 

天は蜂に酒を醸
か も

すことを教え、 

先生［私］を酔わせてくれるのである。 

先生はこのところ骨の髄まで困窮し、 

人に米を乞うても全く得られずにいた。 

世間の万事は先生とは無関係に移り行く。 

ただ蜂だけが大いに先生のことを気に掛けてくれているのだ。 

 

■【06-3-045】又一首答二猶子与王郎見和 

【解題】上の「蜜
みつ

酒
しゅ

」の詩に、蘇軾の 2 人の息子と王
おう

適
てき

が和し、それに対してさらに

もう 1 首詠んだ。王適は蘇轍の娘の婿で、科挙の一次試験を受けるために徐
じょ

州に行っ

たことは作品番号 06-2-023 で見ていたが、残念ながら不合格となり、舅の蘇轍が待つ

筠
いん

州に帰ることになり、その途中で黄
こう

州に立ち寄ったのだった。 

 

【訳文】 

青い苔が乾し肉に、青い蒲
が ま

が焼肉に、 

瓠
ひょうたん

の実が鴨の肉に、豆の煮汁が乳に、 

肉の脂が酥
ヨーグルト

に、菜種の油が蝋
ろ う

燭
そ く

に、……、 

昔から種々の発明は、 

貧乏な家に何もなくて、困り果てた人がひねり出してきた。 

蜜
み つ

酒
し ゅ

もそのひとつだ。 
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とはいえ、何でもかんでも代用品でまかなうのでは自然の摂理を乱すであろう。 

私は詩書を酒に代わる楽しみとしてきた。 

それによって、田舎親爺がいっぱしの先生のようになってしまったのだが、 

しかし、根本がなっていないのだから、 

いつまでも化けの皮を保っていられなくて、 

冠をぬいで、犁
す き

に助けられる親爺にまた戻ってしまったのだ。 

蜜酒はたとえ代用品でも、暑かろうが寒かろうが味は変わらないので、 

ころころ変わるこの田舎親爺はとても及ばない。 

田舎親爺の詩の味わいは薄いのだが、 

愛すべきは諸君三人が作った詩で、本物の酒のようにうまい。 

そういえば、昔むかしある貴族の娘が王
お う

君とかいう人のもとに嫁いだところ、 

娘がひどく浮かぬ顔でいるので、 

一族の長
お さ

が「夫
おっと

君
ぎ み

に何か不満でもあるのかい」と、その娘に尋ねた。 

娘がいうには、 

「我が一族の某
ぼ う

君、某某君、某某某君……は、 

 幼いころから見てきましたけれど、いずれも優れた男子です。 

 世の中の殿方とは全てそういうものだと思っておりましたのに……」 

ああ、我が家では全く逆で、 

息子どもを見ていたのでは、 

王
お う

適
て き

君のような人が世間にいるとは想像もできない。 

【補足】［この詩の終わりは、同じ王
おう

姓の男児でも、昔の婿殿は期待はずれだったが、

いまの王
おう

適
てき

は非常に優れているとして、試験に落ちた王適を励まそうとしたのだ］ 
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■【06-3-046】与滕達道 

【解題】蘇軾に蜜
みつ

酒
しゅ

を伝授した楊
よう

世
せい

昌
しょう

がしばらく黄
こう

州に滞在したことは、滕
とう

元
げん

発
はつ

［滕
とう

甫
ほ

、字
あざな

は達
たっ

道
どう

］［→作品番号06-2-078］に宛てたこの手紙からも知ることができる。 

 

【訳文】 

私は時
じ

気
き

に感じて時に病み、月を超えて臥せってしまうことがあります。いまはすっかりよくなりました。ただ

し、幼い者たちがなお臥せっていて、ごたごたしております。楊
よ う

世
せ い

昌
し ょ う

という道
ど う

人
じ ん

きていまして、綿
め ん

竹
ち く

の人

で、多芸でいろいろなことができます。それによって何やら憤
ふ ん

懣
ま ん

を晴らしているかのようです。ここに留まっ

てほぼ一年となります。よく知るにつれて、そのことがわかってくることでしょう。 

【補足】［（1）楊
よう

世
せい

昌
しょう

はなかなかに複雑な人物であったのだろう。（2）楊世昌がいつ

黄
こう

州にきたのかははっきりとはわからないが、黄州を発ったのはこの翌年の5月9日

である。滕
とう

元
げん

発
はつ

にこの手紙を書いた時期は確定されていないが、楊世昌は遅くともこ

の年の初めには黄州にきていたのだろう］ 

 

■【06-3-047】帰来引送王子立帰筠州 

【解題】王
おう

適
てき

［字
あざな

は子
し

立
りゅう

］が筠
いん

州に帰るに際して、陶
とう

淵
えん

明
めい

の『帰
き

去
きょ

来
らい

兮
けい

の辞
じ

』に基

づく作品を贈った。この詩は、最初は王適のセリフ、次に蘇軾のセリフ、そしてそれ

を繰り返すという体裁で訳す。 

 

【訳文】 

王
お う

適
て き

―― 

帰ろうではないか。 

世間に求められなかったのだから、 
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帰ればよいだけなのだ。 

北を見れば水がひどく溢れて流れ、 

西を見ればひどく濁った塵に覆われ、 

野には馬が乱れて走り回っている。 

幸いにも我が首は馬のように繋がれていない。 

徐
じ ょ

州を出て南に走り、 

丘陵が続くのを見て、ためらいが増した。 

淮
わ い

河
が

の流れに乗って、 

水面を俯き見て、自分の姿が以前と変わってしまったことに驚かされた。 

そして、東の坡
たかまり

に取り残されている老人のことを想い、 

千里の道も軽いとして、 

老人の家の扉を叩いた―― 

 

蘇軾―― 

私は君と雪
せ つ

堂
ど う

で清らかな夜をともに過ごし、 

明月の光を身に浴びる。 

かつて君がここに来たとき、 

何の馳走もできず、 

がらんとした部屋にあったのは虫の声だけだった。 

私は君の袖を曳いて引き留めるのだが、 

君の僕夫は早く帰ろうと促す―― 

 

王適―― 
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帰ろうではないか。 

道は遥かへと窮まることがない。 

ここからどこに行くのか、 

北の川から南へ、 

南の川から北へ…… 

 

蘇軾―― 

ここにいる君を見れば、 

厳しく聳え立ち、豊かにして大きい。 

貧窮のうちにあっても君が堂 と々しているのは、 

糠を食らっているからではなく、 

身の内に道
み ち

を抱いているからだ。 

君がますます穏やかであるのは、 

己に打ち克っているからだ。 

私はいま荒れた浪の中にいて、 

視ても昏
こ ん

昏
こ ん

として暗く、聴いても默
も く

默
も く

として音がない。 

君でなければ私の過ちを救うことはできない。 

君をしばらく見ないでいると自分が損なわれてゆくのを恐れる。 

私は君とともに行きたいと思う。 

しかし、私が行く道はないのだろうし、 

君もまた何かに畏れて私と一緒にいようとはしない。 

そうだ、君には我が弟がいる。 

君は宝玉の原石、弟はそれを磨く工
こ う

人
じ ん

である。 
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【補足】［ちなみに、蘇軾の弟子に当たる秦
しん

観
かん

はこの春に都で科挙の二次試験に挑ん

だものの不合格となった。蘇軾の高弟といえども科挙には苦労したのだった］ 

 

■【06-3-048】与李公択書 

【解題】親友の李
り

常
じょう

［字
あざな

は公
こう

択
たく

］［→作品番号 06-2-069］は朝廷に召されて都に行く

ことになり、蘇軾はこの手紙を送った。 

 

【訳文】 

行動を治め、用いるところを控えることについて、昔から変わるところがないと知りました。私は五十歳に

なって、それを初めて実際に活かせるようになりました。 

大ざっぱにいうと「慳
けちる

」に尽きます。飾って美しくいうなら「倹約」です。私がこれをするのはそこらの俗人と

は少しばかり異なって、まことに淡いといいますか、味のあるものです。古い詩に「不
ふ

戢
し ゅ う

不
ふ

難
な ん

、受
じ ゅ

福
ふ く

不
ふ

那
な

」［苦難が集まると、たくさんの福を受ける］とある通りです。口や体が欲しがるものは窮まるところがあり

ません。いつもいつもそれを節制するならば、福を惜しみ、寿命を延ばす道となりましょう。これはごく俗な

ことのようでいて、やむをえないところから出てくるものです。 

私が思いますに、これは優れた策で、私独りで用いるよりはと、貴君にも献じたいと思います。貴君はこ

れから都に行かれるわけですが、ぜひこの策を用いられますように。お笑いくだされよ。 

【補足】［（1）蘇軾は黄
こう

州にきて経済的に逼迫し、賈
か

耘
うん

老
ろう

の法を用いるようになった

ことは作品番号 06-1-103 で見ている。それは単に銭の遣り繰りにとどまらず、一つの

哲学となったようだ。それを都に行く李
り

常
じょう

に授けたのである。（2）同じく李常に宛て

た作品番号 06-1-043 の手紙と合わせて読むなら、蘇軾が友に何を伝えたかったかがよ

りよくわかってくるであろう］ 

 



自由訳 蘇東坡詩文集抄 

第 6 章：353 
 

■【06-3-049】謝陳季常恵一 巾 

【解題】5月に陳
ちん

慥
ぞう

［方
ほう

山
さん

子
し

］［→作品番号06-3-033］がきて、深く被るタイプの頭巾

［ ］を贈ってくれたので、それへの謝礼の詩。 

 

【訳文】 

陳
ち ん

先生［陳
ち ん

慥
ぞ う

］の胸の内はというと、 

一万斛
こ く

の荷を積載する船を容れるほど広いのに、 

この丸っこい頭巾はどうしてなかなかに小ぶりである。 

陶
と う

淵
え ん

明
め い

は頭巾で酒を漉
こ

したというが、 

この頭巾ではたった半升しか入らないだろう。 

杜
と

欽
き ん

という人は、目の不自由さを嘲
あざけ

るあだ名で呼ばれるのを嫌い、 

別のところを目立たせようと、わずか二寸のちんちくりんの冠を被ったという、 

この頭巾はそれくらいの大きさしかない。 

陳先生は、本来は武勲を挙げて黄金を頭に戴くべき人で、 

いつまでも書生のような服を着て過ごしてはいないだろう。 

いつかきっと、 

弓を手に箭
や

を腰に付け、異国の山を登って、そこの王を捕えることだろう。 

【補足】［先に雲
うん

巾
きん

を贈られた謝礼の詩を詠んでいる［→作品番号 06-3-021］。頭巾は

贈答品としてよく用いられたのだろう。それとも、蘇軾にはより似合う頭巾を被らせ

たくなるようなところがあったのだろうか］ 

 

■【06-3-050】贈黄山人 



第6章 赤壁の賦 

第 6 章：354 
 

【解題】例によって蘇軾の「異
い

人
じん

」好みを示す詩。黄
こう

山
さん

人
じん

がいかなる人であったの

か、この詩のほかにわかるものはない。 

 

【訳文】 

黄
こ う

山
さ ん

人
じ ん

の頬は赤くて人を照らすほど、 

黄山人の眉毛は長くて眼を覆うほど。 

道
み ち

に遊ぶのに倦
う

み、もはや道教の奥義を語ることもなく、 

菩薩の教えを説くよりも、鬚
ひ げ

をせっせと伸ばしている。 

学問を絶ってこそ真の知恵、 

禅を説く坊主などお笑い草。 

この東の坡
たかまり

で先生とともに、 

爐でことこと三年の間、仙薬を煮つめるとしよう。 

 

■【06-3-051】問大冶長老乞桃花茶栽東坡 

【解題】東の坡
たかまり

に茶を植えようと、大
だい

冶
や

長
ちょう

老
ろう

に桃
とう

花
か

茶
ちゃ

という品種の種子を求めた

詩。興
こう

国
こく

軍大
だい

冶
や

県に桃
とう

花
か

寺
じ

があって、そこの泉のまわりで栽培される茶が桃花茶で、

絶品だという。大冶長老は桃花寺の僧なのだろう。興国軍は作品番号06-3-037で見た

ように楊
よう

絵
かい

の赴任地で、黄州から長
ちょう

江
こう

を少し下ったところの南側なので、詩中に「江
こう

南
なん

」と詠まれている。 

 

【訳文】 

古く周
し ゅ う

の時代の詩では荼は苦いものとされ、 

茗
め い

飲
い ん

［茶を飲む］の習慣は近世［南北朝時代］に始まったという。 
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初めは御馳走を食べすぎたときに、 

茶によって腹の滞りを雪
す す

ごうとするものだった。 

私の畑はちっぽけで、 

麦や桑だけももういっぱいいっぱいであるのに、 

わずかの隙間も無駄にはしまいと、 

なんとまあ、さらに茶の種子をもらって植えようとしている。 

飢えから免れられるかどうかもまだわかっていないのに、 

たらふく食べた後の算段をしようというのだ。 

農業をするのも商売と同じように、 

新しい取り引きが成り立つかどうかまず試すべきで、 

茶の種子をいただけるか否かのお尋ねをする。 

春が来ると、凍っていた地を裂いて、 

紫色の茶の芽が鋭く出てくるようになるだろう。 

牛や羊がその芽を踏まぬように叱りつけ、 

茶道具を用意するのはまだまだ先のこと。 

江
こ う

南
な ん

の老いた道人［大
だ い

冶
や

長
ち ょ う

老
ろ う

］は、 

歯や髪が年々抜けてゆくわけだが、 

ここ東の坡
たかまり

では年々茶が増えていって、 

いつしか「雪
せ つ

堂
ど う

茶
ち ゃ

」は名品であるとして知られるようになったりするのか。 

その願いは空しく、やはり桃花茶の後裔だと伝えられるのだろうか。 

【補足】［雪
せつ

堂
どう

の近くで栽培するので「雪
せつ

堂
どう

茶
ちゃ

」の名を得て、天下で評判になると空

想した。茶の種子を送ってくれなければ、茶が有名になる絶好の機会を逃してしまう

だろうと、大
だい

冶
や

長
ちょう

老
ろう

を冗談で脅したのだ］ 
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■【06-3-052】題温庭筠湖陰曲後 

【解題】朱
しゅ

寿
じゅ

昌
しょう

［→作品番号06-3-043］はこの年の4月に鄂
がく

州知事を辞め、後任とし

て陳
ちん

瀚
かん

が赴任した。これは2年後に書かれた文章。題にある『湖
こ

陰
いん

曲
きょく

』は、唐
とう

代
だい

の温
おん

庭
てい

筠
いん

が歴史を題材に詠んだ詩。 

 

【訳文】 

元
げ ん

豊
ほ う

五年、黄
こ う

州に謫
た く

居
き ょ

していたとき、蕪
ぶ

湖
こ

の東
と う

承
し ょ う

天
て ん

院
い ん

の僧の蘊
う ん

湘
し ょ う

が、劉
り ゅ う

誼
ぎ

君を通じて、私に書
し ょ

を

所望してきた。湖
こ

陰
い ん

の故事を石に刻みたいので、温
お ん

庭
て い

筠
い ん

の詞を書いてほしいというのであった。私は、

鄂
が く

州知事の陳
ち ん

瀚
か ん

君に書いてもらったらよいだろうと、その口添えをした。 

元豊七年六月二十三日、舟で蕪
ぶ

湖
こ

を過り、その折に詞を書いて渡し、石に刻んでもらうことにした。 

汝
じ ょ

州
し ゅ う

団
だ ん

練
れ ん

副
ふ く

使
し

員
い ん

外
が い

置
ち

蘇軾が書く。 

【補足】［（1）蘇軾の書
しょ

をほしがる人がたくさんいて、いろいろな手蔓を使って依頼

してきたのだろう。仲立ちをした劉
りゅう

誼
ぎ

がいかなる人かはわからない。蘇軾は陳
ちん

瀚
かん

にた

らいまわししたものの、結局、2 年後に自分で書くことになったのだ。（2）朱
しゅ

寿
じゅ

昌
しょう

は

鄂
がく

州を離れてからさほど時をおかずに亡くなった。70 歳であった。蘇軾が黄
こう

州に流さ

れたのが朱寿昌が対岸の州知事である間であったのは幸運であった］ 

 

■【06-3-053】次韻孔毅甫久旱已而甚雨三首 

【解題】孔
こう

平
へい

仲
ちゅう

［字
あざな

は毅
き

甫
ほ

あるいは毅
き

父
ほ

］［→作品番号 06-3-012］から送られてきた

『久しく日照り続いたけれど、たくさん雨が降った』という詩に次韻した。 

 

【訳文】 
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 其の一 

飢えた人は夢に見る―― 

おお、甑
こしき

に飯
め し

が溢れている…… 

ああ、たらふく食べられる…… 

いままでの百の憂いがすっかり消える…… 

夢の中での満腹――それはまさしく「空
く う

」である。 

そんな夢を見ているくらいでは、 

まだ真の飢えが何物であるのかを悟っていないのだ。 

私の半生は農地を持たずに、硯
すずり

から飯を磨り出してきた。 

ここにきて硯が枯れ、磨っても何も出なくなった。 

去年は太
た い

歳
さ い

［木星］が酉
と り

の方角にあったので、 

そういう年は、酒食に事欠かないといわれているのに、 

隣家に乞い願ってもなお得るところはなかった。 

今年はといえば、日照りの趨勢がまだ続き、 

この一年、我が竈
かまど

にどうやって煙を上げたらよいのやら。 

青
せ い

天
て ん

に向かって叫んでも、天は遥か遠く…… 

答えはない。 

泥の仏に頭を下げても…… 

やはり何ともならない。 

笑ってしまうのは甕
か め

の中の蜥蜴
と か げ

だ、 

雨を降らせる仕事の見返りに天から秩
ち つ

禄
ろ く

をもらっているはずなのに、 

手脚を伸ばしたり縮めたりして這いまわっているだけではないか。 

陰陽の入れ替わりにはその時節があり、 
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雨が降るべきときにはその定めがあるはずだ。 

そもそも民は天が生んだものなのだから、 

天は民を恤
あ わ

れみ、正しく自然を運行させるべきではないのか。 

私はいま窮まり苦しんでいるとはいえ、 

他の人より特にひどいわけではない。 

要するに自分もまた民の一人であるだけだ。 

私の姿は飼い主を失って途方に暮れている狗
い ぬ

のようではあっても、 

誰かれ構わずに耳を垂れて我が身を委ねようとはしない。 

冠は逆さま、頭巾は落としてしまって、 

蚊とともに襤褸家に暮らしているさまは、 

人に見せられたものではない。 

昔からの知り合いは、 

私が門を閉ざして開こうとしないと嗔
い か

るであろうが、 

貴君に見てもらえばすぐにわかる通り、 

我が門は歪んで開かないだけなのである。 

有り難いことに、 

月の光は我が門からも入ってきて、 

私の部屋を水が撥ねるような明るさにしてくれる。 

南からは風が入ってきて、 

疲れ切った私のむしむしとした気分をさっぱりと洗ってくれる。 

衣の裾をたくし上げてその風を入れ、 

貴君が送ってくれた『快
か い

哉
さ い

の謠
う た

』に和そうと思う。 

餓えと寒さの心配で、 
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これまでは明日のことを思う余裕もない私であったのだけれども。 

【補足】［（1）孔
こう

平
へい

仲
ちゅう

の詩『快
かい

哉
さい

の謠
うた

』は恵みの雨によって旱魃の危機を脱した喜び

を歌っていて、それを読んで明日への希望を得たというのがこの第 1 首。（2）蜥蜴
と か げ

に

水をかけて雨乞いをすることは作品番号05-3-043で見ている。（3）「要するに自分もま

た民の一人である」［要亦自是民之一
ようするにまたおのすからたみのいち

］の句は蘇軾の平等主義を示す貴重な句であろ

う］ 

 

 其の二 

去年は東の坡
たかまり

に瓦礫を拾い、 

三百尺にわたって自ら桑を種
う

え、 

今年は草を刈って雪
せ つ

堂
ど う

を建てた。 

日に炙
あ ぶ

られ、風に吹かれ、 

顔は日焼けと汚れで墨のように真黒である。 

かつては怠けてばかりだったのを後悔している。 

農耕に励むなら、天もその実直さをちゃんと認めてくれるのを、 

いまになってようやく知った。 

造
ぞ う

化
か

の主
あるじ

は無心なのかどうか、 

そこのところは測り知れないとしても、 

天は三尺にもなろうという雨をざあっと降らせてくれた。 

雨を降らせる竜にはそれぞれに持ち場があると聞くが、 

いまは四方も上も下も同じ一つの雲のうちだ。 

草の下の土が潤ったならば、 

明け方を待って耕しに行こう。 
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夜は燈火のもとで機織りをしよう。 

そのように思いつつも、 

老いた私は疲れてごろんと横になってしまう。 

腐れ儒者であるこの私も、自ら精出して耕すなら、 

人々の憐れみを受けることなく、 

乏しいながらも百年の暮らしを支えることができるであろう。 

そうこうしていると、垣根の東から屐
く つ

音を響かせてくる人がいて、 

「奔流がやまなくて、長
ち ょ う

江
こ う

の谷は水でいっぱいです。 

 折れた葦やら枯れた荷
は す

やらが 恣
ほしいまま

に漂っています」 

という。 

この雨でここらの陂
つつみ

が破れてしまったならば、 

水が漏れて、次の日照りのときには大変なことになる。 

人力のまだ及ばないところは、 

天がよくしてくれるのを求めるしかないのか。 

西北側に千歩の長さにわたって塘
つつみ

を作り、 

山からの水を遮るようにしたらよいであろう。 

人々は私には銭がないのを知っているけれど、 

近所の人々はたぶん連れ立って助けにきてくれるだろう。 

そうなれば、来年は水路を勢いよく流れる雨を、 

何の心配もなく眺めていられるはずだ。 

餓えるか飽くかは自分自身の努力にあって、 

天が関与することではないのだ。 

豊作を祝って、一緒に田の中で誰が飲んでくれるだろうか。 
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酔って倒れても、我が腕枕さえあれば事が足りるだろう。 

 

 其の三 

天
て ん

公
こ う

［天
て ん

帝
て い

］は号令を一度しか出さないという。 

雨が降ったら降りっぱなし、 

十日も続けば長雨を愁うようになる。 

貴君の家には田圃があるから、田圃は水びたし、 

私の家には田圃はないが、家が水をかぶるのを心配しないとならない。 

ここに蜀
し ょ く

人
じ ん

の楊
よ う

道
ど う

士
し

がきたのだが、 

己の両膝だけに従って万里を気ままに旅し、 

ひとひらの葉っぱのような小舟があれば、 

流れに沿うのもよいし、遡るのも悪くはない、 

草でも麦でも、食べるものに頓着しない、 

泥の中を行こうが地面に寝ようが疾
やまい

になることもない。 

私はといえば、夜になると餓えた腹がぐうぐうと雷のように鳴るし、 

ここに身を寄せる愁いは酒がなければ開くことができない。 

杜
と

甫
ほ

は、秋の長雨の下で苔むす白骨を見るときは、 

酒を飲まずに哀しむのがよいと詩に歌った。 

楊道士が洞
ど う

簫
し ょ う

［笛］を手にして清らかに吹く曲は、 

それだけですでに十分にもの哀しい。 

【補足】［楊
よう

道
どう

士
し

とは作品番号06-3-044で名を挙げた楊
よう

世
せい

昌
しょう

である］ 

 

■【06-3-054】魚蛮子 
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【解題】詩題の「魚
ぎょ

蛮
ばん

子
し

」は蘇軾の造語なのだろうか。字
じ

面
づら

は魚獲りをする少数民族

の男子という意味。「漁
ぎょ

父
ほ

」や「漁
ぎょ

翁
おう

」［→作品番号 05-1-051］よりも野性味が強いの

だろう。 

 

【訳文】 

魚
ぎ ょ

蛮
ば ん

子
し

にとっての畑は長
ち ょ う

江
こ う

や淮
わ い

河
が

、 

魚蛮子にとっての居室は舟の楫
か じ

、 

魚蛮子の糧
か て

は魚に蝦
え び

、 

耕さなくても、もとよりふんだんにある。 

世間の人とは異なる魚蛮子であっても、 

他国から来た人間ではない。 

舟を連ねて川をすみかとし、 

竹の瓦の下に三尺の廬を結び、 

長く子々孫々をここに伝えてきた。 

背中の曲がった者やら、背丈のごく低い者やら、 

風変わりな連中が水を切り開いて、 

道で拾うよりもやすやすと魚を手づかみにする。 

釜は破れて塩もないので、 

魚を刻んで青菜と混ぜて食べる。 

腹が膨れたらごろっと寝るだけ、 

獺
かわうそ

や狙
さ る

と異なるところがない。 

人間界の生きる道は困難ばかりで、 

地べたの上に立つなら賦
ふ

租
そ

を納めなければならない。 
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魚蛮子が波に乗って空虚に浮かぶ暮らしに及ばない。 

私がうっかり、 

「その空虚というやつも、いつまであてにできようか。 

 昔の大臣様は舟や車からも税金を徴収することを発案したのだから」 

と、いったものだから、 

魚蛮子は頭を地面に打ち付けて泣きながら、 

「どうかどうか、そのことはお役人さまの耳には入れないでくださいまし」 

【補足】［（1）蘇軾は罪を得て黄
こう

州に置かれているのに、時にはこの詩の終わりにあ

るような政治批判をしてしまう。（2）この魚
ぎょ

蛮
ばん

子
し

の詩からすぐに連想されるのは、

『水
すい

滸
こ

伝
でん

』に登場する阮
げん

氏
し

三兄弟であろう。三人は漁師の息子で、水の中で自在に動

き回り、この詩の末尾のように情けなく泣いたりせずに、水上の戦いで官軍を撃滅さ

せてしまう。『水滸伝』のモデルとなった宋
そう

江
こう

が反乱を起こすのは、この詩が詠まれ

てから39年後である。蘇軾は京
けい

東
とう

の地で反乱が起こるのを心配していたが［→作品番

号05-4-104］、その予言の通りになってしまうのである］ 

 

■【06-3-055】洞仙歌 

【解題】唐
とう

と宋
そう

の間の五
ご

代
だい

十
じっ

国
こく

時代に、蘇軾の故郷、眉
び

州眉
び

山
ざん

県の属する蜀
しょく

の地には、

蜀
しょく

国
こく

［前
ぜん

蜀
しょく

と後
こう

蜀
しょく

］の独立政権があった。後蜀の 2 代目にして最後の皇帝が孟
もう

昶
ちょう

だ

った。蘇軾は 7 歳のとき、孟昶の宮中に出入りしていたという尼僧に会ったというこ

とが、この詞の序文に記されている。蘇軾が7歳というと西暦1042年で、後蜀が亡ん

だのが965年であるから、77年を経ている。 

 

【訳文】 



第6章 赤壁の賦 

第 6 章：364 
 

叙 

私は七歳のときに眉
び

山
ざ ん

で老いた尼を見た。姓は朱
し ゅ

で名は忘れたが、年齢は九十余りだった。 

「かつて師匠に従って蜀
し ょ く

主
し ゅ

孟
も う

昶
ち ょ う

様の宮中に出入りしておりました」 

といい、 

「あるとき、ひどく暑い日に、蜀主様と花
か

蕊
ず い

夫人様が摩
ま

訶
か

池
ち

のほとりで夕涼みをなさり、蜀主様が一つ

の詞をお作りになりました。いまもよく覚えております」 

それから四十年が経ち、朱氏はずっと前に亡くなり、その詞を知る者はいまや誰もいない。私は始めの

二句ばかりを覚えているだけだった。ある暇な折に、その句を吟味し、『洞
ど う

仙
せ ん

歌
か

令
れ い

』の曲ではなかろうか

と思い、それに継ぎ足してみた。 

 

冰肌玉骨、［氷の肌
はだえ

に玉
ぎ ょ く

の骨］ 

自清涼無汗。［自ずから清く涼しく、汗をかくことはありません］ 

水殿風来暗香満。［水辺の高殿に風がくるとひそやかに香りが満ちます］ 

繍簾開、［刺繍のある簾
すだれ

が開かれていて］ 

一点明月窺人、［ちらりと明るい月が覗きます］ 

人未寝、［人はまだ寝ずに］ 

敧枕釵橫鬢乱。［枕が斜めに、簪
かんざし

が横たわり、鬢の毛が乱れます］ 

 

起来携素手、［立って手を携え］ 

庭戸無声、［庭の戸から声もなく出て］ 

時見疏星渡河漢。［ふと見ると、天の川を流れ星が渡ります］ 

試問夜如何、［夜はどれほどかと尋ねると］ 

夜已三更、［すでに真夜中すぎ］ 
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金波淡、［天の川は淡く］ 

玉縄低転。［北極星のまわりの星が低く移ります］ 

但屈指、［指を折って数えるのは］ 

西風幾時来、［いつ秋がくるのかと］ 

又不道、［そしてこれはいいません］ 

年暗中偸換。［暗いうちに歳月がすっかり流れてしまうとは］ 

【補足】［（1）唐
とう

代
だい

に始まった詞を洗練された韻文学に育てたのは韋
い

荘
そう

であった。韋

荘は唐王朝末期の混乱期に辛酸を嘗め尽くした文化人の一人で、蜀
しょく

の地に国［前
ぜん

蜀
しょく

］

を構えた王
おう

建
けん

に庇護を求め、宰相にまでなった。王建は、韋荘を始めとして唐の都か

ら逃げてきた人々を保護し、唐の文化の伝統は蜀の地で受け継がれた。前蜀が亡んで

後
こう

蜀
しょく

に代わってからも高い文化水準が保たれ、後蜀の二代皇帝の孟
もう

昶
ちょう

は自らも詞を

作るような風雅を愛する人であった。しかし、文弱で贅沢に耽って国を亡ぼしたと評

判ははなはだ芳しくない。（2）蘇軾は、杭
こう

州の副知事であったころから精力的に詞を

作るようになり、従来の詞とは全く異なる豪壮な作品を生み出し、その代表作がこの

後で見る『念
ねん

奴
ど

嬌
きょう

』［→作品番号 06-3-058］である。しかし、優美な詞も決して不得

手ではなく、この『洞
どう

仙
せん

歌
か

』は孟昶自身の作と見まごうばかりで、前半の終わりの部

分などはかなり官能的である。後半は後蜀の栄華も虚しく消え去ったことを哀しんで

いて、郷里の旧君として孟昶に対して特別な思いがあったのだろう］ 

 

■【06-3-056】題伯父謝啓後 

【解題】伯父の蘇
そ

渙
かん

［→作品番号 06-2-065］がかつて記した手紙を手に入れたので、

この一文を添えて蘇渙の息子の蘇
そ

不
ふ

疑
ぎ

［→作品番号06-2-066］に送った。 
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【解題】 

天
て ん

聖
せ い

年間に伯父は眉
び

州での科挙の地方試験に合格した。時に二十三歳だった。このころの試験は

規定がまだ緩く、答案用紙に記された受験生の名を採点するときには隠すということをしていなかった。 

眉州副知事の蒋
し ょ う

堂
ど う

は、試験が終わって受験生が提出した文を見て、伯父の賦したものに至ると、そ

れが精妙で群を抜いていることに驚き、伯父に向かって「首席となるのは君以外にはいない」といった。

伯父は「私はまだまだ若く、もっと年長の者がいます。私は決して選ばれるような者には当たりません」と

強い調子で応じた。蒋堂はそれを聞いて、「これはまさしく『論
ろ ん

語
ご

』にある『君子は人の美を成す』［君子

は人の美点を挙げる］であるな」といって、伯父は実に賢いとした。そして伯父を第三位にした。翌年伯

父は科挙の最終試験にも合格した。 

この手紙は合格後に蒋堂に送った礼状である。伯父が亡くなって十三年後に単
た ん

錫
し ゃ く

の家に伝わった。

単錫が蒋堂と同じく宜
ぎ

興
こ う

の人だからだ。それから八年にして私の手元にきたので、自ら表装して、伯

父の次男［蘇
そ

不
ふ

疑
ぎ

］のもとに帰すことにした。これを家の宝として、伯父の徳が盛んであったことを忘れ

ずにいてほしいと思う。 

元
げ ん

豊
ほ う

五年七月十三日、伯父の甥である責
せき

授
じ ゅ

黄
こ う

州
しゅう

団
だん

練
れん

副
ふ く

使
し

軾
しょく

が謹んで誌
し

るす。 

【補足】［（1）科挙では情実や不正の入る余地が一切ないよう、答案用紙に記された

受験生の名が採点者に知られないようにした。これを「糊
こ

名
めい

」というが、伯父の蘇渙

の頃にはまだそれが行われていなかったことがこの文章からわかる。（2）蒋
しょう

堂
どう

［字
あざな

は希
き

魯
ろ

］は眉
び

州の副知事を勤めた後に泗
し

州の知事となり、朝廷に召されたり地方の高

官を務めたりして、長く官界で活躍した。単
たん

錫
しゃく

［字は君
くん

賜
し

］は蘇軾と同じ年に科挙に

合格し、蘇軾の親類の娘を娶った。（3）蘇
そ

不
ふ

疑
ぎ

の弟の蘇
そ

不
ふ

危
き

［字
あざな

は子
し

安
めい

］には、作品

番号06-3-015で見た手紙に続けて、伯父の礼状を添えると記している］ 

 

■【06-3-057】赤壁賦 
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【解題】上の文を書いて 3日後の 7月 16日、蘇軾は長
ちょう

江
こう

に舟を浮かべ、赤
せき

壁
へき

［→作

品番号 06-1-082］に遊び、この賦
ふ

を作った。賦とは詩や詞とは異なる韻文の一形式で、

小川環樹・山本和義選訳『蘇東坡詩選』（1975 年）の解説をそのまま拝借すると、

「『賦』は楚
そ

辞
じ

の流れを汲んで、漢代に生まれた文学形式。問答形式をとって韻をふ

みながら華麗なことばを連ねる叙事文学で、朗誦されるものである」。欧
おう

陽
よう

脩
しゅう

は賦を

外面を飾るものから内容重視のものへと変えようと努め、それを受け継いだのが蘇軾

のこの『赤壁の賦』である。 

 

【訳文】 

壬戌之秋、［元
げ ん

豊
ほ う

五年の秋］ 

七月既望、［七月の満月の翌日］ 

蘇子与客汎舟游于赤壁之下。［蘇
そ

先生は客と舟を浮かべ、赤壁の下に遊んだ］ 

清風徐来、［清らかな風が静かにきて］ 

水波不興、［波は立たず］ 

挙酒属客、［酒を挙げて客に勧めつつ］ 

誦明月之詩、［明るい月を待つ詩を朗誦し］ 

歌窈窕之章。［美しい人を求める古代の詩を歌った］ 

少焉、［しばらくすると］ 

月出於東山之上、［月が東の山の上に出て］ 

徘徊於斗牛之間、［斗
と

宿
し ゅ く

と牛
ぎゅう

宿
し ゅ く

の間をさまよい］ 

白露橫江、［長
ち ょ う

江
こ う

いっぱいに露の気配が横たわり］ 

水光接天、［光が水に満ちて天と一つになり］ 

縦一葦之所如、［一本の葦のような舟を行くに任せて］ 
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凌万頃之茫然。［万
ば ん

頃
け い

の茫
ぼ う

洋
よ う

とした広がりを超えて行った］ 

浩浩乎如憑虚御風、［浩
ひ ろ

浩
び ろ

と虚空に乗って風をあやつるようにして］ 

而不知其所止、［その止まるところを知らず］ 

飄飄乎如遺世独立、［飄
ふ わ

飄
ふ わ

と世間のことなど忘れて独りだけとなり］ 

羽化而登仙。［あたかも羽
う

化
か

して仙人になったかのようであった］ 

於是飲酒楽甚、［そこで酒を飲んで大いに楽しみ］ 

扣舷而歌之。［舟ばたをたたいて歌った］ 

歌曰：［その歌は］ 

「桂棹兮蘭槳、［「桂の棹
さ お

に蘭の槳
か い

］ 

 撃空明兮泝流光。［明るい空間を撃ち、流れる光をさかのぼる］ 

 渺渺兮余懷、［渺渺
は る か

なるかな我が懐
お も

い］ 

 望美人兮天一方」。［美しい人を天の彼方に望み見る」］ 

客有吹洞簫者、［客に洞
ど う

簫
し ょ う

を吹く者がいて］ 

倚歌而和之、［歌とともにそれに和し］ 

其声嗚嗚然、［その声は嗚嗚然
ぼ わ ぼ わ

として］ 

如怨、［怨むかのよう］ 

如慕、［慕うかのよう］ 

如泣、［泣くかのよう］ 

如訴、［訴るえかのよう］ 

余音嫋嫋、［余韻は嫋嫋
ほ そ ぼ そ

とつづき］ 

不絶如縷。［糸のように絶えることがなかった］ 

舞幽壑之潛蛟、［それは深い谷に潜む竜を舞わせ］ 

泣孤舟之嫠婦。［夫を失った舟上の女を泣かせるものであった］ 
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蘇子愀然、［蘇先生は表情を改め］ 

正襟危坐、［襟をただし、きちんと坐り直して］ 

而問客曰：［客に尋ねた］ 

「何為其然也」。［「これはどうなさったのですか」］ 

客曰：［客はいった］ 

「『月明星稀、烏鵲南飛』、［「『月明らかに星稀れに，烏
う

鵲
じ ゃ く

南に飛ぶ』］ 

 此非曺孟德之詩乎。［これは曹
そ う

操
そ う

の詩でありましょう］ 

 西望夏口、［ここから西を望めば夏
か

口
こ う

］ 

 東望武昌、［東を望めば武
ぶ

昌
し ょ う

］ 

 山川相繆、［山と川が互いにもつれ合い］ 

 鬱乎蒼蒼、［暗くこんもりとしています］ 

 此非孟德之困於周郎者乎。［曹操が周
し ゅ う

瑜
ゆ

のために苦しめられたのはここなのではありませんか］ 

 方其破荊州、［曹操はそれまでに荊
け い

州を破り］ 

 下江陵、［江
こ う

陵
り ょ う

へと下り］ 

 順流而東也、［流れに従って東に向かい］ 

 舳艫千里、［船を千里に渡って連ね］ 

 旌旗蔽空、［旗は空を覆い］ 

 釃酒臨江、［酒を漉
こ

して長江に注ぎ］ 

 橫槊賦詩、［槊
ほ こ

を横たえてこの詩を賦したのです］ 

 固一世之雄也、［まさに一時代の英雄でありますが］ 

 而今安在哉。［いまどこにいるのでしょうか］ 

 況吾与子漁樵於江渚之上、［まして、私とあなたは、長江の渚のあたりで魚を獲り木を切り］ 

 侶魚鰕而友麋鹿、［魚や蝦に伴い、鹿を友とし］ 
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 駕一葉之扁舟、［ひとひらの舟に乗り］ 

 挙匏罇以相属、［ひょうたんの酒を互いに挙げ］ 

 寄蜉蝣於天地、［かげろうのような身を天地に寄せ］ 

 渺滄海之一粟。［広く青い海のひと粒の粟のような存在でしかありません］ 

 哀吾生之須臾、［我が一生が束の間であるのを悲しみ］ 

 羨長江之無窮。［長江が無窮であるのを羨みます］ 

 挟飛仙以遨游、［空を飛ぶ仙人を両脇に従えてともに遊び］ 

 抱明月而長終。［明るい月を抱いて永遠に過ごすなど］ 

 知不可乎驟得、［にわかに得られるはずもないので］ 

 託遺響於悲風」。［悲しげな風に余韻を託したのです」］ 

蘇子曰：［蘇先生はいう］ 

「客亦知夫水与月乎。［「あなたも水と月を知っていましょう］ 

 逝者如斯、［水はこのように逝
ゆ

き続けていますが］ 

 而未嘗往也、［往
い

ってしまってそれきりということでは決してありません］ 

 盈虚者如彼、［月はこのように満ちたり欠けたりしていますが］ 

 而卒莫消長也、［ついには消え去ってしまったり大きくなりっぱなしということもありません］ 

 蓋将自其変者而観之、［そもそも変化するというところから観みるなら］ 

 則天地曾不能以一瞬、［天地は一瞬たりとも変わらずにいるということはありません］ 

 自其不変者而観之、［変わらないというところから観みるなら］ 

 則物与我皆無尽也、［物にしても私にしてもどれも尽き果ててしまうことはありません］ 

 而又何羨乎。［何を羨むのでしょう］ 

 且夫天地之間、［天地の間にある物には］ 

 物各有主、［それぞれの所有者がいます］ 
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 苟非吾之所有、［自分が持つものでなければ］ 

 雖一毫而莫取。［毛筋一本だって取ることはできません］ 

 惟江上之清風、［ただし、川のほとりの清らかな風と］ 

 与山間之明月、［山の間の明るい月は］ 

 耳得之而為声、［耳に得てその声を聞き］ 

 目遇之而成色、［目に遇ってその色を見て］ 

 取之無禁、［これをいくら取っても禁じられることはなく］ 

 用之不竭、［これをいくら用いても竭
つ

きることはありません］ 

 是造物者之無尽蔵也、［これは造物者の無
む

尽
じ ん

蔵
ぞ う

というものです］ 

 而吾与子之所共食」。［私とあなたと一緒にこれを食らおうではありませんか」］ 

客喜而笑、［客は喜んで笑い］ 

洗盞更酌。［盃を洗ってさらに酌んだ］ 

肴核既尽、［酒の肴は尽き］ 

杯盤狼籍、［杯や皿が散らかり］ 

相与枕藉乎舟中、［ともに枕となって舟に眠り］ 

不知東方之既白。［東方がすでに白むのも知らずにいたのだった］ 

【補足】［（1）同舟の者が洞
どう

簫
しょう

［笛の一種］を吹いたとの叙述がある。廬
ろ

山
ざん

からきて

いた道士の楊
よう

世
せい

昌
しょう

が洞簫を吹くことを作品番号 06-3-053の其の二で見ているので、楊

世昌が一緒であったと推測されている。（2）「造
ぞう

物
ぶつ

者
しゃ

の無
む

尽
じん

蔵
ぞう

」。これこそが黄
こう

州にき

て以来、己を新しくしようとさまざまに思索を重ねてきた一つの到達点であったとい

ってよいであろう。『雪
せつ

堂
どう

の記
き

』では「散
さん

人
じん

」と「拘
こう

人
じん

」を対比して、「散人」になる

には知恵を去らなければならないといっていた。黄州にきた当初は安
あん

国
こく

寺
じ

に参禅して

「空
くう

」の境地を得ようとした。ここに至って「空」ではなく「無尽蔵」を見出し、



第6章 赤壁の賦 

第 6 章：372 
 

「散人」だろうが「拘人」だろうが誰であってもいかなる境遇にあっても、その「無

尽蔵」はいくらでも享受できると歌い上げた。一見すると安直な楽観主義のようであ

るけれど、苦悩の末に見出したひとつの答えだったのだ。（3）かつて『書
しょ

臨
りん

皐
こう

亭
てい

』

［→作品番号 06-1-061］で直感的に記したことを発展させたと見ることもできるだろ

うか］ 

 

■【06-1-058】念奴嬌 

【解題】上の『赤
せき

壁
へき

の賦
ふ

』では三国時代の英雄の名を出したものの、それは脇役でし

かなかった。そこで、周
しゅう

瑜
ゆ

を主役にした詞を別に作った。「赤
せき

壁
へき

懐
かい

古
こ

」の副題がある。 

 

【訳文】 

大江東去、［大いなる長
ち ょ う

江
こ う

は東に流れ行き］ 

浪淘尽、［浪は洗い尽くしてしまいます――］ 

千古風流人物。［千年にわたる風流な人々をも］ 

故壘西辺、［古い石垣の西のあたり］ 

人道是、［人はいいます、これは］ 

三国周郎赤壁。［三国時代の周
し ゅ う

瑜
ゆ

の赤
せ き

壁
へ き

であると］ 

乱石崩雲、［崩れる雲のように乱れた岩］ 

驚濤裂岸、［岸壁を裂くように打ち付ける波は］ 

捲起千堆雪。［千段に積み重なった雪を巻き起こします］ 

江山如画、［画のような江
か わ

と山］ 

一時多少豪傑。［かのときにどれほど多くの豪傑がいたのでしょうか］ 
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遙想公瑾当年、［遥かに想うのは、そのときの周瑜］ 

小喬初嫁了、［喬
き ょ う

姉妹の妹を妻に迎えたばかり］ 

雄姿英発。［雄姿は英
すばら

しく溌
は つ

剌
ら つ

としていました］ 

羽扇綸巾、［羽根の団扇に綸
り ん

子
ず

の頭巾］ 

談笑間、［談笑する間に］ 

強虜灰飛煙滅。［強い敵は灰となって飛び、煙となって消え去ったのです］ 

故国神遊、［所縁
ゆ か り

ある国に神
こころ

を遊ばせると］ 

多情応笑我、［情
こころ

ある人は私に笑いかけ］ 

早生華髮。［早くも白髪になりましたなぁということでしょう］ 

人間如夢、［人間世界は夢のよう］ 

一樽還酹江月。［ひと樽の酒を江
か わ

の月に捧げようではありませんか］ 

【補足】［（1）後世の『三
さん

国
ごく

志
し

演
えん

義
ぎ

』などでは、赤
せき

壁
へき

で曹
そう

操
そう

の大軍を破った最大の功

労者は諸
しょ

葛
かつ

孔
こう

明
めい

であったように描かれもするが、実際は周
しゅう

瑜
ゆ

こそが立役者であった。

この詞は周瑜を中心に置いている。（2）「風流人物」とあるのは、日本語の「風流な

人」とはかなり異なり、何物にも捉われない独立不羈の人物、曹操や周瑜のような

人々を指す。（3）「羽
う

扇
せん

綸
りん

巾
きん

」［貴族がくつろいで過ごすときの服装］は、『三国志演

義』などでは悠揚迫らぬ諸葛孔明の姿を描く常套語となっているが、蘇軾は周瑜を描

写するのに用いている。ただし、ほとんどの解説書では、ここでもやはり諸葛孔明の

ことであるという解釈をとっている。そうだとしたら、周瑜の存在がかすんでしまっ

て興趣がかなり削がれるのではなかろうか。（4）この『念
ねん

奴
ど

嬌
きょう

』は、蘇軾の詞の最高

傑作と評されることが多い。蘇軾は、酒席の余興から始まった詞を、文学的な鑑賞に

十分耐えうるものに変革すべく努め、「豪放派」の開祖とされ、この詞がその到達点

であるとされる。「豪放派」はこの作品に見られるように、ごつごつとした印象の語
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句を使って堅い内容の詞を作る。一方で、蘇軾によって詞
．
は結局のところ詩

．
にされて

しまったとする批判があり、「豪放派」を受け継ぐ者はそう多くはなかった。宋代の

詞の本流を形作ったのは、蘇軾ではなくむしろ張
ちょう

先
せん

や柳
りゅう

永
えい

であった。蘇軾が杭
こう

州時

代に張先と交流があったことはしばしば見ていて、多数の歌妓を連れて西湖で舟遊び

をする姿はまさに詞の名手にふさわしい。柳永は蘇軾よりも50年ほど先輩で、若い頃

に科挙を受けたものの、色里の流行歌を作っているような者は朕の朝廷にはいらない

と皇帝が不合格にしたという伝説がある。柳永は妓女のために詞を作る専門の作詞家

になり、都の井戸端で柳永の詞を歌う女性の声が聞かれない日はないといわれるまで

にその詞は人々に愛された。その後、50 歳の頃に発奮して再び科挙を受け、短い期間

ではあったが地方で官僚勤めをし、蘇軾が18歳のときに亡くなった。蘇軾のこの『念

奴嬌』がいかに傑作であっても、井戸端で歌われるようなものではなく、大衆が求め

る詞のあり方からはずれていたのだろう。とはいえ、蘇軾も優美で繊細な詞を多数作

っていて、先に見た楊の詞［→作品番号 06-2-016］の方が優れているようにも思える］ 

 

■【06-3-059】夜坐与邁聯句 

【解題】夜、臨
りん

皐
こう

亭
てい

に坐して息子の蘇
そ

邁
まい

と交互に句を詠む連
れん

句
く

をした。蘇軾の句を青

字で、蘇邁の句を赤字で示す。 

 

【訳文】 

清風来無辺、［清らかな風が無限の彼方から来て］ 

明月翳復吐。［明るい月が翳
か げ

ったり雲からまた吐かれたりする］ 

松声満虚空、［松の声［上の風に対応］が虚空に満ち］ 

竹影侵半戸。［竹の影［上の月に対応］が戸から入り込んでくる］ 
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暗枝有驚鵲、［暗がりの枝で驚いて鵲
かささぎ

が鳴き］ 

壊壁鳴饑鼠。［壊れた壁で餓えた鼠が鳴く］ 

露葉耿高梧、［露を帯びた葉が高い梧
あおぎり

に輝き］ 

風蛍落空廡。［風に飛ぶ蛍が人のいない廡
ひさし

に落ちる］ 

微涼感団扇、［微かな涼しさにもはや捨てられる団扇を感じ］ 

古意歌白紵。［無官の服のままでいることを嘆く古い歌をうたう］ 

楽哉今夕遊、［それにつけても、この夕べの遊びの楽しさは］ 

復此陪杖屨。［こうしてまた父上のお供ができるのだから］ 

伝家詩律細、［我が家に伝わる詩律は細やかであるが］ 

已自過宗武。［君はすでに杜
と

甫
ほ

の息子の宗
そ う

武
ぶ

を凌ぐもがあるだろう］ 

短詩膝上成、［我が膝の上でこのように詩を作ってくれて］ 

聊以慰懐祖。［祖先に対していささか鼻が高い］ 

【補足】［蘇
そ

邁
まい

はこのとき 24歳であった。24歳といえば蘇軾が官職に就くために都に

向かったときの年齢で、そのときの旅で詠んだ詩は第 1 章で見たように、すでに父の

蘇
そ

洵
じゅん

を凌ぐものとなっていた。それと比べると、全く酷な比較だが、息子の詩才は特

別光るものではなかったようだ］ 

 

■【06-3-060】次韻和王鞏六首 

【解題】蘇軾に連座して遥か南方の賓
ひん

州に置かれていた王
おう

鞏
きょう

［字
あざな

は定
てい

国
こく

］［→作品番

号06-2-050など］から送られてきた詩に次韻した。 

 

【訳文】 

 其の一 
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貴君は、近くにある陽
よ う

朔
さ く

山
ざ ん

のことを詩中に談じて、 

一銭の価値も生まない山だという。 

その巌
いわお

には頭が二つある毒蛇が潜み、 

千仞
じ ん

の高さを飛ぶ鳥を落としてしまう毒気を放っている。 

ならば、極悪人を放逐するのによろしいところで、 

舜
しゅん

のような聖人が登ったとの伝説があるのははなはだ訝
いぶか

しい。 

この山に少しの間いるだけで、 

鏡を見ると顔はもう真っ黒になってしまっているくらいに恐ろしいところなのだ。 

苦い霧のために、飲むものも食べるものも味が変わってしまう。 

貴君は三年もの間、そんなところで囚われ人となっている。 

しかし、善い人は天地の徳を身に荷っているのだから、 

決してそこでは死なないはずだ。 

私はというと、黄
こ う

州の岡のもとにいて、 

枕に横たわって長
ち ょ う

江
こ う

の碧
みどり

の流れを眺めている。 

川の向こうには武
ぶ

昌
し ょ う

山
ざ ん

があって、 

いつも私と顔を向かい合わせにして立っている。 

軟らかな土からは春の野菜が生じ、 

蒼い崖を裂いて筍
たけのこ

が出てくる。 

私が貴君を巻き込んで陽朔山のもとに行かせてしまったのに、 

私はこの地にきてかえって安らかに暮らしている。 

遥かに聞くところでは、 

そちらの近くに丹
た ん

砂
さ

の産地があるとか。 

だからいつか貴君も仙薬を得て、 
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仙人の名簿の中に貴君の名を見ることになるのだろう。 

【補足】［丹
たん

砂
さ

は不老不死の薬の原料になると考えられていて、先に王
おう

鞏
きょう

に送った手

紙の中でもそれについて言及していた［→作品番号06-1-105など］］ 

 

 其の二 

若いときは、 

刀剣を腰に帯びて従軍したら楽しいであろうと思っていた。 

老いてからは、 

剣を鎔
と

かして鋤にして農事に服することとなった。 

少しの武勲も挙げなかったのに、 

朝廷は耕す土地を与えてくださった。 

春は川の氷を砕いて紙を梳き、 

秋は葦を刈って布を織り、 

冬は櫟
くぬぎ

の林を斬って炭とし、 

夏には土手の竹から皮を剥き取る。 

四季ごとに採るものがあり、 

天の与えてくれるものは十分に満足させてくれる。 

貴君は裕福な家に生まれたので、 

そのような四季の仕事を学ぶ必要はなかっただろう。 

貴君の左右におられる腕が細くて白い美女には、 

薪を束ねるようなことはできるはずもない。 

こんなことを私がいっているとは、 

当の美女には聞かせないでほしい、 
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私だってわざわざ美しい方々を怒らせたくはないので。 

笑ってしまうのは、 

我があばら家には、 

ぎゃあぎゃあ騒がしいだけの女どもがどっさりいることだ。 

【補足】［王
おう

鞏
きょう

は名家に育ち、贅沢な暮らしをしていたのだろう。流
る

謫
たく

の地にも美し

い侍女を多数連れて行ったようで、蘇軾はそのことをかねてから気にかけていて、こ

の一連の詩でもやんわりと教訓めいたことをいっている］ 

 

 其の三 

千年に一度だけ実を結ぶという伝説の桃にしても、 

まずは寒い冬を耐えてから二月に花を咲かせる。 

骨にまで至るような苦労をしてこそ、 

果てしない寿命が得られるのだ。 

私は罪による死を免れただけ十分で、 

この上さらに長生を求めるようなことはしない。 

貴君のいる賓
ひ ん

州はどこであろうかと、 

棲
せ い

霞
か

楼
ろ う

に昇って見るとしよう。 

【補足】［棲
せい

霞
か

楼
ろう

は作品番号06-2-050で見ている］ 

 

 其の四 

近隣の人々にはそれぞれ異なる趣
おもむき

がある。 

だから、互いに往き来するのがよろしかろう。 

奇妙な人と思って厭わずに、 
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数回会えば自ずと親しくなるのだ。 

また、何事もなく黙って坐わっているのもよい。 

自分の内側から光がめぐりきて、また己を照らすのを覚えるであろう。 

いずれにしても、 

貴君が宮廷に堂 と々立つ姿をきっとまた見ることになるであろう。 

【補足】［この詩では、土地の人とも分け隔てなく交際するようアドバイスしている。

蘇軾のように土地の庶民とも親しくするというのは、エリートである士
し

大
たい

夫
ふ

の誰もが

できるようなことではなかったのだろう］ 

 

 其の五 

普段から私は他の人々を軽んじてきたのだが、 

老年に到ると、私のことを気に掛ける者など誰もいなくなっていた。 

巧みな語を出したように思っていたのは自分だけで、 

実際は本物の宝玉と数
じ ゅ

珠
ず

玉
だ ま

の実くらいに違っていたのだ。 

せめてまずいことをいってしまわないようにしようとしても、 

我が癖を治す薬はどこにもありはしない。 

子どもの出来の悪さときたら、 

やはり陶
と う

淵
え ん

明
め い

が嘆いた通りだが、 

ただ妻が慎ましやかであるのは、 

馮
ふ う

衍
え ん

が妻のやかましさに悩まされたのとはえらい違いだ。 

私が貧乏であるのはなぜかと聞かれたら、 

天の与えたものだと応えよう。 

黄
こ う

州に流されて初めて財布がからっぽになったのではないのだ。 
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【補足】［（1）陶
とう

淵
えん

明
めい

には子供の出来の悪さを嘆く詩がある。（2）馮
ふう

衍
えん

は後
ご

漢
かん

の人で、

蘇軾自身がこの詩に付した注記で、「私の文章は馮衍に及ばないものの、意気と志で

は愧
は

じるものではない。当時の皇帝は優れた士を好んだものの、馮衍は不遇で都の遠

くに置かれ、私と似ている。しかし、馮衍の妻はひどく嫉妬深く、この一点は私には

ない。そこで私の方が馮衍より勝っているということになる」と記している。このこ

とは、もしかすると妻の容認のもと王
おう

朝
ちょう

雲
うん

を深く愛するようになっていたことを示唆

するものであろうか］ 

 

 其の六 

貴君の家の女性は、 

青色の衣に美しい腕を通し、 

宮廷の女性のように黄色い粉を額に施し、 

私のような下等の客はお目にかかることもできなかったのだが、 

そちらでも、南国の鄙びた歌を習ったりはしないで、 

雅
みやび

なことばかりを変わらず語り続けているだろうけれど、 

衣を薫らせる香が少なくなってしまったのはさすがに嘆いているだろうか。 

貴君は北に帰るときには、 

その女性を携えて私のところに会いにきてくれるといっているのだが、 

雪の山を崩すような大きな浪に阻まれたとかなんとか、 

言い訳をきっとすることになるだろうね。 

【補足】［第六首のこの訳は原文よりも皮肉な口調がきつくなっている］ 

 

■【06-3-061】念奴嬌 
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【解題】『念
ねん

奴
ど

嬌
きょう

』の曲で8月15日の中秋節に詞を作った。この詞はかつて密
みつ

州でや

はり中秋節に作った詞『水
すい

調
ちょう

歌
か

頭
とう

』［→作品番号 05-2-028］を踏まえ、地上と月の世

界を行きつ戻りつする。 

 

【訳文】 

憑高眺遠、［高いところから遠く眺めると］ 

見長空万里、［見えるのは万里にわたる広大な空］ 

雲無留跡。［雲はどこにも跡を留めません］ 

桂魄飛来光射処、［月が飛び来て射す光］ 

冷浸一天秋碧。［ひやひやと満天の秋の碧
あ お

を浸します］ 

玉宇瓊楼、［天の上の玉の宮殿へと］ 

乗鶯来去、［鶯
お う

に乗り］ 

人在清涼国。［人は清く涼しい国に来るのです］ 

江山如画、［（月から見る）江
か わ

や山は画のよう］ 

望中煙樹歴歴。［望み見る靄の中に樹々が連なっています］ 

 

我酔拍手狂歌、［私は酔い、手を打っておかしげに歌い］ 

挙杯邀月、［杯を挙げて月を迎え］ 

対影成三客。［私と影と月と三人になります］ 

起舞徘徊風露下、［秋風のもとで起って舞い、あたりを歩き］ 

今夕不知何夕。［この夕べは月の世界ではいつの夕べなのでしょう］ 

便欲乗風、［さあ、風に乗って］ 

翻然帰去、［翻り飛んで帰りましょう］ 
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何用騎鵬翼。［鵬
おおとり

の翼に騎
の

らないでもよいのです］ 

水晶宮裏、［月の水晶宮で］ 

一声吹断橫笛。［一声、横笛が吹かれます］ 

 

■【06-3-062】与毅父宣徳 

【解題】孔
こう

平
へい

仲
ちゅう

［字
あざな

は毅
き

甫
ほ

あるいは毅
き

父
ふ

］［→作品番号06-3-053］に宛てた手紙。 

 

【訳文】 

お手紙を頂戴し 忝
かたじけな

く存じます。安らかにお過ごしのことでありましょう。明日は重
ち ょ う

九
きゅう

でありますが、その日

に会える会えないはいかなる縁によるものなのか、毎回不思議な気持ちになります。貴君は、文人に

は相手を軽んじる病があるのを嫌っておられ、しかしながら、不肖の私のことを過大に評価してくださって

います。それははなはだいわれなきことであります。詩文を断ちましたと先に誓いましたことは隠せません

ので、どうぞ私のことをお笑いください。甥婿となる曹
そ う

煥
か ん

君が行くのに合わせてこのお手紙を届けてもら

います。これからは冷えてゆきますので、万万自重されますように。…… 

【補足】［（1）光
こう

州知事の曹
そう

九
きゅう

章
しょう

の息子の曹
そう

煥
かん

［→作品番号 06-2-069］と蘇轍の娘と

の縁談がまとまったので、曹煥は黄
こう

州にきて蘇軾に挨拶してから蘇轍のいる筠
いん

州に向

かった。孔
こう

平
へい

仲
ちゅう

は江
こう

州にいて、ちょうど通り道に当たっているので、この手紙を曹煥

に託したのである。（2）このときに、曹煥を通じて曹九章に贈った詞があるのだが、

意味がよく汲み取れないので訳は割愛する］ 

 

■【06-3-063】酔蓬莱 

【解題】9月9日の重
ちょう

陽
よう

の節句に徐
じょ

大
だい

受
じゅ

［字
あざな

は君
くん

猷
ゆう

］知事が酒宴を開き、そこでこの

詞を詠んだ。序文がある。 
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【訳文】 

私は黄
こ う

州謫
た く

居
き ょ

となって三度目の重
ち ょ う

陽
よ う

の節を迎えた。徐
じ ょ

知事は毎年棲
せ い

霞
か

楼
ろ う

で宴を開いてきたが、今

年は任期が満ちて、湖
こ

南
な ん

に移ることを希望しているという。そのことを思うと寂しく、この詞を作った。 

 

笑労生一夢、［笑ってしまうのは、生きる苦労もひとつの夢］ 

羈旅三年、［遠く三年の旅］ 

又還重九。［また重陽の節句となりました］ 

華髮蕭蕭、［まばらな白い髪］ 

対荒園掻首。［荒れた庭を見つつ頭を掻きます］ 

頼有多情、［頼みとするのは（知事殿の）情
なさけ

の深さ］ 

好飲無事、［何事もなく飲むのを好み］ 

似古人賢守。［古
いにしえ

の賢
け ん

太
た い

守
し ゅ

に似ておられます］ 

歳歳登高、［毎年毎年（重陽の節句には）高いところに登り］ 

年年落帽、［毎年毎年帽子を落としてまいりましたのは］ 

物華依旧。［昔の結構な故事に従ってのことでした］ 

 

此会応須爛酔、［今日の会では大いに酔いましょう］ 

仍把紫菊茱萸、［菊の花と茱
し ゅ

萸
ゆ

の実を手にして］ 

細看重嗅。［細やかに見て重ねて香りを嗅ぎましょう］ 

搖落霜風、［間もなく、葉を落とす風が］ 

有手栽双柳。［手ずから植えた二本の柳にも吹き寄せましょう］ 

来歳今朝、［来年のこの朝には］ 
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為我西顧、［私のために西を見て］ 

酹羽觴江口。［川べりで杯を酌んでください］ 

会与州人、［私はこの地の人 と々ともに］ 

飲公遺愛、［知事殿を偲んで飲み］ 

一江醇酎。［川に酒を注ぎましょう］ 

【補足】［（1）始めにある「羈
き

旅
りょ

三
さん

年
ねん

」は、知事の任期が通常3年であることと、蘇軾

が黄
こう

州に流されて3年になることを兼ねているのだろう。（2）「搔
そう

首
しゅ

」とは首がかゆく

て掻
か

くわけではなく、思い悩む仕草を表す慣用句。（3）重
ちょう

陽
よう

の節句に風に吹かれて帽

子を落とす故事は何度か見ている。（4）最後のところは、黄州で長
ちょう

江
こう

に酒を注ぐから、

新たな任地である下流でそれを受け取ってほしいということ］ 

 

■【06-3-064】記夢賦詩 

【解題】蘇軾はときどき夢の中で詩詞を聞いたり賦したりしている。本当に夢に見た

のか、想像を夢に託したのかはわからない。 

 

【訳文】 

私は科挙を受けるために蜀
し ょ く

から都に行き、途中で華
か

清
せ い

宮
きゅう

を通った。夢に、玄
げ ん

宗
そ う

皇帝が『太
た い

真
し ん

妃
ひ

裙
く ん

帯
た い

詞
し

』を賦すように命じるのを見た。目覚めてその詞を記憶していた。いまこれを書いて、潘
は ん

大
だ い

臨
り ん

に贈る。 

その詞は、 

 

百畳漪漪水皺、［（貴妃の裳
スカート

の広がりは）百畳もの漪漪
さ ら さ ら

と流れる水の皺］ 

六銖縦縦雲軽。［（その重さはわずか）六銖
し ゅ

で縦
ひ ら

縦
ひ ら

として雲よりも軽いのです］ 

植立含風広殿、［風を含んで広い高殿にすくっと立つならば］ 
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微聞環佩搖声。［腰に着けた環が揺れる音が微かにします］ 

 

元
げ ん

豊
ほ う

五年十月七日。 

【補足】［（1）蘇軾が科挙を受験するために都に行ったのは嘉
か

祐
ゆう

元年［1056 年］のこ

と。この短文も一つの根拠となって、そのときの旅は長
ちょう

安
あん

を経由する陸路であったと

知れる。華
か

清
せい

宮
きゅう

は長安の東にある温泉地で、唐
とう

の玄
げん

宗
そう

皇帝が楊
よう

貴
き

妃
ひ

［太
たい

真
しん

妃
ひ

］と遊ん

だところとして有名。（2）潘
はん

大
だい

臨
りん

［字
あざな

は邠
ひん

老
ろう

］は潘
はん

丙
へい

の兄の子［→作品番号 06-3-

016］］ 

 

■【06-3-065】後赤壁賦 

【解題】10 月 15 日に蘇軾は再び赤
せき

壁
へき

に遊び、この賦を作った。同行の者が 2 人いた

とあり、1 人は先の『赤
せき

壁
へき

の賦
ふ

』と同じく道士の楊
よう

世
せい

昌
しょう

であることは、次の作品番号

で明らかである。もう 1 人は誰だったのか。その者が魚を獲り舟を操ったとすると、

先の『魚
ぎょ

蛮
ばん

子
し

』［→作品番号 06-3-054］に歌われていた漁師であったりするのだろうか。 

 

【訳文】 

是歳十月之望、［この歳の十月の満月の日］ 

歩自雪堂、［雪
せ つ

堂
ど う

から歩いて］ 

将帰於臨皐。［臨
り ん

皐
こ う

亭
て い

に帰ろうとした］ 

二客従予、［二人の友が一緒で］ 

過黄泥之坂。［黄
こ う

泥
で い

の坂を通った］ 

霜露既降、［霜や露の気配がすでに下り］ 

木葉尽脱、［木の葉はことごとく落ち］ 
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人影在地、［人の影が地面にあって］ 

仰見明月、［明るい月を仰ぎ見て］ 

顧而楽之、［互いに顧みて楽しみ合い］ 

行歌相答。［歩きつつ歌って唱和した］ 

已而歎曰、［ふと嘆息していった］ 

「有客無酒、［友がいるのに酒がありません］ 

 有酒無肴、［たとえ酒があっても肴がありません］ 

 月白風清、［月は明るく風は清らかで］ 

 如此良夜何」［この良き夜をどうしたらよろしいのでしょう］ 

客曰、［友はいった］ 

「今者薄暮、［今日の夕方］ 

 挙網得魚、［網を挙げて魚を得ました］ 

 巨口細鱗、［口が大きく鱗が細かく］ 

 状如松江之鱸。［松
し ょ う

江
こ う

の有名な鱸
すずき

に形が似ています］ 

 顧安所得酒乎」［ただどこで酒を得たらよろしいでしょうか］ 

帰而謀諸婦。［帰ってそのことを妻に相談した］ 

婦曰、［妻がいうには］ 

「我有斗酒、［わたくしに一斗の酒がございます］ 

 蔵之久矣、［これを久しくしまっておき］ 

 以待子不時之需」［あなたさまが急にお求めになるのに備えておりました］ 

於是携酒与魚、［そこで酒と魚を携え］ 

復遊於赤壁之下。［また赤
せ き

壁
へ き

の下で遊ぶことになった］ 

江流有声、［長
ち ょ う

江
こ う

は音を立てて流れ］ 
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断岸千尺、［切り立った岸は千尺］ 

山高月小、［山は高く月は小さく］ 

水落石出。［水量が減って石が出ている］ 

曽日月之幾何、［日や月はあれからどれだけ巡ったのか］ 

而江山不可復識矣。［江
か わ

も山もまるで識
し

らないところであるかのようだ］ 

予乃攝衣而上、［私は衣をかかげて陸に上り］ 

履巉巌、［険しく切り立ったところを踏み］ 

披蒙茸、［草むらを開き］ 

踞虎豹、［虎や豹のようにわだかまる岩にまたがり］ 

登虬竜、［竜のようにねじくれた木を登り］ 

攀棲鶻之危巣、［鶻
はやぶさ

の棲む危うい巣をよじのぼり］ 

俯馮夷之幽宮。［馮
ふ う

夷
い

［水の神］の宮殿を見下ろした］ 

葢二客不能従焉。［どうやら二人の友は付いてこられなかった］ 

劃然長嘯、［空気を裂くように長く嘯
うそぶ

くと］ 

草木震動、［草木が震動し］ 

山鳴谷応、［山が鳴り谷が応え］ 

風起水湧。［風が起き水が湧いた］ 

予亦悄然而悲、［私はふと悄然
し ょ ん ぼ り

として悲しみ］ 

肅然而恐、［肅
ぞ く

然
ぞ く

として恐れ］ 

凜乎其不可留也。［凜乎
び く び く

としてもはやそこにいられなくなった］ 

反而登舟、［かえって舟に乗り］ 

放乎中流、［流れの中ほどに放ち］ 

聴其所止而休焉。［その止まるところにまかせて休んだ］ 
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時夜将半、［時に夜はもう半ば］ 

四顧寂寥。［四方を顧みると静まり返っていた］ 

適有孤鶴、［たまたま一羽の鶴が］ 

橫江東来。［江
か わ

を横切って東からやって来た］ 

翅如車輪、［翅
つばさ

は車輪ように大きく］ 

玄裳縞衣、［黒い裳
はかま

に白い絹の衣］ 

戛然長鳴、［鋭く長く鳴き］ 

掠予舟而西也。［私の船を掠めて西へと飛んだ］ 

須臾客去、［間もなく友人は帰り］ 

予亦就睡。［私も眠りについた］ 

夢一道士、［夢に一人の道士を見た］ 

羽衣蹁躚、［羽の衣を翻し］ 

過臨皐之下、［臨
り ん

皐
こ う

亭
て い

の下を通り］ 

揖予而言曰、［私に会釈していった］ 

「赤壁之遊楽」。［赤壁の遊びは楽しかったですか］ 

問其姓名、［その姓名を問うと］ 

俛而不答。［俯いて答えなかった］ 

「嗚呼噫嘻、［ああ、ああ］ 

 我知之矣。［私はわかっております］ 

 疇昔之夜、［昨日の夜］ 

 飛鳴而過我者、［飛んで鳴いて私の前を通ったのは］ 

 非子也耶」。［あなただったのでありましょう］ 

道士顧笑、［道士は顧みて笑い］ 
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予亦驚寤。［私ははっと目を覚ました］ 

開戸視之、［戸を開いて道士を見ようとしたが］ 

不見其処。［どこにもいなかった］ 

【補足】［（1）この賦を『後
のち

の赤
せき

壁
へき

の賦
ふ

』といい、それに対して先の賦を『前の赤壁

の賦』という。『前の赤壁の賦』は理屈を述べ、『後の赤壁の賦』は幻想的である。二

つを合わせて『赤壁の賦』は完成するということなのだろう。（2）5 行目にある「黄
こう

泥
でい

の坂」は後に詳しく見ることになる］ 

 

■【06-3-066】帖贈楊世昌 

【解題】道士の楊
よう

世
せい

昌
しょう

のために書いて贈った短文。 

 

【訳文】 

十月十五日夜、楊
よ う

道
ど う

士
し

と赤
せ き

壁
へ き

に舟を浮かべ、飲みかつ酔った。夜半に、一羽の鶴が長
ち ょ う

江
こ う

の南か

らきて、翅
は ね

は車輪の如く、戛
か つ

然
ぜ ん

と長く鳴いて、私の舟を掠
か す

めて西に去った。それが何の祥
しる し

かわからなか

った。いささかまたこのことを記す。 

 

■【06-3-067】弔李台卿、并叙 

【解題】光
こう

州知事の曹
そう

九
きゅう

章
しょう

［字
あざな

は演
えん

甫
ほ

］［→作品番号 06-3-062］から手紙が届き、か

つて黄
こう

州管轄内の麻
ま

城
じょう

県で主
しゅ

簿
ぼ

を務めていた李
り

台
だい

卿
けい

が亡くなったことを知った。李台

卿とは生前にわずかな交流があっただけだったが、その人柄を想ってこの詩を作った。

序文がある。 

 

【訳文】 



第6章 赤壁の賦 

第 6 章：390 
 

叙 

李
り

台
だ い

卿
け い

、字
あざな

は明
め い

仲
ちゅう

は、廬
ろ

州の人である。風貌がひどく不細工で、変わり者で、人と群れることがなか

った。しかし、博学で記憶力のよさは人の及ぶところではなかった。『春
しゅん

秋
じ ゅ う

左
さ

氏
し

伝
で ん

』を好み、『史
し

学
が く

考
こ う

正
せ い

同
ど う

異
い

』を著して新たに発見したところが多数あった。天文や暦も詳しく知り、千年間の暦を知り尽くしてい

た。私が黄州に謫
た く

居
き ょ

となったとき、李台卿は麻
ま

城
じ ょ う

県の主
し ゅ

簿
ぼ

で、初めてその名を識
し

った。間もなく李台

卿は辞めて廬州に帰ったのだが、光州知事の曹
そ う

九
きゅう

章
し ょ う

から李台卿が亡くなったことを報
し

らされた。李台

卿は曹九章の妻の一族である。 

 

初め私は貴君を知らなかった。 

人々は貴君のことを、 

病気になった鶴がだらんと頭を垂れたような姿をしているとか、 

七つの穴が全て土煙に覆われたような顔をしているとか、 

そんなことをいって笑いの種にしていた。 

ある日、貴君は破れた衣をまとって私のところにきたのだが、 

釣り糸を垂れる人であるかのように座っているだけだった。 

しかし、容貌の醜さで名を残した古
いにしえ

の鬷
そ う

蔑
べ つ

と同じく、 

たった一語を発するとそれは妙所を突いていて、 

横顔をちらりと見ただけで賢人を見分けた古
いにしえ

の褚
ち ょ

裒
ほ う

のように、 

私はたちまち貴君に驚かされたのだった。 

貴君はのろのろとさざ波の上を渡っているようでいて、 

実は極まりない大海の涯までも見ているのだった。 

唐
と う

の太
た い

宗
そ う

は、画に描いたような頑固一徹の大臣を、 

軟弱で朕に媚びているようにしか見えないといったように、 
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士
ひ と

というものはもとより軽 し々くは料り知れない。 

貴君が書物を看るのは、 

月の光のように隅々までも照らさないところはない。 

私は年齢とともに忘れてしまうことが多くなったのに、 

貴君はどんどん若くなっていくかのようにより多く覚えるのだった。 

諸々の学問に通じ、博
ひ ろ

くかつ要を得ていた。 

しかし、残念なことに、言動に飾り気がなかったために、 

老年に至っても外に輝きを見せることがなかった。 

だから、その人生は世に識
し

られず、 

すでに亡くなって、弔う者は誰もいない。 

私は詩を作って貴君を知る人々に贈ろうと思う。 

できることなら俗人どもの過ちを正したいのだ。 

 

■【06-3-068】曹既見和復次其韻 

【解題】上の詩に曹
そう

九
きゅう

章
しょう

が和したので、それにまた次韻した。 

 

【訳文】 

造物者のすることはもとより小児の戯れ、 

ゲップをすると大風に、笑うと雷になり、 

地上を震わせ、人々をやたらと驚かせてしまう。 

人間どもは川でも湖でもやたらと走り回り、 

網を投げたり釣糸を垂れたりと忙しい。 

偶然にも立派な魚を六匹も獲ったなら、俺は妙手の持ち主だと思ってしまうし、 
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たまたま空しく海辺に三年間もうずくまったままの者もいる。 

長く貧乏するのは辛抱できなくはないとしても、 

いつ死ぬのかということは料り知れない。 

占ってみたところで、仏の眼でもなければ見えはしない。 

李
り

台
だ い

卿
け い

君の学問は誰が嗣
つ

ぐのだろうか。 

残念なことに、 

李君の子息はなお年少であり、 

李君を惜しむ私も曹
そ う

君もすでに老い衰え、世に不要な存在となっている。 

いろいろ我々が述べたところで空しく、 

李君の学問を救えはしないけれど、 

優れた仕事は後に必ず耀
かがや

くはずである。 

貴君［曹
そ う

九
きゅう

章
し ょ う

］が吟じる五言詩は千金の経典よりも価値がある。 

この私の詩は貴君だけが見て外に出さないでくれたまえ、 

私がおかしなことを言っていると世間の連中から譙
そ し

られたくないので。 

【補足】［よくわからないが、この詩には世間に対する皮肉が篭められているのだろ

う］ 

 

■【06-3-069】弔徐徳占、并引 

【解題】同じころにもう一つ亡き人を弔う詩を詠んでいる。序文がある。 

 

【訳文】 

引
い ん

［序］ 

私は初めは徐
じ ょ

禧
き

のことを識
し

らなかった。ただ、呂
ろ

恵
け い

卿
け い

の推薦によって、無官でありながら用いられたと
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いうことだけを聞いていた。元
げ ん

豊
ほ う

五年三月、徐禧がたまたま蘄
き

水
す い

に至ったときに、私が駅舎にいると聞

いて訪ねてきた。語り合い、人に優れるところがあると知った。この歳の十月、徐禧が禍
わざわい

に遇った聞き、

詩を作って弔うこととした。 

【補足】［呂
りょ

恵
けい

卿
けい

は改革派の中心人物の1人で、西
せい

夏
か

との戦争［→作品番号06-2-057］

を主導した。徐
じょ

禧
き

はその呂恵卿に策を献じて用いられ、一旗挙げてやろうと前線に行

って戦没した。蘇軾が3月に蘄
き

水
すい

に行ったことは作品番号06-3-029で見ている］ 

 

優れた人が松を植えるのは、 

いつしか門に影を落とすのを見ようと思うからだ。 

松は成長が速いとはいえ、実は栽培が難しく、 

水の流れが悪いと根が病気になってしまって、 

残念ながら、寒さにも負けない堂々の姿を見ることはできない。 

あるいは、松も役立ちそうな姿をしていると、 

それが過ちとなって斧で切られてしまう。 

そうした災難に遭
あ

って初めて、 

山林の内にいればよかったと覚るのだ。 

もとより本当の棟梁は、 

どこぞの屋敷に植えられている木などは顧みないもので、 

深い山にある大木を求める。 

大きな家が傾こうとしているときに、 

まわりで牛がわさわさ騒いだからといってどうにもならない。 

何といっても、深い谷の奥にあって老い、 

子孫が枝を繁らせるのを待つのがよいのだ。 
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死んだ者は悔いてももうどうにもならない。 

私はただ後に残された者のためにいうのである。 

【補足】［この詩は何がいいたいのかはなはだ不明瞭である。たぶん敢えてそうした

のだろう。ここでは隠された主旨がいくらか読み取りやすいように無理やり訳してい

る。あけすけにいってしまうと、徐
じょ

禧
き

は大言壮語して無定見の呂
りょ

恵
けい

卿
けい

に用いられて空

しく戦場に散ってしまったので、その子孫は、そうしたばかばかしいことにならない

よう、十分に注意して己を成長させてほしいということなのだろう。同じ時代の人々

による徐禧の毀誉には大きな幅があり、その中で蘇軾は高く評価している方であると

いう］ 

 

■【06-3-070】答李方叔 

【解題】李
り

廌
たい

［字
あざな

は方
ほう

叔
しゅく

］［→作品番号06-2-039］に宛てた手紙。冒頭にある字句か

ら李廌が黄
こう

州にきたことがわかり、また別の史料からも黄州を訪問していたことが知

られ、それはこの年の初めないし前年の終わりころであったと推測されている［→作

品番号06-2-076］。なお、李廌の家は都にほど近い陽
よう

翟
てき

にあって、しかも貧窮に苦しん

でもいたようなので、どのようにして黄州にまで来たのだろうか。 

 

【訳文】 

お別れしてから二度にわたってお手紙をいただき、いずれにも御返事を差し上げないままでいたところ

に、お使いの人がきて、長いお手紙をいただきました。……貴君の文章はまさしく川の水が増すかのよ

うにその至るべきところを極めようとしていて、霜が降り水が落ちるときになって、自ずから涯
は て

が見えてき

て、その本当の価値がわかるようになるのでしょう。……近ごろの士
し

大
た い

夫
ふ

にはとんでもなく僭侈
お ご

る者がたく

さんいて、ややもすると己を周
し ゅ う

公
こ う

旦
た ん

や孔
こ う

子
し

にも及ぶかのように誇り、孟
も う

子
し

以下の人物に比べられると
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ひどく不満であるようにいいます。このような風潮を長じさせてはなりません。私がよくよく考えますに、禍
わざわい

を

得るのは皆実際よりも評判が高いところから始まるのです。造物者は功績がないのに名ばかりが重ん

じられる者がいるのに耐えられず、その重さに釣り合った罪を与えるのでしょう。人が言葉を操作して粉

飾するのを憎むのでありましょう。……古
いにしえ

の君子はなお葬儀が終わらないうちは衣服を変えず、官職

に就くこともありませんでした。貴君は大切な葬儀を完了させるべきなのでしょう。後に貴君が世に名を

得たときに、埋葬の儀が終わっていればその墓に堂 と々報告できることでしょう。親しさの余り、いろいろ

申し述べました。冬の寒い折から、どうか自重されますように。 

【補足】［李
り

廌
たい

の家は貧窮のために三代にわたってきちんとした葬儀がなされていな

かった。それを終えて後に官職を得るのを悲願としていた。このことについて蘇軾が

支援するのを次の章で見る］ 

 

■【06-3-071】跋李康年篆心経後 

【解題】篆書
てんしょ

を得意とする李
り

康
こう

年
ねん

［→作品番号 06-3-017］からは、時折、篆字で記し

たものが送られてきていた。これは李康年が書いた『般
はん

若
にゃ

心
しん

経
ぎょう

』に添えた跋文。 

 

【訳文】 

江
こ う

夏
か

［武
ぶ

昌
し ょ う

］の李
り

康
こ う

年
ね ん

は古
いにしえ

のことを好み、博学で、特に小
し ょ う

篆
て ん

について非常に精
く わ

しく知っている。その

家族の忌日に『般
は ん

若
に ゃ

心
し ん

経
き ょ う

』を篆
て ん

書
し ょ

で記して追福とし、私に跋文を求めた。 

私は、この経典は言語で表わされ文字で記されているとはいえ、文字を見て、言語で理解しようとして

も、それによってわかるものではないと聞いている。篆書がいくら巧みであっても、それが理解の助けにな

ることはなく、まして跋文がどうこうできるものではない。 

人はその家族のために、仏の道に帰依することを願い、それぞれのできる範囲で仏事を行う。砂を集め

て地面に経典を記すのでも十分で、まして篆書がこれほど巧みであるのならいうことはない。ただし、私
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が恐れるのは、篆書の巧みさばかりを見て、本当に大事なことに目を向けないでいることだ。だから、

私はこれを観る者のために、そうはならないようにと書き記すのである。 

元
げ ん

豊
ほ う

五年十二月十三日。 

【補足】［この短文はかなりひねったかたちで李
り

康
こう

年
ねん

の篆書
てんしょ

を褒めたものなのだろ

う。書かれた字のみごとさから経典が有難いと思ってしまうのは間違いであるという

のは、つまり、間違わせてしまうほどに字がみごとであるといっているのである］ 

 

■【06-3-072】李委吹笛、并引 

【解題】12月19日のちょっとした出来事を記録した詩。序文がある。 

 

【訳文】 

引
い ん

［序］ 

元
げ ん

豊
ほ う

五年十二月十九日、私の誕生日に赤
せ き

壁
へ き

の磯辺に酒を置いた。高い峰の下に踞
うずくま

り、鵲
かささぎ

の巣

を見上げた。酒酣
たけなわ

のころに、流れの上から笛の声が起こった。 

友人の郭
か く

遘
こ う

と古
こ

耕
こ う

道
ど う

は音楽をよく知っていて、 

「この笛の声には新しい意匠があります。そこらの俗な笛吹きではありませんでしょう」 

と、私にいった。 

人をやって尋ねると、笛の主
ぬ し

は進
し ん

士
し

［科挙の一次試験を通過したことのある者］の李
り

委
い

であった。李

委は今日が私の誕生日だと聞いていて、新しい曲『鶴
か く

南
な ん

飛
ひ

』を作ったので、それを献じたいという。 

李委を呼んだところ、青い頭巾を被り、紫の上着を着て、笛を腰にしていた。その新曲を演奏してくれ、

さらに快く数曲を吹いてくれた。音がよく通り、雲を穿ち石を裂くばかりであった。酒席に並ぶ者はすっかり

酔いしれてしまった。 

李委は袖から美しい紙一幅を出し、 
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「私はあなたさまから何かを頂戴しようとこの曲を献じたのではありませんが、ただ一首の絶句なりを詠ん

でいただけたらと思います」 

私は笑って詩を作った。 

 

貴君の曲に誘われ、 

山の頂から一羽の鶴が南に向かって飛んだ。 

私を載せ、南の空に遊び、九
きゅう

嶷
ぎ

に到った。 

下界ではまだ誰かが笛を吹いている。 

曲の可憐さのあまり、 

鶴は今度は亀
き

茲
じ

にまで飛ぼうとする。 

【補足】［李
り

委
い

［字
あざな

は公
こう

達
たつ

］は蘇軾の作った『後
ご

赤
せき

壁
へき

賦
ふ

』を知っていて、鶴のイメー

ジを音楽で表わそうと『鶴
かく

南
なん

飛
ひ

』の曲を作ったのではなかろうか。この詩もまた鶴を

歌って、黄
こう

州から九
きゅう

嶷
ぎ

へと飛んで行くという。九嶷は古代の聖天子の舜
しゅん

を葬ったと

ころである。次の行き先である亀
き

茲
じ

は西域シルクロードの国］ 

 

■【06-3-073】酔翁操詞 

【解題】李
り

委
い

は笛の名手であったが、琴の名手である崔
さい

閑
かん

［字
あざな

は誠
せい

老
ろう

］がこのころに

黄
こう

州に来てしばらく滞在した。崔閑は若いときは都に出て学問に励み、折々に琴を弾

いて楽しんでいたのだが、後に廬
ろ

山
ざん

の玉
ぎょく

澗
かん

に隠棲して、玉
ぎょく

澗
かん

道
どう

人
じん

と呼ばれた。崔閑

の求めに応じて作ったのがこの詞。序文がある。 

 

【訳文】 

滁
じょ

州の瑯
ろ う

邪
や

の奥深い谷は山水が美しく、人気のない谷間に滝の音が響き、それは音階に適うかの
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ようである。酔
す い

翁
お う

［欧
お う

陽
よ う

脩
し ゅ う

の号］はこれを喜び、酒を携えて聴きに行き、欣
よろこ

びのあまり帰るのを忘れるほど

だった。 

酔翁が滁州を去って十余年の後、好奇の士である沈
ち ん

遵
じゅん

がこのことを聞いて瑯邪に行って遊び、琴で

その声を写し、その曲を『酔
す い

翁
お う

操
そ う

』と名付けた。その節回しは自在に変化し、その音調は華やかにして

のびやかで、琴を知る者は絶品であるとした。 

その曲には声はあっても辞
ことば

がなかったので、酔翁自身が歌詞を付けた。しかし、琴の音階と合わない

ところがあった。また、酔翁は楚
そ

辞
じ

の体裁で『酔
す い

翁
お う

引
い ん

』を作ったところ、好事家がそれによって曲を作っ

た。それは辞と曲がほぼ釣り合っていたものの、琴は辞の制約を受けて自然でないところがあった。 

それから三十余年が経ち、酔翁はすでに亡くなり、沈遵も没して久しい。ここに廬
ろ

山
ざ ん

の玉
ぎ ょ く

澗
か ん

道
ど う

人
じ ん

こと崔
さ い

閑
か ん

は琴の妙手で、沈遵の曲にぴったり合う辞がないのを残念に思い、この曲を譜に写し、東
と う

坡
ば

居
こ

士
じ

に辞を補うよう要請した。 

 

瑯然、［瑯
か ら

然
か ら

と］ 

清圜、［清圜
さ や さ や

と］ 

誰弾、［誰が弾くのか］ 

響空山、［ひっそりとした山に響き］ 

無言。［言
ことば

はありません］ 

惟翁酔中知其天。［ただ酔
す い

翁
お う

だけが酔中にその天の音を知ったのです］ 

月明風露娟娟。［月は明るく風はしっとりとして清らかです］ 

人未眠、［人［酔翁］はまだ眠らずにいると］ 

荷蕢過山前、［竹籠を荷って山の前を過
よ

ぎる人がいます］ 

曰有心也哉此賢。［（酔翁は）いいます「心あるかな、この賢者は」と］ 

酔翁嘯詠、［酔翁が吟唱すると］ 
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声和流泉。［流れる泉がその声に和します］ 

酔翁去後、［酔翁が去った後は］ 

空有朝吟夜怨、［空しく朝に吟じ夜に怨む泉の声があって］ 

山有時而童 、［山では時に従って葉が落ち］ 

水有時而回川。［水は時に従って川を巡るだけです］ 

思翁無歳年、［酔翁を思って長い歳月がたち］ 

翁今為飛仙、［今や酔翁は仙人となり］ 

此意在人間、［ただ（瑯
ろ う

邪
や

を愛した）意
こころ

だけが人間世界にあって］ 

試聴徽外三両弦。［それを琴の弦に聴くことができるのです］ 

【補足】［欧
おう

陽
よう

脩
しゅう

は 30 歳のときに夷
い

陵
りょう

に左遷され［→作品番号 06-3-001］、その後中

央に復帰したが、39 歳ときに今度は滁
じょ

州に左遷された。滁州の瑯
ろう

邪
や

のあたりの風光を

ことに愛してしばしば酒宴を開き、自ら酔
すい

翁
おう

と号して酔
すい

翁
おう

亭
てい

を建てた。そのことを記

した『酔
すい

翁
おう

亭
てい

の記
き

』は現在でも漢文の教科書に載るほどに有名な文章で、簡潔で平易、

かつ深い内容があることから、宋
そう

代
だい

の散文の規範となった。黄
こう

州に来てからの蘇軾の

振る舞いは滁州の酔翁に見習うところがあり、また『酔
すい

翁
おう

操
そう

の詞』が『酔翁亭の記』

を踏まえていることから、ここで『酔翁亭の記』を見ておきたい。 

 

【訳文】 

欧
お う

陽
よ う

脩
し ゅ う

：『酔
す い

翁
お う

亭
て い

記
き

』 

滁
じ ょ

州をめぐっては皆
み な

山である。 

森や谷が最も美しいのが西南の峰々だ。望み見てこんもりとして深くすぐれた姿の山がある。琅
ろ う

琊
や

山
さ ん

で

ある。 

山道を行くこと六里ないし七里、さらさらと水の流れる音が聞こえて来て、二つの峰の間から湧き出る
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泉がある。釀
じ ょ う

泉
せ ん

である。 

峰を回って道が折れ曲がる先に、翼を広げるようにして泉のほとりに立つ建物がある。醉
す い

翁
お う

亭
て い

である。 

醉翁亭を作ったのは誰か。山の僧の智
ち

僊
せ ん

だ。醉翁亭の名を付けたのは誰か。滁州の太
た い

守
し ゅ

［知事］そ

の人である。 

太守は客人と連れ立ってここに来て飲む。少し飲むとすぐに酔い、しかも一番の年長だ。だから自ら号

して「酔翁」というのである。 

酔翁が思いを寄せるのは酒ではない。山水の内にいることだ。山水の楽しみを心に得るために、それ

を酒に含ませて飲むのである。 

山に日が昇るとき、林の雲気は明るく開かれる。山に雲が帰るとき、巌
いわお

の穴は暗く塞がれる。明暗がこ

うして変化するのは、山の朝と暮れである。 

野の花が開いてかすかな香りを放ち、木が盛んに繁茂して深い蔭を作り、風が高く吹きわたって清ら

かな霜を降らせ、水が落ちて石が現れ出る。これは山の四季である。 

朝に行き暮れに帰る、あるいは四季それぞれの景色は同じではない。だから、その楽しみは無窮である。 

ここにおいて、担う者は路傍に歌い、歩く者は木の下に休み、前の者が呼べば後ろの者が応え、腰

の曲がった老人がいれば手を引く童子がいる。往来して絶えることがないのは、滁の人の「遊
ゆ う

」である。 

ここにおいて、溪に臨んで漁をすれば、溪は深く魚は肥えている。泉の水で酒を作れば、水は香しくて酒

は清らかである。山の幸、野の幸を雑然と前に並べるのは太守の「宴
え ん

」である。 

ここにおいて、宴が酣
たけなわ

となっての楽しみは、楽器の糸や竹が生む音色にあるのではない。矢を射て当

たるか外れるか、碁を打って勝つか負けるか、賞罰の杯が入り乱れ、立つ者もいて座る者もいて、騒

がしく言い募るのは、大勢の客人の「歓
か ん

」である。 

ここにおいて、蒼い顔、白い髮で、この「遊」「宴」「歓」の間にあって身を崩しているのは太守の「酔
す い

」で

ある。 

かくて夕日が山に入り、人影が散り散りとなって、太守が帰るのなら、客人もそれに従う。樹林は陰
い ん

翳
え い
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を深くし、上下に鳴く声は、遊ぶ人々が去ってからの鳥たちの楽しみである。 

鳥は山林の楽しみを知っていて、人の楽しみを知らない。 

人々は太守の遊びに従って楽しむことを知っていて、太守の楽しみは人々が楽しんでいるのを楽しむと

ころにあるのを知らない。 

酔えばその楽しみを人 と々一緒にし、醒めればそれを文章にして述べる。それをするのが太守である。 

太守とは誰なのか。廬
ろ

陵
り ょ う

の欧
お う

陽
よ う

脩
し ゅ う

である。 

【補足】［（1）左遷された者は悲嘆に沈む――かつての常識［というよりは人間の自

然の心理］を覆したのが欧
おう

陽
よう

脩
しゅう

である。地方に飛ばされたなら、その地の課題に鋭意

取り組み、土地の人々の喜びを自分の喜びとする――そのような新たな常識を実践し

て見せたのが欧陽脩であり、それを文章で表わしたのがこの『酔
すい

翁
おう

亭
てい

の記
き

』である。

少年蘇軾が憧れた4人のスーパースターのほかの3人、范
はん

仲
ちゅう

淹
えん

、韓
かん

琦
き

、富
ふ

弼
ひつ

も、伯父

の蘇
そ

渙
かん

も、郷里の大先輩の「大
だい

任
にん

」も「小
しょう

任
にん

」も皆がこの新常識を共有していた。（2）

『酔翁亭の記』の冒頭にある「滁
じょ

州をめぐっては皆
みな

山である」［環滁皆山也］は宋
そう

代
だい

の文章のあり方を端的に示すものである。何の飾りもない原文の 5 文字を生み出すの

に、実は欧陽脩は苦心に苦心を重ねた。始めは滁州をめぐる数々の山々を言葉を尽く

して描き分け、推敲を繰り返した末に全てを削ってここに至った。最も大切なことを

簡潔に伝えるのを理想としたのである。欧陽脩が何度も推敲を重ねたことについては

次のような記録がある。「欧陽脩は文を作り終わると、それを壁に貼り、書き改めて

最善を尽くしてからようやく人に示した」（何
か えん

著『春
しゅん

渚
しょ

紀
き

聞
ぶん

』［→作品番号 04-2-

091］）］ 

 

■【06-3-074】答濠州陳章朝請 

【解題】濠
ごう

州知事の陳
ちん

章
しょう

［字
あざな

は朝
ちょう

請
しょう

］に宛てた手紙。陳章は杭
こう

州で親しくした陳
ちん

襄
じょう
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［→作品番号04-3-049］の弟である。上で見た催
さい

閑
かん

について触れている。 

 

【訳文】 

……琴を学んで楽しみとしてはどうかとお勧めいただき、私もそのようにしたいものだと思っております。た

だし、怠惰な老人は心を奮い立たせることができずにおります。廬
ろ

山
ざ ん

の崔
さ い

閑
か ん

君は、琴に極めて通じて

いて、遠くこられてここに留まり、時に琴を聴かせてくれます。 

江
こ う

副知事の使いの者がきていて、その人が帰るのに合わせてお手紙を差し上げようとしていましたとこ

ろ、たまたま寒さのために咳がひどくなり、またこの人が急に帰ると言い出したために、十分に申し述べ

ることができません。…… 

【補足】［詩や書や画については一流の域に到達した蘇軾も、音楽についてそれほど

ではなく、特に楽器の演奏は不得手だったようだ］ 

 

■【06-3-075】与蹇授之 

【解題】この12月に、弟の蘇轍がいる筠
いん

州を管轄下に置く行政官僚として蹇
けん

序
じょ

辰
しん

［字
あざな

は授
じゅ

之
し

］が赴任することになり、移動の途中で黄
こう

州のあたりを通った。そのとき

に蘇軾は会う機会を得られず、その後にこの手紙を記した。 

 

【訳文】 

貴君にお手紙を差し出しますのは、決して徒然
つ れ づ れ

の筆のすさびによるものではありません。心に申し上げた

いと深く思うものがあるためですが、しかし、いま十分に述べることができないのが残念でなりません。弟

が貴君の部下となるのは甚だ幸いで、貴君が早々に交替してしまうのを心配するばかりです。短い手

紙を届けるだけでも無闇と吏人を煩わせてしまいます。音信が稀であるのも、きっとお咎めなさりはしま

せんでしょう。陳
ち ん

慥
ぞ う

君の勧めによって、いつしかお目にかかれることがあろうかと思っています。 
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【補足】［陳慥
ちんぞう

［→作品番号06-3-049］の名が挙がっているのは、蹇
けん

序
じょ

辰
しん

と陳慥には姻

戚関係があるからだ］ 

 

■【06-3-076】与上官彝 

【解題】巴
は

陵
りょう

県知事の上
じょう

官
かん

彝
い

に宛てた手紙。上官彝は蘇軾よりも20年ほど後に科挙

に合格した人。この年に書いたと推測されている手紙が3通あり、一部を拾い読みし

ておこう。 

 

【訳文】 

（1）お使いの方がこられて、お手紙と詩文二冊をいただきました。頂戴するのは何によってであろうかと

驚くとともに、喜んでおります。……私は老いて荒廃のうちにあり、筆硯に近づくこともないままにすでに

数年を過ごし、あたりを見ても索
さ く

然
ぜ ん

としてお返しできるものもありません。ただ頂戴したものを大切にして、

永く好むことをもってそのかわりとしたいと思います。たまたま病中にあって、人も還えると申していますの

で、早々に失礼いたします。 

 

（2）貴君の詩篇は多く洞
ど う

庭
て い

湖
こ

の君
く ん

山
ざ ん

の景物を写していて、これを読むと、超然と神がかの地を馳せる

のを見るような気がいたします。拝見して詩を作りたくもなりますが、我が才の拙さを思い、また、難多く、

人を畏れ、一字も作らなくなってすでに三年となります。居るところは大
た い

江
こ う

に臨み、武
ぶ

昌
し ょ う

の諸山を間近

に望み、時に一枚の葉のような舟にまかせてその間で遊んでいます。風
ふ う

雨
う

雲
う ん

月
げ つ

、陰
い ん

晴
せ い

早
そ う

暮
ぼ

、そのあり

さまは千万に変化し、それをぼんやりとでも写す言葉がないのが残念であります。お会いする由もありま

せんが、ただ千万自重されますように。…… 

 

■【06-3-077】題所書帰去来詞後 
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【解題】毛
もう

維
い

瞻
せん

［字
あざな

は国
こく

鎮
ちん

］の依頼で陶
とう

淵
えん

明
めい

の『帰
き

去
きょ

来
らい

兮
けい

の辞
じ

』［→作品番号 06-3-

042］を書き、それにこの短文を添えた。毛維瞻は弟の蘇轍が流された筠
いん

州の知事。

蘇軾が 7 歳のときに科挙に合格した官界の大先輩で、筠州では蘇轍と多数の詩を唱和

していた。この年で退官することになり、息子の毛
もう

滂
ぼう

［→作品番号 06-3-019 でその名

を挙げた］を黄
こう

州に寄越して蘇軾に書
しょ

を求めていた。 

 

【訳文】 

毛
も う

維
い

瞻
せ ん

は私に書
し ょ

を求め、「林
り ん

下
か

において眺めて楽しめるものを」ということであった。それで陶
と う

淵
え ん

明
め い

の

『帰
き

去
き ょ

来
ら い

兮
け い

の辞
じ

』を書いて贈ることにした。 

毛維瞻は果たして林下の人なのだろうか。譬えていうなら、扇の絹地に、冬の林や雪の竹を画く――

世間において得難い高潔さを画く――それこそが毛維瞻で、本当は朝廷の中央におられるのを観
み

る

べきなのである。 

 

■【06-3-078】与陳大夫 

【解題】前の黄
こう

州知事の陳
ちん

軾
しょく

［→作品番号06-2-019］とは手紙のやりとりが続いてい

た。その一部を見ておこう。 

 

【訳文】 

……かつてお会いしていたのはすでに昔となり、いつしか年が二度改まりました。閑居の折に夢幻の

変化を静かに照らし見て、超然たる想いがいたします。私はお蔭をもちまして、ついに黄
こ う

州の人となりま

した。いつの日か手を取り合って笑いをともにしたいものです。書
し ょ

に臨んで悲しくなります。…… 

【補足】［（1）ここに「年が二度改まり」とあるが、その間には亡くなった人もあ

り、黄
こう

州にきた当初に訪ねてきた杜
と

沂
ぎん

［→作品番号06-1-039］がこの年のうちに他界
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している。（2）このころに劉
りゅう

攽
はん

［字
あざな

は貢
こう

父
ふ

］［→作品番号05-5-085など］が遠く南方

に左遷となり、移動の途中に黄
こう

州に立ち寄って、蘇軾が詩を詠んだとされるが、その

作品は残っていない］ 

 

■【06-3-079】与子明兄 

【解題】従兄の蘇
そ

不
ふ

疑
ぎ

［字
あざな

は子
し

明
めい

］［→作品番号06-3-056］に宛てた手紙。 

 

【訳文】 

兄上のような才気があれば、どこへ行かれようとも不可なることはなく、蜀
し ょ く

中に留まってばかりでなくともよ

ろしいのでありましょう。私は、もしも黄
こ う

州を離れることが赦されましたなら、家族を荊
け い

南
な ん

の地に残して独り

で都に行き、わずかな物だけを携えて、江
こ う

淮
わ い

のどこらかに住まいを構えるのも一策であろうかと思ってい

ます。いつか子孫が科挙に応じて仕官するのにも便宜がよいでありましょう。弟もまたそのようにしたいと

思っています。ただ先祖の墳墓を見る者が誰もいなくなってしまうのは忍びないことであります。…… 

我が兄弟はともに老い、季節によって自ら楽しむところを得て、世事万端、気にかけないようにしており

ます。自ら楽しむものは、世俗の人の楽しむところのものではありません。胸中は廓
か く

然
ぜ ん

として何もなく、天

地の内の山川草木虫魚の類の全てを我が楽しみとするのです。……近ごろ『帰
き

去
き ょ

来
ら い

引
い ん

』の一首を

作りましたので、お寄せします。どうか歌ってみてください。…… 

【補足】［（1）前半は長
ちょう

江
こう

中流域のどこかに隠棲しようと検討していると記してい

る。沙
さ

湖
こ

の近くで田を得ることはできなかったので［→作品番号06-3-030］、長男の蘇
そ

邁
まい

が別の土地を探していた。（2）『帰
き

去
きょ

来
らい

引
いん

』とあるのは作品番号06-3-042の『哨
しょう

遍
へん

』のことであろう］ 

 

■【06-3-080】書贈王十六 



第6章 赤壁の賦 

第 6 章：406 
 

【解題】蘇軾のもとにはいろいろな人がきて、経済的に逼迫していながらも、居候と

して置いていた者もいたようだ。これは、妻の親戚筋に当たると推測される王
おう

禹
う

錫
しゃく

に

贈った文章。 

 

【訳文】 

王
お う

禹
う

錫
し ゃ く

君は私の書
し ょ

を蓄えることを好み、私に従うこと三年ばかり、嚢
ふくろ

がぱんぱんになるまで集めた。都

の太
た い

学
が く

に入ることになり、これほどは持って行けないので、一部を王
お う

斉
せ い

愈
ゆ

君のもとに遺すことになった。

王禹錫君が厳重に封印をしたので、王斉愈君は、「お互いに葛の蔓のようなよるべのない身でありま

すのに、ここまでしますかな」と、ぼやいた。 

【補足】［（1）王
おう

禹
う

錫
しゃく

は蘇軾の書
しょ

をとにかく自分のものとして持っていたかったのだ

ろう。（2）その後、王禹錫は科挙に合格し、その祝いとして蘇軾は硯を贈っている］ 

 

■【06-3-081】黄泥坂詞 

【解題】臨
りん

皐
こう

亭
てい

から東の坡
たかまり

に行くには途中で坂を登り、それを黄
こう

泥
でい

坂
はん

といった。年

末にその坂を「詞」に詠んだ。題に「詞」とあるが、既存の曲に合わせて歌うタイプ

の「詞」ではなく、朗誦するものであるようだ。 

 

【訳文】 

出臨皐而東騖兮、［臨
り ん

皐
こ う

亭
て い

を出て東にせかせかと、兮
イエーイ

］ 

並叢祠而北転。［こんもりとした祠
ほこら

のところで北に曲がります］ 

走雪堂之陂陀兮、［雪
せ つ

堂
ど う

に行くにはでこぼこの、兮
イエーイ

］ 

歴黄泥之長阪。［長い黄
こ う

泥
で い

の坂が間にあります］ 

大江洶以左繚兮、［左側で、長
ち ょ う

江
こ う

が湧くようにまわり、兮
イエーイ

］ 
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渺雲濤之舒巻。［雲と波が巻き付いています］ 

草木層累而右附兮、［右側で、草木が重なり、兮
イエーイ

］ 

蔚柯丘之葱蒨。［柯
か

丘
きゅう

がどっしりと構えています］ 

余旦往而夕還兮、［私は朝にここを行き夕べにここを帰り、兮
イエーイ

］ 

歩徙倚而盤桓。［歩くのはためらったりぐずぐずしたりです］ 

雖信美不可居兮、［ここは実に美しいけれどずっといられるところではなく、兮
イエーイ

］ 

苟 余於一盼。［見えるものをとにかく楽しみたいのです］ 

余幼好此奇服兮、［私には幼いころからおかしな趣味がありまして、兮
イエーイ

］ 

襲前人之詭幻。［昔の人の奇怪なところを真似してきました］ 

老更変而自哂兮、［老いてますます変で、自分で笑ってしまい、兮
イエーイ

］ 

悟驚俗之来患。［人々をびっくりさせてばかりではまずいということを知りました］ 

釈宝璐而被繒絮兮、［まともな服などは捨ててしまって、綿のどてらをひっかけ、兮
イエーイ

］ 

雑市人而無弁。［土地の人に雑ざって見分けがつきません］ 

路悠悠其莫往来兮、［世間の路
み ち

は遥かに長いけれど、往来することはなく、兮
イエーイ

］ 

守一席而窮年。［ここらをちんまり守って年を終えようとしています］ 

時遊歩而遠覽兮、［時にぶらりと歩いて遠くを見ても、兮
イエーイ

］ 

路窮尽而旋反。［路が行き止まりになるとすぐに引き返します］ 

朝嬉黄泥之白雲兮、［朝には黄泥の坂の上の白い雲を喜び、兮
イエーイ

］ 

暮宿雪堂之青煙。［暮れには雪堂に宿って青い煙を上げます］ 

喜魚鳥之莫余驚兮、［うれしいことに、魚や鳥が私を驚かせることはありませんし、兮
イエーイ

］ 

幸樵蘇之我嫚。［幸いにも、村人は私を阿呆扱いしてくれます］ 

初被酒以行歌兮、［酒を飲んで歩きながら歌って、兮
イエーイ

］ 

忽放杖而酔偃。［杖を放り投げ、酔って倒れ伏してしまいます］ 
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草為茵而塊為枕兮、［草を敷物にし、土くれを枕にし、兮
イエーイ

］ 

穆華堂之清晏。［それで立派な建物で安らかに眠っている気分です］ 

紛墜露之湿衣兮、［露が落ちてきて衣を湿らすと、兮
イエーイ

］ 

升素月之団団。［まん丸の白い月が昇ってきます］ 

感父老之呼覚兮、［ふと感じるのは、老人たちが呼び覚まそうとする声、兮
イエーイ

］ 

恐牛羊之予踐。［牛や羊が私を踏んづけてしまうのを心配してくれたのです］ 

於是蹶然而起、［私はさっと起き上がり］ 

起而歌曰、［立って歌います］ 

月明兮星稀、［「月は明るく、兮
イエーイ

、星は稀れに］ 

迎余往兮餞余帰。［余
わたし

が往
ゆ

くのを迎え、兮
イエーイ

、余
わたし

が帰るのを餞
お く

る］ 

歳既晏兮草木腓、［歳はすでに晏
お わ

り、兮
イエーイ

、草木は腓
き ば

み］ 

帰来帰来兮、［帰来
かえろうかな

帰来
かえろうかな

、兮
イエーイ

］ 

黄泥不可以久嬉。［黄泥は久しく嬉
よろこ

ぶべからず」］ 

【補足】［（1）最後の歌にある「月明星稀」は曹
そう

操
そう

の詩にあり［→作品番号 06-3-057］、

「帰来」は陶
とう

淵
えん

明
めい

の『帰
き

去
きょ

来
らい

兮
けい

の辞
じ

』にある［→作品番号06-2-051など］。（2）蘇軾は

臨
りん

皐
こう

亭
てい

と東の坡
たかまり

との日々の往復を楽しみ、これがいつまでも続くことを望む気持ち

がありつつも、そのようには決してならない［なっては困る］とも思っていた。（3）

このころに岐
き

亭
てい

に行って陳
ちん

慥
ぞう

［方
ほう

山
さん

子
し

］［→作品番号 06-3-049］と会ったようだ。4 回

目の岐亭訪問である］ 
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第6章 赤壁の賦――黄州 
［第6章その四］ 

元
げん

豊
ほう

6年［1083年］、蘇
そ

軾
しょく

48歳。 

 

 

■【06-4-001】正月三日点燈会客 

【解題】黄
こう

州に来て 3 度目の正月を迎え、1 月 3 日、臨
りん

皐
こう

亭
てい

に集まった客人と話すう

ちに、話題は自ずと 1 月 15 日の上
じょう

元
げん

節
せつ

の都の賑わいに及んだのだろう。灯篭をとも

して、この詩を作った。 

 

【訳文】 

長
ち ょ う

江
こ う

の上を吹く東の風［春風］、 

天に触れるばかりの浪が立ち、 

寒さはなおも無
ぶ

頼
ら い

、 

春が妍
うつく

しくなろうとするのを駄目にしようとしているのか。 

寒さよけに、 

雲
う ん

夢
ぽ う

の羔
こ う

児
じ

酒
し ゅ

を開いて味見をしたり、 

銭
せ ん

塘
と う

の薬
や く

玉
ぎ ょ く

船
せ ん

をさっと注いだりする。 

春の初めといえば、 

養
よ う

蚕
さ ん

市
い ち

に遊んだのは遠い少年時代、 

ここは我が故郷ではない。 

都の馬
ば

行
こ う

街
が い

の灯篭の記憶ははっきりと残っているが、 

それだってもう昔のこと。 
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冷ややかな靄に湿った雪、 

それでも梅の花が密やかに開くのはやはり春であるからだろう。 

まだ早いけれど、 

燈火を掲げて上
じ ょ う

元
げ ん

の思いをなすとしようか。 

【補足】［（1）「雲
うん

夢
ぽう

の羔
こう

児
じ

酒
しゅ

」や「銭
せん

塘
とう

の薬
やく

玉
ぎょく

船
せん

」は、それぞれの土地にそういう名

の酒や薬があったのだろう。（2）蘇軾の故郷で養蚕に必要な道具類を売る「蠶
さん

市
し

」が

賑やかに開かれたことは作品番号 02-3-002 で見ている。（3）馬
ば

行
こう

街
ばい

は都で最大の繁華

街で、上
じょう

元
げん

節
せつ

には無数の灯篭で飾られた。それは間違いなくこの時代の地球上で最も

明るい夜景であった］ 

 

■【06-4-002】唐画羅漢賛 

【解題】蘇軾の家には十
じゅう

六
ろく

羅
ら

漢
かん

図
ず

があって、折々に茶や花を供えるなどしていた。黄
こう

州にいる間に、十六羅漢の一人ずつに賛
さん

を作っている。訳者にはそれを解する力がな

いので割愛し、ここでは別の羅漢図に書き添えた賛を見ておこう。このころに成
せい

都
と

か

らまた悟
ご

清
せい

［→作品番号06-2-010］がきていたようで、軽いフットワークを活かし

て、蘇軾のために動いている。 

 

【訳文】 

東
と う

坡
ば

居
こ

士
じ

は悟
ご

清
せ い

師
し

にこのように告げた。 

「昔、紹
し ょ う

遠
え ん

上
し ょ う

人
に ん

は唐
と う

の時代に描かれた十
じ ゅ う

六
ろ く

大
だ い

阿
あ

羅
ら

漢
か ん

の画を持っておられ、紹遠上人はその画によ

って見守られているかのようでありました。紹遠上人は亡くなり、いまその画は黄
こ う

梅
ば い

山
さ ん

の常
じ ょ う

公
こ う

の道場に

あります。もしも師がそちらに行かれるのでしたら、常公に、その画を私がほしがっているので譲ってもらえ

ないかと尋ねていただきたい。もしも常公がその画を愛して手放すことができないとおっしゃるのなら、そ
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れで結構です。手放しても惜しくないということでしたら、もらってきてください。惜しくはないけれど手放せ

ないということでしたら、どうか取ってきてください」 

それから十八日で悟清師は帰り、画を持ってきてくれた。 

東坡居士は堂に昇り、画に向かって焼香して礼をなし、四方の大衆に告げて、紹遠上人のために追
つ い

福
ふ く

滅
め つ

罪
ざ い

を祈った。 

人々は東坡居士に尋ねた。 

「この羅漢の画はどのような勝
し ょ う

相
そ う

［有難いしるし］があるのでしょうか。供
ぐ

奉
ぶ

賛
さ ん

嘆
たん

して何か功
く

徳
ど く

があるので

しょうか。また、画の謝礼として何をもって常公に酬いるおつもりでしょうか」 

東坡居士はいった。 

「この画には実のところ勝相はありません。また功徳もありません。常公に酬いるのはこれによってです」 

それでこの賛を作ったのである。 

 

五更粥熟聞魚鼓、［五
ご

更
こ う

には粥が熟して太鼓が聞こえる］ 

起対孤灯与誰語。［起きて灯のもとで誰と語るのか］。 

渓辺洗鉢月中帰、［谷川で鉢を洗って月の下を帰る］ 

還君羅漢君収取。［君に羅漢を還すから君は取って収めるがよい］ 

【補足】［（1）紹
しょう

遠
えん

上
しょう

人
にん

や常
じょう

公
こう

について詳しいことはわからないようだ。（2）黄
こう

梅
ばい

は

黄
こう

州から南東に直線距離で百キロほどであるので、ここに記された日数で往復するこ

とは十分に可能である。（3）賛の部分は意味がわからないままに訳してある。画を譲

り渡すココロを常公に代わって詠んだのであろうか］ 

 

■【06-4-003】六年正月二十日、復出東門、仍用前韻 

【解題】1月20日に郊外に出て春を尋ねるのはもはや恒例行事となり、作品番号06-2-
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003 および 06-3-005 で見た詩と同じ韻をまた用いて詩を作った。潘
はん

丙
へい

、郭
かく

遘
こう

、古
こ

耕
こう

道
どう

の名は明記されていないが、たぶん同行したのだろう。 

 

【訳文】 

黄
こ う

州の町はあまたの山が環
め ぐ

るなか。 

東の門を出て、前の川を渡り、 

我が身をちっぽけな村に置く。 

私は、狭い畑を得て、どうにか一生食べて行けそうな算段がついた。 

旧くからある巣に積もった塵を鳥が掃除するのを繰り返し見た。 

川べりの沙で鴎とすっかり慣れ親しんだだけでなく、 

いつも釣り糸を垂れる岩場は私の温もりを覚えてくれている。 

今日この一月二十日に東の風［春風］と逢う約束もすでに長く、 

梅はいつも花の魂を呼び戻してひそやかな香りを漂わせてくれている。 

 

■【06-4-004】口目相語 

【解題】このころから蘇軾は眼病を患い、風邪もひいたようだ。後に次のような短文

を記している。 

 

【訳文】 

私が赤目を患ったとき、ある人は膾
なます

［魚の刺身］を食べてはいけないといった。私はそれに従おうとした

ところ、口がそれはだめだといった。 

「おいらはあんたのために口になっている。あいつはあんたのために眼になっている。あいつにはよくして、

おいらにはなおざりというわけなのかい。あいつが患ったからといって、おいらに食わせないとは、ひどい
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ではないか」 

それで私は決めることができなくなった。 

口は眼にいった。 

「こんどおいらが患ったら、あんたが物を視るのを禁じてやるからな」 

 

昔、管
か ん

仲
ちゅう

はこういった。 

「お上の威令を病のように畏れるのは民として上
じ ょ う

の部類である。自分の思いに従って流れてしまうのは

民として下
げ

の部類である」 

またこうもいった。 

「のんびり楽するのは猛毒である。それに耽ってはならない」 

『礼
ら い

記
き

』にはこうある。 

「君子はきちんとしていると日に日に立派になり、安楽にしていると日に日にだめになる」 

この語を皆が目立つところに書き記したという。 

そこで私は、 

「お上の威令を病のように畏れる」 

と、自分のためにここに記しておく。 

【補足】［蘇軾は初めに笑い話として前半部分を書き、あとで我が身の戒めとして後

半を付け加えたのだろう。とすると、口の言い分はきかないことにして、節制して膾
なます

を食べなくなったのだろうか］ 

 

■【06-4-005】次韻孔毅甫集古人句見贈五首 

【解題】孔
こう

平
へい

仲
ちゅう

［字
あざな

は毅
き

甫
ほ

あるいは毅
き

父
ふ

］［→作品番号 06-3-053］が昔の人の詩から

句を拾い集めて再構成した詩を送ってきた。それに次韻した。昔の人の詩句を再構成
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する例としては、陶
とう

淵
えん

明
めい

の『帰
き

去
きょ

来
らい

兮
けい

の辞
じ

』の語句を使った蘇軾自身の作を作品番号

06-2-051 で見ている。しかし、そのような行為はあくまでも遊びの範囲であると蘇軾

は捉え、この詩も遊びで応えたもの。よって訳も遊びである。 

 

【訳文】 

 其の一 

まこと羨ましい、 

貴君が戯れに他人の詩を呼び集め、 

町の子供を顎でこき使うのと同じようにしているのは。 

天の彼方を飛ぶ気高い鴻鵠
お お と り

を、 

そこらの家で飼われている鶏とペアを組ませたりもしている。 

しかし、どうなのだろう、 

そんなことをされたのでは、 

韓
か ん

愈
ゆ

はたまげて笑い、杜
と

甫
ほ

はがっくりと泣くのではないのかな。 

そんな騒ぎになって、貴君は家でくつろいでいられるかな。 

世の人が好
よ

い句だとするものは世の人のものなのだ。 

明るい月がどの家にも射し込むのと同じく、 

貴君一人が独占していじくりまわしてよいものではないだろうに。 

【補足】［蘇軾の詩は、孔
こう

平
へい

仲
ちゅう

が集めた句からキーワードを抽出し、巧みに再構成し

て戯れの苦言を呈しているようだ。そうした高度な技を訳文に反映させることはとて

もできない］ 

 

 其の二 
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駱駝
ら く だ

のこぶの肉がどれほど旨いものなのか僕は知らないけれど、 

それを鶏や豚の肉に雑ぜてしまったら、 

まったくもって残念としか言いようがないだろう。 

貴君は居ながらにして、 

猩
しょうじょう

の唇とか熊の掌
てのひら

とかの最高の珍味を集めたわけだが、 

道端で拾ったへっぽこな槍と、 

名工が鍛えた名剣とをいっしょくたにするようなことをしたのでは、 

何にもならない。 

四の五のいわずに私にまかせてくれたらよい、 

貴君が気を失うくらいにみごとに使いこなしてみせるだろう。 

 

 其の三 

天下に杜
と

甫
ほ

の詩を学ぶ者は多いけれど、 

せいぜい皮に触れるくらいで、 

深く骨まで理解する者はまずいない。 

目の前に巨大な山が聳え立っていて、 

よちよち歩きの羊が、その険しさに恐れ入るしかないようなものだ。 

杜甫の詩はどれも名章、俊
しゅん

語
ご

に満ちている。 

当時いかなる情
こころ

でそれを用いたのか、 

誰もわかっちゃいないのだが、 

貴君の前生はきっと杜甫であったのだろうね、 

手当たり次第に使いこなしてしまうのだから。 
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 其の四 

詩人は自然から詩句を彫り出す。 

最も肝腎なところを抉
え ぐ

り出すと、 

鬼神もそれに応じて泣くという。 

そうした詩句を千回も万回も繰り返し黙
も く

誦
じ ゅ

するのがよい。 

右から悲しい句を取り出し、 

左から愛すべき句を取り出し、 

いつも心を豊かにしていられるだろう。 

いつしか貴君と会ったら、ともに一杯やって、 

「私は眠くなったから、君はもう帰りたまえ」 

とだけいって、詩については一切何も語らないつもりだ。 

【補足】［「私は眠くなった……」は陶
とう

淵
えん

明
めい

の詩にあるセリフ］ 

 

 其の五 

蝋
ろ う

燭
そ く

は光を出すために自身の身を焼いてしまわなければならない。 

象は牙のために、翡翠
か わ せ み

は羽根のためにその身を失ってしまう。 

多く言うのは窮するもとと昔から決まっている。 

かすかにほのめかすことで事態を解きほぐすこともある。 

愚かな者は、 

とにかくやたらとたくさんよさそうなものを集めたがるだけで、 

何が本物なのかわかっていない。 

千章万句を並べたところで、 

どうせ自分のものではないだから、 
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やめた方がよいと貴君にいいたいのだが、 

すでに手遅れみたいだね。 

【補足】［蘇軾は集句という行為を頭から否定したわけではないだろう。原作を十分

に理解しないで珍奇な対比をしてみせたり、むやみと名句同士を並べたりするのは、

原作者を悲しませるものだといっているのだろう］ 

 

■【06-4-006】食柑 

【解題】黄
こう

州のあたりは柑橘類が豊富なことは作品番号 06-1-103 で、また、東の坡
たかまり

に柑橘類を植えたいと思っていたことは作品番号 06-2-024 の其の六でそれぞれ見てい

るが、これは柑橘類を食べた詩。 

 

【訳文】 

唐
と う

の皇帝が薄絹に包んで蜜柑
み か ん

を臣下に賜ったということを聞くと、 

朝廷を逐
お

われた身でありながら、 

林の下で呑気に蜜柑を食べるのには、いささか恥じらいを覚えずにはいられない。 

冬でも青 と々した葉を付けたままの枝を剪
き

って、盤に盛られた金色の実、 

手に取って香り高い皮を剥く。 

清らかな泉の水が、さらさらと歯に流れ、 

香る霧が、さやさやと鼻に吹きかかる。 

客人は蜜柑を持ってきて殷勤に私に勧めてくれるのだが、 

千人の召使いに譬えられる蜜柑であっても、 

私の貧乏はどうすることもできないだろう。 

【補足】［千本の蜜柑が千人の召使いに相当するという故事はやはり作品番号 06-2-024
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にある］ 

 

■【06-4-007】大寒歩至東坡贈巣三 

【解題】巣
そう

谷
こく

［字
あざな

は元
げん

修
しゅう

］という眉
び

州眉
び

山
ざん

県出身の者が黄
こう

州にきていたことは作品

番号 06-3-015 で見ていたが、大寒の日にともに東の坡
たかまり

に行き、この詩を贈った。巣

谷も蘇軾好みの「異
い

人
じん

」である。初めその名を穀
こく

といい、科挙を受験するために都に

行ったところ、武芸の方に心を魅かれ、そちらで身を立てようと考え、各地を旅して

武芸者と交わりを結び、韓
かん

存
そん

宝
ほう

という者から兵書を教わった。宋
そう

は夏
か

国
こく

と戦争を起こ

して失敗し［→作品番号 06-3-069］、作戦に関わった韓存宝は敗北の責任を問われて死

を覚悟し、「自分が死罪になるのを恐れはしないが、妻子を飢え死にさせるのは忍び

ない。ここに数百両の銀がある。家に届けてくれまいか」と巣穀に託した。巣穀は名

を変え、秘かに韓存宝の故郷に行ってその銀を渡し、しばし身を隠していた。己に罪

が及ばないことを聞いてようやく身を顕わし、蘇軾を訪問した。 

 

【訳文】 

春の雨であるのに、暗い塵のように降り注ぎ、 

春の風であるのに、人を倒さんばかりに吹いてくる。 

東の坡
たかまり

の我が家には幾つかの部屋がある。 

貴君が誰かの隣に住むとしたら、ここ以外にどこがあろうか。 

見たまえ、 

牀
ベッド

にはぼろぼろの綿を詰めた布団がある、 

壊れた竈
かまど

には湿った薪が積んである。 

貴君は一度も「寒い」とはいわないのは、 
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哀しいかな、 

僕が貧乏であるのを知っているからだ。 

僕にだってなけなしの酒がある。 

たった一つの瓢
ひさご

にあるだけだから、 

僕の頬を赤くすることもできないけれど、 

これを独りで飲んでしまうのはまことに不人情というもの、 

貴君の唇を少しでも潤おしてくれたまえ。 

僕の知り合いには、 

いまや莫大な俸禄をもらって、 

馭者でさえも酒を飲み過ぎて豪華な敷物に吐瀉して平然としているとか。 

そんな連中は知りもしないのだ、 

僕と貴君がこうして冬の蝉のように呻吟しているなどとは。 

僕も貴君も己の力を尽くし、天を怨むことはない。 

僕も貴君もれっきとした天の民だ。 

そのうち柳に花がつくのを見るだろう。 

そうなったら、 

天の与える無
む

辺
へ ん

の春を享受しようではないか。 

【補足】［（1）この詩のキーワードは終わりに出てくる「天
てん

民
みん

」と「無
む

辺
へん

の春」であ

ろう。「天民」とは天のもとに生まれ、天の法則に従って生きる民で、天のもとでは

誰もが平等である。「無辺の春」とは無限に広がる春である。それを享受するとは、

『赤
せき

壁
へき

の賦
ふ

』で提示された「造物者の無尽蔵」を我がものとして受けるということで

ある。（2）中頃に「僕の知り合い」とあるのは、具体的には蒲
ほ

宗
そう

孟
もう

［字
あざな

は伝
でん

正
せい

］［→

作品番号 05-4-002］のことであるという。蒲宗孟は、先に亡くなった従兄の蘇
そ

不
ふ

欺
ぎ

の
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妻の兄弟で、つまり、巣
そう

谷
こく

も蘇軾も皆が同郷である。蒲宗孟は都で要職に就いていて、

巣谷に金を与えるよう皇帝に願い出たのだが、許されなかったという。そうした事情

を知りながら、ここでは知らん顔をしているかのよう詩に詠んで、わざとからかって

いるのである。後に、蘇軾は蒲宗孟に浪費癖を改めるよう苦言を呈したりする。（3）

この詩は後に石に刻まれて成
せい

都
と

の州庁に置かれたという］ 

 

■【06-4-008】与巣元修 

【解題】巣
そう

谷
こく

［字
あざな

は元
げん

修
しゅう

］に宛てた手紙。巣谷は自由人で、しばらくの間、対岸の

各地を巡っていたようで、王
おう

斉
せい

愈
ゆ

［→作品番号06-1-030］のところにいるとわかった

ので、この手紙を送ったのである。 

 

【訳文】 

貴君が帰るのを日日待ち望んでおりましたところ、王
お う

斉
せ い

愈
ゆ

君から手紙がきて、前日に君
く ん

瑞
ず い

君と一緒に

出掛けたとありました。貴君がいないので、東の坡
たかまり

は荒れてしまいました。春の筍が出始めていて、餅
へ い

餤
だ ん

はもうそろそろ終わってしまいます。このように聞いたら、すぐに来てくれるでしょうか。 

お別れしてからも御壮健のことと想っておりますが、私はこの数日来、咳に苦しみ、飲食も話すのもほと

んどできないほどで、何の楽しいこともありませんでした。今日はようやくよくなってきたところです。 

近ごろ牢獄から火が出て、ほぼ全焼してしまい、雪
せ つ

堂
ど う

もまた危ういところでありました。潘
は ん

家
け

の人 も々皆

走って避難しました。雪堂のあたりにも炎が飛び、軒が焦げるばかりでありました。幸いにも先生の二つ

の瓢箪は無事で、四本の柏
は く

の木からは芽が出てきています。 

【補足】［（1）君
くん

瑞
ずい

とあるのは王
おう

天
てん

麟
りん

［→作品番号06-1-041］のことだという説がある

が、その根拠は不明であるという。（2）餅
へい

餤
だん

は季節の食べ物であるらしいが、どのよ

うなものであるのかはわからない。（3）後半には火事があったことが記されている。
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潘
はん

革
かく

の営む酒店は対岸の樊
はん

口
こう

にあったのだが［→作品番号06-1-042］、潘の家の誰かが

雪
せつ

堂
どう

の近くに住んでいたのだろう。（4）先に見た陳
ちん

章
しょう

［字
あざな

は朝
ちょう

請
しょう

］に宛てた手紙

［→作品番号06-3-074］に「寒さのために咳がひどくなり」とあったのは、あるいは

このころに書いたものであるのかもしれない］ 

 

■【06-4-009】与徐得之 

【解題】蘇軾が眼病を患ったことは、徐
じょ

大
たい

正
せい

［字
あざな

は得
とく

之
し

］に宛てたこの手紙にも記さ

れている。徐大正は黄
こう

州知事の徐
じょ

大
だい

受
じゅ

［→作品番号06-3-063］の弟で、このころに黄

州にきたようである。 

 

【解題】 

私は春に眼を病み、開けられないほどでありました。……このごろは、園中の桃や李が美しく咲いており

ます。同輩が雪
せ つ

堂
ど う

の前に移植してくれるというので、それで一絶句を作って、日々を過ごすというのはど

うでしょうか。昨日の夢で、ある杭
こ う

州の人が竜
り ゅ う

団
だ ん

茶
ち ゃ

を山ほど贈ってくれまして、しかもそれを一遍にすっか

り飲んでしまったのです。これはどういう意味だがおわかりになりますか。……三月十六日。 

【補足】［夢に見たことには何かしら意味があると昔の人は考えていた。蘇軾には夢

にまつわるエピソードがたくさんある］ 

 

■【06-4-010】与子由書 

【解題】黄
こう

州から弟の蘇轍に宛てた手紙が幾つか残されている。三月二十五日の日付

のあるものとともに、3通をまとめて読んでおこう。 

 

【訳文】 
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（1）心は口と異なることなく、口は心と異なることなく、心はそのまま口で、口はそのまま心である――近

ごろこの禅語めいたものをこしらえましたが、これは君の人となりを表すものです。要するに、君は己を欺く

世間の連中とは違っています。この言葉を兄に当てはめようとしても、それはできません。人は水を飲む

と、冷たいのか温かいのかすぐにわかります。死と生とが入れ替わるのも、禍
わざわい

と福とが交互に起こる

のも、それと同じなのでしょう。会って話せないのが残念です。 

 

（2）本性に任せてぶらぶらする、縁に従って広く放つ、俗な心を消し去る――このほかに「勝
し ょ う

解
か い

」［最善

の解決法］はない。 

このことをもって自分自身を顧みると、俗な心を消し去るということが「勝解」であるのは実にはっきりとして

います。ただし、この「勝解」はあると思えばあり、ないと思えばないようで、言葉によって伝えられるもので

はありません。ですから人を教え導く師もここまでしかいっていないのです。 

譬えるなら、眼の（視界を遮っている）翳
か げ

を取り除くなら、眼は自ずからはっきりと見えるようになります。医

師はただ翳を取り除く薬を用いるのであって、はっきりと見えるようにする薬を用いるのではありません。は

っきり見えることを求めるのなら、きっとまたそこに翳が生じてしまうでしょう。もとより、翳の中にあってはっきり

見えることを求めることはできませんし、翳とは別にはっきりと見えなくさせているものがあるわけでもありませ

ん。 

世間の愚昧な人は、ぼんやりとして何も認知していないのが仏の境地であるかのようにいいます。もし

仏の境地がそのようなものであるのなら、猫や犬が熟睡して、腹を搖らし鼻ですうすう息をし、土やら木

やらと同じような状態になっているときは、まさしく毛筋一本ほどの思念もないのですから、猫や犬は仏

の境地に入っているのでしょうか。 

およそ学ぶ者は、妄
も う

を観
み

て愛欲を除くことを、大より小に至るまで、全てを忘れずに毎日毎日行ってや

むことがありません。 

君が教えてくれたのは、つまりは以上のようなことでしょうか。 
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ここまで書いてきたところで、塀の向こうで怒りに任せて夫婦者が殴り合いの喧嘩を始めました。罵り声

は火を噴くようで、猪
ぶ た

の叫び、犬の吠え声のようです。ここからもわかるのは、猪の叫び、犬の吠え声のう

ちにも、一点の光明がはっきりとあるのでしょう。譬えていうと、大河の本性は、砂を飛ばし石を走らせる

激しさの内にあるのでしょう。普段の静かな流れを見ているだけではわからないのです。今日の喧嘩か

らもいささか得られるものがあります。 

元
げ ん

豊
ほ う

六年三月二十五日。 

 

（3）ある人が僕にいいます。 

「草木が成長するのは常に夜明けのころだ。早く起きて観察すると、筍
たけのこ

が最も甚だしくて数寸も伸びる」 

「夏と秋の境目で、稲がまさに穂を出すとき、夕暮れに月が出ると、露の珠が根元に生じ、それを押し

上げる者がいるかのように次々に上ってゆく。あるものは茎の中心にあり、あるものは葉の末にある。そし

て、稲の穂が出て実を結ぶ。観察するとその通りになっている」 

この二つの事は君の養生の説と符合するように思うので、書いてお知らせします。 

【補足】［これらの文章はいずれも弟からの手紙に記してあったことを踏まえて書か

れているのだろう。よくわからない箇所があるのは、こちらの読解力のなさだけでな

く、致し方ないところもあるのかもしれない］ 

 

■【06-4-011】東坡 

【解題】この頃の日常のひとこまを詠んだ詩。 

 

【訳文】 

雨が東の坡
たかまり

を洗って、 

月の光が澄みわたると、 
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市
し

人
じ ん

［町中の人］はすでに行き尽くし、 

野
や

人
じ ん

［郊外の農夫］ばかりが行く。 

犖確
ご ろ ご ろ

と石だらけの坡
たかまり

のとっつきの路
み ち

を嫌いはしない、 

鏗然
か ら か ら

と杖を曳く音が愛おしい。 

【補足】［市
し

人
じん

と野
や

人
じん

を対比させ、蘇軾自身はもちろん野人の一人である。「坡
たかまり

のと

っつきの路」とは先に見た黄
こう

泥
でい

坂
はん

［→作品番号 06-3-081］である。なお、黄泥坂や東
とう

坡
ば

や雪
せつ

堂
どう

が実際にどの場所にあったのかという議論は現在に至るも続いているようだ。

これまでに見たように、蘇軾は詩文の中にたくさんの地名や位置関係、方角などを入

れ込んでいるので、場所探しはとりわけ地元の人にとって楽しいテーマであるのだろ

う］ 

 

■【06-4-012】日日出東門 

【解題】黄
こう

州にある東
とう

門
もん

から毎日出て歩いていることを歌った詩。 

 

【訳文】 

日に日に東
と う

門
も ん

から出て、 

歩いて東
と う

城
じ ょ う

を尋ねて遊ぶ。 

東門にいつもいる門衛が、 

「あっちに行って何を求めておられるのかね」 

と、笑って問いかけてきた。 

私が答えるに、 

「求めるものなどないさ。 

 ここに駕
く

るのは心の憂いを写すため。 
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 思いに適うところがあると、返るのを忘れてしまうし、 

 路が行き止まりになったら、そこでおしまいさ。 

 遥かに想像するのは百年先、 

 黄
こ う

州の爺さんたちが、 

 かつてここを僕が往き来していたことを語ったりするのかもね。 

 大昔から、賢人も達人も誰もがこの
．．

路
．
を通ったものだ。 

 この
．．

路
．
というのは、町から出て行く路のことだ。 

 かつてかの町に住んでいた謝
し ゃ

安
あ ん

という人が亡くなると、 

 葬送の列は西
せ い

州
し ゅ う

門
も ん

から出て行った、 

 謝安に可愛がられていた甥の羊
よ う

曇
ど ん

は、 

 その日からこの
．．

路
．
を決して通るまいと心に決めた、 

 しかし、ある日、酔っていつの間にか西州門にきて倒れ伏し、 

 醒めてそこが西州門であると知ると、 

 羊曇は号泣した。 

 人の一生は百年、 

 豪壮な家で裕福に暮らしても、 

 千年後にはいかなる人も山
さ ん

丘
きゅう

［墓場］に帰っている。 

 まあ、君はいつもここにいるわけだから、 

 酔いから醒めていちいち私のために泣いてくれたりはしないだろうね」 

【補足】［（1）謝
しゃ

安
あん

と羊
よう

曇
どん

の故事は作品番号04-2-070ですでに見ている。ここでは、そ

の説明を織り込んで訳文を作ったので、かなり冗漫になっている。（2）前の詩の補足

で位置の比定について触れたが、この詩の題である東
とう

門
もん

について少しだけ検討してみ

よう。作品番号 06-4-003 でも見ているように、東門は町と郊外の境になっている。一
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方で、この詩には、「東門を出て東
とう

城
じょう

に遊ぶ」とある。黄州の町は州庁等のある府
ふ

城
じょう

とその東側の東城に分かれていたようだ。府城は城壁で囲まれ、東城はどうやら囲ま

れていなかったのだろう。東門は府城と東城の境目にあり、東門を出ると東城にも行

けるし、そのまま郊外に行けるのである。別の考証によると、作品番号 06-1-032 で見

た乾
けん

明
めい

寺
じ

も城壁の外側の、東門から五十歩のところにあった。では東の坡
たかまり

はどこに

あったかというと、東門を出て北東側に進んで少し上ったところであるようだ。一方

で、長
ちょう

江
こう

に臨む臨
りん

皐
こう

亭
てい

は、府城の南、もしかすると城壁の外側にあったのだろう。と

すると、蘇軾が臨皐亭から雪堂に行くには、府城を経由して東門から出て行くルート

と、府城の外側を大きくまわるルートとがあったのだろう。ここの詩では、毎日のよ

うに東門から出て行くと詠んでいるので、通常は府城を経由するルートを使い、その

方がずっと近かったのだろう。そして黄
こう

泥
でい

坂
はん

はその途中のどこかにあったのだろう。

作品番号06-5-026で、蘇軾が去って90年ほど後の雪堂の様子について触れるが、その

ときすでに水の流れが変わっていたりしているので、現在と過去を結び付けるのはな

かなか容易ではない］ 

 

■【06-4-013】記所作詩 

【解題】上の詩に関連する短い文章。 

 

【訳文】 

私の詩に、 

 

日日出東門、［日に日に東
と う

門
も ん

を出て］ 

歩尋東城遊。［歩いて東
と う

城
じ ょ う

を尋ねて遊ぶ］ 
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城門抱関卒、［城門の抱
ほ う

関
か ん

の卒
そ つ

は］ 

怪我此何求。［此
こ こ

に何を求めるのかと我を怪
あ や

しむ］ 

吾亦無所求、［吾に亦
ま た

求める所なし］ 

駕言写我憂。［駕
が

してここに我が憂いを写す］ 

 

というのがある。 

章
し ょ う

惇
じゅん

はこの詩を見て参
さ ん

寥
り ょ う

にいった。 

「前に『歩』とあって後には『駕』とある。最初は歩いていたはずなのに、なぜか馬車に駕
の

っている。前と

後ろでひどくぐちゃぐちゃではないか」 

私は参寥からこのことを聞いていった。 

「私は尻をもって輪となし、神
こころ

をもって馬となし、それに駕
が

して歩くのだ。前と後ろでちゃんと辻褄が合って

いるのさ」 

参寥はいった。 

「貴君が文章を飾って理屈を超えようとするのは孫
そ ん

綽
し ゃ く

にそっくりだ。『流れに枕
まくら

するのは耳を洗うため、石

で漱
す す

ぐのは歯を礪
み が

くためだ』と孫綽が言い逃れをしたのは、きっと貴君の入れ知恵だったんだろうね」 

【補足】［（1）ここに登場する章
しょう

惇
じゅん

［作品番号 06-2-028 など］と参
さん

寥
りょう

［道
どう

潜
せん

］［→作

品番号 06-1-081 など］は蘇軾のかねてからの親しい友で、この文章からすると、参寥

に向かって蘇軾の詩の揚げ足取りのいちゃもんをつけているくらいであるから、章惇

は引き続き蘇軾のことを気の置けない友人であると考えていたのだろう。章惇と参寥

のこの会話がいつ行われたのかというと、たぶんこれはかなり無理な解釈であるのだ

ろうが、蘇軾のこの詩はすぐに都にまで伝わり、たまたまそのときに参寥が都にいた

のではないだろう。そして、その後で都から参寥が黄
こう

州にきてこの話を蘇軾に伝えた

のだろう。参寥がこの年の夏以降に黄州にきてしばらく滞在したのは確かなことであ
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るので、一応辻褄は合っているのだが、参寥が杭
こう

州を発ってどうしてわざわざ遠く都

を経由してから黄州にきたのかが不可解である（2）蘇軾は章惇のいちゃもんに対し

て、わざと屁理屈をこねてみせたのだろう。参寥はそこで、有名な孫
そん

綽
しゃく

の故事を引い

て笑ったのである。それがまさに蘇軾の狙いで、参寥とは息がぴったりと合っていた

のである。孫綽は若い頃に、隠者になる志があると友人に語り、「石に枕
まくら

し、流れに

漱
すす

ぐ」といおうとして「流れに枕し、石に漱ぐ」と言い間違え、それを指摘されると、

あくまでもこれでよいのだと強弁した。夏目漱石のペンネームはこの故事に由来する］ 

 

■【06-4-014】参寥泉銘 

【解題】これはこれより 9 年後に書かれた文章であるが、この年のどこかの時点で参
さん

寥
りょう

［道
どう

潜
せん

］が黄
こう

州にきて、年をまたがって滞在したことがわかる。 

 

【訳文】 

私は黄
こ う

州
し ゅ う

謫
た く

居
き ょ

となったとき、参
さ ん

寥
り ょ う

は（杭
こ う

州から）数千里の道も遠いとせずに黄
こ う

州にまで来てくれた。年

を越えて滞在し、ともに武
ぶ

昌
し ょ う

の西
せ い

山
ざ ん

に遊んだ。私は夢の中で参寥とともに詩を賦し、そのなかに「寒
か ん

食
し ょ く

清
せ い

明
め い

」、「石
せ き

泉
せ ん

槐
か い

火
か

」の句があった。語としてははなはだ美しいけれども、その意味するところはわからな

かった。 

それから七年後に、私は知事として杭
こ う

州に赴任すると、そこに参寥がいた。翌年、参寥は智
ち

果
か

寺
じ

の

精舎に入り、さらにあくる年に新たな居所を作った。ちょうど私は寒食の日に杭州を去ることになったの

で、そのことを告げに参寥のもとを訪ねた。 

精舎の下には石の間から湧き出る古い泉があった。この月、石を鑿
う が

ったところ、泉がまた湧き、水がよ

りいっそう澄んでいた。参寥は新茶を摘み、泉の水を沸かしてそれに注いだ。私は笑っていった。 

「これは九年前に見た夢そのままだ」 
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一同はみなひどく驚いた。 

運命を知らせる何かがあっても、その意味はなかなかわからないものだ。 

この泉を参
さ ん

寥
り ょ う

泉
せ ん

と名付け、銘を作った。 

【補足】［ここに記されている泉については改めて第9章で見ることになる］ 

 

■【06-4-015】和黄魯直食筍次韻 

【解題】黄
こう

庭
てい

堅
けん

［字
あざな

は魯
ろ

直
ちょく

］から筍
たけのこ

を食べる詩が送られてきたので、それに次韻し

た。黄庭堅の名は作品番号 06-2-066 などでも見ているが、蘇軾の高弟ないし友人で、

北
ほく

宋
そう

の著名な詩人の名を挙げるとすると、蘇軾、欧
おう

陽
よう

脩
しゅう

、王
おう

安
あん

石
せき

、黄庭堅の 4人を欠

かすことはできない。その中で、黄庭堅の詩が最も難解で、蘇軾と黄庭堅の間で行き

来した詩は、我々には容易には理解できないものが多い。この訳文は晦渋さを 100 倍

は希釈しているので、原詩とは似てもいない非なるものである。 

 

【訳文】 

たっぷり食べて肉をごっそり残す人もあれば、 

野菜の切れ端さえなくて食に餓えている人もいる。 

食べ物のことで喜んだり怒ったり、 

ごたごたとしたありさまは、 

「朝
ち ょ う

三
さ ん

暮
ぼ

四
し

」の猿と変わらない。 

そこに一人だけ覚醒しているのは、 

凜
り

凜
り

しい白
は く

下
か

の貴君で、 

一日に一
い っ

飯
ぱ ん

の暮らしは在家の僧と同じ、 

至
し

楽
ら く

とは不
ふ

壊
え

の道心であるとしている。 
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前の世では貴君はきっと書物を食らう虫だったのだろう、 

今の世でその罪を償うために筍を齧っているのだ。 

酒樽にも俎板にも何もなく、筍以外のものは雑
ま じ

えない。 

しかし、霜や雪に被われた筍を見るがよい、 

幼いときから早くも脱俗の姿、 

それをどうして乱暴に食べてしまえるのかな。 

三度その香りを嗅ぐなら、口にするのは忍びないではないか。 

筍は朝に皮をはらりと解くなら、 

風雷に迫る勢いで伸び上がるのだ。 

貴君に願うのは、 

竹筒に飯を盛って、五色の糸で縛り、 

私のことを思って、水に投じてくれたまえ。 

【補足】［（1）「白
はく

下
か

」とあるのは、黄
こう

庭
てい

堅
けん

のこのときの勤務地である太
たい

和
わ

県の古い地

名。（2）最後のところは、不幸にして投身自殺した屈
くつ

原
げん

を弔うために始まったとされ

る端午の節句の行事を踏まえている。蘇軾は自分の境遇を屈原になぞらえたのである］ 

 

■【06-4-016】書謗 

【解題】謗
デマ

についての一文。これはずっと後に書かれたものだが、その前半部分を訳

す。 

 

【訳文】 

私が黄
こ う

州に謫
た く

居
き ょ

していた間に、曽
そ う

鞏
き ょ う

は母の喪に服して臨
り ん

川
せ ん

に帰り、そのままその地で亡くなった。する

と、人々が私と曽鞏が同じ日に死んだと妄
み だ

りに言い伝えた。唐
と う

の時代に、李
り

賀
が

が天帝に召されて死
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んだといわれたように、二人は天帝に召されたのだと人々は噂した。先帝［神
し ん

宗
そ う

皇帝］はこのことを聞い

て慨嘆し、蜀
し ょ く

の人の蒲
ほ

宗
そ う

孟
も う

に真相を尋ねられた。 

【補足】［（1）曽
そう

鞏
きょう

が亡くなったのはこの年の4月11日で、65歳だった。曽鞏は蘇軾

と同時に科挙に合格した人。そのときの試験委員長であった欧
おう

陽
よう

脩
しゅう

は、二次試験の答

案で最も優れた論文は、自分の弟子である曽鞏が書いたものではないかと疑い、一番

と二番の成績を入れ替えて発表したところ、曽鞏が首席になってしまったというエピ

ソードがあることは作品番号 01-2-012 で見ている。唐
とう

と宋
そう

の散文の名手として特に優

れた8人［唐の韓
かん

愈
ゆ

、柳
りゅう

宗
そう

元
げん

、宋の欧陽脩、蘇
そ

洵
じゅん

、蘇軾、蘇轍、曽鞏、王
おう

安
あん

石
せき

］を唐
とう

宋
そう

八
はち

大
たい

家
か

というが、宋代の 6 人のうち王安石以外は欧陽脩とその近しい人々である。

（2）唐代の李
り

賀
が

は優れた才能と独特の感性がありながら、不遇のまま 27 歳で若死に

したので、天帝に召されたといわれた。曽鞏と蘇軾の 2 人の才人も、改革に批判的で

あったために政治的に不遇で、同時に天帝に召されたという噂が生まれた。（3）蘇軾

が死んだとの噂に神
しん

宗
そう

皇帝が驚いたことは、少し後の時代に書かれた何
か えん

の随筆『春
しゅん

渚
しょ

紀
き

聞
ぶん

』に次のように記されている。「皇帝は食事をしようとして何度も嘆息し、『才
さい

難
なん

』とつぶやき、ついには食事をやめて起った。意
こころ

はなはだ喜ばないようであった」。

「才難」とは「蘇軾のような才能のある者は他には得難い」という意味であろうけれ

ど、「才能がある故の苦難」と読んでみたくもなる。（4）皇帝は噂の真偽を同じ蜀
しょく

出

身の蒲
ほ

宗
そう

孟
もう

［→作品番号 06-4-007］に尋ねた。（5）神宗皇帝はこれより 1 年ほど前に

蘇軾を朝廷に呼び戻そうと考えたものの、側近の者によって阻まれたということがあ

ったようだ。公的な記録によるものではないので事実であるとの保証はない］ 

 

■【06-4-017】与范蜀公 

【解題】同郷の大先輩である范
はん

鎮
ちん

［蜀
しょく

公
こう

］［→作品番号06-1-063］も、上に見た噂を
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聞いて蘇軾の身を案じた一人で、黄
こう

州に人を遣わして真偽を確かめた。これはそれに

応えた蘇軾の手紙。 

 

【訳文】 

李
り

成
せ い

伯
は く

長官が来られてお手紙を頂戴しました。御佳勝の由を承り、気持ちがはなはだ慰められました。

新居がすでに完成し、池や畑はまことによろしく、友人も子供たちも皆がいて、人間界の楽しみとしてこ

れに過ぎるものはありません。およそ必要なものはほぼ揃っています。ただ、春から夏にかけて、病気が

ちで赤目も患い、門を閉ざして人に会うこともなく過ごしておりましたところ、噂を伝える者がついには私が

死んだとまで言い出して、人々を心配させてしまったとか。李成伯長官からこのことを聞いて、笑ってし

まいました。普段から私の毀誉褒貶に関するものはほとんどがこの類
たぐい

です。お目にかかれますのはい

つのことになりましょうか、この手紙に臨んで呆然としてしまいます。 

【補足】［范
はん

鎮
ちん

の手紙を持参して都での噂を伝えた李
り

成
せい

伯
はく

がどのような人物であるの

かはわからない。］ 

 

■【06-4-018】臨江仙 

【解題】この詞には「夜、臨
りん

皐
こう

に帰る」との副題がある。 

 

【訳文】 

夜飲東坡醒復酔、［夜、東の坡
たかまり

で飲み、醒めて、また酔いがまわってきます］ 

帰来彷彿三更。［帰りきたのはもはや真夜中です］ 

家童鼻息已雷鳴。［小僧たちの鼻息はまるで雷鳴のよう］ 

敲門都不応、［門を叩いても応じる者がいないので］ 

倚杖聴江声。［杖に身を寄せて長
ち ょ う

江
こ う

の音を聴いているのです］ 
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長恨此身非我有、［長く残念に思っているのは、この身が我がものではないこと］ 

何時忘却営営。［いつしかあくせく生きることを忘却できるのでしょうか］ 

夜闌風静縠紋平。［夜はさらにふけ、風は静かで、川にはさざ波も立ちません］ 

小舟従此逝、［小さな舟でここより逝
ゆ

き］ 

江海寄余生。［我が余生を長江から海へと寄せましょう］ 

【補足】［この詞がまた別のデマを生んだという話がある。蘇軾はほろ酔い気分で、

この詞を大声で歌いつつ臨
りん

皐
こう

亭
てい

に帰り、それを見送った友人が、翌朝川辺に行ってみ

ると、蘇軾の衣冠だけが遺されていた。友人は、蘇軾が本当に舟に乗って黄
こう

州を去っ

てしまったと早合点し、たちまち騒ぎとなった。それを聞いた知事の徐
じょ

大
だい

受
じゅ

が慌てて

捜索に乗り出したところ、当の本人は臨皐亭で大いびきをかいて眠っていた。これは

たぶんそっくり作り話であるのだろう］ 

 

■【06-4-019】帖贈楊世昌 

【解題】蜀
しょく

出身の道人、楊
よう

世
せい

昌
しょう

［→作品番号06-3-066など］に贈った短い文章。これ

によると楊世昌は5月9日に黄
こう

州を去ったのだった。 

 

【訳文】 

私は黄
こ う

州に謫
た く

居
き ょ

となり、綿
め ん

竹
ち く

の武
ぶ

都
と

山
ざ ん

の道士、楊
よ う

世
せ い

昌
し ょ う

、字
あざな

は子
し

京
け い

は、廬
ろ

山
ざ ん

から私のところにきた。

その人は山水を善く画き、鼓と琴を得意とし、天体の運行や人相ないしは画を見て占うことに詳しく、朱
し ゅ

砂
さ

を用いた薬方にも通じていて、高い技芸の持ち主である。明日はここを去るというので悲しくてならな

いのだが、僧侶は同じところに三日宿らぬとはまさにこのことなのだろう。 

元
げ ん

豊
ほ う

六年五月八日、東
と う

坡
ば

居
こ

士
じ

記す。 
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【補足】［楊
よう

世
せい

昌
しょう

や参
さん

寥
りょう

のような人は、黄
こう

州滞在中に蘇軾のもとに居候をしていたわ

けではなく、それぞれ道観や仏寺に身を寄せていたと考えられている。官員はもちろ

ん自分で宿泊する場所を確保し、親類やごく限られた者だけが蘇軾のやっかいになっ

たのであろう］ 

 

■【06-4-020】与蔡景繁 

【解題】蔡
さい

承
しょう

禧
き

［字
あざな

は景
けい

繁
はん

］に宛てた手紙。蔡承禧とは1年ほど前から手紙の行き

来があり、黄
こう

州にいる間に蔡承禧に送った手紙が14通残っている。蔡承禧と蘇軾は

同じ年の科挙で合格したいわゆる「同
どう

年
ねん

」の間柄。蔡承禧の父の蔡
さい

元
げん

導
どう

［字は濬
しゅん

仲
ちゅう

］もそのときの科挙で同時に合格し、父子で「同年」という極めて珍しい例であっ

た。父の蔡元導は先に亡くなり、蔡承禧は当時の執行部に批判的であったために地方

に出されていて、このころは淮
わい

河
が

の下流部を管轄する路の役人であった。 

●修正 

 

【訳文】 

お嬢様がちょっとした病に罹
か か

られたと伺いましたが、いまごろはきっとすっかりよくなっているでありましょう。

私は咳を患い、月を超えてまだやまずにいます。憂うほどものではないにしても、なかなか治りません。

臨
り ん

皐
こ う

亭
て い

の南に、ついに三部屋を建て増しすることができました。亭の前の何もなかったところを遮ってく

れて、夏には具合がよろしいです。浅からぬ賜り物であります。 

海に臨む
く

山
ざ ん

の石室はまことにいわれている通りのところで、私はかつて家の者たちを連れて遊んだこ

とがあります。そのときには胡琴を弾く婢
はしため

が家にいて、石室の中で『濩
か く

索
さ く

涼
り ょ う

州
し ゅ う

』の曲を弾かせたところ、

凜
り ん

然
ぜ ん

として兵
へ い

車
し ゃ

鉄
て つ

馬
ば

の声がしました。その婢はずっと前に去り、貴君のお手紙からふと思い出しまし

た。もしも貴君が実際にそこに遊ぶことがありましたなら、新しい詩ができるでありましょう。そうなれば、私も
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黄
こ う

州での戒めを破ってその詩に和すでありましょう。 

【補足】［（1）臨
りん

皐
こう

亭
てい

の南に建て増しをしたことは次の詩で詳しく見る。蔡
さい

承
しょう

禧
き

はそ

の屋根を葺く費用を支援してくれたのである。（2）
く

山
ざん

の石室は海
かい

州にある。かつて

蘇軾が海州に立ち寄ったことは作品番号 05-1-004 以下で見ている。そのときには、胡

琴を演奏する女性が蘇軾のもとにいたのだが、罪人となってからは、そうした人たち

は去って行ったのだろう［→作品番号 06-1-054］。（3）蔡承禧の詩に和すとの約束は

後に果たされることになる］ 

 

■【06-4-021】南堂五首 

【解題】臨
りん

皐
こう

亭
てい

の南に三部屋を増築して南
なん

堂
どう

と名付けたことを詠んだ詩。建築の支援

をしてくれた蔡
さい

承
しょう

禧
き

への謝礼を兼ねてこの詩を作った。なお、范
はん

鎮
ちん

に送った手紙［→

作品番号06-4-017］にあった「新居」とはこの南堂のことであるのかもしれない。 

 

【訳文】 

 其の一 

長
ち ょ う

江
こ う

に沿う山は町の西側に並び、 

そのために川の堤の半分が隠されている。 

なぜかこの町の建物は西向きに建っていて、 

ただ南
な ん

堂
ど う

だけが西南に向いている。 

だから、千の帆が浅い谷間を去ってゆくのが、 

寝そべったままで見られるのだ。 

 

 其の二 
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老年に及んでもなお眼力はあるし、 

病
やまい

がちではあっても髪の毛はまだ真白ではない。 

だから、南堂に作った明るい窓辺で小さな字を書き、 

さらには、南堂の小部屋で丹
た ん

砂
さ

から薬を作っている。 

 

 其の三 

かつては夜の雨には、 

面倒でも寝床を移さなければならなかった。 

雨の音が愁いの声となって我が心を傷めるのを嫌ったのだ。 

南堂に新たに葺いた瓦に響く雨音を聴くようになってからは、 

蓮の香を聞くような心持ちでいられるようになった。 

【補足】［瓦の効用を特に強調しているのは蔡
さい

承
しょう

禧
き

への感謝を示すためであろう］ 

 

 其の四 

田舎の暮らしであるから蜂の巣を割いて食を補い、 

子供らのために小さな畑を新たに拓いて野菜を作る。 

南堂に客人を容れられる部屋ができたので、 

門の外に友人の車がきても困ることはなくなった。 

【補足】［臨
りん

皐
こう

亭
てい

が手狭で客人を迎えるにはやや難があったことは陳
ちん

慥
ぞう

に宛てた手紙

にも記されていた［→作品番号06-1-072］］ 

 

 其の五 

床を掃き、香を焚き、扉を閉して眠る。 
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夏
な つ

茣
ご

蓙
ざ

は水のようにひんやりとし、帳
カーテン

は靄のようである。 

客人がきて夢から覚め、 

はてここはどこかと思っていると、 

西の窓の向こうで、 

浪が天と触れ合っている。 

 

■【06-4-022】与蹇授之 

【解題】蹇
けん

序
じょ

辰
しん

［字
あざな

は授
じゅ

之
し

］［→作品番号06-3-075］に宛てた手紙。 

 

【訳文】 

陳
ち ん

慥
ぞ う

君からの手紙で、貴君の奥方が亡くなられたのを知りました。家の内外に慶びを積み、淑徳で

評判の高かったお方がどうしてにわかにこのようなことになってしまったのでしょうか。貴君は御両親のもと

を遠く離れて、ややもすれば憂慮の念に駆られてしまうところを、さらにやるせない思いでありましょう。陳

慥君も悲しみに耐えがたく、ただ書物を見てその痛みを解いているとのことです。私はたまたま目を患

い、この短い手紙を記すのがやっとで、まことに申し訳ありません。弟からは手紙がくるたびに、貴君の

徳によって庇護されていると申しております。…… 

【補足】［（1）蹇
けん

序
じょ

辰
しん

の妻が亡くなったことが記されている。その妻は陳
ちん

慥
ぞう

の親族な

のだろう［→作品番号06-3-075］。また、蹇序辰の父はこのころ都で要職に就いてい

た。（2）同じころに陳
ちん

章
しょう

［→作品番号06-3-074］に宛てた手紙があって、そこには兄

の陳
ちん

襄
じょう

が亡くなったことが記されている。「春、夏以来、百日ばかりも伏せてしまい

いまなお眼の病気に苦しんでいます」とも書いていて、やはり眼の不調が長く続いた

ことがわかる。（3）さらに、6月3日の日付の楊
よう

絵
かい

［→作品番号06-3-036］宛ての手

紙にも、多病でただ伏せて暑さをしのいでいるということが記されている］ 
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■【06-4-023】満庭芳 

【解題】上の手紙に陳
ちん

慥
ぞう

［方
ほう

山
さん

子
し

］の名が挙がっていたが、陳慥は夏のあるときに長
ちょう

江
こう

の南に行くついでに黄
こう

州にきたようで、その折に蘇軾はこの詞を作っている。短い

序文がある。 

 

【訳文】 

王
お う

長
ち ょ う

官
か ん

という人がいる。官職を棄てて三十三年になり、黄
こ う

州の人々は王先生と呼んでいる。陳
ち ん

慥
ぞ う

が

王長官を送って私のところにきたので、この詞を賦した。 

 

三十三年、［三十三年］ 

今誰存者、［今もいるのは誰なのでしょう］ 

算只君与長江。［数えると、王
お う

長
ち ょ う

官
か ん

と長
ち ょ う

江
こ う

だけです］ 

凛然蒼檜、［しゃきっとした蒼
あ お

い檜
ひのき

の］ 

霜幹苦難双。［霜に耐えた幹のような王長官に並ぶ者は誰もいません］ 

聞道司州古県、［聞くところでは、王長官のお住まいは古い所縁のあるところ］ 

雲渓上、［渓の上に雲がかかって］ 

竹戸松窓。［竹を戸に松を窓としています］ 

江南岸、［長江のこの岸辺に］ 

不因送子、［送られてくるのでなければ］ 

寧肯過君邦。［私のところを過
よ ぎ

ることなどありません］ 

 

樅樅。［樅
ぱ ら

樅
ぱ ら

と］ 



自由訳 蘇東坡詩文集抄 

第 6 章：439 
 

疏雨過、［まばらな雨が過ぎると］ 

風林舞破、［林が風に舞い］ 

煙蓋雲幢。［靄の蓋が雲の旗となって流れます］ 

願持此邀君、［願いが叶って王長官を迎えて］ 

一飲空缸。［ひとたび飲むや、酒の缸
か め

はもう空っぽです］ 

居士先生老矣、［東
と う

坡
ば

居
こ

士
じ

は老いました］ 

真夢裏、［まことにこれは夢のなかなのでしょう］ 

相対残缸。［残った缸に向き合います］ 

歌舞断、［歌と舞いが終って］ 

行人未起、［行く人がまだ起たないうちに］ 

船鼓已逢逢。［船では太鼓が逢
と ん

逢
と ん

と鳴らされます］ 

【補足】［最後は、出発を促す太鼓の音が無情にも鳴っているということ］ 

 

■【06-4-024】元修菜、并叙 

【解題】巣
そう

谷
こく

［字
あざな

は元
げん

修
しゅう

］［→作品番号 06-4-008］に贈った詩。序文があり、その中

に引かれている故事については説明も織り交ぜて訳す。 

 

【訳文】 

叙 

野菜で旨いものといったら、我が故郷の巣
そ う

菜
さ い

がある。友人の巣
そ う

元
げ ん

修
し ゅ う

［巣
そ う

谷
こ く

］はこれが好きで、私も好

きである。 

昔むかしのこと、孔
こ う

坦
た ん

がとある楊
よ う

さんの家を訪ねた。楊さんは留守で、九歳の息子が応対した。息子

が楊梅
や ま も も

の実を出してもてなしたところ、孔坦は楊
．
梅にひっかけて、「これは君の家の果物だよね」といっ
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た。すると息子は即座に、「孔雀
く じ ゃ く

がおじさんの家の鳥だとは聞いておりませんけれどね」と答えた。 

巣元修は、「孔
．
雀が孔坦の家の鳥なら、巣

．
菜こそは我が家の野菜ですな」といった。それで私は巣

菜を「元
げ ん

修
し ゅ う

菜
さ い

」と呼ぶことにした。 

私は故郷を離れて十五年になり、「元修菜」を食べたいと思っても得られずにいた。たまたま巣元修が

黄
こ う

州にきたので、この詩を作り、巣元修が故郷に帰ったならばこの詩をその息子に見せて、「元修菜」

を東の坡
たかまり

に植えられるようとりはからってほしいと頼むものである。 

 

旨いものといったら、貴君の家の野菜だ。 

旺盛な成長力は、緑を畑一面に敷き詰めたようになる。 

豆の莢
さ や

は円くて小さく、そこからふっくらとした小さな芽が出る。 

これを植えるのは秋の雨の後で、 

霜がさかんに降るころにぐんぐん伸びる。 

花が咲こうとしても萼
が く

がなくて、青虫がたくさんついているような感じになったときに、 

青い裙
スカート

をはいた女性たちが畑に出て、せっせと葉を摘み取る。 

蒸すなり茹でるなりすると、その色と香が盆いっぱいに満ちる。 

酒を垂らして鹽豉
し お み そ

とあえてもよいし、橙
だいだい

を細かく切っても、薑
しょうが

や蔥
ね ぎ

を加えてもよい。 

これさえあれば鶏やら豚やらの肉はいらない。 

問題はあっという間になくなって、 

箸が行き場なく中空でさまようになることだ。 

春が終わる頃には葉が枯れ出し、 

煙る雨の中で畑を耕せば、 

自然の潤いによって化して泥の中へと溶け込む。 

植えてから終わりまで、人の労力に応えないことはなく、 
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人の力と土の力によって成長する。 

私は老いて故郷の家を忘れ、 

子供等の言葉は蜀
し ょ く

音
お ん

ではなく楚
そ

音
お ん

に変わってしまった。 

それでもこの野菜のすばらしさだけは、いつも私の胸の中にある。 

貴君は帰ったならば、その子に頼んでくれたまえ、 

袋にたっぷり入れて送ってほしいのだ、 

決して箱に詰めて封をしてはいけない。 

漢
か ん

の時代に、 

張
ち ょ う

騫
け ん

は馬に食わせる苜蓿
う ま ご や し

を西域から移植し、 

それは白菜のように人が食べることもできた、 

また馬
ば

援
え ん

は薏
よ く

苡
い

を載せて西域から還り、 

それは大いに連なって繁るようになった。 

ならば、この野菜を蜀からここに移すなら、 

東の坡の下の痩せた土地も稔り多いところとなって、 

黄州の人々はこの菜を指さして、 

私と貴君の両翁の功績であると長く語り継ぐであろう。 

 

■【06-4-025】聖散子叙 

【解題】巣
そう

谷
こく

は「聖
せい

散
さん

子
し

」という秘伝の薬方を知っていて、黄
こう

州界隈で疫病がはやっ

た際に蘇軾がその薬を試しに用いてみると著しい薬効があった。これは「聖散子」を

世に広めようとして書いた宣伝文。医術に関わるこの文章は、中国の古い医術に関し

て全くの無知である訳者には解し難いところが多々あり、大きな誤りをしない程度に

大略を汲み取って訳す。 
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【訳文】 

昔、『千
せ ん

金
き ん

方
ほ う

』［唐
と う

代
だ い

の孫
そ ん

思
し

邈
ぼ う

が編んだ医学書］にある「三
さ ん

建
け ん

散
さ ん

」の条
く だ り

を読んだところ、「胃病も熱病

もいかなる病も治さないことはない」とあった。孫思邈が特にこのように記しているのは、この薬の効果が

尋常ではなく、危急を救うのに非常に験
しる し

があると考えたからだろう。優れたものの効き目は普通の理屈

にはよらないところがあって、人智では計り知れないものがある。いま私が蓄えるところの「聖
せ い

散
さ ん

子
し

」はほ

とんどこのであろうか。 

古来、病を論じるときは傷
し ょ う

寒
か ん

［熱病、疫病］を最も危急とし、その症状の微妙な差異によってある治療

法で救えるものと救えないものがあるとした。しかし、「聖散子」は一切を問わない。男女によらず、症状

が危急に至った者でも、続けて数回服用すれば、汗が出て気
き

が通じ、飲食がやや進むようになり、気

分がはっきりと回復する。他の薬を併用する必要はない。軽い症状の者は少し汗をかいて恙
つつが

なく治る。

薬の性質としては少し体を熱くし、飲むとすぐに病毒による不快な感じがすっきりとする。ほとんど理解で

きないほどの効き目がある。 

もしも疫病がはやったならば、大釜でこの薬を煮て、老人も子供も誰でも大きな盞
さかずき

で一杯飲むなら、

疫病が身体に入り込むのを防ぐことができる。普段の病気ではないときにも、空腹時に一服すれば、

飲食が倍に進み、百病ともに生じない。まことの世を救う道具であり、家の宝である。 

「聖散子」の薬方がどこから出たのかは知らないが、私は眉
び

山
ざ ん

の人である巣
そ う

谷
こ く

君から教わった。巣

谷君は多くを学び薬方も好み、「聖散子」の薬方は惜しんでその子にも伝えずにいた。私は強く求めて

この薬方を得た。私が黄
こ う

州
し ゅ う

謫
た く

居
き ょ

になったときに疫病がはやり、この薬を人々に与えたところ、それによっ

て数えきれないくらいたくさんの人が救われた。 

巣谷君が最初に私にこの薬方を授けてくれたときに、ほかの人には伝えないと長
ち ょ う

江
こ う

の水にかけて誓っ

た。しかし、私はこっそりこれを洩らし、蘄
き

水
す い

の人である龐
ほ う

安
あ ん

時
じ

君に伝えた。龐安時君は今の世に善い

医者として名が聞こえ、善い医書も書いているので、後世にもこの薬方が伝わるようにと思ってこれを
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授けたのだ。そうなれば巣谷君の名もこの薬方と同じく不朽のものとなるであろう。 

【補足】［（1）蘇軾が蘄
き

水
すい

県の医者、龐
ほう

安
あん

時
じ

［字
あざな

は安
あん

常
じょう

］の治療を受けたことは作品

番号 06-3-029 で見ている。（2）聖
せい

散
さん

子
し

は実際によく効き、しかも蘇軾が大いに宣伝に

努めたことから、広く使われるようになった。ここではいかなる疫病にも効くと書い

てあるが、もちろんそのような万能薬があるはずもなく、ずっと後に都で疫病がはや

ったときに、やたらと聖散子を用いたためにかえって救えなかった者が大勢いたとい

う残念なことも起こった］ 

 

■【06-4-026】杜処士伝 

【解題】薬の宣伝文を見たついでに、薬の名前をふんだんに盛り込んだ全編駄洒落の

かたまり、終始言葉遊びという戯れの文を見ておこう。執筆年代は確定されていない

が、黄
こう

州時代のものであろうと推測されている。杜
と

というある庶民の伝記であるかの

ように見せかけ、さも意味ありげな議論を展開しているが、全て出鱈目である。冒頭

の「杜
と

仲
ちゅう

は郁
いく

裏
り

の人である」というところからして、「杜
と

仲
ちゅう

」と「郁
いく

李
り

仁
じん

」という薬

の名の語呂合わせである。こうしたいわゆる親父ギャグを無理に訳したところで意味

がないので、原文を前半の 5分の 1ほどを掲げ、薬の名前［もしくはそれと同音］の

部分を赤色で示す。 

 

【原文】 

杜仲、郁裏人［＝郁李仁］也。 

天資厚樸、而有遠誌、聞黄環名、従之遊。 

因陳［＝茵陳］曰「願輔子［＝附子］与半夏、幸仁［＝杏仁］憫焉、使得旋復自古揚榷［＝羊角］」 

環曰「子言匪実［＝榧実］、宜蚤休、少従容［＝松蓉］、将訶子矣」 
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仲曰「人之相仁、雖不百合、亦自然同［＝自然銅］、況吐新意以［＝薏苡］前乎。吾聞夫子［＝

附子］雌黄冠衆、故求決明於子、今子微［＝紫葳］銜吾、為其非儕乎」 

……［以下略］…… 

【補足】［語彙が豊富で言葉を自在に操ることができる蘇軾ならではの遊びである。

先に見た回文の詞といい、蘇軾は逆境にあっても心に余裕があった［ありすぎた？］。

この他にも、現在の政治状況を皮肉るような架空の伝記も作っている］ 

 

■【06-4-027】寄周安孺茶 

【解題】周
しゅう

安
あん

孺
じゅ

が贈ってくれた茶に寄せた詩。周安孺がどういう人であるのかはわか

っていないようだ。蘇軾の詩ではこれが最長の作とされる。蘇軾が茶を詠んだ詩はす

でに幾篇か見ていて、いずれも広範な知識を凝縮して難解な上に、訳者が茶に関して

無知であることから、残念ながらはなはだ不正確な訳であった。この詩はそれらより

はまだしも理解しやすく、不正確さは何割か減じられているであろう。 

 

【訳文】 

天の屋根の下は広大で、植物にはどれほどの族
ぞ く

があるのやら。 

茶は霊品として、平凡な草木を遥かに超えた存在とされる。 

茶の名は、古くは周
し ゅ う

公
こ う

が書いたもののなかに初めて見え、 

『桐
と う

君
く ん

薬
や く

録
ろ く

』に記載されて次第に広まった。 

最初に茶を賦
ふ

に詠じたのが誰かというと、 

今に伝わるものでは杜
と

毓
い く

のものがある。 

唐
と う

の人は初めはまだ茶を好んではいなかったが、 

陸
り く

羽
う

が茶を論じた書物［『茶
ち ゃ

経
き ょ う

』］を著すと、 
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常
じ ょ う

伯
は く

熊
ゆ う

、李
り

季
き

卿
け い

といった人たちが、 

陸羽の高い品行を慕って清らかな流れを作り、 

天下の士
し

が茶を嗜むようになり、 

さらには一般の風俗となり、 

中国国内で珍重されるだけでなく、 

広く外国にも売られるようになった。 

ここに鹿
ろ く

門
も ん

山
ざ ん

の佳士である皮
ひ

日
じ つ

休
きゅう

は、 

目に触れないものはないくらいに知識が豊富で、 

陸
り く

亀
き

蒙
も う

に出会うと、茶について幾篇も唱和し合った。 

皮日休は頤
い

山
ざ ん

の下に庭を作り、 

陸亀蒙は松
し ょ う

江
こ う

のほとりに隠棲し、 

それぞれ興が湧けば筆を揮って燦
さ ん

然
ぜ ん

と輝く筆跡を遺した。 

私はといえば、 

もとより愛好するものは少なく、 

茶を嗜好することも篤
あ つ

いわけではなかった。 

若い頃から都でうろうろするようになり、 

王侯の門に出入りできるような者ではなかったものの、 

ときには立派な家を構えた人に呼ばれ、 

立派な衣服を着けた人 と々まじわることもあった。 

贅沢な料理は口に合わなくて、 

ただ「小
し ょ う

竜
り ゅ う

」［茶の品名］をしばしば試みると、 

糞土の中に珠玉を見るような思いがし、 

「団
だ ん

鳳
ら ん

」や「葵
き

花
か

」［どちらも茶の品名］などは魚の目に雑じる真珠のようであった。 
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貴人はそれぞれに好んで誇るものがあり、 

愛玩する茶を箱に入れて緘
か ん

をしていた。 

「日
に っ

注
ちゅう

」［茶の産地］などはさほどではなく、 

「双
そ う

井
せ い

」［茶の産地］なども名ばかりが高いと知った。 

ここに研究、検討を重ね、至味とされるものの五つ六つを知るようになった。 

その後は地方に出て、幽独の僧を尋ねると、 

高
こ う

人
じ ん

はもとより暇が多く、茶の探究もすこぶる深いものがあった。 

聞くところでは、 

早春の日の出のころに茶籠を携えて茶葉を摘みに行くと、 

まだ雷が驚かせて葉を開かせる前であることから、 

摘めるのは両手に満たないほどであるのだが、 

戻って清らかな水で洗って蒸しあげる、 

すると香は葉に留まったままとなる。 

それをすぐに布で包んで水気を取って軽くし、 

火で慎重に焙って縮める。 

骨折ることを憚らなければ、 

蓄えて時を経ても廃れることがないのだが、 

汚れのない漆の茶筒、二重の竹籠を用いる必要がある。 

最も畏れるのは梅雨の湿気で、 

人が燠
お き

火
び

て暖めなければならなくなる。 

茶の性は剛
ご う

耿
こ う

で、 

高潔な人が穢
け が

れた俗世に置かれてはならないように、 

ささいな塵芥に触れさせてもいけない。 
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晴れ上がった空のもと、からりとした屋敷の内で、 

石臼で軽やかな緑の葉を磨り潰し、 

日長いちにち、閑な客人ともに、 

乳
にゅう

泉
せ ん

［新鮮な水］で新らたな香りを生じさせると、 

その香りのこまやかさは蘭の花のお株を奪い、 

その色の若 し々さは秋の菊よりもまさる。 

閩
び ん

の地では茶の品種を誇って競い合い、 

その表面は粥のようになめらかで豊潤で、 

中でも「葉
よ う

家
か

白
は く

」［茶の品名］は「中山の酒」［酒の品名］よりも濃密であると喧伝している。 

ともあれ、一杯の茶を深く飲んで、午後の窓辺で春の眠りに入ると、 

清らかな風が両
り ょ う

腋
わ き

に吹いてきて、 

鴻鵠
お お と り

を凌いで大空を飛んでいるような気分になる。 

我が茶の楽しみはますます深まり、 

水が肝要であることから『水
す い

経
け い

』［地理書の古典］もしばしば読み、 

陸羽は中
ちゅう

泠
れ い

泉
せ ん

（の水）が一番で、次が康
こ う

王
お う

谷
こ く

（の水）であるという。 

私はかつては蟇
ば

培
ば い

の水を嘗めようと、 

瓶
か め

を持たせて僮僕を走らせたこともあったけれど、 

このごろは老いて、しかもものぐさになったので、 

細 し々たことまでは望まないようになった。 

美も悪も両方ともに忘れてしまったし、 

無理に追求しようとしてもそれはできない。 

だんだんと我が蜀
し ょ く

の地の習慣に戻り、 

生姜と塩をまぜて白く撹拌して飲むようになった。 
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茶を飲むのは心を物の束縛から放とうとするためで 

口や腹の欲を満たすためのものではない。 

食べるのも味わいの薄いものでよく、 

日々の食は荒
あ ら

搗
づ

きの米だ。 

外物を慕うことはすでになくなり、 

もはやそれに束縛されることはない。 

少し前のこと、ゆったり散歩していて、 

たまたま天
て ん

峰
ぽ う

山
ざ ん

［東の坡
たかまり

のあたりのどこかであろう］の麓にさしかかると、 

山の畑にちょうど春の風が吹いて、茶の芽が一斉に萌え出していた。 

ここは田舎の地で誰も私に気を遣う者はないので、 

そこの息子を呼んで客人としてもらい、 

葉を採取して一服させてもらった。 

その茶葉は包んで厨房の戸棚にぽんとしまっておき、 

もとより茶の優劣をとやかくいうことはなく、 

ただ睡
ね む

りからの目覚めが速いのを喜ぶだけである。 

ここのところは、長い夏の日中は人間世界に炎毒が満ち、 

閑な私にはすべきこともなく、 

午飯には野菜をたっぷり食べ、北の窓辺でごろりと横になると、 

微かな風が竹を動かす。 

茶釜にたっぷりと湯を沸かし、 

人の世はまことにあくせくしているが、 

茶を飲むと、意
こころ

は爽やかになり、飄
ひ ょう

然
ぜ ん

として仙人になったよう、 

頭は軽く、髪を洗ったような快さだ。 
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昔の人にもいろいろな癖があったけれど、 

私のこのような癖はまあまあゆるされるものであろう。 

かの劉
り ゅ う

伶
れ い

などは酒好きのあまり、 

麹を枕に酒糟を布団にして眠るといったけれど、 

それよりはきっとましなのだ。 

 

■【06-4-028】送僧応純偈 

【解題】応
おう

純
じゅん

という僧が廬
ろ

山
ざん

に行くのを見送ったときの作品。 

 

【訳文】 

蘇
そ

寿
じ ゅ

明
め い

、巣
そ う

谷
こ く

、僧
そ う

応
お う

純
じゅん

、それに東
と う

坡
ば

居
こ

士
じ

は皆が眉
び

州の人である。たまたま黄
こ う

崗
こ う

［黄
こ う

州］に会した。

応純が廬
ろ

山
ざ ん

に行くので、この偈
げ

を作って送る。 

 

一般口眼、両般腸肚。認取郷人、聞早帰去。 

【補足】［（1）蘇
そ

寿
じゅ

明
めい

も応
おう

純
じゅん

もどのような人あるかはわかっていない。（2）巣
そう

谷
こく

［→

作品番号 06-4-024］はこの後郷里に帰ったようだ。（3）偈
げ

の部分は意味がさっぱりわ

からないので、原文のまま置いておく］ 

 

■【06-4-029】東坡羹 

【解題】応
おう

純
じゅん

が廬
ろ

山
ざん

に行くに際して蘇軾は料理のレシピを一つ授けた。蘇軾は書画で

あろうが健康法であろうがいろいろなものを深く探究し、料理にも創意工夫を重ねた。

先に「二
に

紅
こう

飯
はん

」なるものを見たが［→作品番号 06-3-038］、「東
とう

坡
ば

羹
こう

」というものも考

案した。レシピの記述法など定まっていなかったからであろう、このレシピに基づい
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て東坡羹を再現しようとたくさんの人が頭を悩ませてきた。これぞ正解というものは

ないようだ。ここでは嘘が半分に満たない程度に要約して訳す。 

 

【訳文】 

東
と う

坡
ば

羹
こ う

は東
と う

坡
ば

居
こ

士
じ

が野菜を煮て作る羹
スープ

である。魚肉を用いずに自然の旨味を出す。その作り方は、

まず白菜、蕪、大根、薺
なずな

などをよく揉んで数回洗ってあくを取り去る。油を少し塗った釜の上に碗を載

せる。釜で湯を沸かし、その中で野菜を煮る。上の碗には米と少量の生姜を入れて蒸す。碗は釜に

蓋をするように載せる。釜の湯が触れないようにする。触れると油気が生じるし、熱が除かれにくくなる。

それらを火の上に置いて蒸すのだが、普通に飯を炊くのと同じように、急ぎ過ぎではならない。野菜から

の湯気が十分に米を行き渡るようにさせないと米が上手には炊けない。もし上記の野菜がなければ、

瓜でも蓮でも刻んで入れる。赤豆と米を半々ずつ混ぜてもよい。 

応
お う

純
じゅん

道
ど う

人
じ ん

が廬
ろ

山
ざ ん

に行くので、これを山中の好
す

き者に広めてもらうことにした。 

東坡羹の頌
し ょ う

歌
か

： 

 

甘苦嘗従極処回、［甘いと苦いはぐるぐる巡り］ 

鹹酸未必是塩梅。［人間世界の辛酸はちょうどよい塩梅
あ ん ば い

というわけにはいかない］ 

問師此個天真味、［天の与える真の味を師に問うなら］ 

根上来麼塵上来。［野菜の根は塵から出てくる］ 

 

■【06-4-030】題沈君琴 

【解題】琴についての詩。序文がある。 

 

【訳文】 
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武
ぶ

昌
し ょ う

県の主
し ゅ

簿
ぼ

の呉
ご

亮
り ょ う

［字
あざな

は君
く ん

采
さ い

］君が、その友人の沈
ち ん

君の十
じ ゅ う

二
に

琴
き ん

［十二絃の琴］についての説や、

高
こ う

斎
さ い

先生［趙
ち ょ う

抃
べ ん

］による空
く う

同
ど う

子
し

についての文と太平の頌歌を携えてきてくれた。私は沈君のことを識
し

ら

なかったが、その書を読むと、その義と趣を得て、その人をまさに見て、その十二琴の声を聞くような気が

した。 

私はかつて高斎先生に従って遊んだことがあり、家宝としている琴を見せてもらった。銘がなく、識
し

るさ

れたものもなく、いずれの時代のものであるのかわからなかった。 

そこで、呉亮君と沈君の二人に願うのは、高斎先生に頼んでその琴を見せてもらい、一緒に演奏して

声を和していただきたい。 

元
げ ん

豊
ほ う

六年閏六月二十四日に記す。 

【補足】［呉
ご

亮
りょう

は 4 年前に科挙に合格した若手官僚。沈
ちん

君についてはここに記してあ

ることしかわならない。趙
ちょう

抃
べん

は作品番号05-5-082などで見ていて、衢
く

州に隠棲して高
こう

斎
さい

と名付けた書斎があることからここでは高斎先生と呼んでいる。空
くう

同
どう

子
し

は不詳］ 

 

もしも琴の上に琴の声があるのなら、 

箱の中に納められているときに、 

琴はどうして鳴らないのか。 

もしも琴の声は君の指の先にあるというのなら、 

君の指の上からはどうして聴こえてこないのか。 

【補足】［（1）この詩は、沈
ちん

君の説が、琴の声はどこから生じるのかといったことを

論じていたのに応じたものであるのだろう。同じような議論を作品番号 06-2-033 で見

ている。（2）このころには体調も回復したのだろう、7 月 6 日には対岸に渡って王
おう

斉
せい

愈
ゆ

、王
おう

斉
せい

万
まん

の兄弟［→作品番号 06-1-030］を訪ね、自家製の酒を振る舞われて大酔し、

昔の人の詩句を集めて竹を歌った詞を作っている［訳は割愛］］ 
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■【06-4-031】跋呉道子地獄変相 

【解題】唐
とう

代
だい

の画の名人である呉
ご

道
どう

子
し

［呉
ご

道
どう

玄
げん

］が描いた地獄の画に書き添えた跋
ばつ

文
ぶん

。

呉道子の画は作品番号02-1-018の其の三以降、何度も詩文で触れられている。 

 

【訳文】 

呉
ご

道
ど う

子
し

は画聖である。新
し ん

意
い

を法
ほ う

度
ど

の内より出し、妙理を豪放の外に寄せた［奔放自在に新味を生

み出しているように見えて実は理に適っているという意味］。いわゆる、刃
やいば

の余りの地に遊んで、斤
まさかり

を運
め ぐ

らせて風を成すということである［達人は刃や斤のような道具をあたかも何気なく弄んでいるように使いこ

なすという意味］。 

『地
じ

獄
ご く

変
へ ん

相
そ う

』を観ると、業
ご う

を造った原因はそこには見られず、罪を受けているありさまだけが見られ、悲し

い限りだ。これによって清浄な一念を起こすなら、因果の理から脱け出ることができるのだろうか。それと

も、路傍の草が野火に焼き尽くされるのを恐れるだけなのだろうか。春風が吹いて草はまた生じてくるの

か。 

元
げ ん

豊
ほ う

六年七月十日、黄
こ う

州の臨
り ん

皐
こ う

亭
て い

で画を借りて観る。 

【補足】［（1）刃
やいば

や斤
まさかり

を使いこなす達人は『荘
そう

子
じ

』の寓話に登場する。刃の達人は

たちまち牛を解体し、斤の達人は鼻の先に止まった蠅を真っ二つにする。（2）「路傍

の草」とは地獄で罰せられるわれわれのこと。酷い仕打ちを受けているありさまが描

かれている図柄を見て、絵師としての技量は別として、蘇軾はあまり感心していない

ようだ］ 

 

■【06-4-032】跋先君与孫叔静帖、并書 

【解題】蘇軾の父の蘇
そ

洵
じゅん

が孫
そん

鼛
こう

［字
あざな

は叔
じゃく

静
せい

］に与えた手紙に書き添えた跋文。蘇軾
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兄弟が制
せい

科
か

の特別試験を受験した時期に、蘇洵は都で『太
たい

常
じょう

因
いん

革
かく

礼
れい

』という宋
そう

代
だい

の礼

法の変革を記した書物の編集に当たっていた［→作品番号 02-1-002］。そのときに孫鼛

は蘇洵のもとで仕事をした。孫鼛は蘇軾よりも4歳若いので、そのころはまだ22歳前

後であった。題に「并
なら

びに書
しょ

」とあるのは、跋文とともに孫鼛への手紙もあるからで、

手紙はもっぱら孫鼛の文章を褒めたもので、ここでは割愛する。 

 

【訳文】 

嘉
か

祐
ゆ う

、治
じ

平
へ い

年間に我が父は『太
た い

常
じ ょ う

因
い ん

革
か く

礼
れ い

』の編集に携わった。父は都の多数の学者に問い合わ

せ、それに応じてくれた中で、孫
そ ん

鼛
こ う

兄弟が篤学で文章が優れ、父は非常に褒めていた。 

父は没してすでに十八年、私は黄
こ う

州に謫
た く

居
き ょ

となり、孫鼛が都から蘄
き

州にこられ、わざわざ道を枉
ま

げて

寄ってくださった。孫鼛は我が父の手紙を出して示してくださり、私はこれを頂戴したいと願った。孫鼛は

承知されなかったのでついに返した。 

父は平生から手紙の往還は稀で、弟子に教えるのも口で授けることが多かった。ただこの真筆がある

のは、まことに孫鼛のことを厚く善
よ

しとしていたからである。 

元
げ ん

豊
ほ う

六年七月十五日。記す。 

【補足】［孫
そん

鼛
こう

の新しい任地は洛
らく

陽
よう

に近い偃
えん

師
し

だったようで、何かの事情があって全

く方向の異なる蘄
き

州［→作品番号06-3-029］にきて、足を延ばして黄
こう

州にも立ち寄っ

たのだろう。孫鼛はこの後、南
なん

京
けい

応
おう

天
てん

府
ふ

を経由して偃師に向かったことが作品番号

06-4-042からわかる。不思議な大回遊ルートである］ 

 

■【06-4-033】書劉庭式事 

【解題】蘇軾が密
みつ

州にいたときに副知事であった劉
りゅう

庭
てい

式
しき

［字
あざな

は得
とく

之
し

］［→作品番号

05-1-062］について記した文章。 
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【訳文】 

かつて私が密
み つ

州にいたとき、劉
り ゅ う

庭
て い

式
し き

が副知事だった。劉庭式は斉
せ い

の人で、弟の蘇轍が斉州の掌
し ょ う

書
し ょ

記
き

となったときに、その土地の人が劉庭式について語っていることを聞き、私に教えてくれた。以下は

その話。 

 

――劉庭式は礼学に通じた学究の徒で、まだ科挙に合格する前に、郷里のある娘を娶る話が進み、

約束はしたものの結納は交わしていなかった。劉庭式は科挙に合格し、その一方で、娘は病気になっ

て両目の視力を失ってしまった。娘の家は農家で、ひどい困窮に陥り、婚約についてあえてまた言うこ

とはなかった。ある人が、劉庭式に妹の方を娶るよう勧めると、劉庭式は笑っていった。 

「私は結婚するとすでに心は決めたのだ。失明したからといって、我が初心に背くことはできない」 

劉庭式はその娘と結婚し、生涯を共にすることになった――。 

 

劉庭式の妻は密州で亡くなり、劉庭式は妻を喪ってからというものは一年を超えても哀しみが衰えず、

再び娶ることもなかった。 

私はたまたま劉庭式に尋ねた。 

「哀しみは愛から生まれ、愛とは色
し き

［主に外面に引かれる情］から生まれるものであるのでしょう。あなた

は眼の見えない女性を娶り、一生を共にしようとしました。それは信義として立派ですが、愛は何から生

まれ、哀しみは何から出るのでしょうか」 

劉庭式はいった。 

「私が知るのは、我が妻を喪ったということだけです。眼が見えても我が妻であり、眼が見えなくても我が

妻です。色によって愛が生まれ、その愛によって哀しみが生まれるのであれば、色が衰えると愛は弛み、

哀しみも忘れられましょう。町で袖を振って誘い、目配せをして心を引き寄せようとする女性を、妻にする
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ようなことでよろしいのでしょうか」 

私はその言葉に感じていった。 

「あなたは、きっと名を挙げるか富貴になる人です」 

ある人がそれは言い過ぎではないかといったので、私は、 

「そんなことはありません。昔、晋
し ん

国
こ く

の羊
よ う

祜
こ

は夏
か

侯
こ う

霸
は

の娘を娶りました。後に、夏侯霸が晋国に背いて

蜀
し ょ く

国
こ く

に降ると、夏侯霸の親類縁者は皆夏侯霸との縁を切りました。しかし、羊祜だけはその妻をそのま

ま家に置き、ますます礼をもって接しました。このことから君子は羊祜が気高い人物であると知ったので

した。その後、羊祜は晋国の元勲となりました。いまの劉庭式はほとんどこれに近いものです。高位に

昇らないとしても、必ず道
み ち

を得るに違いありません」 

というと、人々は憮然として、私の言葉を信じなかった。 

昨日ある人が廬
ろ

山
ざ ん

からきて、このようにいった。 

「劉庭式はいま廬山にいて、太
た い

平
へ い

観
か ん

の監査をしています。顔色は輝くばかりで、紫の光が射し、急な

坂の上り下りも自在に歩き、六十里の道を飛ぶように往復しています。穀物を絶ってすでに数年になり

ます。このようなことができるのは、道を得たからなのでありましょうか」 

これを聞いて私は非常に喜んだ。私がいったことは妄言ではなかったのだ。 

このことを手紙に書いて密州の趙
ち ょ う

杲
こ う

卿
け い

に寄せることにした。趙杲卿は密州で劉庭式と親しくし、かつて

私がいったことを聞いていた者の一人である。科挙の一次試験に合格した郷
き ょ う

貢
こ う

進
し ん

士
し

で、振る舞いが

きちんとした人物である。 

元
げ ん

豊
ほ う

六年七月十五日、東
と う

坡
ば

居
こ

士
じ

記す。 

【補足】［（1）劉
りゅう

庭
てい

式
しき

のことは同じ時代の沈
ちん

括
かつ

［→作品番号 06-2-043］の随筆『夢
む

渓
けい

筆
ひつ

談
だん

』にも記録されている。それによると、婚約者は隣家の娘で、劉庭式が科挙に合

格して郷里に帰るまでの間に、娘は父が亡くなり自分も盲目になるという不幸に襲わ

れた。家は貧窮に陥り、娘は固く辞退したのだが、劉庭式は約束通り結婚し、常に妻
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と手を携えて歩き、数人の子を育て、妻が亡くなると劉庭式は悲しみの余り呆然とし、

字を書いても誰も判読できなかった。そして劉庭式の善行が世に知れたのは蘇軾の文

章による、とある。（2）羊
よう

祜
こ

についてはこれまでに作品番号 05-1-076 などで別のエピ

ソードを見ている。（3）趙
ちょう

杲
こう

卿
けい

の名は作品番号05-2-029などで見ている］ 

 

■【06-4-034】次韻子由種杉竹 

【解題】弟の蘇轍は、前に『東
とう

軒
けん

記
き

』［→作品番号 06-1-112］で見たように、休憩の場

として作った建物の脇に杉と竹を植えていた。それを詠んだ詩に次韻した。 

 

【訳文】 

諸役人が帰ると、 

役所はがらんとして、檐
の き

で雀が騒ぐだけとなる。 

門を閉じ、独り宿直する長い夜に、 

君はこの詩を詠んだという。 

梨と棗
なつめ

を同時に植えるとよいというのは聞いた気がする。 

杉と竹はどうなのか。 

杉と竹は、同じ日数を刻んでともに成長するであろう。 

杉も竹も、その高潔な精神は酒に酔うこともなく、 

壮健であることでは、雪や霜に損なわれることもない。 

杉と竹は、互いに潤し合うのだ。 

杉と竹が清らかな大きな蔭を作るようになるのを、 

君はゆるゆると待つ気でいるようだけれど、 

人々は君が田舎でいつまでもぐずぐずしているのを、 
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空しく嘆いているのだ。 

 

■【06-4-035】孔毅甫妻挽詞 

【解題】ここまでにたびたび詩の贈答があった孔
こう

平
へい

仲
ちゅう

［字
あざな

は毅
き

甫
ほ

あるいは毅
き

父
ふ

］［→

作品番号06-4-005］の妻が亡くなり、その挽詞を作った。 

 

【訳文】 

貴君の細君は、 

結納を交わしたときの最初の喜びを永く記憶し、 

偕
か い

老
ろ う

同
ど う

穴
け つ

の契
ち ぎ

りを永く結ぼうと心に期していた。 

夫として選んだのは晋
し ん

の温
お ん

嶠
き ょ う

のような素敵な人であり、 

子を産んでは晋の王
お う

済
さ い

よりも勝った。 

貴君と細君は親友同士のような気高い風儀を見せ、 

さらに、古来の義を守って兄弟のようであった。 

貴君が「吏
り

隠
い ん

」の精神を貫けば細君も従い、 

困窮も栄達ももとより気に掛けなかった。 

しかし、どうしたことであったのか、 

病のためにたちまち一世を終えてしまった。 

細君の部屋はひっそりとして窓は閉ざされ、 

ただ粉
ふ ん

黛
た い

の香が衣服に残っている。 

たとえ百年の寿命を満たすことができても、 

いつかはきっと逝
ゆ

かなければならない路
み ち

である。 

有限の身をもって、無益の涙を長く流していてよいものではないだろう。 
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貴君の文は古今を照らすすばらしさがあり、 

脆
も ろ

い山の岩とは比べものにならない。 

千字の文字を細君に捧げるのがよく、 

墓に百金を埋める必要などはない。 

【補足】［（1）温
おん

嶠
きょう

や王
おう

済
さい

はよい夫、よい子の代表例としてその名が挙げられている。

その事績をいちいち顧みなくてもよいだろう。（2）夫婦は親友のようにそして兄弟の

ようであれというのは一つの理想であった。（3）「脆
もろ

い山の岩」とは反語のようであ

るが、それ以上に孔
こう

平
へい

仲
ちゅう

の文は不易であるというのだ。哀悼の文さえあれば、莫大な

費用をかけて葬るには及ばないというのが結びである。この時代には、葬儀にひと財

産を投じてしまうほどに「厚
こう

葬
そう

」の弊害が目立つようになってきていた］ 

 

■【06-4-036】祭陳君式文 

【解題】前の黄
こう

州知事であった陳
ちん

軾
しょく

［字
あざな

は式
しき

文
ぶん

］［→作品番号06-3-078］が亡くな

り、蘇軾はこの祭文を書いた。 

 

【訳文】 

陳
ち ん

大
た い

夫
ふ

の霊に申し上げる。 

陳大夫は優れて徳があり、民のために心を尽くし、世俗に随うことなく、己の信念を貫いた。陳大夫は

天の定める命
め い

のままに安らかに生き、親のもとで自ら耕して十年を過ごし、親が亡くなると血の涙を流

し、ほとんど失明するばかりになった。喪が明けると、哀しいことに貧窮のために官に仕えることになり、そ

して黄
こ う

州知事になると官吏を厳しく指導し、民には法を緩く用い、黄州の薇
わらび

を食べ、土地の泉の水を

飲んで暮らした。 

私は重い罪によって川べりの地に流され、親類や友人からは排斥され、私自身も己の所業を憎ん
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だ。陳大夫だけは交わりを結ぼうとしてくれて、日々に私の門に立ち寄ってくれた。私は陳大夫が汚され

てしまうのを恐れたのだが、陳大夫は冠の紐が切れてしまうまでに大いに笑って語るのであった。我が

憂患を陳大夫は鎮めてくれ、私に示してくれた数篇の詩は蕭
し ょ う

然
ぜ ん

として世間の塵から遠く離れたものであ

った。 

陳大夫は黄州を去って郷里に帰り、淡然として求めるものはなく、潔さを抱いて残りの生涯を過ごそうとし

ていた。 

ああ、優れた陳大夫、生があれば死があり、それは影が随うようなもの、環が回るかのよう、富貴も貧賎

も浮き雲のように消える。人には子があるとはいえ、陳大夫の二人の子ほど賢い者はいないだろう。千

里の彼方より一杯の酒とこの文を捧げる。 

 

■【06-4-037】初秋寄子由 

【解題】秋の初めに弟に寄せた詩。秋に感傷的になるのは蘇軾の常のようだ。 

 

【訳文】 

もろもろの川は日夜に流れ逝
ゆ

く。 

万物も、己もまたそれに従ってただ去りゆくばかり…… 

それでも、昔からの心がここにある、 

それだけはもとのところをそのままに守っている。 

憶えているよね―― 

都の懐
か い

遠
え ん

駅
え き

のあの下宿で、 

秋の始めの暑さの中で門を閉ざし、 

野菜の汁をすすりながら書物に向かい、 

汗を揮って君と勉強していたときのことを。 
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たちまち秋の風が厳しく吹いてきて、 

窓辺から落ち葉が入り込んできたよね。 

君は立ち上がって袷
あわせ

の着物を尋ね、 

そして感に堪えない風で僕の手を執り、 

「『朱
し ゅ

顔
が ん

恃
た の

むべからず』［若さは永遠ではないという欧
お う

陽
よ う

脩
し ゅ う

の言葉］、 

 この語は疑いようがありません。 

 別離はたぶん免れないでしょう。 

 功績を挙げ栄誉を得ることはきっと期し難いものです」 

といった。 

このときからすでに僕は悲しみの内にあり、 

ましていまや君も僕もこのように衰老してしまった。 

失った途
み ち

はもはや追うことはできないし、 

道
み ち

を学ぶことが遅かったのは恨むばかりだ。 

すでに君と相談しているように、 

僕は田を買うことにした。 

春にはそこに家を建てることだってできるだろう。 

だから―― 

いま雪
せ つ

堂
ど う

は風雨の中で夜を迎えているけれど、 

その雨音は、 

僕には早くも「対
た い

牀
し ょ う

の声」をなしていると聞こえてくるのだよ。 

【補足】［（1）兄弟の合言葉は「夜
や

雨
う

対
たい

牀
しょう

」［牀
ベッド

を並べて一緒に夜の雨に耳を傾ける］

である［→作品番号 02-1-013］。そのことを弟が言い出したのは、制
せい

科
か

を受けるための

勉強を、都の懐
かい

遠
えん

駅
えき

の下宿で一緒にしているときであった。（2）蘇軾は先に見たよう
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に沙
さ

湖
こ

のあたりに田を買おうとしたもののそれは実現しなかったのだが［→作品番号

06-3-030］、その後も本格的に農地を買って官界からすっかり退くようなことも検討し

ていた。それが実現して弟もともに住むようになれば、「夜雨対牀」は常に兄弟のも

とにあることになる］ 

 

■【06-4-038】聞子由為郡僚所捃、恐当去官 

【解題】弟は兄よりも剛直で、役所の同僚と何やらよろしくないことがあり、そのた

めに官職を去るのではないかと兄は心配し、この詩を作った。詩の題にある「捃
くん

」の

原義は「拾い集める」。ここでは、ちょっとした言動を拾い集めて人を罪に陥れると

いう意味合いで使われているようだ。 

 

【訳文】 

若いころから僕等が学問に向かったのは、 

我が一身のためではなく、 

もとより志すところがあったからだ。 

我が思いが必ず実現するわけではなく、 

己が用いられるか捨てられるかは己の関知するところではない。 

天は初めは僕等を助けるかのようで、 

後に広大な成果を生むとのしるしが現れ出たと僕らは見た。 

せっかく天が与えてくれたのなら、それに背かないで、 

我が身を棄てて機会を活かすつもりでいた。 

僕は大きな過ちをしてしまうとは全く知らずに歩みきて、 

ただただ狼狽する事態となってしまった。 
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こんな僕であるから、 

君にいえることは何もない。 

甑
こしき

を落として割ってしまったならば後悔しても遅い。 

君は僕よりはわずかに免れているけれど、 

全く安心できるものではない。 

罪を畏れてよくよく謹み、敢えて退くのもよいだろう。 

もしも人が疑いを抱くのなら、 

君のために僕も罪を得てもよい。 

その時がきたなら、帰えればよいのさ、 

東の坡
たかまり

で一緒に耒
す き

を手にしようではないか。 

【補足】［蘇軾は東の坡
たかまり

で弟と並んで土を耕す姿を想像し、それはまさに「耦
ぐう

耕
こう

」

［→作品番号 06-5-008］が実現するものとして、実は心躍るものであったのではなか

ろうか。しかし、それは「もとより志すところ」と反するものであった］ 

 

■【06-4-039】次韻王鞏南遷初帰 

【解題】遠く南方に流されていた王
おう

鞏
きょう

［字
あざな

は定
てい

国
こく

］［→作品番号 06-2-050 など］は罪

を赦されて都に帰ることになった。王鞏の作った詩に次韻した。 

 

【訳文】 

 其の一 

貴君に問うのは、 

南方の賓
ひ ん

州に謫
た く

遷
せ ん

されてから、 

野の葛を幾尺ばかり食べたのかな。 
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賓州で逢う人は、髪が黄色で眼が碧
あ お

いとか。 

そこでの三年間は過ごし難いものがあって、 

座ってただ天の壁を見つめていたという。 

しかし、帰ってくるに当たって、 

貴君の容貌はもとのままで、言辞も的を破る勢いがある。 

詩も酒も決して止めることはしないし、ときには禅
ぜ ん

寂
じ ゃ く

に入ることもする。 

私が期待するのは、 

天より二羽の鳧
け り

を履
く つ

として賜り、 

大臣となって朝廷に出入りすることだ。 

【補足】［むかし王
おう

喬
きょう

という仙人が、鳧
けり

を履
くつ

として空を飛んで皇帝にもとにきたこと

は作品番号 01-2-037で見ている。王
おう

鞏
きょう

と王喬で音が似ていることからこの故事を用い

たのだろう］ 

 

 其の二 

昔のある人は、元の家に戻ってきてみると、 

竹の太さが一尺ほども増し、何事も以前と変わってしまっていて、 

川の流れの碧
あ お

さだけが元のままだと嘆いたとか。 

私が貴君と痛飲して貴君の家の壁に書いた字はそのままあるだろうし、 

貴君を迎える父君の友人には大臣も名将も混ざっているだろう。 

何よりも三本の槐
えんじゅ

は老いてますます盛んに茂っているし、 

貴君が家に着く春には楊
やなぎ

の絮
わ た

が静かに庭を満たしていることだろう。 

一生のなかほどで微小なところに沈んだとて、 

その先はまるで違ったことになるのだ。 
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何よりも貴君は堂々の先祖が守ってくれているではないか。 

【補足】［王
おう

鞏
きょう

が名門の出身で、庭に家の繁栄を祈った三本の槐
えんじゅ

が植えられている

ことは作品番号05-5-004の『三
さん

槐
かい

堂
どう

の銘
めい

』で見ている］ 

 

■【06-4-040】与李公択 

【解題】親友の李
り

常
じょう

［字
あざな

は公
こう

択
たく

］［→作品番号06-3-048］に宛てた手紙。 

 

【訳文】 

春から夏にかけて傷やら腫れ物やら赤目やらに苦しみ、門を閉ざし、何もする事なく過ごしておりまし

た。噂を流す者は、病気がひどくてついに死んでしまったと言いふらしましたが、そこまでひどいことには

ならず、いまは恙
つつが

なく過ごしております。すでにすこぶる健やかとなり、それでもなお来客は断っております

ので、またおかしな噂が流れて貴君に御心配をかけてしまうこともあろうかと思い、とくに記しておきます。 

鄭
て い

国
こ く

公
こ う

［富
ふ

弼
ひ つ

］はすでに八十歳を超えられていたとはいえ、かくも長老の方々が少なくなっていきます

と、この国も寂しくなったものだと思われてなりません。 

一方で、貴君や孫
そ ん

覚
が く

君がまた朝廷に用いられたのは喜ばしく、これから次第にこうしたことが広がって

いくのでありましょうか。ただ、何からこのようなことが始まったのかまだ聞いていませんし、朝廷内の様子

もわかりませんので、果たして手放しで喜んでよいのでありましょうか。…… 

【補足】［（1）最初に蘇軾が死んだという噂について触れている。（2）富
ふ

弼
ひつ

が亡くな

ったことがここに記されている。富弼はこの年の閏6月21日に他界し、80歳だった。

これで蘇軾が8歳のときに憧れた4人のスーパースター、范
はん

仲
ちゅう

淹
えん

、富弼、韓
かん

琦
き

、欧
おう

陽
よう

脩
しゅう

は皆この世を去り、謫居
たくきょ

の身として寂しい思いを強くしたであろう。後に蘇軾は富

弼の詳しい伝記を執筆する。（3）蘇軾に連座して罰を受けた李
り

常
じょう

も孫
そん

覚
がく

も朝廷で用い

られることになり、王
おう

鞏
きょう

も都への帰還が赦され、政治情勢が変わってきたかのようで
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あるが、蘇軾はなお警戒している。］ 

 

■【06-4-041】与范子豊 

【解題】范
はん

百
ひゃく

嘉
か

［字
あざな

は子
し

豊
ほう

］に宛てた手紙。范百嘉の名は作品番号06-1-063で見て

いて、大先輩の范
はん

鎮
ちん

［→作品番号06-4-017］の三男で、親子で蘇軾の身の上を心配し

てくれていた。 

 

【訳文】 

黄
こ う

州の町から少しばかり西の山の麓に、長
ち ょ う

江
こ う

に突き出すようにして丹
あ か

い岩が積み上がっています。言

い伝えによると、曹
そ う

操
そ う

が敗れたところ、いわゆる赤
せ き

壁
へ き

であるとされています。ただし、そうではないともいわ

れています。曹操が敗れたときに逃げ帰った華
か

容
よ う

の路
み ち

は泥でぬかるんでいるところがたくさんあって、老

人や弱ったものを先に行かせ、曹操はそれを踐
ふ

み潰して進み、「劉
り ゅ う

備
び

の智恵は人より優れてはいるけ

れど、事を見るのが遅い。華容の道は両側が葭
よ し

でおおわれている。もしもここに火を放ったならば、我ら

は生き延びられなかったであろうに」といいました。いまの赤壁から少し西の対岸は華
か

容
よ う

鎮
ち ん

で、あるいは

ここのことなのでしょうか。しかし、岳
が く

州にも華容県があって、そちらであるのかもしれません。 

今日は李
り

委
い

秀
し ゅ う

才
さ い

とお別れするので、小さい船に酒を載せて赤壁の下で飲みました。李君は笛を吹く

のが上手で、酒
さ け

酣
たけなわ

に何度か吹いてくれました。笛の音につれて風が起り、水が湧き、大魚が現れ出

ました。山の上には鶻
はやぶさ

の巣があり、鶻も驚いて飛び立ちました。そぞろに劉備や周
し ゅ う

瑜
ゆ

を念
お も

い、昨日の

ことであったかのように感じたのでした。 

たまたま范
は ん

君兄弟が私に字を求めてこられましたので、このことを書いて送ります。 

李君は字
あざな

は公
こ う

達
た つ

といいます。 

元
げ ん

豊
ほ う

六年八月五日。 

【補足】［（1）赤
せき

壁
へき

については、作品番号06-1-082でも見ているように、蘇軾はそこが
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有名な古戦場ではあるまいと、かなりの度合いで疑っていたようである。（2）笛が巧

みな李
り

委
い

については作品番号06-3-072で見ている。（3）范
はん

百
ひゃく

嘉
か

にはこの手紙に添えて、

『後
のち

の赤
せき

壁
へき

の賦
ふ

』［→作品番号06-3-065］も書いて送ったようである］ 

 

■【06-4-042】与張安道 

【解題】蘇軾父子の大恩人である張
ちょう

方
ほう

平
へい

［字
あざな

は安
あん

道
どう

］［→作品番号06-2-052］に宛て

た手紙。 

 

【訳文】 

……今年の春から夏にかけて少々病んだために、門を閉ざして来客を断っておりましたところ、実際と

は異なる噂を伝える者がいて、先生にまで御心配をおかけしてしまいました。秋に入って体の方はすこ

ぶる調子がよく、道
み ち

についてまだ得るところはないものの、時ならず生じる雑念はほぼ灰のようになりまし

た。先生におかれましては、私の実情を察せられて、何かお薬を調合してはいただけないでしょうか。 

王
お う

鞏
き ょ う

君が北に帰ることとなり、さぞお喜びでありましょう。お祝いの盃を挙げるお伴
と も

ができないのが残念

であります。……近頃、孫
そ ん

鼛
こ う

君が偃
え ん

師
し

に赴くのに合わせて、二枚の 簟
たけむしろ

を託しました。もうお手元に届

いていますでしょうか。 

いま、息子が荊
け い

南
な ん

に行って田を買う手立てを探っています。もし田が得られたならば、ついには楚
そ

郢
よ う

の

あたりの人となります。先生からは遠く離れたままで、いつお会いできるとも知れず、風に臨んでは嘆い

てばかりおります。万一、天恩によって身を放たれましたなら、千里も遠いとはせずに先生のところに参り

ます。 

ここにお願いしたいことがございます。門下生のよしみとして、先生のところにあります金
き ん

丹
た ん

の奇薬を数

粒ばかりでも分けてはいただけませんでしょうか。金丹への強い思いからいまだに免れることができずに

いて、ただ手にしてみたいだけで、その思いを遂げられましたなら、謹んで秘蔵して敢えて服すようなこと
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はいたしません。 

弟は筠
い ん

州で安らかにしていて、復官を果たして、少しの間でも家族が集まれるようになるのを望んでいま

す。近頃、公務に関連して一人の役人の怒りから始まって、あれこれと面倒なことが起こっているようで

す。まだ害されるまでには至っていないようですが、人間関係には何かと煩わさなければならないもの

なでありましょう。 

……八月二十二日。 

【補足】［（1）この手紙には蘇軾のまわりの様々なことが記されている。噂とは、作

品番号06-4-016で見た、蘇軾が死んだというデマである。（2）王
おう

鞏
きょう

は張
ちょう

方
ほう

平
へい

の婿で、

帰還を許されたことは作品番号 06-4-039 で見ている。（3）孫
そん

鼛
こう

が黄
こう

州にきたことは作

品番号06-4-032で見ている。（4）長男の蘇
そ

邁
まい

が長
ちょう

江
こう

の対岸に渡って土地を入手する算

段をしていることが記されている。いろいろな人の助力を得て、蘇邁は土地売買の許

可を得るために上京するまでに至るのだが、結果としては実現しなかった。（5）この

手紙にもあるように、硫化水銀を原材料とする仙薬、金
きん

丹
たん

に蘇軾は強い関心を持ち、

それは晩年まで尽きることがない。ただし、ここでも断っているように、服薬するこ

とには極めて慎重であった。（6）弟が巻き込まれたトラブル［→作品番号 06-4-038］

の詳細はわからないが、大きなトラブルにならずにすみ、筠
いん

州にそのまま留まること

ができた］ 

 

■【06-4-043】上張安道養生訣論 

【解題】上の手紙では、罪人としての悩ましさから脱する方法を、薬の調合になぞら

えて張
ちょう

方
ほう

平
へい

［字
あざな

は安
あん

道
どう

］に尋ねていた。その一方で、気
き

を養う健康法について実践

に努めた結果として得られた養
よう

生
じょう

の秘訣を、この手紙で張方平に伝えている。道
どう

家
か

は、

謎の臓器の「丹
たん

田
でん

」を重要な場所として捉えていて、以下の本文では、丹田に「気
き

」
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を送り込む方法が養生の要
かなめ

であるとして説かれている。丹
たん

［練り上げた霊妙な薬］と

同様な効果を及ぼす何かを耕す場所であるから丹田という。臍の下三寸にあるとされ

るが、人体をいかように解剖しても丹田に相当する器官は存在しない。実践的には、

丹田の有無によらず健康増進に資する呼吸法でありマッサージ術であるのだろう。も

しかすると、春から夏にかけての不調も、この養生の秘訣を得たことで克服できたの

かもしれない。 

 

【訳文】 

このごろはすこぶる養
よ う

生
じ ょ う

に留意しています。書物を読むと、大勢の方
ほ う

士
し

が養生について書いていて、

その方法は数十から百もありましょうか。その中で簡単で行いやすものを選び、人に問い、自分で行っ

てその効果を試しています。特に効果があれば虚
そ ら

語
ご と

ではなかったと知れます。その効果は、初めのうち

は気付かない程度でも、百日余りにわたって続けると、量り知れないくらいになります。薬も合わせて用

いるとその力は百倍にもなります。これを知り合いの者に伝えようとしても、その妙処は言葉では形容し

難いところがあります。その大略だけなら示すことができましょうか。もしこれを信じて行うなら、きっと大きな

益があります。 

毎夜、子
ね

の刻の後【原注：三更
こ う

三四点
て ん

ないし五更の後［いずれにしても真夜中］】に衣を被って床の

上に起き上がり、東もしくは南に向いて座り、叩
こ う

歯
し

［歯を叩き合わせる］を三十六回行い、握
あ く

固
ご

し【原

注：親指で第三指を抑えるか、第四指で親指を抑えるかして手を固く握って腰と腹の間で構える】、閉
へ い

息
そ く

し【原注：これは道家の要の妙処で、まず目を閉じて思慮を退け、雑念を掃き去り、心を澄ませて諸

念が起こらないようにし、自然と息の出入りが調うようにしてから、口と鼻を閉じる】、そして五臓を内
な い

観
か ん

し

ます。肺臓は白、肝臓は青、脾臓は黄、心臓は赤、腎臓は黒と見ます【原注：常に五臓の図を壁に

掛け、心の中に五臓六腑の形状を熟知しておく】。次に心臓を炎
も

える火と見て、その光明を丹
た ん

田
で ん

の中

へと移します。腹が満ちて気が極まるのを待っておもむろに息を吐きます【原注：耐えられなくなったら吐
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くだけのこと】。息が整ってきたら、舌で唇と歯の間を触れ、唾液を十分に出します【原注：もしも鼻汁が

混じっても、それも使う。塩辛いのを嫌わなければ自然と甘くなる。これも真の気で棄ててはいけない】。

唾液はまだ飲み下さずに、同じことを三回繰り返し、唾液が口と鼻に満ちたなら、頭を下げて飲み下し、

気を丹田に送り込みます。十分に注意を払って、唾液と精気を下すと谷
ご ぼ

谷
ご ぼ

と音がして、ただちに丹田

に入るようになります。これを繰り返して、飲み下すこと三回で止めます。そして、左右の手で両方の脚
き ゃ く

心
し ん

【原注：ここが湧き出す重要な場所で、気
き

訣
け つ

の妙処】［土踏まず］と、臍の下、腰と背の間を摩ると、

暖かくなってきます【原注：ゆっくりとさするとわずかに汗が出る。息が切れるようではいけない】。次に両

手で眼、頬、耳、項
うなじ

を熱くなるまで擦ります。鼻の左右を五六回擦り、髪を百回余り梳
くしけず

り、そして横にな

って明るくなるまで眠ります。 

この法は至って簡単で、いつも怠らずに行い続けると大きな効果があります。ためしに十日ないし二十

日ほど行ってみてください。精神がこれまでとは同じでなくなり、臍の下が熱く、腰や脚が軽快になったと

感じます。さらに続けるなら、仙人になるのも遠くないでしょう。 

息を止めるのは少しずつ長くするのがよいでしょう。脈で時間を計り、五つ数えて一息することから始め、

私はこのごろは百二十まで息を止められます。それを二十回繰り返しています。ただしあまり長く息を止

めると気が錯乱し、ときには一気に噴き出して、かえって害になるので、どうぞ慎んでください。また夕食

は少なめにしてください。食べても腹の中に広い空間があると、気が回転できます。昼間も閑があれば、

時々目を閉ざして「内観」を行い、唾液を飲み込み、耳や目を擦って気の働きを助けます。 

清浄であることが一番です。清浄であれば功が見えやすく神仙の術に至りましょう。よくないのが、一に

忿
ふ ん

躁
そ う

、二に陰険、三に貪欲です。貴公は雅
が

量
り ょ う

清
せ い

徳
と く

でありますからこの三つはないと思いますが、そっ

と申し上げておきます。 

こまごまとしたところは、他日またお会いしたときに申し上げしょう。文章で秘訣を書くのは、枝葉の言葉

やら言うに言えない言葉がたくさんあって、いまはただ要点を記すだけです。長生の根本は言葉を煩わ

すものではないのでしょう。どうかこれは深く秘めて、凡庸の徒には見せないでください。天の至
し

道
ど う

を泄
も

ら
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すことになりますので。 

【補足】［言葉では伝えにくいと蘇軾自身がいう秘訣を書いた文章を、「凡庸の徒」に

も及ばない訳者が正しく翻訳するのは逆立ちしたところで無理な話だ。前半は林語堂

『蘇東坡』に訳があるのを参考にしたが、原文の逐語訳ではない達意の訳［林語堂は

英語で書いた］であるので、それに従わなかったところもある］ 

 

■【06-4-044】節飲食説 

【解題】健康法に関連して、飲食を節制すると三つの得をするという「三
さん

養
よう

説
せつ

」を記

した短文を読んでおこう。 

 

【訳文】 

東
と う

坡
ば

居
こ

士
じ

は昔も今も、朝夕の飲食は一杯の酒と一椀の肉だけである。立派な客人をもてなすときに

はもう一品だけを加え、それより減らすわけでもなく増やすわけでもない。私を招いてくれる人があると、あ

らかじめこのことを告げ、もし主人がそれに従わずに過剰にもてなすときには、いつも通りのところで止め

る。 

これには三つの効用［三
さ ん

養
よ う

］がある。一に分
ぶ ん

に安んじて福を養える。二に胃を寛
ゆ る

くして気
き

を養える。三に

費えを省いて財を養える。 

元
げ ん

豊
ほ う

六年八月二十七日。 

【補足】［蘇軾は酒好きであるが、体質的に酒に弱く、二杯、三杯と重ねるとたちま

ち酔って眠ってしまうので、酒で身上を潰すようなことはなかった。］ 

 

■【06-4-045】好事近 

【解題】黄
こう

州知事の徐
じょ

大
だい

受
じゅ

［字
あざな

は君
くん

猷
ゆう

］が知事としての任を終えて発つことになり、
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その送別の詞。詞の中に「半年の離別」とあるのは、とりあえず家族を黄州に残し、

半年間だけ離れる心づもりであったからだという。 

 

【訳文】 

紅粉莫悲啼、［紅
こ う

粉
ふ ん

［美しく化粧した歌妓］よ、悲しく泣くのはおやめなさい］ 

俯仰半年離別。［半年間の離別など、上を見て下を見る間のこと］ 

看取雪堂坡下、［見てください、雪
せ つ

堂
ど う

の坡
たかまり

の下で］ 

老農夫淒切。［老いた農夫［蘇軾のこと］が寂しげにしているのを］ 

 

明年春水漾桃花、［来年、春の水に桃の花がただようころ］ 

柳岸隘舟楫。［柳の岸辺にたくさんの舟が着くことでしょう］ 

従此満城歌吹、［町中から歌があふれ出し］ 

看黄州闐咽。［黄
こ う

州に［知事の帰還を歓迎する］音楽が満ちるのです］ 

【補足】［徐
じょ

大
だい

受
じゅ

知事のもとに多数の歌妓がいたことは作品番号06-2-014で見ている］ 

 

■【06-4-046】遺愛亭記 

【解題】徐
じょ

大
だい

受
じゅ

知事が黄
こう

州を去った後で、巣
そう

谷
こく

［→作品番号 06-4-028 など］に頼まれ

てこの文章を代筆した。巣谷は蜀に帰還したはずなので、この文章が書かれた経緯や

時期ははっきりとは定められないようだ。 

 

【訳文】 

漢
か ん

の時代に何
か

武
ぶ

は地方官を歴任し、その地にいる間は赫
か く

赫
か く

の名［特別に評判となるような名声］を

挙げることはなく、その地を去った後になってから人々は何武のことを思うのが常であった。これを「遺
い

愛
あ い

」



第6章 赤壁の賦 

第 6 章：472 
 

［愛を遺
の こ

す］といった。 

君子は道理に従って行動を起こし、道理が窮したところで止まる。外物の必要性に応じて事を作
な

し、

外物の必要性がなくなれば元に復す。それだけのことであるので、赫赫の名が挙がるようなことはない

のである。 

東
と う

海
か い

郡の徐
じ ょ

大
だ い

受
じ ゅ

君は黄
こ う

州知事となって、一度も怒ったことがなく、しかし民は知事の命に背くことがな

かった。一度も監察したことがなく、しかし役人は知事の眼を欺くことがなかった。日々何事もなく、知事

はただ詩歌を嘯詠するだけだった。毎年春になると、知事は眉
び

山
ざ ん

県の蘇軾とともに安
あ ん

国
こ く

寺
じ

に遊び、竹

林の間にある亭
あずまや

で酒を飲み、亭の下にある茶の木の葉を摘まんで烹て飲んだ。 

徐知事が黄州を去ると、安
あ ん

国
こ く

寺
じ

の僧、継
け い

連
れ ん

はその亭の名を蘇軾に請い、「遺
い

愛
あ い

亭
て い

」と名付けた。 

このとき巣
そ う

谷
こ く

が蜀
し ょ く

からきていて、蘇軾の客人となり、蘇軾を通して徐知事に会っていた。徐知事から

巣谷に、「遺愛亭」の由来について書くよう依頼があった。しかし、巣谷は愚かで不器用な旅人で、徐

知事のことをよく知っているわけではなかった。そこで人々が語る言葉を集めて蘇軾に託した。よってこの

記が作られたのである。 

【補足】［継
けい

連
れん

の名は『安
あん

国
こく

寺
じ

の記
き

』［→作品番号06-1-024］ですでに見ている］ 

 

■【06-4-047】与楊元素 

【解題】楊
よう

絵
かい

［字
あざな

は元
げん

素
そ

］［→作品番号 06-3-036］に宛てた手紙。土地の入手に関し

て楊絵が何かと尽力してくれていたことがわかる。 

 

【訳文】 

弟君が来てくださいましたが、岸の下には船を泊めるところがなく、風雨に苦しめられて、匆
そ う

匆
そ う

に去ってし

まわれ、いまも残念に思われます。田を得ることについてお教えくださり、まことに感謝しております。このよ

うなことにまで御配慮くださり、言葉にならないほどに感激しております。私は都にはこうした案件で助け
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てくれる人を知りませんので、すべて貴君のお考え通りで結構です。……今日は章
し ょ う

質
し つ

夫
ふ

君の息子さ

んがお上の御用で黄
こ う

州を通過して行かれました。…… 

【補足】［（1）土地の入手を巡っては、このほかにも楊
よう

絵
かい

宛てに何通もの手紙を書い

ていて、どのような土地が検討されていたのか具体的な記述がある。この手紙に楊絵

の弟がきたとあるのは、土地について陳
ちん

慥
ぞう

も交えて相談するためであったようだ。

（2）章
しょう

質
しつ

夫
ふ

は徐
じょ

州で親しくした人物である［→作品番号06-1-099］］ 

 

■【06-4-048】答范蜀公 

【解題】范
はん

鎮
ちん

［蜀
しょく

公
こう

］［→作品番号06-4-017］に宛てた手紙。范鎮は蘇軾の身を案じ

て、許
きょ

州にある屋敷の隣に住んではどうかと提案もしてくれた。それへの返事。 

 

【訳文】 

お隣に住んではどうかとお示しくださり、これは平生から最も願うところのものであります。先生のおそばに

身を寄せて朝夕に道
み ち

について聞かせていただけますし、また親戚の末端でもありますし、そちらの風物

の美しさはそこで生涯を終えるに足りるところでもありますから、これ以上の幸いはありません。ただ我が

囊
の う

中
ちゅう

にはわずかな銭もなく、しかも息子が荊
け い

南
な ん

の渚の小さな農園を買おうとしているところでもあります。

残念なのは先生のお話を聞くのことが遅かったことです。…… 

【補足】［蘇軾は、范
はん

鎮
ちん

からの提案を有難く思いながらも、経済的な問題と、別に土

地を得ようとしていたことを理由に辞退している。実は、ここには書いていない別の

懸念もあったことが次に記されている］ 

 

■【06-4-049】書蜀公約隣 

【解題】范
はん

鎮
ちん

［范
はん

蜀
しょく

公
こう

］が隣に住んだらどうか誘ってくれたことについて記した短文。 
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【訳文】 

范
は ん

鎮
ち ん

は私を許
き ょ

州に呼んで隣に住んだらどうかといってくれた。 

許州にはたくさんの公
こ う

卿
け い

［朝廷に名を連ねるような人 ］々がいるのに対して、いまの私は、蓑を着て竹の

笠を被って東の坡
たかまり

のあたりをふらふらしている身である。とても公卿とのお付き合いなどはできない。 

長く放浪を続けていると、何か病気があっても気付かずにいて、休養をとったとたんにいろいろな病気

が生じたりする。州や県を長くきちんと治めないでいると、何事もいい加減になり、それはそれで事なくす

んでしまうのだが、たまたましっかりした役人がくると、たくさんの弊害が明らかになって、何カ月かかっても

きちんとした状態に治すことができない。 

断固として退かない覚悟こそが必要なのである。これはいわゆる「一
い ち

労
ろ う

永
え い

逸
い つ

」［ひとたびの苦労によって

永い楽しみがある］である。［いまの私はそのようなことはとてもできないので許州には行けない］ 

【補足】［許
きょ

州は都から南西に百キロ余りのところで、何かと条件のよい場所であっ

た。しかし、蘇軾には逆にそれが懸念材料となっていた。都に近くて高い地位にある

人が大勢いるようなところに住むには、完全に引退するとの強い決断をしてからでな

いと、たちまち政争に巻き込まれてしまうだろうと恐れたのである。そのあたりのこ

とを別のひねった表現にすると、作品番号 06-1-063 で見た、税金がかからないという

言い方になってくるのだろう］ 

 

■【06-4-050】鷓鴣天 

【解題】夏の終わりないし秋の初め、東の坡
たかまり

でのある一日をさらりとスケッチした

詞。 

 

【訳文】 
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林断山明竹隠墻、［林が途切れ山が明るく見えるここに、竹に隠れた垣根］ 

乱蝉衰草小池塘。［たくさんの蝉、衰えゆく草、小さな池があります］ 

翻空白鳥時時見、［空に翻る白い鳥が、時々姿を見せ］ 

照水紅蕖細細香。［水を照らす紅い蓮からは、細
こ ま

やかな香りがただよいます］ 

 

村舎外、［村の家並みの外］ 

古城傍。［古い城
ま ち

のかたわら］ 

杖藜徐歩転斜陽。［杖をついてゆるゆると歩くうちに日が斜めに転じます］ 

殷勤昨夜三更雨、［昨日の夜中の雨はまことに思いやりがあって］ 

又得浮生一日涼。［浮世の一日の涼しさがこうして得られたのです］ 

 

■【06-4-051】西江月 

【解題】9 月 9 日の重
ちょう

陽
よう

の節句に棲
せい

霞
か

楼
ろう

で座中の人々を喜ばせるために作った詞。棲

霞楼は作品番号06-2-050などで見ている。 

 

【訳文】 

点点楼頭細雨、［点 と々楼閣に注ぐ細かな雨］ 

重重江外平湖。［長
ち ょ う

江
こ う

の外に幾重にも重なる平らな湖］ 

当年戯馬会東徐。［あの年の重
ち ょ う

陽
よ う

の節句は徐
じ ょ

州の戯
げ

馬
ば

台
だ い

で］ 

今日凄涼南浦。［そして今日はこの寂しい水辺です］ 

 

莫恨黄花未吐、［黄色い菊の花がまだ開かないのは残念でも］ 

且教紅粉相扶。［紅
あ か

い装いの女性が支えてくれましょう］ 
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酒闌不必看茱萸。［酒宴のさなかに茱
し ゅ

萸
ゆ

の実
み

に長寿を願ったところで］ 

俯仰人間今古。［一度うなずく間に今はもう昔になってしまうのです］ 

【補足】［徐
じょ

州に戯
ぎ

馬
ば

台
だい

という有名な遺跡があることは作品番号05-4-053で見ている］ 

 

■【06-4-052】書張芸叟詩 

【解題】張
ちょう

舜
しゅん

民
みん

［字
あざな

は芸
うん

叟
そう

］の詩についての短文。張舜民は蘇軾より8年後れて科

挙に合格した人で、これより15年前に蘇軾の姿を垣間見たことを随筆『画
が

墁
まん

録
ろく

』に

記録していた［→作品番号03-1-010］。張舜民は先の西
せい

夏
か

国
こく

との戦争のときに、高
こう

遵
じゅん

裕
ゆう

が指揮する軍団に書記として従い、敵地に入って霊
れい

州
しゅう

城
じょう

を攻めたものの大敗した

ありさまを実際に見ていた。 

 

【訳文】 

張
ち ょ う

舜
しゅん

民
み ん

は邠
ひ ん

州の人である。西方の事情に通じていて、詩が巧みである。高
こ う

遵
じゅん

裕
ゆ う

の西征に従って各

地を巡り、その途中で二首の絶句を作った。 

 

霊州城下千株柳、［霊
れ い

州
し ゅ う

城
じ ょ う

の千株の柳］ 

総被官軍斫作薪。［官軍はすべて伐って薪にしてしまった］ 

他日玉関帰去路、［後に玉
ぎ ょ く

門
も ん

関
か ん

からここを通って都に帰る人は］ 

将何攀折贈行人。［送別につきものの柳の枝をどこで折り取ればよいのだろう］ 

［これは霊州城で官軍が大敗したことを暗に詠んだものである］ 

 

青銅峡裏韋州路、［青
せ い

銅
ど う

峡
き ょ う

や韋
い

州の路］ 

十去従軍九不回。［従軍した者の十人に九人は帰らなかった］ 
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白骨似沙沙似雪、［雪のように見えるのは、沙漠に残された白骨］ 

将軍休上望郷台。［だから、将軍よ、高台に上るのはやめにしなさい］ 

［これは西方各地で官軍が多数の戦没者を出したことを詠んだものである］ 

 

転
て ん

運
う ん

判
は ん

官
が ん

の李
り

察
さ つ

の奏上するところによって張君は郴
ち ん

州
し ゅ う

監
か ん

税
ぜ い

に左遷となった。 

張君はいう。 

「官軍が霊
れ い

武
ぶ

を囲んで攻めたが下すことができないままに、食糧が尽きて退くことになりました。そのとき

西方の連中は城の上から大声で『官軍の漢
か ん

人
じ ん

どもは兀
こ つ さ い

しないのか』と叫んだ。ある者が上を向い

て、『兀 とはなんだ』と応じると、城の上の者が皆が大笑いしました。西方の連中は慚
は

じることを兀

というのです」 

【補足】［（1）張
ちょう

舜
しゅん

民
みん

は従軍して有効な策を出さなかった上に、敗戦を嘲るような詩

を作ったのはけしからぬと告発されて左遷となった。任務地の郴
ちん

州は黄
こう

州から長
ちょう

江
こう

を

遡り、さらに支流に沿って南に遠く上った先の地である。（2）張舜民の黄州訪問の詳

しいことは、自身が書き残しているのでそれを読んでおこう］ 

 

【訳文】 

張
ち ょ う

舜
しゅん

民
み ん

：『画
が

墁
ま ん

録
ろ く

』より 

壬
じ ん

戌
ぼ

［元
げ ん

豊
ぽ う

六年九月二十日］、朝早くに黄
こ う

州に停泊した。州知事の楊
よ う

宷
し ん

、副知事の孟
も う

震
し ん

、団
だ ん

練
れ ん

副
ふ く

使
し

の蘇軾とともに、蘇軾の居所で会い、晩飯を蘇軾の東の坡
たかまり

の雪
せ つ

堂
ど う

で食べた。蘇軾は詩で獄

に陥り、ここに謫
た く

されて数年になる。……丙
へ い

寅
い ん

［九月二十四日］、蘇軾を招いて、武
ぶ

昌
し ょ う

の樊
は ん

山
ざ ん

で遊ぶ

ことにした。……食事をすませから舟を移して黄州を離れ、対岸の樊
は ん

溪
け い

口
こ う

に泊めた。蘇軾も舟で長
ち ょ う

江
こ う

を渡り、一緒に武昌県に行った。……県知事の季
り

観
か ん

等とともに樊山に遊んだ。 

【補足】［新しい黄
こう

州知事の楊
よう

宷
しん

についてはまた後で見ることになる］ 
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■【06-4-053】牛酒帖 

【解題】蘇軾は人気者で、書いたものはほんの切れ端でも珍重された。その一例とし

て、先にも引いた何
か えん

の随筆『春
しゅん

渚
しょ

紀
き

聞
ぶん

』［→作品番号 06-3-073］に記録された短文

を見ておこう。何 は蘇軾より一世代ほど若く、蘇軾の友であった章
しょう

惇
じゅん

と直接の交

流があった。とにかく蘇軾の熱烈なファンで、その事績を熱心に調べ、その記事は信

頼に値するとされている。 

 

【訳文】 

何
か え ん

：『春
しゅん

渚
し ょ

紀
き

聞
ぶ ん

』より 

先生［蘇軾］が東の坡
たかまり

にいたころは、いつも大勢の者が集まって酒を飲み、先生は戯れに筆を執って、

坐客を楽しませた。そのため先生が書いたものが多数伝わっている。とりわけ畢
ひ つ

少
し ょ う

董
く ん

が所蔵する一帖

は、酔いに任せた墨跡が躍動し、語も特別に味わいがある。 

 

今日は数人の友と酒を飲んだ。そこにちょうど純
じゅん

臣
し ん

君がやってきた。秋の熱さはまだやまない。酒は白く

濁っている。何という酒だか知らぬが、腹に入ったが最後、たちまち閻
え ん

魔
ま

大王に会わなければならなく

なるようなしろものだ。純臣君と飲むことになったものの酒の肴がない。西隣の家にたまたま足が病気

になった耕牛がいたので、これを炙って食べた。飲んで酔っ払い、東の坡
たかまり

の東から真っ直ぐに出て、

春
しゅん

草
そ う

亭
て い

にまで至り、そこから帰った。時はすでに真夜中だった。 

 

春草亭というのは郡
ぐ ん

城
じ ょ う

［町］の外にある。先生は友人と酒を飲んで、私的に耕牛を殺し、酒に酔った

勢いで城壁を越え、夜の禁令を犯して帰ったのだろう。純臣とはいかなる人であるのかわからないが、

普通に町中を往き来するような者ではなかったのだろう。 
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【補足】［（1）我々は一読して何とも思わないのだが、実は、お上に内緒で酒を造る

ことも牛を屠ることも禁止されていて、夜間に門が閉ざされた城内に入ることも禁止

されていたので、蘇軾はそれらの禁をことごとく犯したのではないかと、何
か えん

はちょ

っと顔をしかめてみせながら推測しているのである。それで、純
じゅん

臣
しん

［誰かの字
あざな

であ

ろう］はまともな人間ではあるまいと書いている。例によって「異
い

人
じん

」の一人なのだ

ろう。（2）春
しゅん

草
そう

亭
てい

は後の文章［→作品番号 06-5-010］にも出てくるが、黄
こう

州の府
ふ

城
じょう

［郡
ぐん

城
じょう

］の外にあったようだ。東
とう

門
もん

［→作品番号 06-4-012］を守る馴染の門衛がすで

に門を閉ざしてしまったので、どこかで城壁を乗り越えたと何 は考えたのだろう。

しかし、臨
りん

皐
こう

亭
てい

に帰るためなら、少し遠回りすれば無理に城壁を乗り越えなくてもす

んだはずである。（3）なお、このときに食べた牛は、黄州特産の水牛［→作品番号06-

1-006］であったのかも知れない］ 

 

■【06-4-054】孔毅甫以詩戒飲酒、問買田、且乞墨竹、次其韻 

【解題】孔
こう

平
へい

仲
ちゅう

［字
あざな

は毅
き

甫
ほ

あるいは毅
き

父
ふ

］［→作品番号 06-4-035 など］から送られて

きた詩に次韻した。孔平仲からの詩には、飲酒を戒め、田を買おうとしていることに

ついて問い、竹の墨絵を請うといったことが詠み込まれていた。 

 

【訳文】 

酒
し ゅ

中
ちゅう

の真とは、 

さてさて何が好
よ

いのか。 

かの有名な孟
も う

嘉
か

は酒好きの賢人だったけれど、 

まだ酒の道
み ち

までは聞いていなかった。 

酔うと一万の思慮が一掃されて空
く う

になる。 
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しかし、醒めた後には、 

にょきにょきと思慮が宿
し ゅ く

草
そ う

［多年生の草］のように生え出てきてしまう。 

十年かかって酒で全てを洗いつくしてこそ、 

真と妄
も う

とが見えてくるのだ。 

酒がわからない者は、石像の女、あるいは焼け焦げた種―― 

そのココロは、子を産まないし、芽は出ない、 

つまり、何も生み出すものがない。 

我が身は酒を貯える瓶
か め

―― 

そのココロは、満ちているときは人に楽しみを与え、からっぽになったら倒れてしまう。 

武
ぶ

昌
し ょ う

［王
お う

兄弟の家］で痛飲したのは私がそうしたいと思ったのではない。 

私の本性として人との衝突は避けるので、 

相手に合せるがためにあれこれ悩ましいことになりもするのだ。 

我が身中にある一寸四方の田［すなわち心］は耕して尽きないものだ。 

どうして千金を費やして百頃
け い

ばかりの田を買う必要があろうか。 

貴君の家の松は大きく、十畝
ほ

もの広さの蔭を作っているとか。 

その下に一つの庵
いおり

を置いて私に貸してくれるのなら、そこで心を洗えるだろう。 

書物を枕にして熟睡し、いくら呼ばれても起きないのだ。 

貴君は学問を好み、しかもあれこれ雑多に忙しくしている。 

それを憐れんで、 

貴君の新しい詩と交換に墨で竹を描くとしようか。 

【補足】［三つのテーマを盛り込み、しかも次韻するという制約から、まとまりなく

ごたごたした感じになっている。酒については慎む気はないと返事し、田を買うこと

については話をはぐらかし、竹の画については孔
こう

平
へい

仲
ちゅう

の意向に沿うと応えたのである］ 
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■【06-4-055】子由作二頌、頌石台長老問公、手写蓮経、字如黒蟻、且誦万遍、脇不

至席二十余年。予亦作二首 

【解題】蘇軾兄弟は罪を得て以来、それまで以上に深く仏教を学ぶようになり、弟の

方がより強く仏教に引かれて行ったようだ。詩の題は「弟が石
せき

台
だい

長
ちょう

老
ろう

を頌
ほ

める二首の

頌
しょう

詩
し

を作った。長老は法
ほっ

華
け

経
きょう

を手ずから写してその字は黒蟻のようで、それを誦
しょう

す

ること一万遍、その間は寝床で眠ることなく二十余年に及んだ。私もまた二首を作

る」。 

 

【訳文】 

 其の一 

眼の前にあるのはもぞもぞ動く大きな黒蟻、 

口の端にぶくぶくと白い珠
た ま

が浮かぶ。 

吾が師には何ら礙
さまた

げになるものはないはずで、 

試しにいま唱えているこの経を焼いてしまっても怒ることはないだろう。 

 

 其の二 

眼も心も両方とも虚しく円いものだ。 

眼と心を閉ざして床につかないこと二十年に及んだ。 

「吾が師は眠らなかったのではない」 

そのように私がいって、誰が信じるだろうか。 

吾が師においては、睡
す い

蛇
じ ゃ

［睡眠の煩悩］などは死んだのであるから、 

常に安眠を得ているのである。 



第6章 赤壁の賦 

第 6 章：482 
 

【補足】［仏教に関連した詩、特に弟との間でかわしたものは、訳者にはほぼ理解不

能で、二首とも著しい「ずっぽ訳」である。もっとも、第二首の終わりの句について

は、岩垂憲徳・釈清潭・久保天随『蘇東坡詩集』（1927 年）も「殆
ほとん

ど語
ご

を成
な

して居
お

ら

ぬ」と評しているので、訳者ごときにわからなくて当然である。それでも弟にはちゃ

んとわかったのだろう］ 

 

■【06-4-056】十拍子 

【解題】暮秋に作った詞。 

 

【訳文】 

白酒新開九醞、［この白い酒は新たに開いた九
きゅう

醞
う ん

［名高い酒］の美酒］ 

黄花已過重陽。［この黄色い花はすでに重
ち ょ う

陽
よ う

を過ぎてしまった菊］ 

身外儻来都似夢、［自分の身の外からくるものは全てが夢に似て］ 

酔裏無何即是郷。［酔えばここがたちまち無何有郷
ユ ー ト ピ ア

］ 

東坡日月長。［東の坡
たかまり

ではゆったりと歳月が流れます］ 

 

玉粉旋烹茶乳、［玉のような茶の粉を烹
に

ればたちまち乳のよう］ 

金薤新搗橙香。［薤
に ら

を刻み橙を搗
つ

いて香りを合わせます］ 

強染霜髭扶翠袖。［白い髭を無理やり染めて翠
みどり

の袖をまといましょうか］ 

莫道狂夫不解狂。［狂った人は己の物狂いがわかりません］ 

狂夫老更狂。［物狂いは老いてますます狂うのです］ 

 

■【06-4-057】洗児戯作 
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【補足】9月27日、蘇軾に四番目の男児が生まれた。母は王
おう

朝
ちょう

雲
うん

で、子の名を遯
とん

とい

う。王朝雲は 12歳のときに蘇軾のもとに引き取られ［→作品番号 04-3-069］、21歳に

なっていた。記録にある限りでは蘇軾には 4 人の男児があって、女児はいなかったよ

うで、遯が最後の子であった。子が生まれて 3 日目に「洗
せん

児
じ

」という行事をすること

は作品番号04-3-076で見ているが、遯の洗児に際して蘇軾はこの詩を作った。 

 

【訳文】 

人は皆、子を育てて聡明であることを望む。 

私は聡明であるとされて一生を誤ることになった。 

我が子に望むのは、ただ愚
ぐ

かつ魯
ろ

であること。 

その上で、災いもなく難もなくて、公
こ う

卿
け い

に至ることだ。 

【補足】［（1）愚
ぐ

も魯
ろ

も意味はほぼ共通しているが、愚は頭の鈍いことをいい、魯は

合せて動作ものろくさいことをいうようなニュアンスがありそうだ。息子は馬鹿で阿

呆でよいといっていながら、高位に昇ってくれと望んでいるので、「戯れの作」と題

したのだろう。（2）この翻訳で大いに頼りにしている書物の一つに李之亮箋注『蘇軾

文集編年箋注』（2011 年）あるが、この詩にある「私は聡明であるとされて一生を誤

ることになった［我被聡明誤一生］」の句を、蘇軾の一生を象徴とするものとして序

文の題として選んでいる。その序文の主旨に合わせるには、「私は聡明の運命を荷わ

されて一生を誤ることとなった」と訳した方がよりよいだろう。さほど聡明でなけれ

ば、もともとの農民として、あるいはしばしば記しているような「異
い

人
じん

」の一人とし

て一生を送ったのだろう］ 

 

■【06-4-058】鄧忠臣母周氏挽詞 
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【解題】鄧
とう

忠
ちゅう

臣
しん

が船に母の棺を載せて郷里に帰る途中で黄
こう

州に立ち寄ったので、蘇軾

はこの挽詞を作った。鄧忠臣は詩が巧みだったので、蘇軾も思わず力んでしまったの

か、この詩は難しい故事の用い方をしていて、訳者には到底理解が及ばないので初め

の部分だけをテキトーに訳す。岩垂憲徳・釈清潭・久保天随『蘇東坡詩集』（1927

年）は、「挽
ばん

詩
し

此
こ

に至
いた

りては鈎
こう

句
く

棘
きょく

語
ご

、人
ひと

の死
し

に於
おい

て己
おのれ

の才
さい

学
がく

を示
しめ

す具
ぐ

に供
きょう

するもの

の如
ごと

くで、読
よ

む者
もの

は感
かん

動
どう

しないと思
おも

う」と、厳しく評している。とはいえ、蘇軾が書

いたものなら何でも有難がる人が大勢いたので、鄧忠臣としても蘇軾に詩を作っても

らえただけで嬉しかったであろう。なお、「鈎
こう

句
く

棘
きょく

語
ご

」とは、釣り針や棘がぐさぐさ

ひっかかるように極度に読みにくい文章のことで、蘇軾の一部の詩文を言い表す語と

してまことにぴったりで、古き時代の漢学者の語彙力はやはり恐るべきものがある。 

 

【訳文】 

この微かな生命はまことに草や木と同じで、 

天の力によらないところはない。 

母の慈顔はまさに天が吹かせる春の風のようであるが、 

桃や李の実が熟するころには、 

哀しいかな、もはや春の風は吹いていないのである。 

この恨みは古今に変わるところがなく、 

母に報いる志があっても、 

わずかの間に時が失われてしまうのである。 

…… 

 

■【06-4-059】記承天寺夜遊 
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【解題】張
ちょう

懐
かい

民
みん

［字
あざな

は夢
ぼう

得
とく

または偓
あく

佺
せん

］と承
しょう

天
てん

寺
じ

に遊んだことを記した小文。張懐

民は何らかの事情で左遷されて黄
こう

州にきていた人で、後で見るように、長
ちょう

江
こう

を南に一

望する亭
あずまや

を建て、蘇軾が「快
かい

哉
さい

亭
てい

」と名付けた［→作品番号 06-4-067］。承天寺は臨
りん

皐
こう

亭
てい

の南東の岸辺近くにあったので、快哉亭も含めてごく近くである。なお、張懐民

と張夢得は別人だという説もあるが、ここでは本名と字
あざな

であるとの説に従う。 

 

【訳文】 

元
げ ん

豊
ほ う

六年十月十二日の夜、衣を解いて眠ろうとすると、月の光が戸から入り込んできた。欣
よろこ

び、起
た

っ

て行くことにした。 

ともに楽しむ者がないことを念
お も

い、承
し ょ う

天
て ん

寺
じ

にまで至り張
ち ょ う

懐
か い

民
み ん

を尋ねた。張懐民もまだ寝ていなかった。 

ともに承天寺の中庭を歩いた。庭は水を張ったかのように明るく透き通っていた。水中に藻や荇
あさざ

がゆら

ゆらと交差すると見えたのは、竹や木の影であった。 

夜に月がないわけではない。庭に竹や木がないわけではない。ただ、私や張懐民のような閑な人が

少ないだけである。 

【補足】［これは詩情に溢れた短文として極めて有名である。上の挽詩とは対照的に

難しい語句は何一つ使われていない］ 

 

■【06-4-060】記故人病 

【解題】ある知人の死に遭遇して記した短文。 

 

【訳文】 

元
げ ん

豊
ぽ う

六年十月十二日、夜の最初の太鼓が鳴った後で、友人が病気になったというので急いで視
み

に行くと、すでに物をいえなくなっていた。死と生が争い、陰の気と陽の気が争い、友人の苦しみは鋸
のこぎり
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で木を切るよりも甚だしいものであった。私はもう助からないと知り、黙って安らかな死を祈るだけであった。 

ああ、哀しいではないか。これは何の罪によるのか。酒色の娯
た の

しみによるのか。昔の人は「美食は毒、

快楽は猛獣の爪や牙」といったが、それは虚言ではないのだ。 

翌日、若い者に会い、このことをもって戒めると、若い者は笑っていった。 

「そこまでいいますかね。なんとも野暮ではありませんか。僕はもとより色を好みますよ。死の痛みなど怖

がったりするものですか」 

「死は怖くないのと君はいうのだね。道で物乞いをする者は、地面に伏して大声でこのように叫ぶよね。

『どうか一椀のご飯をお恵みください。きっと千斛
こ く

の米をお返しします』［物乞いの常套句で、来世にお

いて大きな酬いがあるという意味］。それを聞くと町の人はみんな嘲り笑うだろう。千斛の米を返せるの

だったら、どうして一椀の飯がなかったりするものかと。子供だってだませやしない。君は死など恐れない

という。それでいて、生きて色を好むという。どうして私を欺けようか」 

今の世の強がりをいう者はだいたいこの若者と同じである。 

「戒
か い

は定
じ ょ う

を生じ、定
じ ょ う

は慧
え

を生ず」［戒律は入
にゅう

定
じ ょ う

［悟りに近づく瞑想］を生じ、入定は偉大な智慧を生じる］

とは変わることのない至言である。戒律に従わなくても悟れるかのようにいうのは妄言である。智者のよう

に見えて実は痴れ者であり、覚めているようでいて実は夢の内にあるのだ。悲しいことだ。 

【補足】［（1）死の苦しみを目の当たりにして、悲しんだり無常を感じたりするのに

とどまらずに、生きる哲学を論じるところがいかにも蘇軾らしい。（2）前の文章と同

じ日付で、同じ夜に二つのことが起こったのだろうか。そうだとしたら、その晩の蘇

軾の感情の揺れ幅はどれだけ大きかったのか、そして趣の全く異なる二つの文章を書

くときの心持はどれだけ異なっていたのだろうか］ 

 

■【06-4-061】書唐林夫恵諸葛筆 

【解題】宣
せん

州の諸
しょ

葛
かつ

氏が作る筆は天下の名品とされた［→作品番号 06-1-048］。唐
とう

垌
とう
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［字
あざな

は林
りん

夫
ふ

］［→作品番号 06-2-022］が諸葛氏の筆を贈ってくれたのでそれへの謝礼

としてこの短文を書いた。 

 

【訳文】 

唐
と う

垌
と う

が諸
し ょ

葛
か つ

氏の筆、二束を送ってくれた。一束が十種の筆で、どれも精妙を極めている。唐垌のよう

に書
し ょ

を善
よ

くする者でなければこの筆は使いこなせない。唐垌は私に行
ぎ ょ う

書
し ょ

と草
そ う

書
し ょ

を求めてきた。それで、

この数枚の紙に書いてみた。 

元
げ ん

豊
ほ う

六年十月十五日、酔中に題す。 

【補足】［（1）酔中といっているのは、上手には書けていない言い訳としたのだろう。

（2）蘇軾は書
しょ

の道具についても造詣が深く、黄
こう

州時代に書いたとされる短文をいく

つか以下にここで見ておこう］ 

 

■【06-4-062】書名僧令休硯 

【解題】黄
こう

岡
こう

県［黄
こう

州］の役人である段
だん

▲
よ

［▲は王の右に与］が古い硯を贈ってくれ

たのでそのことを記した。 

 

【訳文】 

黄
こ う

岡
こ う

県の主
し ゅ

簿
ぼ

の段
だ ん

君は、かつて都にいたときに、書物を筆写する者のところで一つの風
ふ う

字
じ

硯
け ん

［古代

の硯の一種］を得た。 

硯の下に、「祥
し ょ う

符
ふ

己
き

酉
ゆ う

、これを信
し ん

州鉛
え ん

山
ざ ん

の観
か ん

音
の ん

院
い ん

で得た。名僧令
れ い

休
きゅう

の手元にあったものだ。明年

夏に鵝
が

湖
こ

山
さ ん

で刻み記す」と刻まれている。硯の横には、銭
せ ん

易
え き

が題して「荒
こ う

霊
れ い

」の二字が刻まれている。

それは歙
し ょ う

州の石である硯の蓋の美しさをいうのだろう。 

「己酉」は今から七十四年前で、令休とはどこの僧なのか。禅
ぜ ん

月
げ つ

大師の貫
か ん

休
きゅう

は信州の人であるから、
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令休はあるいはその兄弟なのか。鉛山にいたのだろうか。「荒霊」の二字はその意味がよくわからない。 

段君がこの硯を私にくれたので、このことを書いてその謝礼とする。 

元
げ ん

豊
ほ う

六年冬至の日に書く。 

【補足】［（1）蘇軾は硯に刻まれた文字に興味を抱いた。令
れい

休
きゅう

とは誰なのか、貫
かん

休
きゅう

の

兄弟ではないかと推測している。貫休は五
ご

代
だい

十
じっ

国
こく

時代の著名な僧で、成
せい

都
と

を中心に栄

えた前
ぜん

蜀
しょく

国
こく

の王に招かれて、文化保護政策を説いた［作品番号 06-3-055で触れた韋
い

荘
そう

とも詩のやりとりがあった］。銭
せん

易
えき

は宋
そう

代
だい

初めの人で、五代十国時代に杭
こう

州を中心に

栄えた呉
ご

越
えつ

国
こく

の王の息子である。唐
とう

の文化の伝統は呉越国や蜀国、あるいは南
なん

唐
とう

国
こく

［上の短文で見た諸
しょ

葛
かつ

筆
ひつ

は南唐王の庇護のもとで技術を高めた］に引き継がれたのだ

った。（2）この書状は、段
だん

君から別の人の手に渡り、7年後の元
げん

祐
ゆう

5年［1090年］4月

18 日に蘇軾は再びそれを見ることになる。そのとき蘇軾は知事として杭
こう

州にいた。蘇

軾の書は人々に好まれ、人から人へと渡っていったのである］ 

 

■【06-4-063】孔毅甫竜尾硯銘 

【解題】孔
こう

平
へい

仲
ちゅう

［字
あざな

は毅
き

甫
ほ

あるいは毅
き

父
ほ

］［→作品番号06-4-054］が所有する竜
りゅう

尾
び

硯
けん

という硯の銘を作った。 

 

【訳文】 

「渋
じ ゅ う

」は筆を留めるものではなく、「滑
か つ

」は墨を拒むものではない。 

表面には竜の爪のような細かい模様があり、金属のような音がし、玉
ぎ ょ く

の徳を讃える響きがある。厚くか

つ堅く、古今の優れた人を見るかのようで、素朴にして重く、人に随って軽 し々く南北に行くようなことは

ない。 

【補足】［「渋
じゅう

」とは硯に筆を置いたときの感触、「滑
かつ

」とは墨を磨るときの感触をい
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う］ 

 

■【06-4-064】書懐民所遺墨 

【解題】張
ちょう

懐
かい

民
みん

［字
あざな

は夢
ぼう

得
とく

または偓
あく

佺
せん

］［→作品番号 06-4-059］が墨をくれたのでそ

の謝礼。 

 

【訳文】 

世間の人が墨を論じるとき、多くの人は黒さを貴び、光沢についてはあまりいわない。光沢があっても黒

くなければ、それは棄ててしまってもよいものである。黒くて光沢がないのは寂しく栄
は

えるところがないので、

やはり用いるに足りない。光沢が清らかで浮き上がることがなく、小児の瞳のように澄んでいるのは佳
よ

い墨である。 

張
ち ょ う

懐
か い

民
み ん

が贈ってくれた二枚の墨には、表には「清
せ い

煙
え ん

煤
ば い

法
ほ う

墨
ぼ く

」、裏には「道
ど う

卿
け い

既
き

黒
こ く

而
じ

光
こ う

」と記されてい

る。まさに黒にして光る佳
よ

い墨である。この書
し ょ

をもって謝礼とする。 

 

■【06-4-065】書龐安時見遺廷珪墨 

【解題】医者の龐
ほう

安
あん

時
じ

［字
あざな

は安
あん

常
じょう

］［→作品番号 06-3-030］からもらった廷
てい

珪
けい

墨
ぼく

につ

いて記した短文。廷珪墨は、五
ご

代
だい

十
じっ

国
こく

時代の南
なん

唐
とう

国
こく

で王のための墨を作る役人であっ

た李
り

廷
てい

珪
けい

が開発した墨。宋
そう

代
だい

において第一の墨として珍重された。 

 

【訳文】 

私はたくさんの墨を蓄えている。その中の数
す う

丸
が ん

は李
り

廷
て い

珪
け い

が造ったものであるとされている。色や形状は

確かに他の墨と異なっているのだが、歳月を経るうちに多くはその真の風合いを失ってしまい、疑わしく

て廷
て い

珪
け い

墨
ぼ く

であるとは決めかねている。 
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この廷珪墨はある人が二代にわたって蓄えていたものである。その人は不幸にも重い病に罹り、医者

の龐
ほ う

安
あ ん

時
じ

の治療を受けた。龐安時は一銭も取ることなく、この墨だけを求めた。龐安時はこれを得ると

私に与えてくれ、その代わりに数
す う

幅
ふ く

の書
し ょ

を求めた。 

龐安時は蘄
き

水
す い

の人で、医術の学は妙所に至り、立派な行いがあり、蜀
し ょ く

の人である単
た ん

驤
じ ょ う

にかなり似て

いる。珍しい病気も善
よ

く治療する。字
あざな

は安
あ ん

常
じ ょ う

である。古今の医学書に通じ、漢
か ん

代
だ い

に張
ち ょ う

仲
ちゅう

景
け い

が『傷
し ょ う

寒
か ん

論
ろ ん

』［疫病に関する古典］を書いて以来の傷寒に関する種々の本を極めて詳しく比較検討した書物を

編んでいる。傷寒の治療に関してはこれによって万全を尽くすことができる。 

【補足】［（1）龐
ほう

安
あん

時
じ

と単
たん

驤
じょう

を比較した文章を作品番号 06-3-034 で見ている。（2）作

品番号 06-4-025で蘇軾は傷
しょう

寒
かん

について論じていたが、その知識は龐安時から得たのだ

ろう。（3）なお、ここに記述されている龐安時が編集した傷寒論の完成版を見るのは

4年後のことである］ 

 

■【06-4-066】与蔡景繁 

【解題】蔡
さい

承
しょう

禧
き

［字
あざな

は景
けい

繁
はん

］［→作品番号06-4-020］に宛てた手紙。 

 

【訳文】 

先の日に許
き ょ

安
あ ん

世
せ い

君がにわかに亡くなるのを間近に見ました。それから数日のうちに、董
と う

鉞
え つ

君が亡くな

ったと聞きました。人の命は脆
も ろ

くはかなく、呼吸をする間にも消えてしまうようなものであるのでしょう。だから

世を厭う気持ちがますます起こるのでありましょう。許君は喪に服すために帰郷する途中でにわかに亡く

なり、囊
の う

中
ちゅう

はほとんど空っぽで、棺に納めることさえもできません。弟は麻
ま

城
じ ょ う

県知事をしていますが、は

なはだ貧乏で、埋葬する土地などはありません。これを聞いて、貴君も悲しく思われることでしょう。朝廷

もまた憐れんでくださるでしょうから、貴君からもしもひとこと申し出ていただけたなら、重く耳を傾けてくださる

ことでしょう。差し出がましいことを申し上げますのを、どうぞお許しください。 
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【補足】［（1）許
きょ

安
あん

世
せい

は蘇軾よりも 10 年後れて科挙の合格した人。作品番号 06-4-060

に記されていたのはこの人の臨終の場面であったのかもしれない。（2）董
とう

鉞
えつ

は 1 年ほ

ど前に別れたばかりの人である［→作品番号 06-3-042］。（3）ここの記述からも、亡く

なった人をきちんと葬るのはかなり大変であったとわかる。蘇軾の父が都でなくなっ

たときには、周囲の助力を得て、特に皇帝から葬儀費用を援助してもらえたのだった］ 

 

■【06-4-067】水調歌頭 

【解題】張
ちょう

懐
かい

民
みん

［字
あざな

は夢
ぼう

得
とく

または偓
あく

佺
せん

］［→作品番号 06-4-064］の快
かい

哉
さい

亭
てい

で詠んだ詞。 

 

【訳文】 

落日繍簾巻、［落ちゆく日のもと、刺繍のついた簾
すだれ

を巻くと］ 

亭下水連空。［亭
あずまや

の下は空に連なる水］ 

知君為我、［あなたは私のために］ 

新作窓戸湿青紅。［新たに窓に青や紅を施してくださり、その漆がまだ湿っています］ 

長記平山堂上、［いまも覚えているのは平
へ い

山
ざ ん

堂
ど う

の上で］ 

欹枕江南煙雨、［江
こ う

南
な ん

の地の煙った雨を見たこと］ 

杳杳没孤鴻。［遥か遠くに孤独の鴻
おおとり

が消えてゆきました］ 

認得酔翁語、［ここから見るのはまさに酔
す い

翁
お う

［欧
お う

陽
よ う

脩
し ゅ う

］の言葉そのまま］ 

山色有無中。［山の色はあるかなしかのなかにあります］ 

 

一千頃、［一千頃
け い

の広がり］ 

都鏡浄、［全て鏡のように浄
き よ

らかで］ 

倒碧峰。［碧
みどり

の峰が逆さまに映ります］ 
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忽然浪起、［忽然として浪が起こり］ 

掀舞一葉白頭翁。［白髪の翁の乗るひとひらの小舟が舞い上がります］ 

堪笑蘭台公子、［笑ってしまうのは、蘭
ら ん

台
だ い

に登ったかの高貴な人［楚
そ

の襄
じ ょ う

王
お う

］］ 

未解荘生天籟、［荘
そ う

子
じ

の天
て ん

籟
ら い

を理解することもなく］ 

剛道有雌雄。［風に雌雄があるという説を聞いたのでした］ 

一点浩然気、［（天籟を起こす）浩
こ う

然
ぜ ん

の気
き

は一点から起こって］ 

千里快哉風。［千里をわたる快
か い

哉
さ い

の風となるのです］ 

【補足】［（1）この詞では、欧
おう

陽
よう

脩
しゅう

が建てた平
へい

山
ざん

堂
どう

と黄
こう

州の快
かい

哉
さい

亭
てい

とを渾然一体のも

のとして詠んでいる。平山堂は長
ちょう

江
こう

の遥か下流の揚
よう

州にあって、これより 4年前に立

ち寄って詞を詠んでいる［→作品番号 05-5-037］。そのときには欧陽脩が平山堂で詠ん

だ詞から「手ずから種
う

える堂前の楊
よう

柳
りゅう

、別れ来て幾
いく

度
たび

の春
はる

風
かぜ

」の句を引いていたが、

ここの詞では同じ詞から「山
さん

色
しょく

有
う

無
む

の中」の句を引いている。（2）これまで度量衡の

単位について注記することはほとんどなかった。「一千頃
けい

」がどのくらいの広さで、

「千里」がどのくらいの距離であるかを詮索したところで意味がないと思うからだ。

「千」という数字が広く遠いイメージを生み出せばそれでよいだろう。（3）「天
てん

籟
らい

」

とは荘
そう

子
し

がいう万物が共鳴する「宇宙のオーケストラ」。風に雌雄の差があるとかな

いとか、よくわからない理屈をこねまわすのは実にちまちましたことである［風に雌

雄があるという話については次に見る弟の文章に記されている］。「浩
こう

然
ぜん

の気
き

」とは孟
もう

子
し

がいう天地間に満ちる正しいエネルギー。「天籟」と「浩然の気」が一体となって、

快
かい

哉
さい

亭
てい

の前を吹く風となっているというのがこの詞の結び、「一
いっ

点
てん

 浩
こう

然
ぜん

の気
き

、千
せん

里
り

 快
かい

哉
さい

の風
かぜ

」である。（4）この詞は『赤
せき

壁
へき

の賦
ふ

』［→作品番号 06-3-057］や『後の赤壁の賦』

［→作品番号 06-3-065］と同じ思想のもとにある。（5）快哉亭については弟の蘇轍が

その由来を記した『黄
こう

州
しゅう

快
かい

哉
さい

亭
てい

の記
き

』があるので、ここで読んでおこう］ 



自由訳 蘇東坡詩文集抄 

第 6 章：493 
 

 

【訳文】 

蘇
そ

轍
て つ

：『黄
こ う

州
し ゅ う

快
か い

哉
さ い

亭
て い

記
き

』 

長
ち ょ う

江
こ う

は西
せ い

陵
り ょ う

峡
き ょ う

［三
さ ん

峡
き ょ う

の最下流］を出ると、初めて平地を得て、流れは奔放、勝手放題に広がり、南

から湘
し ょ う

江
こ う

、沅
げ ん

江
こ う

が合流し、北から漢
か ん

水
す い

が合流し、その勢いはますます漲
みなぎ

り、赤
せ き

壁
へ き

の下に到るに及ん

で、海と比べられるまでに波の流れが満ち溢れる。 

清
せ い

河
が

出身の張
ち ょ う

夢
ぼ う

得
と く

は黄
こ う

州に謫
た く

居
き ょ

する身となり、住まいの西南に亭
あずまや

を作って長江の景勝を眺めら

れるようにしたところ、我が兄の蘇軾はそれに「快哉亭」の名を付けた。 

亭から見えるのは南北百里、東西三十里で、そこにおいて濤
と う

瀾
ら ん

が洶
き ょ う

湧
ゆ う

し［大波が湧き立ち］、風
ふ う

雲
う ん

が開
か い

闔
こ う

する［風と雲が開いたり閉じたりする］。昼間は亭の前で舟が出没し、夜間は亭の下で魚
ぎ ょ

竜
り ゅ う

［水の怪物］が悲しげに嘯
うそぶ

く。一瞬ごとに光景が変化し、目を駭
おどろ

かし心を動かすので、じっと視
み

ていられ

ない。しかし、張夢得は敷物の上でこれを玩び、目を挙げるだけでその全貌を見てとるのである。 

西には武
ぶ

昌
し ょ う

の諸山があって、岡
こ う

陵
り ょ う

が起伏し、草
そ う

木
も く

が行列する。朝靄が消えて日が出ると、漁師や

木こりの家が、指さして数えられるほどにくっきりと現れ出る。 

こうしたことから、亭にいれば「快
か い

哉
さ い

」［すばらしいではないか］と叫ぶようになるのである。 

このあたりにある長い洲の岸辺と古い城の墟
あ と

は、かつて曹
そ う

操
そ う

と孫
そ ん

権
け ん

が睨み合ったところで、周
し ゅ う

瑜
ゆ

と陸
り く

遜
そ ん

が馳せまわったところだ。こうした人々の風儀の遺跡は俗世の人々に「快
か い

」といわせるに十分なもの

がある。 

さらに昔のこと、楚
そ

の襄
じ ょ う

王
お う

は宋
そ う

玉
ぎ ょ く

と景
け い

差
さ

を従えて蘭
ら ん

台
だ い

の宮殿［黄州の北西百キロ余りのところにあっ

た］に昇ったところ、風が颯然
さ っ

と吹いてきたので、襄王は襟を広げて風を入れ、 

「快いかなこの風は。私はこの風を庶民とともに楽しむことができるであろうか」 

といった。 

すると、宋玉はいった。 



第6章 赤壁の賦 

第 6 章：494 
 

「これは大王様のための『雄
ゆ う

風
ふ う

』であります。庶民がともに楽しむことができるものではありません」 

宋玉のこの言葉はきっと諷
ふ う

する［皮肉を篭める］ものであったのだろう。そもそも風に「雌
し

風
ふ う

」「雄
ゆ う

風
ふ う

」の違

いがあるのだろうか。人には厚遇と不遇の変化がある。襄王が楽しんでいるのと、庶民が憂いている

のとの違いは、人の厚遇と不遇の変化によるものである。風とは何の関係もない。 

士
ひ と

は世に生まれて、その心の中に自ら得ていないものがあると、どこに行こうとも苦しまずにはいられな

い。心の中が坦
た ん

然
ぜ ん

としていて［平らかで安らかである］、その本性が外物によって傷つけられていない

のであれば、どこに行こうとも「快
か い

」でないことはない。 

いま張夢得は謫居となってもそれを憂いとすることはない。出
す い

納
と う

事務の余りの時間を竊
ぬ す

んで、山水の

間に己を解放させている。これはその人の中に人を超えたものがあるからなのだろう。草を扉とし破れた

甕
か め

を窓とするような襤
ぼ

褸
ろ

家
や

であっても、「快」でないことはない。まして、長江の清流で心を洗い、西山

の白雲に挨拶し、耳と目で景勝を窮め、自らに適うようにしているのであるから、「快」でなかろうはずが

ないのである。 

もしもそうでなければ、山の連なりも、切り立った谷も、横たわる林も古い木も、それを振わす清らかな風

も、それを照らす明るい月も、それのどれもが騷
そ う

人
じ ん

［憂愁の詩人］や思
し

士
し

［苦悩の人］が悲
ひ

傷
し ょ う

憔
し ょ う

悴
す い

して

耐え難くするもととなって、見ても「快」とすることなどとてもできないのである。 

元
げ ん

豊
ほ う

六年十一月一日、趙
ち ょ う

郡の蘇轍が記す。 

【補足】［宋
そう

代
だい

以前の人々は、流
る

謫
たく

の身となると、この文の終わりにあるように、美

しい風景を見ても「快
かい

」とはせずに悲
ひ

傷
しょう

憔
しょう

悴
すい

して悲嘆の詩文を作った。欧
おう

陽
よう

脩
しゅう

が滁
じょ

州に流されたときに書いた『酔
すい

翁
おう

亭
てい

記
き

』［→作品番号 06-3-073］は悲嘆しない新しい士
し

大
たい

夫
ふ

のあり方を端的に示したもので、『快
かい

哉
さい

亭
てい

記
き

』はそれを受け継ぐものであるとい

ってよいだろうし、ここで見た蘇軾の詞は欧陽脩への敬慕の念に満ちている］ 

 

■【06-4-068】郭忠恕画賛 
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【解題】張
ちょう

懐
かい

民
みん

［字
あざな

は夢
ぼう

得
とく

または偓
あく

佺
せん

］が所蔵する画に描き添えた文。 

 

【訳文】 

右は張
ち ょ う

懐
か い

民
み ん

が所蔵する郭
か く

忠
ちゅう

恕
じ ょ

の画いた『山
さ ん

水
す い

屋
お く

木
ぼ く

』［山水と家屋と樹木］の一
い っ

幅
ぷ く

である。 

郭忠恕は字
あざな

を恕
じ ょ

先
せ ん

といい、字の方でよく知られている。洛
ら く

陽
よ う

の人である。 

郭忠恕は若い頃から文章に優れ、古い書体や文字の学問に通じ、儒家の九つの経典をよく理解し

ていた。七歳で少年のための科挙を受けるよう推薦を受け、後
ご

漢
か ん

国
こ く

［五
ご

代
だ い

十
じ っ

国
こ く

時代の地方政権の

一つ］の劉
り ゅ う

贇
い ん

が王となったときに属官に召された。しかし、董
と う

裔
え い

と争い事を起こし、職を辞して去った。

後
こ う

周
し ゅ う

朝
ち ょ う

の初代皇帝によって『周
し ゅ う

易
え き

』を講義する博士として招かれ、［そのまま宋
そ う

朝
ち ょ う

に仕え］宋の世の

最初の頃に、符
ふ

昭
し ょ う

文
ぶ ん

と朝廷で言い争いをし、乾
け ん

州に左遷された。そこでの任期が満ちると、それから

は仕えなかった。 

岐
き

、雍
よ う

、陜
せ ん

、洛
ら く

のあたりを広く自由に歩きまわり、人に逢うと相手の身分が高かろうが低かろうが、自

分のことを「猫
マ オ

」［吾輩は猫である］と自称した。美しい山水に遇うと十日もそこに留まった。あるときは穀

物を絶ち、夏の炎天下でも汗をかかず、極寒の頃に氷に穴を開けて水浴びをした。 

画を最も得意とし、「山水屋木」の妙を掴んだ。画を求める者があると、必ず怒って追い払った。画を

描く気になると、たちまち自分から描いた。 

郭
か く

従
じ ゅ う

義
ぎ

が節度使として岐
き

山
ざ ん

にいたとき、郭忠恕を招いて山の亭
あずまや

に留め、そこに白い絹の画布と墨と

絵具を用意した。数カ月ほど経ってから、酔いに乗じて、画布の隅に遠山の数峰を描いた。郭従義

はそれを宝とした。岐山には画を好む金持ちの息子がいて、くる日もくる日もよい酒を用意して郭忠恕を

はなはだ厚くもてなした。これをしばらく続けてから、自分の希望を言い、一匹の絹を差し出した。郭忠恕

は、小さな子供が糸巻きを持って風鳶
た こ

を上げているありさまを描き、数丈の長さの線を引いて一匹の絹

を満たした。金持ちの息子は怒り、郭忠恕との交わりを絶った。 

張忠恕はよく人
に ん

足
そ く

のような庶民を連れて町の店に繰り出して飲み食いし、 
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「わしと遊ぶのは諸君等のような者だ」 

といった。 

宋の太
た い

宗
そ う

皇帝［二代皇帝］は郭忠恕の評判を聞き、宮城に呼び寄せた。宦
か ん

官
が ん

の竇
と く

神
し ん

興
こ う

が管理す

る官舎に宿泊した。郭忠恕の髯
ひ げ

は長く美しかったのだが、突然それを剃ってしまったので、竇神興が驚

いてそのわけを尋ねると、 

「いささか貴殿の顰
ひそみ

に倣
な ら

ったまでです」 

と、答えた。竇神興は激怒した［宦官は去勢されているために鬚が生えない。そのことをあからさまにい

うのは極めて侮蔑的である］。 

郭忠恕は国
こ く

子
し

監
か ん

の役人に任命され、太
た い

学
が く

の官舎に宿泊するようになり、ますます酒をほしいままにし、

政治向きのことについて放言し、ひどく誹謗の言があった。それが朝廷に聞こえ、杖
じ ょ う

刑
け い

［棒で叩く刑罰］

を受けて登
と う

州に配流となった。斉
せ い

州の臨
り ん

清
せ い

県にまで行くと、護送の役人に向かって、 

「わしは逝
ゆ

くぞ」 

といって、地面に穴を掘り、顔を容れられるまでになると、そこに首を突っ込んで死んだ。道の傍らに仮

に埋葬し、数カ月後に知り合いがきて改葬しようとすると、衣服と夜具だけがあった。きっと尸
し

解
か い

した［仙

人になった］のである。 

 

画賛に曰く。 

長松攙天、［高い松が天を突き刺し］ 

蒼壁挿水。［蒼
あ お

い岩壁が水を差し挟む］ 

憑欄飛観、［高い楼閣の欄干にもたれ］ 

縹緲誰子。［遠くを眺めるのは誰か］ 

空蒙寂歴、［がらんとして寂しく］ 

煙雨滅没。［全ては霧雨の内に消える］ 
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恕先在焉、［郭忠恕はこの画の中にいて］ 

呼之或出。［呼べば現れ出るであろう］ 

【補足】［蘇軾はまことに「異
い

人
じん

」好きである。画賛でありながら、ほぼ郭
かく

忠
ちゅう

恕
じょ

の伝

記になっている。昇仙した郭忠恕であるから、自身が描いた画の中にいても不思議で

はない。誰が呼び掛けても現れ出てくるのではなく、張
ちょう

懐
かい

民
みん

や蘇軾のような人でなけ

ればならないのだろう］ 

 

■【06-4-069】与滕達道 

【解題】滕
とう

元
げん

発
はつ

［滕
とう

甫
ほ

、字
あざな

は達
たつ

道
どう

］［→作品番号06-3-046］に宛てた手紙。 

 

【訳文】 

夏の間に少し調子を崩されたとのこと、すぐに全快されたでありましょうか。 

近頃、楊
よ う

絵
か い

君が侍
じ

妓
ぎ

を四人放ったと聞きました。これは安らかな暮らしをする妙策であります。その一

人は郭
か く

姓で、いまは李
り

莘
し ん

君のところにいます。楊絵君は醒めようとしたのに、李莘君はこれから酔おう

というのでしょうか。 

分けてくださいました小
し ょ う

団
だ ん

［茶の名品］はまことに結構なものです。蘇
そ

合
ご う

酒
し ゅ

も絶佳です。いつもお心遣い

いただきまことに痛み入ります。 

今日の報せを見ると、蒲
ほ

宗
そ う

孟
も う

君が天
て ん

寿
じ ゅ

院
い ん

から出されたとか。何があったのでしょうか。また張
ち ょ う

懐
か い

民
み ん

君

に会いました。大した佳人であります。 

【補足】［（1）何人か名前が挙がっている者のなかで、李
り

莘
しん

だけが初登場で、蘇軾の

親友の李
り

常
じょう

［→作品番号06-4-040］の兄である。（2）宋
そう

代
だい

の士
し

大
たい

夫
ふ

に、技芸をもった

女性を抱える風潮があったことは、現代の我々からすると忌むべき悪弊であると断じ

るしかなく、それを糾弾する趣旨で書かれた研究書もある。蘇軾もかつては複数の女
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性が身の回りにいたし、黄
こう

州に謫居してからでも妻のほかに少なくとも王
おう

朝
ちょう

雲
うん

がい

て、赤ん坊も生まれていた［→作品番号06-4-057］。それでも、この手紙の原文では

「衛生の妙策」と書いているように、女性を解放することがいろいろな意味から望ま

しいと考えるようになっていた。だから、楊
よう

絵
かい

［→作品番号06-4-047］の行為に賛意

を示し、李莘の行為に首をかしげたのである。郭
かく

という女性が楊絵のもとから李莘の

もとに移ったのには、たぶん間に誰かが入った上で金銭の授受を伴ったはずで、要す

るに人身売買に他ならなかった。士大夫として推奨すべきやり方は、たとえ自分が金

銭を出して引き取った女性であっても、しかるべき男性のもとに何がしかの手当を添

えて嫁として出すということであって、蘇軾はできるかぎりそうであろうと務めたよ

うである。（2）蒲
ほ

宗
そう

孟
もう

［→作品番号06-4-007］について記されていることがどのよう

な事柄であるのか、後にわかるであろう］ 

 

■【06-4-070】孟仰之 

【解題】黄
こう

州副知事の孟
もう

震
しん

［字
あざな

は仰
ぎょう

之
し

］［→作品番号06-4-052］のために記した短

文。 

 

【訳文】 

私は黄
こ う

州謫
た く

居
き ょ

となり、黄州の副知事の孟
も う

震
し ん

、字
あざな

は仰
ぎ ょ う

之
し

、とはすこぶる善い関係にある。光
こ う

州知事

の曹
そ う

九
きゅう

章
し ょ う

からの手紙にも、「孟震君は君子である」と書いてある。私はこのことを徐
おもむろ

に察するに、そう書

かれるのにまさしくふさわしい人物である。 

孟震は鄆
う ん

州の人で、進士に及第したことのほかに特に目立ったことはなかった。しかし、京
け い

東
と う

の狂人

の孔
こ う

直
ち ょ く

温
お ん

が謀反を企てたとされて獄に下ったとき、事は石
せ き

介
か い

の子にも及んで逮捕されてしまい、さらに

四方で捕まる者が増えてゆくまでになった。孟震は石介のことはもとから知っていて、韓
か ん

魏
ぎ

公
こ う

［韓
か ん

琦
き

］と
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はそれまで縁がなかったのだが、手紙で、孔直温は狂人であって、実際に謀反を企てるような能力は

なく、また石介は正しい道のために死ぬような人で、それが家風となっているので、その息子が狂人とと

もに謀るようなことは断じてないと記した。韓魏公はそれを読んで感心し、すぐに孟震の書いた通りのこと

を上疏した。それで孔直温の件は深く取り調べるには及ばないとなって、関りがあるとされた者は皆が

釈放され、大勢の者が救われたのだった。 

孟震の庁舎には非常に清らかな泉があり、旱魃のときにも水が涸れることはない。私はそれに「君
く ん

子
し

泉
せ ん

」と名付け、弟がそれを記念する文を作った。 

元
げ ん

豊
ほ う

六年十一月七日記す。 

【補足】［（1）光
こう

州知事の曹
そう

九
きゅう

章
しょう

の名は作品番号06-3-067などで見ている。（2）韓
かん

琦
き

は蘇軾が8歳のときに憧れたスーパースターの一人ですでに故人である［→作品番号

05-1-053］。石
せき

介
かい

は、蘇軾が韓琦の名を知るきっかけとなった『慶
けい

暦
れき

聖
せい

徳
とく

詩
し

』を作った

人である［→作品番号01-2-001の年譜］］ 

 

■【06-4-071】書子由君子泉銘後 

【解題】上の文章にあるように、孟
もう

震
しん

のために、蘇轍が『君
くん

子
し

泉
せん

の銘
めい

』を作ったの

で、それにこの後書きを添えた。 

 

【訳文】 

弟がこの文を作り、私はこれを石に刻んで泉のほとりに置こうと考えた。しかし、孟
も う

震
し ん

君は同意しなかっ

た。孟震君は「名というものは物の累
わずらい

であります」という。それでそのことを書いて残すことにした。 

元
げ ん

豊
ほ う

六年十一月九日題す。 

【補足】［孟
もう

震
しん

のこの言葉から、確かに君子であったと知れるであろう］ 
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■【06-4-072】与王定国 

【解題】都への帰還を赦されて北上しつつあった王
おう

鞏
きょう

［字
あざな

は定
てい

国
こく

］［→作品番号06-4-

039］に宛てた手紙。 

 

【訳文】 

昨日、弟からの手紙を受け取り、その中に貴君の手簡が封じてありました。すでに江
こ う

西
せ い

に至り、お健や

かであると承知しました。貴君の忠信の心は、天の日によって照らされている通りで、生還を遂げられて

これからどのような境遇にまで進まれるのか、量り知ることはできません。容姿のほどは以前よりも少し老

いつつ、もしや南方の草色に染まったりもしたでしょうか。 

先にお出しした手紙は弟を通じてきっと達しているでありましょう。お教えいただいた通りなら、今月の五日

か六日ごろには九
きゅう

江
こ う

に到るでありましょう。弟からの手紙は十一月中には着いているでありましょう。いま

人に託したこの手紙は果たしていつどこで見ていただけることになるでしょうか。…… 

【補足】［この手紙にある「今月」が何月であるのか定かではなく、この年の 12 月な

いしは翌年の1月なのだろう］ 

 

■【06-4-073】王定国詩集叙 

【解題】上の手紙で見たように、王
おう

鞏
きょう

［字
あざな

は定
てい

国
こく

］はこのころに長
ちょう

江
こう

を臨む九
きゅう

江
こう

に

至った。かつて弟の蘇轍は九江から足を伸ばして兄のいる黄
こう

州にまできたのだが［→

作品番号 06-1-058］、王鞏はそのまま都に向かった。その際に、流
る

謫
たく

の地で詠んだ詩を

集めて蘇軾に送ったので、その詩集に蘇軾は序文を書いた。これが執筆されたのは翌

年になってからであろうが、ここで合わせて読んでおこう。 

 

【訳文】 
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太
た い

史
し

公
こ う

［司
し

馬
ば

遷
せ ん

］は『詩
し

経
き ょ う

』［孔
こ う

子
し

が編集した詩歌の古典］についてこのように論じた。 

「『詩経』に納められた《国
こ く

風
ふ う

》百六十篇の詩は男女の情を歌いながらも淫
い ん

靡
び

に流れていない。《小
し ょ う

雅
が

》七十四篇の詩は怨
う ら

みつらみを歌いながらも規範を乱すものではない」 

私はこのことを考えるに、『詩経』の中でもやや時代が下って詠まれた「変
へ ん

風
ふ う

」や「変
へ ん

雅
が

」について司馬

遷は識
し

るだけで、『詩経』の中でも初めのころの「正
せ い

風
ふ う

」や「正
せ い

雅
が

」についてきちんと見ていたとはいえな

い。先
せ ん

王
お う

［古代の聖王］の徳の余沢が衰えた後になって、「変風」の詩が情から発せられた。衰えた

とはいえ余沢は枯渇し尽くしたわけではなかったので、なお礼や義の内に留まっていた。留まるところが

なくなったのよりはまさっていたというだけのことである。 

もしも人の本性から発して忠や孝に留まる詩があるのならば、「変風」、「変雅」と一緒に語ることはでき

ない。古今の詩人は大勢いるが、杜
と

甫
ほ

を第一とするのは、流落して飢えと寒さに苦しみ、ついに国に

用いられなかったにもかかわらず、食事の際にも国君のことを忘れることがなかったからだ。 

王
お う

鞏
き ょ う

は私のために罪を得て、遠く海辺の地に流されて五年、一人の子は貶
へ ん

所
し ょ

で亡くなり、一人の子

は故郷で亡くなり、王鞏もまた病気でほとんど死にそうになった。王鞏は私のことをひどく怨んでいるだろ

うと思い、敢えて手紙で暮らし向きを問うようなことはしなかった。 

ここに王鞏は帰還を赦されて江
こ う

西
せ い

［長
ち ょ う

江
こ う

の南］に至り、嶺
れ い

外
が い

［山の彼方の南の地］で作った詩数百首

を私に寄せてきた。その詩はどれも清澄にして平静、そして豊
ほ う

融
ゆ う

で［穏やかで和らいでいる］、藹然
ゆ る や か

でよ

く治まった世の音色があって、王鞏が詩によって述べているところのものは、志を得て道を行う者がいう

ところのものと異なることがない。中には憂いに塞がり嘆きを発する作もあるが、それは嶺外の地に死ん

だならば、天子の恩に報いることができず、父祖の名を辱めてしまうのを恐れたものである。孔子は「天

を怨まず、人を尤
と が

めず」といった。王鞏は私を怨まないのであるから、まして天を怨んだりは決してしない。

私は王鞏の詩巻を置いて嘆息し、その人の理解が浅すぎたことを残念に思った。 

思えばかつて王鞏は彭
ほ う

城
じ ょ う

県［徐
じ ょ

州］にいる私を訪ねて、十日ほど留まり、詩のやりとりをしてほとんど百

余篇に及んだ。私はその多さに苦しみ、その速さを畏れ、その巧みであることに感服した。ある日、王鞏
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は顔
が ん

復
ふ く

と泗
し

水
す い

に遊び、桓
か ん

山
ざ ん

に登り、笛を吹き酒を飲んで、月の光の中を帰ってきた。私は黄
こ う

楼
ろ う

の上で

酒を用意して待ち、「李
り

白
は く

が死んでから、世にこの楽しみをする人がいないこと三百年になる」といった

のだった。 

今や私は老いて詩は作らないし、病気で酒も止め、門を閉ざして外に出ることもない。門の外は数歩

ですぐに長江であるのだが、もうひと月余りも長江のほとりにも行っていない。眊眊
ぼ ん や り

と過ごしてまことに一

人の老農夫でしかない。 

王鞏は詩はますます巧みで、酒を飲むことは衰えず、至るところで山水の景勝地を窮め、困
こ ん

苦
く

し老い

たことをもってその生き方を変えることなどしない。今から後に私が王鞏に畏服するのはその詩によるだ

けではないのである。 

【補足】［（1）蘇軾は、王
おう

鞏
きょう

に手紙を書かなかったとか、老いて詩を作らないとか、

必ずしも事実ではないことを記している。序文の趣旨を強調するためである。（2）徐
じょ

州知事であったときに王鞏が訪ねてきたことは作品番号05-4-075以下で見ている。「李
り

白
はく

が死んでから三百年」というのは作品番号05-4-097にある］ 

 

■【06-4-074】録趙貧子語 

【解題】また一人「異
い

人
じん

」が蘇軾の前に現れた。趙
ちょう

貧
ひん

子
し

［趙の貧乏先生］という仇名

の人物で、これはその人の言葉を記録した文章。 

 

【訳文】 

趙
ち ょ う

貧
ひ ん

子
し

がある人にいった。 

「あなたの精神は完全ではありません」 

その人は承服しないでいった。 

「私の友は立派な車に乗ってたくさんの従者を従え、大軍でさえも蟻の群れのようにみなして指揮してい
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ます。私はといえば、富貴などは米
こ め

糠
ぬ か

のように見て、生死も昼夜の交替に変わらないと達観しています。

これでどうして精神が完全でないというのですか」 

趙貧子は笑っていった。 

「それは血気に助けられ、議論に激発して思うまでのこと。完全なる精神の功ではありません」 

翌日、趙貧子はまたその人に尋ねた。 

「あなたの御両親は御存命ですか」 

「だいぶ前に他界しました」 

「夢に見ることはありますか」 

「よくあります」 

「その夢の中では、あなたは御両親が亡くなったことを知っていますか。それとも生きておられると思って

いるのですか」 

「夢では二人とも生きていると思っています」 

「父母が生きているのか亡くなっているのか、考えるまでもなくわかることです。日中にあなたに問えば、

即座に応えましょう。夜に夢に見ると、亡くなった人が生きていると思います。死と生でさえ、夢を見てい

るときと覚醒しているときとでは異なります。外物がもしもあなたを惑わしても、あなたがそれに気付くのは、

父母の生死よりも難しいのではないでしょうか。あなたは自分の精神は完全だとして学ばずにいるのは、

憂うべきことではないでしょうか」 

私はこのごろこの言葉を聞いたので、これを記録しておく。 

【補足】［趙
ちょう

貧
ひん

子
し

とは誰なのか。弟の蘇轍が『丐
かい

者
しゃ

趙
ちょう

生
せい

伝
でん

』に書いている丐者［乞
こ

食
じき

］

の趙
ちょう

吉
きち

である。趙貧子が黄
こう

州にきてから後のことまで記されているので、参考として

『丐者趙生伝』を見ておこう］ 

 

【訳文】 
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蘇
そ

轍
て つ

：『丐
か い

者
し ゃ

趙
ち ょ う

生
せ い

伝
で ん

』 

高
こ う

安
あ ん

［筠
い ん

州］の趙
ち ょ う

さんは、ぼろぼろの衣服にぼさぼさ頭、身体を洗ったことなどない。飲酒を好み、酔う

と町の人を罵ったり殴ったりする。物好きな人が呼んで話をすると、無茶苦茶な言い方で悪事をばらし

たりする。一度も会ったことがない相手でも、普段の善行や悪事、病気などを言い当ててしまう。それで

人々は「あれは有
ゆ う

道
ど う

の者［最高の徳を得た人］ではなかろうか」という。 

元
げ ん

豊
ほ う

三年、私は高安に左遷となってから、途
み ち

で趙さんを見ても、その物狂いを畏れて敢えて挨拶する

ことはなかった。 

その年の暮れのこと、趙さんが会いにきたので私は尋ねた。 

「あなたはかつて人に要望することはなかったと聞きます。今日はどうして私のところにきたのですか」 

趙さんは、 

「あんたを見たかったのだ」 

といい、しばらくしてこうもいった。 

「あんたは道を好むが要
かなめ

を得ておらん。陽
よ う

の気
き

が下らず、陰
い ん

の気
き

が昇らずにいる。だから肉が多くて浮

つき、顔が赤くてぶつぶつがあるのだ。水を全身の骨にかけたらよい。十日もすればもろもろの疾
や ま

いが

去るだろう。一年間怠らずに行えば、俗世を超えることもできなくはないだろう」 

私はその説を用い、言った通りであるとわかったが、怠ってしまって長く続かなかった。だからその妙を究

めることはなかった。 

あるとき、趙さんが、 

「今夜はあんたのところに泊まろうと思う」 

と、いったので、私はそれを許したのだが、夜になっても来なかった。後でそのわけを尋ねると、 

「わしはあんたを他所に遊びに連れて行こうとしたのだが、あんたが驚いて、気が変になってしまってもい

かんと思ってやめたのだ」 

「あなたはどこに行くのですか」 
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「わしはいつも泰
た い

山
ざ ん

の下に行っておる。世間でいうところの地獄と同じだ。あんたがそこを見たら、もう仕

官をする気がなくなるだろう」 

「それはどうしてですか」 

「地獄にいるのは大半が僧と官吏だからだよ。僧は決まりを破るし、官吏は物を貪る。それだけのことだ」 

「あなたがそこに行くと、向こうの人はあなたに挨拶とかするのですか」 

「わしにはあの連中が見えるが、あの連中はわしを見ることはできない」 

そして嘆息して、 

「これも邪
よこしま

な術だ。正しい道ではない。あんたは自分の気を養い、気と性が完全になったなら、出処

進退は考えるまでもなく正しくできるようになるだろう」 

「気を養うことは以前に教わりました。性を養うのはどのようにしたらよいのでしょうか」 

趙さんは答えてくれなかった。 

またある日、趙さんは唐突にこう尋ねた。 

「あんたは夢を見るかね」 

「見ます」 

「亡くなったお父さんを見ることがあるかね」 

「あります」 

「夢の中では、お父さんが生きているのか亡くなっているのか、楽しいのか憂うのか、わかっておるかね」 

「わかっておりません」 

趙さんは笑い、 

「あんたは以前に性を養うことを尋ねた。いま夢と覚めているときの違いをあんたと話した。それはつまり

性が完全ではないということだ」 

私ははっとして趙さんの言葉が優れているのを知った。それからは趙さんが特別な術を持っていなくても、

生死を知る者であると知った。 
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趙さんは両眼ともに翳
か げ

があって、はっきりとは物が視
み

られない。しかし、ときに翳を除くことができて、そのと

きは瞳は碧
みどり

色になる。臍から上は骨が亀の甲羅にようになっていて、心臓より下は骨が鋒
ほ こ

のように出っ

張っている。あばらの両側が合うところには指が入るくらいの隙間がある。 

趙さんはかつて自己の干支をいい、それによると百二十七歳である。家はもと代
だ い

州にあり、名は吉
き ち

で、

五
ご

台
だ い

山
さ ん

の僧に仕えのだが、それを続けられずに四方の旅に出た。少年の頃は素行が悪く、不法行

為をしばしば行った。揚
よ う

州の蒋
し ょ う

君とともに学び、蒋君は趙さんを嫌い、毒薬をその目に塗った。それで

翳ができたのだ。しかし、趙さんによると、蒋君はちゃんと理に従わなかったので、趙さんを殺すことがで

きなかったのだ。 

このころ、兄の蘇軾は黄
こ う

州に謫
た く

居
き ょ

していた。趙さんは書
し ょ

を求めて黄州に行き、一度会うと、兄が易
え き

に

詳しいことを喜び、半年ほど滞在した。兄が黄州を離れると、それについて興
こ う

国
こ く

に行き、楊
よ う

絵
か い

と会い、

そこに留まった。趙さんは鳥や獣を好み、いつも何かしら連れていて、興国では騾
ら ば

を飼い、騾のせいで

怪我をし、それで死んだ。楊絵は棺を用意して葬った。 

元
げ ん

祐
ゆ う

元年、私と兄は都に帰還し、蜀
し ょ く

の地から僧の法
ほ う

震
し ん

が会いに来てこのようにいった。 

「愚僧がこのたび長
ち ょ う

江
こ う

を下って旅をしておりましたときに、雲
う ん

安
あ ん

に至りますと、旅館である乞食に会い、そ

れがいうには、『わしは趙という者だが、かつて黄州で蘇
そ

公
こ う

と知り合った。わしのためによろしく言ってくれ』

と」 

私はそれを聞いて驚き、乞食の容貌を尋ねるとまさに趙さんであった。 

ちょうど興国の知事である朱
し ゅ

彦
げ ん

博
は く

の子がその場に居合わせたので、興国に帰ってこの話を父に伝え、

趙さんの墓を開いてみたところ、棺はからっぽで、ただ一本の杖と、両脛の骨だけがあった。 

有
ゆ う

道
ど う

の者は、そのことを他人が知るのを嫌うと、私は聞いている。それでひどい言葉を投げつけたり汚ら

しい行為をしたりして自らを晦
く ら

ますのである。しかし、完全に覆い尽くすことはできないので、その徳が時

折外に出てしまう。趙さんを見ると、田舎じみて鈍くさく、怒りに満ちて、自らを晦ましているようにはとても見

えない。しかし、その言うことは時に道に合致している。道に関して見るところがなければ、たぶん術も大
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したことにはならないのだろう。術が精妙に至っても、まだ道を尽くしたことにはならないのだろう。長く生き

て術に通じても、古代の真
し ん

人
じ ん

［完全な有道者］について語ることはできないのだろう。それでも道教の

書物にはこう書いてある。「尸
し

仮
か

の下
げ

の者［昇仙した中では下級の者］は脚の骨を一本留める」。とす

ると、趙さんはそうなのだろうか。 

【補足】［（1）蘇軾と蘇轍の兄弟を比べると、つい相違する点にばかり目が向いてし

まうが、実際は共通するところの方が多い。この『丐
かい

者
しゃ

趙
ちょう

生
せい

伝
でん

』は兄が書いた『方
ほう

山
さん

子
し

伝
でん

』［→作品番号 06-1-015］と雰囲気が共通し、蘇轍も「異
い

人
じん

」好きであったのだろ

う。蘇轍が書いた人物伝は 3篇しかなく、その中に巣
そう

谷
こく

［→作品番号 06-4-024など］

を描いたものもある。『巣
そう

谷
こく

伝
でん

』は 15年先に読むことにしよう。（2）趙
ちょう

生
せい

を葬った楊
よう

絵
かい

は作品番号06-4-047など何度も見ている人物である］ 

 

■【06-4-075】延年術 

【解題】これも「異
い

人
じん

」について記した文。 

 

【訳文】 

私がこれまでに聞いたところでは、世の中の道
ど う

人
じ ん

で長生きの術を得たとする者として、趙
ち ょ う

抱
ほ う

一
い つ

、徐
じ ょ

登
と

、

張
ち ょ う

元
げ ん

夢
ぽ う

などがいたが、いずれも百歳近くまで生きたものの、ついには死んで普通の人と異なるところは

なかった。 

黄
こ う

州に来てから、浮
ふ

光
こ う

に朱
し ゅ

元
げ ん

経
け い

という人がいて、他の人と非常に異なり、尊師として仰ぐ人がはなは

だ大勢いた。しかし、ついには病気で亡くなった。死んだときは中風の震えがあった。ただし、黄
こ う

白
は く

の術

［錬金術］をよくし、また薬も作った。朱元経の作った金は官に納められた。 

世の中には果して人とは異なる者がいるのだろうか。いるけれども普通の人は見ることができないだろう

か。それならいないのと同じではないだろうか。昔の人が記したことの虚実はわからない。現在見るとこ
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ろと大差がなくて、好事家が話に尾ひれをつけたのだろうか。 

 

■【06-4-076】贈楊耆、并引 

【解題】この人もまた「異
い

人
じん

」の中に入るのだろうか。不遇に生きる気の毒な人であ

るけれど、蘇軾は人間としての尊厳を見てとっていて、それでこの詩を作ったのであ

る。作品番号 02-3-024 としてすでに見ているが、改めてここでも読んでおこう。蘇軾

が鳳
ほう

翔
しょう

府にいたときに会っていた楊
よう

耆
き

と再会しての詩である。 

 

【訳文】 

引
い ん

［序文］ 

西
せ い

蜀
し ょ く

の楊
よ う

耆
き

は、二十年ほど前に会ったとき甚だ貧乏であった。いま会うとやはり貧乏である。昔と何

が異なるかというと、顔がやつれ白髪になったことだけだ。 

女性は容貌の美醜にかかわらず富む者は優美であるという。男子は賢であろうが不肖であろうが貧

乏であると田舎びてしまうともいう。たまたま時代にうまく合うと造作なく当世風の士
ひ と

になる。 

かつて扶
ふ

風
ふ う

の宿で、夜に外からの歌声を聞いた。はなはだ悲しげであったので、起きて声の主を呼ん

で尋ねた。すると、その者は、昔は富んでいたがいまは貧乏になってしまったといった。私は身につまさ

れ、一緒に酒を飲み、詩を作った。 

今日は冷たい雨が降り続き、かのときのことがまざまざと思い出される。楊君の困窮はもとのままだ。そ

して私も楊君と同じく故郷を離れた旅の身である。よって、そのときの詩をまたここに書いて楊君に贈る。 

 

小さなこの村にも、 

わずかばかりの雨が秋の涼しさを送ってくれたこのときに、 

旅の宿では、 
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夜長に愁いてずっと嘆き続ける人がいる。 

眠れぬままに、馬がまぐさを食らうのをただ見つめていると、 

虫が悲しげに歌い、それにまた虫が応える。 

天候はこれからは寒くなり、 

実らなかった穂は畦に横たわるようになるだろう。 

歳は暮れようとするが、 

機
は た

織
お

り機は糸がないためにむなしく壁に立てかけたままとなるのだろうか。 

君にもう一杯の酒を勧める。 

しばしここで眠ろうではないか。 

人間界の貧富など、 

どうせ大海の波のようにあてどないものなのだ。 

 

■【06-4-077】与楊耆秀才醵銭帖 

【解題】蘇軾は楊
よう

耆
き

に詩を書いて贈っただけでなく、一筆記して、それを持って黄
こう

州

の知人のもとをまわるよういった。 

 

【訳文】 

楊
よ う

耆
き

秀才は学問を志したがいまだ成就するに至らず、旅の橐
ふくろ

の中は空っぽである。潘
は ん

原
げ ん

君、郭
か く

遘
こ う

君、

公
こ う

頤
く

君、何
か

聖
せ い

可
か

君、韓
か ん

君がそれぞれ五百銭を出してくれたらと思うのだが、どうだろうか。 

【補足】［蘇軾は楊
よう

耆
き

に奉加帳を持たせて知人のもとを回らせたのである。ここに名

の挙がっているのはいずれも黄
こう

州の庶民であるところがおもしろい。潘
はん

原
げん

、郭
かく

遘
こう

の名

はすでに見ているが、公
こう

頤
く

は不詳で、何
か

聖
せい

可
か

はこの後の作品番号 06-4-094 に登場し、

韓
かん

君は作品番号06-5-010にある韓
かん

毅
き

甫
ほ

であろう］ 
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■【06-4-078】和蔡景繁海州石室 

【解題】蔡
さい

承
しょう

禧
き

［字
あざな

は景
けい

繁
はん

］が海
かい

州にある石
せき

室
しつ

［自然にできた石の洞窟］について

詠んだ詩を送ってきたのでそれに和した。作品番号 06-4-020 で見たように、蔡承禧が

石室の詩を詠んだなら和すと蘇軾は約束をしていた。この詩の冒頭にある「芙
ふ

蓉
よう

仙
せん

人
にん

」

とは石
せき

延
えん

年
ねん

［字
あざな

は曼
まん

卿
けい

］のことだと蘇軾自身が注記している。石延年は一時期海州の

副知事を務め、そのときのことがこの詩に詠まれている。石延年は大の酒豪で詩や書

に巧みであった。欧
おう

陽
よう

脩
しゅう

の友人で、欧陽脩は石延年の墓表を書いているので、その一

部を参考までに読んでおこう。 

 

【訳文】 

欧
お う

陽
よ う

脩
し ゅ う

：『石
せ き

曼
ま ん

卿
け い

墓
ぼ

表
ひ ょう

』 

……石
せ き

延
え ん

年
ね ん

は自ら豪気であるとして、書物を読むときも一字一句を吟味するようなことはしないで、昔

の人の奇節、偉行、普通でない功績を慕い、世俗をちまちましたものと見下し、我が意を動かすに足

りないとした。己はいまの時代に合わないと、ひたすら酒を飲んでまぎらわしていた。劇飲して大酔する

のを好み、酔ってほしいままに振る舞った。それでますます世と合わなくなった。石延年とともに遊ぶ人

はその物事にこだわらないところを愛したのだが、その才能に用いるべきものがあるのを知らなかった。

四十八歳で都で亡くなった 

……風貌は堂々とし、酒を飲むことを喜んで、自ら豪傑だとして、規律によって正すことができないよう

な振る舞いをした。その普段の生き方を見るなら、出処進退に関わる大きな節度においては一つも理

にもとるところはなかった。人と接するときは、賢となく愚となく皆と喜びを尽くした。天下の是非、善悪を

判断するときに、石延年に意に適う者は幾人もいなかった。その文章は力強く、その意気とぴったりす

るものだった。 
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……その友、欧陽脩がその墓に表して曰く、 

「ああ、石延年は自らを高く見せかけることはしても、身を屈めて世間に合わせるようなことはしなかった。

自身を重んじた士
し

というべきであろう。士の自負するものが大きければ、自身を顧みて重しとするであろ

う。自身を顧みて重しとするならば、世間に合わせるのはますます難しくなる。大事を行って奇功を立て

ようとするならば、石延年のように自身を重んじて世間と合い難い士を得なければならない。昔から特

に優れた人は必ず世から抜きん出た志の持ち主であった。己を損ない我が生涯の跡を汚すよりは、

世間にその名が聞こえる功績を挙げられずに終わるのを苦しむ方を選ぶのだ。あるいは老いてまさに死

のうとするときに幸いにも巡り合って、世に少々の施しを遺す者もいる。しかし、石延年は、世と合い難く、

世に施すこともなく、不幸にしてさらに不幸にも五十歳に至ることもなかった。これは石延年の運命であ

ったのか。哀しまずにはいられない。 

【補足】［（1）部分的な引用であっても、欧
おう

陽
よう

脩
しゅう

が優れた文章家であったことがよく

わかるであろう。鬱屈した思いを抱いて苦しみ続けた人物をみごとに描写している。

（2）石
せき

延
えん

年
ねん

は48歳で亡くなった。蘇軾がこの年48歳であることを思うと、以下の詩

の味わいがいささか違ってくるであろうか。なお、作品番号 06-3-009 の紅梅の詩で、

「桃かと見れば緑の葉がなく、杏かと見れば思えば青い枝がある」と紅梅について詠

んだ昔の詩を批判していたが、その詩の作者が実はこの石延年である］ 

 

【訳文】 

芙
ふ

蓉
よ う

仙
せ ん

人
に ん

はかつて海
か い

州に遊び、 

蒼
あ お

い藤が翠
みどり

の岩壁にまとわりついて路
み ち

すらもない山を見て、 

戯れに、桃の種を黄色い泥で包み、岩の間に雨のように撒き散らした。 

それによって、何もない山に錦
き ん

繍
し ゅ う

をまとわせ、 

天上から無数の花が海を照らす光景を作ろうとしたのだ。 
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今日では、桃の花が開き、 

その間に、車を容れられるくらいの大きさの石
せ き

室
し つ

がある。 

いずれの年にか、雷がここから仙人の納まる玉
ぎ ょ く

棺
か ん

を飛び出させたのか。 

抜け出た跡は、仙界の霊厳な堂宇を覗き見る趣がある。 

かつて芙蓉仙人はこの山で酔い続けること千日、 

いまに至るも石の間には飲み残しの酒が染みついている。 

芙蓉仙人は去って五十年、 

花は老い、石室はからっぽ、 

手ずから植えた松が空を覆い、蒼い髯
ひ げ

を垂らしている。 

ここに蔡
さ い

君［蔡
さ い

承
し ょ う

禧
き

］が芙蓉仙人のために酒を注ぎ、 

伴い来た女性に胡
こ

琴
き ん

を奏でさせると、 

氷のように澄んだ音が巌の間から響きわたり、 

たちまち海の波が呼応し、松が舞い出した。 

このような遊びは芙蓉仙人以来のこと、 

さすが酒で伍
ご

する者なき蔡君である。 

蔡君は断岸より臨んで朝日を呼び出し、 

紅い波と碧の絶壁が互いに呑んだり吐いたりするありさまを現出させた。 

ここに蔡君は己の内に語
ことば

を尋ね、 

杖で銅
ど う

鼓
こ

を叩きつつ声の限りを尽くして詩を朗誦した。 

そのときの長篇の詩を書いて、蔡君は遠く私のところに寄せた。 

一唱三嘆し、心がきりっとひきしまり、 

折から長
ち ょ う

江
こ う

の風が我が顔に雨の滴
しずく

を飛ばしたのは、 

あたかも海の波をかぶりつつ胡琴の音を聴くかのようである。 
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私は老病の身で門を出ることもなく、 

海州の山の石室を尋ねることなどはできない。 

ここでは桃の花は門の外で自ずと開いて自ずと落ち、 

部屋の隅に置いた酒の甕は塵にまみれたままだ。 

まわりに柳を植えた小部屋で、心を洗って仏道に帰する日 、々 

かつての歳月は夢の中のことと一笑に付し、 

今も昔も一瞬のことと思うのである。 

貴君に頼むのは、 

どうかこの詩を石に刻むようなことはしないでくれたまえ。 

海が山に、山が海に変じるのも、朝から日暮れまでの間のことなのだから。 

【補足】［この詩に添えて蔡
さい

承
しょう

禧
き

に送った手紙が残っていて、その後半に、冬至から

門を閉ざして来客を断って斎居して奥深い味わいを得ている旨を記している。3 年前

に冬至後の 49日間を天
てん

慶
けい

観
かん

に籠っていたが［→作品番号 06-1-103など］、この年も、

あるいは毎年、同じようなことを行っていたのだろうか］ 

 

■【06-4-079】書四戒 

【解題】このころに、蘇軾は我が身を戒めるスローガンを4箇条32文字にまとめて、

雪
せつ

堂
どう

に掲げた。 

 

【訳文】 

（1）出
しゅつ

輿
よ

入
にゅう

輦
れ ん

、蹶
け つ

痿
い

之
し

機
き

 

「輿
こ し

に乗って出て、輦
か ご

に乗って帰る」。そのココロは、「つまずいたり、萎えたり、足を駄目にしてくれるでしょ

う」 
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（2）洞
ど う

房
ぼ う

清
せ い

宮
きゅう

、寒
か ん

熱
ね つ

之
し

媒
ば い

 

「家が大きく、部屋が広い」。そのココロは、「風邪をひかせてくれるでしょう」 

（3）皓
こ う

歯
し

蛾
が

眉
び

、伐
ば つ

性
せ い

之
し

斧
ふ

 

「歯が白くて眉を長く引く美女」。そのココロは、「精力を伐り取る斧となるでしょう」 

（4）甘
か ん

脆
ぜ い

肥
ひ

濃
の う

、腐
ふ

腸
ち ょ う

之
し

薬
や く

 

「おいしい肉に濃い酒」。そのココロは、「腸を腐らせる薬でしょう」 

この三十二字を私は雪
せ つ

堂
ど う

の門にも窓にも座席にも衣服にも盆にも書き、立っても座ってもこれを見て、

寝食これを念
お も

うようにしている。 

元
げ ん

豊
ほ う

六年十一月、雪
せ つ

堂
ど う

で書く。 

 

■【06-4-080】徐君猷挽詞 

【解題】黄
こう

州知事であった徐
じょ

大
だい

受
じゅ

［字
あざな

は君
くん

猷
ゆう

］は夏に新たな任地へと長
ちょう

江
こう

を下って

行ったのだが［→作品番号 06-4-045］、不幸にも旅の途中で亡くなり、棺を乗せた船が

冬に黄州に戻ってきた。蘇軾はその船を迎えてこの挽歌を作った。 

 

【訳文】 

貴君は一艘の船に乗って南に旅し、 

ついに帰らなかった。 

我等の悲しみは、長
ち ょ う

江
こ う

と赤
せ き

壁
へ き

によって照らし出されている。 

見れば、長江を往還する人々は貴君のために涙を流してはいない。 

しかし、貴君が黄
こ う

州を治めた功績は欺
あざむ

けはしない。 

思い出すのは、 

雪の後で一人ふらりときて柳を植えたこと、 
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竹の間を往き来して茶を飲んだこと……。 

貴君とともに酒を囲んだ友はみな散り散りとなり、 

昔を悲しみ、新たに愁うのはただ私だけなのか。 

【補足】［徐
じょ

知事の棺が黄
こう

州に戻ってきたのは、家族がここに残っていたからである］ 

 

■【06-4-081】祭徐君猷文 

【解題】徐
じょ

大
だい

受
じゅ

［字
あざな

は君
くん

猷
ゆう

］の霊に蘇軾はこの文を捧げた。 

 

【訳文】 

もとの黄
こ う

州知事の徐
じ ょ

公
こ う

の霊に捧げる。 

公は初めから贅沢を嫌い、ひたすら勉学に努め、晩年には州知事となって、二つの地で高い評判を

得た。公の家からはかねてから名臣が出て、誰もが法を守る官吏であった。襄
じ ょ う

陽
よ う

の伝統を受け継ぎ、

晋
し ん

の建
け ん

安
あ ん

のころの風流を体現する人であった。公の優れた議論を聞こうと、満座の人が耳を傾け、人

知れず数多くの徳を施した。 

私は愚かさを窮め、自ら放逐される身となり、家族からも竊
ひ そ

かに笑われ、ほとんどの親友からは交わり

を絶たれ、わずか十杯の水を得るだけでも人 と々争うようなありさまとなり、それでも五杯も得られないの

だった。波の荒れる川の中にいるような私にとって、そこに浮かぶ一つの瓢
ひさご

、それが公の支えであった。

その徳にまだ報いることがないうちに、すでに永遠の別れの哀しみが興ったのである。 

いまもはっきりと見えるかつてのお姿にこの酒を供える。公のいなくなったこの闇にも、我らの思いは変わ

らぬと誓い、棺を撫して慟哭する。 

嗚呼
あ あ

、哀しかな。 

【補足】［襄
じょう

陽
よう

や建
けん

安
あん

と徐
じょ

大
だい

受
じゅ

との関連性はよくわらかないが、南朝時代の風流人の

趣があるということなのだろう］ 
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■【06-4-082】与徐得之 

【解題】徐
じょ

大
だい

受
じゅ

の突然の死に、黄
こう

州に残っていた家族は途方に暮れてしまったよう

だ。弟の徐
じょ

大
だい

正
せい

［字
あざな

は得
とく

之
し

］が万事処置していかなければならなくなったのだが、ど

うやら世事に慣れていなかったようで、蘇軾が何かと手を差し延べることになった。

これは徐大正に向けて書いた手紙で、これからの心構えについて記している。徐大受

の故郷は遥か遠くの閩
びん

中
ちゅう

で、そこに帰って葬儀を行うだけでも一大事で、徐大正はし

ばらく黄州に留まって、棺を携えての長旅に出る支度をする。先に許
きょ

安
あん

世
せい

の突然の死

で、蘇軾は何か支援できないか模索していたばかりで［→作品番号06-4-066］、また一

つより深く関わらねばならない案件が出てきたのである。 

 

【訳文】 

私が黄
こ う

州に謫
た く

されたとき、あたりを見回して親しい人は一人もいませんでした。兄上にお会いすると、ま

るで身内の者であるかのように遇してくださいました。その意
こころ

は忘れることはありません。 

残念ながら、謫
た く

所
し ょ

に縻
つ な

がれているために、千里の旅をして葬儀に加わることはできません。兄上のお

子様方はまだ年少で、ほとんど何もできません。貴君が兄弟の愛をもって、何事もよろしく処置されるの

でありましょう。もしもわずかでも不十分なところがありましたなら、その責めは兄上のお子様方ではなく、

貴君が引き受けられることになるでありましょう。そうしたことを深く留意されて、人としての情を惜しみませ

んように。 

兄上のお子様方はいずれも俊才というべきで、学問を失うことのないよう導かれますように。舅の張
ち ょ う

仲
ちゅう

謨
ぼ

君［徐
じ ょ

大
だ い

受
じ ゅ

の妻の兄］の雅
みやび

なことはかねてからお聞きしています。まだ面識はなく、お手紙を差し上

げることはいたしませんが、今後の御懇意を願っております。御葬儀を終えられましたなら、兄上のお子

様方を貴君が迎え入れて、学問を授けましたならば、兄上がまた蘇るようなことになるでありましょう。…
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… 

 

■【06-4-083】記張公規論去欲 

【解題】これは新しい黄
こう

州知事の楊
よう

寀
さい

［字
あざな

は君
くん

素
そ

］と、同じく新しい副知事の張
ちょう

公
こう

規
き

らとの会話の記録。 

 

【訳文】 

昨日、知事の楊
よ う

寀
さ い

君と副知事の張
ち ょ う

公
こ う

規
き

君が迎えを寄越したので、出かけて安
あ ん

国
こ く

寺
じ

に遊んだ。座

中、気
き

を整え生
せ い

を養うことについて議論になった。 

私が、 

「どのお考えも十分だとは思えません。難しいのは欲を去ることでしょう」 

というと、張副知事が、 

「漢
か ん

の時代の英雄である蘇
そ

武
ぶ

は、異国の地で捕虜となったときに、雪を噛み、毛
も う

氈
せ ん

を食らい、背中を

踏まれて血を流してもへこたれた言葉は一語も漏らしませんでした。生死の境を超えたというべきでしょう。

しかし、異国の娘に子を孕
は ら

ませるということは避けられませんでした。異郷の地で困苦のなかにあってさ

えそうなのですから、飾り立てた部屋の内にあってはなおさらです。このことから欲望を消すのは難しいと

わかります」 

集まっていた人々は皆大いに笑った。私はこの言葉の理
ことわり

を愛し、ここに記しておく。 

【補足】［王
おう

朝
ちょう

雲
うん

が出産したばかりであったから［→作品番号06-4-057］、蘇軾として

は笑うよりほかなかったのだろう］ 

 

■【06-4-084】与滕達道 

【解題】滕
とう

元
げん

発
はつ

［滕
とう

甫
ほ

、字
あざな

は達
たっ

道
どう

］［→作品番号06-4-069］に宛てた手紙。滕元発は



第6章 赤壁の賦 

第 6 章：518 
 

朝廷に呼ばれ、安
あん

州知事を辞めて上京することになった。安州は黄
こう

州の西隣なので、

上京する際に会えるチャンスがあるのではないかと蘇軾は考えた。そうしたことを記

した一連の手紙を見ておこう。 

 

【訳文】 

（1）州知事の任を解かれて朝廷に赴かれるとのこと、きっと岐
き

亭
て い

のあたりをお通りになるでしょうから、お

手紙であらかじめお知らせいただければ、すばやく走って行くのも難しくはありませんでしょう。道を枉
ま

げてこ

ちらにまで来られるには及びませんので、よくよく御検討ください。寒い折から、御自愛されますように。 

【補足】［岐
き

亭
てい

は文字通り交通の分岐点であったから［→作品番号06-1-015］、滕
とう

元
げん

発
はつ

はそこを通るであろうと考えたのである］ 

 

（2）私が黄
こ う

陂
ひ

に至ったときに、貴君は五日に出発されて、信
し ん

陽
よ う

の路で都に向かわれたと聞きました。

日を数えると、間に合わないとわかり、黄
こ う

州に帰ることにしました。雨と雪が交互に降っています。僧房

の窓辺で、熱い炭の塊をいじりつつ、『漢
か ん

書
じ ょ

』の「戻
れ い

太
た い

子
し

伝
で ん

の賛
さ ん

」を読んでいます。……そこにちょうど

貴君からの手紙が届き、思いがからりと晴れました。やや晴れてきて暖かくなってきましたので、陽
よ う

羅
ら

江
こ う

に舟を放って黄州に帰ります。 

【補足】［黄
こう

陂
ひ

は岐
き

亭
てい

よりも西側で、安
あん

州との境に近いところである。滕
とう

元
げん

発
はつ

は東に

出ずに真直ぐ信
しん

陽
よう

へと北上したので、二人は会えなかったのである。ここにある「五

日」はたぶん12月であろう］ 

 

（3）お使いの方がまた来られて、すでに信陽を通過したと承りました。風雨の中を進んで、従う方々にも

苦労があったことでしょう。いまはどのようにしておられますか。州の境でお会いしようとの心づもりで、きっ

と黄
こ う

陂
ひ

の通られると考えたのですが、私の計算が当たらす、お会いできなかったのがまことに残念で
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す。…… 

 

（4）お会いして一言だけ申し上げたかったことがあります。我らは新法の初めのときに、偏った見方に立

って、白か黒かをはっきりさせようとしました。これは国を憂いてふつふつと起こる思いから出たものであっ

たとはいえ、言うところは誤謬が多く、わずかばかりの理
ことわり

があっただけでした。いま聖
せ い

徳
と く

は日に日に新た

になり、衆は大成に化しており、先に我らが執心していたところを見直しますと、よろしくなかったとますま

す思えてくるのであります。志を変えて、易
や す

きについて昇進を求めるようなことは論外ですが、いつまでも

古い議論を蒸しかえすのは、憂いが深くなるだけです。…… 

【補足】［この手紙は微妙な言い回しで書かれている。ここでは含意がわかりやすい

ように訳したので、蘇軾の心遣いのきめ細かさと用心深さをほんのわずかしか伝えら

れていない。都に行ったならば慎重に振舞うようにというアドバイスを、他の人に見

られてもよいような自省の念に満ちた書き方をしているのである。蘇軾が滕
とう

元
げん

発
はつ

に会

おうと懸命に努めたのは、直接でなければ伝えるのが難しいと思っていたからなのだ

ろう。ただ、二人が会うこと自体が嫌疑を招きかねなので、もしかすると滕元発は敢

えて道を違えて上京したのかもしれない。滕元発が都でどのように迎えられたのか、

後で見ることになる］ 

 

■【06-4-085】橄欖 

【解題】橄
かん

欖
らん

について詠んだ詩。橄欖は熱帯系の植物で、オリーブに似た実をつけ

る。黄
こう

州に橄欖の木があって、蘇軾は珍しく感じたのだろう。 

 

【訳文】 

紅い塩を木に塗ると、紛紛
ば ら ば ら

と青い実が落ちてくる。 
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そのもともとの味はというと、 

森森
ぴ り ぴ り

と刺すような苦さがある。 

じっと待っていると、 

わずかな甘さが歯や頬に伝わってくるのだが、 

崖
が い

蜜
み つ

が十分に甘いときであるから、 

初めからそれに負けているのである。 

【補足】［崖
がい

蜜
みつ

は崖に生えて甘い実をつける植物であるようだ］ 

 

■【06-4-086】南柯子 

【解題】黄
こう

州の十二月八日に張
ちょう

懐
かい

民
みん

［→作品番号06-4-067］の小閣で飲んだ、という

添え書きのある詞。小閣は快
かい

哉
さい

亭
てい

であろうか。 

 

【訳文】 

衛霍元勲後、［衛
え い

氏、霍
か く

氏なら元勲の後］ 

韋平外族賢。［韋
い

氏、平
へ い

氏なら外族の賢人でしょう］ 

吹笙只合在緱山。［笙
ふ え

を吹くならかの仙山にいるべきでしょう］ 

閑駕彩鸞帰去、［仙界から謫
た く

された女性を妻として］ 

趁新年。［新たな年を迎えるのです］ 

 

烘暖焼香閣、［手を火にあぶって香を焚くと］ 

軽寒浴仏天。［仏天のもと寒さも軽やかに感じられます］ 

他年一酔画堂前、［いつか美しい部屋で酔うことがあるとしても］ 

莫忘故人憔悴、［忘れることはないでしょう、友と憔悴して］ 
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老江辺。［長
ち ょ う

江
こ う

のほとりで老いの日を過ごしたことを］ 

【補足】［それぞれの句の意味はよくわからないが、全体として何が言いたいのかと

推測してこの訳文を作った。三割程度は当たっているだろう］ 

 

■【06-4-087】賭書字 

【解題】張
ちょう

懐
かい

民
みん

が賭け碁をしたということを書いた短文。勝負の相手をした張
ちょう

昌
しょう

言
げん

が何者であるのかはわからない。 

 

【訳文】 

張
ち ょ う

懐
か い

民
み ん

と張
ち ょ う

昌
し ょ う

言
げ ん

が碁を打っている。私が字を記した一枚の紙を賭けていて、勝った方がそれを得て、

負けた方は五百銭を出して、私に御飯をおごるのである。土地の神々よ、この約束を守らなかった者

は神々の足元に伏して、二度と起き上がれないであろう。 

【補足】［ずっと後に、蘇軾は、碁はわからないながらも息子が碁を打つのを楽しく

眺めていると書いている。ここでも、二人の勝負を脇から見物していたのだろう］ 

 

■【06-4-088】生日、王郎以詩見慶、次其韻、並寄茶二十一片 

【解題】12 月 19 日は蘇軾の誕生日。それに合わせて、弟の娘の婿である王
おう

適
てき

［字
あざな

は

子
し

立
りゅう

］［→作品番号06-3-047など］が祝いの詩を送ってきたので次韻した。 

 

【訳文】 

『折
せ つ

楊
よ う

』の新曲［耳に馴染む俗な曲の例］には万人が集まる。 

『于
う い

于
う

』の曲［独創的な高尚な曲の例］に和すのは貴君だけだ。 

美しい玉
ぎ ょ く

は奥深くしまわれていても必ずや売れる。 
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手当たり次第に投げ売りするようなものとは全く違うのだ。 

貴君はしばし私に従って旅をし、 

かつて江
こ う

南
な ん

の町で芙蓉に囲まれた。 

いまは我が弟に従って儒学に励み、 

貴君の弟とともにいずれ天下の士となるであろう。 

松
し ょ う

柏
は く

も谷を暗く塞ぐ霧を嫌わずにいるならば、 

ついには大建築を支える梁
は り

となるまでに成長する。 

貴君の議論は鉋
かんな

から出る切り屑のように尽きることがなく、 

貴君の詩は連なる珠
た ま

に似て妙味がある。 

我が誕生日に、遥か遠くより、 

老いてもなお枯れぬようにと長寿を祝ってくれたことに感じ、 

何か返そうとするのだが、 

君の詩に及ぶものは作れないので、 

建
け ん

溪
け い

の茶をいささか切り分けて贈ることにした。 

【補足】［（1）王
おう

適
てき

は科挙に落ちているので、この詩の大半は王適を励ますものとな

っている。（2）湖
こ

州で王適とともに無数の蓮を愛でたことは作品番号 05-5-077 で見て

いる］ 

 

■【06-4-089】喜王定国北帰第五橋 

【解題】王
おう

鞏
きょう

［字
あざな

は定
てい

国
こく

］［→作品番号 06-4-073］はこの年の終わりから翌年の初め

に都に到着した。その報せを聞いての詩。 

 

【訳文】 
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白
は く

露
ろ

の季節、 

折からの秋の風が南方の悪い気
き

を洗い流してくれ、 

貴君は帰還の旅に上った。 

夢は巡り還り、 

再び都の人 と々会えば誰もが淒
せ い

然
ぜ ん

とした思いになる。 

訪れる者もなくさびれてしまっていた貴君の家も、今日からは見違えるようになり、 

向こうでは杖をついていた貴君も、これからは若返るばかりだ。 

世の辛苦を経験した貴君は熱さに触れる前に手を縮めることを覚え、 

こうして帰ってきたものの、貴君が恥じるのは、 

まだ皇帝の恩に報いられずにいること。 

都の第
だ い

五
ご

橋
き ょ う

の水に照らされるのは、 

唐
と う

代
だ い

の老いた鄭
て い

虔
け ん

のような人ではないのだ。 

【補足】［（1）第
だい

五
ご

橋
きょう

は唐
とう

の都の長
ちょう

安
あん

にあったことがよく知られている。同名もしく

それと比せられる橋が王
おう

鞏
きょう

の屋敷の近くにあったのだろう。（2）鄭
てい

虔
けん

は玄
げん

宗
そう

皇帝のも

とで文人として評判が高かったが、安
あん

禄
ろく

山
ざん

の乱に際して賊軍の捕虜となって職を授け

られ、そのために乱が平定された後は罪人とされ、失意のまま亡くなった］ 

 

■【06-4-090】率子廉伝 

【解題】王
おう

鞏
きょう

に関連して率
そつ

子
し

廉
れん

という「異
い

人
じん

」の伝記を見ておこう。 

 

【訳文】 

率
そ つ

子
し

廉
れ ん

は衡
こ う

山
ざ ん

の農夫である。愚か者の朴
ぼ く

念
ね ん

仁
じ ん

で、不遜な振る舞いをするので、人々は「率
そ つ

牛
ぎゅう

」と呼

んでいた。 
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晩年は南
な ん

嶽
が く

観
か ん

に属する道
ど う

士
し

となった。南嶽観の西南七里に紫
し

虚
き ょ

閣
か く

があり、晋
し ん

の時代に魏
ぎ

夫人が

仙人になる修行をしたところだという。南嶽観の道士たちは紫虚閣が荒れて寂しい場所であるので、

敢えてそこに住もうとする者はいなかった。しかし、率子廉だけは喜んで行き、ただ黙ってそこに居て、何

をしているのかを見に行く者はいなかった。ひどく酒が好きで、しばしば山の林で酔い伏し、雨風が激しく

なっても知らずにいて、虎や狼がその前を通っても害することはなかった。 

もとの礼
れ い

部
ぶ

侍
じ

郎
ろ う

の王
お う

祜
こ

が都を出されて長
ち ょ う

沙
さ

の知事になったときに、皇帝の詔を奉じて南嶽観で祷
い の

り、

紫虚閣を訪れた。そのとき率子廉はちょうど酔っていて起つことができなかった。王祜をじろっと見て、 

「田舎道士は酒を愛するのに、いつもいつもそれが得られるわけではありません。得られるとすぐに酔っ

払ってしまいます。殿様、どうか大目に見てくだされ」 

といった。王祜は率子廉が異
い

［常人ではない］であると察し、車に載せて連れ帰った。率子廉は王祜

のもとにひと月余りいたが、ぼんやりとしてものを言わないので、また山に送り返した。そのときに王祜は

率子廉に、 

「先生は光を隠して内側を照らしておられるのでしょうか。私はそれを測り知ることができませんでした。詩

をお贈りしたいと思います」 

といった。しかし、王祜はそのことを忘れて、詩を作らなかった。 

ある日、王祜が昼寝をしていると、夢の中に率子廉がきて詩を求めた。そこで二首の絶句を作った。 

一方で、率子廉は二首の絶句を板に書き、王祜の作だと称して紫虚閣の上に掲げた。道士たちが

それ見て驚き、「率牛はこれをどこから得たのだろうか」と言い合った。 

太
た い

平
へ い

興
こ う

国
こ く

五年六月十七日、率子廉は人を使わして道観の人々にいった。 

「わしはいま行くところだ。紫虚閣に人がいないわけにはいかない。すぐに後を継ぐ者を派遣してくれ」。 

道士たちは王祜の詩を得てからは率子廉をやや異とするようになっていたので、このときは驚き、 

「いまこの暑さのなか、率牛はいったどこに行くのだろうか」 

といって、急いで見に行くと、率子廉はすでに死んでいた。皆は驚き、初めて大いにこれを異とした。 
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「率牛は死ぬ日を知っていたのだ」 

といって、南嶽の下に葬った。 

それからいくばくも経たないうちに、南
な ん

台
だ い

寺
じ

の僧の守
し ゅ

澄
ち ょ う

が都から帰ってきた。守澄は都を出たときに、南
な ん

薰
く ん

門
も ん

の外で率子廉に会った。雰囲気が実に清らかで、守澄は率子廉に、 

「どうして山から出て来たのか」 

と尋ねた。率子廉は笑って、 

「閑なので遊びにきただけだ」 

といい、山の人々への手紙を託した。守澄は帰ってから率子廉が死んでいたことを知り、その手紙を

改めて確かめると、それは率子廉が死んだ日に受け取ったものであった。率子廉の墓を開いて見る

と、杖と履き物だけがあった。 

東
と う

坡
ば

居
こ

士
じ

が思うに、 

「士
ひ と

［ひとかどの人間］は何かしら持っているものがあって、それが小さな技であっても、軽 し々くは外に出

さないものだ。まして至
し

人
じ ん

［最高の脱俗者］であるならなおさらだ。至人はもとよりなれるようなものではな

く、至人を識
し

るのは難しい。王祜が道を得た人ではなかったならば、率牛が異であるのを知ることはでき

なかっただろう」。 

東坡居士はかつて『三
さ ん

槐
か い

堂
ど う

の銘
め い

』作った。そのときに王祜はただ単に子孫に余慶を遺しただけの人で

はなく、ほとんど道を得た者であろうかと考えた。率子廉のことを知るに及んで、ますますそれは確かで

あると信じるようになった。 

王祜の詩はその全篇を見ることはできなかったが、このことを書いてその曽孫の王
お う

鞏
き ょ う

に送り、王祜の詩

を求めてその家集を補うようにし、あるいは石に刻んで紫虚閣の上に置いてもらいたいと思う。 

【補足】［王
おう

鞏
きょう

の依頼で『三
さん

槐
かい

堂
どう

の銘
めい

』を書いたことは作品番号 05-5-004 で見た。そ

こには王鞏の曽祖父の王
おう

祜
こ

が子孫の繁栄を願って庭に三本の槐
えんじゅ

を植えたことが書か

れていた。この『率
そつ

子
し

廉
れん

伝
でん

』は王祜のエピソードを伝える。蘇軾はこれを湖
こ

州知事で
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あったときに書いたとする説もある］ 

 

■【06-4-091】読仲閔詩巻因成長句 

【解題】黄
こう

州で付き合う人々は広範囲に及び、仲
ちゅう

閔
びん

［恐らく字
あざな

で、姓は伝わらない］

という詩を得意とする実業家もいた。その詩集を読んでの感想。 

 

【訳文】 

麦の秋［麦の収穫期］に、 

西の風［秋の風］が麦畑に吹き寄せるのを見るのは嬉しいものだ。 

これによって老いた農夫は年々の苦労を忘れるのだ。 

手足を泥まみれにして、 

珠
た ま

のような麦の粒を人よりも倍収穫しようと、 

二年越しで努めてきた。 

貴君はいまや壮年で仕事に励んでよく稼いでいる。 

私はといえば、田畑を耕すのに苦労している。 

竹に囲まれた雪
せ つ

堂
ど う

を照らす月だけは、 

愁いに沈む私を憐れんで、清らかな光を注いでくれる。 

【補足】［恐らく同じ時期であったのだろう、仲
ちゅう

閔
びん

は、収穫を終えたばかりの新しい

麦で団子を作って蘇軾に贈っている。蘇軾は返礼の詩を作り、その中で、「しこたま

麦を買い込んだと聞くが、それは飢饉がきて値が上がるのを待ってのことか」という

ようなことを冗談半分、皮肉半分でいっている］ 

 

■【06-4-092】与銭済明 
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【解題】黄
こう

州にいる間に銭
せん

世
せい

雄
ゆう

［字
あざな

は済
せい

明
みん

］［→作品番号05-5-049］に送った手紙が

残っているので、ここでその一部を読んでおこう。 

 

【訳文】 

（1）……私は何もかも今日も昨日のように過ごし、弟もまた安らかに暮らしています。息子は手蔓を求

めてまだ帰ってきていません。昨日は淮
わ い

南
な ん

転
て ん

運
う ん

使
し

が来られ、今日は新しい州知事が到着しました。間

もなく元の州知事が去るでしょう。世に棄てられた暇な私もまた何かとせわしないものです。…… 

【補足】［これは黄
こう

州知事が交替したころに書いた手紙。息子が土地を得るためにあ

ちこちまわっていることがここにも書かれている］ 

 

（2）……こちらにこられた役人に『遺
い

教
き ょ う

経
き ょ う

』の跋文を託しましたので、きっと届いているでありましょう。呉
ご

江
こ う

［蘇
そ

州］でのお仕事の御様子はいかがでしょうか。お仲間は佳
よ

い方々でしょうか。垂
す い

虹
こ う

亭
て い

は復旧した

と聞きましたがどうなのでしょうか。旅の寓居でまた歳が終わろうとしています。長
ち ょ う

江
こ う

のほとりに長く居て、

楽しさがますます増してきています。ただまだ小さな田もなく、漂遊するままで、暮らしの根を下ろすところ

がないのが残念であります。息子は来年の二月に徳
と く

興
こ う

に赴くでありましょう。家族の人数が減れば、

一息つけるでありましょうか。ほかに憂慮すべきことはありません、いつお会いできるかわかりませんが、

万万御自愛されますように。 

【補足】［（1）銭
せん

世
せい

雄
ゆう

の父が書いた『遺
い

教
きょう

経
きょう

』に添えた跋文について触れていて、そ

の訳は作品番号05-5-049ですでに見ている。（2）銭
せん

世
せい

雄
ゆう

は湖
こ

州から蘇
そ

州に任地が変わ

ったのだろう。（3）垂
すい

虹
こう

亭
てい

が洪水で壊れてしまったことは作品番号06-2-054で見た

が、修復されたのだろう。（4）来年の2月に息子が徳
とく

興
こう

に行くとあるのは、蘇邁が徳

興県の尉
じょう

として初めて官の仕事に就くことが決まったからである。尉というのは地域

の治安に関わる職で、警察部長レベルであるという。蘇邁は、高官の子弟は科挙に合
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格していなくても官職に就けるという特典によってこの職を得たのだが、徳興県はか

なり田舎の町で、制科に合格した蘇軾がいきなり重要都市の幹部になったのとはかな

り異なっている］ 

 

■【06-4-093】書贈胡道師 

【解題】異人好みの蘇軾のもとには入れ替わり立ち代わり個性的な人物が訪れたよう

だ。これは胡
こ

洞
どう

微
び

という道士
ど う し

について記した文章。 

 

【訳文】 

龐
ほ う

安
あ ん

時
じ

君は医者で、利によって心が動かされはしない。しかし、書や画には心を奪われ、我を忘れてし

まうほどだ。九
きゅう

江
こ う

の胡
こ

道
ど う

士
し

は医術にすこぶる通じ、私のために薬を用いてくれたのだが、報酬を受け取

らないので、数枚の草書を作って渡すことにした。それで、胡道士にこのように告げる。 

「これは龐安時君の故事である。廃すべきではない」 

参
さ ん

寥
り ょ う

師
し

は病になったので、胡道士に治療を求めた。参寥師には銭がなく、しかも書や画が得意では

なかったので、あわてて私に助けて求めてきた。そこで私は戯れに、 

「昔の名立たる禅僧だって、戯れの語を連ねた詩を作らなかったわけではあるまいに」 

と、いってやった。 

龐安時君や胡道士と会うと、いつも陸に上がった魚が水を得たような思いがする。 

【補足】［（1）医者の龐
ほう

安
あん

時
じ

については作品番号06-4-065などで見ている。（2）胡
こ

洞
どう

微
び

がいつごろ黄
こう

州にきたのかはっきりとはわかっていないが、蘇軾はこの年の春から夏

にかけて病気がちであったので、胡洞微の薬で回復したのかもしれない。参寥が黄
こう

州

にきていたことは［→作品番号06-4-014］、この文章からもわかる］ 
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■【06-4-094】書贈何聖可 

【解題】何
か

聖
せい

可
か

に贈った短文。何聖可は黄
こう

州黄
こう

岡
こう

県の人であること以外は不明だが、

後にまた登場する。 

 

【訳文】 

一年がここに暮れようとしている。 

雨と風は寂しい。竹作りの部屋の紙の窓辺で、燈火が青くまたたいている。このようなときに私はいつも

少しばかりの佳
よ

い趣
おもむき

を覚える。 

その半分を黄
こ う

岡
こ う

の何
か

聖
せ い

可
か

に寄せて与えようと思う。 

一緒に享受するには佳
よ

い客を選ばなければならない。もしもそういう人でないならば、すぐに人を使わし

て誘いを取り消さなければならない。 

【補足】［蘇軾に見込まれた何
か

聖
せい

可
か

はきっと急いでやってきたのだろう］ 

 

■【06-4-095】夢中作祭春牛文 

【解題】立春に土で作った牛の像を道に並べて豊凶を占う行事があることは作品番号

05-1-084 で見ている。その土
ど

牛
ぎゅう

は用が済めば壊されて棄てられてしまう。天帝は土牛

のそうした運命を憐れみ、土牛を祭る文を書くよう蘇軾に依頼した、という話。 

 

【訳文】 

元
げ ん

豊
ほ う

六年十二月二十七日、天がまさに明けようとするころ、夢に見たのは―― 

数人の役人が一幅の紙を持ってやってきた。その上に題して『春
しゅん

牛
ぎゅう

を祭る文』とあり、それを書いてほし

いとの依頼であった。 

私は筆を取ってさらさらと書いた。 
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「春はすでに至り、もろもろの草が伸び出した。ここに土
ど

牛
ぎゅう

を持ち出して、農事に励めと戒める。土牛は

派手な色の衣をまとっているが、もとは泥から出たものだ。土牛が成るのと毀
こ わ

されるのはほんの短時間

のこと。喜んだり怒ったりする間もないではないか」 

役人は微かに笑っていった。 

「最後のところは、牛は怒っているということなのだろうか」 

傍らのもう一人がいった。 

「それでもよいではないか。もう目覚めてしまうぞ」 

【補足】［天帝の遣いの者は、蘇軾の書いた祭文に若干の不満があったものの、蘇軾

が目覚めてしまうのを恐れてそのまま持ち帰ったのだろう］ 
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第6章 赤壁の賦――黄州 
［第6章その五］ 

元
げん

豊
ぽう

7年［1084年］、蘇
そ

軾
しょく

49歳。 

 

 

■【06-5-001】和秦太虚梅花 

【解題】黄
こう

州で 4回目の正月を迎え、黄州暮らしは足掛け 5年となった。いつものよ

うに1月20日に潘
はん

、郭
かく

、古
こ

の諸氏と郊外に出て梅を見たのかどうか、伝わる詩がない

のでわからない。これは秦
しん

観
かん

［字
あざな

は太
たい

虚
きょ

］［→作品番号 06-1-103］から送られてきた

梅の詩に和したもの。 

 

【訳文】 

宋
そ う

代
だ い

に入ってから、梅を詠んでの絶唱といえば、 

西
せ い

湖
こ

の孤
こ

山
ざ ん

に棲み、骨までも枯れているといわれた林
り ん

逋
ぽ

の詩。 

貴君の詩はそれをも圧倒しようか。 

東
と う

坡
ば

先生の心はすでに火の消えた灰となっていたはずなのに、 

貴君の詩の愛すべきによって、 

花に悩まされ、あれやこれやと乱れ初め、 

黄昏時を待って馬にまたがることとなった。 

残りの雪は消えるのが遅く、月の出るのは早く、 

川べりの千本の梅の樹が春の暗がりのなかにある。 

竹の向こうに一枝だけ斜めに見えるのはさらに好
よ

い。 

西湖の孤山といえば、かつて酔って眠ったところ、 
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山の梅は、美女の裙
スカート

に点 と々散りかかったのを払わずにいるかのようであった。 

あれから万里の彼方に放逐された私のもとにも春はきてくれたけれど、 

孤山の梅は人を見送ること十年、その繰り返しのうちに老いたであろうか。 

去年の梅の花が開いたころは私は病気がちで、 

今年は花と向かい合うことができたものの花は早々に去ってしまう。 

雨と風が春を巻き取って帰ってしまうのか……。 

梅の香りもそっくり拾い集めて天へと持ち去って行く……。 

【補足】［（1）林
りん

逋
ぽ

は蘇軾より 70 年前に生まれた人で、孤
こ

山
ざん

に隠棲し、清らかな詩を

詠んだ。（2）1年前のこの時期は眼病を患うなど蘇軾は何かと不調であった］ 

 

■【06-5-002】再和潜師 

【解題】前年から黄
こう

州に滞在していた参
さん

寥
りょう

［道
どう

潜
せん

］［→作品番号 06-4-093 など］が秦
しん

観
かん

の梅の詩に和したので、蘇軾がさらにそれに和した。この詩も前の詩と同様に、杭
こう

州の寒梅を念頭に置いて詠んでいる。 

 

【訳文】 

造化の工
たくみ

［天帝］は、 

枯れたもろもろを蘇らせてやろうとまだ決めていないうちに、 

まずは寒梅に向かって合図を送る。 

江南
こ う な ん

の地には雪がなく、 

春のうちから早くも熱の毒気が生じてしまうので、 

氷のような梅の花で熱の悩ましさを除こうとするのだろうか。 

風が清らかで月が落ちて人の姿のないときに、 
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早朝の鐘とともに装いを整えて、 

梅の花は開く。 

そこに二羽の白鷺が飛びきて、 

羽と花が清らかな好
よ

さを競い合う。 

呉
ご

山
さ ん

道
ど う

人
じ ん

［参
さ ん

寥
り ょ う

］の心は水に似て静寂で、 

眼には掃うべき塵もない。 

似ても似つかぬ多情なる身の私に妙語をもって寄せるのは、 

私がいかばかりの縦横の気を具えていようかと試めすのであろう。 

東
と う

坡
ば

居
こ

士
じ

の習
し ゅ う

気
け

［俗気］は除いても尽きることがなく、 

凝りもせずに長 と々詩を作ったり乱れた草書を書いたりしている。 

長い梅の枝を揺り動かし、落ちてくる花びらを食べてもみようか。 

飢えの堪えがたさに天に向かって叫ぶような真似はしないですむように。 

【補足】［参
さん

寥
りょう

と唱和する詩は概ね仏説を踏まえて難解であることが多く、この訳詩

はおよその大意を汲んで作った「ずっぽ訳」である］ 

 

■【06-5-003】代滕甫弁謗乞郡狀 

【解題】昨年の終わりごろに都に呼ばれた滕
とう

元
げん

発
はつ

［または滕
とう

甫
ほ

、字
あざな

は達
たつ

道
どう

］［→作品

番号 06-4-084］は、たちまち強烈な逆風にさらされた。滕元発を嫌う人々が画策して、

たまたま滕元発の親類に罪人が出たことと結び付けて、遠く筠
いん

州に流してしまおうと

した［筠州には蘇轍がいる］。1月 6日にその辞令が出ると、滕元発はすぐには従わず

に、自分は無罪であるとの弁明書を朝廷に差し出した。実はそれは滕元発の草稿をも

とに蘇軾が書いたものであった。人のために代筆した文章でありながら、それは、散

文の名手である唐
とう

宋
そう

八
はち

大
たい

家
か

の名品を集めた『唐
とう

宋
そう

八
はっ

家
か

文
ぶん

読
とく

本
ほん

』に納められている。皇
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帝に提出する弁明の手本として読まれたのだろう。皇帝に判断の変更を乞うのである

から、非礼にならぬよう細心の注意を払わなければならない。長々とした前置きがあ

るのはそのためである。 

 

【訳文】 

臣
わたくし

［滕
と う

元
げ ん

発
は つ

］が聞いておりますには、賢人であろうが愚人であろうが、人情として、天を畏れ父の厳しさ

を憚るものであると。しかし、痛み苦しむときは父を呼び、窮まり差し迫ったときには天に叫びます。身の

内より情が発して、言葉を選ぶことなく呼んだり叫んだりしてしまうのであって、憚り畏れる心がなくなったわ

けではありません。 

いま臣
わたくし

が患いますのは痛み苦しむのにとどまらず、憂うのは窮まり差し迫るよりもはなはだしいものがあり

ます。君
く ん

父
ふ

に呼び叫ばずして何
な ん

人
び と

のところに走って赴いたらよろしいのでしょうか。伏して聖
せ い

慈
じ

を望み、

少しく憐
れ ん

察
さ つ

を加えていただきたく思うものであります。 

臣
わたくし

はもとより学術がなく、また材能もありません。ただ忠義の心があることだけは生れてより自負するとこ

ろのものであります。 

昔、（春
しゅん

秋
じ ゅ う

時代の）季
き

孫
そ ん

はこのようにいました。 

「君主に礼ある者を見たなら、孝子が父母を養うようにその者に仕えよ。君主に礼のない者を見たなら、

鷹や鸇
はやぶさ

が雀を追うようにその者を誅殺せよ」 

臣
わたくし

は不肖ではありますが、この言葉をきちんと踏まえるようにしてまいりました。道
み ち

［正しく普遍的な道徳］

をひたすらに信じて真直ぐに進み、他の人々も己のようにしていると考えておりました。すでに聖
せ い

主
し ゅ

に深く

知っていただくことを蒙りましてからは、他の人 と々の交わりを結ぶようなことは考えませんでした。そのため

か、そこらに愚かしい考えがうごめいて、ついには仇
きゅう

怨
お ん

を積むこととなってしまいました。ひとたびお傍
そ ば

から

離れ去ってすでに十二年、（私を誹謗する）言辞が、水が潤し浸すようにあまねく行き渡ったのでした。

臣
わたくし

がひそかに国に反する者と一党となり、罪人を見逃しているという者さえ出るありさまとなりました。もし
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もその通りであるのならば、死刑となってもその罪を塞ぐことはできません。 

伏して心の内で思いますに、漢
か ん

の宣
せ ん

帝
て い

は英主でありましたが、ほんの言葉の端を耳にしただけで楊
よ う

惲
う ん

を誅殺してしまいました。唐
と う

の太
た い

宗
そ う

は唐朝を興した帝王でありましたが、たった一つの詞
ことば

を耳にしただけ

で劉
り ゅ う

洎
き

をやはり誅殺してしまいました。古
いにしえ

より忠臣、烈士が時運に遇って君主に仕えることができて、し

かも禍を免れた者は果たしてどれほどの数がいたのでしょうか。 

臣
わたくし

だけは皇帝陛下が一部始終を照察してくださり、愛惜し保全することをこれまで蒙ってまいりました。こ

れはすなわち、陛下の聖なる度量が宣帝、太宗を超えておられ、なおかつ臣
わたくし

が時運に出会いました

のは古
いにしえ

からかつてないものであったからで、日月が上にある限りは、何ら憂い虞
お そ

れることはないのであ

ります。 

ただ気になりますのは、世には臣
わたくし

を憎む者が大勢いて、臣
わたくし

が天より授かりました命
め い

が至って薄いことで

あります。積もる毀
そ し

りは骨をも消滅させ、巧みな言葉は金をもとろかすものであり、三人が同じことを言い

募るなら、いかに落ち着いた人でも驚き立つといいます。それらしいことを人々が言い続けるなら、時

がくれば自ずと真実が明らかになるはずではありましても、陛下におかれましてもあるいは赦し難く思われ

るやも知れません。ここをもって今はまだ何事もない間に、少しばかり危惧する詞
ことば

を申し述べる次第です。 

晋
し ん

朝
ち ょ う

の王
お う

導
ど う

は王
お う

敦
と ん

の従弟で、王敦は国に反逆しましたが、王導は元臣のまま害
そこな

われることはありま

せんでした。唐
と う

朝
ち ょ う

の崔
さ い

造
ぞ う

は源
げ ん

休
きゅう

の甥で、源休は国に反逆しましたが、崔造は宰相のまま廃されること

はありませんでした。臣
わたくし

と国に反するとされている者との関係は、路ですれ違う者と変わらぬ程度の淡

いものでしかありません。それでありながら寬大な朝廷において、臣
わたくし

にとって終身の累
わずら

いとなってしまうの

は悲しいことであります。 

およそ仕官した士で、貴い位の人と少しでも親類関係があり、あるは半面識でもありましたならば、あちこ

ちで特別に優遇され、人もまた批判がましいことはいいません。臣
わたくし

は陛下の中興の治の初めに知って

いただきましたが、衆人の知遇に遇うよりも前に、臣
わたくし

は容赦なく毀
そ し

られ、 恣
ほしいまま

に踏み潰されてしまい、もは

や何かを申し上げるすべもありません。臣
わたくし

は涕
て い

泣
きゅう

して自ら傷むばかりであります。 



第6章 赤壁の賦 

第 6 章：536 
 

いま臣
わたくし

はすでに善地に安んじ、清
せ い

班
は ん

を 忝
かたじけな

くしています［遠く追放されたことを逆にいっている］。敢えてこ

れよりほかに僥倖を求めるものではありませんし、さらに登用していただくことを思うものでもありません。た

だこれまでの患難の後で積もる憂いが心を傷め、風波の間を移動する間に、怖れる思いが疾
や ま

いと成

ってしまいましたので、敢えて陛下が臣
わたくし

の余生が幾ばくでもないことを憫
あ わ

れまれて、かつての特別な御

恩をさら究めていただきますよう乞い願うものであります。もしも臣
わたくし

を淮
わ い

浙
せ つ

の間の小郡に移していただきま

したなら、少しばかり先祖の墓所の近くになり、漸
よ うよ

う退隠を謀れることとなりましょう。さらにいつの日にか、

枯れ朽ちた余りの身で、天
て ん

日
じ つ

の表
おもて

［皇帝の顔］を仰ぎ見ることができましたなら、その後は田野に退き

隠れ、自ら老臣と称して、かつての出会いの始終を語り、もって郷里の父老に誇るつもりです。区々た

る願いはそれで永久に終わるものであります。伏して陛下に願います。この志を憐れみ、その愚を察して、

罪を赦されますように。 

臣
わたくし

は恩に感じ罪を知り、激
げ き

切
せ つ

屏
へ い

営
え い

の至りであります。 

【補足】［（1）一読して知れるように、はなはだへりくだっていて、蘇轍が兄ために

皇帝に差し出した文章［→作品番号 05-5-094］と似ている。（2）この弁明書が皇帝の

心を動かしのだろうか、5月 23日に滕
とう

元
げん

発
はつ

は筠
いん

州よりももっと都に近い湖
こ

州知事に改

めて任命された。湖州といえば蘇軾も一時期そこの知事となった風光明媚なよい土地

柄である］ 

 

■【06-5-004】師中庵題名 

【解題】春のある日の遊びを記した短文。 

 

【訳文】 

元
げ ん

豊
ほ う

七年二月一日、東
と う

坡
ば

居
こ

士
じ

は徐
じ ょ

大
だ い

正
せ い

、参
さ ん

寥
り ょ う

師
し

と雪
せ つ

堂
ど う

から歩き、柯
か

氏の池を通って乾
け ん

明
め い

寺
じ

に行

って竹林を見て、乳母の任
に ん

氏の墓に詣で、茶畑の手入れをし、さらに趙
ち ょ う

氏
し

の園に至って梅
ば い

堂
ど う

を探り、
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尚
し ょ う

氏
し

の屋敷に行き、老いた枳
からたち

が竜のように曲がりくねっているのを見てから定
じ ょ う

恵
え

院
い ん

の僧舎に憩い、

任
に ん

公
こ う

亭
て い

と師
し

中
ちゅう

庵
あ ん

で茶を飲んだ。かくて、また後日、酒を携えて春をここに尋ねようと約束した。 

【補足】［（1）徐
じょ

大
だい

正
せい

は先に亡くなった徐
じょ

大
だい

受
じゅ

前知事の弟［→作品番号 06-4-082］。こ

れより後の2月28日に、徐大正は、兄の棺を載せた船がなかなか出発できずにいると

記した手紙を蘇軾に送っている。（2）この遊びは、東の坡
たかまり

にある雪
せつ

堂
どう

から、府
ふ

城
じょう

の

中に入らないルートをおおむね南へと歩んだもの。柯
か

氏
し

の池、乾
けん

明
めい

寺
じ

、定
じょう

恵
え

院
いん

などの

名は先の諸作品で見ている。（3）黄
こう

州で乳母を葬ったことは作品番号 06-1-083 で見た

が、その墓は乾明寺の近くにあったことがここから知れる。（4）「枳
キ

」は慣例に従っ

て「からたち」としたが、似た別種であるようだ。（4）任
にん

公
こう

亭
てい

と師
し

中
ちゅう

庵
あん

は郷里の大先

輩である任
にん

伋
きゅう

［字
あざな

は師
し

中
ちゅう

］に所縁の場所［→作品番号 06-2-037］。（5）「後日の約束」

は1カ月後に果たされる］ 

 

■【06-5-005】与千乗侄 

【解題】甥の蘇
そ

千
せん

乗
じょう

に宛てた手紙。元
げん

豊
ほう

3 年に亡くなった従兄の蘇
そ

不
ふ

欺
ぎ

［→作品番号

06-3-003］の子である。 

 

【訳文】 

お別れしたまままた春が深くなってきて、君への思いが心を去りません。邁
ま い

が北から還ってきてお手紙を

得ました。数首の詩を見て、心が慰められ、言葉にならないくらいに嬉しく思います。日月は留まること

がなく、もう喪服を脱がれたとはいえ、折々に何ともいえない哀しみが湧き上がってくることでありましょう。

長らく郷里からの手紙はきていませんが、皆安らかに過ごしているのでしょう。……我が家門は今や凋

落し、老いたこの私にはもはや何の望みもなく、不
ふ

疑
ぎ

君も我が弟もころんで起き上がれずにいて、ただ

望むべきは我等が甥たちばかりです。このことだけが心にあります。いつ会えるともわかりませんが、千
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万自愛されますように。 

【補足】［（1）蘇
そ

千
せん

乗
じょう

は科挙の受験に備えて都にいたのだろう。息子の蘇
そ

邁
まい

が、土地

を取得する件で上京した折に会い、蘇軾への手紙を携えて帰ってきたのだった。（2）

蘇の家は科挙の合格者を2世代にわたって3人出したのだが、その後に続く者はまだ

いなかった。高い地位にまで昇れば息子たちが特例で官僚になれる特典はあるにして

も、士
し

大
たい

夫
ふ

一家の浮沈はやはり科挙にかかっていた］ 

 

■【06-5-006】次韻曹九章見贈 

【解題】光
こう

州知事の曹
そう

九
きゅう

章
しょう

［字
あざな

は演
えん

甫
ほ

］［→作品番号 06-3-067］から詩が送られてき

たのでそれに次韻した。 

 

【訳文】 

昔、蘧
き ょ

伯
は く

玉
ぎ ょ く

が五十歳になったとき、 

「我が四十九年は間違っていた」といった―― 

私はこの人を師と仰ぎたい。 

五十本ある占いの竹の棒を、 

すでに四十九本まで使ってしまった―― 

我が命運は窮まったのか。 

そんな私であるのに、 

貴君一人だけがともに学びたいといってくれるのなら、 

一切出し惜しみすることはない。 

しかし、いまの私がしていることといったら、 

剣を売り牛を買って老いるだけ。 
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さらに疑いようもなく確実なのは、 

銭を得たなら酒を買うこと。 

いつの日か鶏や豚を煮て一緒に村の祭りを楽しむなら、 

貴君と千篇の詩を唱和するであろう。 

【補足】［蘧
きょ

伯
はく

玉
ぎょく

は孔
こう

子
し

と同じ時代の人である］ 

 

■【06-5-007】書淵明帰去来序 

【解題】前の詩で「剣を売り牛を買って老いる」と詠んだ。これは、本来は、戦争が

終わった後ないしは戦乱を避けて、武器を手放して平和に暮らすことをいうが、蘇軾

は公の仕事を放棄して田園に生きる意に転用している。そうした生き方の先達はむろ

ん陶
とう

淵
えん

明
めい

である。黄
こう

州において陶淵明について書いた短文をさら三篇まとめて見てお

こう。 

 

【訳文】 

世俗にこのような笑い話がある。 

 

ある書生［科挙の受験勉強をしている者］が役所の庫に入ったところ、銭が積んであるのを見てそれと

はわからずにいた。ある人が不思議に思って、「まさかあれが銭であるのがおわかりにならなかったので

すか」と尋ねると、書生はいった。「銭であろうかとは思ったのですが、銭というものは紙にちんまり包んで

あるものであって、ああもどっさり積んであるのが不思議で、別のものに違いないと思いまして」。 

［書生というものは貧乏で、せいぜい代筆などでわずかな謝礼を稼ぐくらいであるから、たくさんの銭を

見たことがないというオチ］ 
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私はたまたま陶
と う

淵
え ん

明
め い

の『帰去来
き き ょ ら い

兮
け い

の辞
じ

』を読んだところ、そこに「幼稚盈室、瓶無儲粟」［子供たちは

部屋にどっさりいるのに、瓶
か め

には米の蓄えがない］とあった。これによって、なるほど世俗の笑い話は実

際にあるものなのだと知った。瓶に米を蓄えたところではなはだわずかなものでしかない。陶淵明は普

段から瓶の中のわずかな米しか見ていなかったのだ。 

後
ご

漢
か ん

の馬
ば

皇后の女官は、馬皇后が着ている大
だ い

練
れ ん

［粗い絹の織物、馬皇后は日頃から質素な暮ら

しを心がけていた］を見て、変なものを身に付けていると思った。晋
し ん

の恵
け い

帝
て い

は飢饉で民衆が餓死したと

聞くと、「米がないのなら、肉の糜
スープ

を食べればよいだろうに」といった。 

よくよく考えれば、これらはみな同じ理屈からきているのである。 

ついでながら、欧
お う

陽
よ う

脩
し ゅ う

はこのようなことをいっていた。 

「（唐
と う

の）孟
も う

郊
こ う

の詩に『白髪辺有糸、不堪織寒衣』［鬢
び ん

の辺りには糸［白い毛］があるけれど、冬の衣

を織るほどではない］とあるが、たとえ織れたところで、どれほどのものになろうか」 

以上、もの好きな人の笑いに供するまで。 

【補足】［（1）貧乏に関係するいくつかの話を並べ、陶
とう

淵
えん

明
めい

も笑いの種にしている。

この当時、蘇軾も同様に暮らし向きで、強い親近感を持ったのだろう。（2）晋
しん

の恵
けい

帝
てい

の話は、マリー・アントワネットが民衆が餓えていると聞いて、「パンがなければケ

ーキを食べればいいじゃないの」といって、民衆の怒りの火に油を注いでフランス革

命が勃発する要因となったという話と同様、かなり眉唾ものである］ 

 

■【06-5-008】題淵明詩 

【解題】これは陶
とう

淵
えん

明
めい

の詩に添えたごく短い文章。それを味わうために、蘇軾が引い

ている陶淵明のもとの詩と、それと関連する『論
ろん

語
ご

』の文章を先に見ておこう。陶淵

明の詩は、『帰
き

去
きょ

来
らい

兮
けい

の辞
じ

』を書いて最終的に隠棲するよりも前の39歳の作。『論語』

に記されている事柄は孔
こう

子
し

が61歳の頃のこととされる。 
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【訳文】 

陶
と う

淵
え ん

明
め い

：『癸卯歳始春懐古田舎』［癸
き

卯
ぼ う

の歳
と し

、春
は る

の始
は じ

め、田
で ん

舎
し ゃ

で懷
か い

古
こ

する］其の二 

先師有遺訓、［孔
こ う

子
し

が遺
の こ

した教えに］ 

憂道不憂貧。［「道
み ち

を会得できないことを憂い、貧乏であることを憂うな」とある］ 

瞻望邈難逮、［その教えは遥かに仰ぎ見るだけでとても及ばないのだが］ 

転欲志長勤。［長く努力しようとだけは思っている］ 

秉耒歓時務、［鋤
す き

をとって春の農作業を歓び］ 

解顔勧農人。［顔をほころばせて農民に仕事を勧める］ 

平疇交遠風、［平らな田畑に遠くからの風が吹いてきて］ 

良苗亦懐新。［良い苗から新しい芽が育まれる］ 

雖未量歳功、［まだ今年の稔りのほどは量
は か

れないけれど］ 

即事多所欣。［目の前のことがたくさんの欣
よろこ

びとなる］ 

耕種有時息、［耕したり植えたりしつつ時に休息するのだが］ 

行者無問津。［そこに渡し場を問う旅人は現れない］ 

日入相与帰、［日が落ちると人 と々ともに帰り］ 

壺漿労近隣。［酒壺をもって隣人を労
ねぎら

う］ 

長吟掩柴門、［長く吟じて柴の戸を閉ざすと］ 

聊為隴畝民。［いささか田畑に生きる民になれるのだ］ 

【補足】［この詩の途中にある「渡し場を問う旅人」［津
しん

を問う行者
たびびと

］は次の『論
ろん

語
ご

』

の一節に基づく］ 

 

【訳文】 
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『論
ろ ん

語
ご

』「微
び

子
し

編
へ ん

」より 

長
ち ょ う

沮
そ

と桀
け つ

溺
で い

が並んで耕していた。 

孔
こ う

子
し

がそこを通りかかり、（弟子の）子
し

路
ろ

に津
し ん

［渡し場］を尋ねさせた。 

長沮はいった。 

「あの手綱を持つ者は誰かね」 

子路はいった。 

「孔
こ う

丘
きゅう

［孔子］です」 

「魯
ろ

国
こ く

の孔丘かね」 

「そうです」 

「あれなら津を知っておろう」 

「どうしてそのようにいわれるのですか」 

子路は桀溺に尋ねた。 

桀溺はいった。 

「そなたは誰かね」 

「仲
ちゅう

由
ゆ

です」 

「魯国の孔丘の弟子かね」 

「そうです」 

「いま天下はどこも洪水のようになっている。誰がそれを変えられるというのかね。悪人を避けるようなあ

の人物［孔子のこと］といるよりも、世を避ける人物といた方がよいのではないのかな」 

そういって土をかぶせる仕事をやめなかった。 

子路は孔子に告げた。孔子は憮
ぶ

然
ぜ ん

としていった。 

「鳥や獣とは一緒に群をなすことはできない。私は世の人と一緒にいるのでなくて、誰とともにいようする

のか。天下に道
み ち

があるのなら、私は敢えて変えようとはしないのだ」 
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【補足】［これは『論
ろん

語
ご

』の中でも特に有名な一節である。孔
こう

子
し

は長
ちょう

沮
そ

、桀
けつ

溺
でい

という

二人の隠者に出会い、隠者は、天下を変えようとしているくらいの者なら、人に渡し

場を尋ねなければならないほどの無知であるはずがないと、渡し場への道を教えなか

った。孔子は、隠者の生き方は鳥や獣と同じであると強く否定した。しかし、長沮、

桀溺は理想の隠者とされ、並んで耕す「耦
ぐう

耕
こう

」は、世が乱れたときに賢者が採る生き

方を象徴する語となった。先の陶
とう

淵
えん

明
めい

の詩では、陶淵明は長沮、桀溺のように農地を

耕しつつも、まだ完全に隠棲したわけではなく、津を問う者［孔子］が来たなら、そ

れに従いたいという思いを含ませているのだろう。なお、陶淵明が詩中に長沮、桀溺

を詠んだ作品は作品番号06-2-045でも見ている］ 

 

【訳文】 

陶
と う

淵
え ん

明
め い

の詩にいう。 

 

平疇返遠風、［平
へ い

疇
ちゅう

 遠
え ん

風
ぷ う

 返
か え

し］ 

良苗亦懐新。［良
り ょ う

苗
び ょう

 亦
ま た

 新
し ん

を懐
い だ

く］ 

 

古
いにしえ

の並んで耕し［耦
ぐ う

耕
こ う

］、杖を突き立てて草を刈る隠者でなければこの語をいうことはできない。 

私のように代々の農民でなければ、この語の妙所を識
し

ることはできない。 

【補足】［蘇軾は、東の坡
たかまり

を耕すなかで陶
とう

淵
えん

明
めい

の詩を深く味読できるようになったの

を喜んでいるのである。ただ代々の農民であったかどうかはやや疑念がある］ 

 

■【06-5-009】書淵明羲農去我久詩 
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【解題】陶
とう

淵
えん

明
めい

の作品を読みたいと思ったなら、現代のわれわれは現存する全作品を

ネットで容易に閲覧することもできる。蘇軾にとってはたやすくはなかった。岐
き

亭
てい

の

胡
こ

定
てい

之
し

が万巻の書物を所蔵していて気安く貸してくれると作品番号06-1-103にあった

が、陶淵明の作品集を手にするにはいささか労力を要したということがこの短文に記

されている。 

 

【訳文】 

私は江
こ う

州の東
と う

林
り ん

寺
じ

に陶
と う

淵
え ん

明
め い

の詩集があると聞き、人を遣わしてこれを求めようとした。すると、江州の

李
り

知事がすぐに一部を送ってくれた。字が大きく、紙が厚く、非常に喜ぶべきものである。 

体調が佳
よ

くないときに、いつもこれを手に取って読む。ただし、一篇だけにしておく。読み尽くしてしまった

なら、その後では自分の思いを慰めるものがなくなってしまうのを恐れるからである。 

【補足】［（1）これは陶
とう

淵
えん

明
めい

の詩の「羲農去我久」［羲
ぎ

農
のう

 我
われ

を去
さ

ること久
ひさ

し］」の句に

書き添えたもの。羲農とは伝説上の古代の帝王で、人間に農業を教えたとされる。（2）

江
こう

州の東
とう

林
りん

寺
じ

は廬
ろ

山
ざん

にある有名な寺。（3）本を得るのが難しかったことでは、恩人の

欧
おう

陽
よう

脩
しゅう

は若い頃に非常に苦労している。そのことを記した文章を参考までにここに掲

げる］ 

 

【訳文】 

欧
お う

陽
よ う

脩
し ゅ う

：『記旧本韓文後』［旧
きゅう

本
ほ ん

韓
か ん

文
ぶ ん

の後
あ と

に記
し る

す］ 

私は年少のころは漢
か ん

東
と う

［随
ず い

州］に住んでいた［欧陽脩は四歳で父を喪い、随州の叔父に養われ、母

から文字を教わった］。漢東はひどい田舎で、学者はいないし、我が家は貧乏で、蔵書はなかった。

州の南に豪族の李
り

家があり、そこの息子の李
り

堯
ぎ ょ う

輔
ほ

はなかなかに学問を好み、子供のころよくその家に

遊びに行った。ある一間に壊れた筐
は こ

が置いてあり、古い書物を貯えていた。開けてみると、唐
と う

の時代
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の『昌
し ょ う

黎
れ い

先
せ ん

生
せ い

文
ぶ ん

集
し ゅ う

』六巻［韓
か ん

愈
ゆ

の文集］があった。脱落があったり入れ違いがあったりで、順序が乱

れていた。李氏に乞うてこれを持って帰って読んだ。その言葉が深
し ん

厚
こ う

で雄
ゆ う

博
は く

であるのを見たものの、私

はまだ幼く、その意味を十分に知ることができなかった。ただそれが浩
こ う

然
ぜ ん

として涯
は て

しなく、愛すべきである

のを見てとっただけだった。 

そのころは、天下の学問をする者は、楊
よ う

億
お く

や劉
り ゅ う

筠
い ん

の作風をいまの時代の文であるとし、それを上手に

書く者が科挙に合格し、名声をほしいままにし、世間に対して誇り、栄
さかえ

を得ていた。韓
か ん

愈
ゆ

の文章につい

ていう者は一人もいなかった。 

私は科挙を受け、都の礼
れ い

部
ぶ

で行われる詩賦の試験に挑もうとした。十七歳のときに、州で行われた

一次試験を受けたものの落ちてしまった。家にあった韓愈の文集を手に取って読み、大きく溜め息をつ

いて、「学ぶ者は必ずこれを目標にすべきである」と考え、いまの時代の人がどうして韓愈のことをいわ

ないのか不思議に思った。しかし、我が身を顧みると、韓愈の文章を学んでいる余裕はないのだった。

何かにつけ自分独りで次のように思った。科挙に合格して俸禄を得て親を養うのだ、もし俸禄を得られ

るようになったならば、きっと韓愈の文を読むことに力を尽くし、本来の志を遂げようと。 

その七年後に、科挙の進士科に及第し、洛
ら く

陽
よ う

で官職に就くと、そこには尹
い ん

洙
し ゅ

らがいて、一緒に古
こ

文
ぶ ん

［韓愈が提唱した復古調の、実は新しい文体］を作るようになった。私は所蔵する『昌黎先生文集』を

出して補綴し、ほかの人の家にある古い本を求めて校定した。その後、天下の学ぶ者も次第に古
いにしえ

に

赴くようになり、韓愈の文体が世に行われるようになった。それから三十余年、韓愈の文でなければ学

ばないほどにまでなった。実に盛んになったのである。 

道
み ち

は遠く昔に行われて近い時代に滞ることがあり、あるいは、昔はゆるがせにされて今は貴ばれることが

あるのは、世間の人の好き嫌いによってそのようになるだけではなく、しかるべき理由があるのだろう。昔、

孔
こ う

子
し

や孟
も う

子
し

の学問がすたれた時代もあったが、しかしそれは千世、万世にわたる師法である。韓愈

の文も二百年にわたって顧みられることがなかったのだが、いまでは大いに行われている。これは好き

嫌いが上下するだけによることではないのだ。時間が経つことでいよいよそれが磨滅すべからざるもの
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であることが明らかになったのであって、しばし蔽われていたといえどもついには無窮に輝くのは、まさしくそ

れが正しいものであるからなのだ。 

私が初めて韓愈の文を知ったのは、埋もれ棄てられていたときに当たる。私はもとより時代の流行を追

って地位や利益を得ることなどは取るに足りないと考えていた。韓愈の文を学ぶのは、それで名誉を得

たり地位を得たりするためのものではない。長くこれを志していたのである。私が官に仕えて昇進すること

を喜びとはせず、退くのも恐れないのは、志が最初から定まっていて、学ぶものがきちんとしているから

である。 

私が蔵する韓愈の文集はもとは蜀
し ょ く

の地から出たものだ。文字は今世の俗な本よりも精緻であるが、

脱漏や誤謬が非常に多い。この三十年間に、善
よ

い本を持つ人があると聞くと、必ず求めて改正した。

ただし最後の巻が欠けていて足らないのを、今もって補わずにいる。それは原本を変えてしまうことを憚る

からだ。私の家には万巻の書物があるが、この『昌黎先生文集』だけが旧
ふ る

いままのものである。 

ああ、韓愈の文の道は万世にわたって尊ばれるものであり、天下に伝えて保つべきものである。私はこ

の本が前々から家にあることをもって特に大切に思うのである。 

 

■【06-5-010】上巳日、与二三子携酒出游、随所見輒作数句、明日集之為詩、故辞無

倫次 

【解題】先に参
さん

寥
りょう

、徐
じょ

大
たい

正
せい

［徐
じょ

大
たい

受
じゅ

の弟］と遊び、再び同じように春を尋ねようと約

束していた［→作品番号06-5-004］。3月3日、催
さい

閑
かん

［字
あざな

は成
せい

老
ろう

］［→作品番号06-3-073］

も加えて酒を携えてあちこち見て回り、その先々で数句の詩を作り、翌日に一つにま

とめた。必ずしも時間順に並んではいないと詩の題で断っている。 

 

【訳文】 

空は一面の薄い雲、 
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それでも雨にはならないので、 

暁から杖をついて、千の花の乱れる土手を歩く。 

柯
か

氏
し

の丘の林の奥で独り笑う海棠、 

その侮ることのできない姿をかつて私は詩に詠んだ。 

卯
ぼ う

酒
し ゅ

［朝酒］を三杯もひっかければ人はたちまち酔い、 

竹林に棲む老人に請うて枕を借りると、 

春の睡
ね む

りはすぐに正午になる。 

ここの主人は書物などは読まないはずなのに、 

誰に教わったのか、 

昔の風流人の故事に倣って門を閉ざして私を留めようとする。 

簷
の き

から出る枳
からたち

の株は十
と う

囲
かかえ

もあり、 

その影こそが真実を写すのだろう、 

それはつまり壁に千の竜が舞っているのである。 

竹林の外には東の坡
たかまり

に作った塘
つつみ

が通じ、 

今では幾尺もの深さになっていて、 

ときに酒を携えてそこで農工の苦を労
ねぎら

うことがある。 

流れる川のあたりを尋ねようと東
と う

門
も ん

の外を行くと、 

壊れた垣根、古い堀のあたりに、 

誰にも世話されずに下に臥して桃や李が開き、 

鵁鶄
あ お さ ぎ

が向き合って格好のよさを競っている。 

春の晴れ着が泥に汚れるのも構わずに、 

道端に草を敷いて勢い付けに酒樽をまた開く。 

再び衣服をまくり上げ、 
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春
しゅん

草
そ う

亭
て い

のあたりを通り、 

門を叩いて韓
か ん

家
け

［韓
か ん

毅
き

甫
ほ

］の農地に入る。 

井戸の轆
ろ く

轤
ろ

の縄は切れ、底には深い碧
みどり

の水がある。 

鞦韆
ブ ラ ン コ

が垂れ下がっているので、 

これに乗る女性はどこにいるのだろうかと、 

水を請うふりをして門より声をかけてみるが応じる声はなく、 

小さな桃の枝が簾
すだれ

の前あるだけだ。 

南に行って古い見晴らし台に上り、 

長
ち ょ う

江
こ う

の断岸に臨むと、 

雪をはらんだ雲が空に翻って、 

上が下やら下が上やら、くらくらとする。 

知り合いが我等に羹
スープ

を振る舞ってくれるが、 

誰のためにいつ煮たものなのか、 

煙は消えて火は冷えてしまっている。 

荒れた急な道を助け合って下ると、 

花を隔てて女性たちが楽しそうに話をしている。 

町のはずれの僧房に立ち寄り、 

落ち行く日を追うようにして残った酒を片付ける。 

主人が足を洗って眠るよう勧めてくれたので、 

牀
ベッド

に倒れ込んだが最後、 

鐘の音も耳に入らぬままに朝を迎える。 

なんと門の外は一尺の深さの泥で、 

夜中にひどい雨が降ったのを初めて知る。 
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普段から私は、行く先々で何一つとして成し遂げたものはないのだが、 

今回の游
あ そ

びだけはなぜか天も阻むことがなかった。 

これはまことに我が友が決して窮迫することがないお蔭であるのだろう。 

友とすべき君子を神が与えてくれているのだ。 

【補足】［ここに詠まれた場所は、我々にもすでに馴染みとなっているところが多い。

鞦韆
ブランコ

も作品番号06-1-032ですでに見ている］ 

 

■【06-5-011】記游定恵院 

【解題】上の詩で見た遊びを記した文章がある。詩と文とで違うところがあるのは、

上の詩題に「倫
りん

次
じ

無
な

し」とある所以なのであろう。 

 

【訳文】 

黄
こ う

州の定
じ ょ う

恵
え

院
い ん

の東の小さな山の上に、一株の海棠があり、よく繁茂している。毎年、盛んに開くときに、

必ず友人と連れ立って酒を置き、花のもとで酔うことすでに五回となった。今年は参
さ ん

寥
り ょ う

師
し

および二、三

の友と訪れた。 

園の主
あるじ

はすでに替わっていた。主は市
し

井
せ い

の人であるが、私のために海棠の木を大切にしてくれている。

この山には老いた枳
からたち

の木がたくさんあり、樹皮がごわごわとし、筋
き ん

脈
みゃく

が露わで老人の首のようである。

花は白くて円く、大きな珠
た ま

が重なり合うように咲き、香りもたたずまいも非凡である。この木は人に喜ばれ

るものではなく、ややもすると伐られてしまうのだが、主人はやはり私のために伐らずにいてくれている。 

ここで飲んでから、尚
し ょ う

氏
し

の屋敷に行って休憩した。尚氏もまた市井の人である。居
き ょ

処
し ょ

は清潔でよく整

い、呉
ご

越
え つ

のあたりの隠棲者の住まいに似て、竹林も花圃もどれも喜ぶべきものがある。酔って小
し ょ う

板
ば ん

閣
か く

の上に臥せた。 

ようやく目覚めたころに、一行中の崔
さ い

閑
か ん

が雷
ら い

氏の琴を弾くのを聞いた。錚
そ う

錚
そ う

として暁の月の下を悲しげ
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に吹く風のようで、人間世界にいる気がしなかった。 

晩に出て町の東を歩いて、大きな木の桶を買った。泉から清らかな水を瓜と李
すもも

に注ごうと思う。 

そこから小さな溝に沿って何
か

氏
し

［何
か

聖
せ い

可
か

］、韓
か ん

氏
し

［韓
か ん

毅
き

甫
ほ

］の竹園に入った。何氏はちょうど竹の間に

堂を作っていて、すでに地ならしがしてあった。竹の陰に酒を置いた。 

役場に勤める劉
り ゅ う

唐
と う

年
ね ん

が油
ゆ

煎
せ ん

餌
じ

［かりんとうのようなもの］を持ってきてくれた。その名を為
い

甚
じ ん

酥
そ

［なんでこ

んなサクサク？］といって、味が極めてよい。友人たちはさらに飲もうとしたが、私はもう興が尽きたので

帰った。道の途中で何
か

氏
し

の小さな店を過り、そこにある橘のひとむれを求め、雪
せ つ

堂
ど う

の西に移すことにし

た。 

一行の中に徐
じ ょ

大
だ い

正
せ い

がいて、間もなく閩
び ん

中
ちゅう

に行くことになっている。これから後にまた会えるかどうかわか

らないので、今回の遊びを記してほしいと私にいった。それを読んで後の楽しみの種にしようというのであ

る。 

このとき参寥師は酒を飲めないので、棗
なつめ

の湯
スープ

を代わりに飲んだ。 

【補足】［（1）催
さい

閑
かん

は作品番号06-3-073で現れてからずっと黄
こう

州にいたのか、再び廬
ろ

山
ざん

からやってきたのか、そのあたりのことはわからない。（2）「雷
らい

氏
し

の琴」は雷氏の作

った琴の名器［→作品番号 06-2-031］。（3）「為
い

甚
じん

酥
そ

」は蘇軾の命名で、次にそれにつ

いて詠んだ詩を見る。（4）徐
じょ

大
だい

正
せい

はいよいよ兄を故郷に葬るために遠く閩
びん

中
ちゅう

に行くの

である］ 

 

■【06-5-012】劉監倉家煎米粉作餅子、余云為甚酥。潘邠老家造逡巡酒、余飲之、云

莫作醋、錯著水来否。後数日、余携家飲郊外、因作小詩戯劉公、求之 

【解題】長い詩の題は、「劉
りゅう

唐
とう

年
ねん

の家では米の粉を煎
に

て餅
へい

子
し

を作る。私はこれを『為
い

甚
じん

酥
そ

』と呼んだ。潘
はん

大
だい

臨
りん

の家では逡
しゅん

巡
じゅん

酒
しゅ

を造る。私はこれを飲み、『莫
ばく

作
さく

醋
さん

』と呼ん

で、『誤って水に著
つ

けたのかい』といった。その数日後に、私は家族を連れて郊外で
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飲み、この小さな詩を詠んで、戯れに劉君に為甚酥を求めた」。潘大臨の名は作品番

号06-3-064などで見ている。その自家製の酒は、薄くて酸っぱかったのだろう。 

 

【訳文】 

野原に飲み、 

ここにあるのは花だけ、 

目につくのは、高く伸びた一本の葦くらい。 

すでに潘
は ん

君の水のような酒は飲んでしまったので、 

劉
り ゅ う

君の為
い

甚
じ ん

酥
そ

を所望するとしようか。 

【補足】［これは上の文章で見た遊びの折の作であるのかもしれない］ 

 

■【06-5-013】海棠 

【解題】上の遊びで触れていた海棠を詠んだ詩。 

 

【訳文】 

東の風［春の風］が嫋嫋
そ よ そ よ

と吹いてきて、 

崇
は な

の光が泛
う か

び出る。 

香る霧［春の霞］が空濛
も や も や

と立ちこめ、 

月が回廊のあたりを廻る。 

心配なのは、 

夜の深さに花が眠ってしまっていること。 

ことさらに高く蝋
ろ う

燭
そ く

を焼いて、 

紅
くれない

の粧
よそおい

を照らし出すとしよう。 
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【補足】［いまや黄
こう

州には馴染みの人々が大勢いて、どこも馴染みの場所となってい

て、折々の楽しみがあった。このような日々がこれからも続いていくのだろうと蘇軾

は思っていただろうし、蘇軾ファンはもっともっと黄州での作品を読みたいと思うの

だが、春の盛りのときに、新たな辞令が都から届いた］ 

 

■【06-5-014】謝量移汝州表 

【解題】神
しん

宗
そう

皇帝が蘇軾を赦して都に呼ぼうとしているという話は何度か噂として流

れたようだが、この年の 1月 25日、皇帝は蘇軾を検
けん

校
こう

水
すい

部
ぶ

員
いん

外
がい

郎
ろう

汝
じょ

州
しゅう

団
だん

練
れん

副
ふく

使
し

に量
りょう

移
い

するとの辞令に署名した。蘇軾の罪が確定したときに与えられた肩書［→作品番号

06-1-001］と比べると地名だけが異なっている。「量移」とは、遠方に流されていた官

員が、罪を赦される前段階として都に近いところに移動させられることをいう。汝州

は都の西方約 150 キロ、洛
らく

陽
よう

の南方約 60 キロの町で、黄州と比べたら遥かに都に近

い。この報せが蘇軾のもとに届いたのは、3月5日から3月8日の間であったようだ。

先に見た『定
じょう

恵
え

院
いん

に游
あそ

ぶ記
き

』にはこれから黄
こう

州を離れるような気配は全くなく、後で

見るように 3月 9日にはすでに黄州を離れる用意が始まっている。皇帝の命令書が届

くと、蘇軾はすぐに感謝状を書いて朝廷に提出した。 

 

【訳文】 

臣
わたくし

軾
し ょ く

は申し上げます。 

臣
わたくし

に汝
じ ょ

州
し ゅ う

団
だ ん

練
れ ん

副
ふ く

使
し

本
ほ ん

州
し ゅ う

安
あ ん

置
ち

不
ふ

得
と く

僉
せ ん

書
し ょ

公
こ う

事
じ

を特に授けるとの正月二十五日の誥
こ う

命
め い

を、臣
わたくし

は伏し

てお受けいたしました。都にやや近い地に遷
う つ

して、永久に棄てるものではないということをお示しください

ました。我が罪は万死に当たるとすでに甘んじておりましたので、この御恩は実に生き返るよりも大きなも

のがあります。謹んで訓辞に服し、ただ感
か ん

涕
て い

あるばかりです。 
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臣
わたくし

軾
し ょ く

、誠
せ い

惶
こ う

誠
せ い

恐
き ょ う

頓
と ん

首
し ゅ

頓
と ん

首
し ゅ

。［ひたすら恐縮する意］ 

伏して念
お も

いますに、臣
わたくし

は先に実態を過ぎた地位、他の人を超えた俸禄を頂戴しておりました。兄弟とも

に進士合格を竊
ぬ す

み取りましたところ、衣
い

冠
か ん

［官僚］はこれは盛事であるとして、たちまち館
か ん

職
し ょ く

を頂戴し、都

より出て諸郡を治めることとなりました。しかし、わずかな善
よ

いこともなく、記録すべきことは毛筋ほどもなく、

重罪を蒙って、まさに処刑の鋮
まさかり

を我が血で濡らすべきに至りました。 

有り難い思し召しを蒙りましたのは［死罪にならずにすんだことをいう］、臣
わたくし

の平生のあり方からして愧
は

じる

ばかりでありました。一人我が影を憐れみ、川のほとりに我が命を寄せたのであります。我が魂は驚き

入ったまま定まらず、夢の中でも常に縄で縛られておりました。人間ではないほどまでに憔悴し、心を失

うまでに惑い狂い、妻や子はひそかに冷笑し、親類も友人も交わりを絶つに至りました。毎年病気にか

かり、人はすでに臣
わたくし

は死んだと言い伝えました。飢えと寒さに攻められ、臣
わたくし

はこの先も生きるのを嫌いま

した。 

草むらに捨てられた賤しい微々たるこの存在が、まさか朝廷の記録簿になお記載されていて、痛恨の

苦しみを開いて、また用いて試してみるなどということがあろうとは思ってもみませんでした。 

これは皇帝陛下の「湯
と う

徳
と く

日
に っ

新
し ん

、堯
ぎ ょ う

仁
じ ん

天
て ん

覆
ふ く

」［古代の聖天子のように日々に新たに天を覆うばかりに

広がる仁徳］に遇うものであると伏して感じるものであります。いま皇帝陛下は新たに廟を建てられて歴

代皇帝を祀られ、官制を改正して今後の範となる型を作られ、百の眠っていたものが次々に興り、多く

の才能ある者が集まって官位を授かり、共に千年に一度の聖世との出会いを欣
よろこ

んでおります。そこに

一人の男が顔を覆って天下の隅で泣いているのを偲び難く思われて、一滴の水を枯れた草木に注

がれたのでありましょうか。 

臣
わたくし

の身を顧みますに、死をもって御恩に酬いようとしてもその方途はなく、いま身を殺しても何の益もあり

ません。天に向かって我が思いを言おうとしましても、口に出すならなお我が身を苦しめることになりましょ

う。ただこのような思いだけはありますので、いつの日にか果たしたいと思います。 

臣
わたくし

、無
む

任
に ん

。［歓喜に耐えないの意味］ 
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【補足】［このときの量
りょう

移
い

の命令について陳
ちん

鵠
こく

の随筆『西
せい

塘
とう

集
しゅう

耆
き

旧
きゅう

続
ぞく

聞
ぶん

』に次のよう

な話が記録されている。『西塘集耆旧続聞』は作品番号05-5-092で触れたように、記事

の信憑性は必ずしも保証されないようだ］ 

 

【訳文】 

陳
ち ん

鵠
こ く

：『西
せ い

塘
と う

集
し ゅ う

耆
き

旧
きゅう

続
ぞ く

聞
ぶ ん

』
」

より 

蘇軾が黄
こ う

州に謫
た く

された元
げ ん

豊
ほ う

年間の末に、汝
じ ょ

州
し ゅ う

団
だ ん

練
れ ん

副
ふ く

使
し

に移されることになったときの制
せ い

詞
し

に、 

「蘇軾は謫
た く

居
き ょ

すること久しく、咎
と が

を念
お も

うことすでに深い。人の才能は実に得難いものであるから、終身こ

れを棄てたままにしておくのは忍ぶことができない」 

とあった。蘇軾のこの部分に非常に嘆服し、きっと王
お う

震
し ん

が起草した詞
ことば

であろうと考えた。 

元
げ ん

祐
ゆ う

年間の初めに蘇軾が朝廷に入ると、王震と同僚になった。そのとき王震の詩に和した蘇軾の詩

に次の句があるのは量
り ょ う

移
い

の命令を受けたときのことを詠み込んだものであろう。 

 

清篇帯月来霜夜、［清篇が月を帯びて霜の夜に来ると］ 

妙語先春発病顔。［その妙語は春に先んじて病いの顔を発
ひ ら

いてくれた］ 

【補足】［（1）「人の才能は実に得難い」の原文は「人才実難」である。神
しん

宗
そう

皇帝が蘇

軾が死んだとの噂を聞いたときにつぶやいた言葉が「才難」であったことは作品番号

06-4-016で見ている。（2）ついでながら同じ『西
せい

塘
とう

集
しゅう

耆
き

旧
きゅう

続
ぞく

聞
ぶん

』は次のような興味深

い逸話も記録されている］ 

 

【訳文】 

陳
ち ん

鵠
こ く

：『西
せ い

塘
と う

集
し ゅ う

耆
き

旧
きゅう

続
ぞ く

聞
ぶ ん

』より 

朱
し ゅ

載
さ い

上
じ ょ う

がかつて黄
こ う

岡
こ う

県にいたときに、蘇軾は黄
こ う

州に謫
た く

居
き ょ

となった。蘇軾がまだ朱載上のことを知ら
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ずにいたころに、ある客人が朱載上の次の詩句を誦
し ょ う

じた。 

 

官間無一事、［官は間
ひ ま

で一事無く］ 

蝴蝶飛上階。［蝴
ち ょ う

蝶
ち ょ う

は上階に飛ぶ］ 

 

蘇軾は驚いていった。 

「これはどの人の作品ですか」 

客人が朱載上の作だと答えると、蘇軾は再三称賛し、幽雅の趣を深く得たものだといった。 

後に蘇軾は朱載上と会い、朱載上はその門弟となった。 

ある日、朱載上が蘇軾のもとを訪ね、来たことを伝えてもらったのだが、長い時間が過ぎても蘇軾は奥

から出てこなかった。さらに待とうとして、しかし倦み疲れ、やはり去ろうとして、また奥に我が姓名の伝え

てもらうと、ようやく蘇軾は出てきて、長く待たせてしまったことを謝り、 

「たまたまいささかの日課を勤めているうちに失念してしまいました」 

といった。坐が定まり、ほかの話が終わってから、朱載上は尋ねた。 

「先生のおっしゃる日課とはいかなるものでしょうか」 

「『漢
か ん

書
じ ょ

』の抄録です」 

「先生は一度書物を開いたなら、終身忘れることがないと伺っております。手ずから抄録なさる必要が

あるのでしょうか」 

「そうではありません。私は『漢書』を抄録すること三度目となります。最初は一段のことを三文字にして

その題とし、次には二文字にし、今回は一文字にしているところです」 

朱載上は膝を進め、 

「先生はどのように抄録なさっているのでしょうか。よろしかったら教えていただけますでしょうか」 

蘇軾は老いた召使に机上にあった一冊を取ってこさせた。朱載上がそれを見ると、その意味がまるで
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わからなかった。 

蘇軾はいった。 

「試しにそこにある一字の題をおっしゃってみてください」 

朱載上がそうすると、蘇軾はその声に応じてすぐに数百字を唱え、一字の過ちもなかった。数回同じよ

うに繰り返したが、皆同じであった。 

朱載上は辞去すると嘆息すること久しく、 

「先生は真
まこと

に人間界に降りた仙人のような天才である」 

といった。 

【補足】［前に政敵の李
り

定
てい

の話［→作品番号 06-1-001］でも見たように、蘇軾の記憶力

は尋常ではなかった。だからこそ故事をてんこもりにした詩もたちどころに作れるの

である］ 

 

■【06-5-015】贈別王文甫 

【解題】「量
りょう

移
い

」の命令は朗報とはいえ、手放しで喜べるものではなかった。上に見

た感謝状に「汝
じょ

州
しゅう

団
だん

練
れん

副
ふく

使
し

」の後ろに「本
ほん

州
しゅう

安
あん

置
ち

不
ふ

得
とく

僉
せん

書
しょ

公
こう

事
じ

」とあり、指定され

た場所以外のところには住んではいけないし、公の事は何もしてはならないという制

約はそのままで、つまり、罪がすっかり赦されたわけではなかった。この先、たとえ

公職に復帰できたとしても、また同じようなことになってしまう恐れもあった。実際

のところ、蘇軾の感謝状が朝廷に届くと、その字句を細かく詮索して蘇軾は何も反省

していないと難癖を付ける者がいた。それはそれとして、蘇軾は汝
じょ

州に移る準備を大

急ぎで進め、黄
こう

州の人々に順次別れを告げた。真っ先に蘇軾の頭に浮かんだのが長
ちょう

江
こう

の対岸に住む王
おう

斉
せい

愈
ゆ

［字
あざな

は文
ぶん

甫
ほ

］とその弟［→作品番号 06-1-030］で、すぐにこの文

章を送った。 
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【訳文】 

私が黄
こ う

州に到着したのは元
げ ん

豊
ほ う

三年二月一日であった。このとき家族は南
な ん

京
け い

応
お う

天
て ん

府にいて長男の邁
ま い

だけが一緒であった。黄州には旧くからの知り合いは一人もいなかった。 

私はしばしば杖をついて長
ち ょ う

江
こ う

のほとりに行っては、雲や濤
な み

の渺然
は る か

な彼方を望み見ていた。このとき長江

の南の地に王
お う

兄弟がいることなど知りもしなかった。 

十日余りして、長い髯
ひ げ

の人がわざわざ立ち寄ってくれた。それが王
お う

斉
せ い

愈
ゆ

の弟の王
お う

斉
せ い

万
ま ん

であった。留ま

って語ること半日に及んだ。 

王斉万がいうには、 

「間もなく寒
か ん

食
し ょ く

です。ひとまず車
し ゃ

湖
こ

に帰ります」 

そこで私は川岸まで送った。弱い風に細かい雨が降り、王斉万は木の葉のような小舟に乗って長江

を橫切って去って行った。私は夏
か

隩
い く

尾
び

の高い丘に上り、舟が武
ぶ

昌
し ょ う

の船着き場に着くのがぼんやりと見

えるまで眺め続け、それから還った。 

以来、互いに往き来し、四年の間に百回以上にもなるであろうか。ついには近くに田を買ってそこで老

いを送ろうと思ったこともあった。しかし、それは果たせなかった。 

近ごろ突然、汝
じ ょ

州に量
り ょ う

移
い

させられることになり、間もなくここを去る。後にまた会えるとは限らないと思うと、

何につけても寂しく感じられ、懐
お も

いに耐えることができない。 

「仏僧は同じ桑の下に三晩宿ることをしない」［執着心が生じるからである］というのは理由があることで

はなかろうか。 

元
げ ん

豊
ほ う

七年三月九日。 

【補足】［この文章を読んでから、黄
こう

州に到着したころの詩文にまた立ち戻ると、よ

り情感深く味わうことができるであろう］ 
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■【06-5-016】与蘇子容 

【解題】汝
じょ

州への移動を命じられて、出発準備をしている間に蘇
そ

頌
しょう

［字
あざな

は子
し

容
よう

］に

宛てて書いた手紙。蘇頌の名は作品番号05-3-038などで見ている。 

 

【訳文】 

先に罪を得て譴責されましたのは私自身から出ましたもので、今回の量
り ょ う

移
い

の命
め い

は実に望外のことであ

ります、貴君より重ねての御助言にますます感激しております。長らくの困苦が累
る い

重
じ ゅ う

し、陸路ではとても

行けませんし、舟の手配ができたとしましても、汝
じ ょ

州には夏の間にはまだ到らないでありましょう。 

貴君が苦しんでおられるのは、恐らくさほど深刻なものではなくて、平凡な医者がそれについての知識

がないために、適切な薬を用いることができないだけなのでしょう。蘄
き

水
す い

の人である龐
ほ う

安
あ ん

時
じ

君は、脈や

薬について詳しく、博学多識で、試しに診てもらったところ、古
いにしえ

の名医にも負けるものではありませんでし

た。その技芸がどれほどのものか量ることもできません。病気の状況を詳しく書いたものを見るだけでも、

龐君は処方を考えて、十に五ないし六は的中します。人を遣わして龐君に手紙を送られたならきっと

益がありましょう。龐君は操
そ う

行
こ う

高
こ う

雅
が

で、利益について考えることはありません。私は龐君のことはよく知っ

ていますので、貴君からの手紙が届くということを知らせておきましょう。…… 

【補足】［（1）このころ蘇
そ

頌
しょう

は都にいたようで、蘇軾に量
りょう

移
い

の命令が下ったのを聞い

て、移動するについての支援を申し出たのであろう。（2）龐
ほう

安
あん

時
じ

は何度も見ている名

医である［→作品番号 06-4-093］。（3）別の手紙に、蘇頌が落馬したので、蘇軾は家伝

の接
せっ

骨
こつ

丹
たん

を送る由を記している。たぶんこのときはそれとは別の病気であったのだろ

う］ 

 

■【06-5-017】大別方丈銘 

【解題】蘇軾は3月10日ごろに黄
こう

州を離れたのだが、そのときの詩文を読む前に、
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黄州において書いたと知られる作品を幾つか見ておこう。蘇軾はあるとき、大
たい

別
べつ

山
さん

に

遊び、そこにある方丈を訪れてこの銘を作った。大別山は黄州から少し長
ちょう

江
こう

をさかの

ぼった漢
かん

陽
よう

県にある。 

 

【訳文】 

目を閉じて視
み

る。目が見るところのものは冥
め い

冥
め い

蒙
も う

蒙
も う

としている。耳を掩
お お

って聴く。耳が聞くところのものは

隠
い ん

隠
い ん

隆
り ゅ う

隆
り ゅ う

としている。目や耳が使えなくなっても、見たり聞いたりすることは断たれないで、冥冥蒙蒙あ

るいは隠隠隆隆の中で揺らいでいる。目を開いていながら、全く視ることなく、ものを写す鏡のようである

ことは誰にもできないだろうし、耳を傾けていながら、全く聴くことがなく、風を受ける穴のようであることは誰

にもできないだろう。見ていながら視ない、聞いていながら聴かない、それは塵
じ ん

空
く う

の内にあるためだ［こ

れは煩悩などに妨げられて本当の仏の道を知ることができないことをいっているのだろう］。塵がからりと

晴れるならば、遍く十方が地獄までも天宮までも明るく照らされて、水や火を踏み、鉄や石を通り抜け

ることさえできるのである。 

私が大
だ い

別
べ つ

山
さ ん

を観るところ、三門の外には長
ち ょ う

江
こ う

が東へと流れ、東西万里にわたる千の溪、百の谷が

そこで一つになっている。私が大別山を見るところ、方丈の内には常に紅
あ か

くともる一つの燈火があって、

門は閉されて開かれないが、隙間から光が長い虹のように曄
かがや

いて出ている。どうしてそうなのかと問う

と、方丈の僧は笑って答えない。近づくと、盲
も う

にして聾
ろ う

の僧である。見るに、龐
ほ う

然
ぜ ん

として月のように美しい

顔で、瞳は漆のように黒い。 

私はこの銘を作り、その僧が叩く木魚と鼓鐘とともに唱える。 

【補足】［（1）この銘の意味するところはよくわからないので、何となく雰囲気が伝

わるように訳してみただけである。（2）大
だい

別
べつ

山
さん

の才
さい

長
ちょう

老
ろう

に送った手紙が3通残ってい

て、才長老が黄
こう

州にきたり、蘇軾が大別山を訪れたりしたことが知れる。この方丈の

主はその才長老ではないようだ］ 
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■【06-5-018】石恪画維摩頌 

【解題】石
せき

恪
かく

が画いた維
ゆい

摩
ま

像
ぞう

に添えた頌歌。石恪は蜀
しょく

の人で、蜀が宋
そう

によって併合さ

れたころに都に行き、都で第一といわれる寺の相
しょう

国
こく

寺
じ

の壁に画を描くよう命が下った

のだが、蜀に帰ることを願い、結局描かずに帰郷した。石恪は宋の都が気に入らなか

ったのだろう、蜀の人々に様々に吹聴したという。仏陀の弟子である維
ゆい

摩
ま

詰
きつ

について

歌った部分は省略し、石恪に言及している終わりの8句だけを訳す。 

 

【訳文】 

……石
せ き

処
し ょ

士
し

君はと観るに、麻の鞋を履き、破れた帽子を被り、両肘を露わにした姿、筆を取り出す

と、その先から維
ゆ い

摩
ま

詰
き つ

を描き出し、その神
し ん

力
り き

は維摩詰を超えるものがあった。もしもこの画が実相でない

としたら、（維摩詰が住んでいた）毗
び

耶
や

城
じ ょ う

もまた実はなかったことになるだろう。仏弟子が維摩像を作る

ならば、まさしくこの画に観る維摩詰をもって維摩詰の正
せ い

観
か ん

とするに違いない。 

 

■【06-5-019】夢弥勒殿 

【解題】これはずっと後年になって書かれたと推測される文章。 

 

【訳文】 

私は黄
こ う

州にいたときに、夢で西
せ い

湖
こ

のほとりに至った。夢の中でありながら、それが夢であるのを知ってい

た。湖のほとりに大きな建物が三つ並び、その東の建物に「弥
み

勒
ろ く

下
げ

生
し ょ う

」の額が掲げてあった。夢の中

で私は、 

「これは私が昔書いたものだ」 

と、いった。 
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大勢の僧がそのあたりを行き来し、その大半を知っていた。弁
べ ん

才
さ い

師
し

、海
か い

月
げ つ

師
し

といった方々がいて、皆

が私を見て不思議なことだと驚いた。私はざっくりとした衫
うわぎ

に杖を携えていて、人々に向かって会釈し、 

「夢の中でこちらにきてしまいましたので、きちんと冠
か ん

帯
た い

を身につけるいとまもありませんでした」 

と、言い訳した。 

夢から覚めると全てが消え去った。 

その翌日に芝
し

上
し ょ う

人
に ん

からの手紙が届いた。夢はそのしるしであったのだろう。そこれでこのことを書いて、

芝上人に寄せるものである。 

【補足】［（1）蘇軾が夢を語ることは本章だけでも、作品番号 06-2-005、06-2-086、06-

3-064、06-4-095などがある。（2）弁
べん

才
さい

師
し

は作品番号 04-2-053や06-1-081で見た弁
べん

才
さい

大
だい

師
し

元
げん

浄
じょう

、海
かい

月
げつ

師
し

は作品番号04-2-090で見た海
かい

月
げつ

禅
ぜん

師
し

慧
え

弁
べん

のことである。（3）芝
し

上
しょう

人
にん

は

曇
どん

秀
しゅう

という僧で、ずっと後に蘇軾が記した文章から杭
こう

州にいたときに若干の交流があ

ったことがわかる］ 

 

■【06-5-020】書黄州古編鐘 

【解題】古代の打楽器である編
へん

鐘
しょう

について記した短文。 

 

【訳文】 

黄
こ う

州の西北百里余りのところに欧
お う

陽
よ う

院
い ん

があり、そこの僧が古代の編
へ ん

鐘
し ょ う

を蓄えている。農家の者から

得たという。それを発見したところからは、四つの鐘が出土し、そのうちの二つは激しく壊れていて、一つ

からは銅が取り去られてしまい、残ったのがこの一つである。それを叩いた声は空
く う

籠
ろ う

として、すこぶる古

風な感じがある。周
し ゅ う

の時代の「韶
し ょ う

」や「濩
か く

」の音はいまは聞かれないが、あたかもこのようであったろうか

と想像することができる。 

【補足】［古代の楽器について記した短文はほかにもあるが、訳者の理解が及ばない
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ので割愛する］ 

 

■【06-5-021】書李岩老棋 

【解題】李
り

岩
がん

老
ろう

の碁について記した短文。李岩老とは李
り

樵
しょう

という名の黄
こう

州の人である

という。 

 

【訳文】 

南
な ん

嶽
が く

の李
り

岩
が ん

老
ろ う

は居眠りが大好きである。人々が食事を終えて碁を打ち始めると、李岩老はたちまち

眠ってしまう。数局を打ち終わったころに、李岩老は寝返りを打って目を開け、 

「わしはまだ一局目を打ち始めたばかりであったはずだが、諸君らはもう何局も打ったのかな」 

と、いった。 

私はこのように応じた。 

「李岩老君はいつもの四脚の碁盤を持ち出し、黒い石を一つ置く。初めは、辺
へ ん

韶
し ょ う

［漢
か ん

代
だ い

の人］が相手

だったけれど、いまは陳
ち ん

摶
た ん

［宋
そ う

代
だ い

初めの隠者］が打とうとしている。初めは、勝ち負けがあったのだが、

いまは一切何もない」 

これは欧
お う

陽
よ う

公
こ う

［欧
お う

陽
よ う

脩
し ゅ う

］の『夢の中の詩』と同じココロである。 

 

夜涼吹笛千山月、［夜の涼しさのなか、千の山を照らす月の下に、笛の音が広がる］ 

路暗迷人百種花。［路は暗く、百種の花の間で人は迷ってしまう］ 

棋罷不知人換世、［ここに碁を打ち終わると、世の中が換わってしまったのも知らずにいる］ 

酒闌無奈客思家。［酒闌
たけなわ

のうちに夢に落ち、旅人は家を思う気持ちをどうすることもできない］ 

【補足】［（1）碁に夢中になると時間の経過を忘れてしまうことから、仙人が一局打

つ間に何百年も経ってしまったというたぐいの伝説がある。それを踏まえて、蘇軾の
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セリフと欧
おう

陽
よう

脩
しゅう

の詩がある。（2）辺
へん

韶
しょう

は後
ご

漢
かん

時代の人で、弟子たちを指導している

間に居眠りをしてしまい、うとうとしながら、弟子たちがひそひそ先生をからかう言

葉をささやいているのを耳にし、即座に絶妙な切り返しをしたというエピソードがあ

る。陳
ちん

摶
たん

は宋
そう

代
だい

初めの非常に有名な隠者。（3）欧
おう

陽
よう

脩
しゅう

の詩は、中央政界から追放され

ていた時期の作で、地方を転々とする悲哀を夢に託してさらりと詠んでいる。黄
こう

州
しゅう

謫
たく

居
きょ

の蘇軾が引くにはぴったりの詩であろう］ 

 

■【06-5-022】徐問真従欧陽公游 

【解題】これはずっと後になって書かれた文章であるが、黄
こう

州での出来事が記され、

また欧
おう

陽
よう

脩
しゅう

と関りがあるので、ここで読んでおこう。例によって「異
い

人
じん

」の話であ

る。 

 

【訳文】 

道
ど う

人
じ ん

の徐
じ ょ

問
も ん

真
し ん

は自ら濰
い

州の人であるといっていた。酒を嗜んでほしいままに狂い、葱
ね ぎ

や鮮魚を生のま

ま啖
く

らう。指をもって鍼
は り

とし、土をもって薬とし、病を治して神のような験
しる し

がある。 

欧
お う

陽
よ う

文
ぶ ん

忠
ちゅう

公
こ う

［欧
お う

陽
よ う

脩
し ゅ う

］が青
せ い

州知事であったとき、徐問真は公に従って遊び、しばらく過ごした後に辞

去した。 

公が引退したと聞いて徐問真は潁
え い

州に来た。公は徐問真を屋敷に住まわせ、息子二人に世話をさ

せた。公は以前から足を病んでいて、病状が少し悪くなったのを、やわらげることができずにいた。徐問

真は、気血を踵
かかと

から頭の頂
いただき

に汲引するよう教えた。公がその言を用いると、病はすぐに治った。 

ある日、徐問真は突然出て行くことを強く求めた。公は引き留めたが、徐問真は、 

「私には罪があります。私はこれより公
こ う

卿
け い

と遊ぶのです。もはや留まることはありません」 

といって聞かなかった。 
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公は人を付けて徐問真を送らせたところ、身の丈八尺ばかり、鉄の冠を頭に載せた人が道に待って

いた。徐問真は町を出ると、村の子供を雇って薬筒を持たせた。数里ほど行くと、子供はもう帰りたいと

いった。徐問真は髪の中から棗
なつめ

くらいの大きさの瓢
ひさご

を取り出し、掌の中で何度もひっくり返してから、子

供の手の内に酒を注いだ。手にいっぱいになること二度、子供にそれを飲ませた。よい酒であった。こ

れより徐問真がどこに行ったのかはわからない。その子供は後に頭がおかしくなり、その後どうなったの

かやはりわからない。 

私はかつて潁州で公に会い、以上のことを具
つぶさ

に聞いた。その後、私は黄
こ う

州に流されたときに、黄
こ う

岡
こ う

県

知事の周
し ゅ う

孝
こ う

孫
そ ん

が俄かにふくらはぎを重く患った。私が徐問真の方法を授けると、七日で癒えた。 

元
げ ん

祐
ゆ う

六年十一月二日、私は欧
お う

陽
よ う

棐
ひ

、欧
お う

陽
よ う

弁
べ ん

と夜にこのことを語り合った。はなはだ怪異なことである

ので、あまり書くに気にはなれなかったのだが、徐問真はまことに異
い

人
じ ん

なのであろう。 

【補足】［（1）欧
おう

陽
よう

脩
しゅう

が政界を引退して潁
えい

州に退隠したのは、熙
き

寧
ねい

4年［1071年］6

月で、蘇軾が杭
こう

州に赴任する途中に潁州を訪問したのはその年の9月であったから、

徐問真はその間にきていたことになる。（2）徐問真の「汲
きゅう

引
いん

気
き

血
けつ

」の治療法が実際に

どのようなことをするのかはわからない。（3）元
げん

祐
ゆう

6年は蘇軾が黄州を離れてから7

後である］ 

 

■【06-5-023】陳昱再生 

【解題】耳にした不思議な話を記録した短文。 

 

【訳文】 

今年の三月、陳
ち ん

昱
い く

という中
ちゅう

書
し ょ

省
し ょ う

の小役人がにわかに死に、三日後に甦った。そしてこのように語っ

た。 
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初めに壁に孔
あ な

があるのか見えました。人がいて孔から一つの物を擲
な

げました。それが地に落ちると人に

化し、それは亡き姉でした。 

私は姉と手を携えて孔の中に入り、通り抜けると、 

「冥界の役人がそなたを追っています。私が先に行くので、ついてきなさい」 

と、姉がいいました。 

見ると、役人がすぐそこにいました。あたりは夜のように暗く、遠くに明るいところが見え、そこに橋がありまし

た。立札に「会
か い

明
め い

」とありました。そこでは泥の銭を使って渡り賃を払うのでした。橋は非常に高く、橋の

上を行く者がいました。姉は、 

「あれは生
せ い

天
て ん

です」 

と、いいました。 

私たちは橋の下を行きました。そこを行く人もいて、鳥に突かれている者もいました。 

「あれは網で捕われた鳥なのです」 

と、姉がいいました。 

また一つの橋があり、「陽
よ う

明
め い

」と書かれていました。ここでは紙の銭を用い、十人余りの役人がいて、書

類を手にして、税金を徴収するようにして、紙の銭を厳しく取り立てていました。 

私は冥
め い

官
か ん

様［閻魔大王］にお会いすることになりました。見ると、それは陳
ち ん

襄
じ ょ う

様でありました。冥官様

は、 

「どうして乳母を殺したのか」 

と、私にお尋ねになり、 

「そのようなことはしていません」 

と、答えると、冥官様は乳母を呼びました。乳母は顔から血を流し、赤ん坊を抱いていました。乳母はじ

っと私を見て、 

「この人ではありません。門
も ん

下
か

省
し ょ う

の小役人の陳
ち ん

周
し ゅ う

です」 
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冥官様は私を解放して還
か え

してくだることになり、 

「路は遠い。竹の馬を貸してやろう」 

と、いわれ、また係の者に名簿を調べさせると、 

「この者は六十九歳で死ぬことになっています。最後は左
さ

班
は ん

殿
で ん

直
ち ょ く

に至ります」 

と、いったので、 

「普段から先祖の供養に熱心でないので、寿命があまり長くないのだな。行いを改めるのなら、これと

は少し異なるようにしてやろう」 

冥官様はいわれました。 

私はこうして帰ることができ、道の途中で、陳周が役人に追われてくるのが見えました。 

 

こうして陳昱は蘇生し、陳周は果たして死んだのだった。 

【補足】［（1）この種の臨死体験談は類話が非常に多い。（2）蘇軾が杭
こう

州にいたとき

に知事を努めた陳
ちん

襄
じょう

は昨年のうちに亡くなっている［→作品番号06-4-022］。その後

で、このような話が都で語られるようになったのだろうから、冒頭に「今年の三月」

とあるのは、早くてもこの年のことであろう。（3）官員として厳正な仕事をした者が

死後に冥界で裁きを下すようになるという伝説は多々ある。（4）なおここで小役人と

訳した原文は「吏」で、基本的に科挙に合格した高級官僚である「官」とは厳密に区

別されている。ここの登場人物で陳襄だけが「官」で、他の者はすべて「吏」であ

る］ 

 

■【06-5-024】魚枕冠頌 

【解題】陳
ちん

慥
ぞう

は古風な方
ほう

山
さん

冠
かん

を愛用していたので方
ほう

山
さん

子
し

と呼ばれていたのだが［→作

品番号06-1-015］、魚
ぎょ

枕
ちん

冠
かん

という珍しいタイプの冠も所有していた。蘇軾はそれへの頌
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歌を作った。魚の頭骨の中に魚
ぎょ

枕
ちん

［あるいは魚
ぎょ

魫
しん

］という骨があって、それを飾りに

したのが魚枕冠である。 

 

【訳文】 

美しく清らかな魚
ぎ ょ

枕
ち ん

冠
か ん

、初めて細やかに観
み

て、はてされこれは何物なのだろうか。 

形と気がたまたま一つになると、忽然として魚となる。不幸にして網に遭い、剖
さ

かれてしまうと、そこから

魚
ぎ ょ

枕
ち ん

骨
こ つ

が得られる。魚枕骨を得て見るならば、それはもはや魚ではない。魚が火と湯で煮られても魚

枕骨が得られ、冠の上に載せられて五嶽のように聳え立つ。冠となったときにはもはやもとの魚枕骨で

はない。 

成ると壊れるには永久にやむことがなく、ついには冠もまたなくなってしまう。もしもまだ壊れてはいないとき

であっても、これを髪のない人に与えるならば、簪
かんざし

を挿すことがでず、冠としての用をなさない。我が身

を観れば、幻のごときものでしかなく、露が乾く間のもの、あるいは雷が光る間のものである。我が身とい

えども己の物ではなく、露も雷もまたあるかないかのものである。 

仏の慈悲を思うならば、私はこの冠を愛おしく見るべきであろうが、冠は果たして冠であるのだろうか、そ

して私は果たして私は私であるのだろう。濁った五つの煩悩のなかにあって、美しく清らかなものに遇うと

きに歓喜を覚えるのである。 

【補足】［訳者はこの頌歌の意味がわからないままに日本語に置き換えているだけ

で、つまり「ずっぽ訳」の最下等のものである］ 

 

■【06-5-025】与王文甫 

【解題】黄
こう

州を発つ準備を進める蘇軾にもどると、出発の少し前にこの手紙を王
おう

斉
せい

愈
ゆ

［字
あざな

は文
ぶん

甫
ほ

］［→作品番号06-5-015］に出した。 
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【訳文】 

ここ数日、どのようにお過ごしでしょうか。先に御恩によって汝
じ ょ

州に量
り ょ う

移
い

となり、黄
こ う

州にいる間にお世話

になった方 と々も間もなくお別れとなります。つらつら思いますに、私の罪は大きく、しかし責めは軽く、君

恩はまことに厚く、直ちに汝州に赴かなくてはなりません。ここ数日間考えて、いよいよ発つと決めまし

た。すでに一艘の舟を得ましたので、この月の下旬までには出発します。長
ち ょ う

江
こ う

の流れに乗って進み、

淮
わ い

河
が

に入り、汴
べ ん

河
が

を溯って雍
よ う

丘
きゅう

と陳
ち ん

留
り ゅ う

の間に至ったところで陸に上がって汝州に至ることになるでしょ

う。かなりの費用を必要とするのはやむをえないところです。本心としては、江
こ う

湖
こ

［田舎］に老いて、貴君

と小舟で行き来し続けたいのですが、事と心がこのように違うのは仕方がないと、深く慨嘆するよりない

のでしょう。貴君もこのことを聞くなら、淒
せ い

然
ぜ ん

とされるでありましょう。是非是非お会いしてお話したく思いま

す。まだ準備が整わず、たくさんのことが切迫しています。貴君におかれてはここ二、三日の間に特に

来てはいただけないでしょうか。強く強く望む次第です。…… 

【補足】［（1）出発は「この月の下旬」とあるのは、3月下旬のことであろう。実施に

は4月10日にずれこんでしまった。（2）ここに示されている汝
じょ

州への経路は、船を

使った場合の最短ルートで、実際にどうなったのかは次の章で見ることになる。（3）

この手紙に応じて王
おう

斉
せい

愈
ゆ

がきたかどうかはわからない。すぐ後で見るように、船に乗

って下る途中で王斉愈の家に立ち寄っている］ 

 

■【06-5-026】満庭芳 

【解題】黄
こう

州を発つに当たってこの詞を作った。序文がある。 

 

【訳文】 

元
げ ん

豊
ほ う

七年四月一日、私は黄
こ う

州から汝
じ ょ

州に行くことになり、雪
せ つ

堂
ど う

で近隣の二、三人と送別会をした。

たまたま李
り

翔
し ょ う

が江
こ う

東
と う

から来ていて座中に加わったので、この詞を書いて渡した。 
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【補足】［李
り

翔
しょう

［字
あざな

は仲
ちゅう

覧
らん

］は楊
よう

絵
かい

［→作品番号 06-4-047］の使者として時折黄
こう

州に

きていた。今回は、黄州を発ったならば、楊絵のいる興
こう

国
こく

に寄ってほしいという希望

を伝えるためにきたもので、この詞はそれへの返事となっている。興国は黄州から長
ちょう

江
こう

を数十キロほど下ったところにあり、この詞では「江
こう

東
とう

」といっている］ 

 

帰去来兮、［陶
と う

淵
え ん

明
め い

はいいました――帰去来兮
か え り な ん い ざ

］ 

吾帰何処、［私はどこに帰るのでしょうか］ 

万里家在岷峨。［家は万里の彼方の岷
び ん

河
が

、峨
が

眉
び

山
さ ん

のあたり］ 

百年強半、［人生は百年、その大半が過ぎてしまい］ 

来日苦無多。［これから来る日々はさほど多くはありません］ 

坐見黄州再閏、［黄
こ う

州で二度の閏
う る う

月
づ き

を見て］ 

児童尽、［子供等はみな］ 

楚語呉歌。［この地の言葉や歌に慣れました］ 

山中友、［山の中の友は］ 

鶏豚社酒、［鶏に豚に村の酒を携えて］ 

相勧老東坡。［老いた東
と う

坡
ば

居
こ

士
じ

に勧めてくれます］ 

 

云何。［私は何をいいましょうか］ 

当此去、［ここを去って］ 

人生底事、［人生に何があるのでしょう］ 

来往如梭。［往くも来るも梭
ひ

が飛ぶようなもの］ 

待間看秋風、［秋風が吹くのを看るころには］ 

洛水清波。［洛
ら く

陽
よ う

［汝
じ ょ

州の近く］の川に清らかな波が立っていることでしょう］ 
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好在堂前細柳、［雪
せ つ

堂
ど う

の前にあるあのなよなよとした柳は］ 

応念我、［きっと私のことを念
お も

うでしょうから］ 

莫翦柔柯。［柔らかな枝をどうか切らないでおいてください］ 

仍伝語、［（楊
よ う

絵
か い

への）言
こ と

伝
づ て

は］ 

江南父老、［長
ち ょ う

江
こ う

の南にいる父老［楊絵のこと］よ］ 

時与曬漁蓑。［漁師の蓑をともに日に乾かしましょう［共に釣りをする＝歓談する意］］ 

【補足】［（1）この詞の前段にいう「山の中の友」とは送別の宴に集まった黄
こう

州の

人々。人生の困難な時期に親しくした人々との別れは悲しいものがあったであろう。

（2）この詞に詠まれているように雪
せつ

堂
どう

は愛着の篭った場所で、それは潘
はん

大
だい

臨
りん

［→作

品番号 06-3-016］に託した。蘇軾が去った後、雪堂は教育の場として使われたようだ。

その後、黄州の東の坡
たかまり

が蘇軾の詩文を愛する文人墨客の訪れる名所と化すにつれて

雪堂は重要な観光資源となった。これより86年後にそこを訪れた陸
りく

游
ゆう

は次のように記

している。「朝、東
とう

坡
ば

に遊ぶ。黄州の城門から東は、岡が高くなったり低くなったり

しているが、東坡まで来ると、平坦で広く開けた地形で、東の方にやや高くなった岡

がある。三間の構えの家屋があり、亀の頭のように突き出した部屋があって居
こ

士
じ

亭と

よばれている。亭の下に南に面した堂があり、なかなか立派で、四面の壁にはみな雪

景色が描いてある。堂のなかには蘇東坡の像が置かれてあり、烏帽子
え ぼ し

と紫の 裘
かわごろも

を着

け、筇
きょう

杖
じょう

を横に構えている。これが雪堂である。堂の東に大きな柳があり、公が手

ずから植えられたものといい伝えている。堂の真南に橋がかかっていて、札に「小橋」

と書いてある。「小橋 流水を忘るる莫
な

かれ」の句から名付けられたものである。その

下にはもともと小川はないのであるが、雨が降ると、細い流れができる。昔は平たい

石を流れの上に敷いていただけにすぎなかったが、近ごろになって幅を広くして木の

橋をかけ、屋根で覆
おお

ってしまったので、いささか気分を害してしまう」（岩国秀夫訳
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『入蜀記』（1986 年、平凡社））。雪堂に置かれていた蘇軾の像は、これぞ蘇軾という

イメージとして定着していったものである。「堂の東の大きな柳」は上の詞にある柳

である［本物かどうかはわからない］。東の坡
たかまり

が観光地化し、大衆受けするよう「気

分を害する」加工が施されていったことがわかる］ 

 

■【06-5-027】記張君宜 

【解題】蘇軾は黄
こう

州を去るまでに間に、人々から請われるままに数々のものを書き残

した。雪
せつ

堂
どう

を託した潘
はん

大
だい

臨
りん

には『赤
せき

壁
へき

の賦
ふ

』を書いて渡し、4 月 6 日には安
あん

国
こく

寺
じ

の継
けい

連
れん

の望みに応じて『黄
こう

州
しゅう

安
あん

国
こく

寺
じ

の記
き

』［→作品番号06-1-024］を作り、4月7日にこの

文書を記している。 

 

【訳文】 

近世の医者である仇
きゅう

鼎
て い

は病気を治療すること当時第一とされた。仇鼎が死んでからはそれを継ぐ者

がいないのだが、いま張
ち ょ う

君
く ん

宜
ぎ

の能力はほとんど仇鼎に負けないほどである。仇鼎は性格が純
じゅん

淑
し ゅ く

では

なく、世間の人を畏怖させていた。張君宜は心のほどが平安で、人を救うことを専らとしているので、治

療の効果は仇鼎を遠く超えるものがある。 

元
げ ん

豊
ほ う

七年四月七日。 

【補足】［蘇軾はサービス精神旺盛であるから、地域の医者に対してご祝儀気分でこ

のような文章を書いたのだろうか。さらに妓女にもサービスしたというエピソードが、

先にも引いた『春
しゅん

渚
しょ

紀
き

聞
ぶん

』［→作品番号06-4-053］に記録されている］ 

 

【訳文】 

何
か え ん

：『春
しゅん

渚
し ょ

紀
き

聞
ぶ ん

』より 
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蘇
そ

東
と う

坡
ば

先生が黄
こ う

州にいた間のこと、人々が集まって宴会を開くと、先生は酔った勢いで墨をしたたら

せて書
し ょ

をしたため、それを惜しむことなく人に与えた。接待に出た妓女にも、扇に書いたり、帯に画を描

いてやったりした。 

李
り

琪
き

という妓女がいて、なかなか賢く、書を読んでよく理解し、先生も李琪の顔を見ると喜ぶのだが、

李琪は先生から何も頂くことがなかった。先生が汝
じ ょ

州に移ることになり、まさに出発しようというときの送

別の宴で、酒酣
たけなわ

のときに李琪は觴
さかずき

を捧げて蘇軾に再拝し、領巾
ハ ン カ チ

を取り出して書を乞い願った。蘇軾

は少しばかり李琪を見ていたが、李琪に墨をするよう命じ、墨が濃くすり上がると、先生は筆を執り、大き

く書いた。 

 

東坡五歳黄州住、［東
と う

坡
ば

居
こ

士
じ

は黄州に住むこと五年］ 

何事無言及李琪。［どうして李琪についていうことがなかったのか］ 

 

ここで筆を擲
なげう

って手を袖に入れ、座客と笑談した。 

人々は先生の書いたものを見て、 

「語が平凡に見えます。それに一篇の詩はまだ終わっていません。どういうことなのでしょう」 

と言い合った。 

いよいよ宴会が終わりそうになったときに、李琪がまた挨拶して、続きを願った。先生は大笑いしていっ

た。 

「ほとんど忘れて出て行くところだった」 

書を継いでこう記した。 

 

恰似西川杜工部、［それはつまり、杜
と

甫
ほ

が蜀
し ょ く

にいたときに］ 

海棠雖好不留詩。［すばらしい海棠があっても詩に詠まなかったのと同じである］ 
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一座の者は喝采し、酔いを尽くして散会となった。 

【補足】［杜
と

甫
ほ

は蜀
しょく

の地にしばらく滞在して数多くの詩を残したが、蜀の名花である

海棠を詠んだものはないという。蘇軾が蜀の人で、こよなく海棠を愛しているのを黄
こう

州の人々は皆知っていた。だから、この即興の詩は李琪に対する大変な賛辞であると

感嘆したのである］ 

 

■【06-5-028】別黄州 

【解題】蘇軾はいよいよ黄
こう

州を去り、この詩を残した。 

 

【訳文】 

病みかつ傷だらけの老馬であるこの私は、 

もはや手綱を付けられての活躍などできるものではない。 

それでも君王は馬の亡骸を包むための使い古しの帷
とばり

をくださった。 

同じ木の下に三泊すると去り難い愛着が生じるというのに、 

私は五年もの間、黄
こ う

州にいた。 

酒樽の前に置くこの身を、 

そのまま保っていることができたのを喜びとしよう。 

昔のある人は、腸
はらわた

の内に五千巻の書物が詰まっているといったが、 

私の腸はせいぜい米を入れ込んでいるだけだ。 

汝
じ ょ

州の人間は瘤
こ ぶ

が多いといわれているから、 

瘤を隠すような衣を作っておく必要があるだろう。 

我が身は江
こ う

湖
こ

［田舎の地］に投げ捨てられはしたものの、 
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終
し ま

いには失われることはなかった。 

これからはもう人のことをあげつらうようなことはいわないでいよう。 

【補足】［（1）「使い古しの帷
とばり

」とは、昔の名将が、辺境の地で命を落として襤褸布に

くるまれてその地に葬られても国のために捧げる命であるから何も悔いはないといっ

た故事に基づく。（2）汝
じょ

州の人には瘤が多いとあるが、前に商
しょう

州の人には瘤が多いと

いう話を見ている［→作品番号02-2-027其の二］。風土病のようなものであるのか、土

地への偏見であるのか、同じようなことがいわれていたのだろう］ 

 

■【06-5-029】和参寥 

【解題】蘇軾が黄
こう

州を去ったときに、そのときまで黄州に滞在していた参
さん

寥
りょう

［→作品

番号06-5-002］も一緒に発つことになった。これは雪
せつ

堂
どう

との別れを詠んだ参寥の詩に

和したもの。 

 

【訳文】 

大河に浮かぶ塵のような舟、 

これは小さな窪みにあるべきものだ。 

貴僧に使ってもらった粗末な紙の帳
とばり

、 

これは我が妻のせめてもの心づかいであった。 

山の人［参
さ ん

寥
り ょ う

］は、ここから去るとはいわない、 

月の光の残る暁の空、 

そこに悲しく響く猿の啼き声……。 

 

■【06-5-030】過江夜行武昌山聞黄州鼓角 
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【解題】蘇軾は船で黄
こう

州を発ち、対岸の武
ぶ

昌
しょう

に渡った。最後まで別れを惜しんだせい

か、すでに夜になっていた。黄州の町から夜風に乗って太鼓や角
つの

笛
ぶえ

の音が聞こえ、こ

の詩を詠んだ。 

 

【訳文】 

清らかな風が水とともに戯れ、月は山に銜
ふ く

まれようとしている。 

この夜に、 

私は呉
ご

王
お う

峴
け ん

［武
ぶ

昌
し ょ う

の山の中の高い峰］の下へと渡りつつある。 

よほど情が深いのか、 

黄
こ う

州の鼓
こ

角
か く

が、 

遠い距離をも辞さずに、私を送って南へとやってきてくれる。 

聞えるのは『出
しゅつ

塞
さ い

の曲』［塞
とりで

を出て敵地に向かう勇壮な曲］、 

川の音と雑じり合って、悲壮にして雄健である。 

杜
と

甫
ほ

は、「国中に戦の角笛の音が響くいま自分はどこに行くのか」と、嘆いた。 

ならば、この私は……。 

江
か わ

の鼉
わ に

は憤り、竜は愁え、そして私のために曲調が変わる。 

私はきっと覚えていよう、 

江
か わ

辺
べ り

の枯れかけたあの柳の樹を。 

互いにまだ死なずにいられたなら、 

真の顔見知りとしてまた逢おうではないか。 

いつの年にか小舟に乗って長江を遡ってきたときに、 

黄
こ う

州の人々よ、 

またこの曲を吹いて迎えてくれたまえ。 
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【補足】［杜
と

甫
ほ

は安
あん

禄
ろく

山
ざん

の乱の余燼がおさまらない時期に、放浪の旅人となって、「我

が道はついにどこにゆくのか」と悲壮な句を吐いた。それと比べたら蘇軾の境遇は遥

かに穏やかなものではあるはずなのだが、それでも「江
かわ

の鼉
わに

は憤り、竜は愁え」とい

うように激しい感情の起伏があった。罪が完全にはまだ赦されないままに都の近くに

行くよりは、完全に政界を離れて東の坡
たかまり

で農民として生きた方がよいのではないか

と、きっと思ったことだろう］ 

 

■【06-5-031】再書贈王文甫 

【解題】蘇軾は車
しゃ

湖
こ

の湖畔に住む王
おう

斉
せい

愈
ゆ

兄弟［→作品番号 06-5-025］のもとに行き、

そこで二泊した。車湖を離れるに当たってこの文章を残した。 

 

【訳文】 

昨日は大風で、行こうとしてもできなかった。今日は風がなく、行くことはできるのだが、私の意
こころ

は留まりた

いと思っている。 

王
お う

斉
せ い

愈
ゆ

君は私を行かせたいと思っているのだろう。王君は私の意
こころ

に会うように風水を操ることができたり

するのか。そうであるのなら、客人を何年でも留めておける準備をいますぐにするべきである。 

 

■【06-5-032】自興国往筠宿石田駅南二十五里野人舎 

【解題】蘇軾は長
ちょう

江
こう

を下り、なおも別れを惜しむ人々が多数同行した。王
おう

斉
せい

愈
ゆ

兄弟、

潘
はん

丙
へい

ら潘一家の面々、郭
かく

遘
こう

、陳
ちん

慥
ぞう

［方
ほう

山
さん

子
し

］、参
さん

寥
りょう

師
し

［道
どう

潜
せん

］、趙
ちょう

吉
きち

といった面々で

ある。その全てが官職に就く者ではないいわゆる「異
い

人
じん

」揃いであった。「異人」に

囲まれた蘇軾こそは己を新たにしようと懸命にもがいた末の到達点であったのではな

かろうか。蘇軾は楊
よう

絵
かい

の求め［→作品番号 06-5-026］に応じて興
こう

国
こく

に行き、楊絵と会
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って沈酔するまで飲み交わした。作品番号 06-4-074 で見たように趙吉はそのまま興国

に留まった。一行には楊絵も加わって陸路で石
せき

田
でん

駅
えき

に行き、その南二十五里で野
や

人
じん

［土地の農家］の家に宿をとった。 

 

【訳文】 

溪
か わ

のほとりの青い山は三百畳の大きさ。 

軽
か る

い衫
うわぎ

をつけた身を馬に乗せて、 

筆をさっとひと抹
な す

りするように、その前を走る。 

山に倚
よ

りかかる竹のもとに人家があり、 

私の渇きを知って道の横に冷たい水が湧いている。 

草鞋は軽く、竹の杖でつく土は軟らかい。 

蒲
が ま

の薦
むしろ

も松の床も香りよく手触りもよい。 

夜深く風
ふ う

露
ろ

が中庭に満ち、 

ただ一匹の蛍が明滅するのを見る。 

 

■【06-5-033】跋先君書送呉職方引 

【訳文】石
せき

田
でん

駅
えき

のあたりで楊
よう

絵
かい

は引き返したようで、一行は慈
じ

湖
こ

に行き、そこで呉
ご

子
し

上
じょう

に会った。呉子上のもとには、蘇軾の父の蘇
そ

洵
じゅん

が呉子上の父のために書いた『送

別の辞』が遺されていた。蘇軾はそれを見てこの文章を書き添えた。子上は字
あざな

であろ

うが、本名はわからない。 

 

【訳文】 

私の伯父［蘇
そ

渙
か ん

］は［呉
ご

子
し

上
じ ょ う

の父の］呉
ご

中
ちゅう

復
ふ く

とともに科挙に合格した。私は呉子上とともに科挙に合
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格したので、二代にわたる「同
ど う

年
ね ん

」となった。互いに深い契りがある。 

我が父がまだ家にいたとき、父のことを知る人はほとんどいなかった。呉中復は我が父の文章を携え

て都に行き、欧
お う

陽
よ う

脩
し ゅ う

に見せた。欧陽脩はそれで初めて我が父のことを知った。 

呉中復と欧陽脩は交わりを結ぶことが長く、欧陽脩が夷
い

陵
り ょ う

に流されたときに呉中復に贈った詩に「落

筆妙天下」［筆を下せば天下一］の語があった。 

私は黄
こ う

州より汝
じ ょ

州に遷るに際して舟で慈
じ

湖
こ

を過
よ ぎ

り、呉子上とその弟は我が父のこの文を出して見せて

くれた。私は泣いてこれを書いた。 

元
げ ん

豊
ほ う

七年四月十四日、蘇軾謹んで記す。 

 

■【06-5-034】記参寥竜丘答問 

【解題】慈
じ

湖
こ

までで一行の大半は帰ったようで、残った陳
ちん

慥
ぞう

［方
ほう

山
さん

子
し

、号は竜
りゅう

丘
きゅう

］、

参
さん

寥
りょう

師
し

［道
どう

潜
せん

］とともに程
てい

氏の草堂を訪れた。程氏とは、才学徳行がありながらも仕

官することを求めなかった程
てい

師
し

徳
とく

であろうと推測されている。草堂での楽しい問答を

蘇軾は記録した。 

 

【訳文】 

慈
じ

湖
こ

には程
て い

氏の草堂がある。二つの山の間から滝が流れ出て、草堂の後ろに落ちる。それは山に

掛かる布、あるいは風の中の雪、あるいは鶴の群れが舞うかのようだ。 

参
さ ん

寥
り ょ う

は草堂の主人に老いをこの地で養うことを乞い、主人はそれを許した。 

私が、 

「そのときには、お布施集めの発起人として名を連ねるとしましょうか」 

といったところ、陳
ち ん

慥
ぞ う

は、 

「施主の筆頭は私ですな」 
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といったので、参寥は首を振り、 

「まあ、この滝を一口で呑み干された後で、そうしていただきましょうか」 

といった。陳慥はよい切り返しができずに黙ってしまった。 

 

■【06-5-035】岐亭五首、并叙 

【解題】4 月 23 日、蘇軾は九
きゅう

江
こう

に近い瑞
ずい

昌
しょう

県に到着し、陳
ちん

慥
ぞう

［方
ほう

山
さん

子
し

］もここで帰

ることになった。別れに際して、5 年の間に陳慥との交流の折々に詠んだ詩を書いて

贈った。序文がある。 

 

【訳文】 

叙 

元
げ ん

豊
ほ う

三年正月、私は始めて黄
こ う

州に謫
た く

せられた。 

岐
き

亭
て い

の北二十五里の山の上に至ると、白馬に乗り、青い蓋
か さ

を連ねて迎えにきた者がいた。私の旧

い知り合いの陳
ち ん

慥
ぞ う

であった。陳慥のもとに留まること五日、一篇の詩を賦して去った。 

明年正月、陳慥の家に会いに往
い

った。陳慥は人を遣わして途中で私を労
い た

わり迎えてくれた。私は長ら

く殺生をしていなかった。陳慥が私を歓待するために殺生をするのではないかと恐れ、前の詩の韻を

用いて詩を作り、陳慥に殺生を戒めた。陳慥はそれからは殺生をしなくなり、岐亭の人々にも見習う者

が出て、肉を食べない者が多くなった。 

その後、しばしば往って会い、往くたびに必ず詩を作った。詩は必ず前の韻を用いた。 

私は黄州にあることをおよそ四年［足掛け五年］、岐亭に三回往って陳慥に会い、陳慥は七回来て

私に会った。一緒にいたのはきっと百日余りになるであろう。 

元豊七年四月、私は汝
じ ょ

州に量
り ょ う

移
い

となり、長
ち ょ う

江
こ う

、淮
わ い

河
が

を経て洛
ら く

陽
よ う

［汝州は洛陽に近い］に行くことにな

った。見送る者は慈
じ

湖
こ

までで終わった。陳慥だけは九
きゅう

江
こ う

まできた。また前の韻を用いて詩を作った。 
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通算五篇としてこれを陳慥に贈る。 

 

 其の一 

昨日は陰気な雲が重く垂れこめていた。 

今日は東の風［春の風］が雪を融かして水にする。 

遠くの林は木々がこんもりと暗い。 

近くの家からは湿り気を帯びた煙が上がっている。 

その下に俗世から隠れた君子がいて、 

自得の境涯を楽しんで歌っている。 

寒さを冒して私がやって来るのを知って、 

酒を用意し、はなはだ意を傾けて迎えてくれる。 

掌
てのひら

を撫ぜるだけで近隣の人々が動き、 

村を巡って鵝
がちょう

やら鴨やらを捕えてくる。 

台所で 鏘
がちゃがちゃ

と器の音が響いていたかと思うと、 

幔幕
カ ー テ ン

を照らすばかりに野菜や果物が並べられる。 

蔞蒿
よ も ぎ

はうまいものだと聞いてはいたが、 

ここで初めてその新芽が赤いのを見る。 

盞
さかずき

を洗って鵝
が

黄
お う

［美酒の名］を酌み、 

刀を磨いて熊
ゆ う

白
は く

［熊の脂身のような美味な肉］を削る。 

すぐに私は酔い、座ったまま眠って被り物を落としてしまう。 

醒めたのはもう夜中になろうというころ、 
し ゅ う し ゅ う

と銅の瓶
か め

から湯の湧く音がしている。 

黄
こ う

州は遠いからどうとかいうのではない、 
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ただそこに友人がいないのを恐れるのである。 

しかし、ここに安心して一緒にいられる主
あるじ

がいる。 

主にとってもこのような客人はいないであろう。 

静かなこの庵
いおり

で朝を迎えると、 

まわりにはただ山の峰が集まっているのが見えるだけだ。 

【補足】［これは黄
こう

州に到着する直前の詩。『方
ほう

山
さん

子
し

伝
でん

』［→作品番号 06-1-015］とは、

2人の出会いの場面の記述が若干異なっている］ 

 

 其の二 

私は籃
か ご

の中の蛤
はまぐり

を哀れむ、 

口を閉ざしてわずかに残った水を護ろうとしている。 

私は網の中の魚も哀れむ、 

口を開いてわずかな湿り気を吐いて身を濡らそうとしている。 

蛤も魚も腸を刳
さ

かれて苦痛を病む。 

そのようなことをしたもてなしは、分を過ぎたものとして私はいただくことができない。 

まだ会って寒暖の挨拶もしていないのに、 

このことを私は是非とも頼むのである。 

昔、盧
ろ

懷
か い

慎
し ん

は客人を迎えると、 

あたかも鴨を蒸しているような音を、豆を煮る鍋で立たせたのだが、 

客人は皆笑いを我慢し、ついには冪
カーテン

を開けて知れてしまった［貧乏暮らしが露見した］。 

昔、王
お う

武
ぶ

子
し

は毎回、刀を血で赤く濡らして食事の用意をし、 

武
ぶ

帝
て い

を迎えたときには琉
る

璃
り

の盆に蒸した豚肉を載せて出した。 

肉に白いものがかかっているので武帝が尋ねたところ、 
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人の乳であるとの答えに、武帝は（気分を害して）中座して帰ってしまった。 

盧懷慎は貧乏であったけれども長生きをし、 

王武子は豪勢な暮らしをしたが死ぬ前から神を泣かせた。 

先生は万金の璧
た ま

のような立派な人であるのに、 

ただこの蟻の一穴のような欠点［殺生］がある。 

一年も一回の夢のようなもの、 

百年の一生も一時の旅のようなもの。 

何が肝要であるのか―― 

この詩篇を棄てずに、貴君の詩集の末尾にでも入れておいてくれたまえ。 

【補足】［この詩は黄
こう

州に来た翌年の正月、作品番号06-2-007の詩と同じときの作であ

る］ 

 

 其の三 

貴君の家には蜂が巣を作り、 

毎年たくさんの蜂蜜がとれる。 

私の身は、鼻を穿たれて縄を付けられた牛だ、 

舌を出していささか自身を潤おすことしかできない。 

二年の間に三度貴君の門を過
よ ぎ

り、 

この訪問は真に心に得るものがある。 

貴君は昔の侠客の劇
げ き

孟
も う

に似て、 

緩急の際に門を扣
た た

けばすぐに応じてくれる。 

貴君の家には頬に紅をさした女性がいて、 

上手に『緑
り ょ く

頭
と う

鴨
こ う

』の曲を歌ってくれる。 
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簾
すだれ

を隔てて見ると、花のような霧がその髪にまとわりついている。 

貴君は私のために酒を取り、 

親しく茶の包みを開いてくれ、 

そして女性の白い手を煩わして茶を煎れてくれる。 

楽しいかな、 

貴君には何事もなく、 

十年の間、頭に幘
さ く

［正式な場でのかぶりもの］を載せることなく暮らしているのは。 

門を閉ざして子供等と遊び、 

孫の泣く声、笑う声が雑じりあっている。 

西の方では苦しい戦が行われていて、 

よい将軍がいないことに困っている。 

貴君は（諸
し ょ

葛
か つ

孔
こ う

明
め い

の）八
は ち

陣
じ ん

図
ず

を開いて、 

攻守交替するありさまを論じる。 

貴君自身が戦に行く必要はない、 

ただ坐して兵法を教授すればよいのである。 

【補足】［この詩は、黄
こう

州に来て2年目の冬、作品番号06-2-073と同じころの作であろ

う］ 

 

 其の四 

酸っぱい酒は齏湯
しょうがスープ

のようであるし、 

甘い酒は蜂蜜の汁のようである。 

黄州の町に三年いて、 

酒を飲んでも（ろくなのがないので）喉をちょいと湿らせるだけだ。 
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酒を選ぶことができたなら、 

よく酔うことができるだろうにと、 

いつも圧
あ つ

茅
ぼ う

柴
さ い

［黄州の人々が私的に作る酒］を思うのだが、 

密造酒の禁令は日夜厳しくなり、 

西隣では役人に踏み込まれ、 

ちょうど酔っていた主人は食事をひっくり返して逃げ、 

酒を入れた甕
か め

は砕かれてしまった。 

貴君の家はさほど大きくもなく、 

壊れたところを覆う幕もないのに、 

どこからこの酒を得ているのだろうか。 

素面
し ら ふ

の者は貴君が赤い顔をしているのを妬
ね た

ましく見ている。 

きっと世間の好事家が、 

かの李
り

白
は く

に千石の酒を供したようなことを貴君にしているのだろう。 

貴君のおかげで私も三日間酔うことができ、 

ぼさぼさに乱れた頭に被り物を載せることもない。 

夜更けになると、 

隣の家の甕
か め

から酒の熟した音が漏れるのを聞いて、 

垣根を超えて盗みに行った昔の下僕のようなことをしてみたい気にもなる。 

頭は禿げて歯が抜けるような年になってもこんなざまの私を見て、 

貴君の召使たちにはさんざ笑われている。 

三年の間にすでに四回ここにきて、 

年々貴君はこの悪い客に遇っている。 

人生は二つの屐物
は き も の

を履きつぶす間のもの、 



自由訳 蘇東坡詩文集抄 

第 6 章：585 
 

こうしてしばしばくることを嫌わないでくれたまえ。 

【補足】［この詩は、作品番号06-3-081と同じころの作であるという］ 

 

 其の五 

枯れた松から膏
あぶら

を採ることができるだろうか。 

槁
か

れた竹から汁がしたたることがあるだろうか。 

枯れた松と槁れた竹とが出会い、 

互いに哀れみ、互いに湿らせ合うことができるだろうか。 

私と貴君との交遊は、 

一体何の得るところがあったのか。 

幸いにも、心
し ん

法
ぽ う

［仏教の真髄］を語り合うことができるのなら、 

頭の上が燃えようがどうということはない。 

願うのは、 

雲を穿って飛ぶ鶻
た か

となること。 

人に食べられてしまう鴨にはなりたくない。 

私の旅はすでに初夏に及び、 

別れの酒を温める火が幔幕に映る。 

我が故郷はどこか、 

西を望めば千山が赤く染まっている。 

私の游
た び

はどこで終わるのか、 

東には万
ば ん

頃
け い

の広さに波が白く泛
う か

んでいる。 

貴君との歓びが再びまたあるだろうか。 

起って舞えば、花が頭に落ちてくる。 
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いま行こうとして、 

苦しくて何もいえない。 

だからといって、子供のように泣きはしない。 

私にはもとより非とすべきことが多い。 

貴君とて一つの欠点もない人間ではあるまい。 

それぞれに別れの言葉を思い、 

他の人々を退けて戸を閉ざし、 

がらんとした部屋で向かい合う。 

虚
き ょ

白
は く

［何もない透明］は道
み ち

［最高の真理］の集まるところ、 

――ーもはや何も語らずにいよう。 

【補足】［（1）蘇軾の黄
こう

州での日々は、このようにして陳
ちん

慥
ぞう

との出会いに始まり、陳

慥のとの別れに終わり、ここに新たな游
たび

が始まったのである。（2）蘇軾の作品を好む

人々は、黄州時代に作られたものをとりわけ喜ぶ。蘇軾の人間性の奥行の深さがにじ

み出て、何とも深い味わいがある。しかし、世の中にはそのように思う人ばかりでは

ない。同じ時代の人々のなかには、罪人でありながら好き放題をしていると、苦々し

く思っていた者が少なからずいた。政治的に対立する改革派の人々であればそのよう

であって当然であるとしても、同じく保守側の人であっても、蘇軾の黄州での振る舞

いを嫌悪する人々がいた。その代表が程
てい

頤
い

であった。程頤は学者肌の人で、後の朱
しゅ

子
し

学
がく

につながる儒学の新思潮を切り開いた人物である。程頤は黄州における蘇軾は「猖
しょう

狂
きょう

放
ほう

肆
し

」であったとはなはだ厳しく断じ、後に二人は修復不能となるまでに対立し合

うのである］ 
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第6章 原文 
詩のテキストは孔凡礼点校『蘇軾詩集』（1982 年）に、賦のテキストは李之亮箋注

『蘇軾文集編年箋注』（2011年）に準拠し、その他の散文類は省略する。 

 

 

■【06-1-001】十二月二十八日、蒙恩責授検校水部員外郎黄州団練副使、復用前韻二首 

其一 

百日帰期恰及春、余年楽事最関身。 

出門便旋風吹面、走馬聯翩鵲啅人。 

却対酒杯疑是夢、試拈詩筆已如神。 

此災何必深追咎、竊禄従来豈有因。 

 

其二 

平生文字為吾累、此去声名不厭低。 

寒上縦帰他日馬、城東不闘少年雞。 

休官彭沢貧無酒、隠几維摩病有妻。 

堪笑睢陽老従事、為余投檄向江西。 

 

■【06-1-002】文与可飛白賛 

 

■【06-1-003】陳州与文郎逸民飲別、携手河堤上、作此詩 

白酒無声滑瀉油、酔行堤上散吾愁。 

春風料峭羊角転、河水渺綿瓜蔓流。 

君已思帰夢巴峽、我能未到説黄州。 
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此身聚散何窮已、未忍悲歌学楚囚。 

 

■【06-1-004】子由自南都来陳三日而別 

夫子自逐客、尚能哀楚囚。 

奔馳二百里、径来寬我憂。 

相逢知有得、道眼清不流。 

別来未一年、落尽驕気浮。 

嗟我晩聞道、款啓如孫休。 

至言雖久服、放心不自収。 

悟彼善知識、妙薬応所投。 

納之憂患場、磨以百日愁。 

冥頑雖難化、鐫発亦已周。 

平時種種心、次第去莫留。 

但余無所還、永与夫子遊。 

此別何足道、大江東西州。 

畏蛇不下榻、睡足吾無求。 

便為斉安民、何必帰故丘。 

 

■【06-1-005】正月十八日蔡州道上遇雪、次子由韻二首 

其一 

蘭菊有生意、微陽回寸根。 

方憂集暮雪、復喜迎朝暾。 

憶我故居室、浮光動南軒。 
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松竹半傾瀉、未数葵与萱。 

三径瑤草合、一瓶井花温。 

至今行吟処、尚余履舄痕。 

一朝出従仕、永愧李仲元。 

晩歳益可羞、犯雪方南奔。 

山城買廃圃、槁葉手自掀。 

長使斉安人、指説故侯園。 

 

其二 

鉛膏染髭鬚、旋露霜雪根。 

不如閉目坐、丹府夜自暾。 

誰知憂患中、方寸寓羲軒。 

大雪従圧屋、我非児女萱。 

平生学踵息、坐覚両鐙温。 

下馬作雪詩、満地鞭箠痕。 

佇立望原野、悲歌為黎元。 

道逢射猟子、遙指狐兔奔。 

踪跡尚可原、窟穴何足掀。 

寄謝李丞相、吾将反丘園。 

 

■【06-1-006】過新息留示郷人任師中 

昔年嘗羨任夫子、卜居新息臨淮水。 

怪君便爾忘故郷、稲熟魚肥信清美。 
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竹陂雁起天為黒、桐柏煙橫山半紫。 

知君坐受児女困、悔不先帰弄清泚。 

塵埃我亦失収身、此行蹭蹬尤可鄙。 

寄食方将倚白足、附書未免煩黄耳。 

往雖不及来有年、詔恩倘許帰田里。 

却下関山入蔡州、為買烏犍三百尾。 

 

■【06-1-007】過淮 

朝離新息県、初乱一水碧。 

暮宿淮南村、已渡千山赤。 

麏鼯号古戍、霧雨暗破駅。 

回頭梁楚郊、永与中原隔。 

黄州在何許、想像雲夢沢。 

吾生如寄耳、初不択所適。 

但有魚与稲、生理已自畢。 

独喜小児子、少小事安佚。 

相従艱難中、肝肺如鉄石。 

便応与晤語、何止寄衰疾。 

 

■【06-1-008】書黁公詩、并引 

引 

過加禄鎮南二十五里大許店、休馬於逆旅祁宗祥家。見壁上有幅紙題詩云、満院秋光濃欲

滴、老僧倚杖青松側。只怪高声問不譍、瞋余踏破蒼苔色。其後題云滏水僧宝黁。宗祥謂
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余、此光黄間狂僧也。年百三十、死於熙寧十年、既死、人有見之者。宗祥言其異事甚多。作

是詩以識之。黁公本名清戒、俗謂之戒和尚云。 

 

黁公昔未化、来往淮山曲。 

寿逾両甲子、気圧諸尊宿。 

但嗟独悪世、不受竜象蹴。 

我来不及見、悵望空遺躅。 

霜顱隠白毫、鎖骨埋青玉。 

皆云似達摩、只履還天竺。 

壁間余清詩、字勢頗拔俗。 

為吟五字偈、一洗凡眼肉。 

 

■【06-1-009】遊浄居寺、并叙 

叙 

浄居寺、在光山県南四十里大蘇山之南、小蘇山之北。寺僧居仁為余言、斉天保中、僧恵思

過此、見父老、問其姓、曰蘇氏、又得二山名。乃嘆曰、吾師告我、遇三蘇則住。遂留結庵。

而父老竟無有、蓋山神也。其後僧智顗見思於此山而得法焉、則世所謂思大和尚智者大師

是也。唐神竜中、道岸禅師始建寺於其地。広明庚子之乱、寺廃於兵火、至乾興中乃復、而

賜名曰梵天云。 

 

十載遊名山、自製山中衣。 

願言畢婚嫁、携手老翠微。 

不悟俗縁在、失身蹈危機。 
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刑名非夙学、陥穽損積威。 

遂恐生死隔、永与雲山違。 

今日復何日、芒鞋自軽飛。 

稽首両足尊、挙頭双涕揮。 

霊山会未散、八部猶光輝。 

願従二聖往、一洗千劫非。 

徘徊竹溪月、空翠搖煙霏。 

鐘声自送客、出谷猶依依。 

回首吾家山、歳晩将焉帰。 

 

■【06-1-010】梅花二首 

其一 

春来幽谷水潺潺、的皪梅花草棘間。 

一夜東風吹石裂、半随飛雪渡関山。 

 

其二 

何人把酒慰深幽、開自無聊落更愁。 

幸有清溪三百曲、不辞相送到黄州。 

 

■【06-1-011】万松亭、并叙 

叙 

麻城県令張毅、植万松於道周、以芘行者、且以名其亭。去来十年、而松之存者十不及三

四。傷来者之不嗣其意也、故作是詩。 
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十年栽種百年規、好徳無人助我儀。 

県令若同倉庾氏、亭松応長子孫枝。 

天公不救斧斤厄、野火解憐氷雪姿。 

為問幾株能合抱、殷勤記取角弓詩。 

 

■【06-1-012】戯作種松 

我昔少年日、種松満東岡。 

初移一寸根、瑣細如挿秧。 

二年黄茅下、一一攢麦芒。 

三年出蓬艾、満山散牛羊。 

不見十余年、想作竜蛇長。 

夜風破浪砕、朝露珠璣香。 

我欲食其膏、已伐百本桑。 

人事多乖迕、神薬竟渺茫。 

朅来斉安野、夾路鬚髯蒼。 

会開龜蛇窟、不惜斤斧瘡。 

縦未得茯苓、且当拾流肪。 

釜盎百出入、皎然散飛霜。 

槁死三彭仇、澡換五穀腸。 

青骨凝綠髓、丹田発幽光。 

白髮何足道、要使双瞳方。 

却後五百年、騎鶴還故郷。 



第6章 赤壁の賦 

第 6 章：594 
 

 

■【06-1-013】張先生、并叙 

叙 

先生不知其名、黄州故県人、本姓盧、為張氏所養。陽狂垢汚、寒暑不能侵、常独行市中、夜

或不知其所止。往来者欲見之、多不能致、余試使人召之、欣然而来。既至、立而不言、与之

言、不応、使之坐、不可。但俯仰熟視伝舎堂中、久之而去。夫孰非伝舎者、是中竟何有乎。

然余以有思惟心追躡其意、蓋未得也。 

 

熟視空堂竟不言、故応知我未天全。 

肯来伝舎人皆説、能致先生子亦賢。 

脱屣不妨眠糞屋、流澌争看浴氷川。 

士廉豈識桃椎妙、妄意称量未必然。 

 

■【06-1-014】記張憨子 

 

■【06-1-015】方山子伝 

 

■【06-1-016】陳季常所蓄朱陳村嫁娶図二首 

其一 

何年顧陸丹青手、画作朱陳嫁娶図。 

聞道一村惟両姓、不将門戸買崔盧。 

 

其二 
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我是朱陳旧使君、勧農曽入杏花村。 

而今風物那堪画、県吏催租夜打門。 

 

■【06-1-017】臨江仙 

竜丘子自洛之蜀、載二侍女、戎裝駿馬。至溪山佳処、輒留、見者以為異人。後十年、築室黄

岡之北、号静庵居士。作此贈之。 

 

細馬遠馱双侍女、 

青巾玉帯紅鞾。 

渓山好処便為家。 

誰知巴峡路、 

却見洛城花。 

 

面旋落英飛玉芯、 

人間春日初斜。 

十年不見紫雲車。 

竜丘新洞府、 

鉛鼎養丹砂。 

 

■【06-1-018】少年時、嘗過一村院。見壁上有詩、云、夜涼疑有雨、院静似無僧。不知何人

詩也。宿黄州禅智寺、寺僧皆不在、夜半雨作、偶記此詩、故作一絶 

仏燈漸暗飢鼠出、山雨忽来修竹鳴。 

知是何人旧詩句、已応知我此時情。 
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■【06-1-019】到黄州謝表 

 

■【06-1-020】初到黄州 

自笑平生為口忙、老来事業転荒唐。 

長江繞郭知魚美、好竹連山覚筍香。 

逐客不妨員外置、詩人例作水曹郎。 

只慚無補糸毫事、尚費官家圧酒囊。 

 

■【06-1-021】黄州春日雑書四絶 

其一 

楚郷春冷早梅天、柳色波光已闘妍。 

淮上雁行皆北向、可無消息到儂辺。 

 

其二 

中州臘尽春猶浅、只有梅花最可憐。 

坐遣牡丹成俗物、豊肌弱骨不成妍。 

 

其三 

清暁披衣尋杖藜、隔のｄeaえある已見最繁枝。 

老人無計酬清麗、夜就寒光読楚辞。 

 

其四 
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病腹難堪七碗茶、暁窗睡起日西斜。 

貧無隙地栽桃李、日日門前看売花。 

 

■【06-1-022】安国寺浴 

老来百事懶、身垢猶念浴。 

衰髪不到耳、尚煩月一沐。 

山城足薪炭、煙霧濛湯谷。 

塵垢能幾何、翛然脱羈梏。 

披衣坐小閣、散髪臨修竹。 

心困万縁空、身安一牀足。 

豈惟忘浄穢、兼以洗栄辱。 

黙帰毋多談、此理観要熟。 

 

■【06-1-023】安国寺尋春 

臥聞百舌呼春風、起尋花柳村村同。 

城南古寺修竹合、小房曲檻欹深紅。 

看花嘆老憶年少、対酒思家愁老翁。 

病眼不羞雲母乱、鬢糸強理茶煙中。 

遙知二月王城外、玉仙洪福花如海。 

薄羅勻霧蓋新粧、快馬争風鳴雑珮。 

玉川先生真可憐、一生耽酒終無銭。 

病過春風九十日、独抱添丁看花発。 
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■【06-1-024】黄州安国寺記 

 

■【06-1-025】定恵院寓居月夜偶出 

幽人無事不出門、偶逐東風転良夜。 

参差玉宇飛木末、繚繞香煙来月下。 

江雲有態清自媚、竹露無声浩如瀉。 

已驚弱柳万糸垂、尚有残梅一枝亜。 

清詩独吟還自和、白酒已尽誰能借。 

不惜青春忽忽過、但恐歓意年年謝。 

自知酔耳愛松風、会揀霜林結茅舎。 

浮浮大甑長炊玉、溜溜小槽如圧蔗。 

飲中真味老更濃、酔裏狂言醒可怕。 

閉門謝客対妻子、倒冠落佩従嘲罵。 

 

■【06-1-026】次韻前篇 

去年花落在徐州、対月酣歌美清夜。 

今年黄州見花発、小院閉門風露下。 

万事如花不可期、余年似酒那禁瀉。 

憶昔扁舟泝巴峽、落帆樊口高桅亜。 

長江袞袞空自流、白髮紛紛寧少借。 

竟無五畝継沮溺、空有千篇凌鮑謝。 

至今帰計負雲山、未免孤衾眠客舍。 

少年辛苦真食蓼、老境安閑如啖蔗。 
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饑寒未至且安居、憂患已空猶夢怕。 

穿花踏月飲村酒、免使酔帰官長罵。 

 

■【06-1-027】卜算子 

缺月掛疏桐。 

漏断人初静。 

時見幽人独往来、 

縹緲孤鴻影。 

 

驚起却回頭、 

有恨無人省。 

揀尽寒枝不肯棲、 

寂寞沙洲冷。 

 

■【06-1-028】寓居定恵院之東、雑花満山、有海棠一株、土人不知貴也 

江城地瘴蕃草木、只有名花苦幽独。 

嫣然一笑竹籬間、桃李満山総麤俗。 

也知造物有深意、故遣佳人在空谷。 

自然富貴出天姿、不待金盤薦華屋。 

朱唇得酒暈生臉、翠袖巻紗紅映肉。 

林深霧暗暁光遅、日暖風軽春睡足。 

雨中有涙亦悽愴、月下無人更清淑。 

先生食飽無一事、散歩逍遙自捫腹。 
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不問人家与僧舎、拄杖敲門看修竹。 

忽逢絶艷照衰朽、嘆息無言揩病目。 

陋邦何処得此花、無乃好事移西蜀。 

寸根千里不易到、銜子飛来定鴻鵠。 

天涯流落倶可念、為飲一樽歌此曲。 

明朝酒醒還独来、雪落紛紛哪忍触。 

 

■【06-1-029】訴衷情 

海棠珠綴一重重、 

清暁近簾櫳。 

胭脂誰与勻淡、 

偏向臉辺濃。 

 

看葉嫩、 

惜花紅。 

意無窮。 

如花似葉、 

歳歳年年、 

共占春風。 

 

■【06-1-030】王斉万秀才寓居武昌県劉郎洑、正与伍洲相対、伍子胥奔呉所従渡江也 

君家稲田冠西蜀、搗玉揚珠三万斛。 

塞江流柿起書楼、碧瓦朱欄照山谷。 
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傾家取楽不論命、散尽黄金如転燭。 

惟余旧書一百車、方舟載入荊江曲。 

江上青山亦何有、伍洲遙望劉郎藪。 

明朝寒食当過君、請殺耕牛圧私酒。 

与君飲酒細論文、酒酣訪古江之濆。 

仲謀公瑾不須弔、一酹波神英烈君。 

 

■【06-1-031】二月二十六日、雨中熟睡、至晩、強起出門、還作此詩、意思殊昏昏也 

卯酒困三杯、午餐便一肉。 

雨声来不断、睡味清且熟。 

昏昏覚還臥、展転無由足。 

強起出門行、孤夢猶可続。 

泥深竹雞語、村暗鳩婦哭。 

明朝看此詩、睡語応難読。 

 

■【06-1-032】雨晴後、歩至四望亭下魚池上、遂自乾明寺前東岡上帰、二首 

其一 

雨過浮萍合、蛙声満四隣。 

海棠真一夢、梅子欲嘗新。 

拄杖閑挑菜、鞦韆不見人。 

殷勤木芍薬、独自殿余春。 

 

其二 
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高亭廃已久、下有種魚塘。 

暮色千山入、春風百草香。 

市橋人寂寂、古寺竹蒼蒼。 

鸛鶴来何処、号鳴満夕陽。 

 

■【06-1-033】与王定国 

 

■【06-1-034】与陳季常書 

 

■【06-1-035】雨中看牡丹三首 

其一 

霧雨不成点、映空疑有無。 

時於花上見、的皪走明珠。 

秀色洗紅粉、暗香生雪膚。 

黄昏更蕭瑟、頭重欲相扶。 

 

其二 

明日雨当止、晨光在松枝。 

清寒入花骨、肅肅初自持。 

午景発濃艶、一笑当及時。 

依然暮還斂、亦自惜幽姿。 

 

其三 
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幽姿不可惜、後日東風起。 

酒醒何所見、金粉抱青子。 

千花与百草、共尽無妍鄙。 

未忍汚泥沙、牛酥煎落蕊。 

 

■【06-1-036】次韻楽著作野歩 

老来幾不弁西東、秋後霜林且強紅。 

眼暈見花真是病、耳虚聞蟻定非聡。 

酒醒不覚春強半、睡起常驚日過中。 

植杖偶逢為黍客、披衣閑詠舞雩風。 

仰見落蕊収松粉、俯見新芽摘杞叢。 

楚雨還昏雲夢沢、呉潮不到武昌宮。 

廃興古郡詩無数、寂寞閑窗易粗通。 

解組帰来成二老、風流他日与君同。 

 

■【06-1-037】次韻楽著作送酒 

少年多病怯杯觴、老去方知此味長。 

万斛羈愁都似雪、一壺春酒若為湯。 

 

■【06-1-038】次韻楽著作天慶観醮 

濁世紛紛肯下臨、夢尋飛歩五雲深。 

無因上到通明殿、只許微聞玉佩音。 
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■【06-1-039】杜沂游武昌、以酴 花菩薩泉見餉、二首 

其一 

酴 不争春、寂寞開最晩。 

青蛟走玉骨、羽蓋蒙珠幰。 

不粧艶已絶、無風香自遠。 

淒涼呉宮闕、紅粉埋故苑。 

至今微月夜、笙簫来絶巘。 

余妍入此花、千載尚清婉。 

怪君呼不帰、定為花所挽。 

昨宵雷雨悪、花尽君応返。 

 

其二 

君言西山頂、自古流白泉。 

上為千牛乳、下有万石鉛。 

不愧恵山味、但無陸子賢。 

願君揚其名、庶托文字伝。 

寒泉比吉士、清濁在其源。 

不食我心惻、於泉非所患。 

嗟我本何有、虚名空自纏。 

不見子柳子、余愚汚溪山。 

 

■【06-1-040】与朱康叔書 
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■【06-1-041】与朱鄂州書 

 

■【06-1-042】黄鄂之風 

 

■【06-1-043】与李公択書 

 

■【06-1-044】五禽言五首、并叙 

叙 

梅聖兪作四禽言。余謫黄州、寓居定恵院、繞舎皆茂林修竹、荒池蒲葦。春夏之交、鳴鳥百

族、土人多以其声之似者名之、遂用聖兪体作五禽言。 

 

其一 

使君向蘄州、更唱蘄州鬼。 

我不識使君、寧知使君死。 

人生作鬼会不免、使君已老知何晩。 

 

其二 

南山昨夜雨、西溪不可渡。 

溪辺布穀児、勧我脱破袴。 

不辞脱袴溪水寒、水中照見催租瘢。 

 

其三 

去年麦不熟、挟弾規我肉。 
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今年麦上場、処処有残粟。 

豊年無象何処尋、聴取林間快活吟。 

 

其四 

力作力作、蠶糸一百箔。 

壟上麦頭昂、林間桑子落。 

願儂一箔千両糸、繅糸得蛹飼爾雛。 

 

其五 

姑悪姑悪、姑不悪、妾命薄。 

君不見東海孝婦死作三年乾、不如広漢龐姑去却還。 

 

■【06-1-045】武昌西山題名 

 

■【06-1-046】遊武昌寒溪西山寺 

連山蟠武昌、翠木蔚樊口。 

我来已百日、欲済空掻首。 

坐看鴎鳥没、夢逐麏麕走。 

今朝橫江来、一葦寄衰朽。 

高談破巨浪、飛屨軽重阜。 

去人曽幾何、絶壁寒溪吼。 

風泉両部楽、松竹三益友。 

徐行欣有得、芝朮在蓬莠。 
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西上九曲亭、衆山皆培塿。 

却看江北路、雲水渺何有。 

離離見呉宮、莽莽真楚藪。 

空伝孫郎石、無復陶公柳。 

爾来風流人、惟有漫浪叟。 

買田吾已決、乳水況宜酒。 

所須修竹林、深処安井臼。 

相将踏勝絶、更裹三日糗。 

 

■【06-1-047】与陳季常書 

 

■【06-1-048】書杜君懿蔵諸葛筆 

 

■【06-1-049】武昌銅剣歌、并叙 

叙 

供奉官鄭文、嘗官於武昌。江岸裂、出古銅剣、文得之以遺余。冶鋳精巧、非鍛冶所成者。 

 

雨余江清風巻沙、雷公躡雲捕黄蛇。 

蛇行空中如枉矢、電光煜煜焼蛇尾。 

或投以塊鏗有声、雷飛上天蛇入水。 

水上青山如削鉄、神物欲出山自裂。 

細看両脅生碧花、猶是西江老蛟血。 

蘇子得之何所為、蒯緱弾鋏詠新詩。 
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君不見凌煙功臣長九尺、腰間玉具高拄頤。 

 

■【06-1-050】与王定国書 

 

■【06-1-051】題子由蕭丞相楼詩贈王文玉 

 

■【06-1-052】石芝、并引 

引 

元豐三年五月十一日癸酉、夜夢遊何人家。開堂西門、有小園、古井。井上皆蒼石。石上生

紫藤如竜蛇、枝葉如赤箭。主人言、此石芝也。余率爾折食一枝、衆皆驚笑。其味如雞蘇而

甘、明日作此詩。 

 

空堂明月清且新、幽人睡息来初匀。 

了然非夢亦非覚、有人夜呼祁孔賓。 

披衣相従到何許、朱欄碧井開瓊戸。 

忽驚石上堆竜蛇、玉芝紫筍生無数。 

鏘然敲折青珊瑚、味如蜜藕和雞蘇。 

主人相顧一撫掌、満堂坐客皆盧胡。 

亦知洞府嘲軽脱、終勝嵇康羨王烈。 

神山一合五百年、風吹石髄堅如鉄。 

 

■【06-1-053】与章子厚参政書 
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■【06-1-054】与朱康叔書 

 

■【06-1-055】黄州再祭文与可文 

 

■【06-1-056】浄因浄照臻老真賛 

 

■【06-1-057】与李公択書 

 

■【06-1-058】今年正月十四日、与子由別於陳州、五月、子由復至斉安、以詩迎之 

驚塵急雪満貂裘、涙灑東風別宛丘。 

又向邯鄲枕中見、却来雲夢沢南州。 

暌離動作三年計、牽挽当為十日留。 

早晩青山映黄髮、相看万事一時休。 

 

■【06-1-059】暁至巴河口迎子由 

去年御史府、挙動触四壁。 

幽幽百尺井、仰天無一席。 

隔墻聞歌呼、自恨計之失。 

留詩不忍写、苦涙漬紙筆。 

余生復何幸、楽事有今日。 

江流鏡面浄、煙雨軽冪冪。 

孤舟如鳧鷖、点破千頃碧。 

聞君在磁湖、欲見隔咫尺。 
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朝来好風色、旗脚西北擲。 

行当中流見、笑眼清光溢。 

此邦疑可老、修竹帯泉石。 

欲買柯氏林、茲謀待君必。 

 

■【06-1-060】遷居臨皐亭 

我生天地間、一蟻寄大磨。 

区区欲右行、不救風輪左。 

雖云走仁義、未免違寒餓。 

剣米有危炊、針氈無穏坐。 

豈無佳山水、借眼風雨過。 

帰田不待老、勇決凡幾個。 

幸茲廃棄余、疲馬解鞍馱。 

全家占江駅、絶境天為破。 

飢貧相乗除、未見可弔賀。 

澹然無憂楽、苦語不成些。 

 

■【06-1-061】書臨皐亭 

 

■【06-1-062】南郷子 

晩景落瓊杯。 

照眼雲山翠作堆。 

認得岷峨春雪浪、 
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初来。 

万頃蒲萄漲淥醅。 

 

春雨暗陽台。 

乱灑歌楼湿粉腮。 

一陣東風来捲地、 

吹廻。 

落照江天一半開。 

 

■【06-1-063】書臨皐亭風月 

 

■【06-1-064】与朱康叔書 

 

■【06-1-065】与子由同遊寒溪西山 

散人出入無町畦、朝游湖北暮淮西。 

高安酒官雖未上、両脚垂欲穿塵泥。 

与君聚散若雲雨、共惜此日相提携。 

千搖万兀到樊口、一箭放溜先鳧鷖。 

層層草木暗西嶺、瀏瀏霜雪鳴寒溪。 

空山古寺亦何有、帰路万頃青玻璃。 

我今漂泊等鴻雁、江南江北無常棲。 

幅巾不擬過城市、欲踏径路開新蹊。 

却憂別後不忍到、見子行迹空余悽。 
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吾儕流落豈天意、自坐迂闊非人擠。 

行逢山水輒羞嘆、此去未免勤塩齏。 

何当一遇李八百、相哀白髮分刀圭。 

 

■【06-1-066】記樊山 

 

■【06-1-067】次韻答子由 

平生弱羽寄衝風、此去帰飛識所従。 

好語似珠穿一一、妄心如膜退重重。 

山僧有味寧知子、滝吏無言只笑儂。 

尚有読書清浄業、未容春睡敵千鐘。 

 

■【06-1-068】与朱康叔書 

 

■【06-1-069】与司馬温公書 

 

■【06-1-070】菩薩蛮 

七夕黄州朝天門上二首 

 

其一 

画檐初掛彎彎月。 

孤光未満先憂欠。 

遥認玉簾鉤、天孫梳洗楼。 
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佳人言語好。 

不願求新巧。 

此恨固応知。 

願人無別離。 

 

其二 

風回仙馭雲開扇、 

更闌月堕星河転。 

枕上夢魂驚、 

暁来疏雨零。 

 

相逢雖草草、 

長共天難老。 

終不羨人間。 

人間日似年。 

 

■【06-1-071】陳季常自岐亭見訪、郡中及旧州諸豪争欲邀致之、戯作陳孟公詩一首 

孟公好飲寧論闘、酔後関門防客走。 

不妨閑過左阿君、百謫終為賢太守。 

老居閭裏自浮沈、笑問伯松何苦心。 

忽然載酒従陋巷、為愛揚雄作酒箴。 

長安富児求一過、千金寿君君笑唾。 
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汝家安得客孟公、従来只識陳驚座。 

 

■【06-1-072】与陳季常書 

 

■【06-1-073】定恵院顒師為余竹下開嘯軒 

啼鴂催天明、喧喧相詆譙。 

暗蛩泣夜永、 自相弔。 

飲風蝉至潔、長吟不改調。 

食土蚓無腸、亦自終夕叫。 

鳶貪声最鄙、鵲喜意可料。 

皆縁不平鳴、慟哭等嬉笑。 

阮生已粗率、孫子亦未妙。 

道人開此軒、清坐黙自照。 

衝風振河海、不能号無竅。 

累尽吾何言、風来竹自嘯。 

 

■【06-1-074】和何長官六言次韻 

其一 

作邑君真伯厚、去官我豈曼容。 

一廛願託仁政、六字難賡変風。 

 

其二 

五噫已出東洛、三復願比南容。 
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学道未逢潘盎、草書猶似楊風。 

 

其三 

石渠何須反顧、水駅幸足相容。 

長江大欲見庇、探支八月涼風。 

 

其四 

清風初号地籟、明月自写天容。 

貧家何以娯客、但知抹月批風。 

 

其五 

青山自是絶色、無人誰与為容。 

説向市朝公子、何殊馬耳東風。 

 

■【06-1-075】与参寥子 

 

■【06-1-076】与言上人 

 

■【06-1-077】与陳大夫書 

 

■【06-1-078】繍仏賛 

 

■【06-1-079】与章子厚書 
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■【06-1-080】与仏印 

 

■【06-1-081】与参寥子 

 

■【06-1-082】記赤壁 

 

■【06-1-083】乳母任氏墓誌銘 

 

■【06-1-084】与王慶源 

 

■【06-1-085】次韻子由病酒肺疾発 

憶子少年時、肺病疲坐臥。 

喊呀或終日、勢若風雨過。 

虚陽作浮漲、客冷仍下墮。 

妻孥恐悵望、膾炙不登坐。 

終年禁晩食、半夜発清餓。 

胃強鬲苦満、肺斂腹輒破。 

三彭恣啖嚙、二豎肯逋播。 

寸田可治生、誰勧耕黄糯。 

探懐得真薬、不待君臣佐。 

初如雪花積、漸作桜珠大。 

隔墻聞三嚥、隠隠如転磨。 



自由訳 蘇東坡詩文集抄 

第 6 章：617 
 

自茲失故疾、陽唱陰輒和。 

神仙多歴試、中路或坎坷。 

平生不尽器、痛飲知無奈。 

旧人眼看尽、老伴余幾箇。 

残年一斗粟、待子同舂簸。 

云何不自珍、酔病又一挫。 

真源結梨棗、世味等糠莝。 

耕耘当待穫、願子勤自課。 

相将賦遠遊、仙語不用些。 

 

■【06-1-086】鉄拄杖、并叙 

叙 

柳真齢字安期、閩人也。家宝一鉄拄杖、如榔栗木、牙節宛転天成、中空有簧、行輒微響。柳

云得之浙中、相伝王審知以遺銭鏐、鏐以賜一僧。柳偶得之以遺余、作此詩謝之。 

 

柳公手中黒蛇滑、千年老根生乳節。 

忽聞鏗然爪甲声、四坐驚顧知是鉄。 

含簧腹中細泉語、迸火石上飛星裂。 

公言此物老有神、自昔閩王餉呉越。 

不知流落幾人手、坐看変滅如春雪。 

忽然贈我意安在、両脚未許甘衰歇。 

便尋轍跡訪崆峒、径渡洞庭探禹穴。 

披榛覓薬采芝菌、刺虎鏦蛟擉蛇蠍。 
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会教化作両銭錐、帰来見公未華髪。 

問我鉄君無恙否、取出摩挲向公説。 

 

■【06-1-087】西江月 

世事一場大夢、 

人生幾度秋涼。 

夜来風葉已鳴廊、 

看取眉頭鬢上。 

 

酒賤常愁客少、 

月明多被雲妨。 

中秋誰与共孤光、 

把盞淒然北望。 

 

■【06-1-088】書蘇李詩後 

 

■【06-1-089】与宝月大師 

 

■【06-1-090】勝相院経蔵記 

 

■【06-1-091】自跋勝相院経蔵記 

 

■【06-1-092】中和勝相院記 
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■【06-1-093】与滕達道 

 

■【06-1-094】商君功罪 

 

■【06-1-095】書南史盧度伝 

 

■【06-1-096】与朱康叔書 

 

■【06-1-097】答畢仲挙書 

 

■【06-1-098】顔蠋巧於安貧 

 

■【06-1-099】与章質夫 

 

■【06-1-100】太守徐君猷、通守孟亨之、皆不飲酒、以詩戯之 

孟嘉嗜酒桓温笑、徐邈狂言孟徳疑。 

公独未知其趣爾、臣今時復一中之。 

風流自有高人識、通介寧随薄俗移。 

二子有霊応撫掌、吾孫還有独醒時。 

 

■【06-1-101】菩薩泉銘 
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■【06-1-102】記公択天柱分桃 

 

■【06-1-103】与秦太虚書 

 

■【06-1-104】与李端叔書 

 

■【06-1-105】与王定国書 

 

■【06-1-106】趙先生舎利記 

 

■【06-1-107】書蒲永昇画後 

 

■【06-1-108】石氏画苑記 

 

■【06-1-109】与王元直 

 

■【06-1-110】与杜幾先 

 

■【06-1-111】跋張希甫墓誌後 

 

■【06-1-112】朱元経爐薬 

 

■【06-2-001】子姑神記 
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■【06-2-002】少年遊 

玉肌鉛粉傲秋霜。 

準擬鳳呼凰。 

伶倫不見、 

清香未吐、 

且糠秕吹揚。 

 

到処成双君独隻、 

空無数、 

爛文章。 

一点香檀、 

誰能借箸、 

無復似張良。 

 

■【06-2-003】正月二十日、往岐亭、郡人潘、古、郭三人送余於女王城東禅荘院 

十日春寒不出門、不知江柳已搖村。 

稍聞決決流氷谷、尽放青青没焼痕。 

数畝荒園留我住、半瓶濁酒待君温。 

去年今日関山路、細雨梅花正断魂。 

 

■【06-2-004】黄州隋永安郡 
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■【06-2-005】応夢羅漢記 

 

■【06-2-006】王翊夢鹿剖桃核而得雄黄 

 

■【06-2-007】岐亭道上見梅花、戯贈季常 

蕙死蘭枯菊亦摧、返魂香入嶺頭梅。 

数枝残緑風吹尽、一点芳心雀啅開。 

野店初嘗竹葉酒、江雲欲落豆稭灰。 

行当更向釵頭見、病起烏雲正作堆。 

 

■【06-2-008】蜀僧明操思帰書竜丘子壁 

更厭労生能幾日、莫将帰思擾衰年。 

片雲会得無心否、南北東西只一天。 

 

■【06-2-009】書所獲鏡銘 

 

■【06-2-010】与滕達道 

 

■【06-2-011】四花相似説 

 

■【06-2-012】王文甫達軒評書 

 

■【06-2-013】跋蔡君謨書海会寺記、論君謨書、跋君謨書賦、評楊氏所蔵欧蔡書、跋君謨
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飛白 

 

■【06-2-014】西江月 

竜焙今年絶品、 

谷簾自古珍泉。 

雪芽双井散神仙。 

苗裔来従北苑。 

 

湯発雲腴釅白、 

盞浮花乳軽円。 

人間誰敢更争妍。 

闘取紅窗粉面。 

 

■【06-2-015】減字木蘭花 

天真雅麗、 

容態温柔心性慧。 

響亮歌喉、 

遏住行雲翠不収。 

 

妙詞佳曲、 

囀出新声能断続。 

重客多情、 

満勧金卮玉手擎。 
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■【06-2-016】水竜吟 

似花還似非花、 

也無人惜従教墜。 

抛街傍路、 

思量却是、 

無情有思。 

縈損柔腸、 

困酣嬌眼、 

欲開還閉。 

夢随風万里、 

尋郎去処、又還被、 

鶯呼起。 

 

不恨此花飛尽、 

恨西園、落紅難綴。 

暁来雨過、 

遺蹤何在、 

一池萍砕。 

春色三分、 

二分塵土、 

一分流水。 

細看来、 
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不是楊花、 

点点是離人涙。 

 

■【06-2-017】黄州上文潞公書 

 

■【06-2-018】与杜道源 

 

■【06-2-019】与陳大夫 

 

■【06-2-020】少年遊 

銀塘朱欄麹塵波。 

円緑捲新荷。 

蘭條薦浴、 

菖花醸酒、 

天気尚清和。 

 

好将沈酔酬佳節、 

十分酒、 

一分歌。 

獄草煙深、 

訟庭人悄、 

無吝宴遊過。 
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■【06-2-021】跋子由栖賢堂記後 

 

■【06-2-022】書唐氏六家書後 

 

■【06-2-023】武昌酌菩薩泉送王子立 

送行無酒亦無銭、勧爾一杯菩薩泉。 

何処低頭不見我、四方同此水中天。 

 

■【06-2-024】東坡八首、并叙 

叙 

余至黄州二年、日以困匱、故人馬正卿哀余乏食、為於郡中請故営地数十畝、使得躬耕其

中。地既久荒為茨棘瓦礫之場、而歳又大旱、墾闢辟之労、筋力殆尽。釋耒而嘆、乃作是詩、

自愍其勤、庶幾来歳之入以忘其労焉。 

 

其一 

廃壘無人顧、頽垣満蓬蒿。 

誰能捐筋力、歳晩不償労。 

独有孤旅人、天窮無所逃。 

端来拾瓦礫、歳旱土不膏。 

崎嶇草棘中、欲刮一寸毛。 

喟焉釋耒嘆、我廩何時高。 

 

其二 
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荒田雖浪莽、高庳各有適。 

下隰種秔稌、東原蒔棗栗。 

江南有蜀士、桑果已許乞。 

好竹不難栽、但恐鞭橫逸。 

仍須卜佳処、規以安我室。 

家童焼枯草、走報暗井出。 

一飽未敢期、瓢飲已可必。 

 

其三 

自昔有微泉、来従遠嶺背。 

穿城過聚落、流悪壮蓬艾。 

去為柯氏陂、十畝魚蝦会。 

歳旱泉亦竭、枯萍黏破塊。 

昨夜南山雲、雨到一犁外。 

泫然尋故瀆、知我理荒薈。 

泥芹有宿根、一寸嗟独在。 

雪芽何時動、春鳩行可膾。 

 

其四 

種稲清明前、楽事我能数。 

毛空暗春沢、針水聞好語。 

分秧及初夏、漸喜風葉挙。 

月明看露上、一一珠垂縷。 
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秋来霜穗重、顛倒相撐拄。 

但聞畦隴間、蚱 如風雨。 

新舂便入甑、玉粒照筐筥。 

我久食官倉、紅腐等泥土。 

行当知此味、口腹吾已許。 

 

其五 

良農惜地力、幸此十年荒。 

桑柘未及成、一麦庶可望。 

投種未逾月、覆塊已蒼蒼。 

農夫告我言、勿使苗葉昌。 

君欲富餅餌、要須縦牛羊。 

再拝謝苦言、得飽不敢忘。 

 

其六 

種棗期可剥、種松期可斲。 

事在十年外、吾計亦已愨。 

十年何足道、千載如風雹。 

旧聞李衡奴、此策疑可学。 

我有同舎郎、官居在灊岳。 

遺我三寸甘、照座光卓犖。 

百栽倘可致、当及春氷渥。 

想見竹籬間、青黄垂屋角。 
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其七 

潘子久不調、沽酒江南村。 

郭生本将種、売薬西市垣。 

古生亦好事、恐是押牙孫。 

家有十畝竹、無時客叩門。 

我窮交旧絶、三子独見存。 

従我於東坡、労餉同一餐。 

可憐杜拾遺、事与朱阮論。 

吾師卜子夏、四海皆弟昆。 

 

其八 

馬生本窮士、従我二十年。 

日夜望我貴、求分買山銭。 

我今反累生、借耕輟茲田。 

刮毛亀背上、何時得成氈。 

可憐馬生癡、至今誇我賢。 

衆笑終不悔、施一当獲千。 

 

■【06-2-025】馬正卿守節 

 

■【06-2-026】馬夢得同歳 
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■【06-2-027】与王定国書 

 

■【06-2-028】与章子厚書 

 

■【06-2-029】題織錦図上回文三首 

 

■【06-2-030】書鶏鳴歌 

 

■【06-2-031】雑書琴事十首 

 

■【06-2-032】雑書琴曲十二首 

 

■【06-2-033】与彦正判官 

 

■【06-2-034】送海印禅師偈 

 

■【06-2-035】水調歌頭 

昵昵児女語、 

燈火夜微明。 

恩怨爾汝来去、 

弾指涙和声。 

忽変軒昂勇士、 

一鼓填然作気、 
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千里不留行。 

回首暮雲遠、 

飛絮攪青冥。 

 

衆禽裏、 

真彩鳳、 

独不鳴。 

躋攀寸歩千険、 

一落百尋軽。 

煩子指間風雨、 

置我腸中氷炭、 

起坐不能平。 

推手従帰去、 

無涙与君傾。 

 

■【06-2-036】祭任師中文 

 

■【06-2-037】任師中挽詞 

大任剛烈世無有、疾悪如風朱伯厚。 

小任温毅老更文、聡明慈愛小馮君。 

両任才行不須説、疇昔並友吾先人。 

相看半作晨星没、可憐太白配残月。 

大任先去冢未乾、小任相継呼不還。 
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強寄一樽生死別、樽中有涙酒応酸。 

貴賤賢愚同尽耳、君家不尽縁賢子。 

人間得喪了無憑、只有天公終可倚。 

 

■【06-2-038】答李琮書 

 

■【06-2-039】答李方叔 

 

■【06-2-040】与王正夫朝奉 

 

■【06-2-041】王大年哀詞 

 

■【06-2-042】記王彭論曹劉之沢 

 

■【06-2-043】答呉子野 

 

■【06-2-044】書淵明酬劉柴桑詩 

 

■【06-2-045】跋陶潜詩 

 

■【06-2-046】書鄭君乗絹紙 

 

■【06-2-047】水竜吟 
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小溝東接長江、 

柳堤葦岸連雲際。 

煙村瀟灑、 

人間一閧、 

漁樵早市。 

永昼端居、 

寸陰虚度、 

了成何事。 

但糸蓴玉藕、 

珠秔錦鯉、 

相留恋、 

又経歳。 

 

因念浮邱旧侶、 

慣瑶池、 

羽觴沈酔。 

青鸞歌舞、 

銖衣揺曳、 

壺中天地。 

飄墮人間、 

歩虚声断、 

露寒風細。 

抱素琴、 
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独向銀蟾影裏、 

此懐難寄。 

 

■【06-2-048】与子明兄 

 

■【06-2-049】南郷子 

霜降水痕収。 

浅碧鱗鱗露遠洲。 

酒力漸消風力軟、 

颼颼。 

破帽多情却恋頭。 

 

佳節若為酬、 

但把清尊断送秋。 

万事到頭都是夢、 

休休。 

明日黄花蝶也愁。 

 

■【06-2-050】与王定国 

 

■【06-2-051】集帰去来詩十首、并引 

其一 

命駕欲何向、欣欣春木栄。 



自由訳 蘇東坡詩文集抄 

第 6 章：635 
 

世人無往復、郷老有逢迎。 

雲外流泉遠、風前飛鳥軽。 

相携就衡宇、酌酒話交情。 

 

其二 

渉世恨形役、告休成老夫。 

良欣就帰路、不復向迷途。 

去去径猶菊、行行田欲蕪。 

情親有還往、清酒引罇壺。 

 

其三 

与世不相入、膝琴聊自歓。 

風光帰笑傲、雲物寄遊観。 

言話審無倦、心懷良独安。 

東皐清有趣、植杖日盤桓。 

 

其四 

世事非吾事、駕言帰路尋。 

向時迷有命、今日悟無心。 

庭内菊帰酒、窓前風入琴。 

寓形知已老、猶未倦登臨。 

 

其五 
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雲岫不知遠、巾車行復前。 

僕夫尋老木、童子引清泉。 

矯首独傲世、委心還楽天。 

農夫告春事、扶老向良田。 

 

其六 

富貴良非願、郷関帰去休。 

携琴已尋壑、載酒復経丘。 

翳翳景将入、涓涓泉欲流。 

農夫人不楽、我独与之遊。 

 

其七 

觴酒命童僕、言帰無復留。 

軽車尋絶壑、孤棹入清流。 

乗化欲安命、息交還絶遊。 

琴書楽三径、老矣亦何求。 

 

其八 

帰去復帰去、帝郷安可期。 

鳥還知已倦、雲出欲何之。 

入室還携幼、臨流亦賦詩。 

春風吹独立、不是傲親知。 
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其九 

役役倦人事、来帰車載奔。 

征夫問前路、稚子候衡門。 

入息亦詩策、出遊常酒樽。 

交親書已絶、雲壑自相存。 

 

其十 

寄傲疑今是、求栄感昨非。 

聊欣樽有酒、不恨室無衣。 

丘壑世情遠、田園生事微。 

柯庭還独盼、時有鳥帰飛。 

 

■【06-2-052】楽全先生生日、以鉄拄杖為寿、二首 

其一 

先生真是地行仙、住世因循五百年。 

毎向銅人話疇昔、故教鐵杖闘清堅。 

入懐氷雪生秋思、倚壁蛟竜護昼眠。 

遙想人天会方丈、衆中驚倒野狐禅。 

 

其二 

二年相伴影随身、踏遍江湖草木春。 

擿石旧痕猶作眼、閉門高節欲生鱗。 

畏途自衛真無敵、捷径争先却累人。 
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遠寄知公不嫌重、筆端猶自斡千鈞。 

 

■【06-2-053】与潘三失解後飲酒 

千金敝帚人誰買、半額蛾眉世所妍。 

顧我自為都眊 、憐君欲闘小嬋娟。 

青雲豈易量他日、黄菊猶応似去年。 

酔裏未知誰得喪、満江風月不論銭。 

 

■【06-2-054】記游垂虹亭 

 

■【06-2-055】飲酒説 

 

■【06-2-056】飲酒説 

 

■【06-2-057】聞捷、并引 

引 

元豐四年十月二十二日、謁王文父齊愈於江南。坐上。、得陳季常書報、是月四日、种諤領

兵深入、破殺西夏六万余人、獲馬五千匹。衆喜忭唱楽、各飲一巨觥。 

 

聞説将軍取乞誾、将軍旗鼓捷如神。 

故知無定河辺柳、得共中原雪絮春。 
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■【06-2-058】杭州故人信至斉安 

昨夜風月清、夢到西湖上。 

朝来聞好語、扣戸得呉餉。 

軽円白曬荔、脆釅紅螺醤。 

更将西庵茶、勧我洗江瘴。 

故人情義重、説我必西向。 

一年両僕夫、千里問無恙。 

相期結書社、未怕供詩帳。 

還将夢魂去、一夜到江漲。 

 

■【06-2-059】答陳師仲主簿書 

 

■【06-2-060】題陳吏部詩後 

 

■【06-2-061】跋所書摩利支経後 

 

■【06-2-062】侄安節遠来夜坐三首 

其一 

南来不覚歳崢嶸、坐撥寒灰聴雨声。 

遮眼文書元不読、伴人燈火亦多情。 

嗟予潦倒無帰日、今汝蹉跎已半生。 

免使韓公悲世事、白頭還対短燈檠。 
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其二 

心衰面改痩崢嶸、相見惟応識旧声。 

永夜思家在何処、残年知汝遠來情。 

畏人黙坐成癡鈍、問旧驚呼半死生。 

夢断酒醒山雨絶、笑看飢鼠上燈檠。 

 

其三 

落第汝為中酒味、吟詩我作忍飢声。 

便思絶粒真無策、苦説帰田似不情。 

腰下牛閑方解佩、洲中奴長足為生。 

大弨一弛何縁彀、已覚翻翻不受檠。 

 

■【06-2-063】冬至日贈安節 

我生幾冬至、少小如昨日。 

当時事父兄、上寿拝脱膝。 

十年閲彫謝、白髮催衰疾。 

瞻前惟兄三、顧後子由一。 

近者隔濤江、遠者天一壁。 

今朝復何幸、見此万里姪。 

憶汝総角時、啼笑為梨栗。 

今来能慷慨、志気堅鉄石。 

諸孫行復爾、世事何時畢。 

詩成却超然、老涙不成滴。 
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■【06-2-064】記与安節飲 

 

■【06-2-065】伯父送先人下第帰蜀詩云、人稀野店休安枕、路入霊関穏跨驢。安節将去、

為誦此句、因以為韻、作小詩十四首送之 

其一 

索漠斉安郡、従来著放臣。 

如何風雪裏、更送独帰人。 

 

其二 

痩骨寒将断、衰髯摘更稀。 

未甘為死別、猶恐得生帰。 

 

其三 

日上気暾江、雪晴光眩野。 

記取到家時、鋤耰吾正把。 

 

其四 

月明穿破裘、霜雪渋孤剣。 

帰来閉戸坐、黙数来時店。 

 

其五 

諸兄無可寄、一語会須酬。 
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晩歳倶黄髮、相看万事休。 

 

其六 

故人如念我、為説痩欒欒。 

尚有身為患、已無心可安。 

 

其七 

吾兄喜酒人、今汝亦能飲。 

一杯帰誦此、万事邯鄲枕。 

 

其八 

東阡在何許、寒食江頭路。 

哀哉魏城君、宿草荒新墓。 

 

其九 

臨分亦泫然、不為窮途泣。 

東阡時一到、莫遣牛羊入。 

 

其十 

我夢随汝去、東阡松柏青。 

却入西州門、永愧北山霊。 

 

其十一 
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乞墦何足羨、負米可忘艱。 

莫為無車馬、含羞入剣関。 

 

其十二 

我坐名過実、讙譁自招損。 

汝幸無人知、莫厭家山穏。 

 

其十三 

竹笥与練裙、随時畢婚嫁。 

無事若相思、征鞍還一跨。 

 

其十四 

万里却来日、一庵仍独居。 

応笑謀生拙、団団如磨驢。 

 

■【06-2-066】題子明詩後 

 

■【06-2-067】浣渓沙 

十二月二日雨後微雪、太守徐君猷携酒見過、坐上作浣溪沙三首。明日酒醒、雪大作、又作

二首。 

 

其一 

覆塊青青麦未蘇。 
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江南雲葉暗随車。 

臨皐煙景世間無。 

 

雨脚半收簷断線、 

雪林初下瓦跳珠。 

帰来氷顆乱黏鬚。 

 

其二 

酔夢醺醺暁未蘇。 

門前轆轆使君車。 

扶頭一盞怎生無。 

 

廃圃寒蔬挑翠羽、 

小槽春酒滴真珠。 

清香細細嚼梅鬚。 

 

其五 

万頃風濤不記蘇。 

雪晴江上麦千車。 

但令人飽我愁無。 

 

翠袖倚風縈柳絮、 

絳唇得酒爛桜珠。 
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尊前呵手鑷霜鬚。 

 

■【06-2-068】与陳季常 

 

■【06-2-069】与李公択 

 

■【06-2-070】菩薩蛮 

其一 回文夏閨怨 

柳庭風静人眠昼。 

昼眠人静風庭柳。 

香汗薄衫涼。 

涼衫薄汗香。 

 

手紅氷腕藕。 

藕腕氷紅手。 

郎笑藕糸長。 

長糸藕笑郎。 

 

其二 回文秋閨怨 

井桐双照新妝冷。 

冷妝新照双桐井。 

羞対井花愁。 

愁花井対羞。 
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影孤憐夜永。 

永夜憐孤影。 

楼上不宜秋。 

秋宜不上楼。 

 

■【06-2-071】送牛尾貍与徐使君 

風捲飛花自入帷、一樽遥想破愁眉。 

泥深厭聴鶏頭鶻、酒浅欣嘗牛尾狸。 

通印子魚猶帯骨、披綿黄雀漫多脂。 

殷勤送去煩繊手、為我磨刀削玉肌。 

 

■【06-2-072】雪後到乾明寺遂宿 

門外山光馬亦驚、階前屐歯我先行。 

風花誤入長春苑、雲月長臨不夜城。 

未許牛羊傷至潔、且看鴉鵲弄新晴。 

更須携被留僧榻、待聴催檐瀉竹声。 

 

■【06-2-073】次韻陳四雪中賞梅 

臘酒詩催熟、寒梅雪闘新。 

杜陵休嘆老、韋曲已先春。 

独秀驚凡目、遺英臥逸民。 

高歌対三白、遅暮慰安仁。 
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■【06-2-074】書雪 

 

■【06-2-075】江神子 

大雪懐朱康叔使君、亦知使君之念我也。作江神子以寄之。 

 

黄昏猶是雨繊繊。 

暁開簾。 

欲平檐。 

江闊天低、 

無処認青帘。 

孤坐凍吟誰伴我、 

堦病目、 

撚衰髯。 

 

使君留客酔厭厭。 

水晶塩。 

為誰甜。 

手把梅花、 

東望憶陶潜。 

雪似故人人似雪、 

誰可愛、 

有人嫌。 
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■【06-2-076】蝶恋花 

別酒勧君君一酔。 

清潤潘郎、 

又是何郎壻。 

記取釵頭新利市。 

莫将分付東隣子。 

 

回首長安佳麗地、 

三十年前、 

我是風流帥。 

為向青楼尋旧事、 

花枝欠処余名字。 

 

■【06-2-077】与仏印 

 

■【06-2-078】与滕達道 

 

■【06-2-079】陳太初尸解 

 

■【06-2-080】寒熱偈 

 

■【06-2-081】書孟東野詩 
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■【06-2-082】与任徳翁 

 

■【06-2-083】与楊元素 

 

■【06-2-084】与趙昶晦之 

 

■【06-2-085】与杜孟堅 

 

■【06-2-086】記夢回文二首、并叙 

叙 

十二月二十五日、大雪始晴。夢人以雪水烹小団茶、使美人歌以飲。余夢中為作回文詩、覚

而記其一句云、乱点余花唾碧衫。意用飛燕唾花故事也。乃続之、為二絶句云。 

 

其一 

酡顔玉盌捧繊繊、乱点余花唾碧衫。 

歌咽水雲凝静院、夢驚松雪落空巌。 

 

其二 

空花落尽酒傾缸、日上山融雪漲江。 

紅焙浅瓶新活火、竜団小碾闘晴窗。 

 

■【06-2-087】三 花、并叙 
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叙 

房州通判許安世、以書遺余言、吾州有異人、常戴三 花、莫知其姓名、郡人因以三 花名

之。能作詩、皆神仙意。又能自写真、人有得之者。許欲以一本見恵、乃為作此詩。 

 

学道無成鬢已華、不労千劫漫烝砂。 

帰来且看一宿覚、未暇遠尋三 花。 

両手欲遮瓶裏雀、四條深怕井中蛇。 

画図要識先生面、試問房陵好事家。 

 

■【06-3-001】書欧陽公黄牛廟詩後 

 

■【06-3-002】与陳季常 

 

■【06-3-003】祭堂兄子正文 

 

■【06-3-004】水竜吟 

閭邱大夫孝終公顕嘗守黄州、作棲霞楼、為郡中勝絶。元豊五年、余謫居黄、一月十七日、

夢扁舟江、中流回望、楼中歌楽雑作。舟中人言、公顕方会客也。覚而異之、乃作此詞、公顕

時已致仕在蘇州。 

 

小舟横截春江、 

臥看翠壁紅楼起。 

雲間笑語、 
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使君高会、 

佳人半酔。 

危柱哀絃、 

艶歌余響、 

遏雲縈水。 

念故人老大、 

風流未減、 

独回首、 

烟波裏。 

 

推枕惘然不見、 

但空江、 

月明千里。 

五湖聞道、 

扁舟帰去、 

仍携西子。 

雲夢南州、 

武昌南岸、 

昔遊応記。 

料多情夢裏、 

端来見我、 

也参差是。 
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■【06-3-005】正月二十日、与潘、郭二生出郊尋春、忽記去年是日同至女王城作詩、乃和

前韻 

東風未肯入東門、走馬還尋去歳春。 

人似秋鴻来有信、事如春夢了無痕。 

江城白酒三杯釅、野老蒼顔一笑温。 

已約年年為此会、故人不用賦招魂。 

 

■【06-3-006】是日、偶至野人汪氏之居、有神降於其室、自称天人李全、字徳通。善篆字、

用筆奇妙、而字不可識、云、天篆也。与予言、有所会者。復作一篇、仍用前韻 

酒渇思茶漫扣門、那知竹裏是仙村。 

已聞亀策通神語、更看竜蛇落筆痕。 

色瘁形枯応笑屈、道存目撃豈非温。 

帰来独掃空斎臥、猶恐微言入夢魂。 

 

■【06-3-007】天篆記 

 

■【06-3-008】浚井 

古井没荒萊、不食誰為惻。 

瓶罌下両綆、蛙蚓飛百尺。 

腥風被泥滓、空響聞点滴。 

上除青青芹、下洗鑿鑿石。 

沾濡愧童僕、杯酒暖寒栗。 

白水漸泓渟、青天落寒碧。 
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云何失旧穢、底処来新潔。 

井在有無中、無来亦無失。 

 

■【06-3-009】紅梅三首 

其一 

怕愁貪睡独開遅、自恐氷容不入時。 

故作小紅桃杏色、尚余孤痩雪霜姿。 

寒心未肯随春態、酒暈無端上玉肌。 

詩老不知梅格在、更看緑葉与青枝。 

 

其二 

雪裏開花却是遅、何如独占上春時。 

也知造物含深意、故与施朱発妙姿。 

細雨裛残千顆涙、軽寒痩損一分肌。 

不応便雑妖桃杏、数点微酸已著枝。 

 

其三 

幽人自恨探春遅、不見檀心未吐時。 

丹鼎奪胎那是宝、玉人 頬更多姿。 

抱叢暗蕊初含子、落盞穠香已透肌。 

乞与徐熙新画様、竹間璀璨出斜枝。 

 

■【06-3-010】定風波 
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好睡慵開莫厭遅、 

自憐冰臉不時宜。 

偶作小紅桃杏色、 

閑雅、 

尚余孤痩雪霜姿。 

 

休把閑心随物態、 

何事、 

酒生微暈沁瑤肌。 

詩老不知梅格在、 

吟詠、 

更看緑葉与青枝。 

 

■【06-3-011】武昌西山題名 

 

■【06-3-012】次韻子由寄題孔平仲草庵 

逢人欲覓安心法、到処先為問道庵。 

盧子不須従若士、蓋公当自過曹参。 

羨君美玉経三火、笑我枯桑困八蠶。 

猶喜大江同一味、故応千里共清甘。 

 

■【06-3-013】二虫 

君不見、水馬児、歩歩逆流水、 
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大江東流日千里、此虫趯趯長在此。 

君不見、鷃濫堆、決起随衝風、 

随風一去宿何許、逆風還落蓬蒿中。 

二虫愚智倶莫測、江辺一笑無人識。 

 

■【06-3-014】満庭芳 

蝸角虚名、 

蠅頭微利、 

算来著甚幹忙。 

事皆前定、 

誰弱又誰強。 

且趁閑身未老、 

尽放我、 

些子疏狂。 

百年裏、 

渾教是酔、 

三万六千場。 

 

思量。 

能幾許、 

憂愁風雨、 

一半相妨。 

又何須、 
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抵死説短論長。 

幸対清風皓月、 

苔茵展、 

雲幕高張。 

江南好、 

千鐘美酒、 

一曲満庭芳。 

 

■【06-3-015】与子安兄 

 

■【06-3-016】雪堂記 

 

■【06-3-017】与李通叔 

 

■【06-3-018】江神子 

陶淵明以正月五日遊斜川、臨流班座、顧瞻南阜、愛曾城之独秀、乃作斜川詩、至今使人想

見其処。元豊壬戌之春、余躬耕於東坡、築雪堂居之。南挹四望亭之後丘、西控北山之微泉、

概然而歎、此亦斜川之遊。 

 

夢中了了酔中醒。 

只淵明、 

是前生。 

走遍人間、 
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依旧却躬耕。 

昨夜東坡春雨足、 

烏鵲喜、 

報新晴。 

 

雪堂西畔暗泉鳴。 

北山傾、 

小溪橫。 

南望亭丘、 

孤秀聳曾城。 

都是斜川当日景、 

吾老矣、 

寄余齢。 

 

■【06-3-019】陳季常見過三首 

其一 

仕宦常畏人、退居還喜客。 

君来輒館我、未覚雞黍窄。 

東坡有奇事、已種十畝麦。 

但得君眼青、不辞奴飯白。 

 

其二 

送君四十里、只使一帆風。 
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江辺千樹柳、落我酒杯中。 

此行非遠別、此楽固無窮。 

但願長如此、来往一生同。 

 

其三 

聞君開亀軒、東檻俯喬木。 

人言君畏事、欲作亀頭縮。 

我知君不然、朝飯仰暘谷。 

余光幸分我、不死安可独。 

 

■【06-3-020】柏石図詩、并叙 

叙 

陳公弼家蔵柏石図、其子慥季常伝宝之。東坡居士作詩、以為之銘。 

 

柏生両石間、天命本如此。 

雖雲生之艱、与石相終始。 

韓子俯仰人、但愛平地美。 

土膏雑糞壤、成壊幾何耳。 

君看此槎牙、豈有可移理。 

蒼竜転玉骨、黑虎抱金柅。 

画師亦可人、使我毛発起。 

当年落筆意、正欲譏韓子。 
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■【06-3-021】謝人恵雲巾方舄二首 

其一 

燕尾称呼理未便、剪裁雲葉却天然。 

無心只是青山物、覆頂宜帰紫府仙。 

転覚周家新様俗、未容陶令旧名伝。 

鹿門佳士勤相贈、黒霧玄霜合比肩。 

 

其二 

胡鞾短靿格粗疏、古雅無如此様殊。 

妙手不労盤作鳳、軽身只欲化為鳧。 

魏風褊倹堪羞葛、楚客豪華可笑珠。 

擬学梁家名解脱、便於禅坐作跏趺。 

 

■【06-3-022】丹石硯銘、并叙 

 

■【06-3-023】満江紅 

憂喜相尋、 

風雨過、 

一江春緑。 

巫峽夢、 

至今空有、 

乱山屏簇。 

何似伯鸞携徳耀、 
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簞瓢未足清歓足。 

漸粲然、 

光彩照階庭、 

生蘭玉。 

 

幽夢裏、 

伝心曲。 

腸断処、 

憑他続。 

文君婿知否、 

笑君卑辱。 

君不見周南歌漢広、 

天教夫子休喬木。 

便相将、 

左手抱琴書、 

雲間宿。 

 

■【06-3-024】答李昭玘書 

 

■【06-3-025】書淵明飲酒詩後 

 

■【06-3-026】書淵明乞食詩後 
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■【06-3-027】寒食雨二首 

其一 

自我来黄州、已過三寒食。 

年年欲惜春、春去不容惜。 

今年又苦雨、両月秋蕭瑟。 

臥聞海棠花、泥汚燕脂雪。 

暗中偸負去、夜半真有力。 

何殊病少年、病起頭已白。 

 

其二 

春江欲入戸、雨勢来不已。 

小屋如漁舟、濛濛水雲裏。 

空庖煮寒菜、破竈焼湿葦。 

那知是寒食、但見烏銜紙。 

君門深九重、墳墓在万里。 

也擬哭途窮、死灰吹不起。 

 

■【06-3-028】徐使君分新火 

臨皐亭中一危坐、三見清明改新火。 

溝中枯木応笑人、鑚斫不然誰似我。 

黄州使君憐久病、分我五更紅一朶。 

従来破釜躍江魚、只有清詩嘲飯顆。 

起携蠟炬繞空屋、欲事烹煎無一可。 
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為公分作無尽燈、照破十方昏暗鎖。 

 

■【06-3-029】定風波 

莫聴穿林打葉声、 

何妨吟嘯且徐行。 

竹杖芒鞋軽勝馬、 

誰怕。 

一蓑烟雨任平生。 

 

料峭春風吹酒醒、 

微冷、 

山頭斜照卻相迎。 

回首向来蕭瑟処、 

帰去、 

也無風雨也無晴。 

 

■【06-3-030】游沙湖 

山下蘭芽短浸溪、 

松間沙路淨無泥、 

蕭蕭暮雨子規啼。 

 

誰道人生無再少、 

君看流水尚能西。 
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休将白髮唱黄鷄。 

 

■【06-3-031】書田 

 

■【06-3-032】書呂道人硯 

 

■【06-3-033】与陳季常 

 

■【06-3-034】単龐二医 

 

■【06-3-035】西江月 

照野弥弥浅浪、 

横空隠隠層霄。 

障泥未解玉驄驕。 

我欲酔眠芳草。 

 

可惜一溪風月、 

莫教踏砕瓊瑤。 

解鞍欹枕緑楊橋。 

杜宇一声春暁。 

 

■【06-3-036】次韻答元素、并引 

引 
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余旧有贈元素詞云、天涯同是傷流落。元素以為今日之先兆、且悲当時六客之存亡。六客

蓋張子野、劉孝叔、陳令挙、李公沢及元素与余也。 

 

不愁春尽絮随風、但喜丹砂入頬紅。 

流落天涯先有讖、摩挲金狄会当同。 

蘧蘧未必都非夢、了了方知不落空。 

莫把存亡悲六客、已将地獄等天宮。 

 

■【06-3-037】臨江仙 

詩句端来磨我鈍、 

鈍錐不解生鋩。 

歓顔為我解冰霜。 

酒闌清夢覚、 

春草満池塘。 

 

応念雪堂坡下老、 

昔年共采芸香。 

功成名遂早還郷。 

回車来過我、 

我喬木擁千草。 

 

■【06-3-038】二紅飯 
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■【06-3-039】与仏印 

 

■【06-3-040】怪石供 

 

■【06-3-041】後怪石供 

 

■【06-3-042】哨遍 

為米折腰、 

因酒棄家、 

口体交相累。 

帰去来、 

誰不遣君帰。 

覚従前皆非今是。 

露未晞、 

征夫指予帰路、 

門前笑語喧童稚。 

嗟旧菊都荒、 

新松暗老、 

吾年今已如此。 

但小窓容膝閉柴扉、 

策杖看孤雲暮鴻飛。 

雲出無心、 

鳥倦知還、 
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本非有意。 

 

噫帰去来兮、 

我今忘我兼忘世。 

親戚無浪語、 

琴書中有真味。 

歩翠麓崎嶇、 

泛溪窈窕、 

涓涓暗谷流春水。 

観草木欣栄、 

幽人自感、 

吾生行且休矣。 

念寓形宇内復幾時、 

不自覚皇皇欲何之。 

委吾心、 

去留誰計。 

神仙知在何処。 

富貴非吾願。 

但知臨水登山嘯詠、 

自引壺觴自酔。 

此生天命更何疑、 

且乗流、 

遇坎還止。 
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■【06-3-043】与朱康叔 

 

■【06-3-044】蜜酒歌、并叙 

叙 

西蜀道士楊世昌、善作蜜酒、絶醇釅。余既得其方、作此歌遺之。 

 

真珠為漿玉為醴、六月田夫汗流泚。 

不如春甕自生香、蜂為耕耘花作米。 

一日小沸魚吐沫、二日眩転清光活。 

三日開甕香満城、快瀉銀瓶不須撥。 

百銭一斗濃無声、甘露微濁醍醐清。 

君不見南園采花蜂似雨、天教釀酒酔先生。 

先生年来窮到骨、問人乞米何曽得。 

世間万事真悠悠、蜜蜂大勝監河侯。 

 

■【06-3-045】又一首答二猶子与王郎見和 

脯青苔、炙青蒲、爛蒸鵝鴨乃瓠壺。 

煮豆作乳脂為酥、高焼油燭斟蜜酒、貧家百物初何有。 

古来百巧出窮人、搜羅仮合乱天真。 

詩書与我為曲蘗、醞釀老夫成搢紳。 

質非文是終難久、脱冠還作扶犁叟。 

不如蜜酒無燠寒、冬不加甜夏不酸。 
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老夫作詩殊少味、愛此三篇如酒美。 

封胡羯末已可憐、不知更有王郎子。 

 

■【06-3-046】与滕達道 

 

■【06-3-047】帰来引送王子立帰筠州 

帰去来兮、世不汝求胡不帰。 

洶北望之橫流兮、渺西顧之塵霏。 

紛野馬之決驟兮、幸余首之未鞿。 

出彭城而南騖兮、眷丘壟而増欷。 

乱清淮而俯鑒兮、驚昔容之是非。 

念東坡之遺老兮、軽千里而款余扉。 

共雪堂之清夜兮、攬明月之余輝。 

曽雞黍之未熟兮、嘆空室之伊威。 

我挽袖而莫留兮、僕夫在門歌式微。 

帰去来兮、路渺渺其何極。 

将税駕於何許兮、北江之南、南江之北。 

于此有人兮、儼峨峨其豊碩。 

孰居約而爾肥兮、非糠覈其何食。 

久抱一而不試兮、愈温温而自克。 

吾居世之荒浪兮、視昏昏而聴黙黙。 

非之子莫振吾過兮、久不見恐自賊。 

吾欲往而道無由兮、子何畏而不即。 
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将以彼為玉人兮、以子為之璞也。 

 

■【06-3-048】与李公択書 

 

■【06-3-049】謝陳季常惠一 巾 

夫子胸中万斛寬、此巾何事小団団。 

半升僅漉淵明酒、二寸纔容子夏冠。 

好戴黄金双得勝、休教白苧一生酸。 

臂弓腰箭何時去、直上陰山取可汗。 

 

■【06-3-050】贈黄山人 

面頬照人元自赤、眉毛覆眼見来烏。 

倦遊不擬談玄牝、示病何妨出白鬚。 

絶学已生真定恵、説禅長笑老浮屠。 

東坡若肯三年住、親与先生看薬爐。 

 

■【06-3-051】問大冶長老乞桃花茶栽東坡 

周詩記苦荼、茗飲出近世。 

初縁厭粱肉、仮此雪昏滞。 

嗟我五畝園、桑麦苦蒙翳。 

不令寸地閑、更乞茶子蓺。 

飢寒未知免、已作太飽計。 

庶将通有無、農末不相戻。 
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春来凍地裂、紫筍森已鋭。 

牛羊煩訶叱、筐筥未敢睨。 

江南老道人、歯髪日夜逝。 

他年雪堂品、空記桃花裔。 

 

■【06-3-052】題温庭筠湖陰曲後 

 

■【06-3-053】次韻孔毅甫久旱已而甚雨三首 

其一 

飢人忽夢飯甑溢、夢中一飽百憂失。 

只知夢飽本来空、未悟真飢定何物。 

我生無田食破硯、爾來硯枯磨不出。 

去年太歳空在酉、傍舍壺漿不容乞。 

今年旱勢復如此、歳晩何以黔吾突。 

青天蕩蕩呼不聞、況欲稽首号泥仏。 

甕中蜥蜴尤可笑、跂跂脈脈何等秩。 

陰陽有時雨有数、民是天民天自恤。 

我雖窮苦不如人、要亦自是民之一。 

形容可似喪家狗、未肯弭耳争投骨。 

倒冠落幘謝朋友、独与蚊雷共圭蓽。 

故人嗔我不開門、君視我門誰肯屈。 

可憐明月如潑水、夜半清光翻我室。 

風従南来非雨候、且為疲人洗烝鬱。 
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褰裳一和快哉謠、未暇飢寒念明日。 

 

其二 

去年東坡拾瓦礫、自種黄桑三百尺。 

今年刈草蓋雪堂、日炙風吹面如墨。 

平生懶惰今始悔、老大勧農天所直。 

沛然例賜三尺雨、造物無心怳難測。 

四方上下同一雲、甘霔不為竜所隔。 

蓬蒿下湿迎暁耒、燈火新涼催夜織。 

老夫作罷得甘寝、臥聴墻東人響屐。 

奔流未已坑谷平、折葦枯荷恣漂溺。 

腐儒粗糲支百年、力耕不受衆目憐。 

破陂漏水不耐旱、人力未至求天全。 

会当作塘径千歩、橫断西北遮山泉。 

四隣相率助挙杵、人人知我囊無銭。 

明年共看決渠雨、飢飽在我寧関天。 

誰能伴我田間飲、酔倒惟有支頭磚。 

 

其三 

天公号令不再出、十日愁霖並為一。 

君家有田水冒田、我家無田憂入室。 

不如西州楊道士、万里随身惟両膝。 

沿流不悪泝亦佳、一葉扁舟任飄突。 
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山芎麦麹都不用、泥行露宿終無疾。 

夜来飢腸如転雷、旅愁非酒不可開。 

楊生自言識音律、洞簫入手清且哀。 

不須更待秋井塌、見人白骨方銜杯。 

 

■【06-3-054】魚蛮子 

江淮水為田、舟楫為室居。 

魚蝦以為粮、不耕自有余。 

異哉魚蛮子、本非左衽徒。 

連排入江住、竹瓦三尺廬。 

於焉長子孫、戚施且侏儒。 

擘水取魴鯉、易如拾諸途。 

破釜不著塩、雪鱗芼青蔬。 

一飽便甘寝、何異獺与狙。 

人間行路難、踏地出賦租。 

不如魚蛮子、駕浪浮空虚。 

空虚未可知、会当算舟車。 

蛮子叩頭泣、勿語桑大夫。 

 

■【06-3-055】洞仙歌 

叙 

僕七歳時、見眉山老尼、姓朱、忘其名、年九十余、自言、嘗随其師入蜀主孟昶宮中。一日、

大熱、蜀主与花蕊夫人夜起避暑摩訶池上、作一詞、朱具能記之。今四十年、朱已死、人無
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知此詞者。独記其首両句。暇日尋味、豈洞仙歌令乎、乃為足之云。 

 

冰肌玉骨、 

自清涼無汗。 

水殿風来暗香満。 

繍簾開、 

一点明月窺人、 

人未寝、 

敧枕釵橫鬢乱。 

 

起来携素手、 

庭戸無声、 

時見疏星渡河漢。 

試問夜如何、 

夜已三更、 

金波淡、 

玉縄低転。 

但屈指、 

西風幾時来、 

又不道、 

年暗中偸換。 

 

■【06-3-056】題伯父謝啓後 
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■【06-3-057】赤壁賦 

壬戌之秋、七月既望、蘇子与客汎舟游于赤壁之下。 

清風徐来、水波不興、挙酒属客、誦明月之詩、歌窈窕之章。 

少焉、月出於東山之上、徘徊於斗牛之間、白露橫江、水光接天、縦一葦之所如、凌万頃之

茫然。 

浩浩乎如憑虚御風、而不知其所止、飄飄乎如遺世独立、羽化而登仙。 

於是飲酒楽甚、扣舷而歌之。 

歌曰、桂棹兮蘭槳、撃空明兮泝流光。 

渺渺兮余懷、望美人兮天一方。 

客有吹洞簫者、倚歌而和之、其声嗚嗚然、如怨、如慕、如泣、如訴、余音嫋嫋、不絶如縷。 

舞幽壑之潛蛟、泣孤舟之嫠婦。 

蘇子愀然、正襟危坐、而問客曰、何為其然也。 

客曰、月明星稀、烏鵲南飛、此非曺孟德之詩乎。 

西望夏口、東望武昌、山川相繆、鬱乎蒼蒼、此非孟德之困於周郎者乎。 

方其破荊州、下江陵、順流而東也、舳艫千里、旌旗蔽空、釃酒臨江、橫槊賦詩、固一世之雄

也、而今安在哉。 

況吾与子漁樵於江渚之上、侶魚鰕而友麋鹿、駕一葉之扁舟、挙匏罇以相属、寄蜉蝣於天

地、渺滄海之一粟。 

哀吾生之須臾、羨長江之無窮。 

挟飛仙以遨游、抱明月而長終。 

知不可乎驟得、託遺響於悲風。 

蘇子曰、客亦知夫水与月乎。 
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逝者如斯、而未嘗往也、盈虚者如彼、而卒莫消長也、 

蓋将自其変者而観之、則天地曾不能以一瞬、自其不変者而観之、則物与我皆無尽也、而

又何羨乎。 

且夫天地之間、物各有主、苟非吾之所有、雖一毫而莫取。 

惟江上之清風、与山間之明月、耳得之而為声、目遇之而成色、取之無禁、用之不竭、是造

物者之無尽蔵也、而吾与子之所共食。 

客喜而笑、洗盞更酌。 

肴核既尽、杯盤狼籍、相与枕藉乎舟中、不知東方之既白。 

 

■【06-3-058】念奴嬌 

大江東去、 

浪淘尽、 

千古風流人物。 

故壘西辺、 

人道是、 

三国周郎赤壁。 

乱石崩雲、 

驚濤裂岸、 

捲起千堆雪。 

江山如画、 

一時多少豪傑。 

 

遙想公瑾当年、 
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小喬初嫁了、 

雄姿英発。 

羽扇綸巾、 

談笑間、 

強虜灰飛煙滅。 

故国神遊、 

多情応笑我、 

早生華髮。 

人間如夢、 

一樽還酹江月。 

 

■【06-3-059】夜坐与邁聯句 

清風来無辺、明月翳復吐。（自） 

松声満虚空、竹影侵半戸。（邁） 

暗枝有驚鵲、壊壁鳴飢鼠。（自） 

露葉耿高梧、風螢落空廡。（邁） 

微涼感団扇、古意歌白紵。（自） 

楽哉今夕遊、獲此陪杖屨。（邁） 

伝家詩律細、已自過宗武。 

短詩膝上成、聊以慰懐祖。（自） 

 

■【06-3-060】次韻和王鞏六首 

其一 
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君談陽朔山、不作一銭直。 

巌蔵両頭蛇、瘴落千仞翼。 

雅宜驩兜放、頗訝虞舜陟。 

暫来已可畏、覧鏡憂面黒。 

況子三年囚、苦霧変飲食。 

吉人終不死、仰荷天地徳。 

我来黄岡下、欹枕江流碧。 

江南武昌山、向我如咫尺。 

春蔬黄土軟、凍筍蒼崖坼。 

茲行我累君、乃反得安宅。 

遙知丹穴近、為斸勾漏石。 

他年分刀圭、名字掛仙籍。 

 

其二 

少年帯刀剣、但識従軍楽。 

老大服犁鋤、解佩付鎔鑠。 

雖無献捷功、会賜力田爵。 

敲氷春搗紙、刈葦秋織箔。 

櫟林斬冬炭、竹塢収夏籜。 

四時俯有取、一飽天所酢。 

君生紈綺間、欲学非其脚。 

左右玉繊繊、束薪誰為縛。 

勿令聞此語、翠黛 将悪。 
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笑我一間茅、婦姑紛六鑿。 

 

其三 

欲結千年実、先摧二月花。 

故教窮到骨、要使寿無涯。 

久已逃天網、何須服日華。 

賓州在何処、為子上棲霞。 

 

其四 

隣裏有異趣、何妨傾蓋新。 

殊方君莫厭、数面自成親。 

黙坐無余事、回光照此身。 

他年赤墀下、玉立看垂紳。 

 

其五 

平生我亦軽余子、晩歳人誰念此翁。 

巧語屡曽遭薏苡、痩詞聊復托芎藭。 

子還可責同元亮、妻却差賢勝敬通。 

若問我貧天所賦、不因遷謫始囊空。 

 

其六 

君家玉臂貫銅青、下客何時見目成。 

勤把鉛黄記宮様、莫教弦管作蛮声。 
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熏衣漸歎衙香少、擁髻遙憐夜語清。 

記取北帰携過我、南江風浪雪山傾。 

 

■【06-3-061】念奴嬌 

憑高眺遠、 

見長空万里、 

雲無留跡。 

桂魄飛来光射処、 

冷浸一天秋碧。 

玉宇瓊楼、 

乗鶯来去、 

人在清涼国。 

江山如画、 

望中煙樹歴歴。 

 

我酔拍手狂歌、 

挙杯邀月、 

対影成三客。 

起舞徘徊風露下、 

今夕不知何夕。 

便欲乗風、 

翻然帰去、 

何用騎鵬翼。 
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水晶宮裏、 

一声吹断橫笛。 

 

■【06-3-062】与毅父宣徳 

 

■【06-3-063】酔蓬莱 

笑労生一夢、 

羈旅三年、 

又還重九。 

華髮蕭蕭、 

対荒園掻首。 

頼有多情、 

好飲無事、 

似古人賢守。 

歳歳登高、 

年年落帽、 

物華依旧。 

 

此会応須爛酔、 

仍把紫菊茱萸、 

細看重嗅。 

搖落霜風、 

有手栽双柳。 
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来歳今朝、 

為我西顧、 

酹羽觴江口。 

会与州人、 

飲公遺愛、 

一江醇酎。 

 

■【06-3-064】記夢賦詩 

 

■【06-3-065】後赤壁賦 

是歳十月之望、歩自雪堂、将帰於臨皐。 

二客従予、過黄泥之坂。 

霜露既降、木葉尽脱、人影在地、仰見明月、顧而楽之、行歌相答。 

已而歎曰、有客無酒、有酒無肴、月白風清、如此良夜何。 

客曰、今者薄暮、挙網得魚、巨口細鱗、状如松江之鱸。 

顧安所得酒乎。 

帰而謀諸婦。 

婦曰、我有斗酒、蔵之久矣、以待子不時之需。 

於是携酒与魚、復遊於赤壁之下。 

江流有声、断岸千尺、山高月小、水落石出。 

曽日月之幾何、而江山不可復識矣。 

予乃攝衣而上、履巉巌、披蒙茸、踞虎豹、登虬竜、攀棲鶻之危巣、俯馮夷之幽宮。 

葢二客不能従焉。 
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劃然長嘯、草木震動、山鳴谷応、風起水湧。 

予亦悄然而悲、肅然而恐、凜乎其不可留也。 

反而登舟、放乎中流、聴其所止而休焉。 

時夜将半、四顧寂寥。 

適有孤鶴、橫江東来。 

翅如車輪、玄裳縞衣、戛然長鳴、掠予舟而西也。 

須臾客去、予亦就睡。 

夢一道士、羽衣蹁躚、過臨皐之下、揖予而言曰、赤壁之遊楽。 

問其姓名、俛而不答。 

嗚呼噫嘻、我知之矣。 

疇昔之夜、飛鳴而過我者、非子也耶。 

道士顧笑、予亦驚寤。 

開戸視之、不見其処。 

 

■【06-3-066】帖贈楊世昌 

 

■【06-3-067】弔李台卿、并叙 

叙 

李台卿、字明仲、廬州人。貌陋甚、性介不群、而博学強記、罕見其比。好左氏、有史学、考

正同異、多所発明。知天文律曆、千歳之日可坐数也。軾謫居黄州、台卿為麻城主簿、始識

之。既罷居於廬、而曹光州演甫以書報其亡。台卿、光州之妻党也。 

 

我初未識君、人以君為笑。 
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垂頭老鶴雀、煙雨霾七竅。 

敝衣来過我、危坐若持釣。 

褚裒半面新、鬷蔑一語妙。 

徐徐渉其瀾、極望不得徼。 

却観元嫵媚、士固難軽料。 

看書眼如月、罅隙靡不照。 

我老多遺忘、得君如再少。 

従橫通雑芸、甚博且知要。 

所恨言無文、至老幽不耀。 

其生世莫識、已死誰復弔。 

作詩遺故人、庶解俗子譙。 

 

■【06-3-068】曹既見和復次韻 

造物本児嬉、風噫雷電笑。 

誰令妄驚怪、失匕号万竅。 

人人走江湖、一一操網釣。 

偶然連六鼇、便謂此手妙。 

空令任公子、三歳蹲海徼。 

長貧固不辞、一死実未料。 

難将蓍草算、除用仏眼照。 

何人嗣家学、恨子児尚少。 

嗟我与曹君、衰老世不要。 

空言今無救、奇志後必耀。 
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吟公五字詩、義重千金弔。 

收蔵慎勿出、免使群児譙。 

 

■【06-3-069】弔徐德占、并引 

引 

余初不識徳占、但聞其初為呂恵卿所薦、以処士用。元豊五年三月、偶以事至蘄水。徳占聞

余在伝舎、恵然見訪、与之語、有過人者。是歳十月、聞其遇禍、作詩弔之。 

 

美人種松柏、欲使低映門。 

栽培雖易長、流悪病其根。 

哀哉歳寒姿、骯髒誰与倫。 

竟為明所誤、不免刀斧痕。 

一遭児女汚、始覚山林尊。 

従来覓棟梁、未免傍籬藩。 

南山隔秦嶺、千樹竜蛇奔。 

大廈若果傾、万牛何足言。 

不然老巌壑、合抱枝生孫。 

死者不可悔、吾将遺後昆。 

 

■【06-3-070】答李方叔 

 

■【06-3-071】跋李康年篆心経後 
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■【06-3-072】李委吹笛、並引 

引 

元豊五年十二月十九日、東坡生日也。置酒赤壁磯下、踞高峰、俯鵲巣。酒酣、笛声起於江

上。客有郭、古二生、頗知音、謂坡曰、笛声有新意、非俗工也。使人問之、則進士李委、聞

坡生日、作新曲曰鶴南飛以献。呼之使前、則青巾紫裘要笛而已。既奏新曲、又快作数弄、

嘹然有穿雲裂石之声。坐客皆引満酔倒。委袖出嘉紙一幅、曰、吾無求於公、得一絶句足

矣。坡笑而従之。 

 

山頭孤鶴向南飛、載我南遊到九嶷。 

下界何人也吹笛、可憐時復犯亀茲。 

 

■【06-3-073】酔翁操、并引 

引 

瑯邪幽谷、山水奇麗、泉鳴空澗、若中音会。酔翁喜之、把酒臨聴、輒欣然忘帰。既去十余年、

而好奇之士沈遵聞之、往游焉。以琴写其声、曰酔翁操、節奏疏宕而音指華暢、知琴者以為

絶倫。然有其声而無其辞、翁雖為作歌、而与琴声不合。又依楚辞作酔醉翁、好事者亦倚其

辞以製曲、雖粗合均度、而琴声為辞繩約、非天成也。後三十余年、翁既捐館舎、而遵亦没

久矣。有廬山玉澗道人崔閑、特妙于琴、恨此曲之無辞、乃譜其声、而請於東坡居士以補之

云。 

 

瑯然、 

清圜、 

誰弾、 
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響空山、 

無言。 

惟翁酔中知其天。 

月明風露娟娟。 

人未眠、 

荷蕢過山前、 

曰有心也哉此賢。 

酔翁嘯詠、 

声和流泉。 

酔翁去後、 

空有朝吟夜怨、 

山有時而童 、 

水有時而回川。 

思翁無歳年、 

翁今為飛仙、 

此意在人間、 

試聴徽外三両弦。 

 

■【06-3-074】答濠州陳章朝請 

 

■【06-3-075】与蹇授之 

 

■【06-3-076】与上官彝 
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■【06-3-077】題所書帰去来詞後 

 

■【06-3-078】与陳大夫 

 

■【06-3-079】与子明兄 

 

■【06-3-080】書贈王十六 

 

■【06-3-081】黄泥坂詞 

出臨皐而東騖兮、 

並叢祠而北転。 

走雪堂之陂陀兮、 

歴黄泥之長阪。 

大江洶以左繚兮、 

渺雲濤之舒巻。 

草木層累而右附兮、 

蔚柯丘之葱蒨。 

余旦往而夕還兮、 

歩徙倚而盤桓。 

雖信美不可居兮、 

苟 余於一盼。 

余幼好此奇服兮、 
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襲前人之詭幻。 

老更変而自哂兮、 

悟驚俗之来患。 

釈宝璐而被繒絮兮、 

雑市人而無弁。 

路悠悠其莫往来兮、 

守一席而窮年。 

時遊歩而遠覽兮、 

路窮尽而旋反。 

朝嬉黄泥之白雲兮、 

暮宿雪堂之青煙。 

喜魚鳥之莫余驚兮、 

幸樵蘇之我嫚。 

初被酒以行歌兮、 

忽放杖而酔偃。 

草為茵而塊為枕兮、 

穆華堂之清晏。 

紛墜露之湿衣兮、 

升素月之団団。 

感父老之呼覚兮、 

恐牛羊之予踐。 

於是蹶然而起、 

起而歌曰、 
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月明兮星稀、 

迎余往兮餞余帰。 

歳既晏兮草木腓、 

帰来帰来兮、 

黄泥不可以久嬉。 

 

■【06-4-001】正月三日点燈会客 

江上東風浪接天、苦寒無頼破春妍。 

試開雲夢羔児酒、快瀉銭塘薬玉船。 

蠶市光陰非故国、馬行燈火記当年。 

冷煙湿雪梅花在、留得新春作上元。 

 

■【06-4-002】唐画羅漢賛 

 

■【06-4-003】六年正月二十日、復出東門、仍用前韻 

乱山環合水侵門、身在淮南尽処村。 

五畝漸成終老計、九重新掃旧巣痕。 

豈惟見慣沙鴎熟、已覚来多釣石温。 

長与東風約今日、暗香先返玉梅魂。 

 

■【06-4-004】口目相語 

 

■【06-4-005】次韻孔毅甫集古人句見贈五首 
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其一 

羨君戯集他人詩、指呼市人如使児。 

天辺鴻鵠不易得、便令作対随家雞。 

退之驚笑子美泣、問君久仮何時帰。 

世間好句世人共、明月自満千家墀。 

 

其二 

紫駝之峰人莫識、雑以雞豚真可惜。 

今君坐致五侯鯖、尽是猩脣与熊白。 

路傍拾得半段槍、何必開爐鑄矛戟。 

用之如何在我耳、入手当令君喪魄。 

 

其三 

天下幾人学杜甫、誰得其皮与其骨。 

画如太華当我前、跛●欲上驚 。 ［●は牛＋羊］ 

名章俊語紛交衡、無人巧会当時情。 

前生子美只君是、信手拈得倶天成。 

 

其四 

詩人雕刻閑草木、搜抉肝腎神応哭。 

不如黙誦千万首、左抽右取談笑足。 

夜吟石鼎声悲秋、可憐好事劉与侯。 

何当一酔百不問、我欲眠矣君帰休。 
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其五 

膏明蘭臭倶自焚、象牙翠羽戕其身。 

多言自古為数窮、微中有時堪解紛。 

癡人但数羊羔児、不知何者是左慈。 

千章万句卒非我、急走捉君応已遅。 

 

■【06-4-006】食柑 

一双羅帕未分珍、林下先嘗愧逐臣。 

露葉霜枝剪寒碧、金盤玉指破芳辛。 

清泉蔌蔌先流歯、香霧霏霏欲噀人。 

坐客殷勤為収子、千奴一掬奈吾貧。 

 

■【06-4-007】大寒歩至東坡贈巣三 

春雨如暗塵、春風吹倒人。 

東坡数間屋、巣子誰与隣。 

空牀斂敗絮、破竈鬱生薪。 

相対不言寒、哀哉知我貧。 

我有一瓢酒、独飲良不仁。 

未能赬我頬、聊復濡子唇。 

故人千鐘禄、馭吏酔吐茵。 

那知我与子、坐作寒螿呻。 

努力莫怨天、我爾皆天民。 



第6章 赤壁の賦 

第 6 章：692 
 

行看花柳動、共享無辺春。 

 

■【06-4-008】与巣元修 

 

■【06-4-009】与徐得之 

 

■【06-4-010】与子由弟 

 

■【06-4-011】東坡 

雨洗東坡月色清、市人行尽野人行。 

莫嫌犖確坡頭路、自愛鏗然曳杖声。 

 

■【06-4-012】日日出東門 

日日出東門、歩尋東城游。 

城門抱関卒、笑我此何求。 

我亦無所求、駕言写我憂。 

意適忽忘返、路窮乃帰休。 

懸知百歳後、父老説故侯。 

古来賢達人、此路誰不由。 

百年寓華屋、千載帰山丘。 

何事羊公子、不肯過西州。 

 

■【06-4-013】記所作詩 
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■【06-4-014】参寥泉銘 

 

■【06-4-015】和黄魯直食筍次韻 

飽食有残肉、飢食無余菜。 

紛然生喜怒、似被狙公売。 

爾來誰独覚、凜凜白下宰。 

一飯在家僧、至楽甘不壊。 

多生味蠹簡、食筍乃余債。 

蕭然映樽俎、未肯雑菘芥。 

君看霜雪姿、童稚已耿介。 

胡為遭暴橫、三嗅不忍嘬。 

朝来忽解籜、勢迫風雷噫。 

尚可餉三閭、飯筒纏五采。 

 

■【06-4-016】書謗 

 

■【06-4-017】与范蜀公 

 

■【06-4-018】臨江仙 

夜飲東坡醒復酔、 

帰来彷彿三更。 

家童鼻息已雷鳴。 
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敲門都不応、 

倚杖聴江声。 

 

長恨此身非我有、 

何時忘却営営。 

夜闌風静縠紋平。 

小舟従此逝、 

江海寄余生。 

 

■【06-4-019】帖贈楊世昌 

 

■【06-4-020】与蔡景繁 

 

■【06-4-021】南堂五首 

其一 

江上西山半隠堤、此邦台館一時西。 

南堂独有西南向、臥看千帆落浅溪。 

 

其二 

暮年眼力嗟猶在、多病顛毛却未華。 

故作明窗書小字、更開幽室養丹砂。 

 

其三 
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他年雨夜困移牀、坐厭愁声点客腸。 

一聴南堂新瓦響、似聞東塢小荷香。 

 

其四 

山家為割千房蜜、稚子新畦五畝蔬。 

更有南堂堪著客、不憂門外故人車。 

 

其五 

掃地焚香閉閣眠、簟紋如水帳如煙。 

客來夢覚知何処、挂起西窗浪接天。 

 

■【06-4-022】与蹇授之 

 

■【06-4-023】満庭芳 

三十三年、 

今誰存者、 

算只君与長江。 

凛然蒼檜、 

霜幹苦難双。 

聞道司州古県、 

雲渓上、 

竹戸松窓。 

江南岸、 
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不因送子、 

寧肯過君邦。 

 

樅樅。 

疏雨過、 

風林舞破、 

煙蓋雲幢。 

願持此邀君、 

一飲空缸。 

居士先生老矣、 

真夢裏、 

相対残缸。 

歌舞断、 

行人未起、 

船鼓已逢逢。 

 

■【06-4-024】元修菜、并叙 

叙 

菜之美者、有吾郷之巣。故人巣元修嗜之、余亦嗜之。元修云、使孔北海見、当復云吾家菜

耶。因謂之元修菜。余去郷十有五年、思而不可得。元修適自蜀来、見余於黄、乃作是詩、使

帰致其子、而種之東坡之下云。 

 

彼美君家菜、鋪田緑茸茸。 
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豆莢円且小、槐芽細而豊。 

種之秋雨余、擢秀繁霜中。 

欲花而未萼、一一如青虫。 

是時青裙女、採擷何悤悤。 

烝之復湘之、香色蔚其饛。 

点酒下塩豉、縷橙芼薑蔥。 

那知雞与豚、但恐放箸空。 

春尽苗葉老、耕翻煙雨叢。 

潤随甘沢化、暖作青泥融。 

始終不我負、力与糞壤同。 

我老忘家舍、楚音変児童。 

此物独嫵媚、終年繋余胸。 

君帰致其子、囊盛勿函封。 

張騫移苜蓿、適用如葵菘。 

馬援載薏苡、羅生等蒿蓬。 

懸知東坡下、塉鹵化千鍾。 

長使斉安人、指此説両翁。 

 

■【06-4-025】聖散子叙 

 

■【06-4-026】杜処士伝 

 

■【06-4-027】寄周安孺茶 
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大哉天宇内、植物知幾族。 

霊品独標奇、迥超凡草木。 

名従姫旦始、漸播桐君録。 

賦詠誰最先、厥伝惟杜育。 

唐人未知好、論著始於陸。 

常李亦清流、当年慕高躅。 

遂使天下士、嗜此偶於俗。 

豈但中土珍、兼之異邦鬻。 

鹿門有佳士、博覧無不矚。 

邂逅天随翁、篇章互賽続。 

開園頤山下、屏跡松江曲。 

有興即揮毫、燦然存簡牘。 

伊予素寡愛、嗜好本不篤。 

自少年時、低徊客京轂。 

雖非曳裾者、庇蔭或華屋。 

頗見紈綺中、歯牙厭粱肉。 

小竜得屡試、糞土視珠玉。 

團鳳与葵花、珷玞雑魚目。 

貴人自矜惜、捧玩且緘櫝。 

未数日注卑、定知双井辱。 

於茲自研討、至味識五六。 

自爾入江湖、尋僧訪幽独。 

高人固多暇、探究亦頗熟。 
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聞道早春時、携籯赴初旭。 

驚雷未破蕾、采采不盈掬。 

旋洗玉泉蒸、芳馨豈停宿。 

須臾布軽縷、火候謹盈縮。 

不憚頃間労、経時廃蔵蓄。 

髹筒浄無染、箬籠匀且複。 

苦畏梅潤侵、暖須人気燠。 

有如剛耿性、不受繊芥触。 

又若廉夫心、難将微穢瀆。 

晴天敞虚府、石碾破軽緑。 

永日遇閑賓、乳泉発新馥。 

香濃奪蘭露、色嫩欺秋菊。 

閩俗競伝誇、豊腴面如粥。 

自云葉家白、頗勝中山醁。 

好是一杯深、午窗春睡足。 

清風撃両腋、去欲凌鴻鵠。 

嗟我楽何深、水経亦屡読。 

陸子咤中冷、次乃康王谷。 

蟆培頃曽嘗、瓶罌走僮僕。 

如今老且懶、細事百不欲。 

美悪両倶忘、誰能強追逐。 

薑塩拌白土、稍稍従吾蜀。 

尚欲外形骸、安能徇心腹。 
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由来薄滋味、日飯止脱粟。 

外慕既已矣、胡為此羈束。 

昨日散幽歩、偶上天峰麓。 

山圃正春風、蒙茸万旗簇。 

呼児為佳客、采制聊亦復。 

地僻誰我従、包蔵置廚簏。 

何嘗較優劣、但喜破睡速。 

況此夏日長、人間正炎毒。 

幽人無一事、午飯飽蔬菽。 

困臥北窗風、風微動窗竹。 

乳甌十分満、人世真局促。 

意爽飄欲仙、頭軽快如沐。 

昔人固多癖、我癖良可贖。 

為問劉伯倫、胡然枕糟麹。 

 

■【06-4-028】送僧応純偈 

 

■【06-4-029】東坡羹 

 

■【06-4-030】題沈君琴 

 

■【06-4-031】跋呉道子地獄変相 
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■【06-4-032】跋先君与孫叔静帖、并書 

 

■【06-4-033】書劉庭式事 

 

■【06-4-034】次韻子由種杉竹 

吏散庭空雀噪簷、閉門独宿夜厭厭。 

似聞梨棗同時種、応与杉篁刻日添。 

糟麹有神熏不酔、雪霜誇健巧相沾。 

先生坐待清陰満、空使人人嘆滞淹。 

 

■【06-4-035】孔毅甫妻挽詞 

結褵記初歓、同穴期晩歳。 

択夫得温嶠、生子勝王済。 

高風相賓友、古義仍兄弟。 

従君吏隠中、窮達初不計。 

云何抱沈疾、俯仰便一世。 

幽陰淒房櫳、芳沢在巾袂。 

百年縦得満、此路行亦逝。 

那将有限身、長瀉無益涕。 

君文照今古、不比山石脆。 

当観千字誄、寧用百金瘞。 

 

■【06-4-036】祭陳君式文 
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■【06-4-037】初秋寄子由 

百川日夜逝、物我相随去。 

惟有宿昔心、依然守故処。 

憶在懐遠駅、閉門秋暑中。 

藜羹対書史、揮汗与子同。 

西風忽淒厲、落葉穿戸 。 

子起尋裌衣、感歎執我手。 

朱顔不可恃、此語君勿疑。 

別離恐不免、功名定難期。 

当時已淒断、況此両衰老。 

失塗既難追、学道恨不早。 

買田秋已議、築室春当成。 

雪堂風雨夜、已作対牀声。 

 

■【06-4-038】聞子由為郡僚所捃、恐当去官 

少学不為身、宿志固有在。 

雖然敢自必、用舎置度外。 

天初若相我、発跡造宏大。 

豈敢負所付、捐躯欲投会。 

寧知事大謬、挙歩得狼狽。 

我已無可言、堕甑難追悔。 

子雖僅自免、雞肋安足頼。 
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低回畏罪罟、黽勉敢言退。 

若人疑或使、為子得微罪。 

時哉帰去来、共抱東坡耒。 

 

■【06-4-039】次韻王鞏南遷初帰二首 

其一 

問君謫南賓、野葛食幾尺。 

逢人瘴髮黄、入市胡眼碧。 

三年不易過、坐睨倚天壁。 

帰来貌如故、妙語仍破鏑。 

那能廃詩酒、亦未妨禅寂。 

願為尚書郎、還賜上方舄。 

 

其二 

江家旧池台、修竹囲一尺。 

帰来万事非、惟見秦淮碧。 

平生痛飲処、遺墨鴉棲壁。 

西来故父客、金印雑鳴鏑。 

三槐老更茂、花絮春寂寂。 

中微未可料、家廟蔵赤舄。 

 

■【06-4-040】与李公択 
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■【06-4-041】与范子豊 

 

■【06-4-042】与張安道 

 

■【06-4-043】上張安道養生訣論 

 

■【06-4-044】節飲食説 

 

■【06-4-045】好事近 

紅粉莫悲啼、 

俯仰半年離別。 

看取雪堂坡下、 

老農夫淒切。 

 

明年春水漾桃花、 

柳岸隘舟楫。 

従此満城歌吹、 

看黄州闐咽。 

 

■【06-4-046】遺愛亭記 

 

■【06-4-047】与楊元素 

 



自由訳 蘇東坡詩文集抄 

第 6 章：705 
 

■【06-4-048】答范蜀公 

 

■【06-4-049】書蜀公約隣 

 

■【06-4-050】鷓鴣天 

林断山明竹隠墻、 

乱蝉衰草小池塘。 

翻空白鳥時時見、 

照水紅蕖細細香。 

 

村舎外、 

古城傍。 

杖藜徐歩転斜陽。 

殷勤昨夜三更雨、 

又得浮生一日涼。 

 

■【06-4-051】西江月 

点点楼頭細雨、 

重重江外平湖。 

当年戯馬会東徐。 

今日凄涼南浦。 

 

莫恨黄花未吐、 
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且教紅粉相扶。 

酒闌不必看茱萸。 

俯仰人間今古。 

 

■【06-4-052】書張芸叟詩 

 

■【06-4-053】牛酒帖 

 

■【06-4-054】孔毅甫以詩戒飲酒、問買田、且乞墨竹、次其韻 

酒中真復有何好、孟生雖賢未聞道。 

酔時万慮一埽空、醒後紛紛如宿草。 

十年揩洗見真妄、石女無児焦穀槁。 

此身何異貯酒瓶、満輒予人空自倒。 

武昌痛飲豈吾意、性不違人遭客悩。 

君家長松十畝陰、借我一庵聊洗心。 

我田方寸耕不尽、何用百頃糜千金。 

枕書熟睡呼不起、好学憐君工雑擬。 

且将墨竹換新詩、潤色何須待東里。 

 

■【06-4-055】子由作二頌、頌石台長老問公、手写蓮経、字如黒蟻、且誦万遍、脇不至席

二十余年。予亦作二首 

其一 

眼前擾擾黒蚍蜉、口角霏霏白唾珠。 
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要識吾師無礙処、試将焼却看嗔無。 

 

其二 

眼睛心地両虚円、脇不沾牀二十年。 

誰信吾師非不睡、睡蛇已死得安眠。 

 

■【06-4-056】十拍子 

白酒新開九醞、 

黄花已過重陽。 

身外儻来都似夢、 

酔裏無何即是郷。 

東坡日月長。 

 

玉粉旋烹茶乳、 

金薤新搗橙香。 

強染霜髭扶翠袖。 

莫道狂夫不解狂。 

狂夫老更狂。 

 

■【06-4-057】洗児戯作 

人皆養子望聡明、我被聡明誤一生。 

惟願孩児愚且魯、無災無難到公卿。 
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■【06-4-058】鄧忠臣母周氏挽詞 

微生真草木、無処謝天力。 

慈顔如春風、不見桃李実。 

古今抱此恨、有志俯仰失。 

公子豈先知、戦戦常惜日。 

吾君日月照、委曲到肝鬲。 

哀哉人子心、吾何愛一邑。 

家庭拝前後、粲然発笑色。 

豈比黄壤下、焚瘞千金璧。 

若人道徳人、視此亦戯劇。 

聊償曽閔意、遽与仙仏寂。 

孤累臥江渚、永望墳墓隔。 

作詩相楚挽、感慟涙再滴。 

 

■【06-4-059】記承天夜遊 

 

■【06-4-060】記故人病 

 

■【06-4-061】書唐林夫恵諸葛筆 

 

■【06-4-062】書名僧令休硯 

 

■【06-4-063】孔毅甫龍尾硯銘 
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■【06-4-064】書懐民所遺墨 

 

■【06-4-065】書龐安時見遺廷珪墨 

 

■【06-4-066】与蔡景繁 

 

■【06-4-067】水調歌頭 

落日繍簾巻、 

亭下水連空。 

知君為我、 

新作窓戸湿青紅。 

長記平山堂上、 

欹枕江南煙雨、 

杳杳没孤鴻。 

認得酔翁語、 

山色有無中。 

 

一千頃、 

都鏡浄、 

倒碧峰。 

忽然浪起、 

掀舞一葉白頭翁。 
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堪笑蘭台公子、 

未解荘生天籟、 

剛道有雌雄。 

一点浩然気、 

千里快哉風。 

 

■【06-4-068】郭忠恕画賛 

 

■【06-4-069】与滕達道 

 

■【06-4-070】孟仰之 

 

■【06-4-071】書子由君子泉銘後 

 

■【06-4-072】与王定国 

 

■【06-4-073】王定国詩集叙 

 

■【06-4-074】録趙貧子語 

 

■【06-4-075】延年術 

 

■【06-4-076】贈楊耆 
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■【06-4-077】与楊耆秀才醵銭帖 

 

■【06-4-078】和蔡景繁海州石室 

芙蓉仙人旧遊処、蒼藤翠壁初無路。 

戯将桃核裹黄泥、石間散擲如風雨。 

坐令空山出錦繍、倚天照海花無数。 

花間石室可容車、流蘇宝蓋窺霊宇。 

何年霹靂起神物、玉棺飛出王喬墓。 

当時酔臥動千日、至今石縫余糟醑。 

仙人一去五十年、花老室空誰作主。 

手植数松今偃蓋、蒼髯白甲低瓊戸。 

我来取酒酹先生、後車仍載胡琴女。 

一声氷鉄散巌谷、海為瀾翻松為舞。 

爾来心賞復何人、持節中郎酔無伍。 

独臨断岸呼日出、紅波碧巘相呑吐。 

径尋我語覓余声、拄杖彭鏗叩銅鼓。 

長篇小字遠相寄、一唱三嘆神淒楚。 

江風海雨入牙頬、似聴石室胡琴語。 

我今老病不出門、海山巌洞知何許。 

門外桃花自開落、牀頭酒甕生塵土。 

前年開閣放柳枝、今年洗心帰仏祖。 

夢中旧事時一笑、坐覚俯仰成今古。 
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願君不用刻此詩、東海桑田真旦暮。 

 

■【06-4-079】書四戒 

 

■【06-4-080】徐君猷挽詞 

一舸南遊遂不帰、清江赤壁照人悲。 

請看行路無従涕、尽是当年不忍欺。 

雪後独来栽柳処、竹間行復采茶時。 

山城散尽樽前客、旧恨新愁只自知。 

 

■【06-4-081】祭徐君猷文 

 

■【06-4-082】与徐得之 

 

■【06-4-083】記張公規論去欲 

 

■【06-4-084】与滕達道 

 

■【06-4-085】橄欖 

紛紛青子落紅塩、正味森森苦且厳。 

待得微甘回歯頬、已輸崖蜜十分甜。 

 

■【06-4-086】南柯子 
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衛霍元勲後、 

韋平外族賢。 

吹笙只合在緱山。 

閑駕彩鸞帰去、 

趁新年。 

 

烘暖焼香閣、 

軽寒浴仏天。 

他年一酔画堂前、 

莫忘故人憔悴、 

老江辺。 

 

■【06-4-087】賭書字 

 

■【06-4-088】生日、王郎以詩見慶、次其韻、並寄茶二十一片 

折楊新曲万人趨、独和先生于 于。 

但信櫝蔵終自售、豈知盌脱本無橅。 

朅従氷叟来游宦、肯伴臞仙亦号儒。 

棠棣並為天下士、芙蓉曽到海辺郛。 

不嫌霧谷霾松柏、終恐虹梁荷棟桴。 

高論無窮如鋸屑、小詩有味似連珠。 

感君生日遙称寿、祝我余年老不枯。 

未弁報君青玉案、建溪新餅截雲腴。 
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■【06-4-089】喜王定国北帰第五橋 

白露淒風洗瘴烟、夢回相対両淒然。 

雀羅廷尉非当日、鳩杖先生愈少年。 

世事飽諳思縮手、主恩未報恥帰田。 

誰憐第五橋辺水、独照台州老鄭虔。 

 

■【06-4-090】率子廉伝 

 

■【06-4-091】読仲閔詩巻因成長句 

 

■【06-4-092】与銭済明 

 

■【06-4-093】書贈胡道師 

 

■【06-4-094】書贈何聖可 

 

■【06-4-095】夢中作祭春牛文 

 

■【06-5-001】和秦太虚梅花 

西湖処士骨応槁、只有此詩君圧倒。 

東坡先生心已灰、為愛君詩被花悩。 

多情立馬待黄昏、残雪消遅月出早。 
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江頭千樹春欲闇、竹外一枝斜更好。 

孤山山下酔眠処、点綴裙腰紛不掃。 

万里春随逐客来、十年花送佳人老。 

去年花開我已病、今年対花還草草。 

不如風雨捲春帰、収拾余香還畀昊。 

 

■【06-5-002】再和潜師 

化工未議蘇群槁、先向寒梅一傾倒。 

江南無雪春瘴生、為散氷花除熱悩。 

風清月落無人見、洗妝自趁霜鐘早。 

惟有飛来双白鷺、玉羽瓊枝闘清好、 

呉山道人心似水、眼浄塵空無可埽。 

故将妙語寄多情、橫機欲試東坡老。 

東坡習気除未尽、時復長篇書小草。 

且撼長條餐落英、忍飢未擬窮呼昊。 

 

■【06-5-003】代滕甫弁謗乞郡状 

 

■【06-5-004】師中庵題名 

 

■【06-5-005】与千乗侄 

 

■【06-5-006】次韻曹九章見贈 
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蘧瑗知非我所師、流年已似手中蓍。 

正平独肯従文挙、中散何曽靳孝尼。 

売剣買牛真欲老、得銭沽酒更無疑。 

雞豚異日為同社、応有千篇唱和詩。 

 

■【06-5-007】書淵明帰去来序 

 

■【06-5-008】題淵明詩 

 

■【06-5-009】書淵明羲農去我久詩 

 

■【06-5-010】上巳日、与二三子携酒出游、随所見輒作数句、明日集之為詩、故辞無倫次 

薄雲霏霏不成雨、杖藜暁入千花塢。 

柯丘海棠吾有詩、独笑深林誰敢侮。 

三杯卯酒人径酔、一枕春睡日亭午。 

竹間老人不読書、留我閉門誰教汝。 

出簷藂枳十囲大、写真素壁千蛟舞。 

東坡作塘今幾尺、携酒一労農工苦。 

却尋流水出東門、壊垣古塹花無主。 

臥開桃李為誰妍、対立鵁鶄相媚嫵。 

開樽藉草勧行路、不惜春衫汚泥土。 

褰裳共過春草亭、扣門却入韓家圃。 

轆轤繩断井深碧、鞦韆索挂人何所。 
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映簾空復小桃枝、乞漿不見譍門女。 

南山古台臨断岸、雪陣翻空迷仰俯。 

故人饋我玉葉羹、水冷烟消誰為煮。 

崎嶇束蘊下荒径、婭 隔花聞好語。 

更随落景尽余樽、却傍孤城得僧宇。 

主人勧我洗足眠、倒牀不復聞鐘鼓。 

明朝門外泥一尺、始悟三更雨如許。 

平生所向無一遂、茲游何事天不阻。 

固知我友不終窮、豈弟君子神所予。 

 

■【06-5-011】記遊定恵院 

 

■【06-5-012】劉監倉家煎米粉作餅子、余云為甚酥。潘邠老家造逡巡酒、余飲之、云莫作

醋、錯著水来否。後数日、余携家飲郊外、因作小詩戯劉公、求之 

野飲花間百物無、杖頭惟掛一葫蘆。 

已傾潘子錯著水、更覓君家為甚酥。 

 

■【06-5-013】海棠 

東風嫋嫋泛崇光、香霧空濛月転廊。 

只恐夜深花睡去、故焼高燭照紅妝。 

 

■【06-5-014】謝量移汝州表 
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■【06-5-015】贈別王文甫 

 

■【06-5-016】与蘇子容 

 

■【06-5-017】大別方丈銘 

 

■【06-5-018】石恪画維摩頌 

 

■【06-5-019】夢弥勒殿 

 

■【06-5-020】書黄州古編鐘 

 

■【06-5-021】書李岩老棋 

 

■【06-5-022】徐問真従欧陽公游 

 

■【06-5-023】陳昱再生 

 

■【06-5-024】魚枕冠頌 

 

■【06-5-025】与王文甫 

 

■【06-5-026】満庭芳 
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帰去来兮、 

吾帰何処、 

万里家在岷峨。 

百年強半、 

来日苦無多。 

坐見黄州再閏、 

児童尽、 

楚語呉歌。 

山中友、 

鶏豚社酒、 

相勧老東坡。 

 

云何。 

当此去、 

人生底事、 

来往如梭。 

待間看秋風、 

洛水清波。 

好在堂前細柳、 

応念我、 

莫翦柔柯。 

仍伝語、 

江南父老、 
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時与曬漁蓑。 

 

■【06-5-027】記張君宜 

 

■【06-5-028】別黄州 

病瘡老馬不任鞿、猶向君王得敝幃。 

桑下豈無三宿恋、樽前聊与一身帰。 

長腰尚載撐腸米、濶領先裁蓋痩衣。 

投老江湖終不失、来時莫遣故人非。 

 

■【06-5-029】和參寥 

芥舟只合在坳堂、紙帳心期老孟光。 

不道山人今忽去、暁猿啼処月茫茫。 

 

■【06-5-030】過江夜行武昌山聞黄州鼓角 

清風弄水月銜山、幽人夜度呉王峴。 

黄州鼓角亦多情、送我南来不辞遠。 

江南又聞出塞曲、半雑江声作悲健。 

誰言万方声一概、鼉憤竜愁為余変。 

我記江辺枯柳樹、未死相逢真識面。 

他年一葉泝江来、還吹此曲相迎餞。 

 

■【06-5-031】再書贈王文甫 
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■【06-5-032】自興国往筠宿石田駅南二十五里野人舎 

 

■【06-5-033】跋先君書送呉職方引 

 

■【06-5-034】記参寥竜丘答問 

 

■【06-5-035】岐亭五首、并叙 

叙 

元豊三年正月、余始謫黄州。至岐亭北二十五里山上、有白馬青蓋来迎者、則余故人陳慥

季常也。為留五日、賦詩一篇而去。明年正月、復往見之、季常使人労余於中途。余久不殺、

恐季常之為余殺也、則以前韻作詩、為殺戒以遺季常。季常自爾不復殺、而岐亭之人多化

之、有不食肉者。其後数往見之、往必作詩、詩必以前韻。凡余在黄四年、三往見季常、而季

常七来見余、蓋相従百余日也。七年四月、余量移汝州、自江淮徂洛、送者皆止慈湖、而季

常独至九江。乃復用前韻、通為五篇以贈之。 

 

其一 

昨日雲陰重、東風融雪汁。 

遠林草木暗、近舎煙火湿。 

下有隠君子、嘯歌方自得。 

知我犯寒来、呼酒意頗急。 

撫掌動隣里、繞村捉鵝鴨。 

房櫳鏘器声、蔬果照巾冪。 
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久聞蔞蒿美、初見新芽赤。 

洗盞酌鵝黄、磨刀削熊白。 

須臾我径酔、坐睡落巾幘。 

醒時夜向闌、 銅瓶泣。 

黄州豈云遠、但恐朋友欠。 

我当安所主、君亦無此客。 

朝来静庵中、惟見峰巒集。 

 

其二 

我哀籃中蛤、閉口護残汁。 

又哀網中魚、開口吐微湿。 

刳腸彼交病、過分我何得。 

相逢未寒温、相勧此最急。 

不見盧懐慎、烝壺似烝鴨。 

坐客皆忍笑、 然発其冪。 

不見王武子、毎食刀几赤。 

琉璃載烝豚、中有人乳白。 

盧公信寒陋、衰髪得満幘。 

武子雖豪華、未死神已泣。 

先生万金璧、護此一蟻欠。 

一年如一夢、百歳真過客。 

君無廃此篇、厳詩編杜集。 
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其三 

君家蜂作窠、歳歳添漆汁。 

我身牛穿鼻、巻舌聊自湿。 

二年三過君、此行真得得。 

愛君似劇孟、扣門知緩急。 

家有紅頬児、能唱緑頭鴨。 

行当隔簾見、花霧軽冪冪。 

為我取黄封、親拆官泥赤。 

仍須煩素手、自点葉家白。 

楽哉無一事、十年不蓄幘。 

閉門弄添丁、哇笑雑呱泣。 

西方正苦戦、誰補将帥欠。 

披図見八陣、合散更主客。 

不須親戎行、坐論教君集。 

 

其四 

酸酒如齏湯、甜酒如蜜汁。 

三年黄州城、飲酒但飲湿。 

我如更揀択、一酔豈易得。 

幾思圧茅柴、禁網日夜急。 

西隣推甕盎、酔倒豬与鴨。 

君家大如掌、破屋無遮冪。 

何従得此酒、冷面妒君赤。 
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定応好事人、千石供李白。 

為君三日酔、蓬髮不暇幘。 

夜深欲踰垣、臥想春甕泣。 

君奴亦笑我、鬢歯行禿欠。 

三年已四至、歳歳遭悪客。 

人生幾両屐、莫厭頻来集。 

 

其五 

枯松強鑽膏、槁竹欲瀝汁。 

両窮相値遇、相哀莫相湿。 

不知我与君、交遊竟何得。 

心法幸相語、頭然未為急。 

願為穿雲鶻、莫作将雛鴨。 

我行及初夏、煮酒映疏冪。 

故郷在何許、西望千山赤。 

茲游定安帰、東泛万頃白。 

一歓寧復再、起舞花墮幘。 

将行出苦語、不用児女泣。 

吾非固多矣、君豈無一欠。 

各念別時言、閉戸謝衆客。 

空堂浄掃地、虚白道所集。 

 

 


